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雜信 一 束 

第一 信 

A 兄 

-.^ 月の 三日の 午後に 妹の 所 へ 行って ゐ たら 嘗て 覺ぇ のない 惡塞を 感じた ので 家に 歸 つて 床に 就く と， 夜に なつ 

て 二； 卜 丸 度！ 一分と いふ 熱に なって しまった。 で 五日の ：ri に藝術 座の 劇 を ハゼ樂 座で 見ようと S 君と 約束した の も 無 

駄 になって、 切符 を 〔糸の ものに やって 見せに やったら、 -; ハ時 頃に その 男が 慌てた やうな 顔 をして 歸 つて 來た。 座 

の is に 大きな 張 札が あ つて、 「松 井須 磨 子 死去に つき」 云 々 と 書いて ある、 その 周りに その 日の 觀覽 者が 狼つ て 、 

わいくと 騷 いで ゐ たとい ふの だ。 而 して 夕刊 寶 りの 手に は 「須 磨 子の 自殺」 とい ふ 文字 を 赤 インキで 大きく 害 

いた 紙が ぶら下げられて ゐ たとい ふの だ。 私の 熱の ある 神經は 可な りひ どい 衝動 を 受けた。 意外の やうに も 忍つ 

た。 行きつ く 所に 行った なと も 思った。 

その 夜/でて く 私 は义命 尾壽六 先生の 訃 昔に 接した。 命 尾 先生と いって は^ の 人 は 知るまい が、 先生 は 謠曲道 

そしゅ く 

の誉. として その 道の 人に は 敬畏を 以て 仰がれた 老人 だ。 一 一日に 病床 を 訪れた 時 早 いけない なと IE わった から、 

その； 報は須 磨 子の それに 對 する^ 意外ではなかった けれども、 非常に 名殘 りが 惜しまれた。 病氣 でさ へな かつ 

r-  1 來  三 


お a 武 郞 4- 槊 七 四 

たら、 臨終に も Si に 合ったら うにと 思った。 

六日の 日 は 少し 曇って 風が 塞かった が、 私 は 熱感 を覺 えながら、 むさ 苦しく 生え 延びた 鬚 を その ま- -に、 頸の 

ま はりに 三角巾 を まきつけて、 十一 時 頃 人力車で 藝 術俱樂 部に 出かけて 行った。 藝術獻 が 去年 私の 「死と その 前 

後」 を 試演した 時 度々 出入した ので、 その 連 物 は 可な り 私に 親しい ものだった。 事務所に は顏を 知った」.^ 方の 人 

がゐ て、 外赛と 帽子と を 預かって くれた C 觀覽 席の 戶を 開けて 中に 入る と 座員の 二三が 卓 を ひかへ て 椅子に 腿 か 

けて ゐた。 私の 劇で 醫師 になった 人 も、 婆やに なった 人 も、 影 人に なった 人もゐ た。 觀覽 席に は 飛び /{- に 座 布 

圑が 置いて あって、 その 問に 火の かん./. \ 熾った 火鉢が 据ゑ てあつた。 私 は その 座 布團の 一 つに 坐って 火鉢に 乎 

を かざした。 

這 入る とすぐ 氣附 いたの だが、 舞臺は 私の 劇の 夢幻の 場面に ^ ゐた黑 布で 被 はれて ゐた。 觀覽 席から 階段に な 

って；！^：って行くと、 そこに 白 布で 包んだ 寢棺が 置いて あって、 その 下に は 故人の 寫眞が 二 枚 飾って あった。 その 

後ろの 黑 布の 壁面に は、 ノルマン 型の がっしりした カン デラァ ブラが 一 對 取り 附 けて あって、 それに ra: つの 大蠟 

燭が、 ほろ. （-. と 黄お ぃ焰を あげて 搖ぎ 燃えて ゐた。 その 焰が 私に は 一番 美しい 印象 を與 へた。 しかつめらしい 

席に 出る と 妙に 氣が おくれて、 自然にな り 憎い 私 も、 そこに は 思った 程人氣 がなかった 爲め、 極めて 靜 かな 心で 

柁の 前に 坐る 事が 出来た。 香を薰 じょうか、 線香 を 上げようかと 一寸 迷った 末に、 線香 を 上げる 事に した。 香爐 

に は 短い 長い 線香が 七 八本 靜 かに 細い 煙 を 立て.^ ゐた。 私 は 心から 頭 を 下げた。 * 

私 は それから 命 尾 先生の 所に 行った。 牛 込の 加賀 町の 或る 路次を 這 入って 突き 當 つて 右に 曲る とさ \ やかな 門 

とさ、 やかな 格子 戶 造りの 入口が ある。 そこに 綾いた 六疊の 部屋に はさ、 やかな 机が 置いて あって、 袴 を はいた 

門^^-が受附をしてゐた。 例の流れのゃぅな暗ぃ茶の問を通りぬけた南向きの八疊にはニ三の！^^問客がゐて、 その 


隣り の に 先生の 遣 骸は横 へられて ゐた。 年老いた 奥さん は 老いの 淚か 悲しみの 淚か、 眼の 緣 をうる ましながら、 

にこ /(\ して 私に 挨 移された。 まだ 準備が 出來 ない の だとい ふので、 先生 は 布 圏の 上に 花 ^^廣 を 敷いて、 飛白の 

g 琳衣を 着て、 羽二重の 黑紋付 を 羽織って 仰向けに 寢て 居られた。 合掌した 乎が 板の やうに 平べ つたくな つた 胸の 

上に によ きんと 持ち 上って、 瘦 せた その 顏は 枯木の やうに すがく しく 嫌味な く、 簡素な 大きな 凸凹の 面が、 名 

人の 作に 成る 翁の面 を 思 はせ た。 先生の 側に は 長 脇差が 半分 鞘を拂 つて 置いて あった。 死" i£ の 後方に は、 獵に使 

-11? を すっきりと 描いた 屏風が 倒さに もせす に 立て 廻 はして あった。 白衣の 看護婦が 一 一人 恭しく 坐って ゐる のが 

不調和に 见 えた 程、 先生の 周 園に は 江戸の 能役者と いふ 影が 濃く 漂って ゐた。 僕 は そこで も 三本の 線香 を 上げて 

心から 頭 を 下げた。 

今日は この 位に してお かう。 

(1 九 一九二お 十； 二  H) 

第二 信 

A 兄 

十 ：！ くても 新しくて もい.^、 眞劍の 人 は 香ばしい もの だ。 凉し いもの だ。 

须 1? 子が 私の 劇の 稽古 をして ゐる 時、 急所々 々 に來 ると 何時でも 曾 葉 通りに 淚を 流して ゐた。 ある 時つ き 合つ 

てゐた 座員の 仕草の 呼吸が しっくり 行かないで、 二三 度 同じ 所 を 小 返し.^ た 時、 須磨子 は 例の 癎を募 らして ゐた 

が、 强ぃ 言葉で いきなり 「お前さん 泣いて ゐな いぢ やない か」 ときめつ けた。 それ を 聞いた 僕 は 「ふむ」 と 思 は 

す會 心の 聲を： * から 漏らさせられた。 

雜信 一い V  五. 


4?£2武^5.^作べ^七^  穴 

^ 場の 二  Jw 前の g 十：： の 如き は 激烈な ものだった。 夕方から 始めて 翌朝の 叫 時 過ぎ 五 時 近くまで 休みな しに 繰り 

返した。 作者なる 私で さへ 少し 草臥れて 來、 座員の 中にはへ と./ (、になった 人 もあった が、 須磨子 は 欠 仲 * つし 

なかった。 體 質の 強さに も關 係が ある だら うが、 私 は 彼女が. E 分の 藝に對 して、 藝 そのものに 對 して 本 氣な執 liS 

を 持って ゐ るの を 看取した。 その 席に ゐた 芝居 近の 通人 は、 こんな 猛烈な 秸 十：： は 東京に 劇場が 始まって 以來の 事 

だら うと さう 云 つて ゐた。 僕 は 泣き はらした やうな 露 赤な^ をして 割引 電車で {_ ^に歸 つた。 

命：：^ 先：^; の {豕 で、 そこに 列席して ゐた 人から 忍 ひ 出 話と して 聞いた 事 だが、 先生が まだ 引退し ない 問の 事、 あ 

る雜 誌に 論說が 出て、 そこに 寶：^ 流の 謠ひ 方が 近來 色々 に變 化する が、 それ は 已むを得ない ばかりでなく 斯道の 發 

展の爲 めに、 M 贺 すべき 事 だとい ふやうな 事が 云って あった。 それ を 先生が 見て 非常に 腹 を 立てた。 元來 文字の あ 

る 人ではなかった が、" 非 共 駁論 を窨 くと 云って、 熟語 字典 を 三 冊 も 四册も 買って 苦心 懷擔の 末に 一 文 を 草した。 

その 大體の 趣意に よれば、 Si 曲と いふ もの は 大成され た藝 術で、 拔き 差しの 出來る やうな もので はない。 謠曲 にた 

づ さはる もの 、苦心と 努力と は、 旣定の 表現 法 をい かに 完全に 練達す るかに ある。 夢にも 變 易すべき もので はな 

い。 若し 異論が あるなら 何時でもお 相手になる。 その 對決は 謠 曲 道の 神聖 道場なる 舞臺の 上で 屹麼 致さう とい ふ 

のだった さう だ。 事 は 面倒に なった。 こんな 文が 公け になる U になる と、 思 ひも 寄らぬ 面倒が 起る に逮 ひない と 

いふので、 仲に 立つ 人が あって、 その 論說を 書いた 人と 先生と を 支那 料理の 偕樂 園に 招んで、 意志の疏通 を 計ら 

うとした。 先生 は 何も 知らす に その 席に 出て 来られた。 やがて- 論 說を誊 いた 人が 自分の 意見 を 布衍して 謠 曲な 

る もの、 意義 を說 明し にか、 ると、 先生 は 忽ち 色 を 作して、 「謠 曲の 事に ついては あなたより 私の 方が 不肖ながら 

よく 心得て ゐる。 あなたのお 指 1: を 受ける Is れは 御座らぬ」 とい ふかと 思 ふと、 自分の 前に 在る 珍- 〈有 を 盛り上げ 

たち やぶ 臺を がらり と 前に 押し やつ たま 、 ふい と 座 を」. 仏 つ て しま はれた さう だ。 


先生の 高お に 中 野武營 氏が ゐた。 中 野 氏 は 中々 の 駿足であった のみなら す、 先生の 財政の 事まで 親切に.. S 倒 を 

見て 上げ てんた ので、 先^ は 中 野 氏の いふ 事なら 大抵の 事 は 快く 從 つて られ た。 所が 中 野 氏 は 先生が 高齢で 前 

の： g いのに、 斯道の 奥義が 誰に も傳 へられす に 滅びて 仕舞 ふの を 非^に 惜しい と 思って、 ある 時 「あなたの 百年 

の^^ は謠 曲. 止 流の 奥義が 滅びる 恐れが あるから、 お 達者の 中に 然るべき 人に 口述して おかれたら 後生 を 益す る 

事が 多い と 思 ふが ii: だら う」 とい ふ 意味 を 云って 見た さう だ。 先生 はいつ もの 通りに こくと それ を 聞いて 居 

られ たが、 中 野 氏の 一一 一一 n 藥の 終らぬ 中に 居住 ひ を 直して、 「口で 傳 へたり 筆で 述べたり 出來る やうな ものなら ほ 分 は 

この ハ 牛まで こんな 苦勞 はして ゐ ない。 これ だけ は あなたのお 曾 薬 だが 御 返却す る」 と きっぱり 云 はれた ので、 さす 

がに 世 惯れた 中 野 氏 も 赤面して 頓と 二の句が つげなかった さう だ" これ は 僕が 中 野 岩 太 氏から 親しく 問いた 話 だ。 

先生が 私の 父に 謠を敎 へられた の は 始終 側に ゐて 聞かされて ゐた。 むづ かしい 節^しに 來 ると、 額 をい がめ 首 

を； g り 立て ig: 度で も 五 度で も 丹念に 繰り返して 敎 へられる。 それでも 父の 方で \1 ^み 込めないで ゐ ると、 ぐっと 

口 をつ ぐんで しま ふ。 父が やり直す と 「む、」 と 首 を 振る。 何度でも 何度でも 眞 赤な 顔 をして 服 を 光らしながら 

首 を 板ら れる。 それから 先き は 決して 敎 へられない。 「先生に あれ を やられる と腋の 下に 冷汗が 出る」 と、 この 上 

もない 負け 匕 i ひの 父 も 閉口し 切った やうに 禿げた 頭 を 撫で 廻して 述懐した ものだった。 

死 水 を 取った 人々 の 云 ふ 所に よると、 先^ は 死 際まで 唇 を 尖らして 謠を 歌って 居られた さう だ、 勿論 聲は 出な 

かった が。 嗣子に あたる 人 は 「おや ぢが謠 を 歌 ふ 様子 をす ると 何ん と堪 へて 見ても 泣かす に は ゐられ なかった」 

と 云って ゐた。 

今日は この 位に してお かう。 

(一 九 一 九 二月 十四日〕 

0  0^,^  七 
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第 三 信 

A 兄 

須磨 子の 死 は 何ん といっても 彼女の 性格が 引き起した 破 產だ。 一面識し かなかった の だけれ ども、 僕 は 須齊子 

の 性格 をす ぐ 一:^ み 込む 事が 出来た やうに 思った。 それ 程須磨 子の 性格 は 露骨で 特異だった。 露骨で 特異で ある M 

强く 固かった。 而 して それ は 歪んでも ゐた。 訓練の ない ものだった。 山野の 氣に滿 ちて ゐた。 大抵の 力 は 彼女つ 

この 特質 を變 へる 事が 出来なかった に 違 ひない。 島 村 氏の 忍 辱な 愛の 力で も！^!: する 事 も出來 なかった。 Klurg 子 

自身 それ を 如何す る 事 も出來 なかった。 恐らく 一番よ くその 性格の 缺陷 を自覺 し、 その 缺陷こ i せ しんだ の は Kac 磨 

子 is 身ではなかった らう か。 しかも 彼女 は それ を 如何す る 事 も出來 なかった の だ。 須磨子 はこの 缺陷 を彌鏠 する 

事が 出来たら {SI 分の.^ する 物質的 所^ を 殘らす 抛り 出しても 悔いなかった らうと 思 ふ。 それさ へ然し無ハ处ー^^った，^ 

島 村 氏の 死後、 須磨 子の 性格 は 自分の 周圍 からどん （. 味方 を 離れさせて しまった。 須磨子 を り 育てるべき 人 

人 も、 須磨 子に 或る 割引 を 加へ た 上で、 須磨 子と 交渉した。 須 磨 子の 性格 を 頭から 改造し 得る 人 もな く、 ハ ンデ 

キャップ を附 けす に須磨 子と 仕事 を 共に しょうと い ふ 人 もなか つ た。 須磨 子と 人 々 と の I？ に は 常に その 性格が 介 

在して ゐた。 これが どの位 彼女 を 不幸に し 絶 §1- 的に したら う。 而 して 最後に 死の みが 彼女の 性格 を 撥 無して 彼女 

と 堅く 手 を握づ たの だ。 

高い 意味で あれ、 低い 意味で あれ、 この 消息 は 存分に 悲劇的 だと 僕 は 思 ふ。 遝 命と 個性との つかみ 合 ひが 獎に 

は 感ぜられる。 

その 意味に 於いて 須磨子 は 憫然な 女お。 


A 兄 

然し 僕は須 子 を 憫然な 女 だと は 云 ひ 得ない。 僕 自身 は 破產に く 性格で もい.^、 きつば りした 性格 を 持って 

ゐる だら うか。 多くの 人 は 持って ゐる だら うか。 性格 を 持たない ものが 性格 を 持った もの を 批判す るの は、 眼の 

無い 人が 眼の ある 人 を 批判す る やうな もの だ。 眼の 無い 國で 通用す る 標準 は 眼の ある 國 では 通用し ないか も 知れ 

ない の だ。 その 批判 は 畢竟 無駄 だ。 

無性 格 者 の 群が 造り 出した 倫理 標準、 道德 批判 11 それ は當然 無性 格 者 の 群に 向っての み 適應さ るべき もの だ。 

A 兄 

僕 は 知れ 切った 事 を 注意して おきたい。 性格と は 主義 を 指す ので はない、 主張 をい ふので もない。 固よ.^ ゆ^.^ 

によって 築き上げられた 日用 的な 習惯 的な 假皮 的な 屬性 でも， * ^い。 それで は 何んだ。 僕 自身よ く 定義す る 事 を 知 

ら ない。 然し 僕に は それが 何で あるか を感 する 事が 出来る。 それ を 云 ふの だ。 

今： W はこの 位に してお かう。 

(1 九 一 九 • 1 月 十五 日) 

第 四 信 

A 兄 

もう 少し 云 はない と 承知が 出来ない。 

社， を 安全に する 爲 めに は 過去から 堆積して 來た 重い 約束が ある。 これ を 踏み越えさへ しなければ、 社 會の形 

勢が 變 化しない 限り 最も 安全 だ。 

雜信 一束  .  九 
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社 會を變 化させる 爲 めに は 個性の 中に 自ら 生み出された 性格が ある。 特異な 性格 は：：： ti々 にして 社會の 約束 を 踏 

み躏 る。 而 して 社 會の 形勢 を 根本的に 變 化する。 そこに 南め て 社 會が新 境地 を拓 くの だ。 ある 時 は それが 進歩で 

あり、 ある 時 は それが 不幸に して 退歩で さへ あり^る。 唯 如何なる 場合に も それ は 停止で はない， 轉歩 だ。 

社會の 安全 一 I それの みが 僕 等の 唯一 の 願 だら うか。 動かない 水 は 一番，：^ 全 だ。 然し その 水 は 遂に は 腐る。 私 

達 は 本能の 如くに 轉歩を 要求す る。 轉歩を 要求し ない 社會は 老朽 自ら 滅び 行く 社會 のみ だ。 

苟 くも 轉歩を 要求す る 以上 は、 變化を 要望す る 以上 は、 性格の 尊厳 を 認めなければ ならない。 而 して ある 性格 

が 社會を 進歩 させ 返 歩させる と 見る の は 畢竟、 偶よ その 社會の 現狀に 好都合で あるか 否かから 割り出された 淺薄 

な 功利的 昆地 だ。 新しく 現 はれた 性格 は旣存 社會の if 繩を 以て 律す る 事 は出來 ぬ。 その 性格 は それ ま 身が 價 似で 

あらねば ならぬ。 但し この 結 衆と して、 今まで 成り立って 來た人 の 生活なる ものが 极抵 から 臺な しにな つて 仕 

舞 はない とも 限らない。 

だから 問題 は 割合に 簡？ S1. だ。 社會の 安全 を 第一 にす る 者 は その 社會が 蓄積した 約束 を 以て 性格 を 裁け。 社會の 

進轉 を. &. ^ 幾す る もの は 性格の 尊厳 を 認めて その 服で 新しく 生活 を兑 よ。 た ビ是れ だけの 事 だ。 

それは人の好き./^だ。 どちらが より： 止しい とい ふ 事 は 恐らく は あるまい。 

私 は 私 だけと して 性格 を 社會的 約束の 上位に 置いて 見る もの だ。 何故なら 私 は 人生の ザ 能 性 を 信す るから だ。 

人生の 本能 は 人 ii を 進歩させる 事 を 信. f るから だ。 從 つて 人間の 本能に 根ざす 性格 は その consu ョョ ation に 於て 

人間 をより 善くす る 事 を 信す るから だ。 

今日は こ の 位に してお かう。 

U 九 1 九 二月 十六 日) 


第五 信 

A 兄 

^は輒 にもない いきまき 方 をした やう だ。 この 通信で は 名人の 洞察力に ついて > 語らう。 

命：^ 先生 は 名人と いってい、 人だった と 思 ふ。 先生の 謠に 耳が 慣れて 見る と、 習練の みで は 到り 得ない 境地が 

あるの を感 する 事が 出來 た。 あの人の 聲ー つで 座敷の 空 氣が叫 季を變 へ、 剛 柔を更 めた。 

僕 は 先，^; とよく 閑談 をした。 先生が 乘り氣 になって 話し込まれ ると、 汲み 盡 せない やうな 滋味が 言葉と 曾 S ^水と 

の？？ に 捕 へられる 事が 注々 あった。 それ 等 S 中で 僕の 記憶から 今 浮び 出た 一 挿話 は 先生の 話された 上野の 戰举の 

それ だ。 

その 時 先生 は： 二 枚 橋の 近所に 住まって 居られた さう だ。 戰の暉 で 女子供 は 遠くに 避難して しまって ゐ たが 翊 

がけから。 ほん. （-鐵 砲 を 打ち出す 音が 聞こえて、 やがて 大雨に なった さうた。 切り合 ふ 刃物の 昔 や 矢叫びまで 手 

に 取る やうに 聞こえる ので、 若盛りの 先生 は 面白半分に 屋根に 上って 見物しょう とすると、 いきなり 鋭 丸が 風 を 

切って 身近 か を 通り過ぎ たので、 一 たまり もな く 家の 中に 逃げ込まれ たさう だ。 家の 前を擔 架に 乘 せられた 负慯 

ゃ戰 死者が 小 休みな く 通った さう だ。 その物 音と いふ もの は マ g 如何して あんな 大きな 昔が 出る かと ふ程激 

しかった さう だ。 それが 叉 そんなに 騷々 しい 礎に し ー んと思 はれる 程 淋しく 靜か にも 聞かれた さう だ。 先生が そ 

の譯 を考 へて 云 はれる に は、 尋常の 騷 動なら 必す 女？^ 供が 混って ゐる 11 地震 だと か、 火事 だと か —— 所が 戰 

になる と、 女 切れと 子供 切れ は藥 にした くもない。 その 爲 めに 物音 は すさまじい ながらに、 し ー ん として 淋しい 

の だと 云 はれた。 僕 は それ を 聞いて 思 はす 膝 を 打たん ばかりに なった。 先生の 話 を 聞い てんる と * 戰爭 とい ふ も 

雜信 一 束  一一 
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の、 騷々 しい 淋し さが、. 眼に 見る やうに 描き出された からだ。 先生が 筆 を 執る 事が 出來 たら、 その ま、 立派な 文 

畢^^；になれると心竊かに感歎した。 名人と いふ ものに はこれ 程の 洞察力が ちゃんと 倫 はって ゐ るの だな と S つ 

た。 

この-話 はつ まらない か 知らん。 

まだ 害きたい 事 は あるが、 夜が！ 5{ けたから 是れで 打ち切る 事に する。 御機嫌よう。 

(一九 一九 • 一  月 十七： 《) 

第 六 信 

その 時 共に ありし 諸兄へ 

去た 牛の 秋の 半日の 逍遙からの 思 ひ 出 を 兄 等に 書き送る を 許せ。 

それ は どこ を 兒ても 雲の 一 片す ら兑 出し 得ぬ 程 晴れ渡 つ た闌 はな 秋 だ つ た 0 私達 叫 人 は 京阪 電車 內の いつも 通 

りの 雜鬧 から 辛く のがれ 出て Bf^ 山 八幡宮に 詣 つた。 京都の 近郊 を 歩く 時 殊に 感 する 事 だが、 十 ：！ 蹬舊址 とい ふやう 

な 所に 殘 されて ゐる石 階 は 概ね 踏み 心地の い \ もの だ。 近頃 趙造 される 石 階に は 人體の 運動と 安^とい ふ 事 を 無 

視 して ゐ ると 思 はれる ものが 多い。 ある もの は 幅が 廣 すぎる。 ある もの は 高さが 高 過ぎる。 段數が 少し 多くなる 

と、 か \ る 微細な 不均衡が ひどく 體に應 へて 感ぜられる。 この SR 山な どに 來て 見る と、 ほと/, \ その 理由 を 見出す 

に 苦しむ 位、 石 階の 構成が 足の 揚げ .r? ろしに 適って 出 來てゐ る。 殊に 本宮 の：， から なだらかに 流れ 下って ゐる 

それの 如き は、 人に 石 階 を 踏み 登りつ.^ あると 云 ふ 思 ひ を惹き 起させない 程 完全 だ。 正確な 建築 数舉を 有する 現 

イカ そんな 事 位で 過去に ¥ おとされ ると 云 ふの は 私^ は 不思議に 思 はれる。 それ は 過去の 人達の、. の 親切が？？ - 


s 建築^の 数现的 知識に 打ち勝って ゐる のか、 或は 現代の 人達の^ 迫した 生お がそん な點を や" へて 見る 餘裕を 

さへ 與、 ない のか。 奈， H の 二月 堂に 登る 石 階に 刻まれた 波形 や 唐草 形の 紋様 — それ は 誰の 戲れ にした 業 か 知ら 

ない けれども、 勿體 ない 程に 思 ひながら、 そこ を 登って 行く 時に も、 私 は 昔の 人の 心の 匂 ひ を 嗅ぎ 得た やうに 思 

はやに は ゐられ なかった。 それ 等の 事 を 思って 見る と 私達 は 可な り 不幸な 時節に 生きて ゐる もの 達 だと 云 はなけ 

れ ばなら ないだら う。 

八幡せ の 廻廊と 朱塗りの 圓 柱の 列、 それ も 私に は 感銘の 深い ものだった。 總 ての 造作が しめ やかに 顧み 合つ 

ご、 レ i も.： r は」 ぎた 听 がない。 而 して いぢけ すに のびく して ゐる。 それ は 長い 傳統と 克明な 工夫と がー 人の 敬 

おな ェ- 匠の 個性 を潞 過して 現 はれ 出た やうな 姿 だ。 あれ を 建て 上げた 時の その ェ ぼの 滿足を 私は羡 しく 想像して 

兄る 察が 出來 る。 この 八幡 宫の 建築ば かりが 特別に 拔群 だと 私 は 云 ふので はない。 然し 京 幾の 所在に， 赤松 ゃ靑 

竹に 圍 まれて 資 玉の やうに 散在して ゐる 寺社 建築 は、 いづれ も それ を 建て 上げた 人の 良心的な 滿足を 卜 分に 襄害 

きして 今に 淺 つて ゐる。 觀る 者が それ を危げ なく 感 すると 云 ふ 事 は、 卽ち 不知 不識 にこの 地方が 人の 心 を 車き 附 

ける 原因と なって ゐ るの を 知らなければ ならない。 

王し ぃ理 ill それ は 結局 心の 問題で あるが 11 のみが 本當に 生活に は 必要な 事な の だ。 凡ての ものが 過ぎ去 

る 出に、 y しい 理掙 のみが 人類の 存在す る 限り、 その内に あり、 その外に あり、 その 過去 を 完成し、 その 未 1.^ を 

導いて 行く。 一列の 石 階、 一棟の 建築が 私に それ を保證 する。 

兄 等よ" 私 は 更に この 事に ついて 思 ひ 出を迆 つて 見よう。 

^逮は それから】 S 山傳 ひに 橋 本の 宿の 方に 山道 を 下って 行った。 白茶けた 花崗岩 質の 山膚の 處 疎らに 椎 松ゃ雜 

革の i ゼ ^ てゐ るの を つける と、 T 兄 は 生れ 故 鄕の濃 尾の 地 を 思 ひ 出して ゐた。 而 して、 さう 云 ふ 風物の 忌む 

雜信 一 來  ニニ 
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べき を說 いた。 常綠の 松の木 立 を 3- ると Y 兄 は 東北に 在る 家 鄕の櫸 林の 落葉 をな つかしんだ。 そこに も 兄 等の 性 

格の 基調 を a る やうに 私 は 思った。 T 兄の 漂浪 者ら しく 過去から 離れ 去らう とする な氣 分。 Y 兄の 長者ら し 

く 物 を 愛撫しょう とする 暖かい 心。 

橋 本の 宿 は Y 兄からの 噂で 聞いて ゐ たやう に 珍ら しい 所だった。 昔、 京から 大阪に 上り下りした 淀の 河 舟が こ 

こに これ だけの 狹斜の 地 を 作り出し たの だら う。 その 當 時の 榮 華の 跡 は 運河に 沿って 建て 列 ねられた 幾 棟 かの 靑 

樓に殘 つて はゐ るが、 それ はもう 秋の 草叢の やうに さびれ 返って ゐる。 私達 は 淀川の 堤防 傳 ひに その 軒な み を 見 

やりながら 歩いた。 右に 淀川の 本流が 潢々 として 淸く 流れて 行く と、 左に は 堤の 下 深く 述 河の 死 水が、 チ え，， ^ 

した 秋の 空の 色 をう けても なほ どす 黑く 澱んで ゐた。 その 水の 底から は、 數 種の 水 藻が、 紫の 表に 沈澱した 泥ヒ 

を拂ひ 落し もせす、 靡き 流れ もせす、 眞 直にう ざく と 生ひ繁 つて ゐた。 この 僅かば かりな 水に こそ はさす がの 

自然 も 老い ほうけ て 見えた。 事 も なげに 唯 じめ/. \ と 朽ち て \ 行 くやう に 見える その あたりの 景色に は、" 大き 

な 自然が 小さな 叛逆 者 を 唯一 踏みに 踏み 躏 つて 行く 無慈悲が 漂 ふやう に 見やられた。 さう 云 ふ 事 を平氣 でして |j 

ける 然を、 私達 は 如何 思 ふと 云 ふ 事 もなかった， 直な 傍觀 者ら しい 心 持で、 私達 は 池の ー禺 て„4 喰った.，^ つ 

生活と 大自然との 葛藤 を 眺めながら 堤防の 上 を 行ったり 來 たりした。 大演習の 飛行機が 京都から 大阪の 空へ 幾臺 

も 飛んで 行く のが 見やられた。 私が 何 か、 時代から も 自分自身から も 切り放された やうな、 い. 1$ になって ゐ， ヒのを 

兄 等 は 知らなかった らう。 _ 

やがて 河の 右岸が 私達の 注意 を i# き 始めた。 そちらの 方に は 見たい と 思 ふ 二三の 寺と、 業 平 及び その 母が 住し 

でゐ たと； K ふ 長 岡と があった。 渡船の ある 所 は、 河の 淺瀨に 長く 築き 出した ごろた 石の 小道で 知る 事が 出来、, そ 

の 小道の 端 れ^か. 1 つて ゐた 船が 丁度 出ようと して ゐる 所だった。 私達 は 渡し守の 遠くから.^ げと 呼^立てる 聲 


こ I きられて ひ皇 りに 走った 翁で やう やく それに 乗る ことが 出來 た。 それに f 遲 れてゐ たなら ば 私 

は ii 巾の ある； 標を f し 聞き もせす、 f てし まった の だ。 而 して その 次ぎの 船で どんな 思 ひも かけな S 

而に出 遇って ゐた かも 知れない の だ。  -.. しづ 

」天 ま 幅の 廣ぃ 可な りな 大 I 渡船 は 渡し守 S にう ％ されて 徐 かに 上流の 方へ 上って 行った。 兄 等 は 若い 人 

逮 らしく 一  かたまり になって、 高らかな 聲で笑 ひ 興じて ゐた。 私 は 上流の 景色に 見とれて、 兄 等に は 後ろ を 向け 

て、 り の 所に 蹿 つて ゐた。 船 は 進む ともなく 動いて ゐた。 それ はや、 西の 空に 晝 月が はっきりと 描き出さ 

れる^1-日の廻はった時刻だった。 

ふと 私 は 後ろ Q 方で、 兄 等 Q 襲 i が 管る と 共 ^ 渡し守と 話し ま 他 QiQ 上方 辯に： S 条 かれて 

振り. - いた。 私達の 相客と- M ふの は 11 それまで は碌々 氣も附 かないで ゐ たが -I 一人 は 橋 本 宿の 人らしい 五十 

八" 好の 大き I で 物 I ふ 男で、 一人 は やかに 受け 答へ だけして t やうな 三十 Is 者だった。 その 人 

は 京都お やって 來た とま 事が 後で 分った。 上方 同 ま、 し tl したや I 調子 S し 合 念 だから ま 

ト私 こは^き 取れなかった けれども、 兎に角 その 話の S 容が 容易なら ざる 事で ある だけ は、 會話を 取り 交して ゐ 

る 人達の fs^ たにけ でも 知れた" 1 のい つた 方の 男 は その 邊の 文明 批. 許 家と でも 云った やうな 人で、 t はく 

と 遠^なく 自分の 意見 を大 聲で發 表し、 船頭に も 若者に も 首肯 させす に は 置かなかった。 私 は その 三人の 人達が 

へ ゆりに 肚ぶ湫 になって ゐ るのに 思 はす 釣り込まれて ゐ たので、 話の 分らない 所と、 それまで 績 けられて ゐた會 話 グ- 

ず を 兄 等に S たのだった。 兄 等が 話 qIS を 私に 知らせて くれまで、 私 は 始めて そ 父 達 If 追 ふ 事 

が出來 たが、 それに 依る と、 若い 方の 男 は 飛んでも ない E 報に 接して 京都の 方の 店から 暇 を 貫って 實 家に 甌 けつ 

けようと する 所な の だ。 實 家に は兩 親と、 養女に あたる 娘と がゐ て、 その 娘 はやが て 船の 中に ゐる 若者と 結婚す 

信 一 束  ーョ 
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る 害に なって ゐ たに 違 ひない の だが、 如何した 原因 か、 その 娘が 養父 を 玄翁で なぐり 殺して 家に 火 を かけた と 云 ふ 

騷ぎ なの だ。 娘 は 勿論 捕縛され て 警察に 牽 かれて ゐる らしい 話 振りだった、 村の 文明 批評家 はなた まめ 煙管 をく 

ゆらし も あへ す、 矢つ ぎ 早に この 事件の 批判に 熱中した。 私達まで 何んだ かその 男に 威壓 されて しまって ゐた。 

「極道 極まる 大 それた 奴 だ。 あんな 奴 をお 上で も 生かして は 置くまい が、 I 一度と この 村に 顔出しす る やうな 事が あ 

つたら、 村の 人逹 はー晚 でも 枕 を 高く して 眠る 事 は出來 ない。 何んでも かんでも あんな 方圖 のない 氣違ひ は 叩き 

殺して やらなければ いけない」 ；… さう 云った やうな 事 を 滑らかな 上方 辯で 力強く 主張した。 船頭 は 怫頂面 をし 

ながら も 尤もと 云 ふやう に 首肯く し、 若者 も控へ 目に 同じて ゐた。 五十男の 文明 批評家 は 船が 彼岸に 着く まで 執 

念 深く 幾度 も 自分の 意 を 繰り返して 聽 手を說 伏しなければ やまなかった。 兄 等 も 私 も その 話に は 輪廓 を 聞いた 

だけで^^ゃかされてしまったね。 T 兄 や Y 兄 は 勿論の 事、 如何にも 哲學 者ら しい 冷靜な M 兄まで が、 何んだ かぢ 

つと して は ゐられ ないやうな 顔 付に なった。 

船が 中洲に 辛； 5 いた。 藤が 一面に 細かい 沙の 上に 茂って ゐた。 T 兄が 飛び 上る 拍子に 折角 船頭が 淺瀨 に乘り 上げ 

させた 船が 水の 中に 泳ぎ 出て しまったので、 船頭 はいきな り赫 となって、 「船の 乘り 降り も 知らない 書生つ ぼ だ J 

と 云 はない ばかりに 怒った ので、 私 等 g: 人 は 恐縮して しまったが、 それでも 私 はま だ 船頭に その 話 を 詳しく 聞き 

礼 さう とする 思 ひ を 拾て る 事が 出来なかった。 私 は 恐る/ \ 船頭に 近寄って 質問して 見た。 船頭 はさらぬ だに 私 

に は 解りに くい 上方 辯 を 怒りながら 口の 中で しゃべる の だから、 私に は 殆んど 聞き取れなかった。 が、 私 は その 

刺り にくい 一一 一一 口 葉の 中から も、 又 心 を 驚かす やうな 事を朧 ろげ ながら 知る 事が 出來 た。 それ は 矢張り この 渡 場から 

程遠から ぬ 一 つの 村で、 何 か 色戀の 沙汰から 弟が 兄を慘 たらしく 撲殺した と 云 ふ 一 禅話だった。 中洲 を 横切って 

叉 船に 乘 ると、 例の 文明 批評家 は、 船頭の fB 葉 尻 を 耳に はさんだ もの か、 その 噂に 對 しても 厳しい 批判 を やり 出 


した or 凡て こんな 々しい 事 は 女が 蔭に 潜んで ゐる事 だ" 女 一 人の いきさつで はるの 殺す のと 云 ふ 沙汰 をす るの 

は. 魔に でも 慰ら れ ての 仕棠だ らう。 それ 等の 氣違ひ 共 は 片端から 嚴 重に 成敗 をして 貰 はなければ、 地道に 生き 

て；；；： かう とする もの、 立つ 瀨が なくなる。 何と 云 ふ 業つ く 張りな 奴等 だら う」 。さう いった 意味の 事 を 爆 動的に 

云 ひ i4 かった。 CI 分に m 心 ひも 寄らぬ 不幸の 降り か. -っ たかの 靑年 は、 興味 なげに 合槌を 打って ゐた。 船頭 は 五十男 

の €^ を無條 件で 背定 して ゐる らしく 見えた。 

それ 等の 恐ろしい 出来事の 報告に 耳 を 傾けて ゐた私 は、 あまりに も かけ 離れて 閑寂な 平和な その 逢の 秋の 景色 

を不 出お 1 さう に 眺め 返さす に は ゐられ なかった。 恐らく 眼の ま はりに 見え 1^- る そこらの 村々 の 人達 は、 渡船の 乘 

客と：：！： じ おびえた 心 持と 激しい 憎 惡とを 以て、 この 事件 を 眺めて ゐ るの だら う。 謂 は r かの 五十男 は その 邊の住 

民の 心 持 を 率直に 云 ひ 現 はして ゐ るに 違 ひない。 而 して それ はさう あるべき 事 だ。 

然し 私に は それだけ では 如何しても 滿 足の 出來 ない ある ものが あった。 あの 大膽な 文明 批評家の 宣告に その ま 

ま： 1： じさせない 不思議な 禱躇が 私の 心に あるの を 見出した。 

その 時 ふっと 何の 聯想 もな く、 私の 頭に は 近 松 門左衞 門と 云 ふ 名前が 浮 、び 出た。 さう すると 私 逹の乘 つて ゐた 

波 船の 中に かの 大戲曲 家 も乘り 合せて ゐ たと 想像して 見た。 彼は必 すかの 文明 批評家 からかの 三十 前後の 無口な 

jsH:* に その 鋭 渾 な 眼 を 注いで ゐ たらう。 而 して その 靑 年に 穩 やかに 話しかけながら、 船 を 乘り抡 てると、 靑 年と 

一^にな つて、 かの 凶 變の行 はれた 家の 方に 步 いて 行ったら う。 彼 は あらゆる 同情の 眼 を 以て その 無口な 靑年か 

ら收め 55 られる だけの 事實を 聞き取り、 あらゆる 同情の 服 を 以て、 その 燒け 落ちた 屋敷の 隅から隅まで を觀 察し 

たらう。 私 は 彼が 何 か 思 ひ 入った やうな 額 付 をして その 家 を 立ち去って 行く 様子まで まざく と 想像して しまつ 

た。 寂 びれ 切った 橋 本の 宿の 旅籠 屋に 一夜 を 過す 姿まで 心に 描いた。 而 して その 翌日、 彼 は 書き上げた 一束の 原 
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稿 を 持って その 地 を 大阪の 方へ 歸 つて 行 くだらう。 而 して 父 を 殺した 上に も、 住み慣れ たが S に 火 を かけた 一 人 

の 女に 關 して、 かの US 丈け 高な 文明 批評家の 意見と は 裏 はらな 仕組みの 戯曲が 發表 される だら う。 而 して それが 

かの 文 批評家に よって 代表され てゐる 輿論と 立派に 併 立して、 若しくは それ を壓 倒して 新しい 奥 論 を 世の中に 

桢 ゑつけ る 結果になる だら う。 

例へば 門左衞 門が 小卷治 兵衞の 心中 を 書き 卸した 時に も、 上の やうな 事情が 實 現された のではなかった らう か。 

, .  わざ 

；?^ -. は それ を 正しい 理解の させる 業 だと 云 ひたいの だ。 

正しい 理解 は 心の 王國 の^ましい 俠客 だ、 大瞻な 探 見者 だ。 正しい 理解が 心の 王國の 生活 を 住みよ くす る。 而 

して その 王國 の，； g 途に廣 やかな 望界を 創り 上げる。 

兄 等よ • その 時 かう m わ ひめぐ らした 私の 考へを 兄 等 は 如何 思って くれる だら う。 何 は ともあれ 私 は 暫く は その 

事に 考へ 入って しまった。 私 は 實際兄 等と 別れて、 その 靑 年の 後 を 追 ふ 程の、 熱意 を 持ち 合 はして ゐ なかった が 

…… 然し 私達が あの 渡船に 乘 り遲れ たと して、 その 次ぎの 渡船に も 恐らく は、 更に 異なった 人生の 斷 面を發 見し 

たか も 知れない の だ。 私達に 心が あるならば、 見 窮めなければ ならない 事 抦は餘 りに あり 過ぎる。 一列の 石 階、 

一棟の 建築、 而 して 數 限りの ない 諸の 現象と 事件 は總て 正しい 理解に よって 處理 される の を 待ち望んで ゐる やう 

だ。 實 際さう 思って 見る と、 凡ての もの は 踵 を 立て- - それ を 待ち望んで ゐ るの を 私達 は 感じない だら うか。 

兎にも角にも 私 は 門左衞 門ではなかった。 私が 長い間 か.，^ つて こんな 事を考 へて ゐる 間に、 かの 若者の 姿 は 私 

の 眼界から 消え失せて、 私達 は 詩の 問題 を 話し合 ひながら、 長 岡の 方に 向いて 歩いて ゐた。 

けれども 兄 等よ。 私 はこの 事 は 無駄に 考へ はしなかった と 思 ふ。 それ を 私 は 試みに こ. -に 書きつ ビ つて 兄 等の 

餘 暇の 漫談に 供して 見た。 この 春 は 又 兄 等に 伴 はれて、 今日の やうな 理窟 を考 へす に靜 かに 京都の 春 を 探りたい 


と 思って ゐ ます。 祈 健在。 

(1 九 一 九 •  二月 十日〕 

第 七 信 

M 子へ 

あなたの 姉さんから あなたが 去年 出 遇った 不幸な 11 不幸な といって い- -だ らう II 事件の 經過を あらまし 聞 

いた。 あなたと 知り合つ てからい くらに もなら ないながら、 あなたの 處 女性の 餘り 目立って ゐる爲 めに、 あなた 

に そんな 15^ のあった のが 意外の やうに も 思 はれた が、 同時に あなたの 齢で はもう そんな 事の 起る のが 當り 前の や 

うに も 思 はれた。 あなたの 姉さんと いふ 方 は大變 にい \ 姉さん だ。 妻に なっても 母に なっても 處 女性 を 汚されす 

に 持ち 粮 けて 居られ、 はにかみ屋で 內氣に 見える あなたの 姉さんが、 あなた を 側に 置いて 親しみ を こめた 服で 眺 

め やりながら、 ぼつ/. \ とその 事件と いふの を 物語って 行かれる の を 聞いて ゐ ると、 私 は あなた を羡 ましく さへ 

忍った。 

私 はま だ あなたの 口から 直接 何も 聞かない。 だから 事件の 眞相を 私は摑 んでゐ ない のか も 知れない。 然し 鬼に 

あなたが ある 男の 友達との 交際が 段々 親密に なって 行った 結果、 戀 愛と いふ 言葉で 現 はし 得る 交情にまで 二人 

の II 係が 深まって 行った のに は 相違な からう。 その 中に その 友達の 友人と あなたとの 間に 叉 親しい 關 係が 成り立 

ちかけ て、 それが 最初の あなたの 友達に 知れて、 何もかも 面白くない 結 菜に 破れて しまった —— それだけの 事に 

は 大した 逮ひ はない と 思 ふ。 

あなたの 姉さん は あなたが 輕々 しく； (姉さん はもつ と 同情の ある 言葉で それ を 云 ひ 現 はして をら れ た)、 男の 心 

雑 信！ 束  一 九 
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に 接して 行った の を、 大變 惜しい 事に 思って 居られた。 私 も それに は 少しの 異存 もない。 日本の やうに 小さい 時 

から 異性が： &i ひ/, \ から 全く 切り放されて ゐて、 物事に 過度な 程 敏感になる 年頃に その 接觸の 機會が 見出される 

場 八：：、 殊に あなたの やうに 素直に 恐れな く 物蔡を 見て 行く 質の 人に は、 そこに 逸早く 友情 以上の 親しみが 成り立た 

うとす るの は 已むを得ない としても、 あなた は餘 りに おぼこ 過ぎた と 云 はなければ ならない。 あなた は 自分 を 可 

愛が る 事 を： 大然 によく 知って ゐる 人の 一 人 だ。 あなた はもつ としつ かり それに 依賴 して ゐれ ばよ かった の だ。 本 

當に 自分 を 可愛がる 人 は 容易に 自分の 心 を 他人に 許す 事が 出来ない 害 だ。 その代り 許さない では ゐられ なくなつ 

た揚 合に は、 そこに は 性格に 根ざす 執 S おが 起きて 來る。 さう いふ 人の 愛 は 作り上げる 事が 出來 ない。 湧き出して 

來るまではその人^01身ですら自分の愛を如何する事も出來なぃ。 あなたの 心 は 少し 逸り 過ぎて ゐ たと 見えて、 あ 

なた に 似合 はす 表面的に 動いて ゐ たので はない かと 私 は 思 ふ。 若し さうなら それ は大變 いけない 事だった。 そん 

な ifi- が續 くと あなた は 仕舞に は 自分 を 見失って しま ふだら う。 自分 を 見失って 平 氣でゐ る 人が 餘 りに 多い 世の中 

に、 あなたまで がその 仲 入り をして は 心細い。 姉さんの 云 はれる 事 を あなた は 身に 沁みて 考 へて 見る のが 肝要 

だ。 

こ の 手紙 は 當然〕 貝 操と いふ 問題に 觸 れて來 る。 是れ まで 考 へられて ゐる 貞操 は 私に は 少し ぎごちなく 考 へられ 

る。 固定した 概念の やうに 考 へられる。 「節： g 二 夫に 見えす」 と 云 ふ 格言が ある。 「節 夫 ニ婦に 見えす」 とも 云 は 

なければ ならない。 これ は 然し 現象 を 云った 官 葉で、 規約 を 云 ふ 言葉であって はならない と 思 ふ。 「見 ゆる 勿れ」 

ではない。 「：：2^ぇなぃのが通常行はれる現象だ」 とい ふ 程の 首 葉で なければ ならない と 私 は 思って ゐる。 この 楊 

合 節 とか 節 夫と か 云 ふの は 自己に 忠資な 人と いふ だけの 事 だ。 自己に 忠實な 人 は 一度 戀を すると、 二度 戀 をす 

ると いふの が 可な りむ づ かしい 事になる。 前に も 云った 通り. 本當に 自分 を 可愛がって ゐる 人の 愛が 動く 時 は それ 


は 性格 的 だ。 而 して 性格 的な 愛が 湧き出る やうな 對象を 見出し、 而 して その 對 象に 働き かける の は 容易な ^5;:; では 

ない。 それが： 1： 等 かの 原因で 破れた とすると、 第二の 對 象を兑 出す ことが 非常に 難事に なって 米る。 そこで 大抵 

の 人 は 第二の 戀を兑 出し 得すに 死んで 行く の だ。 始めの 戀 よりも F 、に 强ぃ戀 の 成り立つ 對 象が 現 はれ \ ば、 さう 

いふ 人 は 却って 二重の 力 を 以て 第二の 戀に 移って 行 くだらう。 然し さう 云 ふ 場合が 容易に 起らない から 「節 一 一 

夫に 兑 えす」 とい ふ 格 曾 も 生じて 來 るの だ。 

所が 世の中の 人 はさう は 思 はない。 第二の 戀を しないの が 節婦な り 節 夫な り だから、 苟 くも 節 夫と か 節婦と か 

云 はれたい なら、 眼 をつ ぶって 耳 をふさいで 第二の 戀 をして はならない とかう 云 はう とする の だ。 さう して そん 

な^ 名に 詐 かれて 自分 を 見殺しに する 様な 人 が 一 人で も 一 一人で も出來 て來れ ば、 淫らな 犬の やうな 人間 逹の擧 

動が 牽制され るから、 社會の 安寧が 幾分 か 保 たれる とい ふ 極めて 淺簿な 功利的な 昆 地から 頻りに そんな 說を 主張 

する の だ。 その. 1 社會の 中に 本當の 生き方 をし さうな 人間が 一 人な り 一 一人な り 只の 機械に なって しま ふの を 惜し 

いと も 思 はす 憚り もしないで ゐ るの だ。 うっかり 安價 な道德 家の 口車に 乘 つたが 最後、 大概の 人間 は臺 なしにな 

つてし まふ。 

い W 操と はそんな もので はない と 私 は 思 ふ。 貞操と は 自分の 心 を 大切に 培って 生長 させて 行く 事 だ。 表面に は ど 

れ程 世の中で 云 ふ 貞操ら しい 行 ひ をして ゐ ようと も、 そのお 蔭で その 人の 心が いぢけ、 活力 を 失 ひ、 曲. り、 ひが 

んで しまったら 何とす る。 私 はそんな 質の 人 を 見飽きる 程 見せつ けられる。 失敬ながら 今の 世の中で はそんな の 

が 殊に 婦 人に 多い。 失敬ながら とい ふより ぉ氣の 毒ながら と 云った 方が い X。 本當に 今の 日本の： g 人は氣 のぶ $ な 

境涯に ある。 良人に 別れてから 獨身を 守り 通した 婦人で、 生きて ゐ ながら 死んだ よりもつ と 醜くな つてし まった 

人々 の 中には、 淫らな 野犬の やうな 女達より は遙 かに 勝れた 素質 を 持った 人が 多い に 遠 ひない。 ^園の 人 f!^ が 本 
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當に 同情 を 以て 迎 へて さへ やれば どんく 生畏 して 行く 質の 人が 多い に 違 ひない。 それな のに 偶.，' そんな 人を见 

C かせ あしか 

附け ると 掘り出し物 でもした やうに 周 園の 人 はやい くと 所謂 貞操の 手 桂 足 桂 を かけて しま ふ。 女と して 餘程際 

立った 性格 を 持った 人で なければ、 こ の 壓 迫 を彈ね 返す 力 はなく、 する /-\ と 周圍に まき 込まれて、 不滿を 抱き 抱 

き 何時の間にか 木の端 くれの やうな， 死人 以上に 鼻 持ちの ならぬ 人間に なって しま ふの だ。 人間の 生活と いふ 尊 

いものに 對 して 義理ば かりな 交 涉を繁 ぎ、 物 を 何でも 横からば かり 觀 察し、 生命力から 生れ 出た 所業と 言葉と が 

皆無に なり、 文字に なった 道德を 引き 寫 して、 若い もの \ する 事が 一 々瘕 にさ はり、 ml^ て は 理性と いふ 小さい 機 

すら 思 ふやう に は 使 ひこな す 事の 出來 ない までに 墮落 する 不幸な 人逹 i そんな 人達 を あなた も 恐らく は澤山 

見て ゐる だら うと 思 ふ。 私 も それ は 見飽きた。 

あなたが 若さから 而 して 素直 さから 不幸に して 陷 りか \ つて ゐた陷 弊から 今後の あなた を 救 ひ、 同時に あなた 

を 木の端 くれの やうな 硬ば つた 死物に なし 遂 せす、 何處 まで も 生きて 何處 まで も 生長して、 生活に 生命 を 寄與す 

る爲 めに は、 卽ち 上に 云った 二つの 大きな 谷底に 落ち込まない やうに 人間ら しい 道 を 歩み 切る に は、 あなた は 何 

よりも 自分 を 大切な もの 可愛い >! ものと 知り 拔 いて、 それ を 守り 育てる 事に 本能 的な 欲求 を感 する のが 第 一 だと 

私 は 思 ふ。 

私の 讀んだ 文舉の 中で は、 r 戰 と 平和」 のナ タシャが 一番 好きだと 私が 嘗て 云った ので、 あなた はこの 問 その 

本 を 私の 窨齋 から 持って行 つたね。 その後 あなたの 姉さんから あなたの 事 を 聞かされて 私 は 一 寸 どきん とした。 

然し あなた はナ タシャの 性格 を 思 ひ 違へ る やうな 事 はすまい と 思 ふから、 すぐ 安心 はした。 唯 この 乎 紙の 序に 私 

が 何故 あの 女が 好きな のか それ を 窖 いて 見よう か。 

もう 大分 以前に 譲んだ ので 細かい ieii^ は覺 えて ゐ ない。 がナ タシャ は あの 小說の 中で も 少なくとも 叫度戀 人を換 


へて ゐ たと ふ。 戰 死した ァ ン ドレイの 看護が 終る か 終らない 中に その 親友の ピ ェ ー ルに 親しんで 行く 件な ど 

は、 さすがの 私 も 一寸 氣持 を惡 くさへ した。 だが 私 は 一の 戀が 終ったら 他の 戀 へと 勉强 して 移って 行く ようにと 

あなたに 云 ふので はない の だよ。 ナ タシャ は 謂はビ 幸な、 惠 まれた 女だった の だ。 述 命はナ タシャ を 人一倍 可愛 

がって ゐ たに 遠 ひない。 さう でなければ あ- -ぅ まくより よい 戀が 彼女 を どん （- 生長 さして 行く 笞 がない。 

ナ タシャ は 自分 を眞 底から 愛して ゐた女 だから 私 は 好きな の だ" ナ タシャに は 外界の 約束な どが 小さな 時から 

少しも 點ひ をして ゐ ない。 好意 を罩 めた 大きな 眼を昆 開いて 世の中 を兒て 通った 女 だ。 どんな 虚偽が 現 はれて 來 

て も、 どんな 陰謀が 眼の 前で 持ち 上っても、 ナ タシャ は 鼻の 先き の 小細工で それ を あしら ふやうな 事 は 恥 かしが 

つた。 唯 g§ くだけ だ、 唯 悲しむ だけ だ。 私が 六つば かりの 時、 父の 所に 知人が 數人來 て 何 か 大蔡な 相談に 身 を 入 

れてゐ た、 そんな 事と は 夢にも 知らない 私 は 父 や 客人 を 笑 はせ たり 喜ばせた りする 積り で、 緣 側で 障子 を 隔て \ 

^り を 跳った。 灯 は窒內 にと もされて ゐ るの だから、 私が どれ 程 巧みに 踊っても 影法師の 障子に 映る 答 はな かつ 

たが、 それでも 私 は 一生懸命に 踊った。 父が 大きな 聲 でうる さい、 あっちに 行けと 呶 鳴った。 私 は 大した 事 はない 

と m わって 踊りつ ビ けて ゐた。 と、 突然 父 は ひどく 满癥 にさへ たと 見えて、 立ち上って 來て私 を 抱きす くめる が 早 

いか、 玄關 先き から 幾 竹の 根元に いやと いふ 程 私 をた & きつけた。 固より 私 は 驚いて 悲しんで 大聲に 泣き出し 

た。 ナ タシャに は 私の 小さい 時の やうな 心が 何處 まで も 消えす にゐ る。 私 は 父 を 恨んだ と覺 えて ゐ るが、 ナタシ 

ャの 私と 逮ふ所 はそんな 目に 遇っても、 もっと 大きく 自分 を 信じて ゐた事 だ。 而 して ナ タシャ はいつ でも 私よ， リ 

遙 かにより 親切に より 美しく 踊る の だ。 一 生 懸命に 自分 を 信じて 一 生 懸命に 人生に 依賴 して。 その 强ぃ 性格 を 何 

と 云 はう。 その 生命力に 滿ち 溢れた、 從 つて 本當に 素直で 大膽な その 心 を 何と 云 はう。 

ナ タシャの 腾跌は 大抵の 女の人が 經驗 する 蹉跌より 遙 かに 大きな 危險な ものだった と 云へ る。 それでも ナタシ 
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ャは 一 度で も 外界から 義眼され てし まひ はしなかった。 ナ タシャ は. （I 未經驗 な、 その 迸に 這 入れば 一 人坊 ちな、 

極端に 感じ 易く 傷み 易い 乙女心 を 持った ナ タシャ は、 どんなに 踣み躪 られて も、 泣きながら 裳の 塵を拂 つて 立ち 

上った。 大抵の 女なら そこで 木の端 くれに なって しま ふ 所な の だ。 けれども ナ タシャ は 泣いた 後に は 吃 度 美しい 

自分の 笑 ひ を 笑った。 而 して 屹度 一歩 づ X 美しく 生長して ゐる。 而 して 本當の 意味の 貞操 —— 人間の 生命 を 守る 

その 貞操 を 損する 事な しに、 い- r え 反對に 育てる 爲 めに、 反抗 心からで はなく、 本然の 當然の 要求から 更に 新しい 

戀 人に 近づいて 行く。 ナ タシャの やうな 女なら 幾度 戀人を 代 へても 私に は 不服 はない。 不服の な いのは 私ば かり 

ではない。 捨てられた 戀人 自身 も、 ナ タシャに 對 して 不服 を 云 ふ 事が 出來 ない の だ。 彼等 はナ タシャの 戀人 たる 

べき资 袼も K 緣 もなかった 事 を 心の底で はちゃん と 知り 拔 いて ゐ るから だ。 

私の 云 ふ 貞操の 心 持が あなた は 解って くれた か 知らん。 あなた は 未だ 本當に 若い。 而 して あなたの 心は餘 りに 

感じ い。 だから 姉さんが 云 はれる 通り. 本當に 用心し なければ いけない。 又 飾さん が 云 はれる 通り 堅固な 心で こ 

れ から あなたの 前に 現 はれるべき 戀人を 自分の 心の 心、 肉の 肉に しなければ いけない。 あなたの 婶 さんの 言葉に 

は經驗 と眞實 との カ强さ 優し さが 勿體 ない までに 罩 つて ゐる。 あなた は本當 にい 姉さん を 持って ゐる。 

同時に あなた は 用心す る爲 めに ひねくれ てはいけ ない。 人が 狡い からと 云って 自分まで 狡くな つて はいけ な 

い。 何處 まで も何處 まで も處 女性 を 失って はいけ ない。 人間 は 生きて ゐ るから 人間な の だ。 心の 大道 を 生き く 

と 歩いて 行く から 人間な の だ。 あなたの 正しい と 思った 眼で 何虚 まで も 正しく 世の中 を 御覽。 醜い もの を： 3- るの 

が 悪い のぢ やない。 醜い もの を 見て 自分の 眼が 汚される のが 惡 いの だ。 あなたに は 不思議に 汚されない 處 女性が 

ある。 それ を 私 は 尊い ものに 思 ふ。 それ を 見 拾て る やうで は あなた は 本當に 貞操 を 踏みに じった 不倫な 女に なつ 

てし まふ。 


E:- にしろ 女に しろ 戀を m ねる 重ねない に 好い 惡 いはない。 それ は 心の 貞操が 守られて ゐ るか ゐ ないかに よって 

決する 問題 だ。 本 常に 戀の出 來る人 は、 而 して そんな 運命に 置かれた 人 は、 世の中の 御 規则に 頓着な く 二度で も 

三度で も戀 する がい \。 それの 出來 ない 人 は、 而 して 運命に さう 導かれて ゐ ない 人 は、 世の中の 御 規則に 頓着な 

く、 一  つの 戀の 記憶の 中に 美しく 育って 行く がい- -。 さう すると 人間の 關 係が もっと 生きく として 來る。 而し 

て 屹度 今よりも 人間 全 體が幸 幅になる。 

然し 本當 にい &蔡は 人が 本 當の戀 人に めぐり 合って その 戀 がしつ かりと 結ばれる 事 だ。 そこに は 生長 も ある。 

而 して 同時に 安定 も ある。 それに 越した 事 はない。 未 來の裕 かな あなたが さう した 戀を 得る ようにと 私は婶 さん 

と共に 祈る もの だ。 

よくお 育ち。 左様なら。 

(】 九 一 九 •  二月 十六 日〕 

第 八 信 

B 兄 

二月 號の 早稻田 文學に 「批評と いふ もの」 とい ふ 小さな 感想 を 載せたら、 同じ 雜 誌の 三月 號に藤 朝 氏が 感想 を 

窖 いて 下さった。 あれ は 兄 も 讀んだ 事と 思 ふ。 

藤 朝 氏の 云 はれる に は、 批評家と してい & 作物に 出 遇って 禮讚 する やうな 氣分 になり たいと は 思 ふが、 下らな 

いものば かり 見せつ けられる と、 その 缺點ゃ 誤謬 を 指摘して、 正しい 道 を 指示した いと 思 ふ 衝動 を感 する のは當 

然 ではない か。 作家が 創作の 中で 人生 批評 をして ゐ るのに、 批評家 だけに それが 許されない 法 はない。 さう 云 ふ 

雜 信！ 束  二 五 
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やうに； i じて 居られた と 思 ふ。 

お. & 

それ は 至極 同感 だ。 理ぜ めで 云 ふと さう に逮 ひない。 然し 私 は あの 感想文で は 主に 心 持 を 感じて 貰 ひたかった 

のだった。 私 は 一箇の 作者と 云 ふ 立場から 云へば、 作物の 中で 人の 生活 を批钊 するとい ふやうな 心 持 はない。 た 

だ 出來る だけ 忠實に 凡て の 生活の どん底 を 掘り下げ. /(\ た その 底に は どんな ものが 動いて ゐ るか を、 私の 性格 を 

通して 見 めて、 それ を その ま \讀 者の アプリ シ HI ショ ンに 提供し ようとい ふ 心 だけし かない。 然し ある 作家 

は 始めから 人生 を 批判す る 心 持で 作物 をして ゐる 人が あるか も 知れない。 而 して その 態度 も 許さるべき もの かも 

知れない。 と 云って、 作家が 創作の 中で それ をす るから 批評家 もとい ふの は 私 はいけ ない と 思 ふ。 作家に も それ 

ぞれ 見識が ある やうに 批評家に も それ， 見識が あって い. - かと 思 ふ。 少なくとも 禮讃の 心 持が 起らなければ 筆 

が 取れない とい ふやうな 批評家が 一 人 や 一 一人 は ゐても 決して 差 支へ ない と 私 は 信す る もの だ。 その 心 持が 解って 

貰へ ない もの だら うか。  . 

こんな 事 を 業々 しく 藤 朝 氏に あて.^ 書く でもない から、 書き はしない。 唯 一寸 思 ひついた から 兄に 窨ぃ て兑 

た。 

この間、 人 を 送りに 撗濱に 行った。 船 は T 汽船 會 社の 大きな 船だった。 一 寸 挨拶 をして 船 を 出る ともう 見送る ベ 

き 人の 姿 は 群集の 中に 入り 交って 見えなかった。 細長く 切った 五色の 紙が 兒送 人と 見送られる 人と の^に 握られ 

て、 舷側 は 祭禮の 装飾の やうに 美しかった。 船が 動き 出す とそれ がぶ つりと 名 殘 り 惜しく 切れる 仕掛け だ。 私 は 

そんな C1 マ ンテ イツ クな もの を 持ち 合して ゐ なかった から、 一 人坊 ちで 持ち 廻りの 出 來る橹 の 上に 乘 つて * 船の 

きたな 

中 を 兑てゐ たら、 三等 船客の 中に 二人の 支那の 婦人 を 見出した。 一人 は黑ぃ 汚い 支那 服 を 着て 人 ごみ を 避けて、 

舷側の 所で 泣いて ゐた。 乘容に 後ろ を 向けて ゐ るので 淚は 見えない つもりの やう だが、 幾 kn 人と なく 棧 橋に 立ち 


速な つた 見送 人に はまと もに 見えて ゐた。 それ を氣附 かない 位 その 少女 は 悲しんで ゐる らしかった。 もう 一人の 

婦人 は 少し 年 m で 洋服 をき てゐ たが、 これ も堪ら へく 泣いて ゐ た。 片方が 痛く 泣き出す と 片方 もつ り 込まれる 

やうに せき 上げて ゐた。 殊更 ひどかった の は 支那 服の 少女の 方だった。 洋装の 人に たしなめられる 度 毎に ぉづ お 

づと 隅つ こに 引っ込んで 行って、 何の 積り だか 淚で ぐつ しょりに なった ハ ンケチ を 丸で 洗濯で もす る やうな 乎 付 

で 揉.：^ こ， 柔ん では、 また i ら なくなって 顏に 持って行く のだった。 容貌から 見ても 服装から 兒ても いづれ 無智な 

召使 ひか 何 か だら うが、 私 は 段々 引き入れられて 見送る 人の 事なん ぞ 忘れて しまって ゐた。 赤坊 でも 犬で も だが、 

無智な もの、 泣く の を 見て ゐる位 悲しい もの はない ね。 本當に 生と いふ もの は 悲しい もの だとつ く，.^ 思 はされ 

てし まふね。 本 常に 悲しい ものな の だ。 けれども それでい k んだ。 

小さな 子供が 何 か ii ビ 自分に 云 ひながら、 ^-っくと遊んでゐるのを見るのも悲しぃものだ。 

何 を 云って るんだら う 私 は。 東京 も 春に なった よ。 

(1 九 一 九 •  二月 十六 日) 

第 九 信 

上に 

こ の 春 の圆 覺寺滯 在中の 事 を 何くれとなく 書いて 見ます。 

三月の 三十 一 日に 圓覺禪 寺の 山門の 向って 左手に あたる 松 嶺院と 云 ふお 寺の 一 隅 を 借りる 事に なりました。 そ 

の 寺 は 私が 行く まで は 誰も 人が 住んで ゐ なかった 爲 めに， 玄關に は 泥 草鞋の 跡が、 庭に は 去年の 落 紫が、 廊下 や 

g.^ に は 細かい 塵が ありました。 私が 日頃 行きつ けて ゐる休 茶屋の 人が 来て まめく しく 掃除 をして くれたので、 

雜信 一 束  二 七 
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入口から 一 f 階の 部屋まで は 鬼に 角 足 を 踏み入れて 差し 支へ ない までにな りました。 怫 壇の 間 を 除いて 八つ も 大き 

な 1； 敷の ある この 廣大な 寺が、 無住の ま、 でゐ ると 云 ふの は 何たる 事で せう。 そんな 話 を S にしたら、 S が 云 ふに 

は、 怫敎傳 來の當 初に は、 寺院と 云 ふ もの は 日本の 文明 的 生活の 中心だった。 凡ての 新しい、 而 して 最も 進歩し 

た 生活の 様式 は 一 つ 殘らす 寺院の 中に 備 はって ゐて そこから 民衆に 分布され たもの だ。 資際 生活の 上に 於て すら 

佛敎 は先驅 者の 役目 を 立派に 勤めて ゐた。 所が 今 は それが 全く あべ こべに なって しまって ゐる。 古い もの 不便な 

ものなら 寺に 行けば 何でも あると； K ふ 調子 だ。 早い話が 君の 部屋に は 電燈ー つ あるまい、 との 事でした。 その 通 

り だと 云って 私 も 笑 ひました が、 考 へて 見る と、 これ は 唯 笑って ばかり k して 置け る 事で はない やうです。 信仰 

でも 知識で も それが 充實 して 活力 を 有って ゐる は、 そこから 一 つの 特 If な 生活が 導き出されなければ なり ませ 

ん。 而 して その 導き出された 生活 は それ 相當に 合理的で、 實 質的で、 且つ 進歩的な 内容 を備 へて ゐ ると 思 ひま 

す。 是 等の 辜を考 へて 見る と、 怫敎と 云 はす 今の 宗敎と 云 ふ ものに は 何 か 根柢 的な ものが 缺 けて ゐ るので はない 

でせ うか。 佛敎 渡來の 節に は當 時文 明の 最高潮に あった 支那の 生活様式、 遡って は 印度の それが 輸入され た譯な 

ので、 佛敎 そのもの \ 功過 は 多く 與 つてない と 云 ふ 人が あるか も 知れません が、 印度と か 支那と か、 全く 日 木と 

は 風俗 習惯の 異なった 文明 を 持ち込んで 來 ながら、 それで 日本人の 實牛； 活の 指導者と なり、 それをどん-^-變革 

した 所に は 如何しても 信仰の 力の 偉大 さ を 認めない 譯には 行かない と 思 ひます。 1^: 督敎も 亦 西歐の 文明 を携 へて 

口 本に 這 入って 来ました。 而 して 日本人の 生活様式に 新味 を 加へ つ- - あります。 然し 佛敎 渡來當 時の 勢 ひと 較べ 

て 見る と、 その 相違 は 可な り 大きく はありますまい か。 

兎にも角にも 私の ゐ たお 寺に はま だ 電燈が 引いて ありませんでした。 私の やうな 特^な 目的 を 以て やって来た 

ものに は、 然し これが 却って 有難かった かも 知れません。 私 は 他に お 客の ある 場合 を 恐れて、 わざと 懸け離れた 二 


^こ 二^ そ.^" りる s にしました。 東に すっと 窓が ついて ゐ ますが、 茅葺 きの 庇が 長い 爲 めに 朝の 日 も はか，^ し 

くよ J 人り ませんで した。 然し 書き もの をす る 時 わざと 部屋 を 暗く する- m の 私に は それ も 却って 嬉しい もので し 

た。 机： つ、 座 布簡ー つ、 行李 一つ、 ランプ 一つ、 火鉢 一 つ、 小さな 花瓶 一 つ、 それで 私の 生活様式 は 整 ひまし 

た。 I ゆと 免との 食事 は 門前の 柳屋 とい ふ 昔からの 族籠屋 で、 中 食 は 机の 側で パンと 牛^ を。 

こ.^.:. のお 在が もう 一 つ 私に い. - もの を 齎らして くれました。 それ は靜 かな 心で 自然の 移り 變り を昆 せて くれ 

た^です。 私 は 草 や 木 を 眺めて ゐ ると かした 拍子に それらの もの & 一年の 間の 推移 を 心 を こめて 見詰めて ゐ 

た C やうな になります。 けれども その 氣 になつ た^けで 嘗て それ を 心 ゆく まで 試みた 事はありませんでした。 

それが この 滯れ 中に 許された のでした。 

窓から 見る と 眼の 下に 色々 な 木が ありました。 梅の 花 は 散り 盡さ うとして 募の 黑 赤い 色が 枝の 上に 目立って ゐ 

まし ヒ。 一策 樱は 突し く 咬き ほころびて ゐ ました。 祧も。 風 は 溶ける やうに 紅い 色の 卷葉を 空に 向けて 少しの 風 

にも ちら/ \ と 搖 れてゐ ました。 その 若 やかな 春の 淺ぃ装 ひ は、 何もかも 古い 寺の 姿 を 殊更に 趣 深く 見せ まし 

た。 .1^^門に^赦く士堺の^&<#の崩れ迄が靜かにしめゃかに春を語ってゐました。 

次り，, に はもう g: 月と 云 ふ 月に なって ゐ ました。 若い 一 人の 偕 侶が その 日から この 寺の 留守 をす る やうに な 

つて、 庭の草などをかク^-と掃除してくれました。 この 日 門前の 食事 をす る 所に 行って ゐ たら、 矢張り 圓覺 寺の 

塔： ねこ 丄.； TO して ゐる舉 生の 人が、 昨夜 海濱に 遊びに 行って、 そこで 心中 をした 若い 男女 學 生の 遣 族が 波打ち際 を 

死 體を搜 して 歩いて ゐ るのに 遇った、 その 話 をして 聞かせました。 心中 をした 人 は 二人とも 鎌 倉に 近い ある 都會 

の ものだった さう です。 搜 して ゐ たの は 一 人 は 男の 母、 一人 は 女の 姉だった さう です。 その 姉と いふ 人 は 問 もな 

くな^  ノ ようと 云 ふ 際に 妹に 死なれた ので、 不思議な 心 持に なって ゐる やうに 見えた さう です。 面白い もの." 
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やうに その 舉，^ ；の 話す 暉を 私は默 つて 聞きました。 

今日から 新聞 を讀 みません。 これ だけの 事で 私 は 地上から 離れた 處に 移された やうな 氣 がしました。 頭が 巧と 

なく 澄む のを覺 えました。 毎朝 何よりも 先き に 新聞 を讀む …… あれ は考 へて 見る と 文明 人の 病氣の 一 つの やうで 

すね。 

！ 一日から は 若い 僭 侶の 勤行の 聲で五 時半に は 眼を覺 まされました。 夜お そくまで 筆 を 執る 私に は 多少 迷惑で な 

い 事 もない が、 電車の 齒 ぎしり で 眠り を 妨げられ るより は遙 かに 氣持 のよ いものでした。 私は^！^れると窓から 

植木の 稍 を 見お ろして 眼 を 休めながら 仕事 を續 けました。 仕事 は 割合に 快く 運んで 行きました。 うまく 調子が 乘 

つて 來て、 维 者の 感情が 熱しながら 盲目と ならす に、 原稿紙の 中に すん/ \ ぎけ 込んで 行って くれた 時の 氣寺 は、 

その 經驗 の」 なきい 人に は 解らない と 思 ひます。 鞍 慣れの した 駿馬に 乘 つた 氣持、 人 を 押し 人に 押されながら 眞 直な 

平 如 一 な 道を氣 息の はすまない 程度に 跃 けて 行く 氣持、 何處 まで，. も 際限な く 走って 行けさう です。 この 三昧の 心 

持 を 妨げられる 程 困り もし 殘念 にも 思 ふ 事はありません。 又 調子が ついて 來 るまでに は 色々 な 苦しい 工夫が 必要 

とせられます から。 

この 日 は 鎌 倉に 町制が 布 かれてから 二十 年 目の 祝日 だと かで、 寺 內には 少なからぬ 人出が ありました。 五六 人 

の ノカ山 門 の 横に 掲げて ある 鎌 倉 保 勝會の 寄附 者 名 牌 を讀み 上げて ゐ ましたが、 私 はふと 父上の 名が 耳に 這 入つ 

たので その 夕方 散歩の 時に その 下に 立って 見ました。 「金 五圓」 として その 下にお 名が ありました 。その他の 

人 は 牛々 多額で ある 巾に 父上の が五圓 であるの を 見る と、 それ は 多分 官途 を 捨て &鎌 倉で 浪人 生活 を 送って 居ら 

れた 頃の もので はない かと 思 ひます。 世に ない 人の 名 を 不思議な 所で 見た ものと 思 ひました C 

この 晚 夜に 道 入って から 散歩 をして 十 時 過ぎに 小 袋 坂の 切通し にか \ ると、 私の 前 を 一人の 泥醉 者が ひどい 千 


dT んで 歩いて 行きます。 私 は それ を 一種の 遠慮から すり 拔け すに 後に 跟 いて 行きました。 脚 をむ き 出しにして 胖 

枚た" た 五 卜^ 好の 男でした が、 やがて その 人が 自分 一人と 思った ものか^み 聲を 高く 擧げて 無月の 夜 氣を追 

ひ拂 ふや、 つに 歌 ひ 出しました。 

「,^LC^^ り や 他人と 他人。 他人に 用 はな けれども、 赤の他人た 他人が ちが ふ 」 

確かに さう いふ 句でした。 普通の 都々 逸と は 字数が 餘る、 その 餘る所 を この 人 は 妙な 調子で 歌って ゐ ました。 

私 ま その の 人 を 夜目ながら まじ/ \ と 見直さす に は ゐられ ませんで した。 その 人の 姿と その 歌と を どう 結びつ 

けて 考 へて 見たら い. - もの だら うかと 思って。 その 人 は 然し 私の ゐ るのに 氣 がっくと すぐ 默 つてし まって よろ よ 

ろと 歩いて 行きました。 私 は 自分の 存在が 知られた ので 安心して その 人の 側 をす り拔 けて 寺に 歸 りました。 歸っ 

てから も その 人の 事が 何時までも 氣 になって ゐ ました。 

丘 日の 午後に A と T とが 思 ひも かけす 遊びに 来ました ので、 連れ立って 鎌 倉に 行って、 ある 料理屋で 夜食 をし 

ました。 行きが けに 八幡の 石段の 上から 見た 若葉の 景色 は 素晴らしい ものでした。 あ 土 H ふ もの を 見る度に 人 

=3 と 云 ふ もの は隨分 不注意に 生きて ゐる もの だと 思 はされ ます。 私達 はよ く 人生が 如何の かう のと 云 ひます。 母 

上な どは隨 分私逑 兄弟の さう した 議論に あてられて お出で.^ せう。 然しよ く考 へて 見る と 私なん； f が は、 この 日 若 

菜を兑 て 始めて その美し さに 驚いた 程の 程度に しか 物 を 見て はゐ ない のかと 思 ふと、 自分の 思 ひ昂り 加^ か 馬鹿 

らしく もなります。 本當に 親切に 物 を 見る 人 は どれ 程 祝福され た 人で せう。 その 人の 眼に はこの 地球 は 普通の 人 

がお へる よりも 十倍 も 二十 倍 も 大きい に 違 ひありません。 その 人の 一 生 は 普通の 人の 一 生よりも 十倍 も 二十 倍 も 

5、>に途 ひありません。 而 して そこに は 普通の 人に は與 へられない 幾多の 鍵が 與 へられて ゐ るので せう。 深い 悲 

しみ、 々きな 喜び はさう いふ 人の 上に こそ 來る のでせ うか。 
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T は 建 長 寺の 山門の 上に 帽子 を、 A は 料理屋の 階上に 待 を 置き忘れました。 物忘れの 强ぃ私 は 二人のお 藤で 警 

戒を嚴 にした 爲 めか 別に 忘れ物 もせす に 寺に 歸 りました。 その 夜は氣 持の い- - 雨が 終夜 降り 績 きました。 雨と 云 

4C£ だれ 

へば 茅^き に 降る 雨 はまたい- f ものです。 降る 時には 音が しません。 降り やんで から 屋根 一面に； ぬみ こんだ 雨滴 

が 11 遠に 落ちて 板 庇 を 打ちます。 朝に なって 忘れた やうに 空が 晴れて ゐる 時な ど、 寺 を 出ようと すると 屋根の 端 

れ から 雨滴が 落ちて 襟を傳 ふこと があります。 塞からぬ 春な どに は その 零の 持つ 快い 冷た さは 無類です。 

六 曰の 朝に は 雨が 突し く 霽れて、 春の 日が その 慈悲 光 を 凡て の もの i 上に 暖かく 投げて くれて ゐる のが 嬉しく、 

思 はす 机 を 離れて、 寺 庭 を 行きつ戻りつ しました。 怫日 庵と いふ 高 かみに ある 塔 頭 を 除いて は、 八重 櫻が むせる 

キ- つ X き  あさ 

様に 累々 と ゆ、 き 揃って ゐ ました。 啄木鳥が 蟲を 漁る 音 も、 朗らかに 杉 森の 間から 聞こえて 來 ました。 圓覺寺 は 鈴 

木大拙 氏の 屋敷の 前に ある 石垣 沿 ひの 道が 一 番ぃ \ 所に 思 はれます。 樱と若 楓の中 を あすこ を 逍遙して ゐ ると 京 

都に でも ゐる やうです。 暫くす ると 子供達が 三人 東京から 遊びに 來 ました。 私 は その 一 曰 を 喜んで 子供の 爲に捧 

げ ました。 子供達 は 飽くまで 遊び 廻って 夕方に パパ を獨 りこの 古寺に 殘 して 歸 つてし まひました。 

月の 七 曰に は 蜜蜂の 飛ぶ の を 見ました。 凡ての 蟲 達の 活動が もう 始まる のでせ う。 蚊 も 出ました。 薄暗い 私 

の 部屋に 人 をい やがらせ る やうな あの 特有な 羽 音を立て &舞ひ 込んで 來 ましたが、 然し その 刺 針 はま だ 人の 皮膚 

を 突く 力 を 得て ゐ ませんで した。 整 を 見た と 云つ てる子 供に も 遇 ひました。 やま か しを兑 たと 云 ふ 子供 もゐま 

した。 ぶ ゆ もも やくと 飛び 始めました。 蠅 はもう 自分 達の 世界に なった やうに 振舞って ゐ ます。 私 は これらの 

小さな 生物 達の 出現に 對 しても、 都會で 持つ やうな 考へは 持つ 事が 出來 ませんで した。 境涯が さう させる のか、 

或は 乂佛 尊の 靈 跡と いふ 感じが さう させる のか それ は 知りません が、 兎に角 私 は それらの 蟲 けらに 對 しても 異常 

5 る 

な 興味 を 持ち、 愛 135 を さへ 拂 ひました。 ある 時 一匹の 蚊が誊 きもの をして ゐ， る 眼の 前 をい くら 拂 つても- (\五 月 


蠅く 飛び 廻って ゐ るので、 力 强く拂 ひ 除け ようとし ましたから、 とう 可な りひ どく 疊の 上に 敲 きつけて しま ひ 

ました。 白い 原稿紙の 上に 仰向けに なって、 細い 鐵 線の やうな 脚 を かたみが はりに 延ばしたり 縮めたり して、 し 

かも その 中の 1 1 本が dm を 失して ゐ るの を 见 ました。 人 を 刺す こと をし ない —— しても 蚊に 取って は 生存の 必要 

からな のです が —— 罪のない もの を こんなにし たかと 思 ふと、 私 は H 頃に ない 心 尤めを 感じました。 而 して そっと 

一木の：^ 极を つまんで 吸取紙の 上に 移して やって 良よ 暫く その 成行き を兑 つめて ゐ ました。 が、 蚊に 取って^ _m 

極まる 私 は 纏て 自分の 仕 にせき 立てられて、 又 原稿紙に 向 ひました。 吸取紙 を 使 はう と 思って その 方に 服 を や 

つた 時には 蚊 は旣に 死ん でんました。 凡そ かう 云 ふ 境に 身 を 措く と、 か- -る 生物が 宿主であって、 .01 分が 偕 乎と 

云 ふやうな 關係を 意識し ます。 彼等の 世界に 私が 割り込んで 行って 臭い 句 ひ を 立てたり、 大きな 聲. V 擧 げたり す 

る やうに m4 はれます。 人 叫と 自然との 腿 係 は本當 に何處 にある の だか 刺り ません。 私達が 勝 乎に 決めて ゐる關 係 

なる もの は 一寸した 機緣で 崩れて しま ふ ものら しく 見えます。 ^は 御 承知の やうに 猫が 大嫌 ひです が、 鈴 木大拙 

さんの 所の 外！： iSi の 猫が 遊びに 來 るの を こ-^ では 私 は 厥 はない のみ か、 喜んで 迎 へました。 それ は 不思議な 心の 

變 化でした。 ^は 勝手に 私の 原稿紙の 上に 乘 つて 來て、 ベ ンを控 へて 降りる の を 待って ゐる 私の 顔 を その 長い 毛 

深い 5^ 尾で 撫でたり しました。 私 は 顔をしかめながら も默 つて その 惡戲を 快く 受けて ゐ るので した。 

八：：： に は 本堂で 降誕 會が行 はれました。 曰 頃 黑ぃ袖 を ！¥ にか. -げ て、 柴を擄 いだり、 薪 を 運んだり して ゐる所 

化まで 打ち 揃って 维 まって 來 ました。 暗い 石 敷の 堂 內の須 彌植の 前に 別の 擅が 設けられて 天上； 大下 唯我獨 尊の 小 

IS 尊 を裕、 山吹、 八 ま 櫻、 こ ビめ樱 などの 花で 装って ありました。 管長が 座に つくと 非常に 聲の 美しい 侍^が 一 

siM (なった 昔 雜を 整へ て經 文を讀 誦しました。 それに 應 する 衆 |5 の 罄も卷 らしく 堂 内に 蘸り ました。 三 拜九拜 の 

^かな 式の 後に、 列 を 造って 圆 柱から 圓 柱の を 衆 偕が 係を稱 へながら 漫歩す る 様 は 又 印象の 深い ものでした。 

雜信 一 來  H-H 
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殊に それ 等の 珍ら しい 儀式が 私 を こめて 七 八 人の 觀 衆の 中に 行 はれた の も 尊く 思 はれました。 鐘 樓の鐘 は 間 を 置 

いて 鳴りました。 その 度 毎に 寺 庭の 櫻 は 算を亂 して 散りました。 五 千年 も 昔の I 人の 男の 誕生が かくして 記念 さ 

れる — それ は 人類の 歴史の 悠久と 整 格と を 形に して 見せて くれます。 

夕方に は 美しい 夕べが 來 ました。 は 隈なく 晴れて 月 も 美しく、 娃は靜 かに 何處 からと なく 歌 を擧げ 始め まし 

た。 人を惱 殺す る こと はこん な 時な のでせ うか。 石の やうに 毎 曰の 胡 坐 を 緩け て ゐた私 もつ い 誘 ひ 出されて、 し 

め やかに 軟 かい 夜の {4! 氣を皮 霜で 呼吸しながら 八幡宮の 階段の 方まで さまよ ひました。 

九 曰に は 春 は その 絶頂に 達しました、 八重 樱は 散らぬ 程に 滿 開して、 一重 櫻は大 かた その 薄い 花瓣を 落して し 

ぎ は 

まひました。 菜の 花 は 散り 際にな つて、 大根の 花の 白い のが 新しい 麥の綠 の 中に 見えました。 暗綠の 厚い 光った 

葉 藤に 散る 血の やうな 色の 椿  それ は 鎌 倉を傳 へる 一 つ の 象徴と も 云って ぃ&  も 道 側の あすこ こ \ に 見や 

られ ます。 圆覺寺 から 建 長 寺に 績く 路傍の 深 溝の 上に さし 出た 柳、 ぼけ、 無花果 樹、 檢、 それら は その 色に 形に 

鄙びた 可憐な 華やか さ を 以て、 建ち 績く 人家の 春を裝 ひました。 畑の 間 を 通る と 麥の穗 が 五本に 一本 位の 割合に 

挺き 出して ゐ ました。 而 して その 凡ての 上に 惠み 深い 日の 光。 

十 日 11 今朝 も その 剽 輕者は 泰然自若 として ゐ ました。 

昨日の 朝练 日の しきたり 通り 起きぬ けに 洗面 麼を ぶら下げて 庫裏の 後ろの 纏の 際に ある 井戶に 行って 水 を 汲み 

上げる と、 釣瓶の 緣 にっか まった ま \ 小さな 靑 蛙が 一匹 上って 來 ました。 剽輕 者と 私の 云 ふの は 其奴の 事です。 

恐らく この 小さな 剽 輕者は 井戶の 水の 中で 卵から 孵った もので せう。 言 紫 通り 井底の 蛙で はあり ますが 痴蛙 など 

と は 云へ ないやうな 顔 をして ゐ ました。 春の 朝の きらびやかな 陽の 光に はさす がに 驚いた でせ う、 眼の 球 をぐ り 

ぐり と 廻す やうに 動かして はゐ ました。 井戸の 底の 水の 中と、 井戸の 上の { ぬ氣の 中と では 氣壓に 相當の 相違が あ 


ると 1^ えて、 乎 吸 13^ らしく 大きな 腹 を 波打た して はゐ ました U けれども この 二つの 點を 除けば 如何にも 悠々 閑 

つ-う- *J 一ゾ 

M として： g に 動ぜぬ 膽大さ を 持ち 合 はして 居る やうに 見えました。 私 は 暫くの は 感心して その 面魂 を 眺め やつ 

てゐ ましたが、 試みに そっと 釣瓶 を 持ち上げて 水 を si にあけ て 見ても、 依然として 動く 様子 は 見えませんでした， - 

私. H 面白くな つて 再び 釣瓶 を そっと 井 戶緣の 上に 安置して やりました。 剽 輕者は 依然 眼球 を ぱちくりして 腹 を 波 

打た せた ま  >- 泰然自若 として ゐ ました。 

そ， e が 今朝まで 泰然自若 として ゐ やうと はさす がの 私 も 思 ひがけませんでした。 その ま、 にして m5! いて 見た か 

つたので すが、 それで は 顔を淨 める 事が 出来ません から、 已むを 得す 釣瓶に 手 を かけます と， 電氣 でも か X つた 

やうに 靑^ は 飛び 上って、 身を飜 へす と共に 山の 井の 底 深く 落ちて 行きました。 それだけなら まだい i のに、 飛 

び立っ際に^>ゃ-と.#りをして行きました。 小さな 剽 輕^! 私 は 後で 自分に きまりが 悪くな つた 程、 思 はす 罄を 

立て- - 笑って しま ひました。 而 して その 尿が 確かに 交って ゐ るに 違 ひない 水 を 汲み上げて 快く  口 を 嗽ぎ ました。 

この 口 久しぶりで 東京に 出て 色々 な 事に 驚かされました。 電 単の 乘り 降りに すら まごつく 事が ありました。 最 

も 不思議に 思った の は 浪費の 眼 立つ 事です。 寺に ゐ ると 私の やうな づ ベら もので すら ひとりでに 物 を 大切に する 

；?: ：!^ を てゐ たのです。 芥 溜に 紙片れ の 落ちて ゐな いの を 見る と、 私 は 紙 一片で も 丸めて 屑 龍に 入れる のが 勿體 

なくなります。 私 は それ を 一 一家に も三黨 にも 利用す る 事 を 舉、 びました。 それが 國 民の 經濟狀 態 を 向上させる から 

とい ふやうな 意味で はなく， 自分の しみつ たれた 根性から 出る 譯 でもな く、 さう いふ 風に 物 を 大事に 愛撫して 使 

ふ^に 一種の つ、 ましい 喜ばし さを感 する からです。 「照 顧 脚下」 と 書いた 紙が 玄關の 柱に 貼りつ けて あるの を 

兑 てから、 寺に ゐる 問， 私 は 一度で も 履物 を こっち 向きに 脫ぎ っぱなし にした 事はありませんでした。 それ は 私 

に 取って 自身 を 驚か す や う な 日常生活の 變 態でした。 

雜信 一 朿  三 五 
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こんな 生 Ji5 をして ゐても 時々 思 ひがけない 人々 の 訪れ を 受けました。 それが 寺に ゐて 見る と、 何等かの 意味に 

於て 生命への 執着 卽ち 生活苦 を 持って ゐな いものはありません。 ある 婦人 は 自分 等の 性 を 擁すべき 雜 誌の 發行を 

企て、 しかも それに 疑惑 を 持って ゐ ました 。ある 詩人 は 大部な 詩 第 を 世に出す に 就いて 私の 强 くない 臂のカ を ffl ひ 

させよう として ゐま した。 ある 兄 は その 妹の 隱れ た戀の 解決 を 相談して 來 ました。 ある 男 は 私の 文 を斷 り. もな 

く 改作して t: 物にしよ うとした 友の 爲 めに 私に 詫びに 來 ました。 ある 靑年は 孤獨な 旅から 突然 現 はれて 突然 消え 

て 行きました。 而 して 消えて 行った 後に、 その 父から 徴兵忌避の 恐れが あるから と 云って 搜索を 依頼して 來 まし 

た。 兄の 不埒の 爲 めに 結婚 を斷 念して 空しく 老いて 行く 女の人 も來 ました。 豫め 借りて ゐた 部屋が 留守の： g 侶に 

荒らされ たと 云 つて、 夜半 近い の に1^54ーロを吐き散らし、 洋 杖で si を敲 きながら 私の 部屋に 侵入して 來た男 も あり 

ました。 その 人達の 一人々々 を 取って 見る と、 どれに もこれ にも 生活の 究 全な 縮寫 があります。 而 して それらの 

人々 と 曾 葉 を 交 はす 私自身が 矢張り それです。 私-は 苦笑 を 禁じ^ませんでした。 

私の 食審 をし に 行く 旅 龍 屋に時 ちゃんと いふ 五つば かりの 女の子が ゐ ます。 ； は その子が 可愛い と 思った から 

鎌 倉に 行った 序に 人形 を 買って 行って やりました。 さう したら 碌々 その 人形 を 見 もしないで、 笑ひ顏 もせす に 乎 

にさげ たま >r いきなり 戶 外に 駅け 出して しま ひました。 氣に 入らなかった のかと 私が 思って ゐ ますと、 女中の 話 

に， 時ち やん は 往來に 遊んで ゐる 朋輩に それ を 見せたい 一 心で、 自分 は碌々 見 もしないで 馳け 出した の ださう で 

す。 而 して 友達が、 我れ 勝ちに それ を 手に かけよう とすると、 始めて 氣が附 いて 自分で しげく と 人形 を 見直し 

てゐ たさう です。 

1 不日 ：— 牡丹 樱 ももう 色が あせて 散り 始めました。 木い ちごの 花 も 七 分が た 散って その 萆の 中央に 小な な實 

を昆 るまでに なりました。 梅の 實は 大豆の 大 さほど、 牡丹の 費が 嬰兒の ほど。 . 


^ZI 雨 さ へ 降らなければ 遊 覽者は 跡 を 絡ち ません。 それが 大抵 大 釣鐘に 登って 金 を 出して ご.. 'んご ー んと鐘 を 

つきました。 |§ 日々々 それが 晚泰 のぬ るい {4! 氣を 動かして 私共の 耳から 頭に 傳 つて 来ます。 こ- -に 坐禪 をして ゐ 

る 一 人の 靑年 はこの 鐘の 亂聲が 五 慾より 何より 修業の 邪魔になる とこ ぼして ゐ ました。 大鐘は 大金に 通す るの 

で、 少しの 御 资錢で 大金 を 儲けよう とする 蟲 のい \ 人が ある やうです。 何しろ 仕事の 暇々 に遊覽 客を觀 察する の 

も 面白い ものでした。 都會 から 來た 若造と いふ やうな 連中が li^ いやな 乎 合 ひです。 田舍の 工場の 職工 連ら しい 

の もい やです。 錢逍院 の 下級 官吏と でも 云 はれさうな 人が 若い おかみ さんや 年取った お母さん を述れ て、 バ ス 

ケク ト に辨當 など 用意して 來る なぞ は  一 ^氣 持が い- f と 思 ひました。 さう 云 ふ 人達が 一 番 睦まじ さうな 笑 聲をこ 

の^ 5? に殘 して 行きます。 

拾 一枚で 丁度い- - 時候 I— それ はい \ 時候です。 

私 は 散歩の 時にはよ く獨 りで 坐禪 堂の 奥に ある 藥師 堂に 行きました。 これ は 圓覺寺 内で  一 ^古く 一  番 よく 保^ 

された^ 物で^ 資 だか 保護 建築物 だかに なって ゐ ます。 坐 禪堂を 右に、 形の い- - 小さな 鐘樓を 左に 見て 突き 常つ 

た 1^ に、 簡素な 堺に 設けられた 美しい 小さな 唐門が あります。 その 欄 の 彫刻 は 人の 注意 を it かぬ 程に 古びて はゐ 

ますが、 尊い 工人の 腕の冴え. 見せて ゐ ます。 その 唐門 を 這 入る と 小さ 方形の 庭が あってす ぐ 本堂に なって ゐ 

ます。 錄念 時代の 寺院 .2; 築に 特！^ な 茅 _s き 屋根の 勾配から それ を 受ける せりもちの 簡 古さ。 正面 を 三つの 開き 扉 

にした、 その 一：^ ゃ攔 の 意匠、 凡てが お 互に 顧み 合って 完全な 調和 を 支持して ゐ ます。 唐門の 邊 から 一と 眼に そ 

れを兑 ると、 建築物 を晃 ると いふより、 地上に 据 ゑら れた 整った 床の 置物 を 見る やうな 感じが します。 私 は 正面 

の 入门の 所で 股 物 を脫 いで、 ハ母 時で も 薄く つて ゐる やうな 石疊に 素足 を 踏み入れます。 須彌 壇の 後ろに 廻って 

ひとし ほ 

階投を 登る とそ こに 奥 殿が あります。 本 に 踏み 入る 時 光から 遮られた 服 はこ \ に來て 更に 一 入の 晤 さに 襲 はれ 

雑 信 1 ^s-  三 七 
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ます。 そこに ぢ つと 立って ゐ ると、 堂の 奥深い 所に S の やうに かすかな 常燈 明が 點 されて ゐ るの を發見 する でせ 

う。 そこに は 私が 住 ひ惯れ てゐる やうな 世界 はもう ありません。 

私の 住み慣れて ゐる 世界 は 光の 世界で あり 昔の 世界であります。 その 光の 中に 影が 交る 事に よって、 又 音の 中 

に靜 かさが 交る 事に よって その 世界に は 綾と 變化 とが 生じます。 然るに 怫 者の 世界 は 常 暗の 世界で あり、 沈 默の世 

界 であります。 それが その 世界の 常態であります。 その 境界に 幽かに 光が 生じ、 音響が 動く 事に よって 綾と 變化 

とが 生じます。 私は佛 者の この 見地が 一 小 建築の 巾に さへ {元 全に 象徴され てゐ るの を 見て 感に打 たれました。 黑 

天 鴛絨の やうな 深甚な 喑黑 と沈默 との 中に 神々 しく 點 された 常燈明 ，—— それ は 宛ら 釋 尊の 肖像と は 云へ ます ま い 

か。 世の 凡ての 人が 見た と は 全 ズ反對 に 世 を SJ- て、 それに 安住した 聖者の 勇猛心 を 私 は 畏れの 心 を 以て 感じ 知つ 

たやう に 思 ひました。 こ- - にも 考 へて 見なければ ならない 大千 世界が ある 事 を 思 ひました。 人の 心と いふ もの. T 

豐富さ を この 小 堂に 於て 驚き 眺めました。 堂 を 出る と 世 は 眼前に 別事 を 行 じて ゐ ます。 春 は 駘蕩と して 夏に 績 

かう として ゐ ました。 

二十 一 日 —— 私 は 散歩に 出て、 農 閑 を 利用して 名所 巡りに 出て 來た 一 群の 農 人達と 前後して 歩きました。 彼等 

はしつ とりと した 會話 をしながら 草鞋ば きの 脚を靜 かに 運んで ゐ ましたが、 ^莊 地に と 誰か ビ買ひ 入れて まだ 建 

築 を 始めない らしい 廣大な 地面 一 杯に 生ひ繁 つた 草叢の 中から、 一 人が 一 本の 草 を拔き 取って 連れの 人に 示し ま 

した。 「これ は 『地獄の つり かぎ』 とい ふ 草 だ。 根が 深いので その 先き に 地獄が 垂り 下げられて ゐ るの だ」 とい 

ふやう に說 明して ゐ ました。 人々 は 手から 乎に それ を 渡して その 草 を 仇敵の やうに 打ち 眺めて ゐ ました。 私 は 全 

くこの 農 人達に 深い 親しみ を 感じて しま ひました。 

1 一十一 一日に 私 は 暫くの 間 籠居した 塔 頭 を 去りました 。私の 仕事 は 思 ふやう に は 運びませんで したが、 それでも 全 


く 徒 1$^ に は 終りませんでした。 三百 四 五十 頁の 原稿 を 抱へ て 私 は 山門 を 出ました。 私の 持って行った 小さな 花瓶 

に は 格、 さっき、 菜の 花、 海棠、 山吹、 薔薇が 活けられました。 妹が 送って くれた ライラック は、 私の 乎に 落ち 

た 時には 半ば 萎れて ゐて、 活ける 事が 出來 ませんで した。 私が どれ だけの 長さの 春 を そこで 過し たかは、 活け か 

へられた^ 乃 名が 時計の 如く 示して ゐ ます。 この 二十日 あまりの 間 三人の 子 達 を 保護し 養育して ゐて 下さった 御 

心勞に 感謝し ます。 

(一 九 一九 • 九月 十六 日) 

第 十 信 

H 兄 

1^ く 便り を さし 上げなかった こと をお 許し 下さい。 今日は あなたに 單 なる 一 つの 報吿を 送ります。 以下 述べる 

やうな 車實が あなたに 取って は 報吿を 待つ まで もない 周知の 事實 として 映る かも 知れません が、 寡聞の 私に ね始 

めて 得た 知識であって、 而 して あなたに 知って ほしいと 思 ふところの ものです。 

日本に も勞働 問題と して 色々 の 問題が ある だら うが、 速 かに 解決して しま はなければ ならな いのは、 この 公然 

と 行 はれて ゐる 土工 人夫 人身 賣買の 問題 だと 思 ふ、 と 私に 話 をして 聞かせた 一人の 土工 人夫が いひました。 私 は 

こ- -に その 顚末を 備忘 的に 害き 記る して 見る まで ぐす。 

大體 日本に は 今 g: 十五 萬 人の 土工 人夫が ゐ ます。 而 して その 中 七 萬 人 は、 自分の 勞働 力ば かりで なく、 自分の 

身を赍 る こと を餘 儀な くされて 生き恥 を か.. - されて ゐ るので す。 さう その 人 は 語りつ ピ けました。 . 

七|3^<の丸分通りは人夫仲問からぃふと、 赤の 素人で、 舉校 生活 を 途中で やめた 者と か、 不首尾で 投げ出され 
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たお 店^と か、 田舍 から ー摆 千金 を 夢み て 都會に 出て 來た西 姓と か、 怠惰の 爲 めに 喰 ひつめ た 世 11 知らす とか、 

さう いふ 人々 から 成り立って ゐ ます。 それらの 人の 多數 は、 なすこと もない ま-. -に 都會の 場末と か 公園と か をう 

ろつ いて ゐ る^に、 惡 募集 屋の 手先き に 難なく 乗ぜられる のです。 旅費 手當を 支給して、 方 外に 金の 儲かる 所に 

周旋す ると 廣吿 のして ある 募 槳屋の 暖簾 を 進んで 潜る もの はさう 澤 山はありません。 大抵の もの は 募橥屋 が遠卷 

きに 張って くひる てんに まんまと か、 るので す。 

所謂 人夫 募 狼 屋は束 京、 大阪、 神戶、 名 古屋、 仙熹 等に 仕掛けの 大きな 根據を 構へ て 盛んに 商寶を やって ゐま 

すが、 ^5^京で大规校にゃってゐるのは、 下 谷萬ギ 町の 山 崎、 璺住 町の 河口、 淺草 H 島 町の 山 口、 淺草 町の 黑田、 

本 所 相 生 町の 旭 机、 以上の 五軒です。 甘々 と 口車に ひっか. - つた 者が それらの 募集 屋の 暖簾 をく y ると、 帳場に 

U あ ひ  .  . 

は 口の 上 乎な 男が ゐて、 歩合の い \ 契約 を 取り結びます。 一 體 現在の 所、 職 戴 的の 土. 工人 夫が 一日に 得る 賃銀 は 

辨 《：£ 先方 持ちで 八十 錢 乃至 一 圆 を相揚 として ゐ ますが、 募集 屋 では 最低 ー圆 三十 錢 から 最高 ニ圓の 外に 酒手が 渡 

ると いふ ことにな つて ゐ ます。 だから 仕事の 經驗の ある もの は その 法外な 優遇に 疑を懷 いて 逃げ を 張る のが 自然 

なのです が、 素人の 人 はう つかり 甘 首に 乘 つてし まふので す。 樊 約 期 ^ は 東京 だと 三 ヶ月、 大阪 方面 だと 四ケ 

月と いふ ことにな つて ゐ ます。 帳場の Hf- は 吸 はしが 早い から、 人柄 を 見て せいこと をい ひます。 お前さん は 字 も 

讃め るし、 ^盤 も 取れる とい ふの なら 行く- (\ は 現場に 這 入っても 帳場の 方に 廻って、 帳附 けで もやる やうに な 

ると、 力業 はしない でい-. f 金になる とか 何ん とか。 而 して 働き 次第で 一 圓 一 二十 錢 から I 一圓まで も 支給 するとい ふ 

書に 拇印 を 押す ことになると、. すぐ 二階の 溜りに 追 ひ 上げられます。 追 ひ 上げられ たらもう 最後です。 便所 一 

つ 行く にも 一 見物 凄い 風體 をした 男の 監視 を 受けなければ ならない のです。 それでも その 晚は 相當の 膳が 出て 酒 

が 一 本つ きます。 そこで 二十 人な り 三十 人な りの 頭が 摘^. M 土工の 現 楊の 方に 送り^され， るので すが、 かう した 


人な^ n, の 行 はれる 地方 は^ 京 以北で、！ i 島、 仙臺 あた f から 始まって、 北海道から 北 は 樺 太まで 及んで ゐ ます。 

尤も fj 太 あたり は 給料 もい --と して あるが、 何しろ 歸 りの 旅費が か& るから そっち を 志 §1；! する もの は 自然： S 一い， 

です。 

汽ポは 大抵 夜汽ポ で， R 的 地に は 朝早く 着く やうな 仕掛けに なって ゐ ます。 この頃 は 下 谷の 警察が 或る 程度の 

千涉を するとい ふので、 上野から 何時 何分に 發 たせます からと 屆出 をして おく 人夫の 數は少 くして おいて、 大， 

分 は その 前に 發 たせて 大か ：1 で 後 發隊と 落ち合 ふ 仕 かけに してあります。 募集 屋の 二階で 全く 自. W を 束縛され た 人 

ば は、 ^も 逃げる ことの 出來 ない 程な 多數の 護送 人に 附 き-添 はれて 汽車に 乘り 込む のです が、 乗り込む と 護送 人 

の數は 減って 二人 か 三人に なって しま ひます。 その 二三 人と いふ 男 は、 殊に 腕つ こきな 物凄い 男で、 客 単の 人口 

の 所に がんばって ゐて、 辨當 から 便所への 立ち居にまで 氣を 配って 一寸の 隙 も 見せません。 この 役目 をす る 男 は、 

一はに！  二圓の 日當と 酒代と を 貫って ゐ ます。 汽車が 目的地に 着く と 停車場に は、 十 人に ついて g: 五 人と いふ 割合 

に、 ^物 を 持った 荒 くれ が迎 へに 出て ゐ るので、 大抵の 應募者 は 度胸 をぬ かれて 觀 念の 眼 を 閉ぢる 外 はあり ま 

せん。 

さて これから 本當の 人身 資資が 始まる のです が、 東北 地方で は 募集 屋は 大抵 直接 土工 組に 寶り 込みます し- 北 

近 は 前 砂 町に 引受 所があって、 一 且 その 手に 渡って それ. <\ 需要の ある 所に 送り込まれる ことにな つて ゐ 

ます。 福^^^地方は差別無しに 一 人 三十 圆、 北海道 は 七十 圓 (但し 關西 地方からの 寶り 込み は 旅費が 嵩む から 八十 

圆 し、 樺 太 は 百！ .1 十！ 1 とい ふ 様な 相場に なって ゐ ます。 募集 屋は その 金 を 受取る とさつ さと 引き上げて しま ふので 

すから、 それからの 處置は 全く 土工 組の 勝手です。 募集 屋と 取り 交 はした 契約 はよ し 一圓 二十 錢だ らうが ニ圓だ 

らうが、 "てれ は 反古 同然です。 募集 屋は 警察から やかましく 云 はれる 時の 申譯 にさう した 契約 をす るまで あつ 
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て、 土工 組で はそんな ことに 頓着な く 賃銀 を 定める のです。 尤も 天から 募集 屋に 一人に つき 三十 圓 とか 七十 園と 

かいふ 金 を支拂 ふので すから、 人夫に い- - 賃銀 を 拂 つて 合 ふ 普が ありません。 現場で は どれ 位の 賃銀 かとい ふと 

先づ 最上 五十 錢、 北海道で ー圆 二十 錢と いふ 位の 相場です。 尤も 食事 は 先方 持ちです が、 世帶 持ちで 請求す ると 

一圓 六十 錢 位に はなります。 これおけ 聞く と 鬼に 角 少なくとも 賃銀 はくれ る やうに 見え ませう。 然し その 底 を 割 

つてお 話しす ると、 賃銀 は 一切 現金で はくれ ないで、 各 組々 で發 行して ゐる 切符で 支拂 はれる のです。 それ は 勿 

論 現場 以外で は 通用し ない 紙つ きれです。 福島縣 では 現在 その 發行 を禁. y して ゐ ますが、 實 際に は 平氣で どの 帳 

場で も 使 はれて ゐ ます。 

現場 はとい ふと 停車場から 一 里 も 二 里 も 離れた 山の 中で、 そこに 厩舍の やうな 細長い 掘 建ての 荒 小屋が 出来て 

ゐ ます。 それが 監獄 部屋と 呼びなら されて ゐる 合宿所です。 眞 中が 通路で、 その 兩 側に 一本の 丸太が ねかして あ 

る、 それが 枕です。 日が な 一 日 働いて 來た 人夫 達 は、 眞喑な 所で 干 維と 腐れ 澤 庵で 飯 を 喰 はされ て、 すらつ と 列 

んで その 丸太 を 枕に して 寢 るので す。 入口 は ニケ所 だけより なく、 その ニケ 所に は嚴 重な 警戒が してあります。 

勞働は 朝の 六 時半から か \ つて 夕方の 六 時まで， 晝 飯時の 半時 間の 休憩 を 除けば、 あと は 引つ きりなしです。 八 

時間 勞働だ 何んだ といって ゐ るお 人達が を かしくなる 位の ものです。 私達 職業的な 土工 人夫に なると、 日に 少な 

くと も 三度 は 休みます。 十 時と 三時と に 煙草、 晝に 食休みと いふ やうに。 所が 監獄 部屋に 寢 起きす る 人夫に は そ 

んな 蝥澤は 夢にも 見られ はしません。 中には そんな 仕打ちに 遇 ふと 不平 を 起して 帳場に がな り 込む のが ゐ ます 

が、 帳場で は 冷然と して、 募集 屋と話 をす る ときには かう した 條 件で 話 をして、 こっちで 受取った の だから • 帳 

場で は 何とも 仕 やうがない。 小言 を 持って行くなら 募集 屋に 持って行け といって 取り上げて くれません。 所が 募 

集 屋は殆 んど每 日 現場に 出入して ゐ ますが、 晝の 中に 限って- ゐ るので、 働きに 出て ゐる 人夫と は 顔の 合 はない 仕 


Si けにな つて ゐ るから、 結：： r 小 平 も泣寢 入りです。 中には 又氣 象の 强 いのが ゐて、 一 つ 破れ かぶれに 暴れよう な 

ど、^^.-へるものもゐますが、 それが 少しで も 穂に 出る と、 頭が すぐ 見て取って、 寢る 時には、 その 男の 向 三軒兩 

隣り こ、 料现： ^の 出前持ち だと か、 理髮の 刺子 だと か、 少 は席藝 人の 落ちぶれ だと か、 膽 玉の 小さい、 腕つ ぶしの 

利かない おば かりす ぐって あてがって おきます から、 臥ながら 計略 をし めし 合ふ餘 地が ありません。 iSSi は 監視 

が 烈しく つて 迎も 駄目です。 

リ S 人は證 分出來 ます。 その 害です。 所が 足腰が 立つ は 打ちた、" いても こき使って、 使 ひ 切れなくなる と 二度 

分の 辨當と 五十 錢を あてがって ぉ拂 箱に する のです。 そんな 人 は 停車場 わ ある 所まで 迪り 着く の もやう くと い 

ふケ つてし まって ゐ るので す。 それから 體 力が 勞 働に 適しない ものになる と、 そんな 乎 合 ひ はどうせ 生れ 落ち 

ての 勞動； i;^ でな く、 親類に 十 や 二十の 端金 を 持って ゐる ものが ゐ るに きまって ゐ ますから、 帳場で その 親類に あ 

て、 乎 紙を窖 かせて、 病氣で 難^して ゐ るから といって 金 そ 持って 迎 へに 來 さして、 缺損 のない やうに 追狒 つて 

やる のです。 

乎 紙と いって はかう いふ 場合の 外に、 實況を 世？！ に fS らす ことの 出來る 乎 紙 は 書け な い 仕掛け になって ゐま 

す。 乎 紙 を- いたら 開封の ま.^ で 帳場に 出さなければ ならない のです。 帳場で はよ しくと いって 皆ん. な 受取り 

ますが、 さし さは りのある 手紙 は、 一 つ 殘らす 紙 1^ 籠に 拋 りこんで しま ふんです から。 

現場に は必す 物品 贩資 部が あって、 頭のお 上さん とか 何ん とかい ふ 人が やって ゐ ます。 山の 中であって 見れ 

ば、 人夫 は そこで 川 をき す 外 はない のです が、 先づ その 値の 高さ を 見て 下さい。 運搬費 は 多少 か. -る としても こ 

れ では あまり ひどすぎるで せう。 (これ は. 幅 島縣の 或る 現 揚のを 調べた のです) 
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一 日 K 十錢 とい ふの が 最高の 貨 銀で、 こんな 高い もの を 買って ゐ たら、 i ほひ 込み こそ すれ、 三月 經 つたって、^ 月 

la つたって 溜り やう は先づ ありません。 それでも 三 ヶ月 辛抱して 十圓 なり 十五 圓 なりの 金 を 溜めた ものが あると 

します。 それが 解傰の 日に 帳場に 行って 現金に して 貰 ひたいと 請求す ると、 帳場 は 仕事が 思 ふやう に 行かな かつ 

たと か、 手な ほし をす るまで は 金が 這 入らない とか、 內金 だけの 支拂は 受けて ゐ るが、 全部の 支拂 がまと まらない 

,A ら とか、 得手勝手な 理 裔 をつ けて、 半分で 我慢し ろと か、 三分の 一 で ふせう しろと か 云って きかない のです。 

ん をした つて 始まりません。 切符 を 世の中に 持って 出た つて 三文に もな り はしません。 仕方. なしに 泣寢 入りに 

なって、 先方の いふなり 放題な 端金 を 貰って、 死に そこな ひの 體で そこ を さまよ ひ 出る 外はなくなる のです。 

苦し まぎれに 遁定を 企てる 者がないで はありません。 然し 先方で も それに は それ 相當の 用意が 出 來てゐ ます。 

第一 现揚に 通す る 道路の 三叉 叫 辻に は、 屹度 一人 屈強な 男が 叢に 隱れて 見張り をして ゐ ます。 近所の 二つ 三つの 

停^ S5 に は氣の 利いた 小頭が 山から 下りて 監視して ゐ ます。 逃げ は 逃げても 逃げ 遂 せない と觀 念した 氣の 弱い 男 

など は GI 殺す るの があります 。いっか なぞ も 猪 苗代 湖に はまって 死んだ のが ありました。 新聞に 出た から 御 承知で 

せう。 考へ の あるのに なると、 道に 出す に 草深い 所に つぐんで 二 曰か 三日 ぢっ として ゐ ます。 それ 逃げた とい ふん 

こ も 

で搜 索に か. - ります が、 三日 も 知れない と 乎が ゆるみます。 その 頃に なって そっと 叢 を 出る のです が ， ^しろ 饑じ 

いから 腹 を ふくらす 爲 めに、 その 近所の 百姓家に でも 飛び込んで、 仕事 を手傳 はして 貰 ふ 外はありません。 所が 百 

姓 も は暮 しがせ ち 辛くな つた 爲 めか、 氣 のい. -人 は先づ ありません。 それ は氣の 靡な とい ふやうな 事 を 口の 先 

きで はい ひながら、 燭酒 でも 1 が つてお いて 、裏から 早速 帳場に 內 通します。 帳揚 では 時 を 移さす 人 を や つて その 

男 を，^ り 返して、 內 通した 百姓に は 大概 三圓の 手當に 食事 共 他の 實費 を支拂 ふので す。 連れ 歸っ たが 最後、 一同へ 

とま  ， I 

の兑 せしめ だとい ふので 皆の 見て ゐる 前で、 小頭 どもが 寄って たかって 息の根が 止る やうな 目に 遭 はせ るので す 
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契約 期限 を 延ばす 爲 めに はこん な 奸策を 施す こと もあります。 期限に なると 二三 日 前に 小頭が 眼 をつ けて ゐる 

人夫に いくら 位 切符が 溜った かと 聞く のです。 三圓 なら 三圆 溜った とい ふと、 いよ. こ&を 出る 日になる と 三 

圓が 一圓 五十 錢 にもなら なくなる。 お前 は 期間 中 私の 手下で よく 働いて くれたから、 口 を 利いて 今日 現金に 代へ 

て蓠 つて やる から、 折角 こんな 所まで 來た」 あに 札幌 でも 見物したら どう だ。 暇 も 序に 賞って やる からと いふ。 そ 

の は 勿 論 大喜びで 小頭に まかせます。 而 して 二人で 札幌に 出かけます。 まづ いものば かり 食って ゐた 腹に は、 

何でも まづ いものはありません。 酒 もき- - がい 土 t です。 忽ち 一 一人と も 上機嫌に なって 遊廓と か 後 家屋 (賫淫 宿) 

とかに しけ 込んで、 氣を 大きく して 騷 ぎます。 而 して その 翌日に は 小頭と 自分との 持 金 を 合せても 足りない 程に 

勘定が 嵩みます。 小頭 はわ ざと 途方に 暮れて、 帳 楊の 大將に 救っても らふより 仕方がな いとい ふ 事に なり 帳場に 

電報 を 打つ と、 帳場で は 得たり 賢し と金 を 持って 二人の ゐる 所に 尋ねて 來て、 當り 前なら よく 働いて くれた 事で 

も あるから、 今度のへ ひ 込み は 見ない ことにして 解約して やっても い-^ の だが、 何しろ 不景氣 で仕赛 も 思 ふやう 

に 行かない 所 だから、 一 つ 働いて 使つ た^け は 返して もら ひたい。 三月 も 仕事に 慣れたの だから これから はいく 

らか樂 だし、 义樂な 方に 廻しても やる から、 と眞 綿に 針 を 包んだ やうな 事 をい はれる ので、 一た まりもな く乂三 

ヶ月の 苦役に 服さねば ならなくなる のです。 この 邊の 呼吸 は、 苦界に 身 を 沈めた 女に 對 して 女郎屋の 亭主が 施す 

仕掛けと 瓜二つです。 人身 寶買 といへば 男女の 區別 こそ あれ、 しきたり は 全く 同じです。 

私 は 根が 勞働 者です から 渡り 曾 葉 も 心得て 居る ので、 帳 楊に 行って かけ 合 ふと 二つ返事で 倾 つて くれます。 而 

して 三 四 rn すると、 小頭 株に 取り立てられて、 五六 人の 人夫 を 見て やる やうになります。 私 はかう してもう 三度 

ほどこの 境界に ゐる 人達の 様子 を 視察し ました。 そのこと が 一寸 世の中に 知られる と、 北海道の 人で 監獄 部屋の 

不始末 を竄 見して 知って ゐる 人から、 痛切な 乎 紙 を 貰 ひました。 或は 自分の 弟が 北海道の 炭鑛に 稼ぎに 行って 一 


度 手紙が 來 たつき り， 更に 手がかりがない が、 その 監獄 董と いふのに ゐ るに 違 ひ f く  f から、 何ん とかして 星 

をつ けて S たいと 訴へ て來 た 女の人 も ありました。 かう いふ 心 持で 親しい もの、 行方 臭 遣って ゐる人 は 幾人 

ち，？；！ ■  ？； ^化な <； 0 で. UO 

こんな 忌々 しい 習 惯に對 する 地方 當 局の 態度 は, 使 かとい ふと 實に 生ぬるい ものです。 第 一 駐在所 は 大抵 買收 

されて 土工 yb4^ 方です。 かう いふ 大 土工の 經營者 は 大抵 地方々々 の 有力な 資產 家です から、 警察の 方 もさ はら 

ぬ冲こ 祟りな しとい つた やうな 態度 を 持って ゐて、 私なん か.^ 話に 行っても、 うろんな 奴 だとい ふやうな 色眼鏡で 

見ら，^ る 外 はな SQ です。 素人で.. も圭 人夫と 名 S  く 以上 は、 人間並み el ひ 裏け て暮 したいと い 

ふの が 私の g ひす。 土工 人夫と いふと 人間の 屑です。 他の 種類の 勞働者 達に は、 相手に されない やうな 人間 達で 

す。 け I ども 土工 人夫 だって 人間 は 人間です。 その 中に 這 入って 見れば お 互の 間に 義理 も あれば 人情 も あるので 

す 。 七 萬 人と いふ 人間が 今い つた やうな 境界に あると して 見れば、 私共と して 默 つて 見過しに は出來 ない ので i 

さう その 人 は 熱心 を 面に 表 はして 私に いって 聞か I した。 これ だけ § を 聞く お I 像 力 はま If 

^こ兒 せます。 以上の 事實を 骨子に して 私 は 一 つの 創作 を 成就す る ことが 出来る やうに さへ 思 ひます 妙 〔し 私 は 

それ をす るよりも、 S? の もの を I の 取捨 もな く あなたに 報告して 世？ の 人に 知って S 方 I 眉な こと 

だと つて この 手紙 を 書きました。 この 雜 誌の 讀 者の 中には、 實 際の 勞働： 璣 動に 十分の 知識 を 有し、 又 それにた 

づ さはって ゐる 人も數 多い と 思 ひます。 これ だけの 事實が この 人達に 取って 考慮の 種に なり、 一般 請 者に 對 して 

或 る 暗示 を 提供す る ことが 出来たなら、 私の 大幸 とする 所です。 

(I 九 二 1 二月 十五 日) 
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四 八 

第 十 一 信 

中 川 一政 兄 

私 は あなた S 皇す fQ です。 愛する といへば 趣ながら あなたの 人柄 を も、 人柄き t に f し 4 

？る といへば 子 S とか、 小さな 美術品と か、 花と かに 對 して f 警 にあて は 意 I の やう こ 

^,^ぇる 力 も 知れません。 高い 所から 低い 所に ある ものに 對 して 使 はれる I の やう SI かも 知れ ませ， レ：. 

t こ 、に 私 はさう した 心 持 を 云 ひ现は 看と はして ゐな いのです。 あなた I 敬す ると もい ひ.，. ぶです。 あ 

U ぶ 一 f すると もい ひたいの です。 けれども それらの 一 i では 私の 心 持の 全部 は 含め 得られません。 だか t 

いひたい。 あなたが それ を 受け入れ， 下意と！， 係 I、 私と して は大膽 に， si を 塞 

し uudui バ f たの は あの 晚 でした。 救 |2§ 小 I 私が 脊 ラン シスに ついて 少しば かり 持ち 合 は 

こ u^^ttlr  I ではありません〕 を そこに 集まった 人々 に 取次ぎ をした 時、 あなた は 富 氏と そ 

U に れて 階ト： の雜藝 にも 列席され たのでした。 會 I て i 張 町の 尊 所で 乘換へ I つて ゐた 

^ 1.f. そこに ゐて、 煙草に 火 をつ けて ゐられ ました。. f あなき 認める とこ ちらかき しかけた いき 

は" は"" た： i 人に 對 して 氣 ii、  ii の 人 il つち！ し" H 

. ^、こと はしない のて すか その 夜 は 不思議に 例外の 一 つでした。 私が あなたに 「どちらに ぉ歸 りです」 あいた 

ら あなた はもう 私の 顔 を 見忘れて ゐられ る やうで、 もじく して 私の 顔 I めて ゐられ ました。 二 i が； 


乘り 込んだ 後、 あなた は 突然 思 ひ 出した やうに、 「あなたの 『新潮』 に 描いた 自畫像 は あなたに よく 似て ゐ ますね」 

と 云 はれました。 私 は ほ、 ゑます に は ゐられ ませんで した。 私の 畫の 方から 私の 顏が 生れ 出た やうな 物の 言 ひ 方 

を あなた はする の だから。 

そ の 後 私 は あなたに 叫 度 お 目に か i つた きりだと 思 ひます。 顏を合 はす 度 每に段 々 疎くな つ て 行く 人 も ある 

し 0 

あなたが 詩人で あると いふ こと は人傳 てに 度々 聞かされました。 あなたの 畫 から 考 へても 私 は 十分 それ を 信す 

る ことが 出來 ました。 然し 不幸に して その ー篇を も讀む 機會を 持ち 得なかった 私 は、 少しす るい 考 へだった かも 

知れません が、 友人の 足 助が 出版 を やって ゐ るのに つけこんで、 その 詩 を 出版したら どう だと 持ち かけて 見 まし 

た。 足 助 も それ は考 へて ゐ たものと 見えて、 すぐ あなたと 交涉を 始めました。 而 してす ぐ あなたが 好きに なって 

しま ひました。 あなたの 詩 も 好きに なって しま ひました。 私に 遇 ふ 毎に それ を 推賞して、 あんな ものなら 初校と 

いはす、 二 校 三校まで も 喜んで 引き受け てい、 とい ひました。 所が あなたの 詩集 は 用紙 か 何 かの 手ち が ひから 中 

中 市 楊に 現 はれませんでした。 それが 待 遠し い 氣持を 幾度 か 私に 味 はせ ました。 

とうく 一冊の 小さな 维 となって、 あなたの 詩が 私の 手許に と^いた 時、 私 は あなたに 初めて 遇 ふやうな、 よ 

く 知って ゐて、 少しも 知らない あなたに 初めて 遇 ふやうな、 はにかみに 近い 心 を 以て それ を 開き 讀 みました。 第 

一 K の 「赛 光」 でお やと 思 ひました。 然し それ は あなたの 心の 劇場の 幕の やうな ものでした。 次の 頁の 「幼 兒」 

に 行ったら もう 淚が こぼれました。 それから 淚が こぼれ 續 けました。 私 は 半分 も讀 まない 中に、 誰に でも 讀 ませ 

て やりた くな つて、 それ を 妹の 所に と けて しま ひました。 一寸 讀んで 見ろ とい ふつ もりだった のです が、 妹の 

方で は^った つもりで 返しませんで したから、 その後 半 は 程た つて、 足 助の 方から また 一冊 を 送って 貰って 讀ま 
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ねばな りませんでした。 

何故 私が あなたの 詩に そんなに 感激せ ねばならなかった のか、 それ を 解く の は 恐らく 私の 恥 を さらけ出す こと 

でも あるか も 知れません、 私 は 虚偽で 一杯に なった 人間です。 生れてから 今日まで 育って 來た 間に、 境遇 は 私に 

色々 な こと を敎 へ、 それ を 私の 本性に 鎮金 させ、 合金に させました が、 それらの もの は 私 を 飾った よりも I け ま 

した。 私が この 結艰に 無自覺 である ことが 出來 ないだ けに、 私の 虛僞は 私に 取って は 11 恐らく 他人に 取っても 

— 忌 はしい 不愉快な ものです。 私 は 如何に 私自身 を 粉飾すべき か を 心得て ゐ ます。 心得て ゐる ばかりでなく、. 

悲しい ことに は 不知 不識の 間に 實 行して ゐま す。 而 して それが 私の 唯 一 の 仕事なる 藝 術の 中に も隱 見す る やうな 

こと を 見出す と、 この 上な く 自分が 卑しめられます。 けれども あなたに は 少なくとも それが ありま せんね。 而し 

て 他人の 衷に 虚偽の あるな し を 詮索す るに 暇がない 程、 さう いふ ものから 自由です ね。 あなたの 心 は 自在に 動き 

ます。 風が わたる 時に 草の 花が 自在に 動く やうです。 而 して その 花 は綠の 壁に 連なり、 大地に からみ 附く 絕絲の 

やうな 极に 絞いて ゐ ます。 風が やむ と、 花 は 素 id に その 莖； の 上に 立ちな ほり、 いさ- r かの し.^ もせす に、 靜 かに 

靑 空に 向って 似合 はしい 矜恃を 示します。 あなたの 心 は 自在に とビ まります。 その 姿 は 虛僞に 苦しむ 私に も、 何 

等の 反感 を 起させません。 虚僞を 知れる ものが、 虛僞を 持って ゐ ながら 持たぬ 振りす る 人に 對 する 時 ほど 反感 を 

催す ことはありません。 あなた は 然し さう いふ 反感 を絕 えて 私の 心に 喚び 起さない のです。 それ は綺 麓に 呼び 起 

さない のです。 私 はい ひます、 かう いふ 人 を 地上に 持つ こと は、 一人の 詩人 を 地上に 持つ ことです。 

反感 を 呼び 起さない どころ ではありません。 私の 心 は あなたの 詩に よって 淨 めら れ ます。 我慢の 角 を惡意 もな 

く 好意 もな く、 自然の ま \ に 折られる の を 感じます。 あなたが 自然 を 歌 ふと 私 も あなたと 同じ 心で 自然 を 見た く 

なります。 あなたが 切ない 孝行の 思 ひ を 述べる と、 私 もしめ やかな 心で 同じ 事が したくなります。 あなたが 弟妹 


に對して愛^^を語ると、 私 は あなたの 弟妹 を 妬ましい ものにさへ 考 へます。 それ は あなたが 誠 をつ いて ゐな いこ 

とが； 51 の S にしつ かりと 響いて 来る からでせ う。 11  一一 口 葉と いふ もの は 本當に 不思議な ものです。 あれ は 死んだ もの 

J し 一 

の やう だが 生きて ゐ ますね。 言 紫に は 意志が あります ね。 揎ま \ に 逆用し ようと 企てる 人に は 言葉 は どこまでも 

下" i~ 眉 だが、 言葉 を その 內在 的な 力に 於て 受取り、 それ を 素直に 用 ひょうと する 人に 對 して は、 實に拔 け 目の な 

い、 c::^.^ な、 忠實な 友達と なって くれます ね。 どっちの 人が 用 ひても それ は 他人 見に は 同じ 形 同じ 音の 一言 葉で 

すが、 何とい ふ逮 つた 働き を それが 勤める でせ う。 あなた は 一 見 貧弱と 見える あなたの 語彙の 中から 語って 居られ 

る やうです が、 考 へて 兒る とさう ではない のに 相違ありません。 あなた は あなたの 獨自な 感情 を 表現し 得べき 富 

^を 叶 念に 求められ たので せう。 而 して その 言 紫 は、 あなたが 選んで 用 ひた 言葉の 外に は 無かった のでせ う。 言 

紫 を^ 末に あっか ひ、 それ を濫费 して 憚らない 人なら ば、 あなたのに 似た 感情 を 表現す る爲 めに もっと 澤 山な、 

粉飾され た fB 葉 を 惜しむ ことなく 用 ひたに 相逮 ありません。 それ は あなたのに 似た 感情 を 表 はすこと は出來 るか 

も 知， X. ない が、 あなたの 持つ やうな 感情 は、 遂に 現 はすこと が出來 すに しま ふでせ う。 その 差 は 一歩です。 しか 

も そこに は、 無限な 距離が あらねば なりません。 この 一事が 往々 にして 詩人 を 以て 任す る 人に よって 忘られ、 詩 

を？ n む 人に よって 見逃がされて ゐる やうに 私 は 思 ひます。 けれども この 一事 を兒 失って は、 どこに 詩が あり 詩ゾ 

が ありませ う。 

「人 はなべ て かなし」 

と あなたが 歌 ひ 出す 時、 私 はもう 淚を 感じます。 それ は あなたの 生活と あなたの 人と を la+ 問 見た 私に 罪が ある 

のでせ うか。 

「人 はなべ て かなし 
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さ 夜 ふけし 夜の みち 

米 何 升 を 買 ひて かへ る もの  . 

あにわが 母の みならん や」 

この 一 聯句 を 一度 譲んで、 もう 一度 「人 はなべ て かなし」 とい ふ 言葉に 返ったならば、 あなたの 生活と あなた 

の 人と を 全く 知らない 人で も 心 を 打 たれす に は ゐられ ないで はないで せう か。 これ さ へ 私の _^ 演目の 思 ひ 過ぎで 

せう か。 それなら 私 は 詩の 全 體をこ \ に揭げ ねばな りません。 詩集 を讀 めと いはねば なりません、 私 を 最貭の 引 

き 倒し だと 考 へる 人 は 詩集の 全體を 讀んだ 後で も、 お前の いふ 程の こと はないで はない かとい ふに 違 ひあります 

まい。 その上 は 「左様なら」 をい ふより 外に 道はありません。 私 は敢て その 人 を 詩の 分らない 人 だと 云 ひ 切らう 

と 思 ひます。 

あなた は 多分 この 手紙 を讀ん で、 これ 程い きり 立つ 私の 態度に 迷惑の 苦笑 を 漏らされる かも 知れない。 全く 私 

は 少し 馬鹿でした。 私 はもつ と おだやかに 話しかけ ませう。 然しもう 少し 云 はせ て 下さい。 私の 云 はう とする の 

は あなたの 一一 一一 口 葉で 凡て の 詩が 書かれねば ならぬ とい ふので はありません。 又 あなたの 感情が 詩 を 生むべき 感情の 

凡て だとい ふので はありません。 私 は 去年 「槐 多の 歌へ る」 によって 近頃に なく 驚かされました。 而 して 强く感 

じさせられました。 然し r 槐 多の 歌へ る」 と あなたの 「見なれ ざる 人」 との 間に は 何ん とい ふコ ン トラストが あ 

るで せう。 しかも 私 は 村 山 氏に 於いても 一人の 詩人 を 十分に 感得す る ことが 出来ました。 そこに は 一 つの 虚僞も 

ない、 獨. nil な 感情が あります。 而 して その 感情が 誤る ことなく それ 自身の 言葉 を 語って ゐ ます。 輪廓の はっきり 

した 感情が 一一 一一 I： 薬を茛 いて 私の 朦朧と した 感情に 肉迫し、 私の 胸の 中に 根本的な 衝動 を 異象の 如く 築き上げます。 だ 

から、 私 は^ち あなたの 所有に のみ 溺れて 物 をい つて ゐ るの だと は 自分 を 思 ひたく はありません。 村 山 氏な り あ 


なた なりの 純化され た 感情が、 火の 洗 S の やうに、 私の 眠り こけよう とする 感情 を 眼 さまして くれる のです。 こ 

れ だけ をい ひ 添へ るの を 許して 下さい。 

^てこれ から あなたに のみ 靜 かに 話しかけ ませう。 あなたが あなた 自身 を さう 純粹に 保ち 得る 秘密 を 私に 敎へ 

て 下さい 。「犬なる 思想が 詩人の 天職 だ」 とホ ヰット マンが いった 時、 詩の 領域に 於て 犬なる 思想と は 何んで ある 

か を あなたに よって 知った やうに 思 ひます。 それ は 大きな 哲舉の 系統 を 編み出す tt- 本と なる 思想 だと か、 世界の 

表面 を 政治的 や 道徳的に 變革 させ 得る 思想 だと かいふの ではない のです ね。 大 なる 思想と は惡 びれ ない 獨 -:ni な感 

SE の 深さ を 云 ふので すね。 私が 今まで 輕視 して 翁み ないやうな 心 持 を あなた は 決して 輕蔑 せす、 あなたの 歧 かい 

抱拖の 中に 育て あげて 行かれます。 而 して それが 育ち 上る と， 私 は 自分の 無情と 浪費と に氣附 かされます。 こん 

な ものが こんな 所に あつたの だら うか。 こんな 立派な もの を 私 は 如何して 今まで 塵芥 同様に 兒て 過して ゐ たの だ 

らう。 而 して あなたの 拾 ひ 上げた もの は 美しい。 遠い 丘の 上に 立って、 聞こえ もせぬ のに 懸命に 話しかける 一人 

の 小兒の 赤い 1^1! は 花です。 粗食に 慣れよ と あなたに 頭 撫でられる 犬 は 頼み 甲斐 ある 働き 仲 問です。 「とき はぎ は 

むらがり、 ゆく 春 はなやみ あり」 單 純な 崇高 さは この 言葉の 中に 鳴り響いて ゐ ます。 

n  二郞 (犬) よよく ふとりた りな 

たま^ f\ に 逢 ふよろ こび は 

1^ が ちぎれる ぞょ」 ：•：. (三郞 とい ふびつ この 犬と 僕) 

「あはれ 父 は ゆく よ 

外^ 一枚に て 

寒く はなき かと 

雜信 1 束  五三 


武郎仝 築^ 七卷  ffs 

われ 心が- - りに 云へば 

さむくな し 

この 絕 ばり を 借りて ゆく ぞと 

わが 傘 を 手に もて ゆけ り」 …… (父の 出發) 

「靈を 描き 来りて 

ひるすぎ 

われ はかけ たる 茶碗 もて 

麥 めし をく らふ 

秋 なれ や 

日 の 光 うら/, \- 

木の かげ はま どろむ」 …… (ひるすぎ) 

「いと をし め 汝が兒 を 

おのが じし 

わが 兒を负 へる 

ちまたの 母 は淚ぐ ましき かな」  (貧しき 母) 

あなた は淚 ぐんでから r 淚ぐ ましき かな」 と IS くので す。 「淚ぐ ましき かな」 と. ff" いてから 誘 はれて 淚ぐ むので 

はない のです ね。 若し あなたが 私の 潜 越 を 許すなら、 私 を淚ぐ ませた 詩 を こ. 4 に數 へて 見 ませう か。 「野の 娘」、 

「まづ しき 母子」、 「ある 秋」、 「ぼくのう ち」、 r 靜 物」。 その外に 私が 前に 拔 句した 數篇の 詩 は 共に 私 を淚ぐ ませ ま 


した。 私の やうに ねぢ くれた 心 を も 素直に して 淚の 流れ出る 道 を 開いて くれました。 私 は あなたに 感謝し ます * 

あなたの 詩に 感謝し ます。 あなたの 詩人に 感謝し ます。 

掀の屮 にあな たの 愼み 深い 聲に环 ^ける もの \ 數は尠 いか も 知れません。 然し あなた を 愛する もの は 正しく 愛 

する こと を あなたから 敎 へられす に は ゐられ ないで せう。 苟も あなた を 知る もの は、 凡て 正しく あなた を 知る こ 

とが 出來 るので す。 それに 增 してい、 ことが 何處 にあり ませう か。 吃 者の やうに 大きな 聲で 粗雜な 表現し か出来 

あや 《 

ない 私 は、 聲が 大きいた めに、 謬って 數 多くの 人の 耳を聳 かし はします が、 私の 表現の 粗 維 さに、 私の 心 を 心の 

ま、 に 受取る ことの 出来ない 人の 數は歡 くない やうです。 それ を 思 ふと 私 は 淋し さ を 感じます。 然し あなた を！ i? 

ましく さ へ 思 ひます。 

けれども 私 は あなた を 愛する ことが 出來 ます。 私 は そこに 自分の 頼 母し さ を 感じ 得ます。 あなたの 仕事が 益ぶ 

榮 える やう 心から 祈ります。 

(1 九 二 一 ，三月 十五 日) 

(I 九 一 九 年 二月 I】 九 二 一 年 四お 「我等」 所載) 


有 岛武郞 令： 橥 锒七卷  .^^^六 

自已の 要^ 

他人が 私を兑 たら 何と 評する か を 私 は 知らない。 然しながら、 私 は 自分の 生の 最大なる 滿足 のために 藝術を 選 

んで ftl 分の 生活と した。 私 は 今の 時勢に 如何なる 仕事が 最も 多く、 最も 深く 要求 せられて ゐ るかと いふ 問題に は考 

へ 及ばなかった。 私 は 軍に 私の 欲する 所に 從 つたの みだ。 私の 力量が 私の 欲する 所と】 致して 働き 得る かとい ふ 

ことす らも 考 へなかった。 實條 私が この 道に 分け入る に 至った 以前 は 勿論の こと、 旣に 分け入った 現在で も、 私の 

平生 をよ く 知って ゐる 害の 周圍の 人々 の？^ に は、 無益な 力 を 効 栗の ない 分野に 注ぎつ \ あると 信じ、 且つ 適 當の機 

會が來 たら、 公然と それ を 主張し ようと 身 構へ てゐる 者がない ではない こと を 私 は 知って ゐる。 それ だから 私 を 

遠くから 見守り、 私の なしつ. >- ある 仕事が 古來の 天才 達に 比べて 如何に 慘 めな もので あるか を 知って ゐる 人々 が、 

. II 若し そんな 事 をす る 好奇心が あつたと したら 11 私 を 非難し、 輕 蔑し、 折角の 一 生 を 時勢に 適せぬ、 道 樂氣ー 

遍な、 暇 澄し をして ゐ ると 見る の は 無理の ない こと だ。 それに も か.^ はらす、 私 は 時勢の 要求と いふ こと も、 自 

分の 適所と いふ こと も 翁み る 暇 もな く • 自分の 欲する 所に 從 つて 藝術を 私の 生活と しょうとして ゐる。 どう 考へ 

て 見ても 私に は その外に 進んで 行く 道がない。 だから この 1 事 は 私に 取って は 是非の 問題で なく、 單 純なる 必要 

に過ぎない。 

以上の 理. E から 私 は 私の 生活に よって 私 @ 住む 社會に 何等かの 要求 を 持つ ことが 出來 ない。 ある 時まで は 私 は 

ある 要求 を 持た うとした。 私の 仕事に 對し、 それ 相當の 報酬 を社會 がして くれる の は當然 だと 思 ひ 且つ 言明した 

こと すらあった。 それ は 然し 今から 考へ ると、 自分の 心 持 を 十分に 散 底した 考へ 方ではなかった。 社 會の實 情に 


何 等の 顧 嫩を拂 はす、 自分 だけの 要求 通りに 導いて 行かう とする 生活であって 見れば、 社會 がその 生活に 對 して 

風 牛の 態度 を 取った 所が、 それ は 仕方のない ことで あるよりも 寧ろ 當然な ことで あらねば ならない。 私 は 今、 

CI 分の 要求 だけで 社會に 生きて ゐ ようとす る 人 である こと を 明かに した 以上、 社 會に對 して 何等かの 報酬 を 期 

待す る さもしい 要求 だけ はして はならない と觀 念す る やうに なった。 

一 K ひ換 へれば 私 は 徹底的に 自己本位の 人？？ であらう として ゐる。 この 立場が 徹底的に 實 現される やうに ほ 分の 

生活 を いて 行かう として ゐる。 それが 社會 にどん な 益を與 へる か 損を與 へる かとい ふやうな こと は考 へる 事が 

出來 ない。 徂し 私が 欲する 所の 生活 を 組立て、 行く ために は、 巳む を 得す、 環境に 働き かけて 行かねば ならぬ 場 

合が 生す るか も 知れない。 而 して その 場合 は 過去に 於ても 生じた 事で あるから、 未來に 於て は 恐らく 過去に も增 

して 多く 生す る だら うと 思って ゐる。 縱令、 然し か&る 場合が 生じても、 それ は 私が 社會を いくらか でも 蕃 くしょ 

うとい ふ 誓願な り 野心な りから 生れ 出た 事で はなく、 私が 現在の 私 自分 を 住みよ くしょう 爲 めの 必要から 惹き起 

された 事抦 に過ぎないの だ。 

私 は 嘗て もっと 妥協 的な 生活 を考 へた ことがないで はなかった。 環境と 自己と を對立 させて、 環境の ために は 

自己の 生活 を 無視して か- -る のが 人た るの 道 だと 敎 へられ もし、 さう しょうと 考へ たこと もあった。 又 かく 對立 

した 二つの 對 象の 何れに も 稍 i 平均した 重さ を 置いて、 兩 者の 利害 正邪が 矛盾し 撞着し ない 所に 自己の 位置 を定 

める の を 锻 上の 道と 思った こと もあった。 然しながら 第一 の 場合に 於て， 私 は 明かに 私自身の 叛逆に 遇った。 如 

何に 理を もって 說き聽 かしても 頑として 承服しょう としない 自分と いふ もの \ あるの を發 見した。 私自身の 全存 

在が 地上から こそぎ 取られる のでなければ、 私 はこの 境界に 安住す る ことが 出來 ない。 然し 私が この 地上から こ 

そぎ 取られて しまったら、 安住すべき 私 もない の だ。 さう した 不服に よって 私 は 私自身に よって 反抗され た。 そ 

ftl 已の耍 求 


有 島武郞 4., m  ^ 七卷  五八  ， 

れは 勿論；^ が 環境 を 信用し 得ない ところから 來てゐ るに は 相違ない。 嬰 兒が母 を信賴 する やうに 信頼す る こと さ 

へ出來 たなら.： 私も亦 環境に 私の 全 存在 を 投下して 自ら 怪しむ やうな こと はしなかった らう。 然しながら 不幸に 

して 私の 持って 生れた 性格 は、 私に それ を させなかった。 私 は 環境と 私と を 粹 の兩 端に 置いて 見る 時、 私の 方に 

も 環境に 對 して 或る 重さ を 有する こと を 感じた。 而 して それ は 環境から 獨 立した ところの 重さで ある。 それ 

する 以上、， 私 は 私自身 を 無い に 等しい ものと して 環境の 犠牲に する ことが 出来なかった。 その 偽瞞 だけ は 私と し 

て 忍ぶ ことが 出来なかった。 

それならば 環境と 自己との 雨^に 稍 M 平均した 重さ を 置いて、 兩 者の 利害 邪が 矛盾し 撞着し ない 所に 自己の 

位^ を 定めたなら 如何だった かとい ふに、 それすら 私に は出來 なかった。 環境と 自己と を 同じ 程の 靈 さの ものと 

見る こと は 出来る としても、 利害： 止 邪の 矛盾 撩着 しない 位置に 自分 を 置く とい ふ輕業 は、 私の 小手先に は：^ 慰す 

ことの 出来ない 所だった のみなら す、 私の 存在が 環境に 對 して 何等か 爲 めになる やうな 働き をな し 得る と は 思 は 

なかった。 責任 を 同 避す る譯 ではない けれども、 私の 生活が 環境に 對 して、 善悪 共に 何等かの 影響を及ぼして ゐる 

と S 总識 する の は、 I の堪へ 得る 所ではなかった。 或る人 はいふ かも 知れない。 お前が 縱令 そのこと を 意識しょう 

が 意識し まいが、 お前の 生活が 環境 を 多少の 程度に 於て 動かして ゐ ると いふ 事 實は 担む ことが 出来ない と。 さう 

だ、 さう いふ 見方 はこれ まで 人 Si が 社會的 生活 を營む 場合 互に 約束して ゐ たこと だ。 その 約束が 習惯 となり、 習 

® が 常識と なり、 常識が か- -る 見方 を 否むべからざる 事實 としてし まった。 私なる 個性の 生活 は その 一瞬々々 に 

於て 環境に 働き かけて ゐ るが 故に、 私 は 私の 生活に 於て 環境に 對し 絶大の 義務と 责 住と を 感ぜねば ならぬ.^ それ は 

或は さう かも 知れない。 然しながら かく 約束す る 以上 は、 その 反對の 場合 も 同時に 約束され なければ ならない 笞 

だ。 卽ち 環境 も 亦已む 時な く 個性に 働き かけて ゐ るが 故に、 環境 は その 凡ての 狀態 にあって 倘 に對し 常に 大 


の If 務と赍 任と を 感ぜねば ならぬ 笞 だ。 然るに 私 は 環境 —— それが 如. 1: なる 極 類の もので あれ —— からか、 る責 

任 咸-を 以て 迎 へられた ことがある だら うか。 私 は 環境 それ 自身から か、 る 仕向け を 受けた 經驗を 一 度 も 持つ こと 

がなかった と霄 はなければ ならない。 私と 同様な 環境の 中に 生活す る 個人から は、 その 環境が 私に 對 して 作って 

ゐ る善惡 正邪の 關 係に 就いて 批評し、 或は 訂正 を 行 はう とする やうな 試み を 受けた 覺ぇは ある。 然しながら 環境 そ 

れ，： ：！ 身から は 未だ 曾て 受けた ことがない。 環境 そのもの は 冷然と して 或は 私 を 向上せ しめ、 或は 私を墮 落せし め 

てゐ る。 か&る 場合、 縱令 私が その 影響に よって 向上して ゐ ようと も、 それが^の 生活の 上に 働き かける 具合から 

いふと 何時でも 歷 迫と いふ 形と してより 感ぜられない。 何故ならば それ は 何時でも 私の 內部的 要求に 準備が 出來 

てゐ ると 然ら ざると に 頓着な く 行 はれる からだ. -こ 、 に 於て か、 環境と 個性と に 同じ 重さ を 置く とい ふ 前提が ある 

にも か k はらす、 私の 個性 は 環境に 對 して 片務 的な 義務と 责 任と を 食 はねば ならぬ 結 に資際 はなって ゐ るの だ。 

私の 堪へ 得ない といった 苦痛 は 恐らく この 點に 胚胎して ゐる ものら しい。 單 に片務 的で あるの は掼 だから 堪へ得 

ざる 苦痫 だとい ふので はない。 私の やうな 4. 分 磨かれない 性格の ものに は 勿論 さう した 苦痛 も ある こと は ある。 

片乎^ ちな 約束 を 取り結んで 個性 をまん まと 手な づけよう とする の は 怪しから ぬと いふ 不服 も ある こと は ある。 

然しながら 先祖 以來か る 約束 を 常識と する までに 惯ら された 私 は 、軍に それだけの 理. H では、 こ の 桎梏 を堪 へ 得 

ぬ ほどの 苦痛 だと は 感じない だら うと 思 ふ 。そんな 人爲 的な 若しくは 倫理的な、 正しい とか 正しくない とかい ふこ 

とよりも、 もっと S 然 的な 若しくは 物理的な 物の 不均衡から ひとりでに 結果され る 不合理が 堪へ 得ぬ ほどの 苦痛 

として 何となく 私に 感ぜられる ものであるに 違 ひない。 强 ひて か >t る考へ 方に 自分自身 を當て 嵌めよう とすれば 

する 程、 私の 内部に は 苦痛と いふ 感じの みで 表現 せらるべき 毒々 しい 沈澱物が 生じて 來て、 段.々 私の 生活力が 萎 

^して 行く。 それに 對 して 私 は 反抗せ すに は ゐられ なくなる の だ。 それ は 酸素な り 窒素な りが、 私の 生 體の耍 求 

C 已の耍 求  五 九 
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に 頓着な く 給され る 時、 私が 常に 生命 を 脅かす 不安に 襲 はれ 績け ねばなら ぬのと 同様な 狀況 だとい ふこと が 出 

ま。 

そこで 私 は 已むを 得す 私の 見方 を變 へて 兄ねば なら なくなつ たの だ。 環境の 前に は 一 つの 個性 は 無で あると 考 

へる 事 もな く、 環境と 侗 性と は 等分に 近い 重さ を以 つて 對 立すべき もの だとい ふ 風に 考 へる こ ともなく 、個性 は 環 

境に 頓着な くその. s: 部 的 要求 を 以て 生活すべき もの だとい ふ考へ 方で ある。 個性 は 絕對の 自^ を 捕へ 得る ために 

生きる がい &。 その代り 個性 以外の ものに は 亦 絶 對の自 .S を 許さねば ならぬ。 環境が 一 つの 個性に 對 して 如何なる 

Ji^ 威 を； 舞 はう とも、 それ は 環境の OS である。 その 爲 めに 個性の 存在が 粉微塵に され 終らう とも、 個性 は 環境に 

u-i  てんけいてき  卜 

對 して 嗟嘆 不平 を 叫ぶべき 謂れ はない。 又 個性が その 生活に よって、 どれ 程 環境に 霜惠 的な 結 を將來 しょうと 

も、 環境 は 個性に 對 して 感謝せ ねばなら ぬと いふ 理. E はない。 而 して その 反對 も亦眞 である。 卽ち侗 性が 環境 を 

如何 やうに 動かさう とも， 環境 は 偶 性に 對 して 不平 若しくは 感謝 を云爲 すべき 義现 はない。 

こ \ まで 理窟 をつ けなければ、 私が 藝術を 私の 生活と して 選んだ 譯が； 5^ に は 分らなくなる。 何故なら 私が 藝術 

を 選んだ の は 前に も 云った 通り、 全く 私の 內部 的な 欲求から のみ 選んだ のであって、 環境に 對 する 顧慮 は 毛頭 も 行 

はれて ゐ ないから である。 私 は 普通に いふ 最も 我儘な 氣 持で こ \ まで 歩いて 來 たの だ。 自. とい ふなら ば 私が か 

く選んだ凡ての{111.2は^?^にぁる。 責任と いふなら ば 私が かく 選んだ 凡ての 责任は 私に ある。 私の 生活が 生き甲斐 

の ある もので あっても， 全く 無 惯爐な もので あっても、 その 悲喜 は 全然 私の みに よって 感ぜられなければ ならな 

いもの だ。 

そこで 私 は 自分の 生活に 對 して ひたむき になら すに ゐられ なくなる。 他の 力が 自分 を どうかして くれる と 思つ 

て ゐれば こそ、 私 は 自分の 生活に 對 しても ある 暢氣 さを感 する けれども、 何から 何まで 自分の 仕業 だとなる と、 


さす：^ こおい^々々 して は ゐられ ない。 そこから 私の 個性に 對 する 建設が 始まり 出す。 これ 程. E 分の 所有 を 明かに 

自分の 所有に してし まへば、 もう 不平 も 嗟嘆 も あり やう はない。 

兎も^^もr..^は私がi^け得た衝動(卽ち內部的要求)とカ量との凡てを盡して、 私の 生活 を 最上に 生活すべき P 由 

の 天地に 立った。 私 は 最上に 私の 選んだ 藝 術の 生活 を 愛する。 次の 瞬 は 知らす、 かく 筆 を 執りつ- - ある 現在に 

於て、 ,r,、n 身の 藝 2^ こ -1 つて 私 を 喜ばしめ る もの は 外に はない。 だから 私 は、 私の 藝術を 私の 力の 及ぶ 限りに 於 

て ^然 する 所な く 美しく 尊い ものに 仕上げた いと 思 ふ。 それ を 成就す るに は 如何した らい." のか。 それ は 私の 個 

性 を しく 翁く する 外に 道がない。 誰でも 自分の 仕事 を 少しで も 露 面目に 仕上げようと 目論んだ ものが 見出す で 

あらう やうに、 仕事は結局仕！？^^する人の生活に外ならなぃ。 その 生活が 美しく 尊く される ための 熱意と 要求と 

がその ま、 表現され る 時、 そこに) つの 仕事 は 生れ 出る ので ある。 仕事 も 亦 個性に 還元す る。 

然 らば 如何にして 衝動と 力量との 凡て を盡 して 私の 生活 を 最上に 築き上げる のか。 私 は 環境の 耍 求に 從 ふこと 

なく、 內 部の 要求に 忠 實に從 ふこと を 必至 的に 欲望せ すに は ゐられ ない。 然し かくせん とする 私の 道 は 常に 平 夷 

である ことがない。 そこに は必す 何等かの 障害が 起って 來て、 私 は 0 分の 持ち 合 はした 力量 を盡 して これ を乘り 

越えて 行く こと を餘 儀な くされる。 何が 私の 行く 道に か、 る 障害 を 提供す るか。 それ は^の 接觸 する 廣義に 於け 

る 環 § 兄 である。 ； II は 私に 障害 を 提供す る 環境 を 私の 生活 內に攝 取す る爲 めに、 私自身の 姿に 從 つて それ を々 おり 直 

さなければ ならない ことになる * たらう 0 

. ^る人 はまたい ふか も 知れない。 お前 は 自分の 個性 を 唯一 のお の對 象と するとい つたで はない か、 然るに も 

うお 前の a 己； a 詨の道 稗に は 環境が がり 出る のかと。 私 は 答へ る J 私が 「個性 は 環境に 頓着な く、 その 内部的 要 

求 を 凡て 生^すべき もの だ」 と 言った の は、 環境 を 無視せ よと いったので もなければ、 頓着す る 必要がない 
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境 は 無力な もの だとい つたので もない。 私に は 遁世 者た るべき 意志が ないから 環境 を 無視す る 謂れがない。 私の 

前に は、 假 然として 環境 は實 在して ゐる。 又 それが 無力 だな ど &は思 ひも 設けない。 私の やうな 器量の 小さな 人 

問に 取って は、 瑗境 は實に 容易に 動かし難い 絶大な 力と しての み 感ぜられて ゐる。 私の 言 はう とする の は 以上の 

事情 あるに も 係らす、 私の 內 部の 要求に 從 つて 私の 力量の 許す 限り 環境 を 切り開いて 私の 生活 を 建設し ようとい 

ふだけ のこと だ。 だから 私が 自己本位の 生活 を 徹底しょう とすれば する ほど、 環境との 交涉は 深く 廣く なって 行 

くべき 暂 であるの だ。 侗 性が 明確と なれば なる 程 その 要求 も 亦强靱 となり、 要求が 强鞭 となれば なる 程、 環境と 

の^に 障碍の 形に 於て 起り 來る 交涉が 緊密と なって 來 るの は 當り 前の こと だ。 

一 つの 例と して 私の 性的 要求 を 取って 述べて 見よう か。 私の 性的 要求の 事に は靈 の交涉 のみなら す 肉の 交涉が 

明かに 豫 想され てゐ る。 私 は それ を 正しい よい こと だと 思って ゐる。 又 私 は 一人 以上の 異性に 對 して 同時に 愛着 

を 感じ 得る 豫想を 持って ゐる。 而 して その 實感を すら 有して ゐる。 同時に 私 を 愛する 異性が、 私に すると 同じ 

やうな 關 係に 於て 私 以外の もの を 愛する ことに は、 十分に 深い 嫌惡 を感 する。 この 奇怪な 矛盾 は 私の 性的 要求の 

本質的に 調って ゐ るか 否か を 私に 疑 はせ る。 又 肉の 交渉に 至るべき 靈の 契合な くして、 異性から 肉 を 要求しょう 

とする 欲求に よって 虐 まれる 瞬間 を邀 ょ經驗 する。 然しながら か- -る 欲求 は、 若し それ を實 行に 移すならば、 私の 

生活 を この 上な く慘 めに する ものである こと を 知り 拔 いて ゐる。 この 醜惡 なる 撞 はまた 私の 性的 要求の 本質的 

に 調って ゐ るか 否か を 疑 はせ るに 十分 だ。 

现 象の 客 觀的觀 察 を 以て 能事と する s: 然科舉 者 は、 生物の 生活の 內 奥に 潜む 矛盾 撞着に は 十分の 注意 を拂 ふこ 

となく、 人間 以外の 生物の 生活 現象に 於け る 觀察を 押し進めて 人間界に も 及ぼし、 蓄妾 者 あるが 故に 人類に は 多妻 

旳の隨 向 も あれば、 又 放縱に 肉に 赴く 倾向も ある。 これが 人類に 存在す る 性的 本能お といって ゐる。 自然 科舉者 


の 立場から いへば 或は この 觀察は 正しい かも 知れない。 然るに 世の 警世 者と か道德 家と かいふ 人々 は、 直ちに こ 

の E 然科樂 者の 所說を 採用して、 本能 は 危險な ものである、 その 赴く 所に 放置して 置いたならば 人く 問わの 隨落 は目隨 

の n のこと だ。 それ故に 人間 は 人爲の 法則 若しくは 規約なる 道 德律を 以て この 奔馬の 如き 本能に 轡 しなければ な 

らな いと 說く。 

けれども；？^ 自身の 經驗 からい ふなら ば、 自然 科學 者が 人間の 性的 生活に おいて 觀 察した 所 は 私 (ス^の 一員な 

る) の 性的 生活の 一 面であって、 客 觀的觀 察 を 許さない やうな 內 奥に は、 それと 反馳 する 他の 性的 本能が 働いて ゐ 

るの を發 見す るの だ。 だから 私に 取って は 自然 科舉 者の 謂 ふ 所の 性的 本能なる もの は 私の 本能の 全部で はない。 

私 は 道德的 規約から 全然 切り放されても、 外面 的 衝動に 對 して 反抗す る內面 的な. る 性の 衝動 を 持って ゐる。 この 

根抵 的な 矛 115 は何處 から 來てゐ る もの だら う。 これ も 外面 的の 觀察 であるから 正鵠 を 穿って ゐ るか 如何 かお あら 

な C け士 ども、 鳥獸の 性的 生活に は 私の 中に ある やうな 奇妙な 矛盾 は 無い らしく 見える。 彼等の 生殖 期間 は 一年 

の屮 に、 或る 短い 時間に 限られて ゐて、 私の やうに 不定 時に 發作 する ことがない。 多妻の 種族と、 一夫一婦の 種 

族と、 多 夫の 種族と は嚴 別され てゐ て、 それらの 諸 形式が 交雜 して 行 はれて はゐ ない (恐らく ある 極めて 明白な 

现 出の ある 場合 を 除く の 外 )。 然るに 私に は 如何にして それが あるの だら う" 而 して それに 苦しまね ばなら ぬの だ 

らう。 

この 忌々 しい 疑惑 は 私の 性的 生活の みならす、 私の 生活 全體の 脅威と なった。 私 は 或る 執拗 さ を 以て その 根源 

に 5^r^、 出來 るなら ば その 禍根 を 絡ちたい と 希った。 何故なら ばか \ る 疑惑に 苦しめられて ゐ ろ.^ は、 私の 生 

活は 上 C 生活で ある ことが 出來 ないから だ。 私の 生活 は 統一 のない 不愉快な ものに 墮 してし まふから だ。 この 

不安定の 狀 態から 私自身 を 救 ひ 出す 爲 めに 遂に 發 見した 所の もの は、 私の 肉愁が 必要 以上に 强 過ぎる とい ふこと 
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だった。 少く とも 一面に 於て 私 はこの 病的に 過剩な 力に よって 苦しんで ゐる こと を 知った。 尋 いで 私 は 社 會に公 

娼 制度の ある ことに 氣附 いた。 それ は 肉 愁の過 剩に懷 まされて ゐる ものが 私ば かりで ない とい ふ 事實を 裏書す る 

もので あらねば ならぬ。 公娼の 制度が 存在 するとい ふこと は 性慾が 商品と して 取扱 はれて ゐ るの だとい ふこと を 

意味す る。 言ひ換 へれば、 女性が 何等かの 必要から、 本能の 要求に 背いた 目的 を 以て 己れ の 性慾 を 犠牲に 供して 

ゐる とい ふこと を 意味す る。 動物界に はあり 得ぬ か \ る 現象が どうして 人間に 發 生した かに ついては、 専門的 研 

究家 によって 意見 を 異にする ものが あるで あらう。 然しながら 如上の 現象が 人間の 生活の 中に 儼存 する その 事 K 

だけ は 誰も 担む ことが 出来ない の だ。 この 事實が 許され \ ば 何故に 私に 肉 慾が 必要 以上に 働いて ゐ るか^す ぐ现 

解出來 る。 女性が 性慾 を 商品と する 爲 めに は 成るべく 多くの 顧客に 成るべく 多く 需要され る やうに 自分の 性的 誘 

惑 力 を 訓練せ ねばなら ぬ。 男性 は 女性 のこの 誘惑に よって 知らす 識らす 本然 的な 貞操から 自分の 性的 生活 を墮落 

させ、 益， -多淫 の 傾向 を 助長す る。 若し 後： 大的 性質 は遣傳 しない ものと 假定 する も， か \ る 傾向 は 人間が 生れて 

から 成熟期までの 間に 培 はれる に は 十分 だ。 私 も 思 へ ば そ の 因果に は 漏れ 得な か つたの だ。 

然しながら 私も亦 救 はれ 得ない 程に 堕落し 終って はゐ ない。 私の 全 存在 は 私の 本能の 逆用 的 傾向に 對 して 苦痛 

の 呻き 聲を擧 げてゐ る。 私 はこの 不自然な 位置から 自分 を 救 ひ 上げたい 爲 めに、 遂に 環境に 對 して 訴 への 聲 を擧げ 

るの を餘 儀な くされる。 女性 を その 悲慘 な現狀 から 解放して くれ。 女性が その 性愁を 衣食の 具と して 用 ひねば な 

ら ぬ社會 半； 活の 現狀を 打破して くれ。 さう 私は訴 へねば ゐられ なくなる。 

然し さう 私が 訴 へる 時、 人 は 私 を 以て 志士 仁人の 一人で あると 看做す こと はなから うか。 少く とも 自ら 志士 仁 

人 を 以て 任じ、 若しくは 志士 仁人 を假 装して 得たり となす ものと 思惟す る こと はなから うか。 若し 萬 一 にも さう 

した 斷定が 下されるなら， それ は 私に. 對 する 思 ひも よらない 謬！ だとい はなければ ならない。 私が かく 訴へ るの 


は、 私の 生活が それによ つてより 多く 可能 的になる からで ある。 それ は 全く 私 ー茴の 生活 をより 多く 統合 的と し 

たい 要求から 持ち出され たこと だ。 社會 とか 人類と か を 向上 發展 せし むる 爲 めに、 自己の 問題な ど は 棚に 擧げて 

S いて 5^ 力す る。 さう いふ 大望に より 色づ けられる 動機 は 更に 私の 衷には 働いて ゐな いの だ。 この 點を私 は i?f め 

て 明瞭に して 置きたい の だ。 

(私が 一 人 以上の 異性に 對し 同時に 愛着 を感 する 倾向を 有って ゐ ると いふ 事實 も、 他面に おいて 私 を 愛する 異性 

が、 私に 與 へる 愛と 同様の 愛 を 私 以外の 人に 與 へる ことに 對 して 深い 嫌 惡を感 する やうな こと さ へ なかったなら 

ば、 私 は 安んじて その 倾 向に 從 つて 生活して ゐる だら う。 然し 現在に おいて は それに 附隨 する 矛盾 あるが 故に か 

かる 倾， M に 身 を 任 かす ことが 出來 ないで ゐる。 この 矛盾が 如何に 解決 さるべき か を 私 はま だ 把握す る ことが 出來 

ない。 私の 朦朧たる 直感から いふなら ば、 戀 愛の 偏 一 性 は、 或は 社 食生活の 便宜主義が 生み出した 後天的な 狂 ひで 

はない かと 疑 はれる。 戀 愛の 多角 性が 本来の 本能 的 要求で はない かとさへ 思 はれる。 何故なら、 私の 极柢 的な 要 

求に は 何となく こ の倾 向が 力強く 動いて ゐる やうに 感ぜられ るから。 然しながら これ は 肉 愁過剩 の 事實の やうに 

まだ 明瞭に は 私に 感知され ない 故に、 私 は 暫く この 問題 を 不問に 附 して 置く。 然し これ は 私に とって はいつ か當 

然 解決され ねばならぬ 重要な 要求で ある。 そのこと だけ を 私 はこ.^ に 明言して 置く 必要 を感 する。) 

私 は 今一 つの 例 を 申し出る 爲 めに 饒舌 を 費やし 過ぎた かも 知れない。 然し この 例 は 私が 環境に 對 して 取らう と 

する？！^^：をぃくらか明かにしてゐると信する。 繰り返し ていふ、 私 は 環境 を 無視す る もので もな く、 又 それ を 無 

力で あると 考 へる もので もない。 その 反對 である。 然しながら 私 は 如何なる 場合で も 私の 生活 を、 環境の 耍求 によ 

つて ピ はなく、 內 部からの 要求に よって 導き出さう とする。 而 して 內 部の 要求が 統 一 的に 滿 足されない 楊 合に は、 

その 缺陷を 環境と 自己との 撞着に 歸 して、 環境 を 私の 要求 通りに 更正し ようと 試みる。 環境が 畢竞 私を應 迫し 終 
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る もので あらう が 無から うが、 それ は 問題と はならない。 結 as^ の 如何 を 問 はす 私に 取って はさう する より 外に は 

殘 された 道がない の だ。  , 

それ故に 私 は 結局 孤獨 でなければ ならない。 私と いふ ものが 二人 以上 存在し 得ない 限り は、 私に おが あつ 

て はならない。 私 は何處 まで も獨 りで 歩いて 行って 兒 よう。 私の やうな 人 問 を 人 の 社會的 生活に 於て 必要と す 

るか 如何 か は 知らない けれども、 私に さう いふ 要求が 働く 以上、 私 は それが 何 かの 役に立つ たので はな. S かと m 心 

つて ゐる。 少く とも 寳 際の 社會的 生活に あって は、 私の やうな 人 il は、 何等かの 意味に 於て、 被 迫齊 おの 位 I はに 

立ち 通さなければ ならない こと を 私 は 知って ゐる。 私 は 心なら す も その 迫害に 打ち 負けて、 外面 的に 社會 生活の 

耍 求に 協 する ことがある かも 知れない。 然し さう した 場合で も、 私は必 すその 服 從を屈 導 的な もの だと 感じな 

いで は ゐられ ないだら う。 

何等かの 意味に おいて ある 團體を 作り、 その 給 合 的な 力に よって、 內容を 更新しょう とする やうな 企 闘 から 

は、 私 は 私の 力の 及ぶ 限り 除外され る こと を 試みよう。 同じ 道理に よって 私 は 過去の 外部 的附纏 物から も {3.2 に 

ならなければ ならない。 私の 生命の 中に 織り込まれた 過去 を 如何す る こと も 出 來-な いのは 勿論の こと だ。 それ は 

然し 過去と 兑 えながら 實は 過去で はない の だ。 生命に 同化した 過去 は 生命で ある、 現在で ある。 過去の 外部 的附 

纏 物と いへば、 それが 爲 めに 私の 最上の 生活が 肌 まれる ところの もの だ。 それ は 私の 實感が 明かに：^; 命と しての 

過去から 擇び 別け る ことの 出来る ものである。 內部的 要求の 强 度に 應 じて、 私 は それらの もの を かなぐり 拾て る 

だら う。 寶際 自己に 卽 した 生活 は 窄き門 だ。 その 門に 入らん とする もの は 身 外の 凡て を 捨て去ら ねばならぬ やう 

だ。 

お前が さう 哲舉者 じみた 物の 言 ひ 方 をす るなら、 と 或る人 はいふ かも 知れない。 お前 は カントの 所謂 齊遍 安當 


性と か、 絕對 命令と かいふ もの を どうお へる。 さう いふ もの を考 へて 見た こと すらない のか。 それなら お前の 內 

部經 驗はハ  1 りと いへば 餘 りに 淺薄 貧弱な もの だとい はなければ ならない。 私 は それに 答へ ていふ。 理論的に カン 

トの提 i? する やうな 想定 を 首 骨す ると しょう。 然しながら 理論的で ない、 現在の 生活に おいて、 人間の 生命 を a: 

g: し、 人に 共通して &ら ざる 超 我 的 我の 實在 を實證 感得すべき 道 は何處 にある のか。 それ は 各人が 各人の 內部的 

要求に 忠實 に服從 して 生活して 見た 時に のみ 成就され 得る もので はない か。 その 時に なって 凡て の 人の 要求が 拒 

むべ からざる 共通 點を 持って ゐ たなら ば 私達 は その 時に カントの 想定 を具體 化する ことが 出來 るの だ。 各人が 純 

粹 なる n 己內 部の 要求に よって 動かない 問 は縱令 各人の 要求と える ものが 一 致して ゐて も、 それ を 以て _a ちに 

我の 益：： 遍擴充 と る こと は出來 ないで はない か。 そんな 境地で は カントの あの 莊嚴な 結論 は 到底 實設 されるべく 

もない と 私 は 思 ふの だ。 

私の 態度 を 更に 非難す る 人 はかう いふか も 知れない。 お前 は 何故に 自己と いふ ものに そんなに いぢけ かじかん 

で 小さく 執^す るの か。 お前 は 自己 を擴充 して 環境と 混 流す る ことが 出來 ない のか。 或は 環境 をお 前の 生活の 中 

に攝 取して {HI 他の 區刖を 絶した 存在に 到達し ようと は 試みない のかと。 私 は それに 答へ る。 それ は 私に 取っても 

美しい 夢で あり 希望で ある。 然しながら その 境界と 私が 今 立つ 所の 位置との 間に は 莫大な 隔 りが ある。 私 は 尊敬 

し m 心 rn^ する 聖者 達の 生活の 中に かくの 如き 廣大 無邊の 我の 擴充を 感じて、 それ を 有難い もの だと 思 ふ。 然し 凡 下 

た 私 はか、 る 高所から は慘 めな 程 使い所に さまよって ゐる。 而 して か \ る 聖者 達の レヴェルにまで 飛躍 を 試みる 

には餘 りに 低い 所に 立って ゐ るの を 十分に 知って ゐて、 如何に 無恥な 私で も それ を 試みる 勇氣 がない。 ^の 思 ひ 

定めて ゐる こと はそんな 高い 標準から 量らるべき 種類の もので はない の だ。 

或は £： 己に 對 する 諦觀 的な 謙抑、 それ も 私に はな .s。 私 は 生きて ゐ たい。 自己に 對 して 何者かで ありたい C 私 

C 已の耍 求  六 七 
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はこの 欲求から 全く 返き 去る ことが 出来ない。 私の この 妄執 は ある 人々 の 憐れみ を賈 ふに 十分で ある だら う。 然 

しながら 否むべからざる 事實 として、 私 は 自分と いふ もの を 常に 所緣 として 生きて ゐる。 自己な しに は贾 値と し 

て の 環境 對象 はない。 私 はこの 妄執 を つきつめて 行く の 外 はない の だ。 

地上の 大多數 の 人々 が 焦眉の 生活 問題に 出頭 沒 頭し、 如何にし てこの 不幸 不遇から 週れ 出ようかと 焦慮して ゐ 

る 時 か- -る閑 問題に 類した 言葉 を 弄し、 他人の 辛苦と 悲慘と を 顧みない と は 人間の 風上に も 置け ぬ 奴 だと 私.^ 警 

める 人 も あるか も 知れない。 私 は 謙邏に 答へ たい。 さう いふ 實情を 少しで も 知れば 知る 程 私 は 私の 今 立つ 所から 

立ち直って 出かけなければ ならない と感 する。 それよりも 進んだ 所 を 私が 歩いたら、 私 は 自己 を 滅ぼし、 從 つて 

環境に を 及ぼす こと を 明かに 感ぜざる を 得ない の だ。 

今の 私に 取って は 凡ての 前に 個性の 要求、 然る 後に 個性の 建設、 然る 後に 社會の 改造が ある。 今の 私から いふ 

と、 自 己の 内部的 要求 を 徹底しょう とする ことなしに は、 問題 は半片 たりと も 私の 眼の 前に 現 はれて 來 ない。 

だから 私 は 自分の 生活と して 選んだ 藝 術の 爲 めに、 先づ 問題 を それに 提供す る爲 めに、 如上の 態度に 出ねば な 

ら ぬの だ。 

(1 九 二 1 年 1 月、 「改造」 所載) 


中 w にう たれた ボ ブラの 葉が、 しほ たれなが らもな ほ 枝 を 離れす に、 あるかな いかの 風に も 臆病ら しく そよ いで 

ゐる。 s: 入れ を 終った 燕麥 畑の 畦に 沿うて、 すく，. （-と 丈け 高く 立ちな らんで ゐる その 木 並み は、 一一 セコ アン 岳 

に 沈んで 行かう とする 爲 紅な 夕陽の 光 を 受けて、 ねぼけた やうな 綠 色で 深い 空の 色から 自分自身 を か ぼ そく 區切 

る。 その 向う の 荒れ 粱 てた 小さな ra^ 樹園、 そこに は ばかりに なった 林檎の 樹が 十本ば かり 淋しく 離れ 合って 立 

つて ゐる。 3g 赤に 熱した 十九 號 (林 擒の 種類) の 2_ 水が、 紅い 夕暮の 光に 浸って、 乾いた 血の やうな 黑 さに 見える。 

秋に なつてから、 山から 里の 方に 下って 來 たかけ すが、 百舌鳥よりも 鈍い、 然し 或る 似より を 持った 途切れく 

の啼き 聲 を 立て- -、 その 黑ぃ 枝から 枝へ と 飛び移りながら、 人 眼に 遠い 物 藤に 隱れて ゆく。 

见 渡す 限りの 畑に は雜 草が 茫々 と 茂って ゐる。 澱粉の 材料と なる 馬 鈴薯は 澱粉の 市價が 下った、 めに、 而 して 

1^ 掘りの ェ 貸が 稀 冇に 高いた めに、 掘り起され もせす にある ので、 作物 は 粗剛な 壁ば かりに 霜枯れた けれども、 

からすむぎ 

生 ひ 茂る 雜草は 畑 を 宛ら 荒野の やうに して しまったの だ。 馬鈴薯 ばかりで はない、 亞 麻の 跡地で も、 燕麥の それ 

でも、 凡てが まだ i き 返して はない の だ。 雜 草の 種子 は 織 毛に 運ばれて、 地面に 近い 所 をお ほ わたと 一所に なつ 

て 飛び ま はって ゐる。 蝦夷 富士の 山に は、 いつも 晴れた 夕暮 にある やうに、 なだらかな 山頂の 輪廊 その ま \ に 一 

むらの 雲が 綿 精子 を 被せて ゐる。 始めは それが 積み立ての 雪の やうに 白い が、 見る まに 夕日 を 照り返して、 有ら 

ん^ りの 纖微な 紅と 一 ^ との 色 階 を 採る。 紅に 富んだ その 色 はやう やくに して 藍に 豐 かになる。 而 して 眞 紅に 燜れ 

た 陽が、 -ーセ コア ン 岳の なめらかな 山背に 沈み 終る と、 雲 は 急に 死 色を呈 して 動搖を 始める。 而 して 隣く 巾に、 
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その 無 縫の 綿帽子 は ほころびて 来る。 かくて 大空の 栗から ra^ まで、 陽の 光 もな く 夜の 闇 もない たそがれ 時になる 

と、 その 雲 は 一 ひらの 影 もと^めす、 濃い 一 色の 本 ー氣の 中に 吸 ひ 失 はれて しま ふ。 もう 何處を 見ても 雲 はない。 

5 つ  あ を 

虚ろな もの- - やうに、 大 一はた ピ 透明に 碧い。 

その 時 東に は 蝦夷 富士、 西に は 一一 セコ アン、 北に は E 比 布の 山な みが、 或は 急な、 或は なだらかな 倾斜 をな し 

て、 高く 低く、 私が 眺め 廻す 地平線に 單 調な 變 化を與 へる。 旣に 身に， めむ 寒さ を 感じて 心まで 引きし まった 私に 

は、 空と 地と を 限る この 一 つらの 曲線の 魅力 は 世の常の もので はない。 莊嚴な 音律の やうな この 一線 を界 にして、 

透明と 不透明と、 光と 闇と， 輕 さと 重みとの 明かな 對 象が 見出される。 私は而 して その 暗に ひたって ゆく 地面の 

露 中に、 獨り物 も 思 はす 佇立して ゐ るの だ。 

蟲 の、？ 一：： は旣に 絡え てゐ る。 私 は、 足 許の さだかで ない、 凸凹の 小逕 を傳 うて 家の 裏の 方に 行って 見る。 そこに 

たう もろこし 

はもう そこ はかと なく 夜の 闇が た ビょひ はじめて ゐる。 玉蜀黍 は 穗も葉 も 枯れ 切って 十 坪 程の 地面に 立って ゐた 

が、 その 機先き は 少し 吹き はじめて 來た 夜風に 逆って、 小ぶ る ひに ふるへ てゐ るの が 空に 透いて 見えた。 空に 透 

いて In- える のに は その外に 色 豆の 支柱が あった。 根 まがり 竹の 細い 幹に、 枯れ 栗て た蔓 がし だら なく まつ はりつ 

さか も ぎ 

いたま \ で、 逆茂木の やうに 鋭く 眼 を 射る。 地面の 上に は トマトの 茂りが あって、 採り 殘 された 實の 熱した のが、 

こ.^ に 一 つかし こに 一 つ、 赤々 と 小さな 色 を 残して ゐる。 それ 以外に は 南瓜の 畑 も、 婉 豆の 畑 も、 玉葱の 畑 も、 

カイべ ッ (せ 藍〕 の 畑 も、 一様に く すんだ 夜の 色に なって ゐる。 一匹の 猫が 私の そこに 佇んで ゐ るの を 眼が けて 何 

處 から 來 たの か、 ふと 足 許に 現 はれた。 私 はこ^んで、 平手 を その 腹の 下に 與 へて 猫 を 私の 胸の 所まで. S ち 上げ 

て见 た。 猫 は 喉 も 鳴らさす、 いやがり もしない。 腹の 方 はさす がに 暖ぃ手 ざ はり を覺 えさす けれども、 私の 顎に 

觸れた 背の 毛な みは 露の やうに 冷えて ゐた。 


私 は その 猫 を 抱いた ま &で褒 口から 家に 這 入った。 内 井戸の 傍 をぬ けて 臺 所の 土 まで 來 ると、 猫 は 今までの 

* 和 さに 似す、 沒義 道に も 私の 抱擁 を 飛びぬ けて， 露 赤な 焰を 吐いて 燃えて ゐる圍 爐裡の 根 粗朵の 近くに 跃 けて 

行った。 まだ 點 けたて^、 心 を 上げ 切らない 釣 ランプ は、 小さく 货 色い 光 を 狐色の 墨の 上に 落して、 輕 い 石油の 

の 句 ひが、 味呵」 汁の 句 ひと 一 絡に ほのかに 私の 觸れ る。 

-パ つに なった 太 郞の松 も、 默っ たま \爐 の 向 座に 足 を 投げ出して、 皮を剝 いだ 大きな 大根の：^ 切り をむ しむ 

しと i つて ゐる。 私 も 別に 聲も かけすに そっと 下駄 を脫 いで 自分の 部屋へ と 這 入って 行った。 かん. /(\ 起して あ 

る 火鉢の 炭から は 靑ぃ焰 が 立って ゐる。 而 してえ がらつ ぼい 炭酸 瓦斯が 部屋の を 暖かく 濁して ゐる。 

夜お そく、 私は寢 つかう として 雨戸の ガラス 越しに 戶 外を昆 た。 何物 を も 地の 心 深く 吸 ひ盡す やうな 靜 かさが 

と 地と を 领し識 して ゐる。 その 中に 遠くで せ \ら ぎの 音 だけが する。 鬼に も^に も 死の 如き 寂寞の 中に 物音 を 

^くの は 珍ら しい。 晴れ渡った 大 {4W めんに 忙 はしく 瞬きす る 星く づに眼 を やりながら、 ぢ つと 水 音 を 聞きす ま 

して ゐ ると、 それ は 私の 聞き 惯れ たもので ある やうに は 思へ ない。 遠い 凹地の 間 を 大小 色々 の 銀の 鈴が、 救 限り 

もな く 押し ころがされて 行く かと 疑 はれる。 

の ガラス はやが て 裂け はしまい かと 思 はれる ほど 張り切って える。 私 は それに 手 を觸れ るの を さ へ 恐れ 

た。 私 は ふいで 1$ び寢 床に 歸 つた。 寢 床の 中の ぬくみ は 安 火よりも 更に 暖かく 私の 足 先に 觸れ た。 

朝 斑が 私に 咳を强 ひた。 咳が 私 を あるべき よりも ¥ く 服 ざめ させた。 少しで も 5§ じみた 所に は 鋭 が 結んで ゐる 

かと m5 はれる やうな 下着の 肌 ざ はり は、 こ- -の 秋の 寒く 更けた の を 存分に 敎 へて くれる。 私 は そっと 家 を 出て 畑 

の 方へ 行って 见た。 結ばれた ばかりの 霜、 それ は 英語で hoarfrost とい はるべき 種類の 霜が、 しんくと して 雪 

の やうに なの 上に も 土の 上に もあった。 殊更に その 輪廓の 大きさと 重々 しさと を增 した 蝦夷 富士 は、 鋼鐵の やう 
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な {4! を 立ち 割って：：！ の 出る 方の 穴 問に そ X り 立って ゐる。 私が 身 を 倚せ てゐる 若木の 楡の 梢から は、 秋の 野葡萄 

の やうに 色づ いて 卷 きち^れ た 葉が、 そよ との 風 もない のに、 ra^ てし もな く 散りつ ぐいて、 寒さの ために 重くな 

つた 氣の 中を靜 かに 舞 ひ 漂って、 やがて 霜の 上に かさ こそと 微かな 音 をた て- 1 落ち着く のだった。 

今日 も 亦、 塞い 雨と 荒い 風と が 見舞って 来る 前の、 なごやかな 小春日和が 績 くの だら う。 私が 朝餉 をす る 頃に 

は、 今にも 雨になる かとば かり 空 は 曇り 2^ てる だら う。 而 して それが 西南から 來 るかす かな 風に 追 はれる と、 陽 

の 光で 織りな された やうな 靑签 が、 黄色い 光 を 地上に 投げて、 ぼかく と 暖かく 短い 日脚 を も 心 長く 思 はせ る だ 

らう。 而 して あの 靜 かな 淋しい 夕方が 又來 るの だ。 

かう して 北 國の聖 なる 秋 は 更けて 行く。 

(】 九 二  j 年 一 月、 「婦女 界」 所載) 


一 人の 人の 爲 めに 

ati 一  人の 人の 爲め にと いふ ことの 忘れられた 時代 はない。 社會 奉仕と いふ 言葉が 漫然と 天降り 的に 《仝 中 か 

ら堪- 埃と 共に 降って 來る。 銘々 が 他人の 爲 めに 奉仕して くれ \ ば、 理窟の h からこれ 以上 結構な こと はない。 け 

れ ども 銘々 が 奉仕ば かりす る やうに なったら ー體 誰が その 奉仕 を 受ける の だ。 人間 以外の 祌樣 がか、 人 ^ 以外の 

物が か。 

一、 0 人が 社會に 奉仕す る、 それ は それでい \ としょう。 所が 社會は 一人の 人に 奉仕す る 必要 は絕對 にないと 

いふの か。 社會の 個人へ 對 する 奉仕、 こんな 言葉 は 現代の 辭 書に はない やう だ。 

成^^社會は^^達ー 人々 々 の集合から出來上ってゐるものには相違なぃ。 形に 於て は 確かに さう である。 然しな 

がら とい ふ もの は くの やうな もので、 心棒がない と 立って は 行けない らしい。 イブセン は その 心棒の こと 

を 什-きの 主， 石と 云った。 現代で は 或る 少数の 人 若しくは 階級が この 柱石た るべき 大任 を 引き受けて ゐる。 賴 まれ 

もしない のに 自分の 方から 進んで 引き受けて ゐる。 

その W き 受けて ゐる 人が、 柱石と なるべき 最上の 適 仕 者で あるかない かとい ふ 事 は、 人々 によって 見地が おの づ 

から (るに は 違 ひない が、 鬼に 角 その 人な り 階級な りが、 社會 人た る 私達 全體の 委任 を 受けて、 柱 や 石と なった 

のでない とい ふだけ は 明かな こと だ。 卽ち 前にい つた やうに 彼等 は、 有難い ことに は， 若しくは 御 苦勞な ことに 

ま、 i:^ しく は 厄介な ことに は (こ- -は 見る 人に よって 意見が 違 ふと S おふから かう いふ 風に 副詞句 を 三 段に なら バ 

てお く)  CI ら鶴 めて その 任に 當 つて ゐ るの だ。 
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所が Jti 石 は 柱石 だけあって、 か& る社會 人に 對 して は、 他の 社會 人に 對し てよりも、 餘程 立ち まさった 仕向け 

をす る必- 要が あるら しい。 さう いふ 人達が 所謂： 大下を 双肩に 捲って くれて ゐる 以上 はさう あるの が 尤もの やうに 

もやお へ られ る。 だから 漫然と 社會 奉仕と い へ ば、 如何にも 私達お 互 ひがお 互 ひ を 助け合 ふやう に は 聞 こ え もし、 見 

え もす る けれども、 よく/ \考 へ て 見る まで もな く、 私途は 社會の 中で も その 心棒と なって ゐる 柱石に 對 して、 他 

の 部分に 對 してよりも 遙 かに 多く 奉仕 をな さねば ならぬ ことにな つて ゐ るの だ。 だから 私達が 要求され て ゐる社 

食 奉仕の！ gE^ は、 私逮が 何の 氣 なしに 考 へて ゐる やうに、 萬遍 なく 社 會全體 に 行き 亙る 譯の もので はなく して、 

ある 部分に は 恐ろしく 手厚く、 ある 部分に は ひどく 乎 薄に 影響す るの だと 考 へる 外 はない。 

縱 し私逮 全體の 委任 は 受けて はゐ なくと も、 1^ 力で 以て 柱石た るの 位置に 上り、 私達が さう した ことに 對 して 

格^ の 抗議 も 巾し 出な い 以上、 その 人な り 階級な りが 社界を 切り 廻し て 私達 全體 から 多分の 奉仕 を 受ける の は當 

.然のことだと^_^へる人もぁるだらぅし、 それ は 間遠った 考 へで、 現在 社會の 柱石で ありながら、 药腐 以上に へに 

やくな、 何 一 つ 社會の 御 川に 立つ こと をして ゐ ない、 どうかす ると 社會全 體の幸 幅 を阻碍 する やうな 連中が ゐ 

るで はない か。 力が あるので はなく 圆 々しいだ けの もの だと 考 へて ゐる人 も ある やう だが、 その どちらで ある 

にせよ、 私が 劈頭に 中し 出た 祀變 は祀 憂で 終る 譯だ。 卽ち 一人 殘ら す社會 奉仕者に なったら 誰が その 奉仕 を 受け 

るの かとい ふその 祀變 である。 それ は 大體に 於て 社會の 柱石が 受ける のだった。 

で 社 <n 生活の 凡て のからく り はこの 旨 意 を 徹底す る やうに 出來 上って ゐる やう だ。 社會 奉仕と いふ 道 德が頻 り 

に 高 される の も無现 のない こと だ。. 社會 奉仕. I これ は 成程 一 點 非難の 餘地 もない 道德的 命題 だ。 それ を 概念 

に 於て 受取る 時には、 それ を輕 蔑す るの は 人頻全 體を輕 蔑す るのと 同じ ことになる だら う。 忠孝 仁義 禮智： £5 これ 

らの 徳も實 際の 場 八：： を 一 々考察し さへ しなければ、 どれ もこれ も. 一 夂 派な 人倫の 道で あるに 違 ひない 如く、 社會寧 


仕と いふ こと も、 先づ 爆と 考 へて、 凡ての 人に i しなみ に 科せられて ゐる襲 だと 思って ゐれば 安全. なの だつ 

た。 けれども 困った ことに は道德 とい ふ もの は實 際から 離れて しまって は 紙 厨 同 機な ものになる の だから 始末 力 

}^むぃ。 その 始末の 惡ぃ 破旋が 私が 子供 を 持って ゐる 所から 起って 來た。 

このお は何處 かで も 書いた こと だが、 私の 子供の 通って ゐる學 校で 進級 式が あった 時、 父兄の 一人と して 私 も 

そのお こ 列な つたが、 校長の 義に 向っての 訓辭 に、 あなた 方 は 如何して 今 目出度く 進級が 出來 たか 知って ゐる 

か。 それ ま q つの もの.. お 藤 を 被った からだ。 第一 に は 君主の 恩で、 君主が 敎 育の 事 を ま 念せられ るから だ。 第 

二に は 通 I で、 その 方 達が あなた 方の 將來 I ひ、 十分の 敎 ff る爲 めに 苦心 せられて ゐられ るから 

だ。 第三 は師の で、 先生が 日夜 苦心して 訓育 を 怠らない からだ。 第 四に は 境遇の 恩で、 あなた 方が 健廢に 生え 

相 (：E の 生活が 出來 るから だ。 だから 進級に 際しても、 この 匹 つのお 蔭 はよ く 頭に 入れて、 それに 報 ゆる だけの ゾ 

n になら なけ. - ばいけ ません、 とい ふの だった。 私 は それ を 聞いて ゐ ると 子供達が 可哀 さう になった。 子 = ^達は 

あの 小つ ぼけな 肩に W つの 靈荷を 背負 はされ てよ ろくして 家に 歸 つて 行く のかと 思 ふと 可哀 さう になった。 私 

はこの 一 つの 例で 校長さん を赍 めようと する ので は 決してない。 私は侗 人的に は 校長さん を 知り、 極めて 露 面目 

な、 ^ 抑な、 忠赏な 人柄で ある ことに 敬意 を さへ 表して ゐる 。然しながら、 さう だからといって この 訓辭の 內容を そ 

のま k 究 全な もの だと 思 ふこと が出來 ない。 校長さん はこ \ で 社會 奉仕の 精神 を說 かれた ので あらう が、 それ は 

い \ として、 社會が この 子供達に 感謝せ ねばならぬ 何物か^ あると いふ 一事 を 頓と毘 週して 居られた やうに 私に 

は へる。 子供達が 勉强が 出來て 行く の は 成程 一面から 云へば、 校長さん の 云 はれる とほり、 色々 な 力のお 蔭に 

は 相違ない が、 同時に その 色々 な 力 は、 子供達 を敎 育すべき 重大な 務め を擔 つて ゐる害 だ。 その 一方の み を 極言 

して 他方に 及ばな いのは 片手落ちの 云 ひ 分で ある。 子供達 を勵 ます 一 つの 方策と は 私 は 見たくない。 さう いふ 方 
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策 は 子供達が 生長 するとす ぐ 看破して、 いやな W わ ひ をし なければ ならぬ ところの もの だ。 知らないと 思って 子供 

に 軍 峪を川 ひるの は 大人が 子供 を 見くびり 過ぎた 惡ぃ 癖の. 一 つ だ。 それ は 巧妙な 方法で 子供に 虚偽 を敎 へこむ や 

うな もの だ。 恐らく 校長さん はそんな 氣持 であの 雷 を 吐かれた ので は あるまい。 校長さん はもつ と眞 面目な 方で 

あるら しい。 寶際 分で も事實 そのもの を 語って ゐ ると 信じて をら れ たに 違 ひない。 然しながら 悲しい ことに は、 

それ は 半面の 尊 實 ではなかったら うか。 

けれども これ はこの 校長さん 一 人 を尤め 立てすべき 事柄で はない。 現代の 敎育 そのものが か.， る 概念に よって 

贯 かれて ゐ るので ある。 卽ち 誰が 考へ 出した もの だか 知らない けれども、 漫然たる 社會 奉仕と いふ 觀 念が 上から 

下まで 行き 亙って ゐ るの だ。 大舉の 目的 は先づ 第一 に 画家 有用の 人物 を 造る のに あると いふ ことにな つて ゐる。 

小 flf 校で は 如何にし てより 多くの 生徒 を中舉 校に 轉入 せし むべき かと 苦心す る。 中舉 校で は 如何にし てより 多く 

の 牛； 徒 を 高等 舉 校に 轉 入せ しむべき かと 苦心す る。 高等 學校 では 如何に 多くの 擧生を 大擧の 課程に 適應 せし むべ 

きかと 苦心す る。 大舉 では 如何に 多くの 舉生を 國家冇 ffl の 人物に 仕立て上げようかと 苦心す る。 結局 漫然たる ± 

會 奉仕 的 人物 を 造り 出す 爲 めに 下 は小舉 校から 上 は 大擧に 至る まで 苦慮， M 心して ゐ るの だ。 

而 して 画家 有用の 人物と は、 要するに 社會の 柱石の 支柱と なって 忠實に 立ち働き、 その 柱石 を 堅固に する 爲め 

に 犬馬の 勞を惜 ます、 あはよ くば 將來の 柱石の 候補者に なって、 一般人の 社會 奉仕 を享樂 しょうと 心がける 人物 

を稱 する の だ。 つまり 人 ii になる の は 二の次に して、 始めから 石 や 柱に なりたがる ものになる 稽古 をす るの だ。 

國 家に 有用な もので なければ 舉 問で も舉問 でない の だ。 柱石のお 役に立つ もので なければ 技術で も 技術で はない 

の だ。 僻兑 なしに 物 を 正視し ようとい ふ 人^ や、 自分の fK 分 を 思 ふ 存分 伸ばして 見ようと いふ やうな 人間 は、 謂 

は^ 我が 敎育當 事 者に 取って は輾 子で ある。 さう いふ 傾向の ある 者 を II 正しようと いふの が 割ー敎 育で ある。 ^ 


ル乂育 こ て-了く に は 行く が、 一段^に 玲が 造って あって 中々 その外に は 逸する ことが 出来ない やうに 仕向けて 

ある。 マ ての 埒外に 逸した ものが 社會に 出る と、 社會を 代表して ゐる 柱石の 寄 合世帶 なる 國家 は、 ある 程度の 

お を 加へ るか、 鬼子で も 生れた やうに 振り向き もしない。 

ト g^.^ は-. 校の 爲め、 中 舉校は 高等 學 校の 爲め. 高等 舉校 は大 攀の爲 め、 大舉は 社會の 幸福の 爲め 社會の 

幸 M 十 の 化/ぼに 坐存 する 個人々 々 の 幸 鼷の爲 め、 さ I へる のが 合理的な ことで はないだら うか。 そォカ 若し 

今现 的な ことなら 小 i は 小 I 生徒の 爲め、 中 I は 中 i 生徒 Q 爲め、 高等 I は そ の擧生§ め、 大 f そ 

の，, 主の 爲め、 大梨卒 生 は 自己の 幸福の 爲 めと 乎 取り 早い 方针を 選ばない の だら うと 私 は 怪しんで 昆 たの だ。、 

所が さう 行かない 習が 前の 機な 私 I へ 方から ひとりでに 歸納 される の だ。 「社會 の 幸福の 爲め」 とい ふ 所に 。へ 

P かが あるの だ。 社 會の幸 51 の爲 めと 漫然と いへば 何でもな いの だが、 委しく いふと 「社會 の 柱石の 幸福の 爲め」 

とい ふこと になる の だ。 それで 小 學校は その IQ 爲め， とい ふ 方程式で はいけ な 4 つて、 小 髮は屮 雲 

の ム々 とい ふ 方程式 を 用 ひる 必要が 生じて 來 るの だ。 人間、 I、 龍と いふ ことの 代りに、 if 

る 人 ii、  に 有用なる 舉術、 國 家に 有用なる 技藝 とい ふこと になる の だ。 

An^^^o  二重 秦を する Q だ。 これが I きとで きか、 さう で まか は 人に よって 寶 を異 

てす るの だから、 いづれ とも 斷定は 下し 難いが、 さう いふ 組立て.^ は、 人 は 直接な 社會 奉仕が 非常にし にく-^ なつ 

て來 ると いふ ことおけ は 明か だ。 人と 人と が 愛し 合 はう と B さても £ み 合 はう と 思っても、 そ S に は I のお 

石と いふ 檢说 役が ひかへ てゐ るの だから。 自分が 仕事 を 選ばう とする 前に、 仕事 を 選ばせられ るの だ 力ら。 ーポ會 

奉仕 をす る 人 は、 心で もない のに 奉仕ば かりさせられて ゐて、 それ を 受取る 人 は、 受取った 上で それ を 奉 化に お 

ひょうが 川 ひまい が、 相 〈：3 に 融通がきく とい ふこと になる の だから。 
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力う いふ 齒 車の 中に.^ ひ 込まれて ゐて は、 校長さん が あ. - いふ 訓辭 をされ たの も 無现 のない こと だとい はなけ 

れ ばなら ない。 

この 雜 誌が 主張す る 自由 敎 育なる もの も、 それに は反對 する 人も赘 成す る 人 も あらう が、 鬼に 角 それ を實 行に 

移す には少 からざる 困難 を 伴 ふと 私は考 へる。 それ は 現代に 於て、 社會 生活の 內容が 以上 申し出た やうな 狀. お」 て 

あって、 一人の 人と いふ ものが 無視され てゐ るに 近いから だ。 

一人の 爲 めに、 各 M の 人の 爲 めに。 凡ての 人が 社 會に對 して 義務 を感 する のみでな く、 社會が どんなに、 小さ 

な 人に 對 しても、 人で ある 以卜： (柱 や 石で なく)， それに 義務 を感 する 時、 その 時 自由 敎育は 苦 もな く寶 行され る 

だら う。 

私 は 元来 個性の 自. S を 極端に 有難が る 趣味 を！： つて ゐる。 だから 現代の やうな 社會 奉仕と いふ 合 曾 薬 は 如何な 

る 曾 葉よりも 嫌 ひだ。 從 つて 自分の 子供達に も 自由 敎育を 受け 得る やうな 境界 を 早く 倫へ て やりたい。 これ は 同 

じ 趣味の 人が、 方面々々 で、 その 器量に 從 つて、 せっせと 働いて 行く より 外に 仕様が あるまい。 

t 會の爲 めで はなく- 一人の 人の 爲 めに、 一人の 人の 本性の 爲 めに、 耍 求の 爲 めに、 幸福 の^めに 、き， r の 

めに。 

(I 九 二 一 年 三月、 「自 敎 ilTJ 所載〕 


私 は 地方で 農業の 研究 をして 學生 生活 を 過した もので はあり ますが、 生れが 都會 であり、 擧^ 時代の 外 は 主に 

都 會で暮 した 關 係から、 地方の 生活の 露 相に は觸 れてゐ ない といって い-. -の です。 それ 故、 私 如きが あなた 方に 

對 して 物 を 云 はう とする の は 潜 越の 至り だと 思 ひます。 iSf に 私が 现 |g の 上で 考へ たこと を兹に 少しば かり 述べて 

nH- すが、 それが 少しで も あなた 方の 生活に 觸れる ことが 出 來れば 寧ろ 望外の ことです。 

英國で 十八 世紀から 十九 世紀の 初頭に かけての ある 時期 は 近代的の 都 會の發 達に 對 して、 地方の 人々 が 色々 な 

意味で 反抗の 聲を擧 げた 時でした。 その 頃に 出た 詩人で 最も 猛烈に この 思想 を 云ひ现 はした ものに は、 ゴ I ルド ス 

ミス や、 ロバ ート*バ ー ンス や、 ゥォ ヅゥォ ー ス などが ゐた。 殊に ゴ ー ル ドス ミス は、 近代的 產業 制度の 發 SJT が漸 

次に 田園 を 荒らして 行き、 地方の 人口が どんく 都會 に吸收 せられ、 田園で 積み 壤 めら れた 富が 都會に 流れ込む 

の を^ 歎して、 あの 有名な 「荒 村 行」 を 書いて ゐ ます。 又ゥォ ！• ヅゥォ ー スは 地方の 美しい 自然が 所 iE 文明なる 

ものに よって 濁らされ、 汚されて 行く のを愤 り、 自分の 幽棲して ゐる ライ ダル 山の 近傍 を汽 is- が 通す る やうに な 

るの を 知る と、 これ を 防止す ベ き獻言 書 を當時 の 議會 に 提出した と稱 せられて ゐ ます。 

日本に も m 間 詩人と もい はるべき 詩人が ゐて、 都會の 文明に 對 して 反抗の 聲を舉 げた 人 は その 數少く はあり ま 

せん。 彼等 は $1  口 を 揃へ て 田園の 自然 や 人 を 賞揚 讃美し、 都會の 生活 を 一 々呪 訊す る やうな 態度に 出て ゐるゃ 

地方の ホ： h: 年 諸； に  七 九 


有 烏 武郎仝 築 第七卷  八 0 

うです。 都會人 そのもの すら、 どうかす ると 田園に 對 して 同様の 心 持 を 有し、 自分 等の 生活 を 意義の 薄い つまら 

ぬ もので あるかの 如く 考 へて ゐ ます。 

併し 私 はさう は考 へません。 これまで 田園と いふ もの は 軍に 空 想 的に 考 へられて ゐ たと 云って い. と 忍 ひま 

す 同じく 人 問の 生活の ある 所です。 都會 にもい- r ものが ある 通り、 0 園に もい.^ 所 はあり ませう。 併しながら 

い.^ ものば かりが 田園に あると 考へ るの は、 明かに 都會 人の 飛んでも ない. 想で あらねば なりません。 田園の 生 

活が樂 しい ことば かりに 滿 ちて ゐ ると いふの も譃な らば、 田園の 自然が 素晴らしい 耍 素からば かり 出 來てゐ ると 

いふの も謐 です。 鬼に 角 都 會人も 地方の 人 も 地方 を 見る のに、 十八 世紀 傳來の ロマンティシズムの 氣 分でば かり 

見る のは^ 違って ゐ ます。 もっと 眞實 に、 その 當體 に觸れ て、 實際 あるが ま- r を 見 徹さなければ ならぬ のです。 

そこから 地方の 眞價値 は 始めて 生れ 出て 來 ると 思 ひます。 單にロ マ ン ティ ックな 見地から、 如何に 地方が 讃美 さ 

れ 賞揚 されても、 それ は 地方に 取って 迷惑な ことで あるば かりで なく、 有害な こと だと 思 ひます。 

さう です。 地方の 生活に は 忌 はしい 多くの ものが 存在して ゐ ます。 固陋な 習惯ゃ 思想が 根深く 植ゑ 込まれて ゐ 

る こと.^ か、 都會 生活に 於ての み享樂 せらるべき 種 々な 所謂 文化的 耍 素の 缺 けて ゐる こと.^ か、 生活が 自然の 威 

力に よって 常に 脅かされ ねばならぬ こと- r か、 地方 人 を 支配す る もの は 地方 人の 意志で はなく して、 その 地方と 

は _ ^接の 利害 關係 のない 都 人で ある こと- >r か、 その他 多くの 缺點 があって、 地方 人の 生活 を壓 迫して ゐ ます。 

私 も 都 會には 住んで はゐ ますが、 ある 關 係から 多少 地方 的 生活の 輪廓 を も 見て ゐ ます。 而 して 今 は內的 外的の 生 

活 問題が 漸く 都會 から 地方に 移り行くべき 機運に ある こと を 感じます。 而 して 私の 見る 听が 誤って ゐ なければ、 


地方に 於て 一番 深く 感ぜられて ゐる 問題 は、 凡ての 點に 於て 都會 からの 壓迫 であるの を 知る ことが 出來 ます。 殊 

に 也方靑 年の 心の中に 醸される 種々 な 問題 は、 多く は都會 生活からの 示 咬に よって 惹き 起される ものであるの を 

知る ことが 出來 ます。 地方の 靑年は 謂 はに 都會 とい ふ ものが ある 爲 めに 常に 心の 動搖を 促が されて ゐ るので はな 

いでせ うか。 

ミ 

それ 程 地方 的 生活に 影響して ゐる都 會とは 何でせ うか。 都會 とい ふ もの は實に 近代の 產業 制度が 生んだ 怪物 だ 

とい ふこと が出來 ます。 資本主義 によって 動かされる 產 業が 發 達する と共に、 大規模の 製作が 結 せられ、 物資 

の 築 積が 企 II せられ、 從 つて 中央 集 權が結 栗せられ て、 所謂 文化的 耍 素の 中心が そこに 据 ゑら れる やうに なり ま 

した。 而 して 國 家の 運用 は 凡て こ \ で 行 はれて、 地方 は 軍に その 運用の 材料 を 提供す る處 となって しまった 觀が 

あります。 地方の 生産が 如何に 自然によ つて 惠 まれた 年で も、 都會に 於け る 加工 的 生産の 都合に よって、 その 價 

格 は 勝手次第に 左右せられ、 凶年の 時と 同様な 結 栗 を 見る の は 普通な ことです。 かくして 地方の 物質的 生活 は殆 

んど 全く 都會の 乎に よって 思 ふま \ に 支配され ます。 これが 地方の 內 生活に 響いて 来ない 譯 はありません。 段々 

都 會の壓 力に よって 手 慣らされて、 因循な 人達 は 何の 反撥 力 もない 奴隸の やうな、 無智に 晏如 たる 生活 を 導き ま 

すし、 活氣の ある 人達 は、 謂 は^ 人 を 踏みつけ にした 都會 生活の 威壓に 反抗して 不平 不滿の 人になる か、 或は こ 

ちらから 進んで 田園 を 拾て、 都 會に馳 せ 入って、 自ら 都會 人に 同化し、 都會の 有する 優越 權を 享樂 しょうと する 

に 至ります。 かくて 地方 生活の 不安 動搖が 捲き 起り ます。 あなた 方 地方の 靑年 諸君 は 恐らく はか \ る動搖 を經驗 

實感 して ゐられ るに 相違ありません。 而 して その 根本的の 解決 を 如何に すれば い- - かと 苦慮して ゐられ るに 相違 
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ない と 思 ひます。 

四 

そこで 私 は 云 はう とします。 敵を斃 すに は 先 づ敵を 知らねば ならぬ とい ふこと です。 あなた 方の 敵なる 都會は 

敵ながら： 大睛れ とい ふべき 敵で ありませ うか。 その 城壘を 攻め 落したら、 あなた 方が そこに 地上の 樂園を 築く こ 

とが 出來る やうな 所でせ うか。 私 は 私ー茵 として それに 否と 答へ る こと を餘 儀な くされます。 都會は 所謂 文明の 

發祥地 だと 云 はれて ゐ ます。 併しながら 所謂 文明なる もの は 私達が 無條件 的に 肯定し 得べき もので せう か。 英國 

の ー豫言 者 力 ー ベ ンタ ー は その 著の 中に、 文明と は 人類が その 進化の 過程に 於て 誤って 陷り 易い 疫病であって、 

一度 その 病に 犯される と 犯された 民族の 殆んど 總ては 斃死す るに 至らねば ならぬ 程 恐ろしい 疫病 だと 論じて ゐま 

す。 それ は 多少 矯激な 雷で あると しても 多大の 眞理を 含んで ゐ ます。 都會 生活の 外貌に あざむかれる ことなく、 

多ぐ の 人が W 園 を 口 ー マン ティ ック に兒る やうに、 都會を 口 ー マン ティ ック に 見る ことなく、 都會を その ありの ま > - 

の 姿で 深く 檢 察して 御 覺 なさい。 都 會は謂 は^ 片輪の 寄 合 ひ 世帶の やうな 所です。 資本家 は 資本ば かり 持って ゐ 

ます。 勞働者 は勞働 力し か 持ちません。 餘裕の ある 人 は 餘裕に 中毒し、 餘裕 のない 人 は 無い 爲 めに 中毒して ゐま 

す。 知識 は審門 的に のみ 發 達して、 それ を 所有す る 人 自身 すら、 その 專 門の 分野 以外に は、 自分の 知識が 何に 役 

立 つ^を 知って はゐ ません。 人々 は 無性に 勤勞 し、 勤勞 する ことによって 漸く 生命 をつな いで ゐ ますが、 その 勤 

勞が 生み出す もの は 如何なる 幸福で あるか を考 へた こと すら 無い やうに 見えます。 唯都會 人で あると い-^ 內容の 

ない 誇りの 爲 めに、 彼等 は 自己と 子孫との 健康 をす ら犧牲 にして 勤勞 して ゐ るかに 見えます。 都會 とい ふ 怪物 は 

日々 夜々 無數の 人身御供 を 呑 ^ して 肥って 行きます。 都會に は充實 した 人口が ある やうです けれども， それ は 常 


に 地 から 供給して ゐ るからで す。 ^^：；し地方が 一 度供給を止めたなら、 兑 る^に 都會の 人口 は 減じて 行って、 そ 

こは^ 墟 となって しま ふでせ う。 それ 程 かの 怪物 都 會は飽 くこと なき 食 食 者です。 かくの 如き 生活が 人類に 取つ 

て 祝； i であると いふ ことが 出來 ませう か。 私は斷 じて さう は 思 ひません。 この 都會 の呪詛 は^に 都.^!: 自身 を 毒し 

てゐ るの みならす、 その 損害 を 絶えす 地方に 送り出して ゐ るので す。 地方 は先づ この 害毒から 免れねば ならぬ の 

です。 都會 生活に 降參 する が 如き は 以ての外の 心得ち が ひだと 思 ひます。 

五 

これから のがれる 爲 めに は、 先づ あなた 方が 自身の 周圍を 冷靜に 考察す る ことから 始めねば ならぬ と 思 ひま 

す。 あなた 方を滿 足させる 唯一 の もの は、 あなた 方 を內部 的に も 外部 的に も獨立 させ. R 出に させる 所の 境涯で な 

ければ ならぬ 答です。 所が それが あなた 方に 與 へられて ゐま すか。 あなた 方は卽 座に 否 と 答 へられる でせ う。 そ 

れは 何故です か。 その！^ も 重い 原因 は あなた 方が 都 會の耗 格に か i つて ゐる からです。 都會 から 強制的に 或る 要 

求 を させられて ゐ るからで す。 あなた 方 は先づ かの 要求から 獨立 しなければ なりますまい。 獨 立す る爲 めに は 都 

4: が^ 立し 得る 所以の ものから 解放され ねばな りません。 都會が 存立し 得る 所以の もの は 中央 维權 です。 中央 集 

權を 成立 させて ゐる もの は欞カ *； と 生産者と 結び付いた 產業 制度です。 否 一歩 進んで 者へ るなら ば、 凡て 外部 的 

に强 制し 來る あらゆる 制度 そのものです。 制度 を以 て 人間 を 禅して 行かう とい ふの が 都 會卽ち 現代 を 代表す る 文 

明 生^の 要訣です。 これ を 合理的に 打破 是正す る ことなしに は あなた 方の 生活の 根ざし は 徹底的に は 改まる こと 

がない のです。 この 一事 を 無視して、 他の 萬 事に 狂奔した 處 がそれ は 結局 無駄 事です。 この 點を あなた 方 は 生れ 

て 以來の 經驗を 以て 實感 的に 考察され ねばなら ぬと 私 は 信じます。 その 考察に はむ づ かしい 现裔 も學問 も必. 嬰で 
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はありません。 あなた 方が 正直で あり、 自分自身 を 本當の 意味で よくしよ うとし、 人間と して 享有すべき 正しい 

幸福 を惊憬 し、 {HI 分 を 生きよ くす る爲 めに、 周圍を 凡て それに 適した ものにする 心 懸けさへ あれば、 誰 にても im 

ら考へ 極める ことの 出来る 問題です。 私 は 地方から かくの 如き 心 懸けの 靑 年が 一 人で も 多く 生れ 出る こと を 切望 

します。 而 して その 人達が 單に 自身 を 救 ふば かりで なく、 自分の 周圍 をよ くす るば かりてな く、 地方 全體を 向上 

せし むる ばかりでなく、 都會 そのもの、 持つ 幾多の 難題 を も 解決して、 私達の 生活 を 都會萬 能の 悲境から 救 ひ 出 

す 力に なって 下さる こと を 望む ものです。 來 るべき 時代 はよ き 女性と よき 農 人に よって 新たな 面目 を發撺 すると 

私 は 堅く 信す る ものです。 

(】 九 二 一 年 五月、 「寸 鐵」 所載〕 


餘裕と 文化 

藝 1^ が實 生活の 餘裕 から 生れ 出る とい ふの は 尤もな ことで ある。 然しながら 餘裕 さへ あれば、 必す藝 術が 生れ 

出る かとい へば、 一概に さう 斷定 する こと は出來 ない。 一個人の 生活で 考 へて 見ても それ は 明かな こと だ。 或る 

. ^ま その 實 生活の 中に、 殆ん ど餘裕 ともい へない やうな 餘裕 を摑み 得ても、 そこから 立派な 藝術を 創り 出して 來 

るし、 他の 或る人 はあり 餘る 程の 餘裕 を惠 まれて ゐて も、 その 生活 全體に 何等の 色彩 をも發 揮し 得ない ことがあ 

る。 この 事 K がー 個人の 生活の 上に 起る とすると、 一個人の 集圑 である 社會の 中に も 起らないで ゐる譯 がない。 

社會的 生活に 如何程 餘裕が 出来ても、 その 餘裕の 出来る 狀 態が 惡 ければ、 決して 藝 術は榮 える 害の もので はない。 

それに 反して、 實 生活の 餘裕 とい ふ ものが どれ 程 不足して ゐて も、 その 生活の 狀 態が よければ、 その 社會は 立派 

な藝 術に よって 潤 ふこと が出來 るの だ。 

それなら 藝 術と は 何んだら う。 私の 考 へて ゐる 所が 誤って ゐ なかったなら、 藝 術と は 人の 持って ゐる 力の 美し 

い 綜合で あり 和 鳴で ある。 だから 人の 力が 萎え 果てた 所に は藝 術の 萠芽 はない。 人 は 借り物で ない 自分自身の 力 

を 持って ゐる 以上 は、 その 力 を 出来るだけ 純 粹に發 揮しょう とする 要求 を 持つ ものである。 その 人の 働く 分野が 

どの 方面で あらう とその 要求に 變り はない。 科擧の 分野で も、 宗敎の 分野で も、 政治の 分野で も、 その外 如 

, ^なる 也の 分野 こ， 於て ぐ も、 この 担むべからざる 事實は 看取され る。 例へば 科擧の 分野で いって 見よう なら、 一 

概 降擧 者と いふと、 何 か 深遠な 眞理の 探求者の 集りの やうに 門外漢に は 見える けれども、 科擧 者に も 種々 な 種 

類が 存在して ゐる。 自分の 持って ゐる內 部 的な 力の 不足して ゐる人 は、 どれ 程 懸命に 勉强 して ゐる やうに 見えて 
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も その 人の 仕事 は 畢竟 極めて 外面 的な もので、 素人に は 分らない から 深遠な 仕事 をして ゐる やうに 昆 える かも 知 

れ ない けれども、 腦 力の 足らない 圖書 館晨が 機械的に 力 I ドの ABC 順 を 整理して ゐ ると 同様な： ti 事し かして ゐ 

ない のが 相 當に多 數にゐ るの だ。 たぐ 取扱って ゐる 事物が 圖書 館の 力 ー ド 程に 通俗的な もので ない とい ふ 相違が 

あるば かりだ。 それらの 人 は 名 は科舉 者と いふか も 知れない けれども、 資は科擧^<?の仗事に供せらるべき材料の 

供給 を 役目と する ものに 過ぎない。 然し 本 當に內 部 的の 力 を 持った 科 Sf?<f は それで は滿 足して ゐ ない。 彼 は それ 

らの 材料から 一 つの 獨 得の 系統 を 創り. H す こと を 努める。 彼の 力 は 眼前に 供給され た 材料 を 如何に 意味 付くべき 

かの 鋭い 觸角 として 働く。 他が 整理す る に 彼 は 生命 を與 へる。 他が 機械的の 配列 をして ゐる 間に 彼 は 有機的な 

統合 を 成就す る。 他が 平面 化する 間 に 彼 は 立 體 化する。 他が その 研究の 對象を いつまでも 生活なる ものと 結び付 

ける ことが 出來 ないで ゐる に、 彼 は その 研究の 結 si- が 何等かの 意味に 於て 生活と 緊迫した か、 はり を 持つ やう 

にす る。 私 逢が 科擧 者と して 尊敬せ すに は ゐられ ない 科擧者 は、 科舉者 自身 は 全く 一人の 舉究 として、 人間の 生 

活と はか \ はりの ない 事柄 を 研究して ゐ ると 思って ゐる 場合が あつたと しても、 私達から 考 へるならば、 私達の 

生活に はなくて 叶 はぬ 一人の 人で あり、 その 研究はなくて 叶 はぬ 研究で あると いふ 結 巣に なって ゐる。 それ は 何 

故で あるかと いふに、 その 人の 人！^ 的な 力が 知らす 識ら すの 問 に、 その 研究の 對象を 人間に 役立つ やうに 表現し 

てゐ るから だ。 換言す るなら ば、 その 學者は 自分の 學 問の 分野に 於て 一個の 立派な 創作 をして ゐ るの だ。 卽 ちそ 

の gtf 者 は 創作者 であると いふ 點に 於て 立派な 藝術 家な の だ。 

通藝 術と 稱 せられる 分野に 於 て も 矢張り この 事 はい はれなければ ならない。 藝 術は藝 術で あって それ は 如何 

なる 生活の 他の 分野に も 隸！^ すべき もので はない。 それ は それ 自身に 於て 獨 立して ゐる もので なければ ならぬ。 

だから 人生のお めの 藝術 など- - いふ： e 語 は 大^に 於て 否定され なければ ならぬ もので、 藝術は 當然藝 術の 爲 めの 


蘇 術で なければ ならぬ。 大藝術 を 生み出した 藝術 家の 多く は 大抵 か. -る 崇高な 評惯を 以て 自分の 仕事なる 藝 術に 

對 して ゐ たし、 乂 現在で も對 して ゐる ことが 知れる。 しかも か i る 態度が 嚴肅に 守られ、 それが 忠實に 徹底され" 

ばされ る sr その 結报に 於て 藝術品 は 私達の 生活と 密接に 相關 はる ものに なって 來る のが 不思議な 位 だ。 それ は 

その 藝術 品が 小さな 主 觀の爲 めに 煩 はされ すに、 藝術 家が 人と して 持って ゐる 純粹な 力の 表現と しての み. a り 出 

さ. e るから だと 私 は 思 ふ 。その 力が 時代の 表面に 浮沈す る 小さな 流れ や 渦の 爲 めに 昧 まされる ことなく、 その 力 i 

身の 赤裸々 な 端的な 表 はれと して 人々 に 迫る からだと 私 は 思 ふ。 だから かう いふ 藝術 品に 接する と、 私達 は 自分 

が梭， して ゐる 時代 を 忘れ、 境遇 を 超越して、 私達の 生の 奥底に 儸存 する 力が 知らす 識ら す搖り 動かされ るの を 

如何す る こと も出來 なくなる。 

所が M じ藝術 家と 自分 は稱 して ゐ ながら、 自分の 持つ 人 として の 力が 十分 强 くない 人になる とその 力 を 思 ふ 

ま V に 高調す る ことが 出來 ない 故に、 それ を彌 縫す るた めに 已むを 得す、 自分の 所有 以外の ものに 援助 を 求めて、 

その 蕩術品 を 創り 上げる 必要に 迫られる。 そこで 自分が 住んで ゐる 時代の 傳統 とか、 習俗と か、 思想と かいふ も 

の を. E 分と は 有機的な 連絡 もない に 借りて 來て、 それで，： m 分の 不足な 力に つぎはぎ をす る。 か&る 作品 は 一 兒 

放 接に 人生と 痛切に 相關 はる やうに 見えながら、 實際 は何處 かに 熱が 缺 けて ゐて、 それ を 鑑賞す る 人に 不滿を 抱 

かせたり、 不愉快 を 感じさせた りする。 而 して 人の 本當の 生活と はかけ 離れた やうな 概念 だけ を收穫 として 鑑賞 

^<;に1べすことになる。 前に 私が 科舉 者の 場合に いった 第二 流 以下の 科舉 者と、 その 藝術 的で ない とい ふ點に 於て 

極めて 類似した ものが あると いはなければ ならない。 

以上 €. し 出た 二つの 例で、 譲 者 は、 私が 藝術 家と さう でない 人との 間の 差異 を 如何 見て ゐ るか を 略 i 推 して 

下さった こと- -思 ふ。 更に 玆に簡 軍に 繰り返すなら、 藝術 { 象と は 如何なる 問題 しく は 仕事に 對 しても、 n 己， T 部 
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の 本然 的な 力 を 以て 當 つて 行く 人で、 その 力の 働きの 中に 自己の 表現 を 求む る 人で、 藝術 家で ない 人と いふの は、 

a: 己內 部の 力が 不足して ゐ るか、 若しくは 不足して ゐ ないでも. それ を 探り出して. E 分の ものと する ことが 出來 

ない 爲 めに、 本 當には 自分に 嵐し ない 外界の もの を 以て それ を彌鏠 する 人の ことで ある。 

たしか， 世の中に はこの 二種 類の 人が ある。 最初の 種類の 人 は 僅かな 餘裕の 中から も 藝術品 を 創り 出す し， 第 

二の 種類の 人 は 如何に 潤澤な 餘裕が 提供 されても 到底 藝術品 を 創り 出す ことが 出來 ない ので、 單に藝 術 家に 材料 

はた 

を 提供す る 役目 を眾 すの みで あらう。 

そこで 考 へて 兑る。 文化的 耍素 として、 藝 術と、 藝 術の 材料と なるべき ものと 何れが 重要な もので あらねば な 

らぬ だら うか。 文化と いふ 言葉の 考察に 就いては 諸說が 々であって、 一言に して 歸 する 所 を 求め 出しが たい も 

のが あるが、 要するに 人類 共存 上の、 有機的で あるが 故に、 從 つて 進歩的な 狀態 であると いったならば、 誰もが 

それに 反對 する こと は あるまい と 思 ふ。 有機的で あると いふ こと は、 人間の 有する 生活力と その 外界と 切っても 

切れぬ 關係を 持して 働き 合 ふとい ふこと だと 私 は 解す る。 か- f る關 係に あって 力と 外界と が 働き 合 ふなら ば、 そ 

こに 必. f 進歩と か發 達と かいふ ものが 結 せられねば ならぬ。 丁度 植物に 活力が ある 時には、 その 根 は 外界から 

その 植物に 必耍缺 くべ からざる 養分 を吸牧 して 發達を 遂げる のに 等しい。 然し この場合 は 植物に 十分の 活力が あ 

る 時に 限る。 縱令 植物 は活 きて ゐて も、 若し 十分の 活力がなかったならば、 その 植物の 根と、 根の 滋養分と なる 

べき 外界の 要素と は縱令 密接し て^して ゐて も、 その 關係は 機械的であって、 有機的で ある ことが 出来ない から、 

その 根 は 外界からの 恩惠を 受ける ことが 出来す、 從 つて そこに は 植物に とって どれ 程 都合の よい 條 件が 用意され 

てゐて も、 その 植物 は 遂に 發達 生長す る ことが 出来ない だら う。 卽ち 文化と は 前に もい つた やうに 人類 共存の 有 

機 的な 狀態を 指す ので、 その 結果 は ひとりで ^人類 生活の 進歩 を 將來す る AJ と^なる の だ。 


所で 5： 部の 力と 外界の 要素との^ 機的關 係と は、 內 部の 力が 外界 Q 要素 を 同化 (assimilate) して そこに 一 つの 特 

殊な獨 ^的な 所產を 生み出す ことで ある。 さう する こと を 私達 は 創造と いふ。 創造と は藝 術が 司る ところの 使命 

である。 卽ち 人間が 新たな 方面 を 開拓し、 そこに 進み出る 爲 めに は、 常に この 藝術 的な 衝動に 從 つての み 達成せ 

られ るの だ。 若し この ことがなかったならば、 人間 は現狀 のま \ で 自然に 適應 して 行く-たけのこと は 辛うじて 出 

来る かも 知れない けれども、 自然 を 克服して 新しい 存在へ/ \ と乘り 越え 移り 變 つて 行く こと は 出来ない。 

だから 一個の 人 なり 社會 なり を 本當に 尊から しむる もの は、 その 生活に 邇ら せられる 餘裕 ではなく して、 そ 

の 餘裕の 中に 働く 所の 內 部の 力 如何によ つて 決定され る。 若し この 力が 缺 けて ゐ たなら ば、 如何に 人類の 外部 狀 

態が 改良 せられても、 到底 所望の 彼岸に 達する こと は 出来ない。 

先づ 人類の 生活 を 合理的に 改善し、 凡て の 人が 十分の 餘裕を 以て 生活す る ことの 出 來る狀 態 を 来らす こと はい 

いこと だ。 それ は 萬 難を排 しても 是非 遂げられ ねばならぬ こと だ。 近時 大 洪水の 如く 世界の 表面に 漲り 流れて ゐ 

る社會 改造の 要求と 實 行と は 確かに あらねば ならぬ 機運の 到來 である。 私達 は 全く 奇怪 至極な 生活の 中に 永い 間 

の 惰眠 を 貪って ゐた。 その 永い 惰眠の 間に 恐るべき 墮 落の 徵候は 社會の 凡ての 分野に 瀰漫し 出した。 この 奇怪 至 

極な 生活の 寵兒 として 生れた 人 も、 繼子 として 生 ひ 立った 人 も、 共に 悲しむべき 墮 落の 淵に 沈まう として ゐる。 

か.； W わう 

殊に 寵兒 としてせ やかされた 人達 は 病が 膏 育に 入って、 新たな 人類の 生活 を 夢想す る だけで も、 膜 歧を感 する ほ 

どやく ざな 心根に なって しまって ゐる。 かう いふ 狀態は 決して 永續 せし むべき ことで はない。 藝 術が 生れ 出る ベ 

きへ は裕の 分配に 就いて 考 へて 見ても、 現在に 於て、 その 餘裕を 有り 餘る 程惠 まれて ゐる 人々 の多數 は、 その 餘裕 

を以 て 藝術を 生み出す ベ き內 部の 力 を 全然 缺ぃ てゐ るし、 虐げられながら も內 部の 力 を 持ち つ e けて ゐる 人々 の 

多數は それ を 用 ひて 藝術を 生み出すべき 餘裕を 奪 ひ 去られて ゐる。 かくの 如き 狀態は 決して あらしむべき ことで 
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はない。 かくの 如き 狀態は 出来るだけ 早く 私達の 生活から 除去され ねばならぬ。 一 日 遲れる こと は J 日 不幸 を增 

す こと だ。 人 は 革命の 悲慘を 云 ふ。 然しながら 毎日々.々 の 悲慘の 堆積に 比べて 見たら、 革命の 悲慘は 却って 輕ぃ 

ものであるの を發 見す る だら う。 

然しながら 餘裕 分配の 調節が 完全に 人々 の に 行 はれる 曉が來 たと しても， その 人間な り社會 なりが 直ちに 文 

化 的 生活 を 遂げ 得る か 否か は 容易に 判斷 さるべき もので ない と 思 ふ。 或る人に は、 また 或る 社會に は、 それが 文 

化 的 意義 を 持つ だら うし、 他の 或る人に は、 また 或る 社會に は、 軍に 外部 的な 生活様式の 變革 としての み 終る こ 

とがない とはいへ ない。 

若し 人間が 絕大の 努力 を盡 して 行った 社會 改造の 結果が 單に 外部 的な 生活様式の 變革 のみに 終る やうだった な 

ら、 その 努力 は畢宽 空費で あると いはなければ なるまい。 何故なら それ は 一 つの 植物 を 或る 瘠 地から 掘り起し 

て， 他の 同様の 瘠 地に 移植した のと 同じ 結 菜になる からで ある。 

それ 故 私達 は社會 改造 を 企てる に當 つて、 その 要求が 那邊 から 來てゐ るか を撿 察する 必要が 生じて 来る。 その 

耍 求が 如何なる もので あれ、 外面に 現 はれる 叫び 磬 は 「我等に 至當 なる 餘裕 を與 へよ」 とい ふこと になる ので は あ 

る けれども- 私達 は 何が 故に 餘裕を 要求す るので あるか を考 へて 見なければ ならない。 こ \ に 至って 私達 は餘裕 

が 要求 せられて ゐる その 奥に 存在す る 生の 衝動に 逢着す る だら う。 少く とも そこに 逢着せ ねばならぬ 害 だ。 その 

生の 衝動と は 私達 は 創造 せんとす る 要求 を 多少に か-^ はらす 持って ゐ ると いふ 見 週すべからざる 事實 である。 こ 

の 事寶に 人が 十分に 氣 付いて、 その 事實の 促進 を 存分に 受けて、 而 して 社會 改造の 要求 を 叫び、 それ を實 行す る 

時に、 そこに は 文化的の 意義の ある 革命が 成就され る だら う。 かくの 如き 要求 を 心に 感する 人な り社會 なり は、 內 

部の 力 を 十分に 持ち 續 けて ゐる ものである 證據 だ。 而 して その 力 こそ はこの 世の中 を 更に 押し進める 原動力と な 


り 得べき 所の もの だ。 

餘裕 とい ふ ものが 殆ど 許されて ゐな. T さう いふ 人 を 無數に 持って ゐる现 代に あって、 へ J 裕を 要求す る 意味な 

ぞが何 だ。 .濒 死の 人に 食物 を攝 取す るに つけての 意味 なぞが 何の 足しにな るか。 先づ 食物 を與 へよ 生活 を與 へ 

よ。 d 餘の事 はさう した 上での こと だとい ふやう に 煽動 的な 革命家 はいふ かも 知れない。 不幸な 人々 に對 する 彼 

の 熱 が 彼 をして かく 叫ばし める の を 私 は 無理と はい はない。 然しながら 私の 推察が こ、 に 許されるなら、 かく 

叫ぶ 革命 〔豕 {n! 身 は {n! 分の 叫喚の 背後に 或る 意味 を 持って ゐ るに 違 ひない と 思 ふ。 換ー W すれば、 彼 は 或る 改造され 

た 文化的な 人 生活 を 心に 描いて、 その上で 以上の 主張 を. &し 出して ゐ るに 逮ひ ない と 思 ふ。 よく へて 兑 たな 

らば、 さう であるので はなから うか。 若し 幸に して 私の 推察が 兒當 ちが ひでないなら ば、 民衆 全 體の屮 に 彼 自身 

の 投影 を见る こと を Si まう とする の は、 ひいきの ひき 倒しに なり はしない か。 民衆 全 體の求 願の 中に 彼 自身の 求 

願の ある 事 を：；；； 2 じ、 民衆の 自覺を そこに 導き、 そこに 革命の 茶 礎 をお くこと によって その 革命 は 费に 終らない 

と い ^結 架 を 生す る ので はない か。 

私 は ¥i 餘裕者 を あまりに 兑 くびる こと をしたくない もの だ。 創造 を 牛； 命と する 藝術的 要求 を 凡て の 人の 中に 

拒みたくない もの だ。 而 して 餘裕の 正當な 分配が この 人間の 要求の 遂行 を 成就す るた めの 方法と して 兑られ たい 

もの だ。 

この 一市せ が 徹せられるならば、 私達 は 文化が 何物で あるか を 事々 しく &鑿 する 必要 はない。 F: しい 文化 は ひと 

りで に そこに 榮ぇ 始める であらう。 

(1 九 二 】 年 六月、 「文化 生 lis」 所載〕 
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紅海 を 離れて 

節 は 三月でした。 然し 氣 候から いふと 日本な どに はあり 得ない 暑さでした。 私 は 印度洋 を 小さな 郵船 會 社の 船 

で 旅しました。 紅海 を 離れてから セィ a ン島に 着いた、 その 間の 數日は 長く 忘れる ことが 出來 ません。 

同じ 地球の 上に、 これほど か やかし い 世界 も あるの かと 驚く ばかりでした。 毎日、 空 は 底の 見えぬ まで 靑く、 

海 は 底の 見えぬ まで 靑ぅ 御座いました。 而 して その 海と 空と を 透明な 火の やうな 太陽の 光線が 思 ふま.. -に 照りつ 

けて ゐ ました。 雪の やうに 白く 輝いた 雲が 現 はれた かと 思 ふと、 忽ち 靑. I 仝の 中に 融け こみました。 白波 一 つ 立て 

ないで、 海 は 暑さの 爲 めに 大きな 寢が へり を 打ちました。 風 は IS ぎ 切って ゐ ました。 たビ 船足の 速さで 起される 

さよ やかな 大氣 の動搖 が、 汗ばんだ 膚 にある かなき かの 凉 しさ を 以て 觸れて 来る だけでした。 汽罐 部から 這 ひ 上 

つて 來た 火夫が、 死骸の やうに なって 濃 藍の 物 蔭 を 慕 ひ 寄って まろびました。 

あび 

それが 夕方の 或る時 刻になる と、 驟雨に 見舞 はれます。 必す 見舞 はれます。 瀧 そのもの を 浴せ かける やうな 驟 

雨。 海 全體が 小躍りし ます。 而 して 晴れ渡った 赤道 下の 夜に つながる 素晴らしい 夕陽と、 思 ふさ まな 凉 風と を そ 

の あとに 殘 して ゆきます。 

(I 九 二 一  年 七月、 「週刊 朝日」 所載〕 


北海道に 就いての 印象 

私 は 前後 約 十二 年 北海道で 過した。 しかも 私の 生活と して は 一番 大事と 思 はれる 時期 を， 最初の 時 は 十九から 

二十 三まで ゐた。 二度目の 時 は 三十から 三十 七まで ゐた。 それ だから 私の 生活 は 北海道に 於け る 自然 や 生活から 

影響され た點が 中々 多い に 違 ひない とい ふこと を 思 ふの だ。 けれども 今までに 取りと めて これ こそ 北海道で 受け 

た 影響 だと 自覺 する やうな もの は 持って ゐ ない。 自分が 放慢 なた めに そんな こと を考 へて 見た こと もない のに 依 

るか も 知れない が、 一 つ は 十二 年 も 北海道で 過しながら、 碌々 旅行 もせす、 そこの 生活と も 深い 交涉を 持たない 

で竹^！して來たのが原因でぁるかも知れなぃと思ふ。 

然し 鬼に 角 あの 土地 は 矢張り 私に 忘られな いものと なって しまって ゐる。 この間 も 長く 北海道に ゐ たとい ふ 人 

に會 つて 話した 時、 あすこに ゐる間 はい やな 處 だと 思 ふこと が 度々 あつたが、 離れて 見る と 何となくな つかしみ 

の 感ぜられる 處だ なと いったら、 その 人 も 思って ゐ たこと を 言 ひ 現 はして くれたと いふ やうに、 心から 同意して 

ゐた。 長く 住んで ゐた處 は どんな 處で もさう いふ 氣持を 起させる もので は あらう が、 北海道と いふ 土地 は 特に さ 

うした 感じ を與 へる ので はない かと 私 は 思って ゐる。 

北海道と いっても さう いふ こと を考 へる 時、 主に 私の 心の 對象 となる の は 住み慣れた 札幌 とその 附近 だ。 長い 

冬の 有る 處は變 化に 乏しくて つまらな いと 人 は 一概にい ふけれ ども、 それ は 決して さう ではない。 變化は 却って 

その 方に 多い。 雪に 埋もれる 六 ヶ月 は 成程 短い とい ふこと は 出来ない。 もう 雪 も 解け 出し さうな もの だとい らい 

らしながら 思 ふ 頃に、 又 空が 雪 を 止 度な く 降らす 時な ど は、 心の 腐る やうな 氣 持になる ことがないで はないけれ 
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ど、 一^ 春が 訪れ^す と， その 素晴らしい 變化は 今までの 退屈 を 補ひ盡 してな ほ餘 りが ある。 冬の 短い 地方で は 

どんな 嚴冬 でも 草 も あれば 花 も ある。 人の 生活に も 或る 華やか さがつ いて ま はって ゐる。 けれども 北海道の 冬と 

なると 徹底的に 冬 だ。 凡ての 生命が 不可能の 少し 手前まで 追 ひ こめられる 程の 冬 だ。 それが 春に 變 ると 一時に 春 

になる。 草の なかった 處に靑 い 草が 生える。 花の なかった 處 にあらん 限りの 花が 開く。 人 は？ 一 n 葉 通りに 新たに 甦 

つて 來る。 あの 變化、 あの 心の中に うづ. （-と 捲き 起る 生の 喜び、 それ は 恐らく 熱帶 地方に 住む 人な どの 夢にも 

想ひ兒 る ことの 出來 ない 境 だら う。 それから 水々 しく 靑 葉に 坤； もれて ゆく "Pf 束 京 あたりと 變ら ない 賽間 の 暑さ， 

^を 細めたい 程凉 しく 暮れて 行く 夜、 晴れ 日の 長い 華やかな 小春、 樹はー つくに， SI 分. E 身の 色 影 を 以て その 枝 

を 装 ふ 小： i^。 それ は 山と いはす 野と いはす 北國の 天地 を 悲壯な 熱情の 舞臺 にす る。 

或る 冴えた 晚 秋の 朝であった。 霜の 上に は 薄い 牛乳の やうな 色の 靄が 靑 白く 澱んで ゐた。 私 は 早起き をして 表 

P の 野に 新聞紙 を 拾 ひに 出る と、 13- にあった 一 一個の 太陽 を兒 出した。 私 は 顏も洗 はすに 天 文舉に しい 教授の 處に 

駄 けつけ た。 敎授も 始めて 寶物を 見る といって、 私 を 二階 窓に 案內 して くれた。 やがて 太陽 は縱に 三つに なった" 

而 して その 左右に も 又 二つの 光體を かすかながら 發 見した。 それ は 或る 氣溫 の關 係で 太陽の 阓圍に 白虹が 出來、 

なほ 太陽 を 中心として 十字形の 虹が 現 はれる の だが、 その 交叉 點が 殊に 光度 を增 すので、 眞の 太陽の 周 圍四ケ 所に 

光體に 似た もの を 現 はす 現象で、 北極圏 內には 诞-^ 見られる の だが この 邊 では 珍ら しい こと だとい つて 聞かせて 

くれた。 又 私の 處で 夜お そくまで 科舉 上の 議論 をして ゐた 一人の 若い 科舉者 は、 歸途 晴れ 切った 冬の 夜 {4- に、 探 

海 俊の 光輝の やうな ものが 或は 消え 或は 現 はれて & 、しい 現象 を呈 したの を 見た。 彼 は 好奇心の 餘り、 小 樽 港に 碇 

泊して ゐる 船に ついて 調べて 見た が、 一隻の 軍艦 もゐ ない こと を發 見した。 而 して その 不思議な 光 は 北極光の 餘 

であるの を 略、 確め る ことが 出來 た。 北海道と いふ 虚 はさう した 虚だ。 


私が 生々 活 をして ゐた 頃に は、 米^ 風な 廣々 とした 札幌の 道路の こ、 かしこに 林擒 園が あった。 そこに は屹 

度小さな小^^：がぁって、 誰でも 五六 錢を 手に して ゆく と、 二三 人で は i ほひ 切れない 程の 林擒 を、 枝から もぎって 

^に 入れて 持って 來て i ほべ させて くれた。 白い 粉の 吹いた ま. -な皮 を 衣 物で 押し 拭って、 丸 かじりに した その 味 

は 忘れられない。 春に なって それらの 蹈に 林檎の 花が 一 時に 開く そのし み， <.\ とした 感じ も 忘れる ことが 出來な 

い。 

何處 となく 荒凉 とした 粗野な 自由な 感じ、 それ は 生面の 人 を 威 脅す る もので は あるか も 知れない けれども、 往 

み 憤れた ものに は 捨て 難い 鹽惑 だ。 あすこに 住まって ゐ ると 自分と いふ ものが はっきりして 來 るかに 思 はれる。 

難に 對 しての 或る 勇 が 生れ 出て 來る。 銘々 が銘々 の 仕事 を獨 力で やって 行く のに 或る 促進 を 受ける。 これ は 

確かに 北海道の^ ：!^ の 特異な 氣質 となって 現 はれて ゐる やう だ。 若し あすこの 土地に 人爲 上に もっと {«! 由が 許さ 

れてゐ たなら ば、 北海道の 移住 民 は 日本人と いふ 在來の 典型に 或る 新しい 寄與 をして ゐた かも 知れない.^ 歐洲文 

明に 於け るスカ ン ディナ ヴィャ の やうな、 又は 北米の 文明に 於け る 一一 ュ ー. ィ ン グランドの やうな 役目 を 5^ たす. こと 

が 出来て ゐた かも 知れない。 然し それ は歷 代の 爲政 者の 中央政府に 阿附 する やうな 施設に よって 全く 踏みに じら 

れて しまった。 而 して 現在の 北海道 は、 その 土地が 持つ 自然の 特色 を 段々 こそぎ 取られて、 內 地の 在米の 形式と 

選む 所の ない 生活の 維持 者た るに 終らう としつ- - ある やう だ。 あの 特異な iE 然を 活かして 働かす やうな 詩人 的な 

徹 視力 を 持 つ 政治 〔¥ は遂 にあ の 土地に は來て くれな い の だら うか。 

最初の 北海道の：；：^ 官の in 一田と いふ 人 は、 そこに 行く と 何とい つても 面白い もの を 持って ゐ たやう だ。 あの 必耍 

以上に 大规 校と 見える 札^ 市街の 設計で も 一 斑 を 知る ことが 出來 るが、 米！： 風の 大農 具 を 用 ひて 片っ端から あの 

未開の 土地 を 開いて 行かう とした 跡 は、 私の 舉生 時分に さへ 所在に 窺 ひ 知る ことが 出来た" 例へば 大木の 根 を 一 
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氣に拔 き 取る 蒸氣拔 根 機が、 その 成效 力の 餘 りに 偉大な 爲 めに、 使ひ處 がなくて、 まびた ま，， 捨て，， あるの を 旅行 

の 途次に 見た こと も ある。 少女の 何人 か を 逸早く 米國に 送って それ を 北海道の 開拓者の 內助 者たら しめよう とし 

たこと も ある。 當時 米國の 公使と して 令名の あった 森有禮 氏に 是非 米國の 婦人 を 細君と して 迎 へろ と勸め たとい 

ふの も その 人 だ。 然し 黑田 氏の か \ る氣持 は 次代の 長官 以下に は 全く 忘れられて しまった。 惜しい ことだった と 

私 は 思 ふ。 

私 は 北海道に ついては もっと 具體 的な ことが 書きたい。 然し 今 は 病人 を ひかへ てゐて それが 出来ない、 雜誌； H 

の 督促に 打ちまけて 單 にこれ だけ を 記して 寛 をふさいで おく。 

(一 九 二 一 年 八月、 「解放」 § 


自然と 人 

人 は. n: 然を 美しい とい ふ。 然し それよりも 自然 は 美しい。 人 は 0 然 を莊嚴 だとい ふ。 然し それよりも 自然 は莊 

^だ。 如何なる 人が 味 到し 色讀 したよりも 以上に 自然 は 美しく 莊嚴 だ。 議論と して それ を 担む 人 は あるか も 知れ 

ない が、 何等かの 機. に 於て それ を 感じない 人 はない。 

その 時 或る人 は、 かくば かり 自然が 美しく 莊嚴 であるのに どうして 人 問 はかくば かり 醜く 卑劣な の だと 歎じ、 

そこに 人 頃の 救 ひ 得べ からざる 墮落を 痛感す る だら う。 或る人 はかくば かり 美しく 莊嚴な 自然の 伴^と なる ため 

に、 人類に は 如何に 希望 多き 悠久な 未来が されて ゐ るか を 痛感す る だら う。 而 して そこに 深い 喜悅 と-房 氣とを 

湧き 立た せる だら う。  づ 

老いる もの は 前の 立 楊に 立ち， 若き 者 は 後の 立場に 立つ。 而 して 私 は 若き であり、 若き 者の 道 伴れ でありた 

い。 

(一 九 二 1 年 八月、 「文化 生 5^」 所載〕 
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筆 頭 語 

Y 氏が 來て かう たづ ねられた。 

「お前 は 本能と いふ やうな こと をい ふ。 動向の 純 r II 兀を主 張す る。 自分 も その 心 持に は 赞成出 來る。 而 して 

能 ふなら ば さう した 生き方 をしたい と ふ。 所が 實際は 却々 \ さ うは 行かない。 先日 京都の N 氏が わざ，^ 訪ねて 

來て叫五時問^^1して行かれたが、 結局 凡ての ^藤の 解：^ は 一度 無一物になる にある。 思 ひ 切って 凡て を 敢然と 拋 

鄉 する にある。 それ をし なければ、 どれ^ 藻提 いても 一 筋に 筋の通った 生活、 卽ち 一 元の 生 >^ に 這 入る こと は 出 

來なレ 私 は それ を實 行した が 故に！ g かに 今 口の 自分で ある ことが 出來 るの だと かう 强く說 かれた。 その肯 葉に 

は 强ぃ權 威が あった。 人 を 動かさす に はおかない ものが あった。 若し {«1 分が 家庭 を 持たない、 而 して 分別と いふ 

ものに 餘り烦 はされ ない 幾年 か 前の，：：：： 分であった なら、 卽 時に？^ で 座 を 立って、 N 氏と 一緒に 家 を 出て ゐた かも 

知れない。 然し 今の n 分 はさう はしなかった。 しなかった が N 氏が 去って 後、 考へれば考へるほど^！！：分は苦しく 

なって 來た。 .1^ 分 は 或る 深刻な 經驗 をして から 筆の 上で 自分の 煩悶と 解脫と を廣言 して 信仰生活の 純一 性 を 主張 

»^ た。 それに も拘 はらす 自分 GI 身の 生活 は 如何 かとい ふと 妻 あり 子 あり 家庭が ある 故に、 身 後の 計も考 へて、 貯 

金 もして ゐれ ば、 他人の 不幸に 恐る く 眼 をつ ぶって、 自分の 家庭の 安全と 幸 幅と を考 へても ゐ る。 一 方から 考 

へる とそれ をし ない こと は、 妻子 ある 以上 無责任 極まる ことの やうに も考 へられる が、 又 一方から 考へ ると J^t を 

信じ： 大道に 頼って 唯 一 無二の 道 を 進まん とする 身が、 明日 を 疑って それに 備 へて ゐ ると いふの は 信念の 薄弱 さ を 

存分に 害き して ゐる もの だとより いへ ない。 それ を考 へる と {4! 恐ろしく なって 來る。 お前 は 一 元 的の 生活 を 主 


狠しながらぉ前^1!:,:^の態度にっぃて何の疚しさを感じなぃか。 GI 分の 苦しい 立揚 について それ を 解：^ すべき 何等 

かの 意兑 を. e. し 出る ことが 出來 るか。」 と。 

私 は それに 對 して 大體 下の やうに 答へ た。 Y 氏の 立 楊を考 へて 見る と、 Y 氏 は 今 自分の 立揚 について 理！？ 的な 

見 斷を 下して をら れる。 その 問題が Y 氏に あって はま だ 本能の 働きにまで 還元され てはゐ ない。 無一物に ならね 

ばなら ぬと いふ 要求 は现智 的に は 存分に 働いて ゐ るが、 無 一 物に なって はならぬ とい ふ 要求 も 情 的に 働いて ゐる。 

元來 一元的に 働くべき 心が、 同じ 問題に 對 して 智と 情と に 分裂して ゐる。 心が 既に 多元に 働いて ゐる。 この 心に 

對 して 如何に 緊張した 問題が 提起され ようと も、 それ は 遂に 心に よって 分解され 終る に過ぎない だら う。 さう い 

ふ 場合に、 表面 だけで も 一元の 生活 を やらう とする の は危險 だ。 N 氏 は先づ 外面から でもい- -、 一元に？； 3 つて 兑 

ろ。 さう すれば 心 も CL 然に 一元に なるとの やうに 說 かれたら しいが、 私と して は 全然 不赞成 だ。 心が 二元的で あ 

る^ は、 卽ち 或る 機緣 によって 教ー つまって 一 元 的に ならない 問 は、 どこまでも 二 元な り 多元な りの 生活 を 押し通 

して 行く がい \ と 出 心 ふ。 

心が r; 儿 的になる 時が 來る。 屹度 來る。 大抵の 人に は それ は 死ぬ 間際に 來る らしい。 それでも ：逾 いと 云 ふこと 

は出來 ない。 鬼に も 角に も 心が 一 元になる ともう そこに は 迷 ひはなくなる。 例へば あなたが 私の やうな もの \處 

に來て それ を 尊ね て InJ^ ようとす る やうな 心 持 は 全くな くな つてし まふ。 誰が 何とい はう が、 赛 子が どんなに 不自 

山 をしょう と、 そんな こと は： 太から 問題に はなら なくなつ てし まふ。 そこに は 必至の 一路が ゆ-され るば かりだ。 

からう が 悪から うが、 それ を どう 折り曲げよう もなくなる。 その 時には 這 入れと いっても、 這 入るな といって 

も、 行く 處に 行く より 外に 道 はなくな つてし まふ。 一元の 生活と は、 さう いふ 心の 境地に 達した 時 始めて 不可 抗 

的に 出來 上る ものと 私 は 信じて ゐる。 それ を 私 は 本能の 生活と 名 づける の だ。 この 生活 を 外面から、 努力 を 以て 
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成り立た せようと する の は 極めて 危險な ことで、 うっかり すると そこから 一 生 腐れが 萌して 來 るので はないだら 

うか。 だから あなたが 私の やうな ものにまで も か&る 一 大事 を 相談し ようとい ふ氣 持が どこかに 潜んで ゐる 以上 

は、 決して そこに かりそめに 足 を 踏み こんで はならぬ と 思 ふ、 とかう 答へ た。 

Y 氏 は 私の いふ こと を ー應首 背して くれた。 然しと Y 氏 は 更に 反問 を續 けら. el た。 

「然し それ は それでい. -と假 りに して 见て も、 .E 分と して は 矢張り 努力と いふ ことに 或る 重さ をお きたい やうな 

氣 がする。 まだ 達し 得ない 境遇で は あるが、 不自然な りに も そこに 跳ね 上って 行かう 爲 めに 或る 手段 を講 する こ 

とが 必耍 とされる ので はない かと 思 ふ。 一元的な 心の 構へ は 出 來てゐ ない が、 外面 的の 生活 だけで も 一元的に す 

れば、 そこに はおの づ から それに 適應 した 心境が 開けて 來る もので は あるまい か。 これ は 矢張り W: 襲 的な 倫理 m 心 

想に 捉 はれた 上の 物の 考へ方 だとお 前 は 思 ふか。」 

さう 思 ふと 云 はう と 私は敢 へて 答へ た。 さらぬ だに 人 は 安き に 居らむ とする。 若し 生死 一大事の 問 题に對 して 

努大の 力 を 無視したならば 人類 は 相 率ゐて 見る/ \ あと 戻り をして、 古人の 言葉 を 使って い へ、 ま 禽獸の 境 に墮 

きま 

落す るに 決って ゐる。 かう 見る のが これまでの 倫 现擧者 ゃ道德 家の 見方に 遠 ひない と 私 は 思 ふ。 然し 私 はこ、 に 

一 つの 信念 を 持って ゐる。 信念と いふの が 出過ぎた ことならば 迷信 を 持って ゐ る。 それ は 或る 生物が 進化の 過程 

にある 問 は、 その 生物が どれ 程 じたばたしても 矢張り 進化す るし、 若し 退化の 過程に あるならば、 又 どれ 程 じた 

ばた した 所が 矢張り^ 化する 外 はない とい ふこと だ。 この 見方が 若し 許されるならば、 これまでの 倫 舉者ゃ 道 

ど う 

德 家の 立場 は 如何い ふ 1^ にある かとい ふと、 人類と いふ 生物 は、 旣に返 化の 過程 中に あるら しい。 これ を その ま 

ま 抛擲して おけば 禽獸の 境界に 隨 落して 行って しま ふ。 そこで 人間的な 努力が 必耍 になる。 本能 的な 要求に のみ 

住 かせて おけば 屹度 退歩す るから、 その 不幸から 人類 を 救 ひ 出す 爲 めに は 本能 的な 耍 求の 上に 理智 的な 要求. をお 


(て、 そ L によって 木 能 を 指！ S して 行かなければ ならぬ。 かくする ことによって 人類 は， 布め て S 化 的 傾向から 救 

ひ 出さ， 飞て 進化の 近 に 入る ことが 出來 る。 かう 兑て ゐる譯 なの だ。 

さう ではない と 倫现舉 や 道德家 はいふ かも 知れない。 人類 は 矢張り 進化 的 過程に あるの だ。 现智の 力 を 一番 

大^な 力と 兑て、 それに 依頼して 行く ところが、 他の 生物と 遠った 點で、 この 特殊な 能力が 人類 を 益 i 進化， M: 上 

せし むる ことになるの だ。 意識的な 努力 を するとい ふこと が卽ち 人類 逃 化の 左 券であって、 お前が いふ やうに お 

力 を：： g 上の 力と して 許さ なくなったなら、 人類 全體は 進化 的で あるが、 お前 だけ は、 人類 進化の 武器 を 否定 せん 

とする が，.^ に、 誤って 進化の 大^から 岐路に 分け入ら うとして ゐ るの だ。 危 いとい はなければ ならない と。 

さう 云 はれても；^ は 努力 を 大事な もの だと 考 へる こと は, ぎしても 出來 ない。 如何に 现舛" が (而 して 努力と い 

ふ 観念 は 人 の ™J 智的 動向が 生み出す もの だと 私は考 へる もの だが) ^在の 人 問 生活の 整理に 便利な もの だから 

といって、 それ を 以て 人 1^ の內 奥に 潜む 本能の 指 a*^ たらし めんと する の は、 本末 IS 倒の 問 違 ひで ある。 

t-,, の 牛- V.:: こ， 於て、 一瞬^で も^つ まった 場合に 立った 經驗の ある 人 は 誰でも 知って ゐ るが 如く、 人 は 本心 か 

ら 動いて か. - る." 寸に は、 そこに はもう 努力の 必要 なぞ はなくな つてし まふ。 ち理智 分^の 境界 は 失 はれて しま 

つて、 た.. - 一筋の？ F」 のみが 殘 される。 而 して か. -る瞬 が 我々 にと つて  一^ 大きな 飛躍の 出來る 瞬^で ある。 過 

ぶから 朱來 への 階段 を 一足飛びに 飛び越える ことの 出来る 瞬間で ある。 考 へても 見る がい \、 昔から 優れた 人 

が 俊れ た 生活 を 成就した その 過程 を 3- ると、 決して 努力な どから それが 成就され てゐる やうな こと はない。 もつ 

と 深い 所から 湧き起る 力が 不可 抗 的に 動いて その 人 を 引き 廻して ゐる こと を發兑 する だら う。 强 ひて 或る 《M 的に 

達せん とする 乎 dl- である 所の 努力と いふ やうな もので その 人の 生の 力 は .of かれて はゐ ない。 その 人に 於て は 0 的 

と 乎 段と よ 一致して しまって ゐる。 ^きる ことが その ま. - 成就す る こと だ。 かう した .铲扎 力 生れ 出て 來 なけ. tf- 
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ば、 人 鎖の 進化 を 促進す る やうな 生命 は 燃え立つ こと はない。 

そんなら 努力な しで どんな 牛； 活が 人類に 出來 上って 行く か。 さう 尊ね る 人 も あるか も 知れない。 こ \ で 私 は. B 

び 前にい つた 私の 迷信 を €. し 出る。 恐れる ことなく、 我々 は 努力 を 無視した 生活 を 試みて 兑 ようで はない か。 世 

の屮は 外界から 努力 を强 ひられなければ 死んだ 者！： 然 になって しま ふやうな 人 からば かりで 成り立って はゐな 

い。 つまった 生活 をし ないで は 生きて ゐられ ない 人が ある。 そんな 人 は CI 分の 部からの 促進に 從 つて どし ど 

し， III 分の 生活 を，： 1： 上擴 大して 行 くだらう。 而 して それが 他人への 敎訓 となって、 他人 をして その 人と 同様な 生活 

を！ g 似させる^ 5^ に はならない かも 知れない。 ：！： 故と いへば、 旣に 努力と いふ こと は 捨て去られ たの だから。 然 

しながら その 人の 生活 はたし かに 暗示と なる。 面して 他の 人の 生命に. 2： 部 的に 励き かける に逮 ひない。 人類が 進 

化 的 過程に あるなら ば、 その 暗示と なって 勸 きかけ る カは强 く， それ を吸收 する 力 も亦强 いに 遠 ひない。 そこに 

人生の 可能性が 成立す る。 これに 反して 人類が 旣に 下り坂に あり、 退化 的 過程に あるなら ば、 载 つまった 生活 を 

する 人 も GI 然 少なくな り、 それが. ほ 示と なって 働く 力 も 弱く、 又 それ を吸收 する 力 も 減じて 來て、 段々 と 牛； 命 力 

が- ：! れて 行く に途 ひない。 然し それ を 如何す る ことが 出来よう ぞ、 そこに 行けば 總て は實際 人力 以上で ある。 私 

建は默 して 述 命の 指呼に 從 ふより 外 は あるまい。 旣に 運命が 人類 を^ 化 的 方面に 押し 向けた 時、 人類 はいかに じ 

たばた した 所が、 それ は畢兗 喧嘩 過ぎての 棒ち ぎり だ。 

それなら 努力 を 必要と して 强說 せねば ならぬ^ 活が 如何して 生じ たかを、 私達 は 手 を 胸に あて &考 へて 見る が 

い \ と 思 ふ。 こんな 曾 葉の 後に は 警戒すべき 澤 山の 政略が 含まれて ゐる こと を 知らねば ならぬ。 その 政略 だけ は 

綺麗に 11 してし まって、 努力と いふ 一 寸 兑の體 裁の い、 所 だけが 私達の 眼の 前に さらされて ゐる ことに 注意せ ね 

ばなら ぬ。 努力と いふ こと も 宗敎的 ゃ倫现 的の 意味にまで 持って 來 ると 人 問き がい- -が、 蔓 から 蔓 をた どって、 


.J え々 おの 卞 こ！^ り 下げて 行く と、 恐らく 私達が 夢想 もしなかった やうな、 醜い 卑しい 扠？ S 道德、 奴 詞^ 度の 主极 

にぶつ かる こと はない か。 

ナし ども M ル 在の 生活に 於て は それ も 仕方がない ではない かとい ふ 人が あるか もしれ ない。 それ は 見やう 「つの 

こと. ヒ。 现 在の 生活に 於て は それ は 仕方がな いと 兌る の も 一 つの nl- 方 だ。 そんな ものが 必耍 でない やうに 現在の 

活を變 へよう ではない かとお へる の も 一 つの 化 方 だ。 而 して 私 は 本能の 有難 さを感 する が 故に 後者の 見方 を 守 

らうと する もの だ。 

それで はお ははお 前の 见 方に 徹底して ゐ るか。 とい ふ Y 氏の 始めの 質問が！： g 後に 考 へられねば ならぬ。 私 は 恥 

かしながら 答へ る。 徹底して はゐ ない。 それなら 徹底 もしない のに 何故 そんな こと を 生 張す るか。 私 は 答へ る 

私よ： ：1 底 はしない が 私の 主張す ると ころの もの を 或る^?^ に は 確かに 經驗 し、 それが^^上のものでぁるのを知っ 

てゐ る。 而 して 私の 生活 は^々 その 方向に 成長して ゐる。 だから 私 は それ を その ま&に 述べた に過ぎない。 若し 

私の 述べた 所に 力がなければ、 それ は 私の 經驗が 不十分な ためで ある。 若し 私の 述べた 所に 少しで も 力が あるな 

らば， その 力の ある だけの 經驗を 私が 持 つて ゐ ると いふ！ であ る。 

( 一 九 二 1 ギ 八月、 「新 文學」 所載) 
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「御 柱」 上演に 就いて • 

Ml:: ル氏を 通じて. Si 右衛門 氏から 二：^ 劇 を 書く やうに との 依賴 があった 時、 元來、 劇道に 暗い 私 は、 二つの S に 

於て 考 へねば _J -ら なかった。 一つ は 古右衞 門 氏の の藝 風と いふ ものが、 どんな ものである かとい ふこと、 一つ 

は  一 摩 は 如何 窨 いたら 好い もの かとい ふこと。 その 中で 第一 の點 はたやす く 解決が ついた。 それ は 吉右衞 門 氏 

グ設烛 など、 云 ふ 事 を 念頭に おいて 謦く 必要がない との 申し出 を 受けた からだ。 然し 第二の 點には 私 は 餘；？ 1 迷つ 

た。 これまで たった つ だけより 腳本は 害かない のに、 その〕 1^ 初の 試み だけが 一 蒜 劇で、 この 形式の 脚本に つい 

て は C 信 を 持って ゐ ないから だ。 その 效 は 額面に はめ込まれた 一 つの 総の やうで あらねば ならぬ。 しかも その 

^の 周圍を かぎった 額面の 外に、 終" に 於て は {4.;^ 的に だが、 戲 曲に 於て は 時 ^ 的に 或る 遠い 展望が 開けて ゐ ねば 

ならぬ。 それが 私の 力に 出 來る事 だら うかと 私 は 迷った。 

鬼に 角 私 は 試みた。 題材に 選んだ の はいつ かこの 紙上で 紹介され た 景 である。 この 夏 信 州へ 旅行 をした 時に 

も、 遇 ひ 得た 人に 誠 訪の蔡 をなる ベく 丹念に 尋ねた つもりだった。 而 して 歸 京して から 筆 をと つて 略 ぷ出來 上つ 

た顷、 偶然 藤 森 成吉氏 をお 訪ねしたら、 同氏が 識訪 出身で ある 事に 氣 がつ いた。 同 氏の いはれ る 所に よれば 千 葉 

神社の 木彫 を 請け合った 立 川 和叫郞 と：. ムふ 彫物 大工 は、 現在で も課訪 では 評判の 殘 つて ゐる 程の 名工で、 その 製 

作品 も 少なから すその 邊には 散在して ゐ るとの 事だった。 それ 程の 人と は 思はなかった ので 私 は その 點を 十分 調 

ベて なかった ので、 寶錄 的に 和叫郞 なる 人 を 舞臺に 出す 事が 出來 ない の を 知って 名前 も 龍 川 平 g: 郞と變 へて 架お ふ 

の 人物に した。 


J り, し 

川； t^i に 就いても 純粹た 現代の 標學 語に しょうか とも 思った が、 彫物 師は 派訪の 老人、 それに 齒向ふ 大工 は江戶 

の 職人と いふ 約^が あるので、 共の：： iKr を 出す 爲 めに は、 いや 味になる 嫌 ひが あるに も か、 はらす、 地方 語 を 用 

す よみ 

ゐる ことが 必要と せられた。 これに ついては、 或る 夜、 私の 處に 友人が 會 合した 時、 私が 脚本の 素讀 をす ると、 

.iiii に ゐた藤 森成告 、 吹 田 順 助、 屮川ー 政、 祖見淳 其の 他の 諸氏が、 信 州 及び. y 戶の 言葉 遣 ひに 就いて 熱心に 十二 

，w 過ぎまで 訂正 をして 下さった。 これで 私の 卿 本 は 非常に 體裁を 整頓され た譯 だ。 此の 點に 於いて は 一種の 合作 

と 一ぶ つても 宜ぃ 位で ある。 私 はこの 機會に 於いて 右の 諸氏に 感謝の 意 を 表す る。 

「御 柱」 とい ふ题は 訪明祌 の 御 柱の 祭と いふ 七 年 目 毎に 行 はれる 祭事から 來て 居る。 《A の 年と 中の 年と、 七 年 

a に 太い 柱 を ：S 訪明祌 の拜殿 (諷 訪明祌 に は祌殿 はなく 拜 殿の 向う に は 唯， 薈 たる  一 f_ ^の 深 林が ある だけ ださう 

だ) の 叫 方に 立てる の だが、 その 意味 は 色々 に解釋 されて ゐる らしい。 生殖器 崇拜に 因緣が ある やうに 考 へられ 

るふし も あるし、 晋 は七ハ 牛^に 拜殿を 改築す る習惯 があった の を、 入费 やその 他の 關 係から 柱 を 立てる だけで^ 

に 合 はした の だと も考 へられる し、 タケ ミカ ヅチ の 尊に 追 はれて 遁 げて來 た大國 主の 尊の 子 タケ ミナ カタの 尊 

が、 i:^ 州まで 來た 時に 降服 的な 和睦 を 中し 出た 結 信 州 を 所領に 與 へられた けれども， その 境 以外に は 足を踎 

み 出さない 條 件で、 ま 分の 居城の 周 圍に柵 をめ ぐらした。 その 柵の 心 を 今日まで 傳 へたの だと 云 ふ 解釋も あるら 

しい。 どれが 考古舉 的に 正しい 解釋 であるか は 知らないが、 最後の 考へ 方が 一 骄傳奇 的で も あり、 都合 もよ かつ 

たので 私 は その 解釋を 採用した。 信 州と S ふ 國、 信 州の 人と いふ 人 逹を考 へる と、 この 俾說は 生きて 來る やう だ" 

平 叫 郞が畢 世の 仕事と して 仕上げた ものが 一 夜の 中に 灰燼に なった 時 丁度 その 翌日 故鄉で 執行 さるべき 御 柱の 祭 

を 感慨 深く 聯想す ると 云 ふの は、 傅統 的な、 而 して 緊迫した 心の 姿を繪 にして 見せ 得る と 私は考 へた。 それ 故 そ 

れを题 村に した。 

「御 柱」 上演に 就いて  I 〇 五 


内容に ついては、 この  一 jol^ 釗の 中に 私が 何 を 盛らう としたかに ついては、 兹に くだ，/ \ しくい ふ 必要 はない。 

成功して ゐる にせよ、 失敗して ゐる にせよ、 それ は舞臺 上の 藝 術が 説服すべき 苦の もの だから。 

舞毫 監督 は吉 右衛門 氏の 後援 會 なる 球 月會 にお 任せす る ことにした。 皋月會 は そのために 土方 與志 氏と 里 見 JgJ 

氏と を 推 K した。 私は兩 氏が 私の 未熟な 脚本に 對 して 最善の 努力 を與 へて 下さる の を 感謝す る。 

稽古が 開始され る 時、 俳優 諸氏に 私と しての 意見 を 述べろ との 事だった。 私 は 云った。 あまりに 明白な こと だ 

が、 新劇と いふの は 現代人が 出て 來て、 現代語で， 現代的な 思想 や 感情 を 表現す るから 新劇と いふので はない。 

脚 木に もよ る こと だが、 主に それ を演 する 俳優が、 在 來の演 伎の 習俗から，： ni 分 自身 を 解放して、 銘々 の氣 質に 應 

じた 獨. Q の 解釋を もって、 脚本 中の 人物 を活す こと だ。 默阿彌 の もので あらう が、 近 松の もので あらう が、 それ 

を在來 通りのお 座な り 芝居に する か、 全く 面目 を 改めた 新劇に する か は、 俳優の 心がけ 一 つで 出 來る亊 だ。 一人 

の W 舍の 老人が 出て 來れ ば、 「あ \  、あれ は あの 調子で やれば い- -の だ」 と 昔から きまって 出来て ゐる葡 い 型 を そ 

のま \當 て篏 めて、 そこに 何等 獨.！ ：！ の 工夫 思案 を 用 ひなかったなら、 どんな 立派な 腳 本が 新たに 書きお ろされ た 

所が、 それ は 到底 新制に なり る もので はない。 この 用意 を實 現す る爲 めに は 俳優 は 小さい 時から 受けつ いで 來 

てゐた 俾來 の！： 1： を 先 づ思ひ 切って 捨てなければ ならない。 少なくとも その 齊に 更に 一 と 磨き 一 一た 磨き を かける ぞ 

との 猛心. がなければ ならない。 大體 こんな こと をい つた。 

と！^時に私は^:I分の作品に對しても自分GI身で考へねばならなぃ多くのもの、ぁるのを：E^出してゐる。 此の 脚 

木 及び その上？ 加に 對 して、 私 はこん な 披露 をす るの を 恥 かしく さへ 思って ゐる。 然し 今度の 試み は 私に 可な り豐 

かな 敎訓 を與 へて くれた やう だ。 

( 一 九 二 一 年 十月 廿 一 日、 「讃賈 新 聞 リ曜 附錄」 所載) 


生活と いふ こと 

私 は n 分の 氣に 入った 仕 15^ を發兑 した。 今の所 この 點に 於て 私 は 世界中で  一 ^幸福な おの 一 人 だと 思って ゐ 

る。 rr^の；：J<逢が來て、 ほ 分の して ゐる 仕蔡 が、 少しも 分の 本性に そぐ はない 不愉快な ものであると いふ やうな 

お^ を； 1 ら すの を 間く と、 その 人 は嘸ぞ 苦しいだ らうと 思 ふ。 曰々 の 生命、 それ は 二度と その 人に 歸 つて 來 ない 

命 を、 C 分に も す、 從 つて 他の 人に は猶 更慊ら なく 兒ぇ るに 違 ひない 生活の ために、 磨り減らして 行きつ 

つ ある、 さう ぉ感 せねば ならぬ その 人の 心 を 思 ふと 全く 悲しい こと だ。 而 して 私 は 分が 餘 りに 自分の 仕事に 滿 

足して ゐ るの を- まない とさ へ m め ふ。 

斷 わるまで もな く. こ \ で，：：：： 分の 仕 に滿 足して ゐ ると いふの は、 CI 分の 仕^の 出來榮 えに 滿 足して ゐる とい 

ふお 味で はない。 文！ S のこと に たづ さはる とい ふ そ の蔡が 私 を^ 分 に滿 足させる とい ふに 過ぎない。 私が 利害の 

顧-: や 打， や を 忘れて 沒 頭し 得ろ を a 出す 仕事と い へば、 創作に 從事 する 時の 外に はない とい ふ 意味 だ。 斯 

^^^でに私は-：：！分の仕車に滿足してゐる。 

それ^ 滿 足して ゐ ながら、 悲しい ことに は 私の 生活が 仕事と 分離して ゐ ないかと 考 へさせられる 瞬 W を 幾 皮 も 

たねば ならぬ 苦 ， 紐 は ある。 ー體 をい ふと 生活 は卽ち 仕事で あり、 仕桌 は卽ち 生活で あらねば. ならぬ。 木 常に 仕 

市 tki^s 足して ゐる 以上 は、 生活に も滿 足して ゐ ねばならぬ！ in だし、 生活に 滿 足して ゐる 以上 は、 仕事に も滿 足し 

てゐ ねばなら ぬ^だ。 せお 的な 生活の ある 所に のみ 積極的な 仕 if は 半 一れ る。 而 して 又 立派な 代 事 は 生活に ゆるが 

ない 〈.s ルを與 へる。 

幻と い ふ こ と  一 0 七 
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所が 私に はま だ それ な 立派な 仕 は 出 來てゐ ない。 この 仕事なら 滿足 は出來 るな との 確信 はついて ゐ るが、 

その 仕事の 內容は 贫弱を 極めて ゐる。 そこから 私の 生活 は 脅かされる。 こんな 仕事より 出來 ない のに， 生活 

は 今の ま i で やって ゐて 巾し 譯が 立つ かとい ふ內部 の 響 を 聞く。 その 聲は 極めて 痛く 響く。 

然し それよりも 强く 且つ 痛く 響く 聲は、 今の やうな 生活から 本當 にょい 仕事が 生れ 出る 餘 地が あるかと いふ 聲 

だ。 私の 衷に 仕事 を 善美に すべき 十 だけの 力が あると しても、 今の やうな 生活で は その 五分の もの は 愚か、 仕事 そ 

の ものが 生活の 不安定な ために 歪められて ゐて、 假令 表面的に どれ 程 量に 於て 澤山 仕事 はして ゐて も、 その 實質 

に 於て 到底 積極的な 仕 蔡は出 來てゐ ない！ gmK- になって ゐ るので はない か。 さう いふ 氣 持が 絶えす 私の 心に 動いて 

ゐる 0 今して ゐる 仕事が かけが へ のない 程 自分に 喜ばれる 種類の ii 事 だと 思へば 思 ふ 程、 その 感じ は 激しく 動く。 

これ は 然し 私に 限った ことで はない かと 私 は 思 ふ。 誰でも 仕事 を兑 出した 人 は、 生活が {::I.S であるに つけ、 不 

C.E であるに つけ、 餘裕が あるに つけ、 餘裕 がない につけ、 考 へないで は ゐられ ない ことで あると 思 ふ。 固より 

生活に も _ ^極 的な 意味の ものと 消極的な 意味の ものとの 二つが ある だら う。 消極的な ものと いふの は、 例へば、 

^ss? を 語る 人が、 1； 草、 酒、 酸味 を 絶つ とか、 樂器を 奏する 人が 乎の 運動 を 避ける とかい ふ 類 ひの もので、 心 

懸け 一 つに よって それ を 正しく 導く ことが 出來る ものである。 この 消極的な 生活で すら、 本當 をい ふと 仕事と し 

つくり 合 はせ て 行く やうに する の は屮々 容易な ことで はない。 仕 ie! に對 して 際立った 熱意と 愛着と Q ない 以上 は 

容易に 出來る ことで はない。 而 して 大抵の 人 はか.^ る 種類の 生活 態度に すら 無頓着で ある。 然し 私の やうな 自分の 

選んだ 仕事に この 上ない 滿足を 感じて ゐる 者に とって は、 それ をし 遂げる こと は 左程の 障りに はなら ないやう だ。 

然し 精 極 的な 意味の 生活と なって 來 ると、 それ は M に 容易なら ざる 問題に なって 來る。 何故なら それ は 自分 自 

^^^だけの蔡ではなくなって來るからだ。 こ \ で 私の 意味す る 積極的の 生活と いふの は、 他の 人の 生活と 聯關 して 


考 へられねば ならぬ 生活 をい ふの だ。 多くの 人が 苦しんで 生活して ゐ るのに、 自分 だけが 樂な 生活が 出來 ると い 

ふの は 一 つの 矛质 だ。 或る人々 が樂な 生活 をして ゐ るのに、 S 分の 生活が 切りつ まって ゐて、 これと 思 ひ 定めた 

仕^ こ， >t-pr:q 來な いとい ふの も 一 つの 矛！ ir た。 さう した 生活の 中から 本當の 仕事が 生み出され 得な いのは 恐らく 

誰に も考 へられる こと だら う。 勿論、 人の 心に は 微妙な 働きが あって、 心の 持ち やう 一 つで、 ^=！^ にゐて も玉樓 

に 住む：： を.^ つ ことの 出 來る人 も あらう し、 玉 樓にゐ て も 陋巷に 餓 ゑる やうな 苦痛 を 嘗めねば ならぬ 人 も あら 

う。 然し 事 實に卽 して 現實を 回避し まいと する 人に 取って は、 その どちらの 生活に あっても 必す滿 足 はして ゐら 

れ ない 笞だ。 而 して これが 现 代の 社 會 生活が 思慮 ある 人に 與 へる 大 なる 苦痛で あらねば ならぬ。 

この 矛 lis は敢 へて 现 代に 限られた ことで はない かも 知れない。 人類の 生^す る 限り 緩いて 行く 矛质 であるか も 

知れない。 而 して 羅党 この 矛 IS に對 する 苦悶から 美しい 仕事の 才は 萌え出る のか も 知れない。 然し それ だとい つ 

て 矛 t ^よ-矛盾 である。 矛盾 を自覺 した 以上 は それ を 無くしようと 勉め るの は 人 が 持って 生れた 本性 だ。 本當を 

いふと 私が 今 「矛 质に對 する 苦悶から 笑し い 仕 蔡の芽 は 萌え出る かも 知れない」 といった 貢 葉 は、 おに 苦悶で は 

なく、 その 苦悶に よって 惹き 起される 正義の 心から 美しい 仕事の 芬は 蘭え 出る といった 方が 正しい 言 ひ 方 だ。 

仕 察 を！ 1:3- 出さない 人に はこの 矛 は 明かに 現 はれない。 仕事 を 見出した 人に はこの 矛盾 は 非常な 威 堕と なって 

日々 迫って 來る。 而 して それ を 解決しょう ために その 人 は 自分の 生活 を 》 ^直し、 他人の 生活に 觸れ て兑る 必要 を 

-®、 ずす に は ゐられ なくなって 來る。 これ は 私 一人の 問題で はない と 思 ふ。 仕事 を 兌 出さう とし、 义は = ^出した 凡 

ての 人々 と 合力して 解決 を 試むべき？^ 题 だと 思 ふ。 それ故に 私は敢 へて これ だけの こと を 披瀝した。 銘々 が銘々 

の 方向に 就いて 考へ ていた^きたい 爲 めに。 

(1 九 二！ 年 十 一 = -、 「文化 生 5is」 所^〕 
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藝術 家の 生活に 就いて 

どの 職業で あれ、 それ §ビ る 人が 臾さ 仕事 に爲し 遂げる ために は、 どうしても、 そ Q 卷と S と 

の交涉 する 點に 就いて、 深い 考察 を 巡らさなければ ならない。  . I 

この 事 は 極く 平凡な 事 S やうに 思 はれる けれども、 それが 嘉 どれほどの 程 誓で； I されて ゐ るか は、 1 

めて 疑 はし あ へられる。 藝 Is 生活と いふ やうき とに 關 して 雲して 見る に、 i0inM 

^1 やうに きる。 概念的に 考 へられた I 家と いふ もの は、 何 か 一般人と は 異なった 護の 爵な 

蒙った 人々 であって、 その 人た ち は 一般人と は 共通 點の 少ない 生活 I くの が 響で、 一般人から きしま やさ 

るべき ことで あると いふ やうに 遭して でる 倾 向が あり はしない か。 衆 俗を 習 ひ、 ss!h. 

ことで あるに しても、 その 破り 嫌が、 我儘 一 謹の、 If  ， 必然的な 必耍 もない 破り 方 を 平凡でして；？ 

i の藝 I であるら しい f する 人が、 或はないでも ないやう に 思 はれる。 5 の I りで ある。 極 

；&^な氣取りゃぅでぁる。 

それが I 笔、 氣取 りで あるす とさい ふだけ で濟 めば まだで。 然しながら、 その 無 反 fl 卷こ M は さして、 

その 人の 藝 術が 謹したり、 荒んだり する やうな ことがあったら ど うだらう。 しかも、 それ はさて きとよ 

はれない ことなの である。  お f . 

私の 知？ ゐる 友達の 一人に、 露の 先生 をして ゐる 人が ある。 それ は 私 Qf 友達で あるが、 若い 頃に よ あ 

ら ゆる 讓 ill 活 塞み、 女色に I づき、 酒に も 溺れ、 その外色^無反省|きしてゐたハ7.自 


分 Q±i 格に かなった ものと 见 えて、 ！ 曲 道に 身 を はめ込ん でからと いふ もの は、 その 人の 生^ は兑 違へ る やうに 

變 つて 來た。 今、 彼 は 酒 は 勿論の こと、 煙草 も！； ます、 醬 油つ。 ほい 辛味の 强 いもの も 口にせす、 mifM は 一切^ ひ 

ないで ゐる。 その 人の 生活の 變 化を觀 察した 私 は、 或る 强ぃ 暗示 を 受けた やうに 感 する。 私 ども 藝術家 は、 ー體 

C 分の E 常 生活に 對 して、 ^して この 友達 程の 綿密な 注意 を拂 つて ゐる だら うか。 少なくとも 私に は、 それほど 

の 用. おは 出 來てゐ ない。 これ は 藝 術 家と して は恥づ べき こと だと 思 ふ。 若し、 本 常に 自分の 藝術を 愛するならば、 

その 人の 生沾 は、 n《s の 極く 些細な 事柄から して 變っ ていかなければ ならない 答 だ。 そんな ことに 無頓着で、 自 

分に は： 大惠 的な 才能が あるら しいと いふ こと 位に 依頼して、 勝手 氣 儘な 生活 を 導いたならば、 その 才能が どれ だ 

け^^-.-匸ゐたものでぁらぅとも、 それ はむ ざく と、 塵芥 同様の ものに なって しま ふに 違 ひない。 

天才と は勉强 をす る 人で あると 云った 人 さへ あると 聞いて ゐる。 私 はもつ と 綿密に 日常生^の 微細な 部分に ま 

で 注意 を 拂ひ、 c 分の 製作と、 その 生活との に 密接な 關係を 作る ことに 注意 を拂 はなければ ならない と 思って 

ゐる。 

藝& 〔啾 は、 なるほど 衆 俗 的な 生活 態度から 常に 解放され てゐ なければ ならない だら う。 しかし その 特 i を^ 

用させる やうな 蕩 術 家 はたち どころ に 罰せられる。 それが 正 用され ると ころに、 始めて よい 藝術は 成り立つ。 こ 

の 一 事を^た ち は 絶えて 忘れて はならない と 思 ふ。 

C 1 九 二 一 ii. 十 I 月、 「文章 俱樂 部」 所載〕 


熟 術 家の 生沾に 就いて 


お 七 《せ  一一 一一 

「小 ささ 灯」 書 後 

私 はこの は ー篇の 小說を 創作して 發 表したい ものと 目論んで ゐ ました。 然し この Sz く 論ろ,^ は 全く 水 包に 歸 しま 

した。 創作の テ I マ はいくつ も 私の 胸の 中に あるので すが、 どうしても 形 を 成して くれません。 私 はかう いふ ド 

自 .£ な 心に なった の を 始めの 中 は 十分の 不安 を 以て 眺め ましたが、 今では それ 程に も 思 はなくな りました。 私 は 

私が さうな つた 原因 を 見出した からです。 この 原因 さへ 取 除かれ \ は、 前より は 少し は 自分に だけ は氣に 入った 

ものを產み出すことが出來るとの自信を持っことが出來るゃ,^になったからですo さうな るに は 二 ハキか i るか 五 

.^^-カ、るか知れなぃけれども、 鬼に^い つか は そこに 行きつ くこと が 出来る でせ う。 

この 前の 輯を 出して からこの 輯を 出す に 至る までの 問、 私 は 寧ろ 爲す こと 録 なく 暮 してし まひました。 然しな 

力ら 何にもして ゐ なかった のではありません。 母を迎 へに 熱 海まで 行って  一、 二日 間 何にもし ないで ゐ たら、 全 

く堪へ 切れない 程の 返 屈に 襲 はれて しま ひました。 だから それまで は不滿 足に 思 ひながら も 私 は 何 かかに かやつ 

てゐ たものと 思 ひます。 

その やった ことの 巾の 一つと して、 私はホ ヰット マン の詩の譯 を ニー 一一 企てました。 私 は 元 來詩は その 會 かれた 

國 語に よっての み讀 まるべき もの だとい ふ 意兑を 持って ゐる もので、 飜譯は 不可能 だとす る ものです。 な., つて あ 

の 仕 1=., に は 自己矛盾が あります。 その上 ホ ヰット マンの 詩 は ある 大きな 量 を 以て 富 ffl、 白 島の LM 氏に よって 企て 

ら れてゐ ます。 然し 以上の 兩氏は 共に 詩人 を 以て 住する 方々 であります。 詩人が 他人の 詩を譯 すと いふ こと は、 

素人 力す るよりも ー歷 困難な ことで はない かと 私 は 思 ひます。 何故なら 詩人 は 各.. 自己 獨特の 風格 を 持って ゐる 


のです から。 この 性來の 風格の 獨 SI 性 を 無視し ようとい ふこと は、 縱令 企てた ところで 出來る 苦の もので はあり 

ません。 それが 勝 乎に 出來る やうなら その 人 は その 隨？^ に 詩人た るの 资格を 失 ひ 去る 外 はない ことになるからで 

す。 だから 詩人が 他の 詩人の 詩 を 譯す扱 合に は、 ^に逐 語 的に 他 S 詩人の 詩 を ms つた 曾 葉に 排列す るか、 rt: 己獨 

特 の 風格の ものに 改^す. るかの ニ途が あるば かりです。 

所が 私の やうな 詩に 對 する 素人に なると、 自分の 方に ぬきさしの 出來 ないやうな 詩的 特殊性が 發 達して ゐま せ 

ん から、 案外素^51にぁる詩人の風格に道入りこむことが出來ると私は出心ふゃぅになったのです。 それで 私 は 私の 

力の 及ぶ かぎり、 ホネット マン の氣持 を渗み 出させる ことが 出來 るよう にと 心 懸けて を 取って 兑 ました。 それ 

が 何 所まで 成功して ゐる かは讀 の 判斷に 任す 外はありません。 父 ある 人 は 私の It 文が ぎごちなくて？ S んど H 本 

IJ^i の體 をな して ゐな いとい ふか も 知れません。 然し これ は ホヰッ トマ ン の 原詩が の 批評 境から 蒙った と 略. - 

I:!: じ „ゅ 劾で、 常時の 批評 { 糸の ある もの は、 「ぁれが若し^^として理解出來るなら、老豚が數舉を|^.解することも出 

來る だら う」 とさへ いひました。 それ 程當 時の 英語 若く は 詩形と は緣 遠. S ものであった のです。 而 して そこに ホ 

ヰット マ ン の 極めて 獨创 的な 所 も 亦 潜んで ゐ たの だとい はなければ なりません。 その 調子 を いくらか でも 出さう 

とした 企てが 私の 譯 詩 を 可な り晦 IS な ものにして しまった やうです。 時に あれ は 原詩に 較べて 兑 ると あまり ci 

出な HIS のし かた^と いふ 非難 も あるか も 知れません。 例へば 花 氏の 譯文 などに ST へて 兌る とその 批評 は 

たしかに 常って ゐ ます。 こ &には 然し 私と して は {：! 分の 譯 詩が 鬼に 角 読？？ に 了解し 得られる だけに はして おきた 

いとい ふ EZ 論 兌が 潜んで ゐる こと を 察して M はねば なりません。 英； S の證 めない 讀 おに、 ホ ヰット マンの 詩が い 

かなる 5： 容を 持って ゐ るか を 朧げ ながらで も 傅へ る ことが 出来れば、 私の 仕事の 使命 は^されて ゐ るので す。 私 

の譯詩 を， S みて 下さる 人が あったら， その 位の 要求 だけ はおみ て 下さる こと を 私 は S 一え む ものです。 これから も 機 
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杂" が あったら 私の 力の 及ぶ 範园に 於て この 詩人の 詩 を 日本語に なほして たいと 考 へて ゐ ます。 

文化 生 J ^研究お でした 私の 講^の 维記 が 警醒 社 かち、 新人 舍 でした 講演の 華 記が 聚 英^から 出版され る ことに 

なって ゐ ます。 どちらも 華 記 を讀み 返して 兑 ると 不滿 足な 點の 多い ものです が、 著作 第と 併せて 諝んで 下されば 

幸 ひです。 尤も それらの 筆記 も n 十晚 一有 作 梨の 屮に 取り入れる ことになる かも 知れません が， 當分 はさう する 氣は 

ありません。 

今度の g: は 極めて 雜 多な 小品の になり ました。 然し 私の g: の 中には ニハ やに 一 度 か 三年に 一 庇、 かう した 科が 

出る こと を 承知して おいていた ビ かなければ なりません。 折々 雜誌ゃ 新^な どに 書かされる もの を その ま、 松て 

てし まふの は 少し 殘念に 3^ ひます から、 小品で はあります けれども、 私 は あれら の もの を 調子 を 下げて 番 いた^ 

り は にありません。 敷 肋 を 扮て惜 んで佧 きらしく^ に 供す る こと だけ はしない つもりです。 

今 鹿 はこれ 以外に いふ こと は 全くない やうです。 


吿 文 

小さな 灯 

こし は 私が 時に ふれ 折に 從 つて 窖 きため た 小品の 地 だ。 創作に 於て よりも、 ある 要求 を 叫ぶ ものと しての 私 

が これらの 小品の 中に 現 はれて ゐる かも 知れない。 創作に於て私は支配^<?でぁらぅとする。 然し これらの 小品に 

於て 私 は GI 分 自身 を 少し ゆるめて 飛び ま はらして ゐる。 

ホ ゆ ット マン 詩 裁 第一 轔 

おは 恐らく 完成 者で はない。 然し 彼 は 確かに 創始者 だ。 健全な 胚子、 自出な^5^ぎ それ は 彼 だ。 彼を識 り 彼 

を 味へ。 
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藝 術の 不變性 

安倍さん の演說 に、 諮 曲の 本 おとして H ヴ オル ヴ する よりも イン ヴ オル ヴ する ものが あると いふ 首 葉を捉 へま 

して 私 は 共のお 話 を裘 害 きする やうな ことになるので あります。 それ だから 恐らく は m: 俊す る 點が t:fi こ ある 

だら うと ひます が、 それ は どうぞお. 狩し を 願 ひたい。 

變 つて 行かない もの は 私共の 牛； 活の 中には 如：！： なる 方而 にも 一 つもない のです。 凡ての 物 は 流動して おります 

が、 私共 はどう かして 共の 流動して 變 化の 極まりない 姿の 中に、 何 か 永 く^まる 姿 を 出したい とい ふ 欲求 を 持つ 

て 居る と 思 ふので す。 此の ie^ は 私共の 實 際の 生^の 内に も、 亦 私共が 實 際の 生活に g ら ないで さう して 築き上げ 

ようとして 25 る藝 術の 世界の 內 にも、 同様に 行 はれる と 思 ふので す。 併し 此の 流動の 世界の 內に、 何 か 不動な も 

の を 求めようと いふ 共の (S 持 は、 爇- 術の ま界 とそれ から 寶 人生の 祉界に 於て は 多少 異 つた 姿を现 はし はしない か。 

私共の 生活 は 凡て 觀 念と 其の 表現、 私共の 頭の 內に 描いて 居る 所の 一 つの 象と， それに 何 かの 衣 を 1" せて 表 はす 

所の 现れ、 此の 觀 念と 表現と いふ 二つが 絡み合って 成り立って ると いふ ことが 云へ ると 思 ひます が、 私共の 此 

の 曰^の 生活に 於き まして は、 此の 觀 念と いふ ものと 其の. 贊行 若しくは 表现 とい ふ ものとの 關 係が、 斯うな つて 

居る ので はない かと 忍 ふので す。 

tlllllllllllninllv  - 蠢 


それ は 観念 は 剖 合に 永久な 姿 を 取って 私共に 現 はれる w に、 私共の 資際^ 活は 恨に 《 に 遷り變 つて ゐる。 ^し 

例 を 以てせ：： ひますならば、 親と 子との の 感情、 叉 は 子が 親に 對 する 感情 1. 孝行なら 孝行と いふ 一 つの 觀念 は， 

私ヒ、 の ヒ？. ^^の ヒゃ" に 於て は 割合に 變り ませぬ。 けれども 親と 子との 關係、 tyl^ 生活に 入って 來た 孝道の 姿と 

、ふ もの は、 人々 に 依って 非常に 變 つて をり ますし、 一人々々 の關 係に 於ても W1 に 常に 變 化して 止まない と 思 ふ 

のです。 

片：ぃ ^:^の=^=-„=^こ.入ると、 それが 丁度 反對 になる 倾 きがあり はしない か。 卽ち藝 術と いふ 一 つの 觀 念です。 藝 

Ms と は 如何なる ものである かとい ふ 一 つの 觀念 は、 時代々々 に 依って^に つて^ります けれども、 共の 術の 

觀 念に 依って 生み出された 所の 藝術卽 ち 藝術的 作品と いふ もの は、 それ は 非常に^い 動かない 姿 を 以て 停って ゐ 

る。 これが §1 人^と それから 藝 術と いふ もの &和途 の 一 つの 犬なる 點 でない かと 私 は 思 ふ。 もう 一遍 繰り返して 

一 ふなら ば 、観念と 表现 との il 係に 於て、 實 人生に 於て は觀 念が 割合に 恒久的 倾向を 持つ。 さう して 北ハの 表現が^ 

こお：^. t 、ヒ して. まな ハ H に、 藝 術の 世界に 於て は觀忿 が艇 ぷ键 化し、 さう して 却って 北ハ の. M 物で ある 所の 藝術的 

1飞.，>丄 つ 1 念に もせした 恒久的な 性質 を 持って 居る とい ふこと が-曾へ ると ふ。 一 人の 藝钟， < 豕カ製 》 ^を 

します ときに、 誰でも この 製作が 二度 コ 一度と 變 へる ことが 出來 ると 2- つてす る 藝術家 は 一人 も 無い と ふ。 その 

墓： 糸が 心的で あれば ある 程、 自分の 作品が 出來 上った ときには、 .E 分で どうす る こと も 出来ない やうな 猫- -丄 

の：^^ であって、 さう して その^ 在 は 永久 的に 動かない ものである。 少く とも 永久に 動かないで 欲しい とい.^ も 

求の 下に、 藝 術，： M が 自分の 製作に 從事 すると 思 ふ。 

:.TrM き 及んだ 或る 作家 は、 自分が 原稿紙に 向って 作 をし ますと きに、 能く c: 分の 考へを 纏めて、 一 たび 锋を粗 

のにに 下しました ときに、 其の 瞬？^ の 後に d 分の 心 持が 變 つて、 それ を抹 IS して 新しい 曾 葉 を 以て 變へ ようとい 
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ふ 誘惑 を 感じた 時で も、 決して それ をし ない。 何故ならば、 其の 藝術 家が 自分が 心を籠めて これなら ばと 云って 

華 を 下した ときに、 其の 藝術 家の 生活が 一 桥强く 深く それに 現 はれて ほらねば ならぬ 。さう して 共の 次の 瞬 問の 心 

持 は 旣にー 劍な心 持から は 離れて ゐる 11 外見に は それが もっと 现窟 好く 见 えても、 離れて ゐる。 さう いふ 

考 へからして、 抹殺 打： 止と いふ こ と をし ない と い ふ 風な 態度 を 執 つ て ゐる藝 術 家 の ある こ と を 聞き及んで 居り ま 

す。 さう いふ 風な 心 持は藝 術.：^ に は 可な り强 いのです。 例へば ホ ヰット マンが {1 分の 詩集 を 出した ときに、 其の 

詩 第に 『アダムの 子等』 とい ふ 詩が あります が、 北ハの 詩に は 男女の 性 愁觀念 を 可成り 露^に 描き出して ある。 其 

のホ ヰット マンの 詩 を エマ ァ ソンが 兌て-感心 したが、 これ だけ は餘 りに 露^だ と 云って、 さう して 詩 染の中 か 

ら それ を 抹殺 させよう として 大變に 論じた ことがあった。 H マァ ソン は 其の 當 時！； 十 を 過ぎた 堂々 たる 大家で あ 

りました が、 ホ ヰット マン は 僅かに ー附の 『草の葉』 とい ふ 小冊子 を 出して 25 つた、 若い 無名の 詩人に 過ぎな か 

つた。 兩 人が 共の 事 を 論じて 二 時^ 程に 及んだ。 ホヰッ トマ ンが 最後に H マァ ソンに 1 一一 口った 首 葉が 何 だとい ふと 

私 は 方の 仰し やる ことが 能く 解った し、 貴方の 心 持 も 能く 感 する ことが 出來 たけれ ども、 併しながら 若し 私の 

詩 第から これ を 除く くら ゐ なら、 私 は 此の 詩集 全部 を燒き 築て &し まふと flB つて 別れた とい ふこと であります 

が、 今 tn の藝 術， 冢の心 持に もさう いふ 突き止めた 心 持が あるので あらう と 思 ふ。 これは資人：^；！-にもさぅぃふこと 

はあります けれども、 一 面に 於て 藤 術に 恒久的な 內 容を與 へる ものであると 思 ふので す。 

實 人生の 表現と いふ ものが 始終 遷り變 つて 行く とい ふこと に 就いて、 もう 一 つの j$ は實 人生の 凡ての 交渉 は對 

人的です。 詰り 一人で は 行 はれない 事が 多い。 凡ての 交 涉が對 人的に なって 來 ますと、 おの づ から 共の ii に 感情 

や 2 わ 想 や 意志と いふ ものに 上り下りが 出來 まして、 さう して 共の 上り下り の^に 色々 なる 變 化が 生じて 來る。 こ 

れ に：^ して 藝 術の 世界 は、 それが 藝術 的で あれば ある 程、 価 性的に なって 來 ます。 段々 對 人的の 關！^ から 離れて 


1r きま I て、 さう して、 共の： g も 深い 處に這 入った ときには、 共 處には 世界 も 無く 人 も 無く 叫 熱しせ つん 藝術 

，おが 一人 ゐ ると いふ 姿に なって 来ます。 そこで 其處に 生み出された 所の 作品 はおの づ から 變 へる ことの W 來 ない 

ものに なって しま ふの だと 私 は 思 ひます。 藝術 家が 作品 を 生む の は 丁度 處婦が 子 を 魔む やうな もの だと 思 ふので 

す。 で を まむ とい ふと、 もう 其の 子供 は 一 つの 獨 立した^ 在であって、 母が 如 何 に それ を 造り t: へようと しても 

..3 り 声 人へ る ことが 來 ない。 又 それ を 仕立て上げる 上に も、 若し 母が 不理 解な 人で、 子供と いふ もの L 力 を 知ら 

ない 2^ でありましたならば、 子供の 行動に 1 々干涉 して、 子供 を ゆ 分の 思 ふやう に. 汕 げて兑 ようとし ませう けれ 

ども、 おし 共の 母が 现 解の ある 良い 母で あれば ある 程、 共の 子供の 個性 を 尊 直せす に は S くまいと m あ ふ 

さう いふ 風に 藝術は 藝術家 共の ものから 獨 立して、 更に 非常に 良い 藝術 になって 來 ますと、 丁度 希獵の 昔噺の 

ハ ー キ ユリスが 母の 胎內 から 出る と、 直ぐに 其處に 居った 所の 大きな 蛇 を 裂いて、 さう して 自分の 力 を 矛 しんや 

うに、 良き 藝術品 は藝術 家の 胎內 から 出る と 直ぐに 寶 にカ强 いものと なって 现 はれる。 銜 くの 如くに して 藝# は 

Mrw とい ふ 一 つの 觀 念から 獨 立して、 さう して 動かすべからざる 永綠 的な^ 在になる の だと 思 ふので す。 それ だ 力 

らして 私が 爱に 演題 を 出しました 所の 『藝 術の 不變 性』 とい ふ 曾 薬 は、 本 當を云 ふと 少し 私の 一 K ひ 方が 逮 つて 

ります。 『藝術 品の 不變 性』 或は 『藝術 作品の 不變 性』 とで も 曾った 方が 適 常し て^る かも 知れ ませ.^  f 

に對 する 觀念は 始終 變 つて 行きます けれども、 藝術 共の もの は、 それが 良い 藝術 であれば ある 粉、 永く 核く 所の 

力 を 持って、 さう して 變 へる ことの 出來 ない 姿 を 以て 現 はれて 來る もの だと 思 ひます。 

听が. £ 、の 藝術的 製作 品 は、 必す 其の 內の 生命と 云 ひます か 中心と 云 ひます か、 其の 內 部に 働いて ほる.^ の 一 つ 

の 力と、 それ を 衣して t^ls 現 或は 技巧と いふ ものが あります。 よく 人は此 sf 思 ひ 誤りまして、 內部的 

の 虫 命の ない 技巧の みが 成り立ったり、 或は 技巧の 全くない 所の 生命の みが 藝術 品と して 現 はれたり する ことが 
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あり i5 べき ことで あるかの 如く考 へる 人が ある やうに 思 ひます けれども、 私に はさう は考 へられない。 內部 的の 

生命と それから それ を 衣して 居る 所の 表现 若しくは 技巧と いふ もの は、 私共の 假 りに 類別して 名 づけた 所の 名で 

あって、 それ は； ま 然として 離るべからざる ものである。 丁度、 私共の 此の 臓 を 包む のに、 私共に 皮膚が あると 

同様な もので、 皮 腐と 內 職と は 途 ひます けれども、 皮 碟を制 離して 私 は 存在す る ことが 出來 す、 又 内臓 を 取って 

しまって、 皮 1  『のみで 私が お 在す る ことが 出来ない と： ：！： 様の 關係 であって、 それく らゐ 緊密な 闢係 を、 此の 中心 

m 心 想と それから 技巧と いふ もの が 持って ゐる のです。 

所が 今 巾し ました やうな 譯 で、 一人の 蘇 術： M が 藝術品 を 作ります ときには、 共の 藝術 家の 生活 が^の 中心の 力 

となって ります けれども、 共の 中心の 力が 他人に 訴 へる ために は 〈.g 物 を 被なければ ならぬ。 私共の 生活に 於て 

ヤ S 物が 必要で ある やうに、 藝術{豕も^1ぉ物を必耍とするのです。 其の ャ； 5 物 は何處 から 來る かとい ふと、 共の 時代 を 

待つ 外に はない。 それ だから 如何なる 大きな 藝術 家が 出來、 共の 心が 萬 代に 冗 一って 人の 心に 訴 へる ことの 出來る 

やうな 心 を 持った 所の 藝術 家で あっても、 共の 藝術 家が ま 分の i£ ^心 を 表現す る 時分に は、 矢張り 時代々々 に 依つ 

て 支配され ると いふ こと は 禁じ ない。 これ は 1： 記憶 を 願 ひたい。 それ だから 藝術的 作品 は 如何なる 藝術的 作品 

であっても， 多少 時代と いふ ものが 反映して 居ります。 若し それが 共の 藝術的 作品の 中心 力に 反映して 居らな か 

つたと しても、 少く とも 其の 皮 魔 g ち 衣に は 反映して ほる とい ふこと は！^：; むこと が出來 ない のです。 

で 此の 時代の 反映と いふ もの は、 gS- 獨な 11 何と 云 ひます か 能く 私 は： In 紫 を 知り ませぬ が、 唯一 人の 人が 作り 

出した Si 術と それから 先刻の 安倍さん の 言葉 を 借りて 一一 n へば 給合蕩 術、 これに 依って 叉 差が 生じて 来ます。 純藝術 

的の 方に 向いた、 例へば 詩 を 作る 人と か 或は 音 樂を糾 立てる 人と か は、 さう いふ 事 は 段々 少く なって 行きます け 

れ ども， それが 衣 を 被る 必耍が 段々 多く なれば なる 程、 此の 時代の 反映が 强 くなる。 さう して^ 人が 一人で 以て 


生み出す 藝 術で なく、 只今 巾した 棕 合 的の 藝術 になって 來 ますと i -  二人 以上の 藝術 (炎が 相. つて 作り上げ なけ 

れ ばなら ぬ蕩 術に なって 來 ますと、 時代の 反映が 益よ 大きくな つて 來 ます。  . 

^に 例へば 能樂の 如き は、 これ は； つの 綜合 的藝 術であります。 先程 安倍さん が 仰し やった 通りに 縱令^ 合 的 

藝： § であっても、 北 ハ處に 中心に なって 働く 個性の 力と いふ もの を 否む ことが 出來 ませぬ けれども、 併し それが^ 

合藝 術で ある 以上 は >  共の 時代の 周圍の 影響と いふ ものが、 個人的の 藝 術よりも 遙 かに 多い と 認めなければ なら 

ぬ。 义資際 多い のであります。 さう して さう いふ 風な：：」 S 合 藝術卽 ち 外界の 影響、 周 園の 影響 を 被る 所の 藝 術が 發 

违 して 行く ときには、 如何い ふ 風に 發 達して 行く かとい ふと、 共處に 影響して 居る 所の 外界 卽ち 12 勢です。 共の 

時勢が 或る 方向 を 以て 縫いて 居る に、 さう いふ 風な 藝 術が 發 達して 行く。 併しながら其の時勢が方^！：を轉じて 

他の 方向に.； 1： いた ときには、 此の^！合的藝術が^：定するのです。 それ だから 謂 は^: 合蕩 術と いふ もの は、 共の 

發 rSi の 時代に 於て は 母の 胎內に 在る と 粉て 差 支へ ない。 それで 愈. - 十月の 月が 満ちた 時、 卽ち 共の 時代が 或る 他 

の 方向に 轉 化した ときには、 それが 完全な ものと して 生れ 出る。 完全な ものと して 生れ 出る 場合に は、 もう それ 

が 純 S 《術の 約束に 依って 不變な ものと なって 來る。 

私の 考 へに 依るならば 此の 謠 曲と いふ もの は、 詰り 足利時代から 川 時代に 瓦って 起った 所の：^ 合的藝 術の 一 

つであります から、 足利時代から 德川 時代に 1 つた 所の 政治 上 若しくは 經濟上 若しくは 道德 上、 宗敎 上と いふ や 

うな もの 、概念、 思想と いふ ものが 一 つ の 方向 を 以て 續 いて 25 る 間 は、 それが 發 達して 行った に 遠 ひない と 思 ふ。 

併しながら 時勢が に 角度 を變 へて、 さう して 私共が 現在 住んで 居る 此の 時勢に なった。 此の 時勢に なって 來ま 

すと、 如何に 徐々 に發逹 して 來た謠 曲と 雖も 11- 個人の 藝 術と は 逮 つた 徐々 に發 達して 來た謠 曲と 雖も、 歩み を 

めなければ ならぬ." さう して 其の 諮 曲と いふ 藝 術が 退歩す るか 固定す るか、 此の 二つの 問題が 殘 されて 來 ると 
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思 ふ。 それで 返 歩す る 場合に は、 其の 藝 術に 何等の 內部 的の 價 値が 無い 場合、 それから それが 固定して さう して 

恒久性 を 持つ 揚 合に は、 其の 內部 的の 價爐が ある 場合 だと 思 ひます。 若し 私の 考 へが ii 違って 居り ませぬ けれ 

ば、 讅 曲と いふ もの は 確かに 固定し ましたが、 併しながら 共の！： 定が 無益に れ てし まふ 固定の 仕方で はなく し 

て， さう して 其の！： 定 した Bi で 以て 後に 遣って 行くべき 所の 藝 術の 一 つで はない かと 私 は 思 ふので す。 丁度 希臘 

の 芝居が もう 遠い i;" に 一 度 は 亡びて しまって、 誰も これ を 忘れて しまった 頃に なって、 それが び 拾 ひ 上げられて 

世の 巾に 出て、 シ H 1 タス ピア を 出し、 ラ シ ー ヌを 出し， 北 ハの他 イブ セ ンを 出し、 或は トル スト ィを 出した 现 在に 於 

て も、 立派な クラシックな 藝術 として 認められる やうに、 ^-昍 も 私共に は緣の 遠い 感情 を 表 はして ゐる やう だけ 

れ ども、 それで ゐて 釣合 ひの 取れた 美しい 感情と 發想 とが， 立派な 藝術 として 賞^され る だけの^ 値 を 持って ゐ 

ると いふ こと は、 先程 安倍さん が懇々 と 述べられた 所であります。 で 私 は 謠曲は 私達の それと は 一 つの 遠った 世 

界 では ある けれども、 私共が 十分に 享樂 する ことの 出来る 内容 を 持って 存續 する であらう と m 心 ふので す。 

併し 斯うい ふ 風な 種類の 藝 術と いふ もの は、 15^ 角 ゼネレ I シ ヨンに 忘れられぶ ^ いのです。 殊に 私共 は 此の 多種 

多様の 生活の 内に 沒頭 せしめられまして、 何が 本當に 良い もので あるか、 何が 惡 いもので あるかと いふ こと を選擇 

する 標準 を 殆んど 失って ゐ るので あります。 これ を II 別す る ことの 出 來る人 は、 此の 藝術 的の ly 覺 力が 鈍って ゐ 

ない、 其の 直覺 力の 鋭い 人に 俟 つの 外 はない と 3 ぬひます。 私の 考 へに 依れば、 例へば 昔から： n 本に あった 所の 歌舞 

伎 劇 或は 大阪の 人形劇、 街う いふ もの は 私共の 生活に は 是非 取って m 払かなければ ならぬ と 思 ふ。 或は 雅樂の 如き 

もの もさう です。 併しながら 私共 はさう い ふ もの を 如何に！！々 しく 忘れ s}^ て \ しまったで せう。 丁度 誰でも 知つ 

て 25 る 話です が、 廢藩 澄縣の 際に、 奈良縣 の 知事に 鹿兒岛 出身の 餘り藝 術 的直覺 力の 鋭くない 人が 居った ことが 

ある さう です が、 彼の 興 幅 寺の 五重塔が 少し 曲り かけて 危 いと 云った ときに 共の 知事が、 それ を 取り毀す とい ふ 


と金-が るから I, ルき 焚て  しま ふこと にして、 金目の もの だけ 後に^る の を 入札に 附 した。 多分 五十 圆 位の M 打 

が ある だら うとい ふので 落した 者が ある。 五十 圆 になれば 結構 だと 云って 愈. -燒き 築て ようと するとき に、 或る 

g; 洋 人が 來て 塔の 惯 値を說 いたので、 始めて 其の 知事が 覺 つて 燒 くこと を 止めた の ださう です C 共の 爲 めに 彼の 

美しい-お：： が 今でも 澤 池の 側に 錄 えて ゐ るの だとい ふこと を、 譃 か本當 か^いて 居ります が、 ！ n 本に は 此の い 

药 術に 對 して 拂ふ 注意が 足りない ために、 往々 にして うい ふ蔡が あると m わ ふので す。 

^舞い 义 劇の 如き も、 私共が 例へば 帝劇に 行きまして、 さう して 金の 飾りの して ある 扑の に 舞 裏が 嵌められて 

ゐ るの を见 るの は 可な り 不愉快です。 さう して 共處に 時代 風な 服装 をした 立派な 俳優の ゐる 間に、 其の 背景に 油 

A の あると いふ こと を はると きに 極めて 不愉快 を感 する のです。 どうして 本で は 此の 大切な. おとして 居る 藝術 

を、 あの やうな 無 な 取扱 ひ をして ゐ るの かとい ふこと を 感ぜす に は 居られぬ。 又大 阪に往 つて 人形芝居 を 見て 

も、 彼虚の芝ほ小；：^！を持ってゐる人が拟をして人形の爲めにゃって下さるさぅですが、 それ は に^ 雞ぃ心 15 だ 

と m 心 ふので すが、 矢張り 油 il の 北 U 京が やって ある。 さう して 其の 油 綺の北 がパ ノラ マ 式と 云 ふか 何と 云 ふか、 

例へば ま 者が 牛〉. いて：；；： くと 11 役^が 歩く ので はあり ませぬ、 一 つ 處で足 を 動かして 居る と、 後の 北 H 景が 動いて 

が 歩いて 行く やうに 兑 える やうな、 非常に 懸け 遠った 考 へから 出來た 所の 装 をして、 さう して 彼の 極めて 

十：： 典 的な 人形 を极 はう として ゐ るので す。 私は敢 へて 鋭感 を 誇る 譯 ではない が、 誰が 见ても か k る 装 m はは 人形 釗 

とい ふ蕩 術に 對 して 鈍感な やり方と 兒 ざる を^ぬ と 思 ふ。 

さう いふ やうな 遣り方 をして、 さう して 口 本の 今迄 尊い 齊 であった 藝 術を惡 くして しま ふなら ば それ は 全然 遗 

さすに 取って しまった 方が. S いと 思 ふ。 あ \ いふ 中 殺しの 目に 逢 はして 藝術を 遣して くこと は、 赏に _ ^^だと 

思 ひます。 ゆお し， 兹に レンブラントの 靈 いた 美しい $1： 像靈が あると して、 さう して 和 S1 の 民衆が それ を 見て、 これ 
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はや S 物の 方と 云 ひ颜の 表情と 云 ひ 十七 世紀の ものである からこれ を どうしても 近代化し なけ Li なら ュ こ 云つ 

て、 それに カイゼルの 髭 をく っ附 けたり、 米 利 加^ 軍帽 を 冠ら せたならば、 これ を 人が 何と 云 ふでせ う。 所が 

さう いふ 風な f とか 何 だとき 獨な藝 術に 於て 纏 学る の は 極めて やり， から 人が っッ 突き g す こき や 

り ませぬ が、 例へば 謠^ だと か 歌舞伎 劇な どの 綜合 藝 術になる と、 人が 共 處に這 入って っッ 突き；！ し を やる。 つ 

ッ 突き 壤 しの 出來な いもの を 無理に っッ 突き 壞 さう とする。 一 つの 油繪 にしても 一 つの 藝術的 作品と 考 へて 見，， 

ば それ はどうしても 變 へる ことの 出來 ない もの だとい ふこと が、 明^に 判って 居る ことで あるに 拘 はらす、 同じ 完 

成した 所の 藝術的 作品が 兹 にある のに、 それが 唯 勝 乎に 乎が 着け， - いからと 云って、 それ を變 へる とい ふこと は 

全く 心得 遠 ひで あらう と 思 ふ。 或る人が 歌舞伎 劇の 近代の 落 を 痛嘆して、 歌舞伎 劇が あんなに 墮 落した の は、 

福 地樱痴 居士と 市 川 國十郞 の 罪で あると 云った 人が あります が、 私 は 非常に 赞 成です。 あの人 等が 活劇 だと かお 

歷だ とか 曾って、 售ぃ 時代の ものに 新しい もの をく っ附 けたの は、 丁度 レム ブラントの 絡に カイゼルの 髭 を付ナ 

たのと じこと です。 是等は 全く 藝 術の 不现 解から 來てゐ ると 思 ふので す。 私共 は 曲と いふ もの は藝 術と して 

後に すべき 必要が あると 忍って 居ります が、 ^しさう でしたならば、 私の 謠 曲に 對 する 註文 は、 今 巾し 上げた 

所でお 解りに なると 思 ふので す。 

Si 曲 は資に 時代の 展開 を經た 所の 一つの^ 合藝 術で ある。 其の 諮 曲と いふ 藝術は 1$ び 進歩 發逹 する 餘 地が 麵ぃ 

い。 卽ち さんのお 言 薬に 從 つて、 H ヴ オル ヴ する 餘地は 無い が イン ヴ オル ヴ する 可能性 を 持って ゐる。 若し そ 

れカ 哀ぃ藝 術であるなら ば、 私共 は 此の 謠 曲と いふ 藝術 に^む 所 は、 此の 內面を 進化す る こと、 此の 外に は 他い い 

まふ。 ，すると が 出て 來 ますが、 そんなに 時代と f 麗した I が I して、 ま を演 する 人 は 

どうす る 力 送に 足利時代の 人 を 呼び 一お して 演じさせ ると いふ 心 持で、 极 じさせる ことが 出来る であらう か。 


明ュ吣 大正の 人 は 時代の 曲折 を經た 後の 時代の 人 である" 其の 人 §1 をして 前 時代の 人 il 共の Si に 活かさせ ると 

いふ こと は、 可能で あるか 可能で ないか。 それ は：^ も 言 ふべ くして 行 はれない ことで はない か。 それならば 如何 

しても；^ |„3 とい ふ もの は 或る 意^に 於て、 现代 化させる とい ふ必 *耍 が ある。 必要が あると いふよりも 已むを 得な 

いこと であると 斯う 言 ふ 人が あるか も 知れ ませぬ が、 併しながら 私 は それに も 一 つの 抗議が 霄 ひ 〔むる と m 心 ふ。 如 

何しても 本 常に 此の 讅曲 近に 沒_卯 しょうと なさる 方が あるならば、 其の 人は少 くと も^ゅと いふ もの を 取扱 ふの 

に對 して は、 ュ 1 時代の 人であって 欲しい と m わ ふ。 

これ は 非常に if 酷な ことに 問 こえる かも 知れ ませぬ けれども、 私の 知って 居る 或る 一 人の 諮 曲のお^;！^ さんが 

ありまし たが 、共の 人 は 八十 九の .431- を 保って 死にました 0 共の 人が 近顷 まで 生きて ほて 私共と 能く^ をして おつ 

たのです が、 共の 人の 心 持が 前代 的なん です" 併しながら 新しい 話が 能く 解る のです。 それで 大變 新しい .：：.^ を SI 

きたがる。 共 の^に 於て は、 どうも ハ本 寄に 似合 はない 進取 的な 人でした" 北ハの 人に g!{ 子 がありまして、 共の g!i 子の 

方が なかく |g も 美し、 それから 共の 養子の 方のお 父さんが 謠 曲の 名人で ありまし たから、 屹度 & 〈も 良い と m 心 ふ 

のです が 談を敎 へない。 或る人が 如何して 贵 方は敎 へない か 折角の 謠 曲の 家系が 絶えて しま ふで はない かと：： ムっ 

て忠 小：： した 所が、 彼 は迎も 物に なり ませぬ、 彼 は小擧 校で 勉强 したから と In ふ。 それで 其の gi^ の 先生に 首 はせ 

れば， 现 代の やうな 小擧 校の 敎宵を 受けた は、 謠曲を SI ふべき 资 格が 無い と： 一：：： ふ。 それから 其の 養子の 方に^ 

曲を敎 へて はどう かと 勸 めた 時分 は、. 其の 人が 十一 二 歳であった。 それで ギ 齢から 云っても いけない、 五つ か.： ハ 

つの から 敎 へたら 物になる かも 知らぬ が、 もう 駄 n だと 首って 斷然敎 へない。 そこで 北ハの 人が 死ぬ と M 時に そ 

の 人の 謠. 3 の 系統と いふ もの は 絶えて しまった。 其のく らゐ藝 術-: M として：； S 持が しっかり として 23 ら なかった な 

らば、 此の 諮 曲と いふ もの は 恐らく 極く 惡く现 代 化して しまって、 さう して 先刻 安倍さん が 仰し やった やうに • 
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^に慘 めな：：；^ 朋を 途げ なければ ならぬ と 思 ふ。 或る舉者が己れの^5h^する舉問の硏究に沒：gして、 日 淸戰- せつが 

何い ふ 譯 で 起った か、 口 露 戰爭が 如何い ふ譯で 起った か 知らす に 居った とい ふこと であり ますが、 さう いふ 覺悟 

がなければ 到，：^ 物になる ことが 出來 ぬと 思 ふので す。 そこで 私 は 曲 道に もさう いふ 方が 出て 下さる こと を 希望 

する。 謠曲は 或る時 代に 非常に 衰微し まして、 さう して 立：.^ A な 名 師匠が 三味線 絲を赍 つたり 何ん ぞ する やうな、 

tM: 職 をして 繙 かに ios^ して 居った 時代が あつたの です。 其の後 幅ぎ になるべき 人が，" g えてお つて、 ！^は^-孫^^-子と 

いふ やうな 人が 今謠曲 迸に 關 係して ゐ ると 思 ひます。 それです から 私の 考へ では、 從來 私共 は、 とんでもない 失態 

を；！： M に對 して 加へ て US つたと 首 はなければ ならぬ、 其の 爲 めに 謠曲 迫の 本當の 研究が どれ 程； i れ 走せ になって 

居る か 知らぬ と m 心 ふので す。 若し 謠 S に 本 當の惯 他が あると したなら ば、 W びこんな 失態 を與 へない やうに、 

に 藝術を 尊重 して 正しい 發逢を さ せて 上げたい もの だと 思 ふので す。 

だ 雜駁な Xli になり ましたが これで 御免 を 蒙ります。 (一 九 二 〇 年 七月 能 槊文ま 1ii^< ^にて〕 

(一九二  I 年 一 月、 「fim」 所載) 


美 を 護る もの 

ラ ヘルの 傅 Is になった 方 は、 私の 今 口 露し する 所から、 何 も 新しい の を 一:^ られ ない のであります けれ 

ど、 此 S 木 をお S にならない 方、 或 II きにならない 方の 爲 めに、 私のお へ 合 はせ たこと からして それ 霍 

紹介して 兑 たいと m 心 ひます。 

此の，.^ は 一九 一 ーーーハ牛 であるから、 今から 八 年 前に エレン. やの またもの であります。 此の ラ ヘル. バ ルン 

マ ゲンと いふ 人の I 或は 其の 人？ 紙 I めた も S は、 旣 S 山 出て I のであります けれども、 私 は， 

を 一つ もき みま t ぬ。 從 つて ラ ヘルに 關 する 私の 知識 は 全部 ヱ レン. ケ ー の 此の 評 傅から 受けて ゐる譯 であり ま 

す。 知 S り エレン. や は 近代の 女性 思想家と してす i れた S3 を冇 つて t 人であります。 ラ ヘルと は 一 

味の 北ハ通 點を冇 つて 居ります から、 其の 評論 は 非常に 興味の ある 且つ^ 益の ものであります が あは 敢てヱ レン • 

ケ ー,,,. よ 兌 を 共の 儘に 御 紹介す るので はない。 此の 害 物の 内容に ある 事责 からして、 私の みのおへ を. -し 述べて 

兑 たいと 思 ひます." 

S な S の 女 票 命 家 マ？ ド. スタ 1 ルと いふ 人 は、 ラ ヘル か it 丁？ 五の 沛 S つて 居ります。 

ラ ヘル は， 一七 七. I 年の 五月 十九 日に 生れた 人で あるから、 曰 本の 曆で いふと、 明 和 八 年、 後桃園 天皇の 卽 位の 

. やで、 i 西 I が クリミ ャを 占領した 時に 當 つて 居ります。 生れた 處は 多分べ ルリ ンだ i ひます - 七 ダブ 

年ラ ヘルが 十七 歳の 時に、 父が 死んで 居ります。 一七 九 五 年 二十 三の 時に、 カルル ラパ アドで 始めて ゲ 1 テに會 つ 

て 居ります。 此の 時ゲ i ァは S 十 ST ゲ i ァに對 する ラ ヘルの 親愛と 崇敬 は 生涯の ことで あるが ，ケ1 ァに面 

ニー  七 
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接した の はこれ が 初めであります。 一七 丸 六 年 二十 2： の 時に、 カルル. フォン. マ イン ケンス タインと いふ 伯鮮と 

知合 ひに なって 結婚の 約束 をし ました。 それから 邦の 約束が 叫 年 Sit 慰. いて、 一八 〇〇 年 二十 八の 時に 其の 婚約が 

破れ、 それから 一 八 〇 二 年 I  二十歳の 時に、 西班牙の 公使館 附 になって 居た ド ー ン. ラフ ァュ ル. ダル キ I ォと いふ 人 

と 戀愛關 係が 起り、 而 して 其の 關 係が 一八 〇 七 年 卽ちラ ヘルが 一一； 十五 歳の 時まで 五 年間 核いた けれども、 不幸に 

して 此の 關係も 破れる こ とに なりました。 而 して 其の後に 他 分の 夫と なった 所の パル ン ハ I ゲンと いふ 人と 

の 交際が 始まり、 而 して 此の 交！^ は 一 八 一 叫 年ラ ヘルが 叫 十二 歳の 時まで 核いて 共の 年に 愈.. 結婚し ました、」 バ 

ルン 、ノ 1 ゲンと いふ 人 も 外交 {n であった から、 任務の 爲め 彼處此 處に往 つたり _^た りして 居った が、 ラ へ ルは. 

りに 生れ 故郷で ある ベルリンに 歸 りたがって 居った。 f 八 一 五 年 g: 十三の 時に、 フランク フォルトに 往 つて、 ゲ 

1 テに會 つて 居ります。 一 八 一 九 年 §： 十七の 時に ベルリンに 歸る ことが 出來 て、 其 處にサ 口 ンを いて、 而 して 

ベルリンの 知識^級の 人々 の 社交 上の 一つの 中心 點を 造りました。 一 八 二 五 年 五十 三の 時に 义 旅行して、 ワイ マ 

1 で ゲ，' テに會 つて 居る。 共の 時ゲ ー テは 七十 五 歳であった。 それから 一 八 三三华 六十 一 歳の 時に 健 麼を拟 じ、 

段々 衰弱して 遂に 三月 七日 夫に 先立って 死にました。 それ は 結婚 後 十九 年 目の ことであります。 

ラ へ ル の 生， がは害 合に 外面 的に^ 調で、 ざっと 今 巾し 上げた やうな 次第であります 。ラ へ ルの 死んだ 年 は 一 八 三 

111 年で あるから、 今から 兌る とざつ と 百年 程 前に 常り ます。 此の 百年 程 前に 生きて 25 つた 一 女性の ラ へ ルが、 人 

生 或は. cn 分の 生活と いふ ものに 對 して 如何い ふ 風に 生活 をして 居った かとい ふこと を考 へて 晃 ると、 これ は 現今 

の やうに^ 人 問題 或は もっと 適切に 云へば 人生 問题 とい ふやうな もの を 色 々におへ て 居られる 人々 の爲 めに、 非 

常に 意味 深い 參 になら うと m 心 ふので あります。 

に 中した 通りに、 マダム *ド. スタ ー ルはラ ヘルよりも 十五 歳の 姉さんで あり、 又佛爾 西の 有名な 小說 家で あ 


るジョ ー ジ. サンド はラ へ ル よりも 二十 四 歳の 妹で あり、 それから 英！： の 女流 創作家で ある ジョ ー ジ. H リ オット は 

三十 三の 妹、 それから エリザベス. ブラウ 11 ングは 一 一十 八の 妹に 當っ て 居ります， - マダム. ド. ス タ I ルを 除く の 

外の 常時の 女流 W 心 想 家の 凡て は、 ラ ヘルよりも 年が 若い ので あるから、 ラ ヘルと いふ 人が 可な り 古い 時代に 屬す 

る 婦人であった とい ふこと が考 へられる のに. 拘 はらす、 此の 人の 生活な り 思想な りに 新しき 時代に 刺戟 を與 ふべ 

き 多くの ものが 八 s: まれて 居ります。 此の 點は 非常に 注意 せらるべき 點 であらう と W 心 ひます。 

先 づ：^ ： ひ 立ちから いふと， ラ へ ルは不幸にして猶太人の〔豕^^に生れました。 御 承知の 通りに 猶太 人 は n 本で 云 

つて 兑 ると、 先づ新 平お とで もい ふべき ものであって、 十八 4^ 紀 時代の 歐維 巴に 於て は、 ^^々歷迫を以て見舞は 

れて ：5 つた 所の 族で ある。 フレデリック 大王 や、 ^太 人で ある メンデル ゾ ー オンと いふ やうた 人々 が、 猶太 人 

に對 する 歐洲 人の 僻见を 破る 爲 めに 色々 努力 をした けれども、 矢張り 一 般 人の 此の 人種に 對 して 有って 居った 所 

の輕 蔑と lEHg とい ふ もの を 打ち消す ことが 出来なかった。 ラ へ ル はさう いふ 境遇に 生れた のであります。 併しな 

がら.^ 來 猶太 人 は 凡ての 方面に 於て 非常に 能力の 發 達した 人種で あるから して、 ラ へ ルの 父の 仕事 も 相 當に榮 え 

て ：5 つた やうであって、 ラ ヘル は 先づ 中流 以上の 家庭の 第  一^目の 娘と して 生れました。 所が 身體が 非常に 虚弱 

で、 生れた 時に 箱の 屮に 入れて、 これに 綿 を 詰めて 溫 めて やって、 渐く 育て上げた 位であります。 而 して 段々 生 

長して 物心つ く顷 になって、 自分の 種族が 歐羅 巴人の 僻見の 爲 めに 非常に 惱 まされて 居る の を： ST 此の先； 大 的の 

逆^ を 痛切に 身に 感じて 居ったら しい。 ラ ヘル は 自分自身の 境遇 を 顧みて、 斯うい つて 居ります。 「私 は 此の世の 

巾に 生れた 時から、 天外の 神から して 身に 鋭い 刃 を 刺し 透され て 來てゐ る。 而 して 祌は 次の やうな 言葉 を 私に 言 

ひ かせた。 お前 は 今 僅かの 人し か 見えない 程に 深く 世の中 を兒 よ。 又 私 はお 前が 有って 居る 偉大なる 尊貴なる 

休む ことなき m 心 想 を 奪 ふこと もしまい。 併しながら お前が 猶太 人の 女で あると いふ 其の 一 事 だけ は、 私 は 取り除 

美 を 護る もの.  ニー 九 
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くこと をし ない ぞ」 と 斯うい ふ 一 W 葉 を 受けて、 而 して 身に 能い^ を 刺されて 生れて 來 たやうな もの だとい ふこと 

をラ ヘル は 云って 居ります。 さう いふ 風に ラ ヘル 自身が 苦しんで ゐる やうに、 此の 境遇 はラ ヘルの 快活な 精祌に 

1 ルの 雲騎を 投じて 居った。 

それに ラ ヘル は餘り 容貌の 美しくない 人であった。 男と して は 容貌 は 大した 問題で はない が、 女に 取って は 我 

我 男子に 一 寸考 へられな いやうな 一 つの 重大な 問題と： えます。 ラ へ ルの やうな 人で も、 此の 問題の 爲 めに 可な 

り惱ん だ。 「私 は 美しい 心、 軟 かな 心臓 を 有って 生れて 來 たけれ ども、 私の 容貌が 勝れない 爲 めに、 新しい 世に 

顯 はれる ことが 出来ない」 と 歎じて ゐる。 併し 公平に 見て、 この 書物に 載せられて ゐるラ ヘルの 肖像から 見る 

と、 決して 自分で 悲觀 して 居った 程 美しくない 女ではなかった やうであります。 ある 人の 言葉に 據 ると、 ラ ヘル 

は 非常に 身柄の 小さい 細々 とした、 併し 如何にも 確りと 出 來た體 格であって、 而 して 顔の 周 圍には 黄色い つやつ 

やした 髮の 毛が 潤澤に 生え、 而 して 非常に 小さい 美しい 手と 足と を 有って ゐる 女で ある。 而 して 驚くべき こと は 

共の 人の 目で ある。 共の 人の 目 は 一種の 光 を 以て 輝いて、 人 を 見詰める 時に その 人の 肺腑 を 貫く やうに 昆 える。 

叉 同時に 驚くべき は 其の 人の 聲 であって、 張りの ある 而 して 響きの こもった 實に 何ん とも 云へ ない 聲で、 其の 人 

の 話 を 聞いて 居る と 何時までも 聽 かなければ 氣が濟 まない やうな 感じが する。 其の 話す 言葉 は 優しい 立派な" i£ し 

さ を 布った ものである けれども、 共の 中には 鋼鐵の 如き 力が あって、 假 りに 人が それ を 動かさう としても、 思 ひ 

も 寄らぬ とい ふ 感じ を與 へた。 さう いふ 風に …… と 容貌 態度 を 書いて ゐ るが、 それで 見ても 決して 醜い とい ふや 

うな 婦人ではなかった やうに 思 はれる。 併し ラ へ ル 自分自身の 心 持で は、 決して 美しい ものと は 思って ゐ なかつ 

た。 自分の 有って 生れて 來た 其の 內容 から 考 へるならば、 自分 はもつ と （- 美しい 女で なければ ならぬ と 思った 

に 遠 ひない。 少なくとも ラ ヘル 自身が 感じて 居った やうな 美しい 心 を蔽ふ 所の 器と して、. 決して 完全の 器で なか 


つた、 かう ラ ヘルの 深く 思 ひ 込んだ 結 梁が、 ラ ヘルの 精神に 多大の 影響 を與 へて ゐ たやう に 見える。 赏際 上に 

暴げ たラ ヘルの 容貌の 記述に しても、 外形的な 容貌よりも、 內 部から 漲り 出た ものに よって その外 形が 美しく 活 

かされて ゐ たこと だけ は 思 はされ ます。 

それからもう 一 っラ ヘルの 若い 時に 苦しめられ たもの は. 其の 父と 母 及び 兄お がラ ヘルに 對 する 態度で ありま 

す。 彼等 はラ ヘルの 本當の 精神の 傾向 を 理解す る ことが 出來 なかった。 殊に 父 は 猶太 人に 通有なる 極く 外面 的の 

政策 的： 地から して、 自 分の 娘の 生 ひ 立ち を 見守って、 自分の 思って ゐる鎮 型通りに 娘の 性質 を 嵌め込ま うとし 

た。 併しながら 强ぃ 性格 を 有って 生れて 來たラ ヘルに 取って は、 それが 殆んど 許す ことの 出來 ない 程の 應迫 とし 

て-! is, をら れた。 父はラ ヘルが 十七の 時に 死んだ けれども、 それまで ラ ヘル は 父の 爲め にどれ 位 苦しめられ たか 知 

れ ない。 ラ ヘル は 殆んど 死ぬ まで 父から 受けた 所の 傷が 癒えなかった。 母 は 父 程の 人ではなかった けれども、 矢 

張り ラ へ ルの现 解^と して は寇だ 無識の 理解 者であった。 其の 爲めラ へ ルは 母から 別居して 住む こと を餘 儀な く 

せざるを5^^ぃ程になった。 所が 母が 病氣 をして それが 段々 重くな り、 而 して 自分の 娘に 對 して 何となく 戀し 力 

つて 來 たとい ふこと をラ ヘルが 感 すると、 ラ ヘル は 隔たった 所に 居て 忙しい にも 拘 はらす、 萬 事 を 打ち 棄て \ 毎 

日 母 を兑舞 ひ、 有らん限りの カを盡 して 心から 母 を 慰めました。 其の 親切の 様子 は實に 隣人 を 動かす に 十分で あ 

つたと いふ ことです。 ラ ヘルが 母に 對 する 記憶 は實に 美しい ものであった。 ラ ヘル は 一 體大變 優しい 心 を 有って 

ゐ たけ 1 ども、 其の 心が 非常に 誠實 である 爲め、 自分の 感じた こと を 偽って 濟 ますこと が出來 なかった。 それで 

あるから 此の 人の 親に 對 する 感情、 兄弟に 對 する 感情 は 皆 非常に 優しい に拘 はらす、 父の 仕向けに K つて 生涯 癒 

やすことの 出來 ない 傷を殘 してし まった ものと 見えます Q 

鬼に 角、 此 C 人種的 僻：：：： ルと、 容貌の 美しくな いこと、 父母の 自分に 對 する 不理 解と、 此の 三つの ものが ラ ヘル 

类を 護る もの  ニー 二 
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の 性格に 對 して 非常に 强ぃ打 擊を與 へました。 ラ ヘル は 自分自身で 云って ゐる 通り、 自分 は 生れ 出で \ 生と いふ 

もの を 十分に 樂 しみ 且つ それに 信賴 する ことの 出 來る倾 向 を 有って ゐ たに 拘 はらす、 此の 三つの 壓 迫の 爲 めに そ 

れが 打ち 碎 かれて、 單に 平和に この I を 過して 行かう とい ふ 消極的 態度で- 生活に 向 はなければ なら なくなった 

と" それで あるから ラ ヘルが 初めて 夢想した やうな 華々 しい 生活 は、 遂に 一度 もラ ヘルの 上に は來 なくなつ てし 

しひた 

まった のであります" ちラ へ ル の 本來の 明るい 性情が 虐げられ 踏み 蹂られ 、而 して どっち かとい ふと 東洋 的な、 

內部 生活に のみ 重き をお く、 沈んだ 靜 かな 生活に なって しまったので あります。 ラ ヘル は 斯う 云うて 居る、 「0 

あや 

分はバ ラ ドック ス の やう だ。 丁度 根 こぎに された 木が、 過って 根からで なく 稍から 先き に 地に 埋められ たやう だ」 

と。 而 して iin 分の 性格の 曲った の を 歎いて 居ります。 而 して 若い 時に 受けた 此の 癒 やすべからざる 心の 傷 は、 機 

會 ある 毎に、 心の底から 現 はれて 來る。 ラ ヘル はさう いふ ものに 虐げられ るに は、 餘 りに 多くの 誠實を 有ち、 餘 

りに 多くの 生命力 を 有って 居りました。 其の 虐げられた 傷 は 何時までも 癒 やされ ない けれども、 其の 傷の 爲 めに 

ラ ヘルの 人格 は 美しい 光彩 を 添へ るに 至りました。 ラ ヘルと いふと、 H レン *ケー も 云って 居る 通りに、 プリ ー 

なほ  T 

ディ ング *パ I ソンと いふ 言葉が あって、 それ は 一遍 傷 を 受ける と、 幾ら 治っても 動 もす ると 傷口が 破れて 其處 

から 血が 出る 體質を 有った 人の ことで ある さう だが、 丁度 ラ ヘル はさう いふ 人で ありました。 一遍 受けた 傷 は ど 

うしても 癒えない-」 折が あれば 其の 傷から 始終 痛みが 來て、 生涯 忘れる ことが 出來 ない。 ラ ヘルが 「天才と いふ 

の は、 卽ち 記憶力の 强ぃ 人で ある。 忘れる ことの 出来ない 人の ことで ある」 といって ゐ ますが、 ラ へ ルを 若し 天 

才 でない としても、 少なくとも 忘れる ことの 出来ない 人で あつたの は 確かです。 ラ ヘル 自身で 戀人 にやった 乎 紙 

に、 「私 は 物 を 受取らない 時には 忘れ もしょう。 併し 一 度 受取った 上 は 決して 忘れない。 此の 事實を 貴君 は どうぞ 

蔑視し ないで f 只 ひたい」 といって 居る が、 ラ ヘルに は 他人に 取って は 何でもな いと 思 はれる こと も、 非常に 深い 


印象と なって 其の 胸に 残ったの です。 我々 に は 少し 誇大の やうに 2 心 はれる けれども ラ へ ル 共の 人に 取って は そお 

が n 然で あつたに 相途 ありません J 

ラ へ ルはか、る事情の下に特^^な性情を養成しました。 ラ ヘル 0 分 自身で 私 は 一人の ハム レットで ある。 併し 

ハ ム レットよりも、 もっと 生きく した、 而 して 華やかな、 而 しても つと 髮の 毛の 黑ぃ ハ ム レットで あると いって 

ゐる。 ラ ヘルに は本當 にさう いふ 所があります。 此の やうに して ラ ヘル は 外面 的に 働き掛ける 力 を 遮 ぎら れた結 

EiT 共の 生活 は：！： 處 まで も內面 的に なって 行きました" 隨 つて 前に 申した 通り、 外面 的に 際立った 生活 もせす に 

一 ^を. 多った けれども、 其の 内部に 起った 色々 の 思想の 發露 は、 却って 深味 を 加へ 廣さ を增 して ゐる感 が ありま 

す。 

ラ へ ルは乂 何物に も增 して 誡實を 尊んだ 人であります。 誠實を 尊んだ 故に 又 獨創を 何物よりも 尊んだ" 而 して 

獨创の ある 所に は 殆んど 凡ての もの を 許さう とした。 誠實は 人格 を 造り上げる 所の ものである。 人格 は" に 能力 

或は 洞察力 だけの もので はない。 天才 は 能力 或は 洞察力の みで 許す ことが 出來る けれども 人格 は それだけ では 足 

りない。 人 各は簡 is- に 云へば、 凡て 自分自身の 發 明した 所 を】 つの 統一 の 下に m はき、 而 して 其の 統一した 所 力ら 

して 全く G 分 自身の 思想 を 作り出し、 其の 思想に 依って 生活す る 所の ものが 卽ち 人格で ある。 

それで 此の 人格に 依って 能力 或は 洞察力が 更に 統一 せられた 時に、 始めて 其 處に獨 創 力が 起って 來 る，^ 人^の 

=H 一  つ 創 力の る 所 は、 人格 的誠實 でなければ ならぬ とい ふこと を、 非常に 强く. SL 分で 考 へて 且つ ま， ィ して 居 

つた. - 而 して 「誡實 に. E 分で 尋ねて 自分で それに 答へ ようとす る 所の もの は、 常に 實 在に 心 を 着けて 物事 を 自分 

で發明 亡ねば ならぬ。 望む もの を 求む るに は、 誠實 とい ふこと が 凡てに 向って 必要な ものである。 誠實で n1 つ 親 

切で、 横し まならぬ 心 を 持つ とい ふこと は、 藝術 〔¥ に 取っても、 又 人 としても、 一 の 友達と しても、 家庭の 一 

类を 護る もの  二 三 三 
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人と しても、 公人と しても、 事業家と しても、 或は 支配者と しても、 最大に 必要の ことで ある。 若し これが 無け 

れば それ 等の 人々 たる ことが 出来ない。 我々 に 必耍な こと は、 何よりも まさって 眞種を 愛する ことで ある。 听が 

これ を しないの は 我々 の 今の 社會の 風潮で ある。 我々 の 魂の 萎縮す るの は それが 原因で ある。 若し 誠實 とい ふこ 

とがあるなら ば、 決して 我々 の社會 にさう いふ 病氣が 入って 來る 苦がない。 併し 此の 眞理を 愛せん が爲 めに は、 

無限の 勇氣が 必要で ある。 若し 人が 自分で 斯うなら うと 願 ふ 所の ものになる ことが 出來 なかったならば、 其の 人 

力 どんな 人で あらう とも、 どんな 力が あらう とも、 それ は 何の 役に も 立たない ではない か」 とい ふやうな こと も 

いって ゐる。 誠 寶 であれ、 さう すれば 人 は必す 本當の 眞理を 取つ 摑ま へる ことが 出來 る。 つまり ラ ヘルが ゲ ー テ 

を 批評して、 凡ての 人 は 多くの 露理を 有って ゐる、 併し ゲ ー テは 露 理 そのもの を 有って ゐる といって、 深く ゲ ー 

テを 尊敬した の は 共の 故であります， - 又 斯うい ふこと を 云って ゐる。 「人が 誠實 であると、 其の 誠實 である ことが 

人に 储 说を與 へる。 それで あるから 眞理を 有って 居ない もの は老 ゆる。 人 を 老いし むる もの は 額の 皺ば かりで な 

い」 と。 此の 心 持が ラ へ ル の 生活の 板柢 にあった こと は 云 ふまで もありません。 此の やうに して ラへ ルは 外面 的 

の 色々 の 約束に 依って 自分 を 縛りつ ける ことの 代りに、 自分の 心の中に 本來 動いて ゐ る誡實 とい ふ もの を 何より 

の 便りに して、 自分の 生活 を-導いて 行かう とした。 共の 爲 めに 彼女の 生活 は 屡 M 普通の 意味で いふ 見榮の 宜ぃ體 

ま づ 

^^の整った形から見ると 道 を 踏み外した やうに 見える 場合が 非常に 多い けれども、 少しく 立ち入って 考 へ て 見 

ると 彼女の 行爲が 常に 誠實を 以て 襄附 けられて ゐる こと を發 見す るので す。 

共の 次に、 ラ ヘルの 人物 を 造った 第二の 特色 は 、個人主義と いはう か、 侗性 主義と いはう か、 それが 重き をな し 

てゐ るので あります。 此の 個性の 尊重と いふ こと は、 我々 が兑る 所の 新しい 時代 を 生み出した 一 つの 大きな 源 動 

であると 思 ふ。 H レン. ケ ー に 依る と、 此の 考へを 最も 具體 的に 現 はした のはゲ ー テ であると いふ。 鬼に 角ゲ ー 


テを 始めと して $5 時の 口 マ ン テイストの # への 根柢に は 此の 侗性 尊電- とい ふ ものが カ强く 働いて ゐ たので ありま 

す。 生 }^ とい ふ もの を考 へて 见 ると、 我々 はちゃん と 此にー つの^ 在が あり、 我々 の 周りに は义社 含と いふ 存在 

が ある ^ 此の 我と 社 會とを 如何い ふ關 係に 於て 結びつけて 生活し なければ ならぬ か。 世の 屮を眞 •rrann に 誠 實に考 

へる もの は、 これが igJ ぐ 問題に なって 來 ると 思 ふ。 近世の 唯 物史觀 から m 發 した 所の 社會觀 人生観に 據 ると、 我 

我の^ 活 は社會 牛；^ 或は 環境と いふ ものが 棕 合されて 出來 上った もので、 W 性の 本然 的內容 とい ふやうな もの は 

ない。 個性 は 結局 社舍 或は 環境の 生じた もの だとい ふ 風に 考 へられる けれども、 倂し 能く 考 へて 见 ると、 唯物史 

觀の 立場から いっても それ は 正しい 觀察 でない と 思 ふ。 例へば マルクス は 唯 物 5^ 觀を 作った けれども、 彼が 當時 

の资本生^^制度から解放されてゐなかったなら、 あの人の 社會 主義 卽ち 無资慮 階級の 爲 めに 社 會を 改造し ようと 

いふ 心 持が 起って 來 ないだら うと 思 ふ。 成程 マルクスの 時代に 無资產 者に 對 する 同情 ある m 心 想が あつたから、 さ 

うい ふ 思想が 一 つ の根據 となって あ、 い ふこと になった と考 へられな いこと も 無い けれども、 併し マルクスの 時 

代に あって は 何とい つて も资本 主義が 社會 生活 の 主潮 をな して ゐ た. - 卽ち 資本主義 の 潮 若しくは 反響と い ふ も 

のが  一 ^カ强 く 働いて ゐた 時代で あつたに 相違ない。 マルクスが 若し 社會 生活の 主潮に のみ 動かされた 人で あつ 

たら、 资本 主義 的 生活の 改善 を 心 懸ける のが 然るべき 成行きで ある。 然るに マルクスが あ- - いふ 思想 を 生み出し 

たとい ふこと に は、 私 は 矢張り マルクスの 侗 性的の 力、 侗 性的の 要求が 時代の 思潮 を 打ち破って 働いて ゐ たと 考 

へざるを〔，^ズせん。 マルクス {w らは その 成行き を 環境から 起った 外部 的 影響の みから 來 たとい ふやう に 或は 考へ 

てゐ たか も 知れぬ が、 マルクスの 内部的 情操が 外部の 靡 迫 を 打ち破って 働かなかったなら、 決して あの 思想 を 生 

み 出さなかった と 私 は 2 心 ふので あります。 生物 學 にも 突 發的變 生の 事資 があって、 或る 生物が 境遇の 如何によ つ 

て變 化して 行き、 色々 類が 分れ 形 體が變 つて 行く …… 人間に もさう いふ ことがあ らうと 思 ふ。 要するに 個性の 

笑 を諛る もの  ニニ 五 
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情操と いふ ものが 非常に 重き をな すと いふ こと は、 決して 否む ことが 出來 ない。 此の マルクスの 唯 物史觀 的な 環 

境說 がまる で 行 はれない 時代、 卽ち 個性の 要求が 尊重され て 然るべき 時代に 於て、 却って 個性と いふ ものが 蔑視 

されて 居った。 所が 十八 世紀の 終り 頃から、 個性に 對 する 要求が 非常に 强く なって 來た、 而しーし其の耍求はゲ.' 

テを始め^^^ぃ 口 マン ティ シズ ム の 人々 に 依って 固く 主張せられ たが、 ラ へ ルも 其の 一人であった。 ラ ヘル の 要求 

は ：！： であるかと いふと、 外界の， 驟 きから 自分 を 救 ふこと であるから、 彼女 は 何よりも 自然と いふ もの を 尊んだ。 

ラ ヘル は 言って 居る、 「私 は 子供の 時代から、 自分の 内部生活 は眞 理に應 じて 璺 かなものであった、 自然 は 私の 心 

とい ふ 鋭い オルガンの 上に 親切に 其の 指 を 動かした」 と。 ラ ヘル は 自然 を 尊んだ 結 誠實 なる 考へ 方から 人 

の作った約^5^を破って、 i>: かに 動いて ゐる 所の 自然の 邊に 行かねば ならぬ とい ふこと が、 共の 考 への 根柢に なつ 

て 居った。 

ラ へ ル はさう いふ 風に 世の 屮に 在る 所の 僻見 或は 傳說 とい ふやうな ものに は 非常に であって， 少しも 束縛 

される 所が 無かった から、 一 般に受 取られて 居る 道徳に 關 する 考へ も、 亦 人と 異なる 所があった。 今 は 段々 さう い 

ふ考 〈 を 有って n5 る 人 も ある やうで ある けれども、 少なくとも 共の 時代に 於て、 さう いふ 考 へ は 餘り軍 山 、かった 

ので ある 。ラ へ ル の考 へで は、 人間の 生活 は 常に 變 つて 居る 所の 生活で ある。 常に 變 つて 常に 發 達して 行く 所の 生 

活 である。 我々 は 此の 發 達して 行く 力，：^ 少しで も 途中で^ 礙 する やうな ことがあって はならない。 此の 生命力 を 

澤 山^って ゐれ ば、 凡ての 變 化と 發達は 容易な ものである。 然るに 普通に いふ 道徳の 世界に 於て は、 此の 發 達と 

いふ ことが 非常に 狭く 局限 せられて ゐる。 道 德はー つの 標的 を 作って、 其の 標的 を 不動の 眞理 であると して、 そ 

れに. n: つて 我々 の 生活 を 結びつけよう とする ものである， - さう いふ 風に 作り上げられ たる 道 德は、 人^の內^§的 

の 力の 發達 を阻礙 する 倾 向の ある ものである。 「生命と いふ もの は、 決して 死んだ 所 を 繰り返して はならない つ 


洞.；^ 小 を 透して 洞察に までの 發達 である。 此 等が 人 の 生命で ある」 と， ラ へ ルは 主張して 居ります。 此の 觀念か 

ら， 列へば. EI^ とい ふ 問題に 就いても、 ラ ヘル は 決して それ を 否定して ゐ ない。 詩人の クライストが 自殺した 時 

に、 ^固の 人々 は 共の 行 爲に對 して 大抵 非難 を 加へ た。 其の 中に ラ ヘル だけ は 毅然として、 クライストの 自殺 を 

肯定した。 而 して 云 ふに は、 「私共 は 或は 飛んで 來た 所の 石、 或は 偶然に 逸れて 來た 弓の 矢， さう いふ 我々 と は 直 

接 内部的の 關 係の 無い 出來 事に 山って 死ぬ ことがある ではない か。 それすら 人 は 已むを得ない こと X して 許して 

ゐる ではない か。 然るに 我々 は GI 分 自身で 選んだ 力 を 以て、 自殺 を途 行す る 時に、 それが 自己 内部と 必然的の 關 

ち. U 

係 ある 力 を 以て 行 はれる 時 何故 惡 いか。 それ は 石 や 矢に 屮 つて 偶然に 死ぬ のと 逮ひ、 もっと 根柢の ある 行爲 であ 

る」 と.. ム つて、 クライスト を 辯 護して ゐる。 又虛 偽と いふ ことに 對 しても、 1= 通人の 考 へる やうな 考へ方 はしな 

かった。 「虚偽 は，： ：！ 分 自身に これ を 選んだ 時 は H 常な ものである。 それ は 我々 が 有って 居る 所の ほ 出の 一 つの 條 

件で ある。 併しながら 外部から 强 ひられて 虚僞 をした 時には、 我々 は 始めて 堕落す るので ある」 と。 自分から 進 

んで やった 虚偽 は虛僞 ではない。 .1111 殺 も それと 同じく、  i 分から 進んで 生命 を 抛つ の は 非難すべからざる 行爲で 

ある。 他から 强 ひられて. 殺す るの は恥づ べき. nn 殺で ある。 斯うい ふ 風に 自殺 や 虚偽の 問題に 對 しても、 ラへ ル 

の i^, "へ は 極めて 42 山であった。 それから： 止しい とい ふこと に 就いては、 「凡ての ことに 就いて： 止 常で ある こと は 

n 分 共の もの を 失 ひ 去った 時で ある、 自分. 01 身 を 失 はない 時 は 凡て の點 に； ぬ 合する ように 行爲を 仕向ける こと は 

出來 ぬ」 といって ゐる。 

それから ラ ヘル は 心の 問題に 非常に 重き を 置いた。 彼女 は 女と して は 珍ら しい 程理智 的な 人で ある。 如何なる 

もので も 近 现に據 つて 裁いて 行かなければ 氣が濟 まない やう.. た 鋭 さ を 布って 居った。 人 を： る ことに 就いて、 自 

分 d ゆ 如何なる 人で も 一度 面會 すれば、 此の こと は 如何い ふ 風に 行く かと 拔 くこと が出來 た。 其の 位理 的な 

美 を 護る もの  一 三 七 
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嫩 きを 有って ゐる 人であった けれども、 それに も增 して ラ ヘルの 尊重した もの は 心臓 卽ち 心で ある。 或る 女が ラ 

へ ルの 所に 来て、、 分が 或る 男に 戀 をして、 而 して 其の 戀を 打ち明けた 時に それが 退けられた。 自分 は 返 けられ 

る こと を 知りながら、 それ を 打ち明けなければ ならなかった とい ふこと は、 何とい ふ 馬鹿々々 しい 不名譽 であつ 

たらう と吿， H した 時に、 ラ ヘル は 如何にも 馬鹿々々 しい ことか も 知れぬ が、 如何して 不名譽 であるか、 ちっとも 

不名譽 でない と 色 を： 止して 云った ことがあります。 ラ ヘル は 云って ゐる、 「心が 動かされる 場合に、 我々 は 其の 心 

を 支配す る 所の 力 を 有たない、 心, は柔 かい 肉と 血で 出來 上って 居る、 それ を 如何して 人 Si の 力で 鋼 鐵に變 へる 

ことが SZ 來 ようか」 と。 共の 位 心の 問題に 對 して 纖微な 思 ひやり を 持って ゐ たのであります。 

ラ へ ルは 女の 友達が 如何にも 澤 山あった けれども どっち かとい ふと 妙な 友達が 多かった。 卽ち 世の中から 非難 

を 受ける やうな 戀愛關 係 を 作って 居る 人が 多かった。 例へば 伯爵 夫人 ジ ヨセフ イン. パ クタの 如き は、 其の 夫を棄 

て.^  メ ー ノ ー とい ふ 地位 も 無い 男と 結婚した 爲 めに、 自分の 高い 地位と 名 譽とを 捨て &、 而 して 世の中から は淫 

らな 1- 心した 女と いふ 誇り を 受けた。 これ はラ ヘルの 一番 親しい友達 である。 何故ならば 此の 人 は 自然の 一番 深 

い 要求に 應 じて、 社會的 地位よりも 心 を 重んじた こと を 知った からで ある。 それから ドラ •  メンデ ルゾンと いふ 

人 は、 夫と 長い 間^れて をって、 遂に シ ユレ ー ゲルと いふ 人と 自由に 同樓 した 人で ある。 此の 人もラ ヘルと 大變 

親しく 交際した。 それから ォ ー ガス タ。 ブレ ー デルと いふ 女優 は、 ベン タイムと いふ 伯餘 とこれ も 自由に 同棲し 

て、 公け の 結婚 をし ないで 過した 人で ある。 此の 女優 も 始終 ラ ヘルの 許に 出入りして 大變歡 待され てゐた C ラへ 

ルの 交際して 居った 人 は、 斯うい ふ 種類の 人が 多かった。 つまり ラ ヘルの 考へ は、 斯うい ふ 人達が 本當の 心の 耍求 

する 歐 1  貧に 忠實 であると いふ こと、 それが ラ ヘルに 取って は 何よりも 有難かった からであります。 ラ ヘル は 親し 

く 此の 人達の 相談に 與 かって、 メンデ ルゾンが 外國に 逃げる ことまで 悉皆 世話して やりました。 それから 男の 友 


にも^ 分^ 倒 を见て 色々 のこと を やって 居った。 隨 つて さう いふ 人々 は、 ラ へ ルの所 を P 分の 行 ひに 對 する 徵 

悔所 Q やうに 思って 居り、 ラ ヘル も 非 《めに これ を 可愛がり 同情し ました。 ラ ヘルの 言 紫に、 「愛と いふ こと は 我々 

のヒ や；： を にし 光明 的に し、 意味 を 深から しむる ものである。 愛 を 通じての み 人 は 自分の _ ^在 を 知る ことが 出 

来る。 愛 は 人生の 屮 核なる が 故に， 共の 類似 も 亦 我々 の 同情 を惹き 起す に 足る ものである」 といって 居る。 其の 

味で さう い ふ 人 を 受け入れた ものと 思 ひます。 

ラ へ ルは 又华老 つた 連中が^い 人に 對 して、 孽に 自分の 經て來 た 經驗を 以て 其の 行-お を 束縛しょう とする こと 

に、 る 下决を 感じて 居った やうに： n ^えます。 

「な ハ人は 一つ かりす ると^ 遠 ひが ある、 思慮 分^と いふ ものが 要る と 年寄り はいふが、 人 は.^ 命の 源 卽ち愛 を 

おひ 盡 さない. は、 思慮 分训 はどうして 出來 ようか。 年寄り は 頻りに 經驗々 々とい ふけれ ども 經驗 だけで は 決して 

尊ハ もので ない。 其の 經驗に 依って 本當の 思慮 分別が 叩き上げられた 時に、 始めて それが 尊い ので ある。 軍に 思 

慮 分^と いひ 合理性と いふ もの は、 大抵の 場合 それ は ゥ弋ス ドムで なくして、 勇^^の缺乏でぁる場合が多ぃ」 と 

いって ゐる。 ラ ヘル はさう いふ 風に 若い 人の 心 持に 能く 共鳴して 居った。 けれども ラ ヘル は 何時もい ふ 通り、 誠 

赏を 決して 忘れた こと はない。 强ぃ 誠赏は 生活の 根抵 でなければ ならぬ といって 居ります。 それで あるから ラへ 

ルは隨 つて 戀 愛の とい ふ もの を 一 個の 道德 として 主張し、 我々 は カを盡 しこれ を 擁護し なければ ならぬ とい 

ひ、 愛な き 性的 關係を 不貞 操と して 極端に 非難し、 力 を 極めて これ を 叩き 壞さた ければ ならぬ と 云った。 隨 つて 

a? 在の 社， 5" に 行 はれて 居る やうな 結婚 制度に 對 して は、 何等の 意味 をも兑 出さなかった。 「これ は s,^ 制度で ある。 

^^々人^は^^々 に隨^^して、 我々.！ HI 身の 愛 を 互に 吿白 する 時に、 坊さんと 役人の 前で しなければ 安全で ない と感 

する やうに なって ゐる。 彼等 は {HI 分 自身の 心に 其の 墮落を 知って ゐる、 CI 分の 愛 は 非常に 怪しい ので ある つま 

美 を 護る もの  1 三 九 


お 武. 郞仝第 第七卷  一 四 〇 

り 愛な き 性的の 關係を 結ぶ 不安 を^って ゐる。 であるから 誰か 證人を 得て 證據 立てない と、 破綻が 起る やうに な 

る。 そこで 坊さんと 役人 を頓ん で豫防 的に さう いふ こと をす るので ある。 さう いふ 結婚 は 何等の 意味 もない、 怪 

しからぬ 惯 である。 北 ハの墻 壁 を 除け よ。 此の^ 害な^ 惯を 地面が 平らになる まで 踏み 膝れ よ。 其の後に 始めて 

本當に 生命の ある ものが 榮ぇ るに 至る だら う。 今の 世の中 は、 奴隸 制度と 戰爭と 結婚 制度と 此の 三つの ものが 社 

會の下 底 を 彷程ひ 歩いて、 色々 彌縫 しつぎ はぎして ゐ るので ある。 結婚 制度 は 是非 自. H に 理想的に しなければ な 

らぬ、 さう すれば 坊さん や 役人 を證 人と して、 不安の 關係を 結ぶ 必要がない」 といって ゐる。 

此の 次に 起って 來る 問 題 は 子供の 問題であります。 ラ へ ルは 法律 的に 正當と 認められ 或は 不正 當と 認められる 

所の 子供に 對 する 觀念を 全然 除かな けれ はならぬ と 主張した。 つまり 正式に 結婚 をし ない 問に 牛； れる 私生兒 のこ 

とで あるが、 ラ ヘル は 生れて 來る 子供に は兩 親の つて 居った 所の 失策が 傳 へられて はならない。 法定の 結婚式 

を fT げ ない 子供 を 私生兒 として、 社會 から 虐 遇せられる やうな 憐れ は、 如何しても あるべき 害がない。 斯うい ふ 

考へ方 は 一 日 も 早く 社會 から 除かなければ ならぬ といって ゐる。 それから 其の 子供 はラ へ ルの 說に從 へば 父の 姓 

を繼 ぐよりも 母の 姓を繼 ぐべき ものである。 而 して 母 は 其の 子供の 爲 めに 生みの親で なくても 良き 父 を 選んで そ 

れを養 ひ 親と する のが 正當 である。 さう いふ 風に して 子 佻 を 育てる のが 一 潘好 いこと であると ラ へ ルは 云って 居 

それから 宗敎 とい ふ ものに 對 して は、 私 は 思 ふに ラ ヘル は宗敎 的で あつたと 思 ふ。 凡そ 心の 最も 誡實な 人で あ 

つて、 宗敎 的と いふ ことが 出來 なかったならば、 渴仰 的で ない 人 はない。 ラ ヘルが 實の 人であった とい ふこと 

を 若し 人が 許すならば、 ラ へ ルが 同時に 渴仰 的の 人であった とい ふこと も 許さなければ ならぬ。 併しながら 彼女 

は 普通 稱 せられて ゐ る 所の 宗敎 とい ふ ものに 對 して は、 全く 超然た る 態度 を 取 つて 居った。 シラ ー が E 分 は宗敎 


勺の 動 幾から 宗敎の 信仰と いふ もの を 公言 しないと 云った のと 同じ 意味で、 彼女 は宗 敎に對 して 超然と して 居つ 

た。 乂ゲ ー テの やうに、 i^- ほの 人と 爲 りに は 非常に 尊敬 を 有って 居った が、 併し 共の 名に 依って 立てられた 宗彭 

に まきこ I であった。 ラ ヘル は 斯うい ふこと 裏って ゐる。 rs 敎は 人の 心 靈の靈 の 間に 殆んど 偶然に 

來 上った 所の 一つの 印度であって、 共の 制度が 旣に餘 り 長く 綺き 過ぎて、 もう 餘程 前に 絶滅して しま はなけ ォ 

ばき §Q ものである」 と。 これ は 私の 考 へです が、 i 宗敎 がーつ の 蟹と 結び 附 いて、 而 して 人に 認めら 

れる まふ ことに は， 明かに i しなければ ならぬ 二つ i 素が あります。 一つ は 信仰 i も？ あって、 一つ 

ま. M 、？ 一"：： 卬を 取り 守らう とする 所の 制度であります 

しながら 此の 信仰と いふ 生きた ものと、 制度と いふ 死んだ ものとの 問に は、 迚も 結び 合 はすことの 出來 ない 

S お 乂界が ある。 印度と いふ もの は必す 固定した 物質的の 形 を 取って ゐる。 併しながら 信仰と いふ もの^ 何時 

でも 動いた 生きた 8 的の 形に 於て 存在して ゐる。 此の 二つの ものき ひて 輕 つけようと するならば、 信仰 力 

或る 程度まで 物質 化されなければ 決して 成り立つ もので はない。 併しながら 聊かで も 物質 化され I 仰 は、 もう 

，そのもの あ 質 を 失って き。 此 i 味に 於て 宗教が 制度 化される とい ふこと は、 實際に 於て 不可能で あら 

ねばならぬ。 此の 點は世 の宗敎 に從蔡 する 人が + 分に 考 へて 見なければ ならぬ 點 ではない か i ひます ラ 1 ル 

が 督 敎に對 して 此の 如き 言葉 を 吐いた とい ふこと は、 しかも 百年 以前に 於て 言った とい ふこと は 私共に ザつ 

て.： i  、しご 113； ぼの 少ない ことで はなから うと 思 ひます 

それから ラ へ ルが 其の 同胞 I 隣人に 對 する 所 の觀 念で ある。 ラ へ ル 自分| は I 人で あるから 人から ナ 

雷お された けれども、 他に 對 して は 非常に 優しい 非常に 廣ぃ考 へ を 有って をった。 第 十八 世紀から す I に 

かけて ま. -羅 巴の 革命 時代で ある。 怫 爾 西に 共和 國 としての 憲法が 制定され たり、 亞米利 加に 獨立戰 力 起った 
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時機で あるから、 謹 巴 證は實 に 混亂の 限り を盡 して 居った といって 宜 いので ある。 S 

里に 大革 命が 起った 時に、 獨逸 Q 人々 はこれ で 以獨逸  70 七 さ Ik ヰ 巴 

ぽ  き 3^さ.^&0とに,.^カ多バノ！^^^されるでぁらぅ、.：^歸四：；；；ぁ 

は 、く やられた の は、 I の 力が 然 つて 多い とい ふやう If 謹 的の 考へ I つて ゐる 者が 大 I で 

て さ 2舊革 命の 露 的！ 者であった。 ぎしても 此の 革命に 依って I 平等と 

は々、 の 不幸から 救 ひ 出す I ひない と 固く 信じて 居った。 共の 內 不幸に して 革命に 因" 

UM^.Mf_^ は ナボレ オンの 手で I せられる と、 獨 逸の 若い ロマン テイストの 人々 すら も、 ^ 

un^uj^^l  I 囊 的の 傾向に 向って 履す る やう な揚 合に なった が、 ラ ヘレ i 

け は £ 乞 5 の 風潮に 抗し， 灵さ 有って 居る 根本的 pii へる やうき とが ％  0^ 

起した 精神 は 決して 一 ナボレ オン 位に よって 倒す ことの 出來るも のでない、 i^^h^ 

^ るよりも、 共同に 依って 治められ たいとい ふ I は、 i<iftu^^ 

u= レオンに 反抗して、 佛證 人の 有って 居る 人 I の自阜 等の 精神 を 少しも 疑はなかった。 r 

^^iii0iift ナボレ オンに 對 する ゲ丄ァ の § だけ は 信じなかった。 それ 

Hiisil 尤も ナボレ オンが 獨 逸に 攻め込んで 來て、 ah 

に ラ ヘル は 正當の 豪に 於ての if あった。 而 して 獨 flQ 地より 救 ふとい ふこと P 大ぃ 

自ら 進んで 赤十字社 I 謹と なって、 自分が どれ だけ i 新しい 女と して 實際 のこと にも 力量 I 持 

H^^uitii^ifps^L^O 併しながら il ると、 il き醉っ 

HMUi.. ラ ヘル は 人類 i とい II れ に反對 し、 LH^^ 


それから 謹と いふ ものに 對 しても、 ラ ヘル は大霞 ひ を 有って 居った。 どうも 我. -が讓 を 得られる やうに 

な て も 、者の 自. H が. - して 得られる であらう か。 丁攀 供に 親が 管與 へ たけれ ども、 疾ぅ の 昔に 中味が， 

な；^てしぉって、子供は皮だけ|たとぃふゃぅに、憲法其のものをさぅぃふ風に考へて居った。 SI 建に 

行 はれ か、 るて 居った 所の 社 寡 仕の 考へ、 それに もラ ヘル は 條件附 きで 反對 であった。 先づ 自分に 對 して 忠實に 

奉 る こと Q 出來 ないやうな 人が。 どうして 社會に 奉仕す る ことが 出來 るかと いふの がラ ヘルの 考へ である。. - 

つて ラヽレ は サン. シ モン の 信者であった。 敎 育され た 有産階級の 人の 中には 何等の 美德 とい ふ ものが 無くて 却 

つて， は 常に 民衆 Q 中に t—l されない 所の 無 霊 階級 S 中に あると へ I にはラ へ ルは 一 概に同 

意し なかった。 § てラ ヘルの 信頼す る 所の 人 は 裏で あると 云った。 但し 貴族と は Nobility  I すので はなく 

lin を 指して いふ Q だ。 決して I 的に 階 f 分けて 彼れ 是れ いふ やうな ことはなかった。 さう いふ 風な 

考 へであった。 又ラ ヘル は 常に 人 を愛 して、 自分の 死ぬ 暫く 前に 友達に 逢って、 私 は 好い こと I ひついた。 私 力 

死んだなら 私の i 面に ふこき， 5 ひた、 i 「菅 仝よ、 若しも 此の 人， 上に、 や 力 知 

ら 善い ことが 起ったなら、 あなた は 其の 喜びに つけて、 どうぞ 私の 喜び を も 顧みて やって 下さい。」 斯うい ふこ 

と を 墓に f つけ 5 ひたいと いって 死にました。 それで ラ ヘルが 常に 隣人に 對 して どんな こと I へて 居った 

かとい ふこと は、 略. - 想像が つくと 思 ひます 

それから ラ ヘル は 自分自身 として は 一つの 大きな 纏まった 思想 も 現 はさなかった し 又 創作的の 仕事 もしな 力 

つたけ e ども、 彼女 $5 ハの蓦 の に 火 I へ 力 I へ、 而 して II へて 居った。 ラ ヘル は 女性と い 

ふ もの I  く.^ うい ふ 力が あると いふ こと I じて、 而し てこれ は 女性の 一つ S 事で I とい ふ 風に 感じて 居 

つた やうに 見える。 斯うい ふ 女性と して、 十八 世紀から 十九 世紀の 初めに 掛けて 出て 來た f の 中に， ラ ヘル は 
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んど隨 一とい つて 宜 いと 思 ふ。 ラ ヘル は 又 特に ゲ ー テに對 して 殆んど 無制限の 尊敬 を 有って 居った。 、ゲ I テも 

亦ラ ヘルに 二三 度 逢った 所から して， 直ちに ラ ヘルが 異常の 力 を 有って 居る 女性で ある こと を 看取して、 力強い 

所の赏 讃の首 葉をラ ヘルに 捧げて rs ます。 

ラ ヘルに は澤山 立派な 友達が あった。 例へば フィヒテの 如き、 シ ユレ ー ゲルの 如き、 クライストの 如き、 シ ユラ 

ィ エル マツ ヘル の 如き、 . フ ム ボルトの 如き、 ハ イネの 如き、 皆當 時の 思想 を 導いた 有名な 人々 であります。 其の 

外 或は 詩人 或は 創作家 或は 藝術家 等、 種々 の寶カ ある 人が ラ ヘルの サ：， ンに 出入して 親しく 交際し、 皆ラ ヘル こ 

對 して 非常に 重き を 置いて 居った。 ラ ヘル は 斯うい ふ 人々 を、 自分の 美しい 人格の 力 を 以て 其の サ，" ンに 引きつ 

けた。 而 して 毎日 夕方に なると サロンに 近い 音 樂會ゃ 何 かの 會が濟 むと、 斯うい ふ i れた 色々 の 人が ラ ヘルの 

サロンに 禁 まって 來て、 ラ ヘル を 中心に して、 色々 の 話 をして 夜 を  1 したので ある。 ラ ヘル は 極く g やかな 能く 

氣 の^いた 一人の 女主 人と して、 皆ん なの 云 ふこと を 與味を 以て 聽き、 それに 對 する 自分 Q 意見 を 述べて 批評す 

る こと も 厘.. あった。 それが 爲 めに 集まって 來る 人々 は皆ラ ヘルから 少なから ざる 感化 を 被った- 其の こと を銘 

銘が 明かに 公言して ゐ ます。 

ラ ヘル は 又 家庭 內の 生活に 於ても、 極めて 立派な ワイフであった。 自分の 身體は 弱かった が、 世の中に 生 L 

出た 上 は 働く 人で なければ ならぬ とい ふ 意味で、 常に 傲く とい ふこと がーつ の 特色であった。 而 して 動く とい 

ふと 如何なる ものに 對 しても 有らん限りの 力 を 以て 働く とい ふ 風で、 家庭 上の， が な ことに は餘り 注意し なか 

つた 力 一た ぴ必耍 が 生じて 來 ると、 最も 規則 立った 敏活なる 家庭の 整理 者であった。 パ ルン 《I ゲンが 十九 年 

間ラ ヘルと 同梭 した 後に 過去 を 顧みて 云って 居る ことに、 自分の 結婚 生活 は、 一 n 々々に 新たなる 結婚 生活 を CJ 

り 返し やうであった。 彼女の 傍に 居る と， 自分 は 常に 新たなる 愛の 燃え 出る の を 感じた。 さう いって,； 《 る 所 か 


らおへ て はても、 ラ ヘルの 〔豕庭 を 整へ る 力が、 どの位 美しく 働いて 居た かとい ふこと が 想像され る。 母の 病氣の 

. ^でも、 所の ことから 寢" のことまで、 殆 んどラ ヘルの 乎 一 つで 化附 けて、 少しも 滯りを 兌せ なかった。 彼女 

は. 挝に 社交 上に 立派な こと をした 許りでなく、  {zi^ 內の 生活に 於ても 立派な 細^であった。 叉 子供 を 非 《.- に 愛 

し， 殊に 敎會 などで 子供に 祌 學を投 ける やうな 不自然な ことに は 反感 を 持って ゐた。 ラ ヘル は、 子供 を 育てるな 

ら、 G 分 は 子供に 何も 與 へない、 子供 自身で 見出す 所 を 母が 乎 傅 ふやう にす る。 其の 外に 子供に 對 して 優しい 愛 

と综 敬と を捧 ぐべき^ はない と^へ てゐ ました。 晩年に は 女の子 を 貰って、 それ を 非常に 可愛がって 育てました Q 

さう いふ 風に ラ ヘル は 母ら しい 有難い 力 を 潤澤に 胸の 巾に 有って 居った。 併し ラ ヘル は 云って^ ります、 人^と 

いふ もの は 家庭の 勤め をす る爲 めに 生れた もので ない と。 だから 奥さんな どが 女中の §ぃ， 口 をい ふと 非 ザ.^ に 腹 を 山丄 

てる。 女中と 准 も 一人の 女性 だ、 內 のこと をのみ する だけで 滿 足し 川 i る もので はない。 そんな ことの 出 來る蒈 力 

ない、 譃 だと 思 ふなら 細君 自身で やって 見る がい、。 女中の やる だけ もやれ やしない。 …； そんな 譯でラ ヘル は 

一 つの 家 を 整へ る爲 めに^れ て來 たので ない とい ふこと を 非常に 强く 云って".^ ります。 併しながら 普通の 細 ブ-ょ 

り も餘程 i い 働き を やって 居った こと は、 前に 述べた 通りであります。 

位 生活の 外面から いふと さう であるが、 ラ ヘルの 生活に 就いて 考 へて 兒 ると、 最も 大切な の は 此の 人に 起った 

、 戀愛 問題で ある U 私 は 何 かに も喾 いた ことがある けれども、 貞婦 二 夫に 見えす 11 貞節の 女 は 二人の 夫に 仕へ な 

い。 それ を 引っ繰り返して 其の 貞節 を に 持って 來て、 貞節の B?^ は 二人の 女 を 愛しない とも 云へ ますが、 どっち 

から 云っても {儿 いけれ ども、 n 本で は 女の 方で 貞婦 は 二 夫に 見えす とい ふこと を 昔から 云って 居る。 见に角 一た 

び戀愛 を經驗 した もの は、 - 科び 經驗 して はならない とい ふ敎 へで ある けれども、 私 は 何も 經驗 して はいけ ない とい 

ふこと は あるまい と 思 ふ。 經驗 する ことが 出來 ない とい ふのと 經驗 して はいけ ない とい ふのと、 其の^に 大きな 

类を 譏る もの  - pa 
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差が ある。 び經驗 する ことが 困難 だとい ふの は、 これ は事實 として 否む こと は 出来ない が、 經驗 して はいけ な 

いとい ふ 道现は 決して 無い。 藿 ぃ道德 から 見れば 色々 理窟 も あらう が、 人 問の 生活力と いふ 大切な 力 を 無視す る 

ものであって、 これ 程 馬鹿らしい 無理な こと は 無い。 それ は 一遍 戀愛 を經驗 した 人 は、 中々 B: び經 験す る ことが 

出來 なくなる。 けれども 初めて 戀愛 を經驗 した 時の 相手と いふ もの は 世界中に 】 番 理想的の 人間で あるかと い へ 

ば、 これ は 疑問で ある。 廣く 人に 接する 內に 更に 理想的の 人が 見當 つたなら、 其 處に乂 新しい 戀愛 を經驗 する の 

は 自然で あると 思 ふ。 けれども 舊道 德の敎 へる 所では、 さう いふ 心の 起る のが 罪惡 だとい はぬ ばかりの 態度で あ 

る。 此の世の 中に 受けて 來た 一番 大切な 人間の 生命力、 これより 大切な ものが 無い のに、 それ を 自分で 押し i し 

て、 まるで 自分の 子供 を 殺して しま ふやうな こと をす る。 而 して 木の端 くれ 見た やうな 人 問が 其處ら 中に 出來上 

る。 さう いふ 人 は 品行方正 かも 知れない。 然し 品行方正 位が 關の山 位な 人間に なり 終る の だ。 深い 強い 生命力 を. 

有った もの は， そんなに 極限 せられた 外部に よって. 右され て はならない。 もっと 高い 强ぃ 意義に 於て 働いて 行 

かねば ならぬ。 一 旦戀 愛が 破れた からといって、 何も 外面に 束縛され て 死灰 同様の 餘生を 送る に は 及ばない。 人 

問と して はもつ と 本能 的の 力に 忠實 でなければ ならぬ。 ラ ヘル はそんな ことが 出来なかった。 それで あるから 生 

涯の 問に 三度 戀愛 を經驗 して 居ります。 私 は 此の ラ へ ルの やり方 を 非難すべき 理. 5 を 見出し ませぬ。 

近代に 於て 性的 感情の 上に 一 つの 特殊の 現 はれが ある。 それ は 何で あるかと いふと、 男が 自分よりも 年老った 

女 を 愛する こと、 これ は 今日日 本に 於ても 少し づ& 起って 居る やうで あるが、 此の 現象 は歐羅 巴に 於て は 餘程以 

前から 旣に 起って 居った。 それ はどうして さうな つて 來 たかと いふと、 今まで 男性が 女性に 對 する 要求 は、 主に 

外面 的に 女性の 有って 居る 特長に 置いて あつたの であるが、 さう いふ 男性の 要求に 對 して は、 若い 女が 一 番 好い。 

併しながら 近代 人の 耍求 はそんな 肉的 外商 的の 女性で なくして、 もっと 內面 的な 個性の 人と しての 要求が 段 々發 1 


t して 來た。 i しく 云へば、 女性が 特有す る 一 つの 美しき 性格、 性に は 迚も 求める ことの 出来ない 女性 特有の 

情調 を sfai が 求め 出して 來た。 それ を 求める に は 成熟期の 前に 在る 肉體 のみの 豐 腿なる 女性で は 不可能で、 全く 

一個の 人と して 成熟した 女性に 於て 始めて それが 發兑 せられる C 若い BR が 女の 肉 體的美 を 追 はすして、 其の 肉體 

の內に 成熟した ト，^ . 人の 特殊性 を 求める 結 からして、 自分よりも ハ牛 上の 女性 を 求む る やうに なった ので はない 

か。 H レン -ケー が 云って 居る が、 或は それが 一 つの 现. a かも 知れぬ。 鬼に 角 斯うい ふ倾向 は、 歐羅 巴の 文明！： に 

S つてぶ た 所の 一せ し い 現象で ある。 ラ ヘルの 戀愛も 其の 通りであって、 前に 申した 通り 三つの 戀愛 を經驗 したが、 

そ，. は 女性の 有って 居る 性的 感情の 三つの 階級 を遣憾 なく 現 はして US る やうに 兑 える。 ，s 一  の戀 愛の 場合 は、 ラ 

へ ルは 彼女 GI,:^ の 愛情に 對 する 戀 であった。 卽ち 戀を戀 したので す。 二の 揚 合に 於いて は、 ラ ヘルが Hf: 性に 對 

してお つて る 愛であった。 第三の 場合に は 男性の 愛情に 對 して 反 應 した 愛であった。 此の 三つ は 女性に 通有に 

起る 一一： 階級であって、 ラへ ルは それ を經驗 して 居ります。 

ラ ヘルが 一 桥 初めに 經驗 した 戀は、 一 七 九 六年ラ へ ルが 二十 ra: 歳の 時に 力 ー ル • フォン. フィンケ ンス クインと 

r ふ.^ A 一 婚約した それで ある。 力 ール* フォン • フィンケ ンス タインと いふ 人 は、 年が 十八 九の 若い 靑 年であった 

が、 ラ へ ルは父を喪って始めて^！！！分の感情生活が拘束されなぃものとなって、 一種の 華やいだ 若々 しい 血が 自分 

っし 臓 を 巡り 初めた こと を 感じた。 而 して 社 會に顔 を 出せる やうに なり 始めて、 人生の 明るい 方面 を 見る こと 力 

U 來るゥ うにな つた。 共の 時 芝居で 力 ール* フォン • フィンケ ンス タインに 逢った ので ある。 所が 此の 人 は 非 « に 

美しい si- であり、 又 凡ての 修養 も 立派に 出來て 居って、 何處 から 兒て も拔け ほが 無く、 話 の 筋 も 非常に 面. S く、 

能く 人 を惹き つける やうな 話 振り であった。 此の 人に ^5 つて ラ ヘル は 今 ま でぢ つと して 居つ た 感情が 始め て i き 

:;t した。 而 して 本 <:3 に 此の 人 を 愛したい と 思って、 0 分の 心の たけを 告げて 遂に 婚約 を 結ぶ に 至った。 けれども 

类を謨 る もの  一 叫 七 
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ラ へ ルは 猶太 人の ことで は あるし、 財産 も 社會的 地位 もさう 高い ものではなかった。 これに 反して 力 ー ル. フォン • 

フィンケ ンス タイン は 非常な 金 持で、 社會的 地位 も 高く、 美しい 容貌の 持主であった から、 母 や 姉妹 は 理想的 細 

君 を 持たせようと 思って 居る 所へ、 其 處 へやって 來 たのが ラ ヘルと いふ 地位 も 金 もな く、 しかも 伯 餘 よりも 年の 

進んだ 猶太 人の 娘であった。 母 や 姉妹 は 無論 これに 不服で 色々 低級の 頻迫を 加へ た。 ラ ヘル は 初めての 戀 の經驗 

に 熱中して 居って、 身 も 心 も 打ちまけて 居った けれども、 段 々力.' ル* フォン • フィンケ ンス タイン の 態度が 怪し 

くな つて 來て、 色々 ロ實を 設けて ラ ヘルから 自分の 身 を 逃れよう とした。 ラ ヘル は 其の 人の 如何にも 輕薄 なの を 

知った けれども、 實に闲 る こと は戀 であって、 其の 男が そんな 馬鹿らしい 人で あつたと 知りながら、 それ を 愛さ 

ない とい ふ 譯には 行かない。 ラ ヘル は 大變 苦しんだ けれども、 遂に それが 成り立たないで 二人 は 離れなければ な 

ら なくなった。 斯の 如くに しても 二十 叫 の 時から 二十 八の 時まで 五ハ 牛に 亙った 婚約が 到頭 破れて しまった。 併し 

此の 時の 戀愛は 曾 は^ 林擒の 木に 花が いたやうな ものであって、 まだ 實が 結ばれる に は 程が 遠い のであった か 

ら、 ラ ヘルの 心に あった 力 は其處 から 纔 かに 囘復 されて， 苦しんだ こと は 非常に 苦しんだ が、 再び 新しい 力 を 働 

かせる ことが 出来た。 而 して 或る 友人に 連れられて 巴 里の 方から. In 耳義に 行き、 和 蘭の 方に 廻って 暫く 胸中の 悶 

悶を 忘れて 居た。 巴 里に 居った 時に、 或る 若い 人と 友情が 出来た けれども、 それ は戀 にならないで、 親しい 兄 あ 

の やうな 友情 を續 けて 居った。 而 して 伯林に 歸 つて 來 たが、 其の 時 西班牙の 公使館 附 であった ド ーン* ラフ ァ H 

ル. ダル キ， 'ォ とい ふ 人と 懇意に なった。 これ はラ ヘルが 三十 歳の 時で ある。 女の 三十 歳 は 第二の 女性の 危機に 

際する 頃で、 心の 動き 方に 依ってもう 實を 結ばねば ならぬ 時機で ある。 實を 結ぶ かどう かとい ふこと は、 女性に 

取って は 致命的の 重大の ことで ある。 この 時に 起って 來る戀 愛 は、 殆んど 全 身を投じて 猶ほ 足りない 程の 深い も 

のでなければ ならぬ。 其 處へド ー ン. ラフ ァ H ル ダル キ ー ォが現 はれた ので ある。 此の 人 は 西班牙 人に 特有な 非常 


に 强ぃ熱 SE の 寺 主であって、 ラ へ ルも亦 此の 人に 對 して 渾身の 愛 を 捧げた のであった" 所が 此の ド ー ン - ラフ ァヱ 

ル. ダル キ ー ォは、 ラ ヘル 程の 才能 も 無く、 ラ ヘル 程の 識兇も 無い 人であった ので、 常に ラ ヘルに 對 して 自分 は 

f2 になって n5 ると いふ 心 持 を 拭 ひ 去る ことが 出来なかった。 ラ ヘル は 愛した 男に 對 して は、 子供の やうに 純潔 

な りの 無い 愛 を 捧げた に拘 はらす、 此の男は常に自分が引け^^になって居る弱みからして、 ラ ヘルに 對 して 疑 

の 口 を もって 嫉妬す る やうに なった。 而 して 其の 不思議な 心と 心との _ ^藤が 嵩 じた 結 此の は 病的の 嫉妬 か 

ら にラ へ ルを 怒らせる やうに なった 。ラ へ ルは 此の 不幸から 自分 を 救 ひたさの 爲 めに^ら ゆる 镜牲 を拂 ひ、 有ら 

ゆる W 難と 闘って. 0 分の 虞 情 を 其の 男に 知らせよ うとした。 ラ へ ルがド ー ン. ラファ ヱ ル. ダル キ -I ォに 贈った 乎 紙 

の 屮の言 藥に、 「愛 は 最大の 自信で ある。 目、 耳、 感じ、 心、 其の 凡てが 强く說 伏せられ るの だ。 若し 人が 此の 力 

に 抵，： 几す る ことが 出来る やうなら、 共の 人 は實際 愛して は 居ない の だ。 ^！：！信を意識することの出來る崇高なる存 

在 勿で ある 所の 人 問の みが、 本當の愛をすることが出^^るとぃふのは、 つまり 愛が 最大の 自信で ある 所の 證據で 

ある」 さう いふ こと を 云って 居る。 此の 位の 深い 心 持で ラへ ルはド ーン* ラフ ァ H ル • ダル キ ー ォに對 したに も拘 

はらす、 此の 戀も 長き 試鍊の 後に 遂に 破綻に 歸し、 ダル キ ー ォ からお 前 は 決して 私 を 愛する もので ない とい ふ 疑 

ひ の 宣富 を受 けて 離れて しま ふこと になった。 

ラ ヘルの 最初の 戀も 致命的であった、 二度 HI の 戀も斯 の 如く 傷 を 受けた。 彼女 はもう 殆んど 起つ こと も 出來な 

<^^Uぅ.H^„:ぉ禺ーこぁったと謂はは*,Hならぬ。 併し ラ ヘルの 心の中に は、 もっと 強い所の 生命が 動いて 居った。 誰か 

が 云った やうに、 まだ 壞れ たことの 無い ヴァイオリン は 非常に 高い 强ぃ音 を 出す けれども 一 たび 壊れて 美しく 修 

p= せられた ヴァイオリン は 其-の 音 こそ 低い けれども 調子が 更に 美しい ものになる といった やうに、 ラ へ ルの 性格 

の 巾に も、 大きな 傷 を 受けた 後に は 更に 超絶した 性格が 励いて ほった ものと 兌え る" 北 ハ處へ 一八 一 闪 年に 第一 二番 

Jiiii? を 護る も P  1 四 九 
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目の 戀 人なる バ ル ン ハ ，- ゲン. フォン i ンセ とい ふ 人が 現 はれた ので ある。 此の 人はラ へ ル よりも 十六の 年下で あ 

つた。 而 して 此の 人 は 聰明な 生れつき を 有って 居った。 又 極めて 批判力の 强ぃ 人であった。 容易に 物に 動かない 

性質の 人であった けれども ラ へ ルの やうな 獨創カ を 有って 居った 人ではなかった。 此の 人はラ へ ル に 逢って in く 

交って 居る 內に， 段々 ラ ヘルの 內 部に 動いて 居る 所の 素晴らしい 力に 動かされ. たので ある。 彼はゲ I テをも 驚か 

したやうな 强ぃ 批判力 を 有って 居った 人であった けれども、 其の 批判力で 批判して 兒て も、 ラ ヘルの 心に は 到底 

自分の 及び もっかない 美しい ものが 藏 されて 居る こと を發 見して、 而 して 遂に ラ へ ルに對 して 深い愛情 を 持つ や 

うにな つた。 ラ ヘル も 二度まで 非常に 苦しんだ 經驗が あるから、 容易に 動かなかった けれども、 段々、、 ハル ンハ ，1 

ゲンの 熱の 加 はるのに 動かされて、 将ぴ 此の 正しい 强ぃ 愛情に 對 して 働き 始めた。 所が 此の 二人の 問に 又 妙ない 

きさつが 起って 來た。 それ はラ ヘルが 非常に 立派な 女で あり、 、パル ンハ ー ゲン それ 自身よりも 遙 かに 勝れた 人格 

者であった から， 此の 人と 一 緒に 樓む ことが 出来まい と 感じて、 バル ンハ ー ゲン は 常に 煩悶した。 ラ へ ルは それ 

に氣 がつ いて、 色々 話し合った 末、 二人の 間に 十分の 理解が 出來て 愈. - 結婚す る ことにな つた。 此の 時の ラ ヘル 

は 叫 十 一 一、 バル ンハ ー ゲン は 十六 年下の 二十 六。 斯 くして 十分に 落ち着きの ある 深味の ある 道理に 叶った 愛情が 

目 醒めて 来て、 以後 十九 年の 長い間、 美しい 結婚 生活 を績 けて 行った のであります。 此の 結婚の 成り立った 時に 

ラ ヘル は 自分の 夫と 約束して、 自分 達 は どんな ことがあっても、 二人の 生活に 於て は 全く 自. S である。 自. E を 愛 

せよ。 どんな 生活に 對 しても 決して 自由 を 妨げまい と 堅く 約束した。 併しながら バ ルン ハ ー ゲンの 手紙 を 見る 

と、 前に も 述べた やうに 愛情の 日に 新たなる を覺 え、 年が 經っ程 二人の 間の 愛 は 酒の 如く 熱して 行って、 二人の 

間 は實に 美しい 關 係が 死に 至る まで 絞 けられた のです。 さう いふ 風に して 六十 一 の 時に ラ へ ルは 死んだ。 ラ へ ル 

はこれ 程 生命力に 强く、 六十 近い 五十 幾つの 頃に も、 全く 子供の やうに 物 を 愛する ことが 出来る といった やうな 


狀， であった。 化 人の 死に 對 する 心 持に は 諦めの い.^ 人に 見る やうな 平安 さはなかった らう， 然しな 力ら ラへ 

ルは、 ゲ ー テが， つて ゐ たやうな 死生 觀に 安住す る こと を 得て、 大きな より 高い 存在に までの 個性の 飛躍 を實感 

しつ &、  かに 死の 來 るの を 待った に 相違ない。 

..-v:^ は大變 詰らなかった けれども、 結局 そんなに 問 違った こと は 申さなかった と 思 ふ。 ラ ヘルが 新しい 女と し 

て、 卜 八： i= パ せから 十九 世紀に 掛けて 斯うい ふ 考へを 有って 居った こと は、 私に は 一 つの 驚異で あるので、 御 紹介 

をして 见 たのです。 私はラ ヘルの 生活 は 私達の 生活に 對 する 大きな 暗示 だと 思 ひます。 二十世紀の 今日 女性と い 

はす 男性の ii にも、 ラ ヘルの 水準まで 達して 考へ 且つ 活 きて ゐる人 が^して どれ 程 あるで せう。 兎に角 我々 は 外 

|S こ は 縛ケら L と 所の 弱 ハ考へ に 依らす、 もっと 本能 的の 力に 忠實 でありた いと 思..？ 。忠實 であると いふ こと.^^ 

に 的の ゅ識に 因って 動く とい ふことの 間に、 非常に 差の ある こと は 能く 念頭に 置いて 預 きたいと 思 ふ。 もう 

少し 人 が內 部の 力から 動く やうに なって 來た 時に、 我々 の社會 生活の 上に 始めて 眞實の 力が 動く のであって、 

； ts" はもつ と も由 な、 もっと カ强 い、 もっと 合现 的な 動き 方 をす る ことが 出來る ものと 思 ふ。 私の ラ ヘルに 彭ぃ 

て 知って 居る こと 又 感じて 居る こと は、 大體 此の 位であります。 

「美 を 護る もの」 の 速記 は、 仝然 役に立たなかった。 所が その 講演の 内容が、 以前に ie- 京の 新人 社で 講演した 「ラ へ ル* 

バ ル ン ハ ー ゲ ン の 事」 とい ふ 題の それと 大差の ない の を便リ にして、 その 講演の 粳槪を 「新人」 から 鞞載 する：. 叫し を吉 

^^君から受けて、 傜か ばかりの 訂正 を 加へ て發 表する ことにした。 

(1 九 二 1 年 五月、 文化 生沾^ 演集 「？ 1^ 共の 主張」 所載) 
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泉 

今、 餘り 口の よくない 木 村 君 (司會 者) から、 よくない こと を 云 ふか も 知れない と、 紹介 を 得て、 此の 演壇に 

立ちます が、 赏際私 は 色々 よくない 事 を 云 ひさうな 氣 がします。 併し、 心 持 はそんな に 惡ぃ人 ではない 積り で 

す。 咋日、 大阪の 講演 會 でも 前置きで 中した のです が、 鬼に 角、 人の 云 ふこと を 是非と なく 受け入れて、 雜吞み 

にす る やうな 人 は その 人が 惡ぃ の だとい ふこと に 私 はきめ て 115 ます。 そんな 方 は 此の 會 場に は 居られない 事 だと 

は 思 ひます が、 萬 一 居られた としても、 私 は その 方の 受けられた 損害の 賠償に は 任じません から、 念の 爲め 申し 

上げて おきます。 

丁度、 私が 旅 をし まして 羅 馬に 弟と 一 緖に滯 在して 居りました 時に、 それ は 或る 秋の 夕方で したが、 知合 ひの 伊 

太 利の 一人の 靑 年が、 アツ クヮ *ァ チェト ー ザと いふ ，：„^ の ある 所に 連れて行って くれました。 それ は羅 馬の 郊外で 

タイ バ ー 河の 左岸に あるので す。 皇帝 ォ！ レリ ヤスが 造って 遣した と 云 はれる 古い 城壁が あります が、 その 城壁 

に 沿うて 一 つの 門 を 潜りぬ ける と、 もう 羅 馬の 郊外に 出ます。 郊外と いふと 何處 でも さう です が、 人 問と 自然と 

が、 互に 手 を 延べあって 溫 かい 握手 をして 居る やうに 見えます。 その 姿 は 何時でも 人の 心 を なごやか にします。 

私達 三人 は 西に 傾いた 太陽の 光の 下 を 快い 足 どり で 進みました。 その 行 手に は タイ バ ー 河が 大きな 盤 紅 を 描いて 

みづ くま 

居る。 その 水隈 に、 殊更に しつら へた やうな、 恰好の ぃ&村 があります。 夕方の 事です から、 そこに 行きつ いた 

時には、 一日の 勞役を 終った 勞働者 だと か、 或は 夕餉の 支度 をす る 女の人 等が、 その 泉の ある 處に 集まって 來 

て、. 忍 ひ/ \ に 水 を 汲んで 居る 時で ありました。 これと 云って 特に 騷々 しい こ ともなく、 彼等 は 一 日の 什 事 を 終 


へて、 さう して 夜の 休みに 入る 前に、 各よ 自分の 欲する だけの 水 を 瓶に なり コップに なり 汲み取って、 そこで そ 

の俊饮 む、 も あり、 肩に のせて 歸 つてい く 人 も ありました。 思へば、 この 村に も 様々 な 事が 日々 起り まして、 或 

は 菩ぴも 妬み も 愛 も^しみ も あるので せう けれども、 初秋の 夕 暮の靜 けさに、 それ 等の もの は 溶け 流れ、 忘れ^ 

てられた やうに、 その の 傍 はしめ やかに 平和で ありました。 私共 も その 泉から 少し 酸味 を もった 淸ぃ水 を飮ん 

で、 ^：^び歸^こっぃた寺には、 已に夕 暮の光 も 消え 3;- て \ 月が 木立 を 越えて の 穴.1 の 稍丄咼 くに 鄰き 出して 居 

りました。 ^,、達は夜道を迪って羅馬の城門へと歸るのでしたが、 歩きながら 私 は， とい ふ もの \ 美しい 祌祕 的な 

じに 浸った こと を 今に 思 ひ 出します。 

その C 水 は、 人々 の 汲まない 時には、 地の 深い 底の 方から 湧き出して 來 まして 地 商に 流れ、 小さな せ. - りぎ とな 

つて 落ちて 行く のであります が、 その 泉の 水の 流れ 落ちた タイ バ， I 河 は、 ゆるやかに 平野の 間 を紆り 流れて、 彼 

の羅 -il. — 界の 古い 歷史の 巾 心と も 云 はれる ところの 羅； it とい ふ 大きな 都 會の眞 中 をよ ぎって、 やがて の * に 

は 地中海に 注いで 行きます。 

そ？： T か何處 から 澳き 出して 來 るか、 恐らく は 私共の 想像 も 及ばない 暗い 底 深い 地の 下を經 廻って、 やがて 地 

上 こ 現 は て來 る。 さう して；^ 共の 服に 11:1^ える やうな 姿に なって、 さ、 やかな 音を立て. -、 タイ パ Iv::: に 流.. C  、つ； 1 

むつです。 タイ バ ー 河の 兩 岸に は、 この アツ クヮ *ァ チヱ ト ー ザと 云 はす、 數 限り もない， 2^ かあつて、 それ 等から 

流れ出る 地下の 水が 合流して、 あの 大きな 一 流れ をな して 流れ 下ります。 それ は羅 馬の 市街に 這 入ります 時には、 

亡. しい 人間の 生活の 爲 めにつく り 出された 溝の 汚水 や、 小川の 濁水 やが そこに 入り 交って、 綠 色の 美しい ガカ 冬 

枯の 草の やうな 濁った 黄色に なって しま ひます。 それが 地中海に 這 入った 後に に、 太陽の 光で 蒸發 して 雲と なつ 

で^に 乘り 乍ら 又 想像 も 及ばない 遙 かな 地方に 送られて いくので せう。 或は 义 ミュラ ス 兄弟の 確執 カハ f はれ 力 
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時、 その 河邊は 激しい 戰を みたか もしれ ません。 ボム ペイ ゃシ ー ザ ー が 凱旋 をした 時には、 外 國の捕 廣ゃ卤 獲 品 

^カ續 々とその 河 をよ こぎって 行った 事 も ありませ う。 シ I ザ I の 殺される 前の 夜に は、 赤い 物凄い が 現 はれ 

て、 その 光力 河水に 映った 事 も ありませ う。 野蠻 人が アル ブスの 險を 越えて 入寇して 来た 時には、 無數の 死骸が 

流れて 漂うた 市せ も ありませ う。 ペストが 羅 馬に 药延 した 時には、 病 者の 汚物が この 河 を 毒の やうに 汚した 事 も あ 

り ませう。 かく この 河の 水 は 色々 な ものに よって 或はよ ごされ、 或は 彩られ、 或は 淨 めら れ ましたで せう けれど 

も， . ^上の アツ クヮ .ァ チェト ー ザ や、 その他 無 數の泉 は それ 等の 外界の 變 化に はか はり もな く、 絡え お i き 流 t 

て タイ バ I 河の 水量に 貢ぎして 居た ので： う。 

私共の 生活 を §=4 に 概念的に 省みる 時には、 木 村 君が いった やうに、 表面的に 觀 察する 時には、 どうして 見分け 

をつ けて い \ か 判らない 色々 な 相が 雜駁に 現 はれて 居まして、 どれ を 本當の 生活と みれば い X のか 判らない とさ 

へ 思へ ます。 それ は タイ バ ー 河の 河水に 絶えす 色々 な變 化が 現 はれて、 絕 えす 新陳代謝して、 どれ を この 河の 本 

き. の 姿と 見れば い-. のか 判らない のと 似て 居ます。 しかし 乍ら その 河水の 水源 をな す 所の 泉 は、 i お 雨が 降ら 

う 力 風が 吹かう が、 いさ. - かの 變化も 受けない、 深い 地下に その 誕生の 場所 を もって 居て、 タイ バ I 河の 流れ 

る 限り 決して 變る 事の ない 分量と 性質との 水 を 供給して 居る やうに、 私共の 生活 も その 亂雜 な& をく，. りぬ け 

て もう 一つ その 奥に 這入り込んで みたならば、 永久に 亙って 變る 事の ない、 一つの 歷に 出會ふ 事がないで せう 

力 .4 共の 心の 要求 を、 內部 的に 徹底して 行けば 行く 程、 その 要求 は純粹 となり、 遂に 要求が 要求から 湧き出る 

所 要求 力 要求 を 生み出す 所に 行き着く 事が 出來 るで せう。 實際 をい ふと 私共 は、 意識して 居る にせよ、 無意識 

にせよ、 その 生活の 根 抵を此 慮に 持って 居て、 出來る 事なら この 內 部の 純 粹な 要求に 從 つて 生きよう として 居る 

めです この 要求が、 とりも 直さす 藝術的 要求 だと 私 は 思 ひます。 藝術的 要求と いひます と、 S だしく 範 圍が夾 


めら よ やうに I 人が あまも 知れ 患ん が、 霧 的と 私の 云 ふ 意味 は、 必^しも？ 作ったり f かいた 

りす；； まりではありません。 ェ揚 で證を 板って f 人で も、 店頭で 11 いて 居る 人で も、 その 人達の 曰 

な！ バ、 どうかした 拍子に ふと そ S? 變へ 暴が あります 。おに， 外面 的の 姿からで はなく 響？  » 

，. ^いて ま その 條で、 i 的で あり、 それ をす る 人が 藝 雷で ぁりぜ と 思 ひます。 それならば 何が 人 を 

pit それ は アツ クヮ。 ァ チヱ ト ふの 泉の 水が、 地の 深い 底から 5 等の 力 も かりす、 水 それ 自 

依って 地 g 表面 i き 出て 來る やうに、 その 人々 の 仕事が 內 部の 深い 要求から 現 はれ 出る 場合 に、 

f 蕩 まとなる のです。 かく 緊張した 狀 態の 秦の 前に は、 此の 地上に 定められた 所 疆德の 制裁もう けす 

れて以 來敎 へ 込まれた 敎育 束縛に I はされ す、 又 我々 の 持って 居る 欲求の 外部 的 約束に も巢ら はされ 

すして、 その の 力 は 外界に 働き かける のです。 この 力 を私 は假 りに 本能と 名 づけます。  L 

木 村お が 今 詳說 された ので、 私の i の 手 數が大 變1 かれる のです が、 原生動物の 中に f れる やうな 

な 一 つ S2 のお #、 その 細胞の 一つが 長い 進化の 過程 を經 て、 人類と いふ 位置に 達した、 さう い I 異に あま 

る？ t た その 力 を、 S ハは考 へて みたい。 此の 力 こそ は I の 生命の 根柢 をな す もので、 ユイ チェが 

二 i で， さう としたの も、 卽ち この 力 I すので ありま 言。 私 ま 生 S 大部分 は、 生命 Q 內部カ さ 

1":: 來る この 力と、 外部との 化合であります が、 どうかす ると この 化合物が 分解され すに 殘 つて ゐて、 それ を 

，が 乎 本に して、 それと M じ 姿の 生活 を 機械的に 繰り返さう とする やうな 事が あります。 かう なれ ひと その 生活 

まさう 純粹な i 的 だとい ふこと は出來 ません。 そんな 氣 持で 居るなら、 i、 銶は 勿論の こと、 縱令詩 を かき 

墓 を 奏で 居ても、 そこに は讓は 成り立たない のであります。 泉の 水 は に 流れ 入る と、 もう そこで は 

，雜 I 他の 謹 あびつ いて、 おの § 傍で 見る やう I さも、 冷た さも、 快い 酸味 も、 求め 得られな くな 
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るのと 同様です。 

しかしながら， それで c!^ の 水 は その 本質 を 全然 なくなして しまった かとい ふに、 さう ではなく、 縱令 その 水が 

雲となって天に：1^った後でも、猶ほ^!^の水は，：：水の水でぁるに相違ぁりません。 その やうに 私達の 生活が、 どれ 程 固 

定 化し 習俗 化しても、 藝術 的な 力が その 中に かすか 乍ら 動いて 居れば こそ、 この 地上 生活 は 腐敗し きらす に殘っ 

ていく のです。 この 藝術的 衝動^ち 創造の 能力と なる 本能の 力が、 固定 化し 死灰 化した 旣 成道德 を破壞 し、 信仰 

そのもの、 威力 を 失った 宗敎 を破壞 し、 ある 時には 政治 を破壞 し、 社會 制度 を破壞 して、 新しい もの を 始終 注入 

していく ので、 私共の 生活 は 有機的に 生長し ますが、 この 藝術的 衝動 を 純 粹に現 はしたい とい ふ 欲求 は、 誰の 心 

にもお のづ から 械ゑ つけられて 居る のです。 唯 人に よって その 要求が 割合に かすかで あるか、 周圍の 事情が それ 

に 適しない 爲 めに、 思 ひ 切って その 方面に 這入り込まない だけであります。 

所が、 こ \ に 萬 事 を 抛っても、 この 要求 を滿 たさす に は 居られない  一 1^ の 人が あります。 それが 狭義に 於け る 

藝術 家、 卽ち 普通 稱 せられる 美術家な り、 文舉 者な りであります。 

そこで 私共 或る時 代 或は 或る 地方の 生活が、 どれ 程よ く 生活され て 居る か を 計る に は、 藝術的 衝動， S ち 本能の 

純粹な 表現 を 目指す 所の、 狭い 意味の 藝術 をと つて 目安に する のが 一 番手 近い 方法であります。 若し 私共の 間に 

行 はれて 居る 藝 術が 本當に 値打ちの 高い 藝術 であるならば、 私共の 導いて 居る 生活 も 亦、 疆 しいよ い 生活で ある 

とい ふ 事が 出來 ます。 卽ち、 その 時代々々 の 藝術は 云 は^ 民衆の 心臓と もい ひ、 良心と も 云 ふ 事が 出來 ます。 だ 

から、 若し 藝 術の 質の 惡ぃ 時代が あったなら、 民衆の 生活が ー毘 如何によ く  えて 居っても、 それ は た 疑 はる 

べき 生活で、 その 將來に は 壊 敗と か、 破 錠と か、 何 か不. S  口な 兆しが あると： a て も、 さし 支へ ない と 思 ふので あ .SN 

ます。 然るに 世の中に は往々 にして、 笑 術と か、 文舉 とかい ふ もの は 何の 役に も 立たない 有害 無 (5g な螯澤 物で あ 


ると い >s に 非難す る 人の あるの を閒 かされます。 私 は その 非難の 的になる 所の 人 問であります。 S トムの 昨夜 

の ，こよる と、 私などは讓無sの長物として《^.れて居る。 私みたい な 者が 生きて 居ても、 匿に とって 

は、 ぶ 痛痒に もなら ない SSQ 人間 共 だとい ふ 風に みられて 居る と S ふ 事です。 それ も 一 應 御尤もです。 御尤も 

だけれ どよ あへ ると、 藝術| 求せ ざる 所の、 さう した 民衆の 生活が、 どんな だと 考 へて みると 小ノ なくと も 

生命の 本 f なす 本能と 殆んど I 係に 外部 的な 約束 や I にの み從 つて 生活され て ので はない 力と ぜひ 

ま r。 さう でな^たならば、 本能の さづ からの 流露で あるべ If かく 許り 籠す 不可解に なり 

ますから。 或は 乂、 今の 藝術は惡 い、 よき 藝術 をと 囊す るの を II 利と 心得て 居る 人 t ある やうです 力 

よき 藝 f 蒙す る 前に、 その iQI がそて どん I 態に あるかと いふ f 直る 必要が ある。 若し 民衆 

QI が， して 居るなら、 卽ち 本能の 要求と い.？ とが 無視され て 居るなら、 如何によ き藝？ 猿 されても 

i りの 藝術 (本當 の 霞で i と は 云 へない) が 供給され る 許りで ありませ う。 悪い 民衆の生活は I 

流 L て K に 注ぎ 人」 I 水の やうな もので、 それが 積り 積って 泉の 出口 を 塞いで さへ しま ひます。 き 塞いで ぉレ 

て、 淸ぃ K を K に 求めようと しても、 どうして それ I る 事が 出來 ませう。 淸 水が I され I めに は 先 望 

の 口が 開けられなければ なりません。 泉の 口が 開けら やば、 要求され ないで I い 水 は 流れ出る。 さう し？ 

らうく とする 河の 水に、 常に 一脈の 淸さ をお くる 事が 出 來る笞 です。 だから、 よき 藝術を 要求す る 前に ^分 

連の 生活が 如何に 生活され て 居る か を 省みる 必要が あるので はないで せう 力  I 

じ も、 これ は 片手落ちに 論じ 捨てら るべき 問題で はない と、 いふ 事 を 私 もよ く 心得て，.^ H ます I 八 リぉ表 を 流ォ 

る，., つ， 水が どれ 程 激しく あっても、 若し、 § 噴出が カ强 いものであった ならば、 それ 等 S 水に 口 を 塞 力 

,,る|3^^も，.，く、 艳 えす 5™^ き 流れて、 河水に 淸ぃ 分子 を 供給す る 必要が 出来る 答です。 「4衆の生活がどれ稃：ゅ^^と 

泉  i 
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も、 若し 本 當にカ ある 藝術 家が 生れ 出たならば、 そのよき 藝術 によって、 ？ I つた 生活 を淨 め、 高めて いく 事が W 

來 るの は考 へられる 審 柄です。 實際 それ は. @ 然の中 にも、 時々 兑られ る やうに、 人 ii の 生活に も 亦 見られます。 

藝術 家が よき 藝 術の 生れない 理由 を、 民衆の 生活に のみ 嫁して 恬然た る こと は、 それ は餘 りに. en 己の 價値を 見下 

げた 態度でありまして、 藝術 家の 一人で あらう とする 私自身 も、 それ を愧ぢ ねばならな いのです。 私 は それに 氣 

付かない 事 はない- S りです。 しかし 乍ら、 概してい ふなら ば、 如何なる 天才 も、 客觀 的に のみ 多少な り 境遇の 力 

を 蒙らない ものはありません。 キリスト だと か、 釋迦 だと か 云 はれる やうな、 稀 有な 天才 者で すら、 幾分 その 當 

時の 環境に よって 彩られて 居る とい ふこと は、 如何なる 人 も 見逃し 得ないで せう。 それ故に、 ； は敢 へて 此處に 

民衆 の 生活 狀 態が、 藝 術の 要求に どれ 程 の 影響 を 持 つ か を 申し出た のであります。 

思 ふに、 今の 時代 は 世界 を 通じて、 生活の 相が 甚 しい 更新 を經驗 しつ- - ある 時であります。 この 機運 は、 勢 ひ 

私共の 生活の 极據 をな す 生命 そのもの.^ 檢 察にまで 赴かねば 止みません。 この 事柄 は、 一見 だ 空疎な もの- -ゃ 

うに 思 はれませ うが、 如何なる 革命の 時代に も、 この 生命の 本質の 撿 察が 凡ての 改革の 源と なって 居る のです。 

私達の 生命 を、 新たなる M 覺 によって 認識 するとい ふ 事 は、 これ は 如何なる 世に も 凡ての 事の 始まりです。 若し 

これが 正 II を 得て 居なかったならば、 我々 の 文化 生活の 進路 は、 狂 ひ を 生じ、 歪み、 社 絶され るに 相違 ありませ 

ん。 我々 の 時代の 一 つ 前の 時代に あって は、 科擧の 精神が 生活 を 指導して 居りました。 その 前の 口 マン ティ シズ 

ムの 時代 をう けて、 -に签 想 的な 地上 生活 を 無視した やうな 人生の 見方から、 もっと 着寶 な、 地上に 足 を 踏みし 

めた 見方に 歸 らうと する 要求が、 民衆 の^に 動いて、 生命の 本質に 對 する 一 つの 解 釋 が、 そこから 生み出され ま 

した。 卽ち、 私共の 感覺 に觸れ 得る 現象、 それ は 誰もが 等しく 感じて、 等しい 印象 をう ける やうな 現象 を 茶 礎と 

して、 綜合 的な、 歸納 的な 研究 を 始め、 凡ての それ 等の 現象が、 自然 率と いふ 物现 的な 一定の 法則に よって 雜せ 


られて 居る とい ふ 事 を？ 見し ました。 さう して、 それが？ Sf に感覺 に觸れ 得る 現象の みならす、 精祌 界と稱 せられ 

て來た 物！：！； 以外の 現象に も 傲いて 居る とい ふ 事 を 兌 出しました。 のみなら す、 精 祌的现 象と いはるべき もの も、 

赏は 物質から 分離して 獨存し 得る もので はなく、 物質に 鋤き かけた H ネル ギ ー の 作用の 现 はれに 過ぎない とまで 

考 へる やうに なりました。 從 つて 物 |3； 界の 現象 を規 {ル する 法則 は その a- 所謂 精 祌界の 現象 を も 規定して 居る 譯に 

なります。 所が 物質の 世界 は、 自然律と いふ 機械的な、 一律な 法則に よって 動かされて 居る ので、 他の 力が どう 

する こと も出來 ない のであります が、 その 同じ 力に よって 支配され る 精 祌界も 亦、 明かに おまつた 道に 進む の だ 

と：^ i 論され る 外はなかった のです。 卽ち、 人間の 生活と いふ もの も、 衣食住の 審 から 愛憎の 問 题に 至る まで、 宿. 

命 的な 或る 力に よって 動かされて 居る のであって、 それ を どう 變更 する 事 も出來 ない と兑 るに 至った のです。 こ 

の见方 は、 唯一 つの 見方で、 一見 寳 際の 生活に は、 何等の 關係 もない やうで はあり ますが、 それが 歐羅 巴の 文明. 

に 絶大な 影響を及ぼ したと いふ lei!- は、 周知の 事實 です。 卽ち人 は 此の 地上に よき 生活 を來 さんが 爲 めに は、 物質， 

を 自分の 周りに  一 よい 關 係に 置く の 外 はない と考 へる に 至りました。 さう して、 物質の よき 配列の みが 人生 を 

幸福に する 唯 一 の 道 だと 信す るに 至りました。 さう して、 そこに 道德 上に 功利主義が 起り、 哲學 上に 宿命論と 資. 

際 論と が 起り、 歷 史舉 上に 唯 物 史觀が 起り、 社會 生活の 上に 社會 主義 的倾 向が 起り ました。 か&る 様式の 生活に 

於て は、 環境の 力が 如何なる 場合に も 絶大な 威力です。 

個人 は 社會の 前に は 無に 等しい 存在で あり、 その 意志 は 大きな 宿命の 力の 投影に 過ぎません。 さう した 倾 向が 

民衆 全 體 の 生活 意識 を 支配す る， に 至 つたので す。 

か- -る倾 {!: が 人の 生活 を 質 實 にし、 地上 生活に 十分の 重み を 置いて、 そこに 生活の 凡ての 動機と ほ 的と ケ© く 

に 至らし めた i$ は、 兑 逃すべからざる 功績であります。 人 は 育 目な 飛躍 を 試みようと はし なくなりました。 可な 

泉  一 五 九， 
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り 意地の 悪い 人 を、 その 儘 .if 大した やうな、 奇怪な 偶像 祌 を^り 終りました。 人 Si に 人 以上の 權カゃ 意志 を 

許す やうな 迷夢から 目 醒めました。 民衆 全 體の實 際 生活の 幸福が、 より 多く 考 へられました。 是 等の 自覺と 其の 

實行 によって、 人々 の 生活 は 前の 如何なる 時代に も 無かった やうな、 絶大な 進歩 を 遂げました。 その 業績 を 我々 

は して 忘れる こと は 出来ません。 

此の 狀 態が 直ちに 當 時の 藝 術に もさし 響いた 事 は 云 ふまで もありません。 CI 然 主義 的 傾向の 發 生が それで あり 

ます。 この 自然主義 的倾 向と いひます の は、 とりも 直さす 生活に 對 する 純 客 觀的觀 照 を さすので ありまして、 藝 

術 家 は 人生 を 如 實に寫 し 出す 所の 明鏡で あるべき であると いふ 主張であります。 卽ち、 自然律 そのもの & やうな 

人 的の 意志 や 感情から 解放され た、 一 つの 力と なって、 人 生活 を あるが 儘に. 科 現す るの が、 藝術 家の 能事で 

あると 考 へられる に 至りました。 かくして 人の 生活 は、 何等の 加減 用 拾 もな く、 赤裸々 に 描き出されました。 そ 

れ はこれ 迄に 現 はれなかった 新しい 姿の 藝術品 を 生み出す に 至りました。 私共 は 初めて 自分自身の 姿が どうい ふ 

ものである かとい ふ 事 を、 目の前に まざ （- と：： ルせ つけられて、 驚きの 目を兑 張らす に は 居られない 强ぃ 刺戟 を 

うけた のです。 さう して 私共の 實際 生活が それによ つて どれ 程啓發 され 訂正され たかは 量り 知る 事が 出來 ませ 

ん。 今まで、 高い 道德 であるかの 如くに、 公々 然と 行 はれて 居た 諸々 の僞瞞 や、 虚飾 や、 陋習 やが 散々 に 引き裂 

かれて、 一味の 淸 新な 凉氣が 送り込まれました。 破壊 さるべき 多くの もの は、 惜しげ もな く 破壊され るに 至り ま 

した。 

併し乍ら、 人 的の 意志が 否 おされて、 .E 然の 力が 極度に 尊重され、 生沾 現象 そのものが GI 然の 意志の 獨斷的 

な表现 として 取扱 はれる に 至った 結 は、 人生に 對 しての 宿命的な 約束が、 おの づ から 成り立ちました。 或る 情 

け 容赦の ない 大きな 力、 その 力が 人 の 生活 を 勝乎氣 儘に 導いて、 人 問 は 如何に 努力しても、 もがいても、 結局 


その 阁 外に ％ 逸する 事 は出來 す、 その 大きな 力なる 運命の 傀儡と して 存立す るの 外 はない とい ふの が 自然主義 

の藝 術から ひとりでに 歸納 され 得べき 結論であります。 その 結果と して、 私共の 生活に は、 自主的な 能動的な 力 

が 段々 と 失 はれて 行き. 一種の 諦めが 人々 を壓 倒す るに 至りました。 さう して、 人 の精祌 活動 は ひとりでに 鈍 

くな り.. 弛んで 來 ました。 その 結 染、 人生 は 何等の 感激 もない、 灰色な 世界の 中に 成り立って 居る とい ふやうな 

勢 ひを现 はすに 至った のです。 

若し、 自然、 王義の 認める 所が 眞 であったならば、 縱令、 その 藝術 及び その 藝術 によって 影響され る 所の 人^の 

生や：： が、 如何に 灰色に なっても 仕方のない 事で はあり ますが、 どうしても. その 境地に 滿 足の 出 來 ないやうな 衝 

動： A、  の 中には 潜んで 居る のです。 それの みならす、 人間が 自然の 意志 を その 儘 歪める 事な く 表現し ようと 

(ふの は、 云 ふべ くして 行 はれる 事ではありません。 そこに はどうしても 個性の 各々 が 持って 居る 持ち味と いふ 

やうな ものが、 溶み 出て 來る ものです。 自然主義の 藝 術が もつ この 缺點 と、 人の 心の中に ある、 自然の 意志に の 

み絡對 的に 服從し 得ぬ 心 持と が 一 緖 になって、 此處に 新しい 展開が 行 はれる やうに なりました。 

物 を 知り、 覺 るの は 結局、 人の 各ぶ がその 人の 有する 腦 力に 從 つて 企てる 所で ある。 これ は 動かす ベから 

ざる 事實 であります。 そこから 新しい 出 發點を 求め 出さう とい ふの が、 卽ち、 新しい 展開な のであります。 此の 

寧 は、 藝術 方面に 起った のみでな く、 他の 方面に も 同時に 起って 來 たのであります。 例へば 哲 寧の 方面で マツ 

タス. ス ティル ネル や、 一 1 イチ ェゃ、 キヤ ァケゴ ー ルド や、 ある 意味に 於て ショウ ペン ハウェルの 如き 入 達が 企て 

た听の もの は、 卽ち これでありまして、 晚 近に は プラグマティズムの 人達 や、 ベルグ ソンな どの 所 說が實 に その 

代表的な ものに なって 居ります。 それ 等の 人 は、 概念的な 或る アイデ ィャ によって 人生 を 律しょう とする 事な し 

こ、 人生から 出發 して、 ある 概念に 到達しょう としたので あります。 とい ふより は、 個性の 見おから 出發 したと 
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いった 方が、 より 當然 であるか もしれ ません。 ベルグ ソンの 如き は、 人？？ を 研究す る 上に も、 延いては 存在の，， 

質 を 研究 するとに も、 科舉 がどうす る 事 も出來 ない 領土  (それが 哲學の 本當の 領土で あるの だ) が 有る とい ふ.^ 

I： 張し、 極めて I 臭 妙お If もって、 それ を I したやう に 見えます。 かくて 科 SQ 唯一の I 學で 

あった 歸 f 法 は、 新しい 意味の 演繹法に よって 置き 換 へられる に 至りました。 社 會科攀 の 方面に も、 同じ やうな 

試み は どん./, \ 發展 されました。 歷 史舉、 政治 擧、 法律 舉 等の 如きで さへ、 その 論理の 基礎に も侗, a とい ふ もの 

の 要素が 著しく、 色 濃く 加 へられる 事に なりました。 又 宗敎の 方面に 於ても、 ドグマよりも、 個性が 持って る 

信仰の 內容 そのものに、 重い 價値 をお くやう になった の は 周知の 事實 であります。 固より、 か&る 運動に 對 して 

反對の 運動が 起り、 それが 現代に 於て 或る カ强ぃ 反抗 をな しつ.. あるの は、 もとより 免れません から、 凡ての 人 

間 生活の 現象 は、 私が 今 し 述べた やうに、 明瞭に 區 別され て 居る 譯 ではありません けれども、 侗 性に 立脚した 

考へ方 力 滞 次 地歩 を 占めつ \ あるの は、 疑 ひの ない 事柄で あると 信じます。 

さて ル グー 氣 勢力 藻 術の 上に 如何なる 働き をな した かとい ふと、 前に も 申した 通り、 それは藝術.^-作3:*^象そ 

全く 顚 倒した 事です。 自然主義に 於て は、 自然が 人間 を 見る ようにと 企てられ ましたが、 新しい 運動に 於て は、 

人間が 自然 を兑 るよう にと、 企てられて 居る のです。 固より、 人 と 云へ ども 自然の 廣義 なる S 然の 一部で あ 

るのに 相逮 ありません。 しかし、 藝術 制作 の 主體 は 廣義な る 自然で はなく して、 人 明 そのものです 0 犬で もな け 

れば 羊で もありません。 その 主 體が人 である 以上、 人 は それ., \、 自己 獨 得の 主觀 によって、 藝術を 創 4U- 

する 外はありません。 卽ち、 、王 黐 的なる 個性の 中から、 湧き出て 來る 純粹な 衝動が 働く 處に藝 術 は 成り立つ ので 

す この 約^ は、 どうしても 變 へる 察の 出来ない 約束であります。 若し、 これが 變 へる 事の 出来ない ものである 

なら いっそ、 そこに 固く 立脚して、 藝術を 作り出さう ではない かとい ふの が、 新しい 態度な のであります。 そ 


れ 故に， 自己の 内部に 對 する 考察が、 盟も 勝つ i ん ぜられ なければ なりません。 そこに 深く 食 ひ 人り 强く 

I した 人" 力 f 雲を生 み 出す のです。 卽ち， 人 isi が こ、 に 活す るに 至った のです。 卽ち、 

タイく しまが 曼 然とし S み 上げられる ので はなく、 その 河水 をつ くり 出す.. 水の f 力 その 水の f.- る 

S のおみ な，" される やうに なった S です。 警 すれば、 人 ilQ 持って， i 的 衝動、 § ち 本能が 人間 

の ii, いて は 人 問 を取り園 む大 11 して、 如何に 働き かけ、 如何に それ を變 化する か を、 暴めよう とす 

U てのもの は 一つ S に 止まって は 居ません。 それ は 常に 流動し 流轉 して 居ます。 人 問 も 亦、 現在の 境遇に の 

何等かの 方向 I 指して、 進化に しろ、 退化に しろ、 動きであります。 

のが、 艇ひ 令、 S の I の 持って 居る 力で あるに せよ、 それが 人 T いふ 生命の 中に 流れ込んで 衝く ぼに は ノ- 

n とい ふまから 見た 場合、 それ は I 的に、 人 S 中に あって 働いて 居る 唯一 剛力であります。 人 は それに ゾ 

；: の資を かけて 生きて 行く 外 は ありません。 ^-1. 私が まから 繰り返し？ し 述べた 本能 そ 

であります。 これが、 11 であり 霞であります。 各個が 一 つの.， 7 であり、 その 寂から 流れ出る ガカコ f 

I た資を 持ち 乍ら 合流して 一 つの 河 をな します。 その 河 こそ は、 我々 が 形造って 居る 社會 であります この 

外に この 河の 本 f 作り出す 雲 は 本 當は ありません。 雨 や 雪が 地表に 溜って 水の 量 I す 事；^ n^u" 

それ は、 良い 曰 和の 後に は 蒸 失 はるべき 水量であって、 河の 奏 的な 水量 はいつ でも 11^^^ 

つての み i される のです。 だから、 私共 はこの 泉 を 尊び 重んぜねば なりません。 此處 から 恐らく は lii 

0  、  乂：； ：Hk や：： の. P.:A 奥き 上る でせ う。 

羅 g 郊外な t かな 村の 傍に 滞く アツ ク？ アチェ ト ふ、 た 二度、 g めに 訪づれ た 泉で はあります けれ 

1 六 三 
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ども、 それ は 一人の 人の 心に 觸れ 得た やうな 溫 かい 忘れ 難い 記憶 を 私に 刻みつ けます。 あの 泉 は、 今 曰 も 今の こ 

の^^に も 少し 許り 酸味 を 持った 淸ぃ水 を 湧き 立た せる 事 を.^ めて は 居ないで せう。 

「泉」 は 講演の 速記 錄 では 滿 足が出 來な いので、 殆んど 仝 部 書きな ほした。 

(1 九 二 一 年 五月、 文化 生活 講演 集 「；？ ^共の 主張」 所載) 


「聖 餐」 に 就いて 

今度 t„ ^座が 來る 四日から 有樂 座に 旗 上げ 興行の 上演 脚本と して 私の 「 ^餐」 を 選んだ が、 其の 興行に 就いて 

の i^u 法の 一切 は、 太陽 座に 任して 了って、 共の ®^ 十 ：！ に は 自分 は殆 んど關 係して ゐ ないから、 ？ お出 上の 市 S に 翁い 

て は 一 切關 係が なく 又 责任も 負 ふ 事が 出來 ない。 只 私 は あの 劇 そのものに 關し てこの 場合 自分のお へて ゐる事 を 

いふに 止める。 

あれ は 書 を 題材と した、 私の 三部 曲の 最後の ものであって、 この 三つの 戯曲の 問 に は、 私と して 或る f 念 上 

の迅 絡を與 へて ゐる つもりで ある。 r 大 洪水の 前」 で、 H ホバと 人と に對 する 或る 調和す る 事の 出來 ない 心の 苦 

しみが、 「サム ソンと デ リラ」 に 於て は 一種の、 然し， 不滿 足な 解：^ が與 へられ、 第三の 「聖餐」 に 於て それが 

回滿の 解決に 持ち 來 されて ゐ ると いふの が 構想の 一 つ。 又、 第一 の 戯曲に 於け る 女關 係が、 第二の それに 於て 

激しき 破綜を 起し、 第三に 於て 或る： 止しい 調和 を 得た とい ふこと を 云 ひ 表 はしたかった の だ。 

それ は 鬼に 角と して、 「聖餐」 に 於いて は、 ^は 聖書の 解釋に 或る 新しい 者へ 方 を 試みよう とした。 それ は 誰れ 

にもお 外であった キリストの 突然の 捕縛と 死刑と が、 ー人の女子に豫めキリスト^：！身に由って吿げ知らされてゐ 

たに："， 迩 ひない とい ふ事實 である。 キリスト は 周圍の 凡ての 人から 受けて ゐた 誤解の 中に あって、 只 一人の 理解 

を 求め 出し 得た やうに m 心 はれる。 それ は その 前半生に 石で 打ち殺さるべき 惡ぃ資 &の行 ひ をして ゐた、 マグ ダラ 

の マリヤと いふ 特^な 教養 もなければ 品位 もない 一人の 女で ある。 が、 彼女 は强ぃ 愛の 持主であった。 イエスが 

「彼女 は 救 はるべし、 彼女 は 凡てに 優りて 愛した が 故で ある」 と 云った その 女で ある。 この マリヤの みが キリスト 

「§f 经」 に 就いて  一 六ーゴ 
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の 心 を 職げ ながら 感じて ゐて、 キリストの 死後、 弟子 達が 絕 望の 餘り 一人 殘らす キリスト を 離れ 去った 時に も】 

人 もとの 信仰に 踏み止ま つて キリスト の 信仰 を この 地上に i ぎ 止めた と 思 はれる の だ。 

私 はこの 劇に 於て、 この 事 を 微かながら 云 ひ 表 はし， この 稀 有な 女性の 美しい 代表者 を 讃美しょう とした。 若 

しそれ が 少しで も 表 はされ てゐ るなら ば 私の 仕事 は 無駄ではなかった の だ。 翁 云 ひ 添へ るが、 私 はこの 作物に 於 

て 自分の 思想 を宣傳 しょうな ど i した もので はない。 只 聖書から 捉へ 得た キリスト 達の 生活の 或る 一角 を 精神，， 

に 表現し ようと 試みた まで ある。 (談話 筆記)  . 

(一 九 二 一 年 二月、 「讀寶 新聞」 所載) 


ヌ きと 云 ふ あの 芝居 は、 前から 書いて 兒 たい i つて ゐ ました 所に、 恰度 士ぃ右衞 門から、 何 か 脚本 を 書いて 

赏 ひたいと 城 まれた ので 害いた のです。 扭 て舞臺 にの ると なると、 何や彼やで 隨分時 を とられました。 

最初 交涉を 受けた 時、 私 は、 士 n 右衛門の 芝居 は それまでに 二三 度し か 見て ゐ ません し、 その 藝風 もよ く..^.,. -ら 

す、 又 劇^に も喏ぃ 方な ので、 それでもよ いかと 云ったら、 何でもよ いからと 云 ふので 書く 事に しました 尤も 

その" 之 の.^ に、 女形の 時藏と 役の 又 五郎と を 使って 貰 ひたいと 云 ふ 註文 はありました。 それから 告右衞 自 

身 は、 ず 奪 H は扮れ ない、 時 S 方 は 二十 六 七まで、 と 5 事でした。 併し、 露 は 喜 

リの 化の 龍 川 ド叫郞 は 六十 一 にした のです が， 却って それ 以上に も， 大變 老けて 見えた 様です。 吉右衞 門の-ま 

では、 どうしても 屮々^ 寄に なれない。 昨日 漸く 出来 上った お爺さんと 云 ふ 具合 だと 云 ふので、 中風に でも^つ 

て 足 を ひきす る樣 にで もしたら と 云った のです がその 故だった かもしれ ません。 吉 右衛門と 云 ふ 役ョ. ^です 力 私 

は 今迄 數 多く 毘てゐ ません が、 大變 い、 役者 だと 思 ひます。 本當の 意味の 喜劇 を" S 非 やって 貰 ひたいと は 同人 

を 知って ゐる 人達が 集った 時 云 ひ 合って ゐ たこと です が、 私も吉 右衛門 は それが 出来る 人 だと 思 ひます。 それ 程 

らの人 は、 1=^ こ 到った 藝のカ を 持って ゐる やうに 見えます。 さう です ね， 喜劇の い、 のが 曰 本に は 允" レ やうです 

が、 私 は、 武^^小路君などが、 い \ 喜劇の 書け る 人 だと 思 ふ。 「或 日の 一休」 だの 「三 和尙」 だのと 云 ふ ものな 

ど は、 少しも 巧まない 純な ュ ー モアが 漲った、 大變 面白い もので、 他人に は 露 似が 出来ない ものです。 — 武者 

ト ？ おの 有って ゐるュ ー モア は 大變ぃ \ と 田. - ふので す。 

「御 柱」 劇餘 談  一 ナ.^ 


.15 "鳥 武郎佥 集 笫七卷  ニハ. > 

勘彌と 吉右衞 門 です か、 實は、 勘彌 もよ く 知らない のです。 が、 まあ 私の 素人 考 へで 云へば、 勘爾. -如 にも 

I に 他人の 心に 這 入る ことの 出 來る 人で、 それぐ Qfp なく  す 事の 出來る 優れた Is る 人で 

すが、 素赏 では 吉 右衛門の 方が 大成す る fK 分 を 有って ゐ はしない か、 と 云 ふ 様な 氣が します。 何分 熱心な 人です。 

小 乎 先の 器用に 落ちる 事 を 避け 通したら、 大きな 味の 益 M 現 はれる 人で はないで せう か。 

舞 害 上の 出 來榮 え は、 先づ あれで 私は滿 足して でと 思 ひます。 殊に 中 曰から は、 吉 右衛門が 鼻 S 夫で や 

つた 力 或る 點 では 失敗して ゐ たにせ よ、 い \ 所が 澤山 出て よかった と 思 ふ。 初 rn 頃 はどうしても まだ 毫^が 

入って ゐ ない、 黑ん坊 が 傍から 臺辭 をつ ける、 II これ は舊劇 一 般 の習惯 です けれど I それが 爲 めに どうも はく 

ゆ 力ない。 此の 事 は 小； "右衛門に も 話した のです が、 吉 右衛門 もどう かしたい と 云って 居ました。 それでも、 初日 

は まだ、 Mi も 仕草 も、 どちらも ついて ゐ なかった から、 まだいぶ です が、 三 曰 目 位になる と、 いつ どうす る 

と 云 ふ 振りの 方 は 解って 來てゐ るのに、 臺辭が 入って ゐな いもので すから、 大變變 な ものでした。 こ，， ま 多/人 

昔の 驚と 云 ふ もの に麵導と 云 tG がなくて、 只 立 役の ず 方に したがって やる と 云 ふ つて ゐる 

ar.  i もっと 糟十 u を 積む 様に 改めたい もので、 今の 儘で は、 初 曰から ，曰の 間は藝 稽古き 

せられて ゐる 様な 譯 です。 

麵霄 は、 ilpp て 見て、 作者と しての 注意 をした のです が、 喜 衞門は あの 通りの 祌變 なぎす から 

少 t 註文 をす ると、 如何した らば さう 云ふ氣 持が 表 はせ る もので せう と、 大變考 へ 込んで 了ったり しました。 

r 御 柱」 が 上演され てから、 大變 方々、 殊に 信 州の 人から 手紙 を 項いて ゐ ます。 史實と 違って ゐ ると 云 ふ 事 を 云 

つて 來らォ た 方 もあります し、 認訪曾 葉に ついての 注意 も ありました。 え X、 誰訪言 薬 は、 態よ 藤 森成吉 君から 

敎 へて 頂いた のです が、 同^も 若い 時に 國を 離れて ゐられ るので、 多少 異 つた 所 もあった やうです。 


私は賓 は、 あの 立 川 和 Z 郞 (芝居で は 龍 川 平 TO: 郞 としまし たが) と 云 ふ 老. ほの 事蹈 が， それ 程 信 州で 有名な の 

だと は 知らなかった のです。 諷訪 へは吉 右衛門 達と 是非 行って 見たい 心算だった のです けれど、 到頭 忙しくて、 

それに 今 行っても 調べが 屆 かないだ らうと 思った ものです から 行かなかった のです が、 —— 段々 聞いて 見る と、 思 

つた 以上に 大變 有名な 人で、 立派に 事 蹬が殘 つて ゐ るの ださう です。 そして、 あの 平 四 郞と云 ふ 人の 一家 は、 誠 

訪 侯の 引き. 11 を 蒙って、 苗字 帶刀 御免 位の 家柄ではなかった かと 思 はれます。 さう すれば、 普通の 大工と あんな 

風に 口 を 利く 事 もない 譯 でせ うから、 史實と は 違って くる 譯 です けれど、 これ は 仕方ありません。 

何でも 平 叫 郞の祗 父さんと 云 ふ 人が 立 川 i; 豕を 興した ものら しいが、 大變 山師 的な 人で、 鰹節で 鼠 を 作ったり し 

て、 盛に 名 を 喪る 事に 努めたら しいので す。 こんな 話 もあります。 秋 葉 山 可 睡齋の 山門の 造營を 引き受けた 時、 

出來 上った 虹 梁 を、 愈 - 祯に 上げる と 云 ふ 日に なって、 その 先き の 所 を 誰かに 切り とられて 五寸 短い の ださう で 

す。 すると、 平 叫郞の 祖父さん は、 自分の 念 ひ 一 つで、 これ を 引き延ばして 五 寸長 くして 31^ せる と 云 ふの ださう 

です。 そして 綱で それ を re り 上げる 時 虹 梁に 跨って 木槌で た.. - いて ゐ たさう です が、 ちゃんと 長くな つて びたり 

と はまった ので、 みんな 大變に 感心した のです が、 實は、 豫 め五寸 だけ 長く 描へ て 置いて、 自分で 夜中に 五寸切 

りと つたの だと 云 ふこと です。 

今 は、 平 叫 郞の 孫娘に 當る立 川 松 代と 云 ふ 人が ゐて、 立派に 上 誠訪に 家が 殘 つて ゐ るので す。 これ は、 小石 川 

の 立 川 氏の 緣 家に 當る 或る 女の 方に 知らせて 貰って、 始めて 知った のでした。 この 松 代 女史が、 私の 芝 25 を に 

來 ると 云 ふ 事でした が、 見えなかった やうです。 

それから 千 紫 神社の 燒 跡です が、 あれ はちゃん と淺 つて ゐ ます。 最初 私が 千 葉へ 行った 時、 偶然 此の 境 內へ來 

て、 掛 小屋の 中に 燒殘 りの 木彫な どが 散らばって ゐ るの を 見た ものです から 興味 を 起して 其 處にゐ たお 爺さんに 

「御 柱」 劇餘談  】 六 九 
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詰 をき いたのが、 「御 注」 を 書く 囊 になり ました。 

例の、 宮司が 火の 中に 飛び込む と 云 ふ 話. - あれ は、 實際は 大分 後の 明治 十五 六 年頃 1^ 炎の 時の 事な のです が、 

とれに ついて こんな 事が あるので す。 私の 妹が あの 芝居に 行った 時、 妹の 家の 女中が これ を 見て 大變 驚いて， 自 

分 は 現に その 時.：^ 知って ゐ ると 云った さう です。 —— 鬼に 角い ろ と參考 になる こと を聽 きました。 

「御 柱」 について は、 いづれ いろ./. \ と 書き直したい 所があります。 どうも 私 は， 餘り平 叫 郞に ばかり 力を入れ 

過ぎた やうな ので， 今度 は、 大工の 方の 氣持 ももう 少し 出したい と 思って ゐ ます。 それに は、 何も 大工 それ 自身 

に 多く 口 を 利かす 必要はありません。 あれ 以上 口 を 利かせる のは嘁 です、 平 四 郞の言 薬で、 もっと 大工の 氣 持が 

動く 様に 出したい と 思 ふので す。 —— 作品と して は ともかく、 上演して は、 「死と その 前後」 よりも 「御 柱」 の 

方が よかった かも 知れません ね。 

舞臺 監督と 役者との 問題 も、 中々 難しい 事です ね、 監督と 主役との 意見の 違った 場合、 まづ、 舞 裏 監督の 專制 

にす るか、 役者々々 の io.terpr€tation に從 つて、 監督 は 唯 その の 聯絡 をと るに 止まる か. - 此の 二つに なって ゐま 

すが、 日本な どで は 昔からの 習惯 上、 よく、 主役の 意兑 はきいても、 素人の 監督に 何が 解る と 云 ふ 様な考 へ を も 

つ 役者 も ある 様です。 まあ、 い.^ 監督なら ば その 意見 をき くし、 頭の ある 役者なら ば その 方に 任して n 遠ない の 

でせ うな。 作者との 關係、 これ は 勿論 普通の 場合 は  一 B ー喾 いた 物が 芝居の 人の 手に 渡って 上演され る 以上、 その 

人々 の 解 釋に從 ふの が當然 でせ う。 第一 作者の 死んで ゐる 場合な どを考 へたら、 作者の 意見 を 入れる とい ふの は 

無理で せう。 

それから どうしても 改善して 欲しい と 思 ふこと は、 見物人の 態度です。 幕が 開いて 了って から、 ぞろく と 座 

席に 這 入って 來る、 あの ふしだらな 習惯 は、 是非とも 改めて 欲しい と 思 ひます。 それから 先 は、 氣に喻 はな かつ 


たら 騷 ぐな り駕る なり 勝手です が、 始 から 演劇と いふ もの I 蔑して でる 様な、 8 を 無視した 讓は 是非 

改めたい もの だと 思 ひます。 (談話) 

(1 九 ニニ ハ牛十 一 お 、「中央 文學」 所載) 
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思想と に とが 融 合した、 そこから 生す る 現象 —— その 现象 はいつ でも 人 W 生活の 統一 を 最も 純粹な 形に 持 

ち來 たす ものであるが  として 最近に 日本に 於て、 最も 注意 せらるべき もの は、 社 會！： 題の、 問題と して 又 解 

としての 運動が、 所謂蔡^<?若しくは5.5想家の手を離れて、 勞働者 そのもの、 乎に 移らう としつ \ ある 事 だ。 こ 

こで 私の い ふ勞働 者と は、 社會 問題 の 最も 重要な 位置 を 占む ベ き勞働 問題 の 對 象た る 第 g: 階級と 稱 せられる 人 々 

をい ふの だ。 第四階級の 屮 特に 都會に 生活して ゐる 人々 をい ふの だ。 

若し 私の 考 へる 所が 間遠って ゐ なかったら、 私が 前述した 意味の 勞働者 は、 從來擧 者 若しくは 思想家に 自分 達 

を 支配すべき 或る 特權を 許して ゐた。 舉 *f 若しくは 思想家の 說 なり 思想な りが 勞働 者の 運命 を 向上 的 方向に 導 

いて 行って くれる ものであるとの、 謂はビ 迷信 を 持って ゐた。 而 して それ は 一見 さう 見えた に 違 ひない。 何故な 

らば、 實 行に 先き 立って 議論が 戰 はされ ねばならぬ 時期に あって は、 勞働者 は 極端に 口下手であった からで ある。 

彼等 は 知らす 識らす 代 辯 者に たよる こと を餘 儀な くされた。 單に餘 儀な くされた ばかりでなく、 それにた よる こ 

と を 最上 無二の 方法で あると さへ 信じて ゐた。 舉者も 思想家 も、 勞働 者の 先達で あり、 指導者で あるとの 誇らし 

げな無 內容な 態度から、 多少の 覺醒 はし 出して 来て、 代 辯 者に 過ぎない との 自覺 にまで は 達しても、 なほ 勞 問 


題の 极抵的 解決 は {n! 分 等の 乎で 成就 さるべき もの だとの 覺悟を 持って ゐ ないで はない。 勞働者 はこの 覺 悟に 或る 

魔術 的 1= 示 を 受けて ゐた。 然しながら こ の 迷信から の 解放 は 今 成就 されん とし つ- - ある やうに 見える。 - 

勞 働- タは 人間の 生活の 改造が、 生活に 根ざし を 持った 實 行の 外で しかない こと を 知り はじめた。 その 生活と い 

ひ、 1^ 行と いひ、 それ は舉者 や 思想家に は 全く 缺け たもので あって、 問題解決の 當體 たる 自分 達の みが 持って ゐ 

るの だと 付き はじめた。 自分 達の 現在 目前の 生活 その ま \ が 唯 一 の 思想で あると い へばい へ るし、 又 唯 •！ の 力 

であると いへば いへ ると 氣 付き はじめた。 かくして 思慮深い 勞働者 は、 自分 達の 運命 を、 自分 逢^ 生活と は (ほ 

つた 生活 をしながら、 しかも 自分 達の 身の上に ついて 彼れ 是れ いふ 所の 人々 の 手に 託する 習慣 を 破らう として ゐ 

る。 彼等 は 所謂 社會 運動 〔豕、 社會舉 者の 動く 所に は 猜疑の 眼 を 向ける。 公け に それ をし な いまでも、 その 心の奥 

に はか、 る 態度が 動く やうに なって ゐる。 その 動き 方 はま だ 幽か だ。 それ 故 世人 一般 は 固よりの こと、 一番 早く 

その^ 赏 に：：. 飒 付かねば ならぬ 寧 者 思想家 達 自身 すら、 心 付かす にゐる やうに 見える。 然し 心 付かなかったら、 こ 

れは 大きな 誤謬 だとい はなければ ならない。 その 動き 方 は 未だ 幽かで あらう とも、 その 方向に 勞働 者の 動き はじ 

めた とい ふこと は、 それ は 日本に 取って は 最近に 勃發 した 如何なる 事實 よりも 重大な 事實 だ。 何故なら、 それ は 

常然 起らねば ならなかった ことが 起り はじめた からだ。 如何なる 詭辯 も 担む ことの 出來 ない 事實の 成り行き がそ 

の あるべき 道筋 を迎り はじめた からだ。 國 家の 權 威も舉 問の 威光 もこれ を 遮り 停める こと は出來 ないだら う。 在 

來の 生お 様式が この 事實 によって どれ 程の 混 亂に陷 らうと も、 それ だとい つて、 當然現 はるべく して 現 はれ 出た 

こ の is;- 赏を もみ 消す こと はもう 出來 ないだら う。 

I 嘗て 河 上&术 氏と 始めて 對 面した 時 (これから 述べる 話抦は 個人的な もの だから、 こ&に 公言す るの は 或は 失當 

かも 知れない が、 こ \ では 普通の 禮儀 をし ばらく 顧みない ことにする)、 氏の 言葉の 中に 「現代に 於て 哲攀 とか 藝 
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術と かに か、 はり を 持ち， 殊に 自分が 者で あると か、 藝術 家で あると かいふ ことに 誇り を さへ 持って ゐる人 

に對 して は 自分 は 侮蔑 を 感じない では ゐられ ない。 彼等 は 現代が 如何なる 時代で あるか を 知らないで ゐる。 知つ 

てゐ ながら！^ 舉ゃ藝 術に 沒 頭して ゐる とすれば、 彼等 は 現代から 取り tf された、 過去に 属する 無能者で ある。 彼 

等が 若し 『自分 達 は 何事 も出來 ないから 哲舉ゃ 藝術を いぢく つて ゐる。 どうか そっと 邪魔に ならない 所に 自分 達 

をゐ さして くれ』 とい ふの なら、 それ は 許されない 限りで もない。 然しながら、 彼等が 十分の 自覺と 自信 を 以て 

哲舉 なり、 藝術 なりに たづ さはって ゐ ると 主張す るなら、 彼等 は 全く 自分の 立場 を 知らない もの だ」 とい ふ 意味 

を 云 はれた の を 記憶す る。 私 は その 時、 素直に 氏の 曾 葉 を 受け取る ことが 出來 なかった。 而 して かう いふ 意味の 

言葉 を 以て 答へ た。 「若し gn 攀 なり 藝術. 冢 なりが、 過去に 屬 する 低能者なら、 勞働 者の 生活 をして ゐ ない 蔡者思 

想 家 も 亦 同様 だ。 それ は 要するに 五十 歩 k:: 歩の 差に 過ぎない」。 この 私の 首 薬に 對 して 河 上 氏 はいった、 「それ は 

さう だ。 だから 私 は社會 問題 研究者と して 敢 へて 最上の 生活に あると は 思 はない。 私 は 矢張り 何者に か申譯 をし 

ながら、 ほ 分の 仕事に 從 事して ゐ るの だ。 …… 私 は 元來藝 術に 對 して は 深い 愛着 を 持って ゐる。 藝術 上の 仕事 を 

したら 自分と して は 嘸 ぞ懾快 だら うと 思 ふこと さ へ ある。 然しながら 自分の 內部的 要求 は 私 をして 違った 道 を 採 

らして ゐる」 と。 これで こ、 に 必要な 二人の 會 話の 大體は ほビ盡 きて ゐ るの だが、 その後 又 河 上 氏に 對 面した 時， 

氏 は 笑 ひながら 「或る人 は 私が 炬爐 にあたり ながら 物 をい つて ゐ ると 評する さう だが、 全く それに 違 ひない。 あ 

なた も スト ー ヴ にあたり ながら 物 をい つてる 方 だら う」 と 云 はれた ので、 私 も それ を 全く 首肯した。 河 上 氏に は 

この 會 話の 當時旣 に 私と は 違った 考へを 持って ゐられ たの だら うが、 その 時 頃の 私の 考へは 今の 私の 考 へと は大 

分 相 遠した ものだった。 今 若し 河 上 氏が あの 一一 一 n 紫を發 せられたら、 私 はや はり^ 肯 したで は あらう けれども、 或る 

異なった 意味に 於て 首肯した に逮 ひない。 今なら 私 は 河 上 氏の 一 一 一一 门葉を かう 解す る 、「河 上 氏 も 私 も 程度の 差 こそ あ 


れ、 ぶ 叫 階級と は 全く 異なった 围內に 生きて ゐる人 問 だとい ふ點に 於て は 全く 同一 だ。 河 上 氏が さう である 如く 

殊に 私 は 第 叫 階級と は 何等の 接 觸點を も 持ち 得ぬ の だ。 私が 第 叫 階級の 人々 に對 して 何等かの 暗示 を 奥へ 得た と 

考 へたら、 それ は 私の 謬見で あるし、 第 叫 階級の 人が 私の 言葉から 何等かの 影響 を 被った と想感 したら、 それ は 第 

a. 比，" 級の 人の 誤算で ある。 叫 階級 者 以外の 生活と 思想と によって 有ち 上った 私達 は、 要するに 第 W 階級 以外の 

人々 に對 しての み 交渉 を 持つ ことが 出來 るの だ。 スト ー ヴ にあたり ながら 物 をい つて ゐる どころではない。 全く 

物な どはいって ゐ ない の だ」 と e 

私 CJ 身な ど は 物の 数に も 足らない。 例へば クロポトキンの やうな 立ち 優れた 人の 言 說を考 へて 見ても さう だ。 

i が クロポトキンの 所 說が勞 働 者の 覺醒と 第 叫 階級の 世界的 勃興と にどれ 程の 力が あつたに せよ、 クロポトキン 

が K 力 働-おその もので ない 以上、 彼 は勞働 者をャ あき、 勞働 者を考 へ、 勞働者 を 働く こと は出來 なかった の だ。 彼が 

第... 階級て 與 へたと 思 はれる もの は 第 叫 階級が 與 へる ことなしに 始めから 持って ゐ たものに 過ぎなかった。 いつ 

かは^ 叫 階银は それ を發 揮すべき であった の だ、 それが 未 熱の 中に クロポトキン によって 發 掠せられ たと すれば 

それ は 却って 惡ぃ結 であるか も 知れない の だ。 第 叫 階級 者 は クロポトキン なしに もい つか は 動き 行くべき 所に 

動 ハてー 了く であらう から。 而 して その 動き 方の 方が 遙 かに 堅實で 自然で あらう から。 勞働 は クロ ボト キン、 マ 

ルクス C やうな 想 {冰 を すら 必要と はして ゐな いの だ。 却って それらの ものな しに 行く ことが 彼等の 獨自 性と 本 

能力と をより {兀 全に 發揮 する ことになる かも 知れない の だ。 

それなら 例へば クロ ボト キン、 マルクス 達の、 な 功績 は何處 にある かとい へば、 私の 信す ると ころに よれば 

クロ  K ト キンが：^ 一して ゐた (クロポトキン 自身 はさう である こと を 厭った であらう けれども、 彼が 誕生の 必然と 

して HI せす に ゐられ なかった )o 第 叫 階級 以外の 階級 者に 對 して、 或る 觀念 と覺 悟と を與 へたと いふ 點 にある。 マ 
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ルクスの 資本論で もさう だ。 勞働 者と 資本論との 間に 何の か \ はりが あらう か a 思想家と しての マルクスの 功 M 

は、 マ ルクス 同様 資本 王國の 建設に 成る 大舉 でも 卒業した 階級の 人々 が翫 味して 自分 達の 立場に 對 して 觀 念の 5^ 

を閉 ぢる爲 めで あると いふ 點に 於て 最も 著しい もの だ。 第 階級 者 はか \ る もの \ 存在な しにで も 進む ところに 

進んで 行きつ- r あるの だ。 

き 0 てん 

今後 第れ 階級 者に も资 本王國 の餘慶 が均霑 されて、 勞働 者が クロポトキン、 マルクス 其の 他の 深奥な 生活 原 醒 

を 理解して 來る かも 知れない。 而 して そこから 一 つの 革命が 成就され るか も 知れない • 然し そんな ものが つた 

ら、 私 は その 革命の 本質 を 疑 はすに は ゐられ ない。 怫國 革命が 民衆の ための 革命と して 勃發 したに も か，， はら 

す ル ー ソ ー ゃヴ オル テ I ル などの 思想が 緣 になって 起った 革命であった けに、 その 結 架 は 第三階級 者の 利益 

に歸 して、 實 際の 民衆 卽ち 第四階級 は 以前の ま. t の狀 態で 今日まで 取り 殘 されて しまった。 現在の 露 西亞の 現：^ 

を： 3^ て もこの 憾み は ある やうに 見える。 

彼等 は ：}s 來を 基礎と して 最後の 革命 を 起した と稱 して ゐる けれども、 露 西-ぬに 於け る 民衆の 大多數 なる 農 

は、 その 恩惠 から 除外され、 若しくは その 恩 惠に對 して 風馬牛で あるか、 敵意 を 持って さへ ゐる やうに 報告され 

てゐ る。 眞 個の 第 ra: 階級から 發 しない 思想 若しくは 動機に よって 成就され た 改造 運動 は、 當 初の 目的 以外の 所に 

行って 停止す る 外 はないだ らう。 それと 同じ やうに、 現在の 思想家 ゃ舉 者の 所說に 刺戟され た r つの 運動が 起つ 

たと しても、 而 して その 運動 を 起す 人が 自ら 第 叫 階級に 屬 すると 主張した 所が、 その 人は實 際に 於て、 第^^^級 

と 現在の 支配階級との 私生子に 過ぎない だら う。 

鬼 も^も 第 s; 階級が 自分 0 身の 問に 於て 考へ、 動かう とし 出して 來 たとい ふ 現象 は、 思想家 ゃ舉 者に 熟慮す ベ 

き 一 つの 大きな 問題 を 提供して ゐる。 それ を 十分に 考 へて 見る ことなしに、 自ら 指導者、 啓發 者、 煽動 家、 頭鎮 


を 以て 任す る 人々 は 多少 笑止な 立場に 身 を 置かねば なるまい。 第四階級 は 他 階級からの 憐憫 § 好意 を 返お 

しム" めた。 か.^ る 態」 は を 担 否 する の も 促進す るの も 一 に繁 つて ffi 叫 階級 R 身の 意志に ある。 

私 は^ 叫 階級 以外の 階級に 生れ、 育ち、 敎育を 受けた。 だから 私 は i お 叫 階級に 對 して は 無緣の 衆生の  一 であ 

る" 私 は 新興 階級 T ぶになる ことが 絶對 に出來 ないから、 ならして 赏 はう とも はない。 第 叫 階級の 爲 めに 辯 解し 

立喻 し、 運 ゆ 4.^ る、 そんな 鹿げ 切った 虚偽 も出來 ない。 今後 私の 生活が 如何 機に 變 らうと も、 私 は 結局 在來の 

であるに I ない こと は、 黑 人種が でら 石 驗で洗 ひ 立てられても、 黑焱 た|失 はない の 

と： i:^ である だら う。 從 つて， 私の 仕 察 は 第 叫 階級 者 以外の 人々 に訴 へる 仕事と して 始終す る 外 は あるまい 世に 

勞 働文藝 とい ふやうな ものが、 王 張され てゐ る。 义 それ を 辯 護し、 カ說 する 評論家が ある。 彼等 は 第 叫 階級 以外び- 

階， お 者が 發 した 文 宇と、 構想と、 表現 法と を 以て、 漫然と 勞働 者の 生活なる もの を 描く。 彼等 は 第 叫 階級^ ダ 

の 階級 者が 發 した 論理と、 思想と、 檢察 法と を 以て、 文藝的 作品に 臨み、 勞 働文藝 と然ら ざる ものと を 選り 分 

ける。 私 はさう した 態度 を 探る こと は斷 じて 出來 ない。 

若し 階級 &鬪 とい ふ ものが 現代 生活の 核心 をな す ものであって、 それが その アルファ であり オメ 力であるなら 

ば、 私の 上の 首 說 は正當 になされ た官說 であると 信じて ゐる。 どんな 偉い 舉者 であれ、 思想家で ぁォ 運動. 家 

であれ、 頭領で あれ、 第 叫 階級 的な 勞働 者た る ことなしに、 第 叫 階級に 何物 を か寄與 すると m 心ったら、 それ は 明 

ら かこ 偕 上 沙汰で ある。 第 叫 階級 は その 人達の 無駄な 努力に よって かき 亂 される の 外 は ある まレ 

(1九ニニ年一月、 「改^」 所載) 
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廣津 氏に 答 ふ 

私が -月號 の 改造に 發 表した 「宣言 一 つ」 について、 廣 津和郞 氏が 時事 紙上に 意晃 を發 表された。 それにつ い 

て、 お 答へ する。 

廣津氏 は、 藝術は 超 階級 的 超 時代 的な 耍素を 持って ゐる もので、 よい 藝術 は、 如何なる 階級，：； 人に も訴 へる 力 

を 持って ゐる C それ 故 私が 藝術 家と しての 立場 を、 ブル ジョァ 階級に 定め、 その 作品 はブ ル ジョァ に. 訴 へ る爲 めに 

書かれる もの だと、 宣言した に對 して、 あまりに 窮屈な 平面 的な 申し出で あると 云って ゐられ る。 藝 術に！？ ぬ 級 

的 超 時代 的の： 素が あるの は、 廣津氏 を 待たないでも 知れき つた 事實 である。 その 事 寶は藝 術に 限られた 事で も 

ない。 政ュ めの 上に も、 宗敎の 上に も、 その他 人 11 生活の 凡ての 諸， 相の 上に か、 る 普遍的な 耍素 は、 多い か少 いか 

の 程度に 於て；：^ 在して ゐる。 それ を 私 は 無視して ゐる もので はない。 それ は あまりに 明白な事 寶 であるが 故に、 

問題に しなかった だけの 事 だ。 

私の 考 へる 所に よれば、 まら 藝術 家と 稱 する もの を大體 三つに 分ける 事が 出来る。 第 j の 種類に 歸 する 人 は、 

その 人の 生活. 全部が 純 粹な藝 術 境に 沒 入して ゐる 人で、 その 人の 實 生活 は、 周圍 とどん な 間隔が あらう と、 一向 

それ を氣 にしない。 さう して 自己 獨 得の 藝術的 感興 を 表現す る 事に 全 精力 を 傾倒す る 所の 人 だ。 もし、 現在の. IP 

家の 中に、 例 を 引いて 見るならば、 泉 鏡 花 氏の 如きが その 人で はないだら うか。 第二の 人 は、 藝術 とま 分の 實生 

活 との 問に、 思 ひ を さまよ はせ すに は ゐられ ないた ちの 人で ある。 自分の 藝 術に 沒 入す る こと は、 第 I の 人の や 

うに ある 事 はどうしても 出來 ない。 自分の 資 生活と 周 圍の實 生活との M に 或る 合理的な 關係 をつ くらおければ * 


その 藝術 すら 牛： み屮 H す 事が 出來 ない と感 する 種類の 人で ある。 第三の 種類に 嵐す る 人 は、 ^：：：分の藝術を實生活の 

便，： ==: に川ゐ ようとす る 人で ある。 その 人の 實^ 活は周 圍の實 生活と 必す しも 合理的な 關係 にある 必耍 はない。 と 

にかく C 分の 現在の 生活が 都合よ く はこび 得るならば、 ブル ジョァ の爲 めに、 ^焰も 吐かう し、 プ n レタ リア の爲 

めに、 提灯 も 持た うと 云 ふ 械 類の 人で ある。 そして その 人の 藝術 は、 常 代で 云 へば、 その 人 をプ ティ • ブル ジョァ に 

でも 仕上げて くれ \ ば、 それで n 的 を はたした と 一一 一一 n つても い \ やうな 藝術 である。 藝術 家と 云 ふ もの 、立場より 

首 ふなら ば 第一 の秫 類の 人 は 载も敬 ふべき 純 粹な藝 術 家で あり、 第二の 種類の 人 は、 藝術 家と して は、 所謂 素人 

K 術 家 を 以て E さるべき もので あり、 第三の 稱 類の 人 は Hii 心い 意味の 大道 藝 人と えらぶ 所がない 人で ある。 

所で、 私，：： 1.:^ は 第一 の 稀 類に 屬 する 藝術家 であり 得る かと 云 ふのに、 不幸に して さう ではない。 私は常に^:^分 

の赏 生活の 狀 態に 就いて くよ くして ゐる。 そして、 その 生活と 藝 術との に、 正しい 關係を 持ちき たしたい と 苦 

慮して ゐる、 これが 私の 心の 實狀 である。 かう いふ 心事 を 以て、 私 は 自ら を 第一 の 種類の 藝術 らしく 裝ふ蔡 は 出 

來 ない。 裝ふ 事が 出來 ない とすれば、 勢 ひ 「宣曾 一 つ」 で發 表した 様な 専を言 はねば ならぬ の は 自然な 事で ある。 

r 宜： 百 一 つ」 に は、 出来るだけ 平面 的に もの を 云った つもり だが、 それでも わからない 人に はわから ない 樣 だか 

ら、 なほ  一 JL せ个 w 的に 云 ふなら ば、 第一、 私は來 るべき 文化が プロレタリア によって 築き上げら るべき であり、 

又 築き上げられる であらう と 信す る ものである。 ブル ジョ アジ ー の 生活 函內に 生活した もの は、 誰でも 少し 考へ 

るなら ば、 そこの 生活が、 自壤作 川 を惹き 起しつ- f ある 事 を、 感じない もの はなから う。 その €11 壞作 川の 後に、 活 

力 ある 牛； 活 を將來 する もの は、 もとより アリス トク ラシ ー でもなければ、 富豪 階級で も あり 得ぬ。 これらの 階級 

はブルジョァジ！以前に勢カを？^！！しぅしだ過去の所產でぁって、 それが 來る 可き 牛； 活の 上に 役^しょうと は、 誰 

しもお へぬ 所で あらう。 文藝の 上に 階級意識 がさう 顯 箸に 働く もので はない とい ふ理 is は、 概念的に は 成り立つ 
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けれども、 實際の胺史的|?^|^3:を觀察するものは、 事實 として、 級 意識が どれ 程强 く、 文藝の 上に も 影響す るか 

を$s^^すにはゐられまぃ。 それ を 事 赏に意 識 した ものが 文藝に たづ さはら うとす る 以上 は、 如何なる 階級に 自分 

が ® して ゐ るか を 嚴密に 考察せ すに は ゐられ なくなる 笞だ。 

しからば、 來 るべき 時代に 於て プロレタリアの 中から 新しい 文化が 勃興す る だら うと 信じて ゐる私 は、 なぜ ブ 

ロレ タ リアの 藝術 家と して、 プロレタリアに 訴 へるべき 作品 を產 まう としない のか。 出来るならば 私 は それがし 

たい。 しかしながら、 私の 生れ 且つ 育った 境遇と、 私の 素養と は、 それ を させない こと を 十分 實識 する が 故に、 

私ば、 敢 へて 越 ゆべ からざる を 越えようと は 思 はない の だ。 私の こんな 氣 持に 對 する 反 證 として、 よく  a シァ 

の^ 蒙 運動が 例 を 引； かれる 様 だ。  >- シァの 民衆が 無智の 惰眠 を むさぼって ゐた 頃に、 所謂、 ブル ジョァ の 知識 階 

級の 靑年 男女が、 .0 ら ゆる 困難 を排 して、 民衆の 蒙 を 啓く につと めた。 これが 大事な 胚子と なって、 あのす ばら 

しい 世界 革命が 惹き 起された の だ。 この場合 ブル ジョ アジ I の 人々 が、 どれ だけ 民衆の 爲 めに 貢獻し たかは、 想 

像 も 及ばない ものが ある。 悔い改めた ブ ル ジョァ は、 その ま \フ 口 レ タ リアの 人になる ことが 出來 るの だ。 さう、 

ある 人 は 云 ふか も 知れない。 しかし、 この 揚 合に 於け る 私の 觀察は 多少 一般 世人と 異なって ゐる。 0 シァの 民衆 

は その 國の 事情が、 その ま k 進んで いったならば、 何時か は 革命 を 起す に、 ちが ひなかつ たの だ。 

インテリゲンチャの 啓蒙運動 はた ビ いくらか それ を n 十め たにす ぎない。 そして、 それ を：： 十め た泰 が、 實際ロ シ ァ 

の 民衆に とって、 よい 一?^ であった か、 惡ぃ 事で あつたか は、 遽 かに 斷定さ るべき ではない と 私 は 思 ふ もの だ。 もし、 

私の 零細な 知識が、 私 を いつはらぬ ならば、 a シァの 最近の 革命の 結^から 云 ふと、 ロシアの 啓蒙運動 は， むし 

ろ 民衆の 露の 勃興に さまたげ をな して ゐ ると 云っても 差し 支へ ない 様 だ。 始めは 露 國のプ n レ タ リアの 爲 めに 如 

何にも 希！ 一す； 多く 見えた 革命 も、 現在までに 牧穫 された 結^から 見るならば、 大多數 の 民衆よりも、 ブル ジョァ 文 


化に よって 洗 S を 受けた 化 的： 衆に よって 收 穫 されて ゐる。 そして 大多 數のプ n レタ リア は、 帝政 時代の それ 

と、 あまり ra^ パ ならぬ 不 OS な狀 態に ある。 もし、 ブル ジョァ と プロレタリアとの 問 に、 はじめから 渡る 可き 橋が 

絶えて ゐて、 プ n レタ リア 自身の 内 發 的な 力が、 今度の 革命 を惹き 起して ゐ たのなら ば、 その 結 架 は、 はるかに 

£ おな つた ものである 15^ は、 誰でも 想像す るに 難くない だら う。 

然し かう はいった とて、 實 際の應 史上の 事實 として、 ロシアに は 前述した やうな 事件の 經路が 起り 來 たったの 

だから、 私 は その 事資を も 否 定 しょうと する もので はない。 ブル ショ アジ.' を 無くす る爲 めに は、 この 階級が 自 

己 防 衞の爲 めに 永年に 亙って 築き ヒ げた 有らゆる 制度 及 ぴ機關 (殊に 政治 機關) をプ n レタ リアの 手中に 牧め、 

矛 を 逆にして ブル ジョ アジ ー を 亡 減に tf かねば ならぬ。 ブル ジョ アジ ！• が亡滅 すれば、 その 所， 1： なる 凡ての 制度 

及び 機關 はおの づ から 亡 減して、 新たなる 制度 及び 機 關が起 生す るで あらう と は、 レー 一 ン. in: 身が 主張す る 所で、 

實！^ に 於て、 歷 史的 事實 として は、 かくの 如き 經路が 今 行 はれつ & ある やう だ。 無き 者の 獨裁 政治と は、 恐らく 

か \ る もの を 意味す るので あらう。 淘にー つの 生活様式が 他の：^; 活 様式に 變遷 する 場合に 於て、 前代の 生活様式 

がー 時に 跡 を 絶って、 全く 異なった 生活様式が 突發 するとい ふ事實 はない。 一 二つの 生活様式の 屮問色 をな す、 過 

渡 期の 生活が 起滅 する 11 に、 新しい 生活様式が 甫 めて 成就され るで あらう。 藤 史的に 人類の 生活 を 考察す ると か 

く ある 事が 至 常な ことで ある。 

然しながら W 心 想 的に かふる 問題 を 取扱 ふ 場合に は必 すし も かく ある 必要 はない。 人 1? の 思想 は その ー特^^とし 

て 飛 1. 的な倾 向 を もって ゐる。 審實 の.！^ 礙を乘 り 越して 或る 要求 を 具 體 化しよう とする。 若し 思想から この 特色 

を 控除したら、 恐らく 思想の 生命 は 半ば 失 はれて しま ふで あらう。 m 心 想 は事赏 を藝術 化する ことで ある。 礎史を 

その 純 粹な現 はれにまで 還元す る ことで ある。 蛇行して 達し 得る 人 1^ の實 際の 方向 を、 i3 線に よって 描き 直す こ 


有 it 武. 郞 第七卷  一八 一一 

とで ある。 若し 社會 主義の 思想が 眞理 であった としても、 若し 資 行と 云 ふ 視角から のみ 論す るなら ば、 その s.i 

の赏 現に 先だって、 多くの 中間 的 施設が 無 數に行 はれねば ならぬ。 所謂 社會 政策と 稱 せられる 施設、 溫^^^主義ノ 

安 協 主義の 實施 など はすべ て それで ある。 これらの 修正 策が 施された 後に、 社 會生義 的 思想 は 始めて 實 現される 

譯 になる の だ。 それならば 社會 政策 的の 施設 すら 未だ 行 はれようと はしなかった 時代に、 何 を 苦しんで 社會 主義 

の&〕 想は說 かれねば ならなかった か。 私 は それに 答へ て、 社會 主義 は その 背景に 思想 的 耍素を 多分に 含んで ゐた 

からだと いはねば ならぬ。 而し てこの m 心 想が かくば かり 早く 唱へ 出された と 云 ふ 察 は、 決して 無益で も徒勞 でも 

ない と 云 ひたい。 何故ならば、 かくば かり 純粹な 人の 心の 趁向 がなかったならば、 社會 政策 も 温情主義 も 人 

心に は 起り 得なかった であらう から。 

以上の 立場から して 私 は 思想 的に 云 ひたい。 「来る 可き 文化が プロレタリア によって 築かれる ものなら ば、 そ 

れは純 粹にプ n レタ リア. EI 身が する 2 心 想と 活力と によって 築かれねば ならぬ。 少く ともさう 云 ふ 覺悟を 以て 其 

の 文化 を S 力う とい ふ 人 は 立ち上がら ねばならぬ。 同時に、 その 文化の 出現 を 信す る 者に して、 ぎ 0 ら がその 文ヒ 

と 異なった 生活 をして ゐる 事を發 見した 者 は、 縱令 どれ 程 自分が 據 つて 以て 生活した 生活の 利點に 沐浴して ゐる 

としても .tfi^ しい 文化の 5!s に對 する 指導者、 敎育者 を 以て，：： 《 ら 住すべき ではなく、 き 分の 思想 的 立場 を. 得 ノ 

て 謹んで その 立 楊に ある こと を 以て 滿足 しなければ ならない。 若し 誤って 無 思慮に も 自分の 埒を 越えて、 差し 

出た.， 4 をす るなら ば、 その 人 は純粹 なるべき 思想の f.: 界を、 不必要なる 差し出口 を もって 混濁し、 何等かの 意味 

に 於て 寳際 上の!！ の 進 渉 を も阻礙 する の 結 5^ になる だら う」 と。 この 立場から して 私 は 何と 云っても、 分が ブ 

ルジョ アジ I の 生活に 浸潤し きった 人^で ある 以上、 濫りに 他の 階級の 人に 訴 へる やうな 藝術を 心がける 事の 危 

險を 感じ ま 分の 立 楊 を 明か にしておく 必要 を： a- るに 至った もの だ。 さう 考 へる のがい.^ 屈 だと 云 ふなら、 私は自 


分の 態" はの^， ii に 甘んじよ うとす るお だ。 

私の いった 第一 の 種類に 屬 する 藝術家 は 階級 意 11 に 超越して ゐ るから， 私の 提起した 問题 など は 固より 念頭に 

あらう 苦がない。 その 人達に 取って は、 私の 提議 は 半 顧の 價位 もなかるべき 害の もの だ。 私 は それ 程までに 眞に 

純 粹に藝 術に 沒 頭し はる 藝術家 を 尊 まう。 私 は 或る 主義者 達の やうに、 さう 云 ふ 人達 を 頭から 愚物 視 する 事 は 出 

來 ない。 か、 る 人 は 如何なる 時代に も 人？？ 全體 によって いた はられねば ならぬ 特種の 人で ある。 然し 第二の 種類 

に ：® する 藝 術，： である 以上 は、 私の 如く 考へ るの は不當 ではなく、 傲！^なことでもなく、 謙遞な ことで もな く、 

爾か あるべき こと だと；？ 1^ は 信じて ゐる。 廣津氏 は 私の 所 言に 對 して 容矂 された。 容 嫁され た 以上 は 私の 所 言に 對 

して 關心を 持 たれた に相逮 ない。 關心を 持 たれる 以上 は、 氏の 評論家と しての 素質 は 私の いふ 第一 の 種類に 嵐す 

る 蘇 術 { 鬼の やうで ある こと は出來 ない の だ。 氏 は 明かに 私の いふ 第二 か 第三 かの 藝術家 的 素質の 中の 何れ かに 麂 

する 蔡を G ら證 明して ゐられ るの だ。 而も その 所說 は、 私の 昆る 所が 誤って ゐ ないなら、 第一 の 種類に する 藝 

術 { 氷で も 主張し さうな こと を 主 1^ して ゐられ る。 若し 第 一 の 極 類に 属する 藝術 {\^ がそれ を、 王 張す る やうな 事を假 

想したら、 (その 藝術 〔豕 はそんな こと を 主張す る 害 はないけれ ども) 或は それ は實感 として 私の 面. に 響く かも 知 

れ ない。 然しながら 廣津 氏の 维 によって 敎 へられる ことになると、 私に はお 座な りの 概念論と してより 響かな く 

なる。 何故ならば、 それ は 主張 さるべからざる 人に よって 主張され た 議論 だからで ある。 

更に 私の 藝術 として 作品 を 生かさう とする 意味 は何處 にある かとい ふこと について は、 「改造」 誌上で 一 通 

り 巾し 出て おいた から、 こ \ に は 再 一一 一一 口し ない。 何しろ 私 は 私の 實 情から 出發 する。 私が 若し 第一 の藝術 家に でも 

なり 切り る 時節が 來 たなら ば、 この 機 說は鷄 肋に も 値せぬ ものと して 屑籠に でも 投じ 終らう。 

(1 九 ニニ 年 In- 十九 日、 「來京 朝 n 新？ 1」 所載：！ 

廣^ 氏に 答 ふ  」 八 三 
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表現 派、 未來 派、 立體 派と いふ やうな 形で 現 はれ 出た 藝術 上の 運動に は 色々 な 意味が 考 へられる と 私 は 思 ふ。： 

それにつ いて 私の 考 へて ゐる所 を 述べて 見る。 

未來 派と いひ、 立體 派と いひ、 表現 派と いひ、 それに は 各 i の 主張が あって、 細部に- I： つてい ふなら ば、 一括 

して 論す る ことの H 來 ない 衝突 點さ へ あると いふ ことが 出來 る。 然しながら これらの 各 流派が 在 來の藝 術 上の 立 

脚 點に滿 足しないで、 新しい 出 發點を 建立し ようとい ふ意氣 込みから 接頭し 出した 點に 就いては 等しく 一  致して 

ゐる といって い \o 

然 らば 在 來の藝 術 上の 立脚 點とは どんな ものであった かとい ふのに- 一 言に してい ふなら ば、 印象主義で 言 ひ 

現 はすこと が 出来る。 印象主義と はどうい ふ もの かとい ふと、 近代の 思， 说 様式に 一大 變化 を與 へた 科舉的 精神の 

藝術 へまでの 延長と 考 へる ことが 出來 る。 科舉的 精神と は、 空想的 軌範の 設定に 代へ るのに 資證的 軌範の 設定 

を 以てする こと だ。 言 を換 へて いへば、 前代の 理想主義 的な 考察 法 を 打破して、 ^實 主義 的な 考察 法 を 採 用する 

こと だ。 卽ち 更に 首を換 へて いへば、 論理 法の 首尾 顚倒を 成就す る ことだった。 前代に あって は、 或る 抽象的な 

前提が 樹立され て、 そこから 論理 過程が 生れ 出で、 その 結論が 人 生活の 現狀に 軌範と して 働いた。 然るに 近代 

にあって は 全く それ を 逆 倒して、 現在の 人 生活の 實狀 から、 論理 は出發 して、 歸納的 結論と しての 軌範 を 生み 

HI した か、 る 内部生活の 變 化が、 實 生活の 上に も、 思想 生活の 上に も 大きな 影饗 とた" つたこと は 疑 ひもな. SC 一 


それが どう 影響した か。 これ は 誰でもい ふやう に、 前代の 祌 11 人力 以上の 或る 不可思議な 實在 或は 力 —-- が 

诚 びて、 人^ 生活 を 支配すべき 人 ii 的な 軌範が 揭 示される ことにな つたの だ。 人 は 最早 人 以上の 力、 換言 すれ 

ば、 人 に 取って は、 偶然 若しくは 超自然と より 見る ことの 出来ない 力に よって 支配され る ことなく、  一  偶然 

とは兑 えても 徹底した 考察の 下に は 0 然 であり 必然で あると ころの 力に よって 支配され る やうに なった、 卽ち奇 

蹐は 形を沒 した。 而 して 原因 結 5^ の 理法が 取り除くべからざる 賞 在と して 人 II の 上 に^む やうに なった。 最：： 十 そ 

こに は 恐怖と 信仰と 祈念と が なくなって、 諦觀と 推现と 方法と が 勝 を めた。 人 は 自然 外の 不可思議な 力が 何時 

彼の 上に 臨む かも 知れない とい ふ 恐怖 を 持つべき 必要から 釋 放され、 又 か- -る S 力に 對 して 無倐件 的に^ 目的に 

は從 すべき 要求 を 心の中から 棄却し、 從 つて それに 祈願 を 籠め て 自分の 運命 を JEf: しょうと する： 尙 動から 獨 立し 

た。 その代り 人 問 も祌も 如何と もし 2- ない 自然律に 對 して は、 思 ひ 切りよ く 自分 を 投げ出して、 その 力の なすが 

ま- -に 任せねば ならぬ とい ふ 諦觀を 生じ、 然しながら 自然律 を 推理 的に 设 もよ く现 解して、 自分 を それに 適應し 

て 行かう とする 手段 方法 を講 する やうに なった。 これが 卽ち 科舉的 精神なる ものである。 

これ は 人 Si 生 史の 一 つの 大きな 飛 跳で あつたに 相 遠ない。 人間が 所謂 野蠻 蒙昧な 時代から 持ち 繽 けて ゐた謂 

れ なき 一 つ 0 迷信が 极抵 的に 破 却され たからで ある。 前代の 人が 自然の 背後に 或る 存在 を假定 し、 彼等の 空想 

と、 經驗の 不公平な 取捨と によって、 その 假定を 裏書きすべき 村 料 を m 集し 堆積し つ.. - あった に、 現代人が、 i 

自然の^ 後 を-! 1}^ 見す る 代りに 自然 そのもの を 凝視す るに 至った とい ふの は、 人類に 取って は 誠に 雄々 しい 一 つの 

廻旋述 動であった。 

この 大きな 變化は 直ちに 藝術 〔豕の 本能と 直觀 とに 攝取 されて. on 然 主義と なった。 理想主義 (卽ち 超自然 主義) 

から GI 然主 親と なった。 c 然の相 を 直觀 するとい ふことの 外に、 人 の 運命 を 安固に！ S く 道 はない。 縱令 安固に 

術に つ いて |« ふ こと  一 八 五 
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導く ことが 出來 ぬと しても、 さう した 態度に ゐ るより 外に 居よう がない、 さう 自然主義の 藝術觀 は 自分自身に 緖 

論を與 へた。 先づ 自然の 常體を あるが ま- -に 看取しょう ではない かとい ふの が、 藝術 家の 態度だった。 自然の 當 

體を あるが ま \ に ^取す ると は、 卽ち人 11 に對 して 自然の 與 へる 印象 を その ま \ 表現し ようと. £, ふこと である。 

こ の 意味に 於て s 然 主義と 印象主義と は異語 同意で あると いひ 得る。 

然るに 印象主義 は それ 自身の 中に 破綻の 芽 を 持って ゐた。 それ は その 主義の 客體 たるべき 自然なる もの は、 1 

見 人 と對峙 して 不變の 相 を 持って ゐる やうに 見えながら、 寶は 人間 そのもの- r 投影に 過ぎない からで ある。 祌 

が 人 を 造った ので はなく して、 人が 神 を 造った の だと 誰か いった やうに、 自然が 人 に 印象， を 與へ るので はな 

くして、 人が 自然から 印象 を 切り取る からで ある。 自然が 複 雜で兒 めに くい 以上に、 人の 心は複 維で 見 窮めに 

くいと いふ ことが 出來 る。 赏に人 は 然と 對峙 して ゐ るので はない。 人と 自然と は 不離 無二の 狀態 にある。 人 は 

ま然の 一角 を 切り取って その上に 跨がる。 その 巾に 自分 を兑出 だす。 その 中に のみ 自分が ある。 その外に 人と い 

ふ もの はない。 彼の 人 は 彼の 一 角 を 切り取り、 此の 人 は 此の 一 角 を 切り取る。 それ 故、 人 問 全體に 共通して 自然 

の 印象と いふ やうな もの は、 實 に何處 にも 存在す るので はなく して、 これ も 亦 前代 人の 超越 的實在 Q 如くに 一 つ 

の 概念に 過ぎない の だ。 而 して 概念 は、 それが 概念と 悟られた 時には、 決して 藝 術の 對 象と はなり 得ない。 此に 

於て 現代人 は 概念なら ざる 藝 術の 對象を 他に 求めねば ならぬ はめに 陷 つた。 

その あ 象と して 現代人が 尊ね あてた もの は 自然の 中に 人 自身 を晃 出す ことであった。 {n! 然卽ち 自己で あると こ 

ろの 當體 そのもの を 表 はすこと であった。 藝術 家が 自分の 眼の 前に 据 ゑて 眺 むべき 對象 (それが 神で あらう と自 

然 であらう と) はない。 若し 强 ひて 對 象と いひ 得べ くば、 自然 そのもの である 藝術家 自身が あるば かりで ある 0 

自己 解剖が あるば かりで ある。 然しながら. nn 己が GI 己 を 解剖す る 時の 態度 は、 醫 者が 病 體を解 する のと 11： じお 


に は 行かない。 自己が 自己 を. 0 己から 離さう としたら、 その sil に 自己 は 減び 亡せ て、 自然と いふ 概念ば かりが 

あとに 1  べるのみ だ。 さう いふ 態度 は 印象主義の 繰り返しに 過ぎなくなる。 それ 故藝術 家が. nil 己の 印象 を 語らん と 

する に は、 n 己 を 解剖す る ことなく 表現す る 外 はない。 卽ち. HI 己に よって 生きられ たる 自己が その ま、 藝術 であ 

ら ねばならぬ。 CI 然と はかく 人 を 笑 はす もの だと 兒る のが 印象主義 ならば、 自然 はかく 笑 ふとい ふの が 求められ 

つ、 ある 藝術 主義で ある。 卽ち 求められつ- M める 藝 術と は 表現の 外で はない。 固より 印象主義の 藝術 にあって 

も、 ^现 なしに は 藝術は 成り立たない。 然しながら その 揚合 にあって は、 表現 は 印象 を與 へる 爲 めの 一 つの 手段 

であった、 象徴であった。 然しながら 表現主義の 藝術 にあって は 表現の 外に 何者 もない。 表现 がそれ G 身に 於て 

藝術を 成す ので ある。 

この 立場が 理解され \ ば， 未來 派と いひ、 立體 派と いひ、 表現 派と いはれ る もの 、立場が 理解 さるべき 蒈 であ 

る。 未來 派の 藝術 は敢 へて 印象 藝 術に 逆行す る ものと はい はない。 印象主義 がその 力の 盛りに 於て 成し遂げん と 

しつ.^ あった もの を繼 承して、 その 進境 を 徹底しょう とする もの だと 主張す る。 然しながら 印象派の 藝 術が 「現 

實の 一部に 拙 はれた 奴隸 として、 純化に 達せす、 限り ある 客觀 性から 脫し 得すに、 ^譯の 役 口許り 勤めねば なら 

なかった」 とい ふこと に對 して は 極力 反對 し、 色彩の 解剖 を 形體の 解剖にまで 押し 及ぼした ばかりで はなく、 色 

彩、 形態の. s: 部 的 統合 を 成就し、 しかも その上に、 心 熱の 燃燒を その ま& 作品の 全部に 冗 一って 表現す る 所に 使命 を 

見出して ゐる。 立體 派に 至って は 所謂 印象派の 藝 術と は 根本的に 相容れな いこと を 主張し、 化擧 者に よって 同一 

なりと せられる 一 杯の 葡萄酒が、 如何して 酒 を 好む 者の 舌の 上に は 種々 に異 つた 味の 葡萄酒と して 感ぜられ るの 

を J£ み^るかと 叫んで ゐる。 而 して 科攀的 精神から 割り出して、 槪念 的に 定められた 呪 ふべき {4 一問 や 色彩の 觀念 

が、 e:^ らに 物の 現象 を 示す に過ぎない か を痛擊 し、 物の 本質 は それらの 概念 を 全然 放^した- 、H ^觀 によるれ 彩 及 

^術に ついて 思 ふこと  - 
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び の 端的な 表現に よっての み實 現される か をカ說 して ゐる。 かく 未 來派は 流動 を その 表現の 祌髓 とし、 立體 

派 は 本質 を その 表現の 祌髓 とする 所に 相 逮點を 有って ゐる にも か.^ はらす、 ！1 者と も 近代の 科舉的 精神に 反抗し 

て、 主觀の 深刻なる 徹底に よって、 物の 生命 を 端的に 捕捉し ようと 勉 める ことに 於て は- r.:.; に 符合した 共、 通 點を持 

つて ゐる。 而 して 表現 派が 如上の 倾向 を： g も 力？ g  く 代表して ゐ るの はこ、 に縷說 する まで もない。 その 流派の 名 

が 的確に 表 はして ゐる やうに、 それ は 外部 的な 印象に よって 物に 生命 を與 へようと する 代りに、 生命 そのもの- - 

物 を 通して の 直接の 表現で あらう とする の だ。 

誰でもた やすく 察する ことが 出来る やうに、 これらの 凡ての 流派の 目指す 所 は、 在來の あらゆる 軌範に 對 する 

個性の 反逆で ある。 長い 問 現象の 一分 子と 做されて ゐた 個性が、 獨 立した 存在と して、 一個の 有機的な 統合の 

巾に 嚴# し 得る こと を 主張す る その 叫びで ある。 個性に 君臨し つ \ あった 軌範に 對 して、 逆に 個性が 臨 せんと 

企てた 反逆で ある。 

この 大きな 現代の 精祌的 運動が どれ だけの 發達を 遂げ、 どれ だけの 成就 を裔 らし、 どれ だけの 功績 を 贏ち 得る 

か は 誰も 知らない。 然しながら 少なくとも その 根の 深さが、 人々 の假 初めに 思 ひ 設けて ゐる やうな 淺 はかな もの 

でない こと だけ は、 私が 信じて 疑 はない 所で ある。 何故ならば、 藝 術の 世界に 現 はれた 如上の 現象が、 單に藝 術 

界 のことの みに 止って ゐ ない の を 知る ことが 出來 るからで ある。 旣 に科舉 自身が 11 科擧的 精神なる もの を酵醯 

した 所の 科舉 ま 身が、 この 倾向 によって 動かされて ゐる。 擧が この 倾向 によって 動かされて ゐる。 國 家と 個人 

との 關 係が この 倾向 によって 動かされて ゐる。 傳統と 生活との 關 係が この 傾向に よって 動かされて ゐる。 原理の 

相對 性が それ だ。 現象の 流動 觀 がそれ だ。 無政府 的 傾向が それ だ。 虚無的 傾向が それ だ。 これ 等の 諸 傾向 を is- に 

一 時 的な 偶然の 現象と 見ようと する もの は • 現代の 人 が 持って ゐる惱 みと 懷れ とに 對 して 淺 薄な 誤算 をして ゐ 


る ものである とより 私に は说 はす. い 

表 見、 i の f ハを私 は 更に 他の 一 面から 眺める ことが 出來る やうに 思 ふ。 それ は 貧 匿 (私 はこの 首 菓 によ 

つて 片.： と稱 せられる も S を 指す) S 中に I ゆべ If  .1 する ものと して 眺める こと だ。 

人 11 ま奠 と共に 霧が 破季 ベき 墓へ て t らしい。 私 は 然し それき かしい I 急へ る；^ 

くの i きこと 条 へる 人は藝 とい ふ 墓 を 全く 皮相な 見斷に 於て 受取って ゐる 人で ti ひない。 私 は I 

とい ふ S? もっと 妻 的な 霞 i へる。 私に 從 へば 人の 在る 所に は 襲が 在る の だ。 それ故に 如何なる 人が 

秦の I を 形成しょう とも， —その 人が 生命力 I んど耗 失した 人で ない 限り— そこに は必 すその 人に そ 

ぐった 蘇 術が 生活と 共に 生れ 出て 來 ねばならぬ。  くわい" . ^ 

若し 私の i が 誤って ゐ なかった とするならば、 l、is 術 は 在 ii から 能 ふ， ましょうと し？ 

る 1 於て、 現代の 支配階級 Q 生活と はかけ 離れた 霧で ある。 ャ if 生み出 じた is ぎ 自分で は 

|し てゐ ないか は 知らないが、 知らす 識ら す來 るべき 時代に 對 して 或 If して ゐる やうに まる。 IL 

た r に、 I は從 前の 霧の 凡ての 約束に 對し、 凡ての 點 から 能 ふだけ 自分自身 を 解放す る ことに：： つ S 

み、 I の， 皇 成し 得 tQ と 信じて fi 際に 於て さう いふ II らして ゐる。 今まで f おら ォ 

なかった 視角 i ら のみ 彼等 は 物 £ ようとして ゐる 。かさ i は ー謹が| に f  視 

そし まだ II 人の 持って ゐた それでも なく、  S 人の 持って ゐた それでも なく、  HQ 持って ゐた そえ 

できく、 中世の is ま 持って ゐた それでも なく、 近世の 現 や 裏が 持って ゐた それでも なく  i 

蒙擎 ディレッタントが 持つ 所の それでもない。 それらの もの は旣に 各よ 自分0 身の 霸を 持って ゐるカ そ 

0ff こつ いて E でか こと 
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, ^らは 悉く 私達の 眼の 前に ある けれども、 どれ を 取って 見ても 表現 派の 藝 術と 等しい もので はない。 表現 派の 藝 

術 は 恐らく それらの 人々 に 取って は 異邦の 所産で あるで あらう。 

然 らば 表現主義 は どこに その 存在の 根 をお ろして ゐ るの だら う。 私と して は 新興の 第 叫 階 较を豫 想す る 外に 見 

出すべき ものがない。 新興 階級が やがて 產出 する であらう 藝 術の 先 驅 として 表現主義 を 見る 時、 私に は それが 色 

色 I い 5 を 以て 迫って 來る やうに 見える。 きに は 新しい 力が ある、 新しい I が ある、 新しい 方向が ある。 

それ 力 將來如 例に 發 達して、 いかなる 仕事 を 成就す るか は 張 目に 値する とい はね.， H ならぬ。 

然し 私 は 一歩 を 進める。 現在ぁるところの表現主義の藝術が將來5^^て世界的な藝術の基礎をなすでぁらぅか 

何 だら う。 こまで 來 ると 私 は §1 し はさ 享には t れ ない。 私に は 今の 唐囊 は、 丁度 雲蹇 時 

代の 社 案 義のゃ I 感じが する。 や ト ビヤ 的な I 塵から I 的の それにず、 途に科 SQ 社會囊 が 

成就せられ たと はいへ、 舉說 としての 社會 主義 は 遂に 第 叫 階級 自身の 社會 主義で ある こと は出來 ない。 (「宣言】 

つ」 を： ^請され たし) それが どれほど 科舉 的に なった とはいへ、 實 際の 第 叫 階級 者に 取って は 全く 一  つの ユー- ト 

ビヤに 過ぎない であらう。 それ は 新興 階級に 對 する なる 摸索の 試みに 過ぎない。 それと 同様に わが 表現主義 も 

第四階級 ならざる 畑に、 人工的に 作り上げられた 一 本の 庭樹 である。 少く ともさう いふ やうに 私に は 見える。 ク 

ロボ トキ ンゃ マルクス の舉說 が、 第 叫 階級に 取つ て II 或る 場合に は 害に さ へ もな りかね な い 11 暗示と なるこ 

とが あるか も 知れない が、！^ 際の 第 叫 階級の 生活 はさう した ものに 頓^な く、 徐ろにで は あるけ L ども、 行くべき 

所に 向いて 行って ゐ". 1 うに、 表现、 干； 義の藝 術 も 或る 所まで 行く と、 全く 姿の 變 つた 藝 術の 出現に よって 逆襲 を受 

ける ので はない かと 危 まれる 。 偽る ことの 出来な いのは 人 問の 心 だ.， その 人で なければ その 人の もの は 牛 一まない。 

(一 九 ニニ 年 1»:、 「火 觑」 所載) 


自由 は與 へられず 

文 匕 1 と は 養い 11 の 中に 人が 生 意 こと だ。 とさう 私 は 信じて ゐる。 若し 私の この 考 へが 肯定 さる 

べき もの まば、 文化 生活 Q 顧 は 一個の 個性の 中に Q み I せねば ならぬ。 二人 以上の 人が 共生す る 所に ね 

ビき 山は不 限 を 被る。 友人の 問に 於て 旣 にし i りで ある。 家庭生活に 於て 面より 雨り である。 國 家生 

リ」 於て 餘り に 雨り である。 

集 S 秦 I むこと によって e み 人 問秦を 可能なら しめ 得る。 蠢秦の 

且 f 法が 不直 であれば ある 程、 きは不 必暫 制限 を 蒙る が 故に、 これ を S すきと は 焦眉 Q 急務で あ 

Z そこに ま を 挾むべき 餘地 はな、 I から 菅 出す f 、 それが I 流れ ゆくべき 水路 § くこと は至當 

な乎义 である。 けれど It 大事き と I 出す る |-§大 であらねば ならぬ。 卽ち SI 謹い gsa に 

,s ん とする 要求 を I？ 所な く 持つ ことで ある。 ■ 方法 Q 輩に S 待す ると 同時に、 i 待す る 前に、 自己の 

S を 管 蒙すべき である。 若し 徹底的き i まくして 籠 秦§ 式が 改善され たと して.^ それ はノ 

巧 生活の 表面的な 修正と しての み 終る だら う。  i ゝ 

氣 高い 袍對 自由 は 決して 與 へらるべき ではない 。それ は 獲得 さるべき だ J 如何なる 學者も 革命家 も それ を.^ へる 

事 は出來 ない。 それ 墓へ ぜと 零る 雲と 革命家と は 白 己篇に t すん iis 薦 S つた もの だ 

私 は自. W を 獲得しょう とする ものと 歩調 を 共に し 得たい と 思 ふ。 

(1 九 ニニ 年 一 月、 「文化 生活」 所載) 

自由 は與 へられず 


4? 鳥武 郎佥藥 第七卷  一九 一一 

驚  瑶メ 

嘗て カァ ライル は 驚異 (WJnder) の 念 こそ は智 養の はじめ だとい つた。 この 考に はすべ ての 人が 想い ギ T る以 

上の 意味 か 含まれて ゐる やうに 昆 える。 

齢 を 重ねる につれ て 驚異す る 力が 人の 心から 衰 へて 行く。 この 力が 衰 へて ゆく につれ て、 人 は 詩から ま 文の 世 

界 へと 堕落す る。 物 を 美し さと、 深さと、 偉大 さとに 於て 受け入れる ことの 代りに、 人 は 世界 を 醜 小に i じ、 平 

ら べったく 見、 平凡に 思 ふ 。實の 所、 世界 は 五 年 や、 十 年 や、 五十 年 やで さう 變る もので はない が、 人の 心の中で は 驚 

くべき か \ る變 化が 起 生す る。 變 化しない 世界が 變 化する。 而 して 非常に 惡く變 化する。 少年の 感覺に は、 地球 

は ゴム 毬の やうに 彈 力に 富んで ゐ るが、 老人の 指頭に 觸 れられ ると、 それ は 一 旦 凍結した 林檎の やうに 物憂い。 

嘆息すべき この 驚異の 念の 退 縮 …… これから 健全に 救 はれない 限り、 人間の 生活 は 言 ひやうな く g めだ。 その 

人の 生活 は 生の 倦怠に よって 埋められる。 彼の 眼に は 見る もの 凡てが 十 a く 見え、 凡ての 人の 行爲が 馬鹿らしく 兑 

^ 子供 っぽく 見え、 無駄な ことに 見える。 新しい 力が 来て 働く ことがない 故に、 その 思想 も 生活 も 固定して、 

それが 動きの 取れない 尺度と なり、 用 拾な くそれ を 以て 外界 を 忖度す る。 こ&に ひとりよがりの 哲舉と 人生 觀と 

力 生 £f る。 思 ひやり のない 獨斷が 結 架され る。 か&る 態度に なった 彼に 對 して 外界が 暖かく 酬いて 來る譯 はだ 

い I 令 暖かく 酬いた とて、 共の 人 は 恐らく 暖かく 酬 いられた とは感 する ことが 出來 ないで、 却って それ を 皮肉 

と 思 ふやう にさへ なる だら う。 安らかな 心で ゐる ことが 出來 ない。 取り 淺 されて ゐる やうな 焦慮が 段々 と 燃え立 

つて 來る。 彼 はいらく し 始める。 而 して 遂に は 彼と 外界との 脈絡 は 全く 絕 えてし まって、 しかつめらしい、 無 


同情な、 孤獨な 魂と して、 悲しく も 彼 は 生ける屍 を 人生の 途上に 横た へねば ならなくなる。 

然しながら 少年 は 永久に この 立往生から 救 はれる。 少年の あの 輝かしい 服に は 世界が 如何に 生きた，^ のとして 

映る ことよ。 實に 世界 は 無限 ひ 流動と 音樂 との 中に あるの だ。 そこに は 何等の 制約 もなければ、 何等の 先入見 も 

ない。 一つの 花 を 摘んで 來て 彼に 示せば、 彼 は 思 ふま- -に、 僞り のない 心で、 その 花を大 なる 世界に し、 戀人 にし、 

祌 とする。 世 は 奇蹟と 美との 堆積で ある。 ァラ ディ ンの ラム ブは 常に 彼の 手に 握られて ゐる。 彼 は 凡ての 物 を 新 

しく 受け入れる。 受け入れ たもの を 凡て 新しくす る。 如何なる 時、 如何なる 處 にも 倦怠 はない。 蹉 いても 彼 は 希 

望 を 摘んで 立ち上る。 神の 六日 目の やうな 世界が 彼の 面 を 向ける 所に は 用意され てゐ る。 死ぬ まで 少年の 心で ゐ 

る ことの 出 來る人 は實に 幸で ある。  、 

私達 は 驚異の 感情 を 失 ふまい。 生活の 途上に 出 遇 ふ 凡ての 事物 を 常に 始めて 見る もの- - やうに 感じよう。 先入 

の：：： ル斷を 尺度と して それ を速斷 する 愚 を 避けよう。 凡ての ものに 新しい 意味と 目的と を 見出さう。 驚異の 念から 

派生す る 想像力 を 以て、 一塊の 石 を も 生きた ものと して 取り扱 ふこと に惯れ よう。 か- r る 態度に よって、 世界 は 

眼前に 美しい 變化を 遂げる ことが 出來 るの だ。 世界が 單に 美しく 見える ばかりで はない。 單 なる 幻影が 描き出さ 

れる ばかりで はない。 實に 私達 は 彈カ性 ある 心に よっての み 世界 を 眞に實 質的に 美しく する ことが 出來 るの だ。 

旣^ の もの を變 じて 在るべき 尊 さに 將來 する ことが 出來 るの だ。 ホ ヰット マン は 其の 詩の 中に， 一歩 踏み出した 

ひら 

が 最後、 自分の 眼前に 展き Is- つた 驚異に 有頂天に なって、 第二 歩 を 踏み出す こと もせす に、 よろこびの 歌 を 歌 ひ 

SS けたと いって ゐる。 か- -る 生きく とした 若い 心が 生命の 唯一 の 左 券で ある。 私達 は 生命の 有る かぎり この 若 

い 心 を 虐使して はならぬ。 如何なる 不幸に も、 災厄に も、 失望に も、 私達 は 服 を擧げ て、 人間の 自由の 隱れ 家な 

る 驚異の 感情 を 振り仰がう ではない か。  (】 九 ニニ 年 1 月、 「文化 生活」 所載) 


有 島武郞 令： 第^ 七卷  一 九 四 

満韓 旅行と 個人 雜誌 

11 本 の 計蠻と 希望と に 答 へ て 11 

今年 は 特に 創作の 方 を 一 生 懸命に やって 毘 ようと 思って ゐ ます。 それ も 細々 した もの は 一 切 やめて、 纆 まった 

大きい もの を 書いて 兑 たいと 思って ゐ ます。 

それから、 C 分の資 際 生活の 上に、 一 つのく ぎり をつ けたいと 思って ゐ ます。 

今年 中には、 是非 滿韓の 方 を 旅行して 見る つもりです。 

それから、 個人 雜誌を 出したい と 思って ゐ ます。 それ は、 毎月 色々 な 物 を 書かせられます。 頼まれる とお^り 

する ことが 出来す、 どうしても 中途半端な もの を 出す ことになるので、 それ を ふせぎた いために 出さう と 思った 

のです。 その 雜 誌が 出れば、 書く 方で も それにば かり 力 を 注ぐ ことが 出來 ますし、 また 讀 者の 方で も、 あちこち 

の雜 誌を兑 なくと も 私の もの は その 雜誌 一 つ を 見れば い、 からです。 

そんな ことから 計畫 して ゐる のです が、 さて、 何日から 實 現される か、 今のところ はっきり はわ かりません。. 

1 二 ヶ月に 一同に でも すれば 樂 でせ うが、 やっぱり 最後の 月に 行けば 周章て るので す。 ですから、 少 しづ- * でも 毎 

月 一 囘發刊 して 行きたい と 思って ゐ ます。 若し、 私が 書け なかった 時には、 他の 方に その 號を 提供して、 何 か 載 

せて 行く か、 或は 又 休刊す るか、 とにかく、 是非とも 實 現させた いと 思って ゐ ます。 (1九ニニ年1月、 「新潮」 所載) 


生活より ジァ I ナ リズ ム.^ 排ゼょ 

lyg; 悪い 意味の ジァ ー ナ リズムなる ものが 践屋 して ゐる。 新聞に も雜 誌に も 世間の 曝が 充滿 して ゐる。 事實が 

V. ^雀 こ ml され. X いで、 秦實の 影と もい ふべき 聞き 書の 類 ひが 頻りに 流布され る。 世 5^ 的な 事件から 巷 問の 出來 

-I  r — I  ST;?  .  二  しま おくそく 

事に 至る まで、 事實の 3 典 相 は 極めて 瞹昧に 葬られて しまって、 それに まつ はる 第三者の 揣摩 臆^ か 形容 滞 はな 

表 によって、 刺戟的に 羅列され てゐ るの を兑 る。 廣吿 文の 末に 至る まで か \ る 傾向に 毒せられ てゐ るの は 誰で 

も^ 取す る ことが 出来る だら う。 かうな つて 來 ると、 質の 問題 は 多く 顧慮され ないで、 量の 問題が 決定的な もの 

になる。 雜誌 類が めて. 媳大な 形 を 取る に 至った の も、 その 原因 はこ. - にある らしい。 所謂 井戶 ばた 會議 と稱せ 

られる 心理が、 私達の 生活の あらゆる 方面に, みわたら うとして ゐ るの だ。 かくの 如き 忌むべき 傾向が 起る に は 

色々 の 原因が あらう けれども、 私の 考 へる 所に よれば、 その 最大な 原因の 少なくとも 一 つ は、 各人が 自分に 製し 

て 不忠 實な 生活 をして ゐ るので さうな るの だと 思 ふ。 

若し 一人の 人が 本當に 自分に 忠實な 生ー活 をしょう と 思へば、 他の ことな ど考 へて ゐる暇 はない 害 だ。 これ は 一 

見餘 りに CI 己本 位な 言 ひ 分の やうに 思 はれる かも 知れない が、 而 して 確かに 一 面に はさう した 危險を 伴 ふか も 知 

れ. - よいが、 CI 分と いふ ものに 忠實 でない 人が、 假り にも 他人に 忠實 であり 得よう 害がない ではない 力 自分の 立 

場が 確立し ないで、 他人の 立場に 助勢す る こと も 批評す る こと も 如何して 出来よう ぞ。 これ は餘 りに 兌 易い 道理 

である。 餘 りに 兌 易い 道理で ある 爲 めか、 それ は實 際に 於て ®i 忘られて ゐる。 而 して 自分の 生活 を本當 に考ん 

自分の 生活 を 自分自身の 所有 を 以て、 確實に 築き上げよう としない 人 程、 他人の こと、 他の 事件に 對 して、 必要 

4^;  ^ ょリジ 7  - ナ リズム を徘 せよ  、  ーナ .^ 


有 鳥 武郞佥 $5-  i が 七 4^-  1. 九 六 

もない 興味 を 向け、 見當違 ひな 批判 を 下して 喜んで ゐる。 それ は 正しく 井戶 ばた 會議の 心理で ある。 かのお 內儀 

さん f:^ は、 その ^の 中に、 してお かねば ならぬ 用事の 多く を 實際は 有ちながら、 亭主と 子供と を 勤め 場と 學校 

とに 送り出して しまへば、 洗濯 藍と 汚れ物と を 持って 井戸ば たに 集まる の だ。 而 して 集まった 人々 の 話題 は、 初 

めの 中 こそ は、 多少 自分 達の 身邊の 事情に 關 係の 深い もので あらう が、 それが 段々，^ 飛火 をし だして、 彼等の 生 

活とは 何の 緣故 もない 人々 又は 事件に 對 する 無責任な 批判 か、 然ら ざれば 自分 達の 周 圍にゐ る 人々 の あら探しに 

移って 行って 縷々 として 盡 きる ことがない。 而 して 彼等が 氣が附 いて 銘々 の 家に 走り 歸られ ばなら ぬ 時に なって 

見る と、 家の 中には 火 一 つなく、 亭主と 子供と は 暖かい 茶 一杯 を すらす、 る ことが 出來 ない 始末に なって ゐ るの 

だ。 若し かのお 内儀さん 達が もう 少し 自分の 身 邊を考 へて ゐ たら、 か- -る 時間の 空費と 人柄の 墮 落とから 免 がれ 

る ことが 出來 たで あらう。 

とが 

然しながら 私達 はこの ぉ內 儀さん 達 を尤め 立てして ゐる こと は出來 ないやう だ。 近頃の 新聞 を 見て 見る がい 

い。 又 殊に 婦人に よって 愛顧され る雜 誌の 類 を 見て 兑る がい- -。 知り もしない 人 や 家庭の いさく さが 如何に 重耍 

な 記事と なって、 紙面 を 塊め 盡 して ゐる ことよ。 而 して 如何に その 人々 や 事件と 何等の 關係も 有しない 人達が ノ 

物知り 顏に 堂々 と 名前 を 列して その 批 1^ に當 つて ゐる ことよ。 かくの 如き 記事 や 批判が 新聞 ゃ雜 誌に 滿 載され ね 

ばなら ぬと いふの は、 取り もな ほさす 人々 がか、 る 事柄に 興味 を 持って ゐ るの を 裏書きして ゐ るの だ。 人々 は自 

分の 生 の 內容の {発 虚 さに 厭き 鬼て.^ ゐる。 而 してせ めて は 他人の 憚に よって^も その 空虚 を滿 たさう としてみ 

るの だ。 無邪氣 といへば 無 邪 氣と考 へられな いこと もない が、 この場合 さう のみ は考 へて ゐられ ない 氣 がする で 

はない か。  :\ 

か- -る倾 向の 押しつ まった 所に は 何が 起る だら う C 一  つの 極端に はこの 傾向 は、 要 もない 英雄 崇拜、 偶像 崇拜 


の惡風 を 作り、 他の 極端に は 無 內容な 偽善 的傍觀 主義 を釀 すに 至る の だ。 人聞きの よい 事件が 勃發 し、 これに 對 

する 種々 なる 签想 的な 曙が 流布 すれば、 その 事件 を 生み出した 人間 は、 忽ちに 彼が 间 有する 以外 若しくは 以上の 

色彩 を 以て 塗り まくられる。 而 して 自分の 生活 を^ 有しない 人々 は 無批判に も その 手品 的な 色に 眩、 惑され て、 ひ 

た すらに その 人 を 崇拜し 憧憬す る。 こ\に奴^1的な盲從の道德が生れ出で、 生活の 足並み は 知らす く 浮き立 

つて、 徒ら なお 祭騷 ぎが 地道な 生活の 代りに 流行す る。 人々 はかくの 如くして カイゼルに 行ぎ、 ウィルソンに 行 

き、 n イド • ジョ， 'ジに 行き、 英國の 皇太子に 行く の だ。 而 して それらの 人間の 本質が 或る時 期の 經過 と共に 現 は 

れ出 ると、 人々 は 自分 等が 勝手に 手品 的な 彩色で それらの 人 を 塗りた くって おいた 癖に、 それらの 人間が 今 ま 

で 人々 を あざむいて ゐ たかの やうに、 自分勝手に 幻滅の 悲哀 を 高調し 始める。 何とい ふさ もし さ だ。 何とい ふ不 

徹：， ^な 英雄 崇拜 だ。 これ は 人々 が 自分の 生活 を 有せす、 從 つて 自分の 見地 を {^ せす、 ジァ ー ナ リズム 卽ち暉 と 聞 

書きと によって のみ 自分の 生活 を 塗抹す る 所から 惹起す る 錯誤で ある。 反對 に、 人聞きの よくない 事件が 勃發 

し、 これに 對 する 此 一一 細な 報道が 世間に 流布す ると、 人々 は 得たり 賢し とその 周 圍に蜎 集す る。 而 して その 中から 

あらん 限り の 醜い 汁 を 吸 ひ 取らう とする。 その 事件な り 事件の 當事 者な りが 醜ければ 醜い 程 人々 の 興味と 感激と 

あんじ .J- 

は 高調す るの だ。 人々 はこ \ に 自分の 無 內容な 生活 すらが 晏如 として 君臨す る ことの 出来る 一 領土 を 見出す の 

だ。 他人の 失脚と 不幸と を 人々 は 更に 色 濃く、 醜く、 いびつに 空想し 始める。 俺達に もこん な こと は あるが、 あ 

の 人 達の 隨 落に は惘れ 衆て ると いふ 意識が、 その 人々 の 心 を 幾分 か 安逸に し、 而 して その 心に 優越 を 感じさせ 

る。 同じ 人 ii である 礎に、 そ @ 仲間の 間に 出来た 狂 ひに 對 して、 無頓着であるなら 未だし も、 大きな 喜びと 男み 

とを感 すると は 何事 ぞゃ。 人 の 死 を 眼の 前に 見る 人 は —— それが 獸の やうな 心 を 持った 人で ない 限り —— 思 は 

つま づ 

す、 心 を效； くして 沈默 する ではない か。 人が その 生活に 蹉 くの は その 人に 取って 幾分の 死で ある。 人 は肉體 的に 

生；： n ょリ ジ，， 'ナ リズム を排 せよ  I 力 V 


有 島 武郞全 第 第 七お  1 九 八 

ばかり 死ぬ もので はない。 然るに 自分の 仲 11 が、 多 かれ 少な かれ 死の 手に よって 脅かされて ゐる 時、 人々 は その 

周 圍 にあって 沈 默の禮 儀 を すら 守らう と はしない の だ。 而 して か.. -る 人々 は、 臺灣の 生蕃に 食 人の 習惯が あると 

あき 

閱 くと、 桐れ たやうな 顔 をして その 野蠻と 不人情と を 痛罵す る だら う。 他人の 失錯に よって 自分の 生活の 签虛を 

滿 たさう とする 人々 は、 生蕃 以上の 野蠻と 不人情と を敢 へて して 平然たる 繁 ではない か。 

自分の 研究に 沒 頭した あまり、 日露 戰 役が 始まった の も 終った の も 知らす に 過した 舉 者が 日本に あつたと 私 は 

聞いて ゐる。 人々 はこれ を 腐儒の 輩と いって 笑 ふか も 知れない。 然し 私 は、 人々 の 生活に かくば かり ジァ ー ナリ 

ズム が跋愿 する 現在に あって は、 か-. -る 人の 生活 を 尊い と 感ぜす に は ゐられ ない。 實際 自分に 本當 に忠實 であら 

うとす る ものに 取って は， 明かな 事實 でない もの —— 噂ゃ閒 書き は 問題と はなり 得ない。 各人が 確かな 事實 にの 

み卽 して 己れ の 生活 を 支持す る 時に のみ、 人の 生活 は 誠の 意味に 於て 可能で ある、 人 は その 時に 始めて 獨 立す 

る。 彼 は 奴隸の 如く  {41 想の 英雄 を崇拜 しない。 彼 は 暴君の 如く 他人の 弱點の 上に 自分の 立場 を 作る こと はしな 

おも 

い。 彼 は 傲らない、 阿ねらない。 かくの 如き 人 こそ は 人で ある。 

生活より 呪 ふべき ジァ ー ナ リズム を排 せよ。 

( 一 九 ニー 一年 二月、 「文化 生活」 所載〕 


去年の 晚夏、 信 州の 讀者 達の 親切な 招き を 受けて 野 尻 湖に g: 日程 滞在した。 柏 原と いって、 一茶が 生れて 死ん 

だ 町の ある 停車場から 下車して 一 里 弱の 所に， 芙蓉 湖と も稱 せられる その 湖水 は ある。 黑姬、 妙 高、 飯 綱な どい 

ふ しい 山に かこまれた 眺望 は 全く 靈 いたやう だ。 野 尻と いふ 小さな 驛は 昔の ま- r の 純朴な 姿 を 以て 湖岸に 立ち 

速ら なり、 湖心に は辨財 1K を祀 つた 琵琶 島と いふ 島が ある。 小さな 島 だけれ ども、 そこに 生えて ゐる 樹木に は、 

斧鉞が あてられな いので、 太古の 面影 を 持って ゐる。 ベックリンの 「死の 島」 を 見た 人 はすぐ この 島 を 聯想す る 

だら う。 水は淸 くして 暖かい。 何處 でも その ま- -を 掬して 飮 むこと が 出来る。 凉し 過ぎる 風の ある 時で も 水に ひ 

たれば 装 さ を 知らない。 五六 日 を 過す に はこの 上ない 仙境 だ。 信 濃 尻 村 野 尻、 …… 信 濃の 尻の 野の 尻。 その 名が 

旣 にこの 湖邊 の 姿 を 物語る。 

信 濃 尻の 野 尻う みよ 遠見れば 刃の 如し 秋 さびし かな 

(I 九 ニニ 年 二月、 「婦女 界」 所載」 
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雪の 日の 思 ひ 出 

ある 年の 冬の こと、 私 は 一人の 友達と、 登 別溫泉 場で 自炊 生活 をして ゐ たが、 汽車賃 だけの 褒中 になった の 

で、 札幌 へと 引き かへ さねば ならなかった。 それ は ひどい 吹雪の 日だった。 夜に 入って、 汽車が ある 小さな 驛ま 

で來 ると 積雪の ために 動か なくなって しまった。 驛 夫が 來て 客車 毎に それ を 言 ひ 觸れて 歩いた。 客車の 中で 一 夜 

を 明かしても 差 支へ ない が、 食物の 支給 も出來 ないから その 積り でと いふので あった。 今から 思 ふと 一 一十 年 も 昔 

のこと なので、 列車の 中に ス ティ ー ムが 通じて ある 譯 でもない し、 乘客は 途方に 暮れながら も 車 を 降りた。 

人々 はすぐ 眞 白な 雲の やうな ものが、 酷烈な 塞 さ を 伴って 荒れす さんで ゐ るの を 見出し だ。 氣& 5 も 出来ないで 

汽車 を 出た 人 は 改札口 を 踏み越える やうに 停車場の 中に ころげこんだ けれども、 隙 問 とい ふ 隙間から は、 歹- しい 

いぶきと 共に、 粉雪が 所 きら はす 吹き 入って 來た。 小さな 停車場 は 風に きしむ で 恐ろしい 音 をた てた。 人々 は大 

きく 口 を 開いて 何 かいひ 合 ふけれ ども、 それが 少しも 聞く 人の 耳に は傳 はって 來 ない。 驛員は 叫 五人づ i の 人に 

腕 を 押 へられて、 兩 方の 耳に 口 を 押しつける いくつもの 顔に 襲 はれて 當 惑して ゐた。 その 間 を 宿屋の 客引きが 懷 

ろの 暖かさうな 客を搜 して 爭ひ 合って ゐた。 

驛 員の 態度が 强 硬に 冷淡 だと 觀念 すると、 多 數の乘 客 は 已むを 得す 客引きに 連れられて、 宿屋の 方に 去って 行 

つた。 而 して その あとに は 二十 人ば かりの 人が 淋し さう に殘 つた。 金 をつ かひ ra^ たした 私達 も 固より そこに 居殘 

る ゆ 問で あらねば ならなかった。 一 かたまりの 人は驛 員の 火鉢の 周りに、 一 かたまりの 人 は 待合室の スト ー ヴの 

ひと 

周りに かじりつ いて、 もう 碌々 口 もき かすに 慄 へて ゐ るば かりだった。 夜が 更け 進んで， 寒さの 爲 めに 空腹 は 一 


J< に s;!^ ノ えられる けれども、 そこに は 食物の 供給 は 全くなかった。 

兹 むげな 或る 一隅から ふと 絶望的な 泣き 聲が 起った。 子供の だと 思って ゐ たら、 よく 聞く とそれ は 成長した 女 

の g ルだ つた。 暗い ラム プの 光で は 幾人 ゐる とも 知れない が、 兎に角 一 かたまり になった 人間の 塊り の 中から その 

泣 き^は 聞こえて 來 るの だ。 妙に 一本調子な 泣き 聲、 無表情な 泣き 聲、 戶外 では、 家 を搖り 動かして、 けた- -ま 

しく 吹きぬ けて 行く 吹 ft の 風。 私達 は 妙に その 聲に 引きつ けられた。 引きつ けられた の は 然し 私 建ば かりで はな 

い。 そこに ゐた 人の 大部分 は、 誰れ彼れとなく^;iましぃ心になって、 その 泣き 聲の する 方 を 顧みた。 

よく 兄る と 一 人の 母 —— に 乳 子 を 負うた 母 —— が 三人 ほどの 子供 を 自分の 胸の ま はりに 集めて、 それ を 抱 

きか . へる やうに しながら、 一 人の子の 肩に 自分の 顏を 塊め て 泣いて ゐ るの だ。 子供達 はかくば かり 泣く 母を兒 

てきよ とんと して 默 つて ゐた。 極端に 贫 しさうな 親子の 身なりだった。 

突然 その 母の 傍に ゐた 一 人の si- が 粗末な 毛皮の 帽子 を脫 ぎながら 人々 の 方に やって 來た。 而 して 盤 動な 言葉 

で、 その 親子 は 北 見の 方に 內 地から 移住して 來 たもの だが、 旅 用の ない 所に こんな 難儀に 遭って 途方に 暮れて ゐ 

るの ださう だから、 その 人達が 一 鈸 でも ありつく ことが 出来る やうに 合力 をしょう ではない かとい ひ 出した。 

そこに ゐる人 は 呰んな 謂 は^ 貧しい 人だった。 宿屋に は 行けない 人だった。 しかも その 人達が どれ 程た やすく 

懷 ろの 有 金 を 取り出し たこと ぞ。 その 老人の 毛皮の 帽子 は る 間に 重くな つて 見えた。 

富んだ 人達 は 宿屋に 行って ゐた。 貧しい 人達ば かりが 停車場に は殘 つて ゐた。 吹雪 は 停車場に 殊に 情なく 兒ぇ 

た。 人々 は 幾 一 さに 慄へ 上って ゐた。 母 は 泣いて ゐた。 子 達 は 泣く こと も出來 ないで ゐた。 然し そこに ゐる 人々 は 

默っ たま、 苦い 顏 もせす に， その 毛皮の 帽子 を 思 ひくの 小 錢で滿 たして ゐた。 

北海道の！ S の 曰の 思 ひ 出の 一 つと して、 こんな 印象が 私の 頭に は殘 つて ゐる。 二 九 ニニ 年 二月、 「母の 友」 所載) 

雪の 口の 54 出  二 〇 I 
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A 兄 

近來出 遇はなかった ひどい 寒さ もや はらぎ はじめた ので、 兄の 蟄伏 期 も 長い ことなく 終る だら う。 然し 今年の 

はたんと 健 を 痛めないで 結構だった。 兄の やうな 健康に は， 春の 來る のが どの位 祝！ i であるか をお 察しす 

る 0 

ち つ えき 

僕の 生活の 長い 蟄瞰期 もやう やく 終り を 告げよう として ゐる かに 見える。 十 年 も 昔 僕 等が まだ 札 幌にゐ た 頃、 

打明け 話に 兄に いってお いた 事 を、 この頃に なって やっと 實 行しょう とい ふの だ。 自分ながら 持って 生れた 怯懦 

と 牛の やうな 鈍重 さとに 惘れ すに は ゐられ ない。 けれども 考 へて 見る と、 僕が こ& まで： il り 着く のに は、 矢張り 

これ だけの 長い 年月 を 費やす 必要が あつたの だ。 今から 考へ ると、 ようこそ 中途半端で 柄に もない 飛び 上り 方 を 

しないで 濟ん だと 思 ふ。 あの 頃に は 僕に は何處 かに 無理が あった。 あの 頃と いはす つい 昨今まで 僕に は 自分で 自 

八 刀 を 鞭つ やうな 不自然 さがあった。 然し 今 はもう そんな もの だけ は 無くなった。 僕の 心 は 水が 低い ところに 流れ 

て 行く やうな 自然 さ を 以て 僕の しょうと すると ころ を肯ん じて ゐる。 全く 僕 は 蟄蟲が 春光に 遇って 徐ろに 眼 を 開 

くやうな 悅ば しい 氣 持で ゐる ことが 出来る。 僕 は 今 不眠症に も 犯されて ゐす、 特別に 祌經 質に もな つて ゐ ない。 

これ だけ は 自分に 滿 足が出 來る。 

徂し整 眠 期 を 終った 僕が どれ だけ 新しい 生活に 對 して ゆく ことが 出來 るか、 或は 或る 豫期を 以て 進められる 生 

,活 が、 その 豫期を 思った とほり に 成就して くれる か、 それらの 點に 行く と 更に 見當 がっかない。 これらに ついて 


も 十分の 硏究 なり 覺悟 なり をして おくのが、 事の 順序で あり、 必要で あるか も 知れない けれども、 僕は實 にさう 

いふ 段になる と 合理的に なり 得ない 男 だ。 未來は 未來の 手の 中に あると してお かう。 來 るべき もの をして 來 るべ 

きもの を 處置 させよう。  - 

給 局 僕の <H ^の 生活の 展開な り 退 縮な り は、 全く 僕 一個に 係った 問題で、 これが 周 圍に對 してい \ 事になる 

か、 いこと になる か はよ く 解らない。 だけれ ども 僕の 人生 哲舉 として は、 僕 は 僕 自身 を至當 に處理 して 行く 外 

に、 ^園に 對 しての 本當に 親切な やり方と いふ もの を 見出す ことが 出來 ない。 僕 自身 を 離れた 處に 何事 か を 成就 

し ると 者へ る輕， 業の やうな 仕事 は出來 ない。 僕の 從來 の經驗 から 割り出され たこの 人生 折：： 學が どこまで 立證さ 

れ るか は、 僕の 經驗を 更に 緩行す る ことによって のみ 立證 される ことで、 その外に は立證 のし やうがない の だか 

ら 仕方がない。 

借て 僕の 2^ 近の 消息 を 兄に 報じた 序でに、 もう 一 つお 知らせす るの は、 僕が この 一月の 「改造」 に 投じた 小さ 

な r ぉ恕 について ビ ある。 兄は讀 まなかつ たこと- -思 ふが 「宣言 一 つ」 とい ふ もの を 投書した。 所が この 論理の 不 

徹， ぽな、 矛 IS に滿 ちた、 而 して 啞 者の 言葉の やうに、 云 ふべき もの を 云ひ殘 したり、 云 ふべ からざる もの を 云 ひ 

加へ たりした 一文が、 存外に 人々 の 注意 を牽 いて、 色々 の 批評 や 駁擊に 遇 ふこと になった。 その 僕の 感想文と い 

ふの は、 階級意識の 確 在 を 肯定し、 その 意識が 單に相 異なった 二階 級？？ の 反 目的意識に 止ら す、 か- -る倾 向 を 生 

じた 板抵 に、 各階 級に 特異な 動向が 働いて ゐ るの を 認め、 而 して その 動向 は 永年に N る 生活と 習惯 とが 馴致した 

もので、 兩 階級の 問に は、 生活様式の 上に も、 それから 醯 される 思想の 上に も、 容易に 融通し がたい 懸隔の ある 

t と を 感じ、 現在に 於て は それが ブル ジョ ァとブ 口 レタ リアの 二階 級に 於て 顯 著に 現 はれて ゐ るの を 兑 ると いふ 

前提 を 頭に 描いて 筆 を 執った もの だ。 而 して 僕の 感 すると ころが 間違って ゐ なければ、 ブ ロタ リアの 人々 は、 在 
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來 ブル ジョァ の 或る もの を 自分 等の 指導者と して 仰いで ゐる 習慣 を 打破しょう として ゐる。 これ は 最近に 生活 Q 

表面に 現 はれ 出た 事 實の中 最も 注意すべき こと だ。 所が 藝 術に たづ さはって ゐる ものと しての 僕 は、 ブル ジョァ 

すご 

の 生活に！ まれ， そこに 舉び、 そこに 行 ひ， そこに 考 へる やうな 境遇に あって 今日まで 過して 來 たので 不幸に も 

ブ a レタ リアの 生活 思想に 同化す る ことに 殆んど 絶望的な 困難 を感 する。 生活 や 思想に は 或る 程度まで 近づく こ 

とが 出來 ると しても、 その 感情にまで 自分 をし 向けて 行く こと は 不可能と いって 差し 支へ ない。 しかも 僕 は ブル 

ジョァ は必す 消滅して、 プロレタリアの 生活. 從 つて 文化が 新たに 起らねば ならぬ と考 へて ゐる もの だ。 こ- -に 

至って 僕 は 何處に 立つべき であるか とい ふこと を 定める 立場 を 選ばねば ならぬ。 僕 は藝術 家と して プ ロレ タリ ァ 

を 代表す る 作品 を 製作す るに 適して ゐ ない。 だから 當然 消滅せ ねばならぬ ブル ジョァ の 一人と して、 さう した 覺 

悟 を 以て ブル ジョ ァに訴 へる ことに 自分 を用ゐ ねばならぬ。 これが 大體 僕の 主張な ので ある。 僕に とって は、 こ 

れ程 明白な 簡 單な宣 一一 一一 n はない の だ。 本當 をい ふと、 僕が もう 少し 謙遜ら しい 一一 一一 口 葉 遺 ひで あの 宣言 をしたならば、 

而 して 殊更 宣言な どい ふ 大&な 表現 を 用 ひなかったら、 あの 一文 はもう 少し 人の 同情 を牽 いたか も 知れない。 然 

し 僕の 氣持 として は、 あれ 以上 謙邏 にも， あれ 以上 大膽 にも 物 をい ふこと が出來 なかった の だ。 この 點に 於て は 

反感 を 買 はう とも、 憐れみ を 受けよう とも、 そこ は 僕が まだ 至らない の だとして 沈默 して ゐ るより 致し方が な 

い。 

僕の 感想文に 對 して ぼ： 先き に 抗議 を與 へられた のは廣 津和郞 氏と 中 村 星 湖 氏と であった と 記憶す る。 中 村 氏に 

對 して は 格別 答 辯 はしなかった が、 廣津 氏に 對 して は 直ぐに 答へ ておいた (東京 朝日 新聞)。 その後に なって 現 は 

れた 批評に は 利彥 氏と 片 上伸 氏との が ある。 又 三 上 於 茧吉氏 も 書いて 居られた が 僕 は その 一部分より 讀 まなか 

つた。 平 林 初 之輔氏 も簡單 ながら 感想 を發 表した。 その外 西 宫藤朝 氏 も 意見 を 示した とのこと だった が、 僕は遂 


に それ を 兌る 機會を 持たなかった。 

そこで これらの 數 氏の 所 說に對 する 僕の 感じ を 兄に 報す る ことになるの だが、 それ は 兄に は 大して 興味の ある 

問题 ではない かも 知れない。 僕 自身 もこん な 事 は 一度 云って おけば い- - ことで、 こんな ことが 議論に なって 反覆 

應酬 されて は、 卽ち單 なる 議論と しての 議論に なって は、 問題が 問題 だけに、 彝 持ちの ならない ものに なると 思 

つて ゐる。 然し に 僕の 近況 を 報 するとな ると、 先づ こんな こと を 報す るより 外に 事件ら しい 事件 を 持ち 合 はさ 

ない 僕の こと だから、 兄の 方で 忍耐して それ を讀む 外に 策 は あるまい。 

僕の 云った ことに 對 して 兎に角 親切な 批評 を與 へたの は^ 氏と 片上 氏と だった。 堺氏 は社會 主義者と しての 立 

から、 片上氏 は 文明 批評家と しての 立場から， 大體に 於て 立論して ゐる。 この 二 氏の 內の 意見に ついての 僕の 

考へを 兄に 報す るに 先き 立って、 しっこい やう だけれ ども、 もう 一 度 繰り返して おかなければ ならな いのは、 あの 

宣言なる もの は 僕 一 侗の藝 術 家と しての 立場 を 決める ための 宣言であって、 それ を 凡て の 他の 人にまで あてはめ 

て 云 はう として ゐ るので はない、 とい ふこと だ。 それなら、 何故 ク ロボ トキ ンゃマ ルクス や 露國の 革命 をまで 引き 

合 ひに 出して 物 をい ふかとの 詰問 も あらう けれども、 それ は 僕 自身の 氣 持から いふなら ば、 前揭の 人々 又は 事件 

を ぁ&考 へねば ならなくなる とい ふ 例 を 示した に過ぎない。 氣 持で 議論 をす るの はけし からん とい はれ、 ば、 僕 

も现笳 だけで 議論す るの はけし からん と 答へ る 外 はない。 

堺氏は 「凡そ 社會の 中堅 を 以て 自ら 任じ、 社 會救濟 の 原動力、 社會 矯正の 規矩 標準 を 以て 自ら 任じて ゐた 中流 

知識階級の 人道主義者」 を三稷 類に 分け、 その 第三の 範圍 に、 僕 を 繰り入れて ゐる。 その 第三の 範圍 とい ふの は 

「勞 働^ 級の 立場 を" 1^ 認 する けれども、 自分と して は 中流 階級の G 分、 知識階級の 自分と して は、 勞働 階級の 立 

場に 立って、 其の 運動に 參加 する わけに は 行かない。 そこで 彼等 は、 別に 自分の 中流 階級 的 立場から、 自分の 出 
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來る だけの こと をす る」 人達で あると いふの だ。 こ- -で 問題になる の は 「立場に 立つ」 とい ふ 言葉 だ。 立場に 立 

つと は gSf に 思 ひやり だけで 勞働 者の 立場に 立って ゐれ ばい- r のか、 それとも 自分が 勞働 者になる とい ふこと なの 

か。 若し 前^だ とすると^ 氏 は 如何にも K 力 働 者の 立 楊に 立って ゐ るので あり、 後者 だとす ると 氏と い へど も勞 

俲 者の 立場に 立って ゐ ると は 僕に は 思 はれない (僕に 思 はれない ばかりでなく、 堺氏 自身 後者に ある もので ない 

と 僕に 言明した)。 今度 は 「運動に 參加 する」 とい ふ 一 一 一一 ロ獎 だ。 氏 はこれ まで 長い 問 運動に 參 加した 人で ある。 誰 

でも その 露劍な 努力に 對 しての 功績 を 疑 ふ 人 はなから う。 然しながら 以前と 達って、 勞働 階級が 純粹に 自分自身 

の 力 を 以て 動かう とし 出して 來た 現在 及び 將來に 於て、 思 ひやり だけの 生活 態度で、 勞働 者の 運動に 參 加しょう 

とする ことが、 ra^ して 勞働 階級の 承認す ると AJ ろと なる であらう か。 僕 はこ、 に 疑問 を揷む ものである。 結局 驟 

氏 は、 末座ながら 氏が 「中流 階級の 人道主義者」 と 或る 輕侮 なしにで はなく 呼びかけた ところの 人々 の 中に 繰り 

入れられる ことになるので はなから うか。 卽ち、 「自分の 中流 階級 的 立場から、 自分の 出来るだけ のこと をす る」 

人々 の 一 人と なる ので はなから うか。 若し 僕の 氏に 就いて 考 へて ゐ ると ころが 誤って ゐな いとしたら、 而 して 

僕が^ 氏の 立場に ゐ たら、 勞働 者の 勞働 運動 は勞懺 者の 手に 委ねて、 僕 はま 分の 運動の 範圍を 中流 階級に 向け、 

そこに 全力 を盡 さう とする だら うとい ふまで だ。 さう い ふ 覺悟を 取る ことが 却って 經 過の 純 粹性を 保ち、 事件の 推 

移の 自然 を 助ける だら うと 信す るの だ。 か&る 態度が 直接に 萬が 一 にも 勞働 階級の 爲 めになる ことがある かも 知 

れ ない。 中流 階級に 訴 へる 僕の： ti 事が 勞働 階級に よって 利用され る 結 になる かも 知れない。 然し それ は 僕が 甫 

めから 期待して ゐ たもので はない ので、 結 5!^ が 偶然に さうな つたのに 過ぎない の だ。 或る人が 部屋の 中 を 照らさ 

うとして 電燈を 買って 來た 時、 路上の 人が それ を 摩って 往來 安全の 街燈に 用 ひて 更に 便利 を 得た としても、 電燈を 

買った 人 は それ を 自分の 功績と する こと は出來 ない。 その 「する こと は出來 ない」 とい ふ 覺悟を 以て 自分の 態度 


にしたい もの だと 僕 は s 心 ふの だ。 こ、 が 客観的に 物を兒 る 人 (片上 氏の 如き は その 一人 だと 思 ふ) と • 前提して お 

いたやう に、 僕 E 身の 問題と して 物を兑 ようとす る 人との 相違で ある。 こ、 に來 ると 議論で はない、 氣持 だ。 兄 

はこの (ss を 推察して くれる ことが 出來 ると おも ふ。 こ- - までい ふと 「有，：^,?氏が階級爭鬪を是認し、 新興 階級 を 

尊 m_ し、 C1 ら 『無緣 の 衆生』 と稱 し、 或は 『新興 階級 者に …… ならして 貰 はう とも 思 はない』 といった りする ： 

…女性的な 厥 味」 と^ 氏の 云った 言葉 を 僕 自身と して は 返上した くなる。 

次ぎに^ 氏が r ルソ ー とレ -J 一一  ン」 及び r 勞働 者と 知識階級」 と题 した 二 節の 論 ぼ を讀 むと、 正直の 所、 僕 は 

rtl 分の 中分が 奇墙に 過ぎて ゐ たの を 感 する。 

然しながら 僕 はもう 一度 自分自身の 心 持を考 へて 見たい。 僕が 卽今 あらん 限りの 物 を 抛って、 無一文の 無産者 

たる 境遇に 身 を 置いた としても、 なほ 僕に は 非常に 有利な 環境の もとに 永年 か- - つて 植ゑ込 まれた 知識と 思想と 

が ある。 外見 はいかに も 無一文の 無產 者で あらう けれども、 僕の 內 部に は 現在の 生活 手段と して 頗る 都合の よい 

武器が 潜んで ゐる。 これ は 僕が 失 はう としても 到底 失 ふことの 出來 ない もの だ。 か、 る 優越 的な 頼み を 持って ゐ 

ながら、 僕 は^して 內外 共に 無 魔に 等しい 第 g; 階級の 多分の 人々 の 感情にまで は 入り こむ ことが 出来る だら う 

か。 それ を實感 的に ひしく と 誤りな く感 する ことが 出来る だら うか。 而 して 私の 思 ふ 所に よれば、 生命 ある 思 

想 若しくは 知識 は その 根 を 感情にまで おろして ゐ なけれ はならない。 科擧の やうな 極く 客観的に 昆 える 知識で さ 

へが、 それ を 組み上げた 學 者の 感情に よって 多少な り 影響され てゐ るの を 見る ことがある ではない か。 況ん やそ 

れが人 察に 密接な 關係を 有つ 思想 知識に なって 來 ると、 なほの ことで あると いはなければ ならない。 この 事實が 

*!： 定 されるなら、 私が クロポトキン ゃレ ー 一一 ン やにつ いて 云った こと は、 奇矯に 過ぎた 云 ひ 分 を 除去して 考 へる 

ならば、 當然 また 肯定 さるべき もので あらねば ならない。， 等の 偉大な S. 者 や 實際述 動- 3^ は、 その 稀 有な 想像力 
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と 統合 力と を 以て、 資本主義 生活の 經緯 の那邊 にある か を 、力強く 推定した 默に 於て は、 實に 驚嘆に 堪 へない も 

のが ある。 然しながら 彼等の 育ち 上った 環境 は 明かに 第 g: 階級の それで はない。 ブル ジョァ の 勢が 失墜して、 第 

TO: 階級 が 人間 生沾の 責任者と して S 覺 して 來た 場合に、 クロポトキン、 マルクス、 レ ー ニン 等の 思想が、 その 

自 覺の發 展に對 して 決し C 障碍に ならない ばかりでなく、 唯一 の 指南車で あり 得る と 誰が いひ 切る ことが 出来る 

か。 今 は 所有者 階級が 倒れよう としつ & ある 時代で ある。 笫 W 階級の 人々 は 文化的に 或る 程度まで ブル ジョ アジ 

1 に 妥協し、 その 安 協 0 收穫物 を 武器と して ブル ジョ アジ T に當 つて ゐる 時で ある。 僕の 言葉で いふなら ば 第 四 

階級と 現在の 支配階級との 私生子が、 一方の 親 を 倒さう として ゐる 時代で ある。 而 して 一方の 親が 倒された 時に 

は、 第 叫 階級と いふ 他方の 親 は、 血統の 1.1:^ しからぬ 子と して その 私 生兒を 倒す であらう。 その 時に なって 文化 は 

はじめて 眞に 更新され るの だ。 兩 階級の 私 生兒が 逸早く 眞の第 叫 階級に よって 倒される ために は、 卽ち眞 の 無 階 

級の 世界が 闢 かれる ために は、 私 生 兒の數 及び 實 質が 支配階級と いふ 親 を 倒す に 必要な だけ を 限度と しなければ 

ならない。 若し その 數 なり 實 質な りが 裕 かに 過ぎたならば、 こ \ に 再び 新たな 容易なら ざる 階級！^ 鬪が牽 き 起さ 

れる 憂が 十分に 生じて 來る。 何故ならば 私 生 兒の數 が 多き に 過ぎたならば、 こ \ に . れ を 代表す る 生活と 思想と 

が 生れ 出て、 第四階級なる 生みの親に 對 して 反駁の 勢 ひ を 示す であらう から。  ， 

而 して 實際私 生兒の 希望者 は續々 として 現 はれ 出 はじめた。 第 叫 階級 者の 自覺が 高まる に 從っ てこの 傾向 は 

益. v|p 大 する だら う。 今の所で はま だ/ \ 供給が 需要に 充 たない 恨みが ある。 然しながら 同時に 一面に は 勞働運 

動 を 純 粹に勞 働 者の 生活と 感情と に 基く 純 一 な ものにしよう とする 氣 勢が 揚 りつ 、あるの も 亦 疑 ふべ からざる 事 

實 である。 人 は 或はい ふか も 知れない。 その 氣勢 とても 多少の 程度に 於け る 私生兒 等が より 濃厚な 支配階級の 血 

を 交へ た 私 生 兒に對 する 反抗の 氣勢 に過ぎないの だと。 それ は 恐らく はさ うだらう。 それにして もより 稀薄に 支 


i^^^l へ た 私 生兒屮 にか & る^ 勢が 兑ぇ はじめた こと は、 大勢の 赴く ところ を 豫想 せしめる ではない 

か。 卽ち 私. 兒の佻 給が 稍： 邪魔に なり か、 りつ、 あるの を 語って ゐ るので はない か。 この 實狀 を^ 前にし なが 

ら、 クロポトキン、 マルクス、 レ 1-1 ン 等の 思想が、 第 叫 階級の E 覺の發 展に對 して 決して 障礙 にならない ばか 

り なく、 唯一 の^ 南^で あり 得る と 誰が 一 百 ひ 切る こが 出來る だら う。 だから 私 は 第 叫 階級の 思想が 「未熟の 中 

に クロポトキン によって 發 せられた とすれば、 それ は 却って 惡ぃ 結果で あるか も 知れない」 といった のだった。 

而 して 「ク n. ホト キン、 マルクス 逹の 主な 功績 は何處 にある かとい へば …… 第 叫 階級 以外の 階級 者に 對 して、 或 

る觀 念と 覺 とを與 へた 點 にある …… 资 本王國 の大舉 でも 卒業した 階級の 人々 が^ 味して 自分 達の 立場に 對 して 

^念の 眼を閉 ぢる爲 めで あると いふ 點に 於て 最も 苦しい もの だ」 といった の だ。 

そこで 私生兒 志願者が 核々 と K 出し さうな 今後の 形勢に 鑑みて、 僕の やうに とても 碌な 私 生兒に はなれさう も 

ない もの は、 先づ觀 念の 眼 を閉ぢ て、 私の 屬 する ブル ジョァ の 人々 にもい-^ 加減 觀 念の 服 を閉ぢ たら どう だと 訴 

へようと いふの だ。 絶望の 宣言と 堺 氏が いったの は その 點に 於て 屮 つて ゐる。 兄 は^ 氏の 考 へに 對 する 僕の 考へ 

を 如 ：！： 思 ふだら う。 

この 手紙 も 今までに 旣に 長くな り 過ぎた やう だ。 然しもう 少し 我慢して くれ 給へ。 今度 は片上 氏の 考 へに つい 

て だ。 「いかに 『ブル ジョ アジ一の 生活に 浸潤し 切った 人 Si である』 にしても、 そのために 心の 髓 まで 硬化して ゐ 

ぃ艮 り、 狐の 如き 怜俐な 本能で 自分 を 救 はう とする ことにの み 斗んで ないかぎ り、 分の 心の Mv*^ をまで、 一定 

の 內に愼 ませて 1!^ ける もので あらう か。 …； この 邊の有 島 氏の 考へ かたは あまりに 論现 的、 现智 的であって 

それ 等の 考察 を 自己の 情感の 底に 溫 めて ゐ ない 憾みが ある。 少なくとも、 進んで 新生^に 參加 する 力なし とて、 

退いて 舊 生活 を 守らう とする 場合、 新 生活 を 否定し ない ものである 限り、 そこに. S 己の 心情の 矛^に f して 平 
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かなり 得ない 心持ちの 動くべき ではない か」 と 片上氏 は 或る！！ で 云って ゐる。 兄よ、 前に 述べた 所から 兄 も 察す 

るで あらう 如く、 若し 僕に 狐の やうな 怜俐な 本能が あったならば、 恐らく 第 叫 階級 的 作品 を 製造し、 第四階級 的 

論文 を發 表して、 自ら 11^ 叫 階級の 同情者、 理解 者 を 以て 任じて ゐ たらう と 思 ふよ。 相當に 贅澤の 出來る 生活 をし 

て、 かう いふ 態度に 出る ほど 今の 世に 115 心地の よい 座席 は 一寸 あるまい と 思 はれる から。 自己の 心情の 矛 厨に 對 

して、 平 かなり 得ない 心 持の 動くべき ではない かとの 氏の 詰問に は 一言 もない。 僕 は 氏が 希望す る 程に さう した 

心 持 を 動かして はゐ なかった やう だ。 こ.^ で 僕 は 氏に 「己れ は敢 へて 舊 生活 を 守りながら、 進んで 新 生活の 思想 

に^|^>加せんとする場合、 新 生活 を 否定し ない ものである 限り、 そこに 自己の 心情に 對 して、 平 かなり 得ない 心 持 

の 動くべき ではない か」 と 尋ねて 見たい とも 思 ふが、 それ は 少し 潜 越 過ぎる こと だら うか。 

次に 氏 は社會 主義 的 思想が 第四階級から 生れた もの. ^みで ない こと を 云って ゐ るが、 今までに 出た 社會 主義 思 

想 家と 第 叫 階級との 關係は 僕が 前述した 通り だから、 重複 を 厭 ふこと にす る。 唯一 一 一 一一！ I いってお きたいの は 僕達 は 

第 叫 階級と いふと 素朴 的に 一つの 同質な 集圑 だと 極める 倾 向が あるが、 これ は餘 りに 素朴 過ぎる と 思 ふ。 ブル ジ 

ョァ 階級と 擬稱 せられる 壤團の 中に も、 よく 檢 察して 見る と ブル ジョァ 風の プ n レ タリ ァも ゐれ ば、 プロレタリア 

風の ブル ジョ ァもゐ ると いふ 様に、 第四階級 も 決して 全部 同質な もので ない と 僕 は 信す るの だ。 t ル 叫 階級 をい ふ. 

ならば、 ブル ジョ アジ ー との 私生兒 でない 第 叫 階級に 望 心 をお いて 考 へなければ 間違 ふと 僕は考 へる もの だ。 而 

して 在來 の社會 主義 的 思想 は、 私生兒 的^ 叫 階級と 主に 交渉 を 持つ もので、 純 粹の第 叫 階級に 取って は、 或は 邪 

魔になる 者で はない かと 考へ 得る とい ふこと を附首 してお く。 そんな 區別 をす るの は 取 越し 苦勞 だ。 現在の 問題 

だけ を (旣に 起り か \ りつ i ある 將來 の事實 など は 度外視して) 考 へて ゐれ ば、 それでい.^ の だとい はれ- -ば、 

僕 はさう いった 人と、 考 への 基礎になる 氣 持が 違 ふから 仕方がな いと 答へ る 外 はない。 


それから 露^: 业に 於け る プロレタリアの 藝 術に 關 する 考察が 擧げて あるが、 これ は格刖 僕の 「宣言 一 つ」 と 直 

接關 係の ある もので はない。 これ は 氏の 露 西： 亞文 に對 する 博識 を襄 書きす る だけの もの だ。 僕が r 大觀」 の 一 

月號に 害いた 表現主義の 藝 術に 對 する 感想の 方が 不の點 からい ふと、 或は 少し 立ち勝って ゐ はしない かと 思つ 

てゐ る。 

鬼に^ 片上 氏の 論文 も 親切な もの だと 思って その 時 は讀ん だが、 それにつ いて 何 か 害いて 見ようと すると、 僕 

のい はんとす る 所 は 案外 少ない？ 尤も 表題が 「階級 藝 術の 問題」 とい ふので、 强ち 僕を敎 へようと する 目的から 

のみ きかれた もので ないから であらう。 これ を耍 する に 氏の 僕に 云 はんとす る 所 は、 第叫階級^<;でたくとも、 そ 

の 階級に 同情と 现解 さへ あれば、 何等かの 意味に 於て 貢獻 が出來 るで あらう に、 それ を 担む 態度 を 示す の は、 臆 

病な、 安全 を.^? 幾す る 心がけ を 暴露す る もの だとい ふこと に歸瀋 する 機 だ。 僕 は 臆病で も ある。 安全 も.^ i 幾して 

ゐる。 然し 僕 S 身と して は 持って 生れた 奇妙な 潔癖が それ を させて ゐ るの だと 思 ふ。 僕 は 第 叫 階級が 階級 一掃の 

仕事の 爲 めに 立ちつ- - あるのに 深い 同情 を 持たない では ゐられ ない。 その 爲 めに は 僕 は 成るべく その 蓮 動が 純. 

に 行 はれん こと を 希望す る。 その 希望が 僕 を 柄に もない 處に 出しゃばらせ るの を 拒む の だ。 露西亞 で インテリ ゲ 

ン チヤが 偉い 働き をした から、 日本で もィ ン テリ ゲ ン チヤが 働く のに 何が 惡 いなどの 議論 も 聞く が、 そんな 蔡 をい 

ふ 人が あったら 現在の 日本で は 大抵 は 自ら 恥づ べき だと 僕 は 思 ふの だ。 露 西 ：5j の 人達 は 凡ての 所有 を赂 し、 牛； 命 

を-おして 勸 いたの ださう だ。 日本に もさう いふ 人が ゐ たら、 その 人の みが インテリゲンチャの 貢獻 のい かによ き 

かを說 くがい \o それ 程の 覺悟 なしに 口の 先き だけで 物 をい つて ゐる 位なら、 おとなしく 私 は ブル ジョァ の氣分 

が拔 けない から、 ブル ジョ ァに對 して 自分の 仕事 をし ますと いって ゐる のが 望ましい 1^ に 私に は兑 える の だ。 近 

頃 少し 或る 事に 感じさせられ たから つ いあんな 宣言 をす る氣 にな つたの だ。 


有 ilg 武，， 4:^5- 第七卷  一. ニニ 

三 上 氏が、 僕の いった やうな こと をい ふ 以上 は、 先づ 自分の 生活 を 綺麗に 始末して からい ふべき だと 說 いたの 

は 御尤もで、 僕 は 三 上 氏の 問に 對 してへ こたれ ざる を. 得ない。 同時に 三 上 氏 も その 詰問 を 他人に 對 して 與 へた 以 

上 は. GI 分の 立場に ついても 立つべき 所 を 求めなければ ならぬ ともお も ふ。 旣に 求め 終って ゐる のなら 幸簽 であ 

る。. 

A 兄 

くたびれ たらうな。 もう 僕 も 饒舌 はい- - 加減に する。 兄 は 僕が 創作が 出來 ない の を どうしたと いふが、 あの 

「宜言 一 つ」 一 つ を 吐き出す までに もい \ 加減 胸が つかへ てゐ たので 出來 なかった の だ。 僕の 生活に も 春が 來た 

ら 或は 何 か出来る かも 知れない。 反對 に出來 ないか も 知れない。 舂が來 たら 花 位 は^き さうな もの だと は 思って 

ゐ るが。  , 

(1 九 ニニ 年 三月、 「我等」 所載) 


rj^ 近 松 本 長 氏の じた 「錢 鼓」 とい ふ 能 を 見て 非常に 面白い と ひました。 それ は 九州の 或る 御 所に ゐた 女！^ 

が大變 突入で、 庭^ 除 をす る 老人が 一と 目兑 るな り 懸想して しま ふので す。 すると、 この 事が せ 2 屮に 聞こえて 長 

夜の 徙然 になり、 只 2sf に" 桥 をから かって やらう とい ふ 戯れから した ことか、 それとも 身分 不相應 な 望み は 遠 

せられな いもの だとい ふこと を敎 へる つもり か、 それ はよ くわ かりません けれども 近侍の 人 gi! が 老いた る 庭桥に 

かぅ^^へるのです。 それ は 御所の 池の 畔の 桂に 鼓 を かけて おくから 夜來 てこれ を 叩け、 その 昔が 問 こえれば 女 仰 

が 姿を兑 せて 下さる と。 桥は それ を まことに 思 ひこみ 喜び勇んで、 早速 その 夜 池へ 來て にか- - つて ゐた鼓 を 

打つ のです。 手で 一 つ 叩いて ぢ つと を 澄して 聽き 入る ところ は 中々 い-. - ものでした。 ところが いくら 叩いても 

音が しないの です。 若し や 年老って 耳が 聞こえ なくなつ たせ ゐ では あるまい かと も 思 ふので すが、 しかし それに 

して は 池の 波の音 や 窓 打つ 雨の ー啻 も 聞こえる の はどうし たの だら う。 叙が ついて 兑 ると、 鼓に は 革の 代りに 緣が 

張って あるので す。 そこで 庭 希 はさん.. んだ 女御 を 恨みお のれの 老い を 悲しみ， 因 菜の 苦し さ を 歎いて、 

とうく 池に 身 を 投げて 死んで しま ひます。 後段に なると、 庭 II きの 老人が 死んだ のが 哀れ だから 池の 所まで 出 

て 御 なさい とい ふ ほ 下の 奏請に 女 御 が 始めて 座 を 立って 前！ 面に 飾って ある： g の つくりもの、 近くに 來て 鼓の 

ザ；：： の 聞こえる. E を^ ひ、 「あの 鼓の 音 は 何 か」 と 訊ねます。 すると 近侍の ほが 「：！： の 音 もしない、 きっと 穴，： 耳 だ 

らう， おぐ 湫が 狂って^ もお いで^す か」 と 一一 一一 口 ひます。 女御 は 「老人に 夜 來て鼓 を 叩け とぜつた 時から m 心へば 私 は 

もう； M が 狂って ゐ るので す」 と 云 ふので す。 女御 は氣が 狂って ゐ るので す。 やがて 女御の 幻覺の 巾に 桥が現 は 


れて來 て、 女御 を 独の 所まで 述れて 行き • 「鳴る もの か 鳴らぬ もの か、 この 鼓 を 打て」 と 女 御 を惱 ますので す。 

而 して 遂に 恨みの^り を 首ひ盡 して 又 池の 中に 姿を消します。 

これ は謠 曲に は 珍ら しい、 中々 深刻な ものです。 これ を 材料に して 野 上 彌生子 氏が 戲曲を 害 かれた やうで し 

た。 私 はま だ讀 ますに ゐ ます。 實は私 も 以前から 是非 書かう と 思って ゐ たのです。 二 幕に して、 前の 場面で は 庭 

桥の狂 ふ 所 を、 後の 場面で は 女御の 惱む所 を 主にした いと 思 ひました。 しかし 今度 能を兑 て、 後 シテで 女御が 凝 

乎と 立った なり 一 と 口 も 言 はす 一 所 を 凝視め てゐる 工夫が たまらなく よく、 凡ての 動作に 勝って 女御の 氣持を 遺 

憾 なく 现 はして ゐ たので、 女御 をして 狂氣 じみた 所作 を させた ので は 全 體を壞 してし まひます から 改めて 考へ直 

さなければ ならない と 思 ひました。 あの 女御の 取极ひ 方な ど は 能樂の 勝れた 特長で せう か。 

能と い ふ もの を あまり 人が 研究し ないやう です が、 この 中には 大變 洗練され た藝 術が 潜んで ゐ ると 思 ひます。 

舞 豪藝 術に 關 係の ある 人達 は 3 呉 面目に 研究して 十分 酬 いられる もの だと 信じます。 

a 九 ニニ 年 ー！一 月、 「新. 1」 所載) 


主義がない といって、 主義 を 持つ こと を 否定 すれば、 それ は 主義 を 持つまい と/ ふ 主義 を 主張して ゐ るので は 

ないかと 人 はいふ だら う。 論现舉 的に この 結論 は 正しい。 但し この 非難 は 論理 學的 にどれ 程 正しくっても 私の 抱 

いて ゐる心 持 を 些か も 動かす こと は出來 ない。 この場合、 論理 舉と 私の 心 持と どっちが 間違って ゐ るかと い へば、 

私に 云 は せれば 勿論 前者た。 論理 學が あって 人の 心 持が 出來 たので はない。 人の 心 持が あって 論理 學が 生れ 出た 

の だ。 

私 は 生 -4- しつ- - ある 人に は 主義と いふべき もの はない と 信じて ゐる。 何故なら その 人の 生命の 内容 は 絶えす 變 

化發 して ゐ るが 故に、 自分で これが 自 分の 主義 だと 定めた その 者に 對 しても、 その 人の 働き だけ 力 は 絶えす 變 

化發^.ぼしてゐるに相途なぃからだ。 第三者から その 人の 主義と 稱 する もの を兑 たら， 變 つて ゐる やうに は： 13- えな 

いか も 知れない が、 或る 主義 を 主張す る その 人 自身から 見るならば、 その 人が 變化發 達して ゐる 限り、 その 主義 

なる もの \ 內容は 絶えす 變 化しつ、 あるに 相違ない の だ。 それならむ づ かしく 主義 だな ど い ふ 必要 は 何 處の隅 

にもない ではない か。 

主義と いふ もの は^ 時で もお せっかいな 第三者に よって 固定され る。 而 して 固定した 主義 ほど 世に 無用な もの 

はない。 何 主義 かに 主義と いって！： 定 した、 王義を 主張す る 世界が 無くなったら どんなに 居心地の い.^ 世界が 出來 

上がる だら う。 草木の 育つ のに 主義 はない。 水の 流れる のに 主義 はない。 

(】 九 ニニ 年 三月、 「野 依雜 誌」 所載) 


右 £:r!^^<J- 藥 七卷  二 一 六 

私の 態度 

「ぉ^::.?1!^郞氏とニ人の靑年」 とい ふ 前々 號の 記事 を讀ん で、 訂正と いふ 程の ことで もない けれども 言言 ひたい 

と 思 ひます。 

あの 記 iSif が 出てから 第 I  一^目の 察 件の 當 攀 者なる 人から 乎 紙 をう けました。 その 乎 紙に は その 人の 話した 通. CN 

が教 かれて ゐ すに、 多少の 想像 や 蛇足が 加 へられて ゐ るので、 私が 不快に 思 ひ はしなかった かとい ふ 意味の こと 

が 害いて ありました。 それに 對 して 私 は 「ジャ ー ナ リズムに は 仕方なく あきらめ をつ けて ゐ ますから 屁と も S 心つ 

てゐ ません」 と、 简 おに 端喾で 返事 をして mil きました。 

ジャ ー ナ リズ ム ならす とも 噂 から^に とんで ゆく と 一 つ の 事件が 思 ひも よらぬ 形になる ものです、 私の ことに 

ついての こ の 記事に も 大分 その 趣が あります。 

第一、 ^题の 「隱れたる文塽の^^話」 など は 全く あてはまらない 言 ひぐ さです。 第一 の 事件の 時に 成る 程 あの 

記せに ある やうに、 その 當 時の 私 はしかつ めら しい 人道主義者で、 何でも， HE 分の 心 持 を 押しつけない では ゐられ 

ない 風が ありました けれども、 藝妖に 面會を 求めて 「よき 道 を 歩んで 下さい、 一口 も 口 十く  t! に 向って 下さい」 ーム 

云と いふ やうな こと だけ は 流石に 言 ひませんでした。 懷 中から 一封の 金 をと り 出した など も譃 です。 その 舉 生に 

對 して は 周 圍の壓 迫が なか， （-强 かった ために こちら までが、 多少 反抗的に 寬大 になった 氣味 もあります が、 然 

しその宽大のぅしろにはもっと^^劣な极性がひそんでゐたのを小！：由せねばならぬと思ひます。 それ は 心の 不安" にん 

さで、 ，1:1 分. 0 身 も 何時 その 舉生 のした やうな こと をし でかさない とも 限らない と W 心った のに 大きな 原因が おり ま 


す。 それでも その 時には 職 梁が 職 紫で あり、 ハ半 齢が 年齢で あつたた めか、 大分 意；^ 格いた やうな 氣 分で ゐ たの は 

いなみ 55 ません。 

二の 場合で は、 前の 靑ハ 牛と ちがって、 ^二の 靑ハ牛 は 大分 ハ牛 長で も あり、 いろ， （-な 境遇 を く^りぬ けた 巧 

でも あり、 ひとりで しゃべり まくる 雄 辯 家であった ので、 鹏迫を 感じた の は 却って 此方の 方でした。 その！^ 私 は 

大阪 Isn に 「生れ 出 づる惱 み」 を 害いて ゐ ましたが、 どうい ふ もの か 分らない 發 熱が あるので 困って ゐ ると、 そ 

の靑ギ はよ くやって 來て、 議論 を 吹き かけた ものです。 或る 晚 など は 頭痛 鉢卷 をして  一 II 分の 原稿 を 漸く 書き 上 

げて しまった 所に やって 來て、 例の 議論 を 吹き かける ので、 私もっぃ自分の健康などを忘れて了ひ』.^£の上に起き 

かへ つて、 十一 時 頃 迄 どなり 合 ひ をし ました。 それで どっと 熱 を 出して 入院し なければ なら なくなった のです。 

その 位 その 靑ギは 野 方 圇に壓 迫力の 强ぃ靑 年でした。 それが 到頭 あすこに 書いて ある やうな こと をし でかした レ 

です。 私 は それに 對 して 默 つて ゐ ました。 何だか 弟に 對し てひどく すまない やうに 思 ひました が、 その 靑 年に 對 

して は、 私と して 一言 も 言 ふべき 氣 持が 励かなかった のです。 その 氣 持の 中には 前の 場合に 述べた やうな 氣 持が 

動いて ゐ たの も 勿論です が、 その 靑 年が 餘 りに 自分に ついて 確信が ありすぎ るので、 (尤も その 人 は、 始終. 0 分 は 

弱い ものであると は 言 ひつ ビ けて ゐ ましたが、 然し その 弱い とい ふ 言葉の 背後に は 確かに 自尊 的な 强味を 見せて 

ゐ ると 私 は 感じた のです) 此方から もの を 言 ひかけ る 心が 動かう と はしなかった のです。 唯 私 は その 靑年 に^に 

だけ は 何等かの 形で もの を 言って 貰 ひたいと 思って ゐ ましたが、 遂に そのこと はなくて 終りました。 その後 程^ 

てその^！^年から手紙をぅけたことがぁります。 その 時に 私 はかなり ひどく その 靑 年に 紙の 上で もの を 言 ひまし 

た。 

前の 場合に は 全く その 人 を 投げ だして 見て ゐる ことができす、 後の 揚 合に は その 人に 對 して どこまでも 突き r 

^の？ 15  ^  ニー  t 


有 島武郞 r^: 集 笫七卷  .  二 一 八 

んで 世話 を やく こと もで きす、 どちらの 場合に もい はビ 中途半端な 態度 をと つて ゐる 私です。 とても 文壇の 佳話 

など- -銘 うたれ る 事件で もなければ、 首尾で もありません。 そこから 何等の 俭理も 哲擧も 生れさうな 事件で も あ 

りません。 それだけ を この 揚合官 つてお きたいの です。 

( 1 九 ニニ 年 w 月、 「文章 俱樂 部」 所載) 


小 兒の寢 顔 


小 兒の寢 颜は無 邪氣で 可憐 だと 人 はいふ。 

私 もさう 思って それに 眺め 入った ことがあった。 然し 今 はさう は 思 はない。 夜お そくな ど、 獨り眼 を さまして.. 

腿した 小兒を 見守って ゐ ると、 見守る に從 つて 私の 心 は 淋しく される。 彼の 頻は储 礙と血 氣とを 以て 赤い。 彼 

の 皮 縛 は 苦慮に よって 刻まれた る 一 條の皺 を も 持って ゐ ない。 然し その 何事 を も 知ら ぬげな 尊い 額 全體の 後に、 

恐ろしい 眞 暗ら な 遠 命が、 それが 冷やかに、 底氣味 惡く靦 いて ゐる ではない か。 

一人の 小兒、 彼 は 如何に 生き、 如何に 死んで 行く であらう か。 どんな 人 §1 も それ を 知る こと は出來 ない。 しか 

も 人 ii は 互 ひに 相^む ことによって、 知らす く、 一人の 小兒 のために 住みに くい 世界 を^ 備 しつ- - あるの だ。 

不可知の 運命、 さう いふ 荷 を 小 兒は旣 に 重く、 そのいた いけな 肩に 背 食って ゐる。 それだけで 十分で はない 

か。 その上に 人間 は、 互 ひの 憎惡 によって、 更に 堪ふ ベから ざる 重荷 を、 かの 一人の 小兒に 投げ かけねば ならぬ 

か。 

(1 九 ニニ 年 g: 月、 「文化 生活」 所載) 
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想  片 

私が 改造の 正月 號に 「宣言 一 つ」 を 書いて から、 諸家が 盛んに あの 問題に ついて 論議した。 それ は 恐らく あの 

問題が 論議 せらるべく 签 中に 漂って ゐ たの だら う。 而 して 私の 短文が 僅かに その 口火 をな したのに 過ぎない。 そ 

れ故 始めの の 論駁に は 多くの 私の 言說の 不備な 點を 指摘す る 批評家が 多い やうだった が、 この 顷 あれ を 機緣に 

して 自己の 兑 地を發 表する 論者が 多くな つて 來た。 それ は 非常によ いこと だと 思 ふ。 何故ならば あの 問題 はもつ 

と徹" M 的に 講究され なければ ならない ものであって、 他人の 首說の あら探しで 終るべき 害の もので はない からで 

ある。 

本當 をい ふと、 私 は 諸家の 批評に 對 して 一 々答 辯 をすべき であるか も 知れない。 然し 私 は 議論と いふ もの は 到 

底 議論に 終り！^ くって 互 ひの 論點が 益. - 主要な 處 から 外れて 行く の を、 少しば かりの 議論の末に 痛切に 感じた か 

ら、 私 は isf に，： HI 分の 云 ひ 足らなかった 所 を 補足す るのに 止めて おかう と 思 ふ。 而 して 出來 るなら、 諸家に も、 單 

なる 私の 言 說に對 する 批評で なしに 11 勿論 批評に はいつ でも 批評家 自身の 立場が 多少の 程度に 於て 現 はれ 出る 

もので は あるが —— こ の 問題に 對 する 自分自身の 正面からの 立場 を兑 せて いた ビき たいと 思 ふ。 それ を 知りたい 

と 望む 多數の 人の 一 人と して 私 も それから 多分の 示 咬 を 受け 得る であらう から。 

從來の 首 說に 於て は 私の 侗 性の 內的 衝動に 殆んど 凡ての 窜： 點を おいて 物 をい つて ゐた。 各. S が. EI 己 を この 上な 

く 愛し、 それ を M の 自由と 尊贵 とに 導き 行くべき 道に よって、 突き進んで 行く 外に、 人 問の 疋 しい 生活と いふ もの 

はあり 得ない と 私自身 を發 表して 來た。 今でも 私 はこの 立場 を 聊か も枉げ てゐる もので はない。 人 問 に は 誰に も 


こ f^.^ 能が 大 に 心の中に 隱 されて ゐ ると 私 は 信じて ゐる。 この 本能が 環境の 不調和に よって 仲び 切らない 時 

卽ち この 本能の 欲求が 物^的 換^ 法に よって 取扱 はれよう とする 時、 そこに 所謂 社會 問題なる ものが 生じて 來る 

の だ。 「共産 黨宜言 」 は 暗默の 中に この：， 湫持を 十分に 表現して ゐる やうに 兑 える。 マルクス は 唯物史観に 立脚し 

たと 稱 せられて ゐる けれども、 若し 私の 理解が 誤って ゐ なかったならば、 その 唯 物 史觀の 背後に は、 カ强 ぃ精祌 

的. m 女 求が 游ん でゐ たやう に兑 える。 彼 は その 宣言の 中に 人々 の 精 祌交涉 (それ を 彼 はやさし いなつか しさ を以 

つて ひ：」 兌して ゐる) を 根柢 的に 打ち 崩した もの は實に ブル ジョァ 文化 を醯 成した 资本 主義の 經濟 生活 だと 斷首し 

てゐ る。 而 して か、 る經濟 生活 を 打 却す る ことによって のみ、 正しい 文化 卽ち 人^の 交渉が 精祌 的に 成り立ち 得 

る = ^一，. 介 を 成就す る だら うこと を豫 想して ゐる やうに 見える。 結局 彼 は 人間の 精神的 要求が 完全し 滿 足される 環境 

を、 物 w;^ 俯の 内容、 配當、 及び 使^の 更： 止に よって if 倫し 得る と^く 信じて ゐた 人であって、 精祌的 生活 は 唯 

^カ變 化の 所 靡で あるに 過ぎない から、 惯似 的に 見て 餘り 重き をお くべき 性質の もので はない と觀 じて ゐ たと は 

考 へる ことが 出來 ない。 一つの 種子の 生命 は 土 壊と 肥料 其の 他 唯 物的の 援助がなければ、 一つの 植物に 成育す る 

ことが 出：^ ない けれども、 さう だからといって、 その 種子の 生命 は、 それが 置かれた 環境より 價値 的に 見て 劣つ 

たもの だとい ふこと が出來 ない のと 同じ 事 だ。 

然るに{.^想的现想キ：義^^は、 誤って 如何なる 境界に おかれても、 人 Si の 精神的 欲求 は それ 自身に 於て 滿 たされ 

得ると^！^ジへる倾きがぁる。 それ故に その 人達 は 現在の 環境が 過去に どう 結び付けられて ゐ、 未來 にどう 繁 がれよ 

うと も、 それ を 聊か も 念と はしない。 これ は 一見 極めて 英雄的な 態度の やうに 見える。 然しながら 本 當に考 へて 

兑 ると、 その 人の 生活に 十分の 醇化 を 經てゐ ないで、 過去から 注ぎ入れられた 生命力に 漫然と 依賴 して ゐる のが 

發兑 さ. e る だら う。 彼が H§ 在に 本當に 立ち上って、 その 生命に 充實感 を 得ようと するならば、 物的 環境 はこばみ 
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得ざる 容 となって その 人の 生命の 中に 攝受 されて 來 なければ ならぬ。 その 時 その 人に 取って 物的 瑗境は 軍なる 

物で はなく、 實に 生命の 一 耍素 である。 物的 環境が 正しく 調節され る こと は、 生命が 正しく 生長す る ことで ある。 

唯物^ 觀は gsf. なる 精神 外の 一 現象で はなく して、 實に 生命 觀 そのもの である。 種子 を 取りまい て その 生長に か i 

はる 凡ての 物質 は、 種子に 取って 異邦 物で はなく、 種子 そのもの、 一部分と なって 來 るのと 同様で あらう。 人 は 

大地 を 踏む ことに 於て 生命に 觸 れてゐ るの だ。 日光に 浴して ゐる ことに 於て 精神に 接して ゐ るの だ。 

それ故に 大地 を 生命と して 踏む ことが 妨げられ、 日光 を 精神と して 浴びる ことが 出來 なければ、 それ は その 人 

の 生命の ゆ- - しい 退 縮で ある。 マルクス は その 生命 觀に 於て、 物心の 區 別 を 知らない 程に 全 的 要求 を 持った 人で 

あつたと 云 ふこと が出來 ると 私 は m 心 ふ。 私 は マルクス の 唯物史観 を かくの 如く 解す る ものである。 

所が 资本 主義の 經濟 生活 は、 漸次に 種子 を その 土 壊から 切り放す やうな 倾向を 馴致した。 マルクスが その 「宣 

言」 にいって ゐる やうに、 從來 現存して ゐた ところの 人々^ の 美しい 精神的 交涉 は、 漸次に 廢棄 されて、 精神 を 除 

外した §31. なる 物的 交涉 によって おきか へられる に 至った。 卽ち 物心と いふ 一 一要素が 强 ひて 生活の 中に 建立され て、 

凡ての 生活が 物に よっての み 評定され るに 至った。 その 原因 は 前に もい つた やうに 物的 價 値の 內容、 配當、 使用 

が 正しから ぬ 組み 立の もとに 置かれる やうに なった からで ある。 その 結 5^ として 起って 來た 文化なる もの は、 あ 

るべき 季節に、 吹き出ない 花の やうな ものであるから、 まことの 美し さ を 持た す、 結寳の のぞみの ない ものに なつ 

てし まった。 人々 は 今日々 々 の 生活に 脅かされ ねばならなく なった。 

種子 は 動く ことす ら出來 ない。 然しながら 人 は 動く こと.^、 動くべく 意志す る ことが 出來 る。 こ- -に 於て マル 

タス は 「萬 園の 勞勵 者よ、 合同せ よ」 といった。 唯 物. 觀に 立脚す る マルクス は、 その ま- -に 放置して おいても、 

资本 主義 的經濟 生活 は 自分で 隨 した 內 分泌の 毒素に よって、 早晚 崩壊すべき を豫定 して ゐた にしても、 その 崩 填 


作 川 を 或る 階級の 自覺 的な 努力に よって 早めよう とした 事 は (中 はれない (一面に、 それ を 大きく 昆て か \ る努 

力 そのものが 旣 に崩壞 作^の 一 現象と いふ ことが 出來 るに しても； T 而 して 彼 は その 生活 革命の 後に 何 を 期待し 

たか。 ^かに それ は 人 問 の 文化の 再建で ある。 人々 問の 精神的 交渉の 復活で ある。 何故なら、 彼 は精祌 生活が 

物. ^環境の 變 化の 後に！ 生す るの を 主張す る 人で あるから。 結局唯物史觀の源頭たるマ ルクス.^=^^の始めの要求 

にして -.Isi 後の^: e は、 唯 物の 船梏 から 人 問 性へ の 解放で ある こと を 知る に 難くない であらう。 

マルクスの 主張が 詮 じつめ ると こ. - にあり とすれば、 私が 彼の この 點の、 王 張に 同意す るの は 不思義 のない こと 

であって、 私の 自己 衝動の 考へ 方と 何等 矛盾す る もので はない。 生活から 瓌 境に 働き かけて 行く 場合、 凡ての 人 

は 意識的で あると、 無意識的 であると を 問 はなかったら、 悉く この 衝動に よって 動かされて ゐ ると 感 する もので 

ある。 

私 は 嘗て、 この 衝動の 醇化され た 表現が 藝術 だとい つた。 この 立場から いふなら ば、 凡ての 人 はこの 衝^ を 持 

つて ゐ るが 故に ブル ジョ アジ ー とか プ ロレ タリ ァ ー ト とか を 超越した ところに 藝術 は^ 在すべき である。 けれど 

も >^ょ_ 衝動が その ま. T 藝 術の 萌芽で あると いった こと はない。 その 衝動の 醇化が 實 現された 場合の みが 藝 術の 萌 

芽と なり 得る の だ。 然 らば 現在に 於て 如 i すれば その 衝動 は 醇化され 得る であらう か。 知識階級の 人が 長く 養 は 

れた ブル ジョァ 文化 教養 を 以て、 その 境界に 到達す る ことが 出来る であらう か。 これ を 私 は 深く 疑問と する ので 

ある。 。4 なる 理知の 問題と して 考へ すに、 感情にまで 潜り 入って、 從來の 文化的 敎養を 受け、 兎にも角にも それ 

を 受ける だけの 社會的 境遇に 育って 來 たもの が、 して 本當に 醇化され た 衝動に たやすく 達する ことが 出 來るも 

ので あらう か。 それ を 私 は 疑 ふ ものである。 私 は 自分自身の 內部 生活 を 反省して る ごとに この 感を 深く する の 

を吿. n: せざるを得ない。 
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か、 る 場合 私の 取り得る 立場 は 二つより ない。 一 つ は 第三階級に 踏みと^ まって、 その 生活 者た るか、 一 つ は 第 

級に 投じて 融け 込まう と勉 める か。 衝動の 醇化と いふ 事が 不可能で ある を 以て、 この 二つに 一つの いづれ か 

を 選ぶ 外 はない。 私 は ブル ジョァ 階級の 崩壊 を 信す る もので、 それが 第 叫 階級に 融合され て 無 階級の 社會 (經濟 

的) の 現出され るで あらう こと を考 へる ものである けれども、 而 して さう いふ 立場に ある ものに 取って は、 第 四 

階級^と して 立つ ことが 極めて 合理的で 且つ 都合の よい ことで は あらう けれども、 私と して は、 それが 到底 不可 

能事で あるの を感 する の だ。 或る 極の 人々 は 割合に 簡單 にさうな り 切った と 信じて ゐる やうに 兑 える。 而 して 實 

際な り 切って ゐる人 も あるの かも 知れない。 然し 私 は：^ して それが 出來 ない の を 私 自 身が よく 知って ゐる。 これ 

は现裔 の問题 ではなく 實 際さう であるの だから 仕方ない。 

然 らば 第三階級に 踏みと^ まって ゐる ことに 疚し さ を 感じない か。 感 する にしても 感じない にしても さう であ 

るの だから、 私に は 玖し さとす らい ふこと は出來 ない。 或る時まで は それに 玖し さを感 する やうに 思って 多少 苦 

しんだ こと は ある。 然し それ は 一個の 自己 陶醉、 自己 慰藉に 過ぎない こと を 知った。 

但し^ 三階 級に 踏みと ビ まらざる を 得ない にしても、 そこに は 自ら 乂 二つの 態度が 考 へられる。 踏み と^まる 

以上 は、 極力 その 階級 を 擁護す る爲 めに カを盡 すか、 又は さう はしない かとい ふそれ である。 私 は 後者 を 選ばね 

ばなら ない もの だ。 何故と いふなら、 私 は. nn 分が 屬 すると ころの 階級の 可能性 を 信す る ことが 出來 ないから で 

ある。 私 は S 己の 階級に 對 して 自ら 挽歌 を 歌 ふ もので しか あり 得ない。 この ことに ついては 「我等」 の 三 1=: 號に 

のせた 「雜信  一 ^50  (この 全 藥には 「片 信」 と 改題) にもい つて あるので、 こ、 に は 多 {li  口 を 費やす こと を 避けよ 

う。 

私の 目前の ち 着き どころ は羅竟 これに 過ぎない。 こ、 に 至って 私 は 反，： して 見る。 私の この 態度 は、 全く 第三 


^級に 寄與 すると ころがな いだら うか。 私が 何等かの 意味で 第三階級の 崩壞を 助けて ゐる とすれば、 それ は 取り 

もな ほさす、 第 叫 階級に 何者 をか與 へて ゐ るので はない かと。 

こ- -に來 て 私はホ ヰット マンの 言葉 を 思 ひ 出す。 彼が 詩人と しての 自覺を 得た の は、 H マ ソンの 著書 を 讀んだ 

のが 奥って 力が あると 彼 自身で いって ゐる。 同時に 彼 は、 「私 は ヱ マ ソ ン を讀ん で、 詩人に なった ので はない。 私 

は 始めから 詩人だった。 私 は 始めから 煮えて ゐ たが、 ェ， マ ソンに よって 沸き こぼれた までの 話 だ」 といって ゐる 0 

私 はこの ホ ヰット マ ンの 言葉 を 驕慢な 言葉と は 思 はない。 この 時ェ マソ ンは ホヰッ トマ ンに 向って 恩惠の 主たる 

こと を 自負し 得る もの だら うか。 ホ ヰット マンに 詩人が ゐ なかったならば、 百の エマソンが あつたと しても、 一 

人の ホヰッ ト マ ンを 創り 上げる こと は 出来なかった の だ。 ホ ヰット マ ンは單 に 自分の 內部 にある 詩人の 本能に 從 

つてた ま. C ェ マ ソ ンを 自分の 都合の 爲 めに 使用した に過ぎないの だ。 ホ ヰット マ ンは 或は ェ マソ ンに 感謝す ベ 

き 何物 を か 持つ ことが 出來 るか も 知れない。 然しながら H マ ソンが ホヰ ット マンに 感謝 を 要求すべき ：！： 物 か f あ 

らうと は 私に は考 へられない。 

第三階級に のみ 主に 役立って ゐた敎 養の 所產 を、 第四階級が 採用しょう とも 破棄し 了ら うと も それ は 第 g: 階級 

の 任意で ある。 それ を 第四階級 者が 取り上げた といった ところが、 第四階級の 賢 さで あると はい へても， 第三 

階級の 功績と はい ひ 得ないで はない か。 この 意味に 於て 私 は 第四階級に 對 して 異邦人で あると 主張した ので あ 

る 0 

明日に なって 私の この 考へ、 この 感じ は 如何 變 つて 行く か、 それ は 自分で も 知る ことが 出来ない。 然しながら 

「宣 1  一一 ローつ」 を 書いて 以來 今日までに 於て は、 諸家の 批判が あつたに か.^ はらす、 他の 見方に 移る ことが 出來な 

いで ゐる。 私 はこの 心 持 を 謙遜な 心 持 だと も 高慢な 心 持 だと も 思って ゐ ない。 私に は 如何して もさう あらねば な 

^片  ニニ：. fi 
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らぬ當 然な心 持に 過ぎない と 思って ゐる。 

旣 にい. - 加減 閑 文字 を 羅列した こと を恥ぢ る。 私 は當分 この 問題に 關 して は 物 をい ふまい と 思って ゐ る- 

[  ： ,、 _ .  (一 九 ニニ 年 五月、 「新潮」 所載) 


互 ひの 立場.^ 認めよ 

危險 思想 法 とい ふ ものが 議會に 提出され、 會 期の 盡 きた 爲 めに 決議に 至らないで、 その 變 態として、 緊急 勅 

八：！ として 同様の 精神の ものが 現 はれる とい ふ 噂が ある。 

危險 思想 法案 は その 當時 盛んに 論議 せられて、 最早 それに 就いて 更に 物 を 言 ふべき 餘地 はない。 果して それに 

代 はるべき 緊急 觔 令が 公布せられ るか 否か は 勿論 分らない。 私 は 又 この 雜誌 がか \ る 政治問題 を 論す る 资格を 得 

てゐ ない と 思 ふから、 その 問題 を こ \ では 論じない 積り である。 然しながら 此の 如き 運動が 爲政 者の 間に 行 はれ 

るに 至った、 その 心理的 傾向に 對 して  一 t 一口 を 費やして 見たい。 

爲政 は その 阈 家の 國是 及び 歷史に 背く 傾向 を 持った もの を 取締るべき 權 能と 義務と を 有する 如く 信じて ゐる 

やうに 見える。 假 りに それ を 當然な こと X して 置かう。 その 爲 めに は 外 國が自 1： を 何等かの 手段に 於て 壓伏 する 

思想の 宜傳 若しくは 實 行を敢 へて し、 自國 民が それに 呼應 した 場合に は、 その 國民を 危險な ものと して 取締ら な 

ければ ならない。 それが 如何なる 階級に 屬 する もので あらう と 差別 を 設けるべき ではない 害 だ。 

伊へば 或る 外國 に社會 革命が 起って、 その 國の 國是が 自國の それと 反する 場合、 その 國 から 自阈 民が 精神的に 

せよ 物質的に せよ、 或る 意味の 補助 を 受けて、 活動す るの を發 見した 場合、 それ を嚴 重に 取締る の は爲政 者に 

取って 義務で あり 必要で あるか も 知れない。 然しながら 國是 とい ふ もの \ 中には、 云 ふまで もな くその 國の 人民 

全般の 福 t 厚生に 就いての 十分な 顧慮が 含まれて ゐ なければ ならない。 若し これが 不幸に して 脅かされる やうな 

ことがあったならば、 爲政 者は卽 座に その 取締りに ついて 及ぶべき だけの 努力 を拂 ふの が當然 であらう a 

互 ひの 立場 を 認めよ  ニニ 七 
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然るに 現代 いづれ の國に 於ても、 资本を 擁して ゐ る生產 者と、 海外 貿易 者と は 如何なる こと をな して ゐる かひ 

彼等 は 遠い 過去の 時代から 外國と 綿密な 連絡 を 造って ゐる。 しかも その 連絡 は爲政 者の 理解と 保護との 下に さ へ 

それ を 造って ゐる。 比の 如くして 彼等 は 諸 外國と 有無 を 相 通じ、 利潤の 壟斷 をな して ゐる。 而 して 阈 民の 大多數 

一 し  ノ 

なる 勞 働に 據 る生產 は、 その 頤使の もとに 營々 として 働きながら、 常に- (\ 生活の 不安定に 脅かされて ゐる。 

資本家 は國 家の 隆盛と いふ 美名の 下に、 自己の 利益 を增 進す る爲 めに は國民 全般の 福祉 厚生 を 犠牲に 供しても、 

あらゆる 手段 方法 を 講じて 少しも それに 疢 しさ を 感じて はゐ ないやう に 見える。 或る 物質の 價 格が 自國に 於て よ 

り も 外！： に 於て 高い 場合に は、 自國 への 供給 を おろそか にしても、 それ を 外國に 輸出して 憚らない。 自國 民が 如 

何に 耍 求して ゐる资 料で あっても、 生 產過剩 によって 價 格の 低落す る 恐れが あれば、 すぐ その 生産額 を さしひか 

へる 。外！； の生產 品に して 自阈 民が 使用す るに 便利な ものが どれ 程あって も、 その 需要が 切で あれば ある 程、 貿 

易 商 は 法外な 利益 を 自己に 牧 めて ビ なければ、 それ を自國 民の 手に は 渡さない。 その 爲 めに 國民 全般が どれ の 

不便と 損失と を 被らう と、 それ は 彼等の 多く 關知 する 所ではない。 唯 彼等に 取って 最大の 打 磐 は、 自國 民が 疲弊 

し 切って、 購買力 を 全然 失 ふこと だけで ある。 これ を 防ぐ ために は、 生殺しと いふ 程度に 於て、 國 民に 些かの 餘 

裕を 許して おくの だ。 加 之、 资本を 擁して ゐる 生産者 は 直接 間接に 政府と 結託して ゐる。 とい ふよりも 政府と い 

ふ機關 は、 その 勢力 範圍 に屬 する 人々 によって 運轉 されて ゐる。 それ故に 彼等が 諸 外 國と氣 脈 を 通 ぜんとす る 時 

に は、 常に 强大 な權 力の 後楣を 借りて それ をな すので ある。 國民 一般が 如何に 不平の 整 を擧げ ようとしても、 手 

もな くそれ は爲政 者の 力に よって 壓 伏させられ てし まふ。 かくて！： 氏 は、 自分が 働い た^けの 勞 力の 報酬で は， 

容易に 追 ひつく ことの 出来ない 高價な 物質に よって、 常に 脅かし を 受けながら 生活せ ねばなら ぬの だ。 若し 國家 

を 以て その 國是を 遂行す る ものと し、 その 國是の 中には 如何なる 場合に も、 國民 一般の 蝠祉 厚生が 重く 考慮され 


ねばならぬ とするならば、 资本を 擁する 生 鹿 者と 海外 貿易商との なす 所 は、 明かに， しかも それ は 永い 放任 

されて ゐ たばかりで なく、 或る 場合に は 獎勵さ へ された の だ。 

此の 如き.^ 魔 や 海外^ 易 商の なす 所 は、 外國の 或る 者 共と 結託して 惡事を 遂行す る點に 於て、 明かなる 無 政 

府的^ 贼 である。 しかも 各國の 政府 は、 阈 內に澤 山の 正貨が 流入す るから 國 家の 利益 を 計る もの だとの 申 譯の下 

に、 彼等に 對 して 制裁 を 加へ る やうな こと をした ことがない。 

所が 國 民の. g る 階級の ものが 自分 逮の. 0! 由と 生活の 安定の 爲 めに， 外國 から 思想^し く は 物資 を 取り入れよう 

とすると、 その 政府 は 狂暴 極まる 制裁 乎 段 を 講じて， その 壓伏 を是れ 事と する。 その 階級の ものが 謂はピ その 政 

"財の 繼 子であって、 その 健全な 生長 は その 政府が 擁する ところの 階級 者に 取って 危險 であるに 相逮 ないから、 そ 

れを Si 伏しよう とする のは现 の當然 であって、 怪しむ に は 足らない けれども、 國民 全體の 福祉 厚生に 取って 危險 

な 思想 や 物資 を 取り入れて ゐる ものが、 その外に も あると いふ こと を、 私達が はっきり 知って おくの は 大切な こ 

とだ。 この 雜 誌の 讀 者の 中には や.^ もす ると この 點を 見落して ゐる 人が あるので はない かと 思 ふ。 若し これ を晃 

落して ゐ たら 危險 思想 は 露西亞 からば かり 來 ると 思 ふやうな 結 菜になる かも 知れない。 それ は 明かに さう ではな 

い。 危險 思想と 阔 民の 生活 を 脅かす 物資と はとうの 昔から 日 本に は 公々 然として 輸入され てゐ たの だ。 そのお 蔭 

で 極めて 少 數な國 民の 一部分 だけが、 國民 全體の 歩調と はまる つきり かけ 離れた 利益 を 被って、 國 民の 思想と 生 

活と を險惡 ならしめ てゐ るの だ。 しかも 爲政者 はこの 叛逆 者に 對 して 極めて 寛大であった。 政府と いふ もの を 神 

の 代 辯お の やうに 思 ひ 慣れて ゐる國 民 は、 爲政 者が 獎勵 さへ する もの を惡 いと は 思って ゐ なかった の だ。 

私逹 は危險 思想と その 宣傳が どんな もの を 包むべき であるか を、 もっと 合理的に 考 へ て 見なければ なるまい.^, 

これ は爲 政お の 1： 斷に ばかり 任せて 安心して ゐられ る 事柄で はない。 
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政府 は 或る 種の 思想と 運動と を 危險な ものと 認めるなら 認めても 差 支し へない。 然しながら 阔民 全般 は 政府が 

危險と 認めない のみなら す、 保護 を さ へ 必要と する 思想と 運動と を 危險と 認めねば ならぬ やうに 餘儀 なくされつ 

つ ある。 爲政 者が 自分の 立場 を 認めさせようと するならば， 國民 全般 も 亦 自分の 立場 を 認めさせなければ ならな 

い。 若し 爲政 者が 片手落ちな 態度 を 以て、 權カを 以て 自分の 立場 だけ を 認めさせ 他の 立場 を 排除しょう とするな 

らば、 結局 爲政者 自身が 危險 思想の 涵養と その 官； 傳 とに 最も 熱心な もの だとして 國民大 多 數の彈 劾 を 蒙る 日の 來 

る こと を覺 悟せ ねばならぬ。 

(1 九 ニニ 年 五月、 「文化 生活」 所載) 


子供の 世界 

私の 父が 亡くなる 少し 前に (お前 これから 重要な 問題と なる もの は どんな 問題 だと 思 ふ？) と 一種の 眞 面目 さ 

を 以て 私に 尊ね た ことがある。 それ は 父に とって 或る 種の 謎であった 私の 將來 を、 私の 返答に よって 察しようと 

した ものであった らしい。 その 時 私 は 父に 答へ て、 勞働 問題と 婦人問題と 小兒 問題と が、 最も 重要な 問題になる 

であらう と 答へ たの を 記憶す る。 

勞働！ 1: 題と 婦人問題と は、 前から 旣に 問題と なりつ- - あった けれども、 小兒の 問題 はま だほん たうに 問題と し 

て 論議 せられて ゐ ないかに 考 へられる。 しかしながら、 この 問題 は 前の 二 問題と 同じ 程の 重さ を 以て 考 へられね 

ばなら ぬ 問題 だと 私は考 へる。 

私たち は 生長す るに 從 つて、 子供の 心から 次第に 遠ざかって ゆく。 これ は 止む を 得ない ことで ある、 しかしな 

がら、 今迄 この 止む を 得ない とい ふ ことにすら、 注意 を拂 はないで、 その ま-. -の 心で 子供に 臨んで ゐた。 子供の 

世界が 獨 立した 一 つの 世界で あると して 考 へられす に 大人の 世界の 極く 小さな 一 部分と して 考 へられて ゐ たが 故 

に、 我々 が 子供の 世界の 處理 をす る 場合に も、 全く 大人の 立場から 天降り 的に、 その 處现 をして ゐ たやう に 見え 

る。 この 誤った 方針が、 子供の 世界の 隅々 にまで 行き渡った。 家庭の 間に 於け る 親子の 關 係に 於ても、 學 校に 於 

ける 師弟の 關 係に 於ても、 社會 生活に 於け る 成員と しての 關 係に 於ても、 この 僻： In- は 容赦な く 探 用され た。 すべ 

てが 大人の 世界に 都合が い \樣 に 仕向けられた。 さう して 子供た ち は その 異邦の 中に あって、 不自然な ぎごちな 

い 生長 を 遂げねば ならなかった。 かくして 子供 は、 自分より 一 代 前の 大人た ちが 抱いて ゐる^ 惯ゃ觀 念 や 思想 を、 
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その ま 、膽吞 みに させられた。 かくの 如き 不自然な 生活の 結 が、 どうな つた かとい ふこと は、 ちょっと 目立つ 

て 表 はれて はゐ ないやう にも 見える。 なぜならば. かくの 如き 子供 虐待の 歷史 は、 非常に 長く 縯ぃ たので あるか 

ら、 人々 は その 結 菜に 對 して、 殆んど 無頓着に なって しまって ゐ るの だ。 

しかしながら、 誰でも 自分の 幼年時代 を囘 顧す るなら ば、 そこに 生長して まで も、 消えす に殘 つて ゐる さま ざ 

まな 忌ま はしい 記憶 とり 出す こ とが 出来る だら う。 若し あの 時代に あ \ い ふ 事が なか つ たなら ば、 現在の 自分 は 

現在の やうな 自分で はなく、 もっと 自分で あり 得た かも 知れない とい ふやうな 記憶が よみが へ つて 來る だら う。 

もとより、 この 地上 生活 は、 大體に 於て、 大人 殊に 成人した 男子に よって 導かれて ゐる もの だから、 他の 世界の 

人々 が 或る 程度まで、 それに 適應 して 行く の は 止む を 得ない 事で はなる。 しかしながら、 從來の 大人の 專 橫は餘 

りに 際限が なさす ぎた。 そのために、 もっと 姿を變 へて 進んで 行くべき であった 人類の 藤史 は、 思 ひの 外に 停滯せ 

ねばならなかった。 一つの 小さな 例 をと つて 見る と、 キリスト 敎會の 日曜 擧 校の 敎 育の 如きが それで ある。 子供 

の 心に は 大人が 感 する やうな 禱 りの 氣分 は、 まだ 生れて はゐ ない。 然るに 舉 校の 敎師 は、 子供が それ を 理解す る 

と 否と に拘 はらす、 外面 的に 禱 りの 形式 を敎へ 込む。 子供 は 一種の 苦痛 を 以て、 機械的に それに 自分 を適應 させ 

る。  . 

しかも、 敎師は 大人の 立場から のみ 見て、 かくする ことが、 子供 を 彼等の 持つ やうな 信仰に 導くべき 一番の 近 

道 だと 心得た が、 しかし その 結果 は、 子供の 本然 性 を 根柢 的に 覆へ して ゐ るの だ。 a バ アト • イン ガソ ー ル とい 

ふ 人が、 日曜 舉 校に 行って ゐた 時の こと を囘 想して、 毎日 曜日に 彼 は 敎會の 椅子に 坐ら されて、 一時間 餘 りも敎 

師 から、 自分に は 理解し 得ない 事柄 を 聞かされる のだった が、 その 間 大人に ふさ はしい 椅子に 腰掛けて 居らねば 

ならなかった ので、 兩足は に 浮い. たま \ になって ゐて その 苦し さは 一通りではなかった。 しかし 神の 惠 みを說 


きまく つて ゐる 教師の 心に は、 子供の この 苦痛 は、 聊か も 通じて ゐる やうに も 見えなかった。 その 時、 彼 は沁々 

と、 どうい ふ惡 いこと をした お 藤で、 日曜 毎に 自分 はこん な 苦しい 背責を 受けねば ならぬ のかと 情けなく 思つ 

た。 彼の キリスト 敎に對 する 反感 は、 實 にこの 日曜 學 校の 椅子から 始まった といって ゐる。 日曜 舉 校の 椅子 — 

これ は 小さな ことに 過ぎない、 しかしながら、 そこに は 大人が 子供の 生活に 對 して、 どれほど 倨傲な 態度 をと つ 

てゐ るか を、 明かに 語る ものが ある。 かくの 如き 事實 は、 家庭の 生活の 中に も， 舉 校の 敎 育の 間に も、 曰 常 見ら 

れる ところの もので は あるまい か。 

子供 は 自ら を訴 へる ために、 大きな 聲を 用意して ゐ ない。 彼等 は 多くの場合に 於て、 大人に 限りない 信 賴を捧 

V げてゐ る。 然るに 大人 は その 從 順と 無 邪 氣とを 踏み 躪ら うとす る。 大人 は 抵抗力がない とい ふだけ の 理由で、 勝 

乎 放題な 仕向け を 子供の 世界に 對 して 投げつ ける。 か- -る 暴虐 はどうしても 改められなければ ならない。 大人 は 

及ばすな がらに も、 子供の 私語に 同情 ある 耳 を倾 けなければ ならない。 かくする ことによって、 人間の 生活に は 

ー轉 機が 劃せられ るで あらう。 

私 は、 初めに、 大人 は 小 兒の心 持から 離れて しま ふといった。 それ はさう に 違 ひない。 私たち は 明かに 子供と 

同じ 考へ方 感じ 方 をす る こと は 出来ない。 しかしながら、 この 事實 を自覺 すると 否と は、 子供の 世界に 臨む 場合 

に 於て， 必 やや 千里の 差 を 生す ると 信す る。 若し 私たちが それ を自覺 するならば、 子供の 世界に 敎 訓を與 へる こ 

とが 出来ない としても、 自由 を與 へる ことが 出来る、 また 子供の 本然 的な 發育を 保護す る ことが 出來 ると 思 ふ。 

良心的に 子供 を 取扱った 舉 校の 敎師 は、 恐らく 子供の 世界の 中に 驚くべき 不思議 を 見出す だら う。 大人の 僻見に 

よって、 據 されない 彼等 ひ 頭腦と 感覺の 中から、 かって 發 見され なかった やうな 幾多の 思想 や 感情が 湧き出る の 

に s: 過す る だら う。 從來の 立場に ある 人 は、 かくの 如き 場合に 何時でも、 彼等 自身の 思想と 感情と を 以て、 無理 
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强 ひに それ を强 制しよう とする。 この やうな こと は 許すべからざる こと だ。 子供 をして 子供の 求む る もの を 得せ 

しめる、 それ はやが て 大人の 世界に 或る 新しい もの を寄與 する だら う。 さう して、 歷史は 今まであった よりも、 

もっと 創造的な 姿 をと るに 至る だら う。 子供に 子供 自身の 領土 を 許す 上に、 さま， <\ な 方面から 研究が 遂げられ 

ねばならぬ とい ふこと は、 私たちの 服の 前に 横た はる 大きな 事業の 一 つ だと 信す る。 

.  (1 九 ニニ 五月、 「報知 新聞」 所載) 


ホ ヰット マ ンに對 する 一英 闺 

婦 ゾ の 社 評 

左に 紹介す るの は、 アン • ギルクリスト 夫人が ホ ヰット マンの 詩集 を讀ん で、 一八 六 九 年卽ち 詩人が 五十 歳の 時 

に， 感想と して ゥ ネリ アム •  ロセッ ティに 送った 書簡であります。 ギルクリスト 夫人 はブレ ー ク傳の 著者なる ァレ 

キ サン ダァ. ギルクリストの 未亡人で、 その 時 年齢が 四十 三年で ありました。 そして ホヰッ トマ ンを 尊敬 愛慕す る 

の^り、 一 時英國 より フ イラ デルフィ ャに 移住して 來 たことの ある 人であります。 

この 感想文 は 英國の 或る 雜 誌に 發 表された もので、 詩人が これ を 請んで， 女性の 書いた 自分に 關 する 批評 中最 

も 髙贵な もので あり、 また 恐らく 凡べ ての 批評の 中で も、 最高 位に ある 一 つで あらう と稱讃 した もので ありま 

す。 今 その 中から 大體 を玆に 紹介し ませう。 

 私 は 言葉と いふ ものが 1  一口 葉で なくなり、 電氣の やうな 力強い 流れ 

に變り 得る もの だとい ふ 事 を-この 詩集 を 讀んで 初めて 發見 しました。 ー體、 私は强 健な 人間です が、 この 詩集 中 

の 或る 詩 は、 讀み應 へる 力 さへ ない と 感じた 位でした。 例へば" Calamus" の 中に 含まれた 種々 の 詩。 例へば 「別 

れの 歌」 「大海からの 聲」 「淚」 等に は、 重々 しい 感情と 緊張した 心の 働きと があって、 私の 情緒 は それに 堪へ 得ら 

れ ない 心 持が します。 暫く は 心が 全く 働かなくなる ので、 書物 を その ま \ 目から 遠ざける のを餘 儀な くされます。 

また 「自己の 歌」 その他 その タイプに 屬 する 詩を讀 むと、 或は 荒れ狂 ふ 嵐の 海原 を 乘り廻 はされ、 髙ぃ 山の 峯 

から 5# へと 速れ 廻 はされ る やうに 感じられ、 或は 太陽の 光に E も 眩み、 顔の^8りと？降 の群りとに氣も亂れて前後 

ホ ヰプト マンに 對 する j 英國 婦人の 批評  ニ三；.^- 


有^^武ぉ仝^ ぉ七卷  二三 六 

を 忘れ、 忘我の. 狀態， にさへ 誘 はれます。 かと 思 ふと、 他の 種類の 詩に は、 深い 落ち きを 持った 智懇 と、 根深い 

思想と が 籠め られて 居て、 そこに は 幾し く なごやかな 太陽の 光が あり、 新しくされ、 カづ けられた 魂 は、 その 光 

の 中に 柔 かく 抱かれる の を經驗 します。 生々 した 脈搏が、 それ 等の 詩の 中から 流れ出て、 生命の 勇み 跳る 思 ひ を 

させられます。 そして 懐し くも、 莊嚴な 死の 遠景 を 眺めさせられます。 

この 詩集 を讀ん で稱讃 し、 また 共鳴し ない 者 はない が， その 形式の 整 はない のと、 音律の 缺 けて 居る の を 非難 

する 人 はあります。 けれど それ は 非難す る 人が まだ この 詩集の 純粹の 承認に 達し 得ない からであります。 

素より この 詩集 中の 凡べ ての 詩が、 力と 美と に 於て、 同様な 素晴らし さ を 持って 居る と は 謂へ ますまい が、. 少 

なくと も その 凡べ て は 確かに 生きて ゐ るので す。 決して 製造され たもので はありません。 

人 は 宮殿 や 寺院 を 批評す る こと は 出来 ませう が、 一つの 森林 を 批評した ところが、 それが 何に なり ませう。 こ 

れ まで 人口に it した 傑作 は、 寧ろ 氣 高い 建築物に 比較 さるべき もので せう か。 丹靑を 凝らした 爲 めに 價値を 生 

じた 材料 を 以て 建て 上げられ、 法則と 尺度との 美に 平行せ しめ 得る 老練な 手腕に 依って 設計され、 そして 最初の 

石が^ かれる 前に、 最後の 石が 何處に 置かるべき かとい ふことまで 打算 せられた 上に、 出來 上った 高尙な 建築物 

の 如き もの だと 謂へ ます。 その 結果 は 如何にも 堂々 として、 不可 變 です。 しかも そこに は * あるべ かりし ものが 

在り 得なかった やうな 恨みが あって、 「こ \ に 批評の 餘 地が 存在し 得る のです」。 そして それ は、 それ 自身の シン 

ボルに 對 する 息苦しい 執着 を 以て、 誇りが に 建って、 自然が 獨り 手に 持って 居る あの 無頓着な 自由 さの 向う に 廻 

はらう とします。 

然し ホヰ ット マンの 詩 はさう した ものではありません。 東から、 西から、 南から、 北から、 風に よって 運ばれ 

て 来た 種子が、 永く 地の 下に 橫 たはり、 そして 纏て 地の 上に 堂々 たる 建築物の 如くに 建ち 上らす に」、 大地の 下 


に 隱れて 大地と：！ 1： 化し、 大氣と 光線と 雨露と に 依って 養 はれて， 地上に 芽 を ふくに 至る のです。 

凡べ ての 枝、 凡べ ての 葉 は、 それ 自身の 生命に 依って 力と 美と に 生長し ます。 しかも そこに は、 自然な 生長と 

自由 さがあります から， その 結 はノ 何としても 變 化さへ なし 得ない だけに 自然です 「それ 故、 批評の 餘地 は、 

そこに は 生じ 得ません， T それ は 生長に 充 たされて 居ます。 卽ち 後から後からと 生長して 行くべき 生命力で、 その 

源を藏 して ます。 

更に そこに はおの づ からなる 音律が 生じて 来ます。 それが 生じない では 居られない やうに、 恰も そこに 或る 大 

きな晋 雜 的な 思想、 或る時 は 嵐の 如く 荒々 しく、 或る時 は 探り 得ざる 程 優しく、 穏 かな 感情、 —— さう した もの 

が 言 に 影響して、 その 言葉 を も音樂 的な ものにして 居ます。 私 は シラブル を 計算す る ことが、 音樂の 組立て を 

つ ひき 

明かに し 得る 乎 段と は 思 ひません。 この 詩 中に 表現され て 居る 勢 ひ强ぃ 自然 さは、 諧調の 軛に繁 ぎ 止められる 爲 

めに は餘 りに 自然 だと 思 ひます。 しかも 私 は、 そこに 或る 種の 音樂が ある こと を 確認し ます。 それ を聽き 取り得 

ない 环と 私の 耳と を 交換す る こと は、 代償 を拂 はれても うべ な ふ氣に はなれません。 

詩の 女神 は 次の 二つの 中、 その 一 つ を この 詩人に 對 して 決定せ ねばならなく なって 居ます。 卽ち この 人 を 彼女 

の 最高の 完全な 闡明 として 許す か、 彼女 自身よりも 更に 神聖な 何物 かビ この 詩人の 中に ある こと を 認めて、 こ 

の 人の なすが ま \ に 任せ、 嘗て 現 はれ 出なかった 或る もの を この 人に よって 發 見せし むべき か、 この 雨 者の 一 を 

許す 外にない と 思 ひます。 

火 を 注いだ やうな 生命力に 充 たされた 此の 詩が、 造り 出された 一 つの 偉大な 源 は、 詩人が 現在と いふ もの. -上 

に 澄いた 强ぃ破 壞のカ だと 信じます。 現 實に對 して 恐れな く 行き渡った 交涉を 持つ 所に あつたと 信じます。 從來 

の思想の先驅^^は、 「科 寧 を 除いて は」 殘ら すその 目 を 思 ひ 切って、 過去に のみ 注いだ 人々 です。 過去 を 以て 自 
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分 達の 主君たら しめ e 現在 を賤 しみ 退け、 旣に 大地の 內に埋 り 去った 過去の 中に. のみ 偉大 を 見、 偶 M 現在 を 

る 中には、 過去に 對 しての 賤しむべき 對象 としての み 現在 を 語り、 そして 現在に 對 して 憐 むべき 不信 を 抱く が 故 

に、 彼等 自身が 頻りに 嘆いて 居る 無 生命の 狀態 を、 生活の 上に 醸して ゐ ます。 何百 年 も 過去の 人間の 目に 燃え 絶 

えて 了った 火で 暖まれと 私に 命じます。 死んだ 人間の 目を通 じて 物 を 見る か、 さもなければ 行き詰まった 喑黑の 

中で、 目 を 閉ぢて 居ろ と 命じます。 そして その 詩人 達 は、 薄 暈けて 了った 過去の 美 を 喜んで ゐ ますが、 それ はも 

う 私 を 幸福に して はくれ ません。 

然しながら この 詩人、 「豐 富な 言葉と 喜びに 滿 たされた 力の 人」 なるこの 詩人 は、 人の 手 を 取って 眞 直に 前方 

に 振り向かせて くれます。 現在 は 彼に とって 十分に 偉大です。 何故なら、 彼 は 現在に とって 十分に 偉大 だから。 

現在 はこの 詩人 を 通して 大きな 聲を あげつ- r  、「宏大な 大洋の 潮」 となって 流れます。 この 大地 は旣に 老いて、 彼 

女の 生々 とした チヤ ー ムを失 ひ 去った ものではありません。 その 神々 しい 意味 も なくなって は 居ません。 今でも 

素晴らしい 男 を も 女 を も 産み出します。 若し 人が 自分自身 を 信じ、 その 存在 權を 捨てないならば、 その 人 は その ま 

ま 素晴らしい 男で あり、 女であります。 今迄 現 はれた 如何なる 人々 よりも 更に 豐 かなる 天賦 を 得た ものです 。何故 

なら、 永い 年月が その 人の 生れ 出る までに 容易なら ざる 準備 をな し、 過去から 徐ろに 現 はれ 來 りつ \ あった、 永 

遠の 目的 は、 この 人に 於て 更に 新しく 展 かれて 來て 居る からです。 私達に この 事實を 明示し 得る 人が、 終に ヮル 

ト. ホヰッ トマ ンに 於て 現 はれました。 その 人の 歌 は 喜ばしく、 强く、 美しい 生命の 呼吸で あり、 その 生命 は 現在と 

い ふ もの \賜 ものに 依って、 嘗て 見られない 程に 高潮され て 居ます。 

私 は 嘗て 幸 幅 を 無視す るの は 偉大な 仕事 だと 考へ 馴らされて 居ました。 幸福 を輕 んじ賤 しめて、 或る 高い 目的 

に 向って 往 進す るの を 偉大な 事 だと 考へ 馴らされて 居ました。 しかし 私 は 今、 幸， 幅で あり 得る 程 偉大な もの は ど 


こに も 無い とい ふこと を 知りました。 「如何なる ことが 湧き起らう とも、 凡べ ての 瞬間に」 幸； i を摑み 取る こと、 

輝かしい 大 {4i の 下にあって、 寄せ 返す 波の 穂に 乘る やうに 怒り狂 ひ、 脅やかし、 荒れす さむ 生活の 波の 中に あり 

ながら、 快活に、 心廣 く、 それ を 泳ぎ 凌ぐ 自分 を 見出す こと、 凡べ ての 不遇、 失望の 嵐の 中から 力強く 跳り 出る 

こと は、 悲慘 でもなければ、 不幸で もな く、 實にカ を 確 得する ことで あり、 心の 落ち着き を 得る ことで あり、 か 

かる 幸； i を 得る に 勝って 偉大な 何物 もない の を 知る に 至りました。 

或は カラ マスの 題 下に 集められた 詩篇 その他に 於て、 男と 男と が 友情の 戀に陷 る。 それ は 何 を 意味す るで せ 

う。 人 は 嘗て それ を 夢み る だに したでせ うか。 これ 等の Comradeship の 福音の 詩 は、 豫言 的な 洞察 深い 力 を もつ 

て、 「崇高な、 新しい 友情」 卽ち デモ クラシ ー を 語って 居ます。 それ は氣 持の 落ち着いた 時に 考 へて 見る と、 實 

現し 難い 夢想と して 退けられ ねばならぬ やうな、 そんな 空虚な ものではありません。 それ は 詩人の 胸の 中に 現在 

疼いて ゐる 呼吸であって、 彼の 周 圍の男 達に 對 して 實行 として、 實 現されて 居る 所の ものです。 

米 固の 民衆が 奴隸の 存績を 主張して、 母國の 悲しみと 憤りと を惹き 起した 時、 その 悲憤が この 詩人に よって 如 

何に 強烈に 表現され たか。 また 彼の 國の 寵兒 なるこの 詩人が 力強い 侗性を 投げ出して、 阈是の 危機の 犧牲 となつ 

た、 何 fE 何千 何 萬 人に 對 して、 夜と なく 晝 となく、 幾 週 も、 幾 ヶ月 も、 幾年 も、 看護と 慰藉との やさしい 手 を 差 

し 延ばし たかを 知る もの は、 私の 言 ふ 所 を 首肯す るで ありませ う。 

然しながら、 現在 は、 容易に 看取し 得る 偉大 さと美との 外に、 種々 なる 他の もの を 私達の 前に 現 はします。 も 

しも 詩人が これ 等の ものに 觸れ ないで、 その 解決 を 私達 自身の 力に のみ 委ねて 居る としたら、 彼 は 人生の 解決 者 

として 不露實 であると 謂 はなければ なりません が、 詩人 は 「偉大なる 攝受ゃ 選擇ゃ 排斥 を 斥ける 敎」 を高唱 する 

.  れん みん 

の を 忘れませんでした。 もし 彼が、 墮落、 犯罪、 無恥 を 見下す やうな 憐愁を 以て 見る ばかりで、 仲間 づき あ ひの 
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乎 を 差し延べる こと をお それて 居たら 如何でした らう。 然し 彼 は、 墮 落した 人、 罪 を 犯した 人、 愚かな 人、 輕 

される 人が、 「宇宙と いふ 人道の 行進」 に 少しく 歩み 遲れた 人々 であり、 「遲れ ながら も、 彼等の 道 を g て は 歩み 

來る」 人達で あり、 性急な 人間の 思 はくと 違って、 時には 豐 かな備 へがあって、 その 力の 下に は 凡べ てのものが 

やがて 完全に 整 へられるべき を 信じて ゐ たが 故に、 彼 は 侮蔑の 感じ を 完全に その 心から 除き 得て、 同胞に 對 する 

不幸な 考へ 方から、 自ら 自身 を 見事に 投げ出して 居ます。 

若し 彼が 大膽 に忠實 に、 自分の 中に も 光の 絲 と共に 暗の 絲が 織り込まれて 居る の を 表明し、 最惡の もの- r 中に 

も 最善の 芽が 含まれ、 最善の もの- -中 にも 最惡の 芽が 潜んで 居る の を 申し出さなかったならば、 人類に 對 する 同 

胞觀 念は擊 なる 美辭に 過ぎなかった でせ う。 若し 詩人の 心が、 「限りない 愛の 大洋」 でなかったならば、 彼 は 私 

達が 永く 待ち望んで 居た その 人ではなかった でせ う。 若し この 一事が 缺 けて 居たなら、 種々 な 不純な 考 へで 汚さ 

れて 居る デモ クラシ I とい ふ 一一 一一 口 葉に、 正しい 意味 を 裏 づける こと は 出来ますまい。 

現在に 對 する 非難から 懐疑主義 は 生れ 出る。 そして 現在に 對 する 博大な 愛と 承認と から 信仰 は 生れ 出る。 もし 

現在が それ 程 偉大で、 眞 であるならば、 過去の 現在 は 偉大で あつたし、 未来の 現在 も 亦 偉大で、 眞 であらう と 信 

する の は 決して 至難な ことで はない と 思 ひます。 

(I 九 ニニ 年 五月、 r 舉蕩」 所載〕 


マルク ス 女史の 「女」 に 就いて 

去年 私が 請んだ 少し 許りの 書物の 中に、 山 H わか子 氏が 譯 した 「女」 と 云 ふの が ある。 これ は 佛蘭西 人なる マ 

グダ レン. マルクスと いふ 人の 原著で、 アン リ 1* バ ルビユ スの 序文が 附 せられて ゐる。 此の 書物 は實 際に 特異で 

ある。 女子 通有の センチ メンタ リズムに 少しも 囚 はれる ことなく， 實 感に卽 した 用捨ない、 然し、 洞察と 同情と 

の あるまで、 一人の 若い 女が 自分の 愛の 出 發點を 見、 その 愛の 對象を 求め、 見出し、 結び付き、 更に 愛の 他の 對 

象に 移って ゆく、 それ 等の 徑路を 極めて 智慧 深い 印象的な 表現 を もって 書き つらねて ゐる。 

文體 として 見ても， その 點 からだけ でも 極めて 面白い ものであるし、 その 內容は 到る 處に、 今迄 認められ なか 

サ ゼヅシ ヨン 

つた 様な 暗示 を 閃め かして ゐる。 これ は 男子が 誤り 考へ、 女子が 僞り 匿して ゐた女 自身の 赤裸々 な 當體に 近い 

ものであって、 いかに 様々 な 混亂の 奥底に、 女性に のみ 隱れ てゐる 熱い 强ぃ 力の 生活よりの 憧憬が 流れて ゐ るか 

を 示して ゐる。 

私 はま だ 一度 も、 かくの 如き 女性の 姿に 接した ことがなかった。 或は 今迄 かくの 如き 女性 は、 絶えて 描寫 され 

なかった ので はなから うか。 或は かくの 如き 女性 は、 現代から 未来に かけて、 現 はれ 来るべき それの 面影で はな 

からう かとさ へ E 心った。 

バ ルビユ スが 云って ゐる 様に、 この 害 物 は 普通の 道德家 ゃ宗敎 家に は 喜ばるべき もので はないで あらう が、 然 

しその 屮には 新しい 道德 及び 宗敎 への 一 路が 幽かながら にしろ 示されて ゐる。 

山 田 女史の 此の 飜譯 は、 日本の 女子に 向っての 誠によ き 贈り物で あると 私 は 信す るので ある。 (一 九 ニニ 年 五 no 
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教育者の 藝術的 態度 . 

私の 經驗 が、 若したい して 問 違って ない もの だと すれば、 私が 受けて 來た敎 育に は、 ある 不満足な 點が 見出さ 

れ るの を感 する。 それ を 其の ま- - 申し出して、 それが 敎育 家の 参考の 一端と なるならば 甚だ 幸 ひで ある。 

舉 問と 敎 育と は、 元より 其の 根柢に 於て 相違が ある。 世の中で は往々 にして 此の 二つ を 混同して 考 へて 居る の 

ではない かと 思 はれる。 硏究卽 ち 擧問を するとい ふこと も敎 育の 敎 へる ところでは あらう が、 敎 育と いふ ものに 

は それ 以外に 多くの 使命が ある やうに 考 へられる。 私の 考 へて ゐる敎 育なる もの は、 一 人の 人に 方向 を 示す こと 

である。 それが 研究の 上に 於て e あれ、 觀 念の 養成の 上に 於て ビ あれ、 又 性格の 構成の 上に 於て^ あれ、 それ 等 

の 者が その 人の 本性に 對 してい かなる 方向に 發 達すべき か を 認め、 その 適確な 方向 を 示す ところの ものが 敎 育で 

あらねば ならぬ と 信じて ゐる。 それ故に、 單に 機械的に 知識 を 注入 するとい ふやうな こと は、 敎 育の 本旨と すべ 

きもので はない。 たと へば 近頃、 所在に 行 はれる 職業 敎 育と 稱 せらる もの、 卽ち 講師が 生徒 を 集めて 自分の 專 

門 的 知識 を どん/. (\ 講じて いくとい ふやうな 致し方 は、 正しい 意味に 於て の敎 育と いふ こと は 出来ない やうに 思 

ふ。 教育者 は 常に 被 教育者に 對 する 性格 的 理解 者で あらねば ならぬ。 これが 教育家に 要求され る 第一 の 要件で あ 

る。 この 要件 を充 たし 得る 敎育家 は 其の 理解 を 被 教育者に 正しく 傳へ 得る 力量 を 持たねば ならぬ。 これが 第二の 

必要な 耍件 である。 此の 二つの 要件が 十分に 滿 足される 所に 初めて 本當の 意味の 敎 育と いふ ものが 成り立つ ので 

ある。 

然るに 私の 受けて 來た敎 育なる もの は、 如何 も 此の 點に 於て 多くの 缺陷が 見出されねば ならなかった。 自分と 


いふ ものに 對 して 無 自覺 であった 時 胡から 漸く 自覺 的に なって 行った 時に、 私 は 自分の 本来の 性格、 傾向が かな 

り强く あらぬ 方へ 枉 げられ てること を發 見せねば ならなかった。 そこで 私 は 自分自身の 性格 を發展 させる 前に、 

先づ 歪められた 方向から 自分 を 正しい 方向に 持ち 返す ことに 夥しい 努力 をす る 必要 を餘 儀な くされた。 卽ち 自分 

は 所謂 教育なる もの 誤られた 力に よって 偽善者に なって ゐる こと を發 見した。 偽善者と は本來 自分の もので な 

い を、 外面 的に 自分の ものら しく 持って ゐ、 また 自分の 持って ゐ るべき もの を 無理に 押し 隱 して ゐる、 さう い 

ふ 人 を 云 ふの だと 私 は 思 ふ。 私 は 自分の 性格に 對 して 自覺せ ねばならぬ 日の 來た 時に、 持つべからざる もの を夥 

しく 蔑ろにして ゐる 自分 を發 見せねば ならなかった。 その かりそめに 持たせられた ものが、 一見い かによ いもの 

であるら しく 思 へても、 畢竟 それ は 私に とって 無用の長物 であるの みならす、 私の 生活 を 純一に 導く ために は 有 

害な 故障と なる ものであった。 本來 私の もので ない それ 等の 邪魔物 を 取り去る 爲 めに 私の 拂 つた 努力 は 決して 容 

な ものではなかった。 私 は 今でも その 重荷 を 投げ捨てる 爲 めに 苦しんで ゐる。 元よりか くの 如き 失態 は、 その 全 

部が 教育者の 罪 だと はい へない。 それ は 第一 に 私の 性格の 弱さが 馴致した 結 菜で ある。 第二に 一 般 的の 意味で い 

あやま 

ふ社會 生活 其の物が 惹起した 過ちで も ある。 また、 家庭生活の 止む を 得ざる 不完全 さも、 か \ る 結 菜 を 生じさせ 

てゐ るに 相違ない。 私の性格がもっと！^固なものでぁったなら、 か \ る 外面の 惡 影響に 對 して 抵抗す る だけの 力 

を 持って ゐた でも あらう。 併しながら 同時に 私 は 私の 幼年時代の 教育者に 向っても、 多少の 責任 を分擔 させる こ 

とが 出來 ると 信す る。 その 人た ち は 元より 善意 を 以て 私に 臨んだ に は 相違ない けれども、 不幸に して 私自身の 方 

向を與 へる 代りに、 其の 人 自身の 方向 を與 へて くれよう とした。 すべての 人が 切り開いて 往 く 道が 必す あると い 

ふこと を 無視して、 その 人 自身の 歩いて 来た 道が たビ 一 つの 道で あるかの 如く 振舞った。 さう して 未だ 十分に 自 

分の 性格に 對 する 自覺を もち 得なかった 私 は 尊敬す る 先生の 指導に 信賴 して、 その 人の 敎へ 込む ところに 從 つた 
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のであった。 考 へて 見る とその 當時 でも、 その 指導に 從は うとしながら、 私に は 何 か 十分に 得心の いかない 物の 

あるの を朧げ ながら 感じて ゐ たらしい。 私 は 幼いながら、 時々 敎窒 にあって 不滿と 反抗と を 感じた の を 記憶す る。 

しかも その 不滿と 反抗と を 感じながら も、 何とかして それ を 征服し ようと 努力した。 此處に 私の 性格の 弱さが あ 

つたに は 相違ない。 併しながら 自覺の 時代が 來る ころに、 その 不滿 反抗 を 全然 征服し 終る に は 私の 性格 は 少し 弱 

過ぎたら しい。 それ故に 其の 時機に なって、 私 は 苦しみ 初めねば ならなかった。 而 して 其の 時に なって 私の 受け 

た 所謂 教育なる 者が 軍に 知識 的の 注入であって、 本當の 意味の 敎 育ではなかった。 齡 くも 本當の 意味の 敎 育が、 

決して 全體 的に は 働いて ゐ なかった の を 感じた ので ある。 

此の 經驗 から、 私 は敎育 家が 單 なる 知識の 所有者で ある ことの 外に、 自分自身が 自分の 性格 を 作り上げる につ 

いての 深い 經驗を もった 人で あらねば ならぬ こと を發 見す る。 自分の 嵌まり 込む 立場 を 綿密に 考察した 人の み 

が、 いかに 凡べ ての 人に は 其の 各. -の 人が 持つべき 特有の 立場と 方向と が あるか を實感 する ことが 出来る。 此の 

實感が 彼 自身 を 本當に 活かし、 他人の 立場と 方向と に對 して 正しい 理解 を もち 自. H を 許す 心 を 起さし める。 此の 

態度が 敎育 家と して 根本的に 所持され ねばならぬ 態度で ある。 その他の いろくの 要件 は、 結局 此の 態度 を 築き 

上げる 村 料と して 役立つべき ものであって、 決して 此の 態度から 獨 立して 働くべき もので はない。 たと へば 大學 

程度の 敎育を 極く 皮相 的に 考 へて、 單に 知識 を 授受 すれば 足りる 所と して 見ても、 よい 敎師は その 學 生の 一人 一 

人の 倾向 について その 學生 がいかなる 方向に その 研究の 目的 を 選ばねば ならぬ か を 見 究めて やる 必要 はどうして 

も 起って くる。 それ を 見 究める こと は、 豐 富なる 知識の 軍なる 所有 だけで は 決して 出來 得べき ことで はない。 そ 

の 敎授は 自分の 知識 的 方向が、 いかに 綿密に 選ばれ たかを 十分に 實驗 した 人で なければ ならぬ。 單 なる 知識の 受 

授と いふ 楊 合で も 左様で ある。 況ん やその 人の 性格 全體の 方向 を定 むる ことに、 いくらな りと も敎育 家が 貢獻し 


ようとい ふ 場合に は尙更 のこと である。 

すべての 人に 正しい 立場と、 而 して 方向と を 指し示せよ。 さう したなら ば、 彼等 は 喜んで 彼等 自身 を敎 育して 

行く であらう。 これが 敎 育なる もの 根本的 任務で はない かと 私は考 へる。 

(一 九 ニニ 年 五月、 「帝 國敎 育」 所載) 
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繰り返しの 生活 を 憎む 

. 一 

繰り返しの 生活、 それ を 私たち は 極端に 憎む。 それ は 人間の 有って ゐる 本然の 傾向が 然 らしめ ると ころで あ 

る。 生 は 創造で ある、 常に 新しい 世界への 突進で ある。 若し この 動向が 阻まれる と 生 は 苦しむ、 さう して それ 

が續 くと 自らの 排出した 毒素の 爲 めに、 枯れて 萎む やうな 不幸 を さへ 結 栗す る。 生 は 不斷に 新しい 環境に、 それ 

自身 を 見出す ことによって のみ、 その 存在 を完 うし 且つ 向上す る。 然るに、 若し 生活が 常に 繰り返されなければ 

ならぬ とするならば、 そこに はもう 生の 働く 餘地 はなくな つてし まふ。 自然 は 容赦な く 不必要な もの を 撮み出 

す、 それ は 恐ろしい こと だ。 

現在 私たちの 大部分の 生活 は、 進展な き 繰り返し をす る こと を餘 儀な くせられ てはゐ ないか。 私の 關係 する 文 

藝の 方面に 關 して 考 へて 見ても、 日々 發 表される 創作の 內容 が、 いかに 烈しい 繰り返しの 連絡で あるかに 惘 れん 

とする ばかりで ある。 その 文體に 於ても、 調子に 於ても、 取材に 於ても、 構想に 於ても、 千篇一律と いふ ことが 

出來 なければ、 聊かの 配列 を 違へ た 繰り返しに 過ぎない とい ふこと は 確かに 出来る。 それ は 私たちの 生活が 旣に業 

に 進化の 生活 をな さすして、 繰り返し のみの 生活 を 長い間して 來 たこと を證據 だてる もので はない か。 私たちの 

生活の 對象 となる もの は 古い 昔から 與 へられて ゐた ところの 或る 概念であって、 私たち は、 或る時 は その 概念の 

名前 を變 へ、 或る時 はおき 場 を かへ、 或る時 は それ を 見る 方角 を かへ、 その 概念から 眼 を そむける ことなし にい 


つまで も 姑息な 執着 をして 來てゐ るの だ。 それ故に 祌と いふ 名が 自然と いふ 名で おきか へられよう とも 英雄と 

いふ ものが デモ クラシ ー とい ふ 位置に 移されよう とも、 攝理が 人道と いふ 見方に か へられよう とも、 當 初の 概念 

が變ら ない 以上 は、 結局 同じ こと を考 へて ゐ るのに 過ぎない の だ。 國家 組織で も社會 生活で も 悉く かくの 如き 概 

念の 化物に 頌 されて ゐる。 しかも 私たち は、 姑息に も その 概念 を 何とか 修正して、 住み心地 のい- - 環境 を 作らう 

として ゐ るの だ。 この 永い 繰り返しの 生活の 間に、 私たちの 周 圍には 有害 無用な 蓄積 物が 山の 如くに 堆積され て 

しまって ゐる。 さう して 現在 藝術家 はこの 堆積物 を 掘りく りか へして 其の 中から 彼の 作品 を こね あげ てゐ るの 

だ。 それ故に 其の 結 楽が 創造で はなく して 繰り返しに 終る の は 當然な こと だ。 私 も藝術 家の はしくれ として 創造 

の 欲求 を もつ ものであるが、 それに も 拘らす 自分の 作品に 對 すると、 舊ぃ殼 を脫け 出る ことが 出來 ないで、 姑息 

な 繰り返し をして ゐ るの を 痛切に 感 する。 

これ は 如何しても 生活が 惡 いの だ。 生命力の 强 いもの は 如何しても その 中に 安住して ゐる ことが 出来ない 程に 

生活が 惡 いの だ。 私たち は 何とかして 山と 積まれた 永年の 堆積物の 中から 脫れ 出て、 新しい 光線と 大氣 とに 觸れ 

なければ ならない。 これに は それ をさせる だけの 强ぃ 生命力が 必要で ある。 かなり 强ぃ 生命力 を 持った 人で も、 

往々 にして 中途で 挫け 易い。 A マン •  口 オラン や ベルト ランド. ラッセルの やうな 人た ちで すらが、 私たちの 眼の 

で、 旣に その 退 嬰 を 示さう として ゐる ではない か。 それ を 思 ふと、 私たち は 自ら を 省みて、 深く 恐れなければ 

ならない。 一時の 血氣に はやって など は ゐられ ない。 年齢の 進みと 共に 衰へ がちな 生命力の 火 を 益- - 燃やす 爲め 

に、 深い 强ぃ 準備が 日夜に 必要と される。 それが 爲 めに は、 正しい 方向に 自分 をお くこと、 眞に內 容の耍 求に す 
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ベて を讓 歩す る こと、 はっきりと 目指す 目的物 を 定める こと、 これが 最も 必要と せられる * たらう。 自分の 性情に 

しっくり 合った 目的物と 方向と が 見出されるならば、 そこに 私たちの 生命力 は 燃えた つて 來 るに 違 ひない。 年齒 

を 重ねる に從 つて、 益丄 咼く擴 がって 行く 創造の 世界が 開かれる に 相違ない。 これ こそ その 人の 喜びで あり、 同 

時に 人類の 喜びで あらう。 繰り返し を 憎む 生活に 最大の 喜 ぴを與 へる ことに 飽くまでつ とめよう。 

( 一 .f- ニニ 年 六月、 「報知 新聞」 所載) 


已れを 主と する もの 


私 は 如何なる 場合に も 己れ を 主と しょうと する ものである。 さう する 外に 自分と い ふ もの \ おきどころ を考 へ 

て见る ことが 出來 ない。 

他人の こと は 兎に角、 自分 だけで もせめ て は、 生来の 力が 成就す る 最上の もので ありたい。 自分が 如何 すれば 

本 當に滿 足が出 來 るか、 それ を 探り 求めて、 その 境地に 進んで 行きたい。 その 爲 めに は 自分に 許された 最大の 欲 

求 を 踏みに じる やうな こと をし まい。 如何なる 環境の 中に おかれても、 どれ 程 苦しめられても、 この 欲求の 續く 

限り 活 きて 見よう。 

ない がし 

我れ を 蔑ろにして 隣人の 爲 めに 骨 を 折る、 そんな 出来ない 相談 を 絶對に 退けよう。 自己が 弱小な 爲 めに 自分の 

力が 隣人にまで 及び 得ないでも、 それ は 已むを得ない こと だと 觀 念しょう。 及び 得ない のに 强 ひて 及ぼさう とい 

ふやうな 柄に もない 出しゃばり を惡 まう。 

、i" 

己れ を 主と する 以上、 他人に も 同じ 心 持の あるのに 注意しょう。 自分の 自由 を 守る と 同様な 氣 持で、 他人の 自 

.E を も 守らう。 然しながら、 自分の 欲求の 强 さから 隣人に 働き かけねば ならぬ 時が 來 たら、 その 時 は 確信 を 以て、 

^路 なく 隣人に 働き かけよう。 

己れ を 主と する もの  二 四 九 


有岛 武郞， 仝 集 第七卷  二 五 G 

自己に 阿ねるまい。 自己 を輕 蔑し まい。 自己 を それが あるべき 相當の 位置に おかう。 若し その 位置が 與 へられ 

てなかったら、 それ を發 見し * 創立す る ことに 骨 を 折らう。 

凡ての 事業と その 報償と を 自己の 中に 求めよう。 自己 を 成就す る こと、 それが その ま-. f 報償であって、 その他 

に は 一 つの 報償 も あり 得ない こと を 十分に 體 得しよう。 

自己 は獨り ぼつち である。 同時に 自己 は 全人 類で ある。 この 理解と 實感 とに 到達した 自分 を、 發 見せねば なら 

ぬ。 

全人 類にまで の 自己の 確實な 生長、 それ を 明かに 自分の 中に 感得す る 以上の 喜びが 又と 他に あらう か。 

氺 

飛び 上り をし ないで、 輕 はすみ をし ないで、 慌てないで。 然しながら 休む ことなく、 力強く、 活き/ f\ とし 

て 0 

自然 は 到る ところに 陷萍を 用意して ゐる。 それ だから 蹉き 倒れる の はありが ちな こと だ。 それ を 恐れたり 恥ぢ 

たりす る 要はない。 唯 傍見した 爲 めに 蹉き 倒れる 時、 私 は 囘復し 難い 恥辱に よって 顔 赤らめねば ならぬ だら う。 

傍見 を愼 しまう。 


自分に ない もの を 他人が 持って ゐる とて， それ を そね み 又は 憎む こと をし まい。 自分に ある もの を 他人が 持つ 

てゐ ない とて、 それ を 悲しみ 又は 笑 ふこと をし まい。 

氺 

一人の 人に は必す 一人 だけの 立場の ある こと を 信じよう。 それ を發 見しょう。 

. (一 九 ニニ 年 六お、 「文化 生活」 所載〕 


己れ を 主と する もの  二 五 


有 鳥 武郞仝 菜 第 七卷  二 五 二 

生活の 歐 化と 文化 生活 . 

文化と いふ ものに 永遠 不易な 形 はない。 或る時 代に 文化と せられた ものが、 必す しも 他の 時代の 文化で あると 

いふ こと は 出来ない。 或る 地方に 發 達した 文化の 形が、 必す しも 他の 地方に 取っての 文化の 形と はなり 得ない。 

文化の 形と いふ もの は 此の 如く 時と 處と によって 變 化する。 それならば 文化 そのものと は 何 を 指す か。 人間 衷心 

の 欲求から 出た 思想と 行爲 とが 自由に 表現され て、 しかも それが 社會 全體の 福祉と なり 得る やうな 狀態 をい ふの 

である。 而 して かく の 如き 狀 態が 可能で あり iE る 生活 を 文化 生活と い ふので ある。 

歐洲の 生活 は 鬼洋の それと 同様に 正しい 意味に 於て 文化 生活で はない。 何故ならば、 歐洲の 文明 は 今 その 大切 

な 過渡期に あって、 現在 その 地方に 一般的に 認められて ゐる 文化なる もの は、 前 時代 (若しくは 改造 されん とし 

つ X ある 時代) の 所産に 過ぎす。 從 つて それ は來 るべき 時代に よって 存分の 訂正 を餘 儀な くせられ ねばならぬ 所 

の ものである。 かくの 如き 種類の 文化が、 日本の 有識 家と 稱 せらる.^ 人々 によって、 歐洲 文化と して 頻りに 採用 

されん としつ、 あるので ある。 何故ならば 欧洲に 於て は、 新しい 時代 はま だ 文化 を 完全に 生み出し 得る やうな 安 

定な狀 態に は 達して は 居らぬ。 新しい 文化 は 今 暗い 槽の 中に あって 醱酵 しつ、 あるに 過ぎぬ。 まだ 一 つの 形に は 

なって ゐ ない。 從 つて 歐洲の 文化 を 採用 せんとす る 以上 は、 日本 は 勢ひ旣 成の 文化 を 探 用す る 結 鬼に なって しま 

ふ。 所謂 生活の 歐 化と いふの が 概してい へば それで ある。 

歐洲に 於て 過ぎ去らん とする 時代が 創り 上げた 生活様式が、 明治 以來、 曰 本に は大々 的な 規模 を 以て 輸入され 

た。 それが 卽ち歐 化なる ものである。 而 して 今でも その 惰性 は 依然として 繼續 されて ゐる。 資本主義 的 生產方 


法 、機 力 去勢され たる 基督 敎、 ブル ジョ アジ I 全盛 ffl の 所産なる 概念的 哲舉、 及び 民衆から 切り放された 奢 

侈、 及び 共の 侈が 造り 出した 藝術、 これらの もの は實に 日本が 開國以 來孜々 として 歐洲 から 誘 ひ 込んだ ところ 

の もので あり、 今 もな ほ 誘 ひ 込みつ- - あると ころの ものである。 

然しながら これらの もの は 新時代の 自覺の 前に 何の 意味 を 持つ もので あらう。 それが どれ 程 きらびやかな、 便 

利な、 ー兑 餽峨 たる 姿を備 へて ゐる とも、 それが 旣に社 會全體 の 福祉に 加へ ると ころがない 以上、 何の こ. 立た 

ラ 0 

私の 仕事の 範圍內 に 於て 考 へて 見る。 藝術家 は その たづ さはる 範圍に 於て 尋常 人 以上の 敏感 さ を 持って ゐ なけ 

れ ばなら ない とい ふ。 この 提言に は 疑 ふべき 餘 地がない。 所が 現在 一般に 日本に 於て 通用す る藝術 家の 敏感 さと 

いへば、 旣に 概念 化された 美の 標準に 對 する 敏感 さの ことで ある。 卽ち旣 成の 文化が 創り 上げた 美に 對 して 能敏 

に 働く 感覺 のみが 指されて ゐ るので ある。 開拓され て 行かねば ならない 世界に 對 する 觸 手が 如何に 鋭敏に 傲いて 

； K それ は 粗 硬な 感覺の 故 だとして のみ 評價 されて ゐる。 旣に 精細に 分析され たもの を、 更に 必要 もない 呈て細 

かく 微かに 分 祈すべく 餘 儀な くされて ゐる旣 成文 化の 藝術 家に は、 新しい 世界に さぐり 寄らう とする 觸 乎の ほし 

いま、 な 働きが、 如何にも 無鐵 砲な、 動きの 不自由な、 細微の 點に 行き 亙らぬ 鈍感 さに 見える の は 無理の ない こ 

とで あると しても、 新しい ものに 對 して 觸手を 働かせ 始めよう とする その 敏感 さ を 忘れて ゐ るの は 迂愚 だと 云 は 

れても 仕方が あるまい。 

私 は 歐化を 恐れる もので もな く 呪 ふ もので もない。 如何なる 歐 化が 現在 眞に 要求され てゐ るか を 見分けて、 そ 

こに 力強い 視力 を 送る ことが 必要と されて ゐ ると 云 はんとす る もの だ。 生活の 歐 化と いふ 一一 一一 口 葉 は 漠然とし 過ぎて 

ゐる。 何故ならば、 歐洲に は 相反した 二種の 生活が 存在して ゐ るからで ある。 而 して 文化 生活なる もの. t 基調が 

生活の 1^ 化と 文化； y 活  二 五三 


有 c!? 武郞全 5!^ 笫七卷  ニ4^四 

何者で あるか を考 へす に、 從 來の惯 習に よって 定義され た 文明 生活なる もの を 直ちに 文化 生活 そのものと 混同す 

る ことがない やうに と 欲する ものである。 civilization は 直ちに culture を 意味す る もので もな く、  progress を 意 

味す る もので もない とい ふ 事に 氣 付かねば ならぬ。 

(一九二  二 年 六月、 「婦人 公論」 所載〕. 


言 葉と 文字 

近頃 私 は 英語の 詩 を 少しば かり 譯 して 見た が、 その 經驗 によって、 前から 考 へて 居た 一 つの 事實が 益.^ 確かめ 

られ たやう に 思 ふ。 それ は 私達の 使って 居る 言葉が 單に： 斗に うつたへ たばかり では 通用せ すに、 服に 訴 へねば な 

らぬ 51 合が 甚だ 多 い と 云 ふ 事であります。 

これ は 確かに 漢字が 輸入せられ てから 起った 一 つの 弊で あると 云へ ませう。 在来の 大和言葉 は 口から 耳に 傳へ 

得る やうに 出来て 居て、 た 聞いて ゐる だけで はっきり 言葉の 持って 居る 意味と 感情と を 知る 事が 出来ます が、 

漢字に よって^なければ 表 はされ 得ない 言葉に なると、 どうしても 耳の みで は 思 ふやう に 行きません。 

例へば、 私の 譯し 試みた 詩の 內に、 かう 云 ふ 節が あります。 

無 礎な 愛着 的な 性格に 向 つ て 老少 の 差な く 愛 の 汗 は 流れ出る。 

か - る 性格から 美 や 修練 を憫 殺す べき チヤ ー ム が 蒸溜され て 滴り落ちる。 

か K る 性格の 方に 戰慄し 熱 欲する 接觸の 悶えが 高まる。 

この 譯文 は旣に 生硬で あるか も 知れません が、 それにしても 無 礎と か 修練と か憫 殺と か 熱 欲と か 云 ふ 言葉 は 可 

なり 一 般に使 ひなら されて 居る 言葉で、 人が 眼で それ を 見る 時で はさして 不思議と も 思 はすに その 意味 を 諒解し 

得る 蒈で すが、 假り にこの 節 を朗讀 して 見る とその 意味 を はっきり 捉へ 得る 人が 幾人 あるで せう。 この やうな 専 

は 一 つの 言葉の 價 値から 考 へて 見て 非常に 心細い 事 だと 思 ひます。 日本の 詩歌が 在来の 表現 法に よって は 如何し 

ても實 意 を發 揮し 得ない と 云 ふこと も、 その他 內容 までが 表現の 不滿 足に よって 束縛 を 受ける とい ふ 事 も、 確かに 

言葉と 文 .if  二 五 五 


有 島 武^ 全 第 笫七卷  二 五六 

服に 訴 へなければ 諒解し 難い 漢字の 混雜 によって 結果され てゐる もの だと 思 ひます。 將來に 於て は， 爹 何しても 此 

の 不便から 日本の 言葉 は 救 はれなければ なりません、 さう して 耳に うった へ る 事の みに よって 完全に 意味 を 通じ 

得る 事の 出来る 言葉 を 造り 出さなければ ならない と 思 ひます。 

この 缺點 から 日本語 を 救 ひ 出す 一 つの 手が.^ りと して 地方の 方言 を 研究す る ことが 唱道され、 叉 職業 語 を 研究 

する ことが 唱道され てゐ ます。 これ は 大いに 大切な ことで 是非 我々 が勉 めなければ ならぬ ことです が、 子供 を 家 

庭に 持って 居られる 方々 は 漢字の 束縛 を 受けて 居ない 子供達の 言葉 使 ひ を 研究な さる 事に よって 私の 今の 申し出 

た 方向に むかって の 端緒 を 見出す 便り を 得られる と 信じます。 

ノ  (1 九 ニニ 年 六月、 「ォ ヒサ マ」 所載) 


描かれ^ 花 


色彩に ついて 纖細 極まる 感覺を 持った 一人の 靑 年が 現 はれた。 彼 は 普通の 寫眞を 見て、 黑 白の 濃淡 を 凝視す る 

ことによって、 寫 された 物體の 色彩が 何で あつたか を 易々 と 見分ける とい ふこと である。 この 天賦の 敏感に よつ 

て 彼 は 一 つの 大きな 發明 をした が、 私の こ \ に 彼に ついて 語らう とする の は そのこと ではない。 彼が いったと 稱 

せられる 言 紫の 中に、 私に 取って 喑 示の 深い 一 つの 曾 葉が あった、 それ を 語らう とする ので ある。 

その 貢 紫と いふの は、 彼に よれば、 普通に 云 はれる 意味に 於て、 自然の 色 は 緣靈の 色より 遙 かに 美しくない、 

これで ある。 

この 一一 一一：： 紫 は 逆說の 如く、 又 誤謬の 如く 感ぜられる かも 知れない と 思 ふ。 何故ならば 昔から 今に 至る まで、 螯家 

その 人の 殆んど 凡てが、 自然の 美 を 驚嘆して やまなかった から。 而 して その 自然 を 端的に 表現す る ことの 如何に 

難事で あるか をカ說 してやまなかった から。 それ 故 私達 は 色彩の 專門 家なる 人々 の 所說の 一致 を その ま- -受け 入 

れて、 GI 然は 凡ての 人工の 美の 總 和よりも 更に 遙 かに 美しい とうな づ いて ゐた。 而 して それが さう En- えねば やま 

なかった。 如何に 精巧なる 鎗 具 も、 如何に 精巧に 配置され た その 総 具によ つての 構圖 も、 到底 自然が 專 有する 色 

彩の 美 を 摩して it ゆる こと は 出来ない。 さう 私達 は 信じさせられ ると 思って それ を 信じた。 而 して 實 際に さう 見 

え 始めた。 

描かれた 花  二 五 七 


有 鳥武郞 ル七卷  二 五八. 

然しながら、 暫く 私達の 持つ 先入主 觀 から 離れ、 私達の 持つ かすかな 實感 をた よりにして、 私 はかの 靑 年の 直 

覺 について 考 へて 見たい。 

巧妙な 花の 螯を兒 せられた もの は 大抵 自然の 花の 如く 美しい と 嘆美す る" 同時に、 新鮮な Q 然の花 を： せられ 

たもの は、 思 はす 螯の 花の 如く 美しい と 嘆美す るで はない か。 

前の 場合に 於て、 人は畫 家から 授けられた 先入主 觀 によって 物 をい つて ゐ るの だ。 それ は 確か だ。 後の 場合に 

於て、 彼 は 明かに E 己の 所信と すると ころの もの を襄 切って ゐる。 彼 は 平常の 所信と 相反した 意 兒を發 表して、 

そこに 聊かの 怪，！ ^を も 感じて はゐ ないやう に昆 える。 これ は 架して 何に よるの だら う。 軍に 一時の 思索的 錯誤に 

過ぎない のか。 

うしろ 

それとも その 一一 1  一口 葉の 後に は、 或る 氣 付かれなかった 意味が 隱 されて ゐる のか。 

人 と は 誇大す る 動物で ある。 器具 を 使用す る 動物で *Q ると いふよりも、 笑 ふとい ふこと をな し 得る 動物で あ 

ると いふよりも、 自覺の 機能 を 有する 動物で あると いふよりも、 この 私の ドグマ は 更に jg 相 を^つ に 近い。 若し 

何々 する 動物で あると いふ 提言 を 以て 人 問 を 定義しょう とする ことが 必要であるなら ば。 

彼の 爲す ところ は、 凡て 自然の 生活からの 誇大で ある。 彼が 人間たり 得た 凡ての 力と その 作用と は、 悉く 自然 

が 巧妙な 均衡の もとに 所有して ゐた ところの もので はない か。 人^が 人 たり 得た 唯一 の 力 は、 自然が 持つ 均衡 

を 打ち破って、 その 或る 點を 無限に 誇大す ると ころに 成り立つ。 人類の 歷史と は、 畢竟 この 誇大 的倾 向の 發 現の 

歴史で ある。 5 攻る 時代に あって は、 自然 生活の 或る 特殊な 點が 誇大され た。 他の 時代に あって は 他の 點が 誇大 さ 

れる。 或る 地方に あって はこの 點が、 而 して 他の 地方に あって はかの 點が 誇大され た。 この やうに して 文化が 成 


り 立ち、 個人の 生活が 成り立ち、 而 して それが いつの^にか 人 ii の 他の 生物に 對 する 優越 を 結 3^ した。 

智 栽と は 誇大す る 力の 外の： 1： 者で あらう。 

In く 私の ドグマ を 許せ。 養家 も 亦 tS 家と しての 道に 於て 誇大す る。 

靈家 をして 自 然の 生活 を その ま \ に 受け入れ しめよ。 彼 は 一個の 描き 能 はざる 蠻人 に過ぎない であらう。 彼に 

は 描くべき g; 然 は何處 にも あり 得ない だら う。 .cr 然は それ.！ ：！ ら にして ュ 11, 'ク だから。 而 して 勿論 ュ 一一 ー クなも 

の は 一 つ 以上 ある ことが 許されな いから。 

だから 一個の 蠻 人が 叢 家と なる ために は、 自然 を 誇大す る ことから 始めねば ならぬ。 彼 は^ま &に CI 然 を切斷 

する。 .E 然を抄 略す る 11 抄略も 亦 誇大 を 成就す る 一 つの 手段 だ 11 。 自然 を强 調す る。 蠻 人が 靈{ 氽 となって、 

一 つの 風：^ W を 色彩に 於て 表現しょう とすると 假定 しょうか。 彼 は先づ 自然に 存 する 色彩の 無限の 階^ 的 配列 を 切 

斷 して、 强ぃ 杉の み を 繼ぎ合 はす だら う。 又 色彩 を 强く表 はす 爲 めに， その 隣り にある 似寄りの 色彩 を抄 略す 

る だら う。 义. 31 然に # する 各. -の色 を， それに 類似した 更に 强ぃ 色彩に よって 强調 する だら う。 かくの 如くして 

一 つの 風景 戴 は 始めて 成り立つ の だ。 それ は 明かに 自然の 再現で はない。 自然 は 1$ 現され 得ない。 それは^！然の 

誇大 だ。 その 仲 の 一人に よって 製作され た 输畫を 見た 蠻人 は、 恐らく その 一人が 發 狂した と 思った であらう。 

何故ならば、 それ は 彼等が 素朴に 眺めて ゐる 自然と は餘り 遠く かけ 隔 つて ゐ るから。 

然しながら、 本然に 人間が 持って ゐる 誇大 性 は、 直ちに 誇大 せられた 表現に 親しみ 惯れ る。 而 して その 表現が 

C 然の 再現で あるかの 如く 感じ 始められる。 かくて 巧妙なる 畫の花 は 自然の 花の 如く 美しく 鑑赏 される に 至る の 

だ。. 

描かれた 花  二 五 九 
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この 時に 當 つて 畫家 はいふ 「自然の 美 は 極まりない。 その美 を 悉く 現 はすこと は 人 に 取って、 IK 才に 取って 

さへ 不可能で ある」 と。 いふ 心 は、 私達が 普通に 考 へて ゐる その やうに あるので はない の だ。 その 畫 家の 言葉 を 

問いた 私逹は 恐らく かう 考 へて はゐ ないか。 自然の 有する 色彩 は、 如何に 精緻に 製造され た 縫 具の 中に も發 見さ 

れ ない。 义 その 鰭 具の 如何なる 配列の 中に も發 見され 得ない。 义 如何なる 天才の 徹視の 下に も 端倪され 得な 

い。 それ だから. nl 然の 持つ 色彩 は、 常に 緣畫の 持つ 色彩よりも 極まりなく 麗しい と。 

私は考 へる。 その 言葉 を 吐いた 畫家 自身 はさう 考 へて 言った ので はない にしても、 赵 はかう 考 へる。 畫 家の そ 

の 言雜は 通に へられて ゐる、 前の やうな 意味に 於て^ はなく いはれ たの だ。 自然の 美 は 極まりない といった 

時、 畫家 は旣に 誇大して 眺められた 自然につ いて 云って ゐる のた。 彼の 言葉の 以前に、 畫 家の 誇大され た 色感が 

旣に 自然に 投入され てゐ たの だ。 誇大され た繪 具の 色彩に よって 義眼され た 彼の 眼 は、 知らす 識ら すその 色彩 を 

以て 0 然を 上塗りして ゐ たの だ。 而 して 自然に は 11 鎗 具の 色の 如く 美しくない にしても 11 色の 無限の 階段 的 

骄 列が ある。 その 餅 列の 凡て を 誇大され た綺 具によ つて 表現しょう とする の は、 それ は 確かに 不可能 事 を 企てよ 

うとす る ことで あらねば ならぬ。 それ は誚 はヾ、 一段 調子 を 高く した 自然 を 再現す る ことで ある。 誇大に よって 

のみ CI 己の 存在 自. H を 確保され て ゐる人 問に 出來 得べき ことで はない。 天才たり とも 爲 すなき の 境地 だ。 それ 故 

に 戴 家の その 嘆聲。  . 

然るに かの 靑年 は、 色彩に 敏感で はあった けれども 畫 家ではなかった。 彼 は 色彩に 對 する 誇大 性 を 所有して ゐ 

ない。 謂 は^ 彼 は 科舉的 精神の 持主であった。 それ 故 彼は畫 家の 凡てが 陷 つて ゐる 色彩 上の 自己暗示に 襲 はれ 

る ことなしに、 自然の 色と^ 具の 色と を 比較す る ことが 出来た。 而 して その 結 菜 を 彼 は 平然として 報吿 したの 


だ。 

それ をい ふの はおに 彼の 靑年 ばかりで ない。 暨 家の 無意識な 僞瞞に 煩 はされ ないで、 素朴に 色彩 を感. f る 俗人 

は、 新 £i な {n! 然の花 を 33- た 場合に、 嘆 じてい ふ 「お \ この 野の花 は 寮の 花の 如く 美しい」 と。 

「お \ この 野の花 は靈の 花の 如く 美しい」 

^^^家は彼を呼んで濟度すべからざる俗物とぃふだらぅ、 それが 畫 家に 取っての" 1^ 上の compliment であるの を 

忘れつ..。 

自然の 一 部 だけ を 誇大した その 結^ を 自然の 全部に 投げ かけて、 自然の 前に 己れ の 無力 を 痛感す る畫 家に 取つ 

て、 神の 如き 野の花が、 一片の 畫の 花に 比較され るの を 見る の は、 許すべからざる 胃 潦 と 感じられよう。 か、 る 

比較 を敢 てして、 したり 顏 する その 男が、 人間た る资 格を缺 くものと さへ 思 はれよう。 

然し、 靈 家よ、 管く 待て。 彼 は 君の 最上の 批評家ではなかった か。 公平な、 而 して 公平な 結 架の 赏識 をた めら 

ひなく 君に 捧げる ところの。 

その 理由 をい ふの は 容易 だ。 彼 は 君が 發 見した 色彩の 美が 自然の 有する 色彩の 美よりも、 更に 美しい と證 明し 

たに 過ぎない の だから。 しかも 彼 は それ を 阿諛な しにい つて ゐ るの だ。 靈 家の 仕事に 對 する これ 程な 承認が 何處 

にあら う 0 

私は旣 にい ふべき もの- - 全部 をい つて しまったの を感 する。 靑 年の. 言葉に よって 與 へられた 暗示 は 私に これ だ 

けの こと を考 へさせた。 而 して それ を携 へ て 私 は 私自身の 分野に 歸 つて 行く。 

描かれた 花  二 六 1 
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藝術 { 豕は创 造 するとい はれて ゐる。 全くの 創造 は藝術 {欵 にも 許されて はゐ ない。 藝術家は^：！然の或る斷面を詣 

大す るに 過ぎない。 偽りの 藝術家 は 意識的に それ をす る， 本 常の 蕩術 (哝は 知らす して それ を爲し 遂げる。 而 して 

それ を 彼に 個 有な 力と 様式と を もって 爲し 遂げる" 彼 は 他の 人が 见 なかった やうに 自然 を 兄る。 而 して その a 方 

を 以て 他の 人々 を 義眼す る。 かくて 自然 は 嘗て ありし ところの 相を變 へる。 創造と は それ をい ふの だ。 自然が 創 

造され たので はない。 謂はビ 自然の 幻覺が 創造され たの だ" 

然しながら この 幻覺 創造が 如何に 人間 生活の 內 容を豐 富に する ことよ。 何故ならば 人^ は幻覺 によって のみ 本 

常に 生きる ことが 出來 るの だから。 

.11:1然をそのま-^ に客觀するものは科察者でぁる。 少なく ともさう しょうと 企てる ものが 科學 者で ある。 彼 は {d 

然の 或る 面に 對 して 敏感で なければ ならない。 而して同時にそれを；^:め大する習.1から救はれてゐなければならな 

い。  ： 

彼 は 常に 藝 術の 誇大から 自然 を 解放す る。 その 所謂 美しくない 姿に 於ての 自然 を 露出せ しめる。 人間性の 約束 

として 彼 も 亦 何等かの 方面に 於て 自然 を 誇大して ゐる であらう。 然しながら 彼の & はる 學に 於て は、， 人 の 本 

性なる 誇大 的倾 向から 去勢され てゐ なければ ならない の だ。 

幻覺の 持つ 有顶 天 を無殘 にも 踏み 躏る 冷やかな 徹視。 彼 科擧者 こそ は、 謂 ひ 得べ く は、 まことの 自然 を 創造す 

る もの だ。 人^ を褒 切って 自然への 降伏 を敢 てす る もの は 彼 だ。 

水に 於て は 死 水 を、 大氣に 於て は 赤道 直下 を、 大地に 於て は 細菌な き土壤 を， 而 して 人生に 於て は 感激な き 生 

活を。 


十 " 人が 惡 魔と 名 づけた ところの もの は、 卽ち 近代が 科舉 者と 呼ぶ ところの もの だ。 人 W が 自覺の 初期に 於て， 

誇大した，： M 己 を 自然に 向って 投寫 したの が、 祌 だった。 又 その 誇大 性から 人間 を 自然に 還元しょう とする 精神 を 

具 la 化した のが ：5| 心 魔だった。 それ故に 人 は 祌を崇 び 惡魔を 避けた。 然しながら 自覺の 成熟と 共に、 神 は 人 の 

中に 融け こんで 藝術的 衝動と なり、 惡魔も 亦 人間の 中に 融け こんで 批評 的 精神と なった の だ。 

然 らば 科 梨 は 畢竟 人^的 進軍の 中に 紛れ こんだ 敵の ii 諜 に過ぎない のか。 さう だ。 而 して さう ではない。 

人 は旣に 誇大され たもの を 自然 そのもので あるかの 如く 思 ひこんで、 それ を 更に 誇大す る こと はない か。 

き  1 いどころ ではない。 餘 りに それ はあり 過ぎる。 人 問 は ：^.- 彼の 特權を 濫用す る ことによって、 特權 のために 

濫 川され る。 大地に 根 をお ろして、 稍 を 空に もたげる もの は榮 える。 稍に 大地 をつ ぎ 木して、 そこに 世 3^ を 作ら 

うとす る もの は危 い。 而し てこの 奇怪な 輕 業が、 如何に 厘 i わが 蕩術 家に よって 好んで 演出され る ことよ。 

科 察の 冷やかな 三十 棒 は、 大地に 倚って 立つ 木の 上に も 加 へられる だら う。 けれども、 その 木 は その 三十 棒 を 

^雨と して 受け取る ことが 出来る。 然しながら その 三十 棒が、 拊 につぎ 木され た 大地の 上に ふり 降され る 時、 そ 

れは IK 地 を 暗く する 額 嵐と なって 働く の だ。  I 

人 はこの 額 嵐 を 必要と しない か。 

人 は 土 まみれに なった その 梢の 洗ひ淨 めら れ るの を、 を 延べて 待ち望んで ゐる ではない か。 

5^ よ、 吹き まくれ。 

* 

科 m ネ への ，吿。 
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君 は 人 問の 存在 理. 5 を 無視す ると ころから 出 發 する もの だ。 その 企て は 勇ましい。 

然しながら 君 は 人 問の 夢 を 全く さまし 切る こと は出來 ないだら う。 何故ならば、 人^の 夢 を さまし 切った 時- 

そこに はもう 人間 はゐ ないから。 

1 つの 强ぃ繩 となる 爲 めに は、 少く とも 二つの 小 索の 合力が 必要 だ。 

C 然と 接觸 する 所に は、 人 i§ 特有の 誇大 性 を。 人 §1 特有の 誇大 性に よって 誇大され た 産物と 接觸 する 所に は 

冷厳 無比な 科舉的 精神 を。 

これが 人 の 保持すべき 唯一無二の 道德 である。 

(1 九 ニニ 年 七月、 「改造」 所載) 


生命に よって 書かれ 伫 文章 

世界の 三聖 とい はれる 釋迦、 茶，1^31及ぴソクラテスの 一 生を考 へて 見る と、 そこに は 不思議な 一つの 一 致が 發見 

される。 それ は その 三人が 一人と して、 自ら 筆 を 取って 書いた もの を 後世に 遣して ゐな いこと だ。 而 して そのに 

が 後世に 遣した 說 敎と稱 せられる ものが、 今日 私達に よって 意味され る 說敎と は 相違して ゐる とい ふこと だ。 

あの人 逢 は 自分の 身近 かに 起った 事件と か、 或る人の 質問と かに 應 じて、 その 揚 その 楊の 意見 を 述べた に 過ぎな 

いので、 決して その 人の 大哲舉 を 組織的に 申し出た ので はない らしく 兄え る。 口 常 茶飯 的な 談話が 卽 ちその 人達 

の 私達に SS した 大說敎 だった の だ。 

liu 八：： とい はんに は その 現象 は あまりに 特殊お。 これ は 私達の 生活の 芝居ら しさ を 十分に 反省させる。 殊に 私の 

. やうに 文 S. を 生活の 大部分と する ものの。 

(一九二 二 年セ" 、「文化 生活」 所載) 


生命に よって 昝 かれた 文章  -  ,  二 六 五 


^ii- 武郎 <Hi^  七卷  二た、 六. 

子供の 素樸 さ ， 

近 は紛 りい たづら 害 きも 全くし なくなった。 しかし、 紛を兑 る こと はいつ でも 樂し みだ。 それにつ けても 考 

へる の は 少年 や 少女が 緒に 對 して 持って ゐる 趣味で ある。 

これ は靈 家の 弟が 注意した ことで あるが、 小さい 人た ちが 未來派 ゃ立體 派のへ. i に對 して、 大人が 思 ひも よらな 

い 理解 を 持って ゐる さう だ。 私のと ころの 子供な ども さう いふ 絡 を：； 1- せる と、 强ぃ 興味 を 以て それに 臨み し 力 

も 思 ひがけない 理解 を 示す。 

一 體、 あの やうな 動的の 感じ や、 物 を 面に 於て 觀 察する： 11^ 方が 子供に は 元來發 達して ゐる のか、 或は さう いふ 近 

來の倾 向が 何となく {41 中に 漂って ゐて、 子供の 感情に も自づ から 移入され てゐ るの か、 それ は 私に はよ くわ 力ら 

ない。 併し乍ら、 從來 固定して ゐた總 の 約束が 旣に あまりに 固定され すぎた 爲 めに、 i 然 から 遠ざかって， 子供の 

素樸な 心情に は 大人に 對 しての 程訴 へて は來 ない ので はない か。 さう して、 そこに 固定した 流派 を破壞 して 起った 

流派が 却って 子供の 心 を 捕へ るので はない かとお も ふ。 これ はよ く 研究して 見る と餘程 意味の ある 事實の やう だ 

ー體、 inl 然とい ふ ものに 同定した 相 はない ので、 それ を 或る 形に なほす のが みんな 藝術" おのな しとげた ところ 

で、 謂 は ピ藝術 ^は.！： ：！ 然に對 する 一種の 手品師で あると いふ ことが 出来る。 その 手品が あんまり、 際立って 不自 

然に， なると、 子供の やうな 直覺 力の すりきれて ゐ ない 祌經に は その 乎 品の たねが すぐ 見えす くの かと も 思 はれる 

それにつ けて も藝 術が 如何 に 自然に 密接し て ゐ なければ お" ら ない か V.  S 心 ひや られ る。 

.  (一 九 ニニた ヰ 七月、 「新潮」 所戰) 


心に； ル みろ 人々 

A 

A は 落ちて 行く。 上の 方に 落ちて 行く。 今の 代の 人 はもの- -墜 に 一定の 方向 を 定めた。 物 體の墜 ちる のに 

も * 心の 墜ち るのに も。 A は 然し 人の 定めた 方向に 向って は 塗ち ない。 彼 は その 反對の 方向に 曙ち て 行く。 彼 は 

段々^^^<?になってゅく。 彼 は 燕 返しの 名人 だ。 ^は 先づ 人の 定めた^ 落の 方向に ぬって、 乎に 汙を 握らせる まで 

に 落ちて ゆく。 而 して B: びその 反對の 方. II： に 向きな ほって、 前よりも： 史に 遠く 墜 ちて ゆく。 

然し 人 は 前者 を 認めて 後者 を 認めない。 だから 彼 は 口 々に 人から 忌まれ、 返 けられ、 忘れられる。 

A は 嘗て 一人の 友 を 失って 始めて 藝 術に 來た。 大抵の 人 は 友人 を 失 ふといつ の^に か 忘れて しま ふ。 A は 友人 

はくらく 

を 失った が 故に 藝 術に 來た。 彼 は 友人から 剝落 する ことが 出來 ない。 友人 を 亡くして 詠欽 する もの は ある。 けれ 

ども 失 はれた 友人と 心中した の は A だった。 だから 人 は A の轉身 を 無意味な：！ M まぐれと して 5^ つた。 彼の 墜落の 

方向が 人の 定めた 原則と は 違って ゐ たから だ。 

A は藝術 を鑑赏 する 代りに それ を 生きた。 藝術を 生きる とい ひながら 資際は それ を！ Ss: して ゐる のが 人の 定め 

た^^だ。 だから A は 馬鹿の 骨頂だった。 彼 は 酒を飮 むのに 金の 缺乏を 感じて、 身近 かなもの は 印 を 偽造した。 

な 近 かなものが 火の やうに 怒って 監獄に た.^ き 込む といった。 A は それが 恐ろし さに 平 あやま リに あやまった。 そ 

こで 彼 は 人な みに なった か。 入な み 以上に なった。 人な み 以上になる の は 紫外 光線になる のに 等しい。 それ は 人 
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の 網膜に は 感じて 來 ない。 

A は 一一 一一：： 紫 ど ほりの 聖徒に ならう とした。 然し その 瞬 に、 彼 は 魂 を 消す やうな 崩壊の 大昔 響に 遇った。 絶對的 

に 祌がゐ なくなって しまった。 祌がゐ ない と 主張す る 人に も 微細に は 祌がゐ る。 けれども A に 於て は、 祌がゐ な 

いと 知った 彼 自身の 外に は 神が ゐ なかった。 祌がゐ ない 11 從 つて 森羅萬 象はなかった。 

A は孤獨 な、 然し 祌を すら 撥 無す る 力と 抱き合った。 A は その 力に 震 はされ て五體 そのもの までが 激しく 震へ 

た。 彼 は 露 直に は 歩け なかった。 醉 どれの やうに 千鳥に 歩いた。 實際 土の 上 を さう 歩いた。 而 して 彼 は 妻と 子と 

がゐ ない 所から ゐる 所へ と歸 つて 來た。 

不幸なる 超人よ。 A は餘 りに 烈しく 淚 もろかった。 彼は淚 もろい が 故に その 一人の 友から 剝跪 する ことが 出来 

なかった。 それ を A は氣 付くべき であった かも 知れない。 然しながら、 人て ふ 人に して その 最大の 弱 點に氣 付き 

得る 人が ある だら うか。 

この 一 つの 點に問 違 ひ はない ことが 必耍 である。 それ は 彼の 淚 もろ さが セン ティ メンタル 程度の もので は. なか 

つたと いふ こと だ。 又 自分が 好んで 淚 もろい とい ふの を 知り 拔き 得る そんな もので もなかつ たこと だ。 さう いふ 

A がその 妻と 子と を G1 分の 中に 全く 取り入れる ことが 出来た であらう か。 若しくは 神 を 撥 無せ ねばならなかった 

彼で ある 故に、 その 妻と 子と を 撥 無し 得た であらう か。 西 行 法師の 淚 もろ さなら それが 出来た かも 知れない。 撥 無 

した 妻子 を 詠歡の 的と して、 不卽 不離に 保存し 得る 人に は それが 出来よう。 然しながら A の淚 もろ さは 愚かしき 

までに 頌^な の だ" A は その 妻子の 故に 自殺 を 思 ひ 立つ こと すら 出来た。 A にあって は 骨肉の 執着 は 骨肉 を 越え 

はん 

てゐ た。 A は 妻子に 於て 彼に 背敎 する 彼 自身 を 見た。 或る時 は 彼 は 妻子の 方に 落ちて 行った。 而 して 或る時 は 反 

噬 して 彼 自身の 方へ と 際どく 攻め寄せ ていった。 それ は聖 なる 地獄 だ。 そこに は 一 つの 品詞 も あり 得ない。 名 は 


或る もの kls と 量と を 限る。 名のない もの、 それ は 渾沌に 過ぎない。 A は 酒と 女と に 行った。 妻で あり 得ぬ とこ 

ろの 凡ての ものへ と 走った。 さう かと 思 ふと、 敵の 胸に 吸 ひ 寄せられる 征矢の やうに 妻に 歸 つた。 その 間に あ 

つて、 A はたぐ 一 つの 活路 を 詩に 求めた。 然しながら 彼 は 人の 知る やうな 日本語 を 知らない。 又 文人が 專用 する 

じゅもん  たは ごと 

表现を 知らない。 なほ 叉、 彼に は 詩の 要素と せられる 詠歎がない。 その 詩 は 呪文の やうだった パ醉漢 の囈言 の や 

うだった。 ぼきく とその 詩は枯 枝の やうに、 どこで e も 折れた。 その 枯 枝の やうな 詩の 一 片は、 その 一 言 一 句 

は、 普て まが ふかた なき 水々 しい 枝であって、 根から 養分 を 吸 ひ 取り、 太陽と {4i 氣 とに 親しい 挨拨を 送られた も 

ので ある こと を 語る にしても、 人 は 固より 見 も 返らなかった。 制作が 生きた 幹から 落ちた 枯枝 でない とい ひ 得る 

ものが 何^に あらう。 人 は 悉く それ を 承知して ゐる。 然しながら それが 言の葉に よって 生きた もの \ 如く 飾られな 

ければ、 卽ち 人が 知りつ V その 詐術に あざむかれなければ、 人 は それ を 取り上げようと はしない の だ。 A は 人 M 

なみに 詩 を 作らう とした。 併しい つの 問に か 詩の 女 祌を眞 裸 かにして しまった。 恐らく 女神 は それ を恥ぢ はし ま 

い。 然しながら 人々 は 笑 ひ 切れない やうに A の 迂愚 を 笑った。 彼 は 詩に 於ても 上に 向って 露 倒さまに 落ちて 行つ 

たの だ。 

詩 もまた m, 過ぎる と A はい ひ 出した。 あらゆる 方面に 對 しての 價 値の 置きな ほしが 全く 徒勞に 終った 時、 彼 は 

或る fE?;;S を 以て、 無價 値の^ 界を かすかに IS 一間 見た。 陶醉 者の 視野。 苦しから ぬ 程度に 醉っ たもの- -淚 と、 笑 ひ 

と 怒り。 そこの 世界に はありと あらゆる 情景が ある。 それ は醉 はない もの- -經驗 すると ころよりも 更に 靈活 だ。 

けれども そこに 惯値 はない。 前と 後と がない。 原因と 結 栗と がない。 計畫 がない、 報償がない。 tangible  mirage! 

A にあって は 詩 もまた 重す ぎた。 

彼 は 遂に 妻と 子との 奴隸 になり 下った。 11 これ を 讀む人 は 私の 詐術に 注意せ ねばならぬ。 彼 は 3s: 〈になり 下つ 
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しるべ 

たらう か — 。 A は知邊 から 妻子の ために 合力 を 求めた。 而 して 彼 は 帳 楊に 坐って ゐる 妻の 爲 めに、 朝から ま 

で 市屮を 歩き 赍り をす る。 夜、 A は 妻から 惠 まれる 酒 を その 胸の. M 人へ 流し こむ。 彼 は 丸太の やうに 寢る。 

彼 は 落ちた。 妻と 子の 丁稚になる までに 落ちた。 人 は A のかく までの 落ち 方に 滿 足して ほく そ 笑んで い.. - 彼 

は 然し 同時に 上の 方へ と 落ちて ゆく。 どこまでも/ \ 落ちて 行かう とする その 神經 の！！ 太 さよ。 

A、 彼 は 私の 心に. 沁みて 來る。 

B は 愛する こと を 知らなかった 時に 愛された。 彼女に 取っての こよない 幸 幅な 不幸。 

愛した もの は B の 理想 通りに 優れ 秀でた 異國の 人だった。 愛する こと を 知らなかった B は、 それ故に： ての 人 を 

退けた。 何故なら その 人 を 捕へ る こと は- 彼女の 理想 を 拙へ る こと だから。 而 して 理想 を現赏 に 於て 柿へ る 程 .0 

己 を 醜く する 行 爲は復 とないだ らう もの。 

B を 愛した もの は、 斷末 魔の 叫びと、 珍ら しく 大きな 一顧の 金剛石と を B に 殘 して、 生死の 程も覺 束ない 時 問 

と KI^El との 彼方へ 消え失せた。 無限 を 有限に かぎる 不思議な 魔術の 輪が その 時から おの 身邊に 投げられ たの を お 

は 知らなかった。 

B に は 何^もなく 凡てが 過ぎ去った。 さう 少なくとも 彼女に は 忍 へた。 

やがて B が 愛する こと を 知る 時が 來た。 言葉 を換 へれば、 牢獄の 門が B の爲 めに 廣く 開かれた。 始めて 見た も 

のに は、 地獄 さへ が： 大 國 かと 思 はれ 得る。 殊に 女 は 巧みな 網 を 張る 蜘蛛であって、 同時に、 その 網に 陷る肓 目な 

胡蝶で ある。 B も亦危 くも 身 自らに 催眠術 を 行った。 而 して 彼女 を 引き止めよう とする 手 を さへ 振り 拂 つて、 そ 


の 門 を 潜った。 

誰が それ をき ちで あると いひ 得よう。 縱令 過ちであった にしても、 それ は 凡ての 人が 犯す ところの 過ちに しか 

過ぎない。 それ故に それ は 畢竟 過ちで はない。 それ故に B は 人な みに 幸 幅だった。 

幸福だった。 然し B は その 幸 幅の 中に 不幸 を 見出さねば ならなかった。 最上の 運命 11 さう いふ もの は {4.; 想に 

等しい この 地上に 罕れ では あるが 11 を 捕へ たと しても それ は 不幸 だら う。 然しながら その 不幸の 巾に こそ {<丄 

虛 のない 幸； 1 は ある。 最上の 運命 を 捕へ る こと は、 前に もい つた 通りに、 自分の 醜 さ を 思 ひ 知る こと だ。 それ は 

何ん といっても 人 としての 最大の 不幸 だ。 而 して、 それ だから それ は 幸福 だ、 捕へ る こと を敢 てす る rmR 氣 ある 

人に とって は。 最上の 運命 を 01 けて、 その 一 つ 手前の 運命に^ を 委ねる もの は、 現世の 幸福の 夥多 を 受け 納める 

だら う。 而 して それ故に こそ 不幸が 芽 ざす。  . 

愛する こと を 知る 前に、 愛すべ かりし ものに 邂遍 した、 その 奇怪な 自然の 悪 戲 によって、 B は 共の 後 彼女が せ 

ん じて 受け入れた 生活から はみ出した。 その 自然の 惡戯が B を 永遠の 處女 にした。 彼女 は處女 そのもの \ 無 邪：： f 

さ を 以て、 fS はぐ 前世に 於て 失った やうな 寶を 求めて 歩く。 地上 は 彼女の 眼に 貨 店の 混雜を 以て ひしめ いて ゐ 

る。 凡ての 人の 眼 は狂亂 して 火花 を 散らし、 山と 積み上げ、 海と ひろげられた 商品の 問から、 最も 敏速に、 ！:^ も 

安 恨に、 袋 も 俐巧に、 掘 出し もの を 貪って ゐる。 商品 棚に 沿うて 流れ 行く 食慾の 洪水。 B も 亦 その 洪水の 水と な 

つて ひ 流れる。 百貨店の 入口に 脫 がれた 履物 は、 出口から その 主人 を乘 せて、 何處に ともなく 走り去る。 

けれども B の 展物は 恐らく 永遠に 出口に あって B を 待たねば ならぬ だら う。 その 履物 は B が 出口に 姿 を 現 はす 

前に 朽ち てる だら う。 何故なら B は、 出口に 押し流され ると， 忽ち 眼に 淚を ためて、 ぴ 入口の 方へ と 流れ を 

溯る から。 見よ、 B の 乎に は、 大きな 金剛石の 唯一 つ 輝く その 乎に. は、 虚ろが 淋しく 抱かれて ゐる ではない か。 
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入口 を潸る Si もな く、 力に 餘る ほどの 荷物 を か へて 出口の 端近く 誇らしげ に 立つ 顧客の いかに 多い ことよ。 

B は處 女らしい 羞恥と もどかし さと を 以て その 人々 を羡み 眺める。 けれども それらの 人の 購ひ 得た もの は 不幸に 

して B の購 はう とする もので はない。 

B は邀. - 人波の 間に 巖の 如く 立ちす くむ。 人々 は 奇怪な 邪魔物に 眦を 反へ して、 彼女の 袖 を ひきちぎらん ばか 

りに 擦 過す る。 百貨店に 俯 はれた 黑服 鏡の 探偵 は、 こ- -に 去り もやらぬ 美しい 空手の 顧客に 對 して、 見ぬ ふりす 

る 鋭い 隨を射 込む。 B は 然し それらの 惡意 にも 注意せ ぬ ほどに 命が けなの だが。 

事業、 劇場、 良人と 母と への 奉仕、 美しい 弟、 冒險， 誘惑、 密會、 慈惠、 徹夜の 舞踏、 獨身 者への 接近、 活 

動、 若愤、 强 ひて 自ら 陷れる 疾病、 而 して、 而 して、 而 して それらの 凡て，  水 遠の 處女を 讃美す る もの はこ 

れを 見よ。 それが 呪詛 ではない か、 苦難で はない か、 地獄で はない か。 B は 清れ を さへ 我が ものと して 摑ま うと 

する。 然し それさへ が 彼女の 手に 乘 ると、 なまぬるい 淸 さに 早變 りする の だ。 永遠の 處女を 讃美す る もの は、 女 

の 本能 を 胃 瀆 する もの だ。 描かれた セン ティ メンタ リズム を剝ぎ 去る 勞を 惜しみ さへ しなかったら、 人 は 女が 處 

女から 如何にして 完全に のがれ 出づ べき かに 悶えて ゐ るの を發見 する だら うから。 

然しながら， B の 場合に あって は 殊に さう であると しても、 女が 處 女から 完全に のがれ 出る 道 は、 なべての 女 

自身が 想像す る 程 そんなに 容易な ことで はない。 

而 して 遂に 魔の 環の 働く 時が 來た。 B は 有限 を 目が けて 無限に 對 して 矢 を 放った。 彼女が 愛する こと を 知らな 

かった 時、 彼女 を 愛した 異邦の に對 して、 心 あてに 一片の 火の やうな 戀文を 書いた。 

世界 は 音 を 絶える。 閬爾 として 死の やう だ。 眼 かくし された B は、 發 矢と 放 たれた 矢 弦の 音 を 聞く と共に、 思 

はす 地に ひれ 伏して、 遠鳴りす る 矢ひビ きに 耳倾 ける。 それの みに 心の たけを 集める。 鬼 も 角 も 矢 は 飛ぶ。 何處 


I 
I 


に。 萬に は しい に， 一 つに は その 人の 胸板に。 彼女 は 地に ひれ 伏して 耳倾 ける。 

B、 彼女 は 私の 心 に^みて 來る。 

(一九二 二 年 八月、 『中央 公論 定期^ 刊號」 所載) 
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木 曾 山中 

私 は 未だ その 境に 臨んだ ことはありません。 然し 私の 友が 話して^ かせて くれた こと を 永く 忘れす にゐ て、 身 

自ら その 境に ある やうな 氣 がします。 木 曾の 山奥の 夏の 夜 を その 友 はた 2- 一人旅し ました。 幕府 時代から 伐採 I ポ 

斷の五 種の 村樹は 大正の 御代に も 昔の 面影 を 淺 して、 繁り 返って、 欝 蒼と 夏ら しい 夜氣に 浸って 立って ゐ ます。 

山道 は 割合に 廣く布 かれて はゐる けれども、 うざ. （-と 物凄い までに 繁り 合った 綠 葉の 爲 めに、 一 歩 一 歩 を 踏み 

出す さへ 恐ろしい 程黑み 亙って ゐ ます。 無 藤の 境と はこ- - でせ うか。 草鞋の 音 さへ がすぐ 打ち消される やうな 靜 

かさです。 塞い までの 山氣 が、 全くお びえ てた やうな 旅人の 心の奥へ と 沁み 通って 來て、 地球の 上に ゐる やう 

な 思 ひ を させません。 行け どもく 同じと ころです。 眞黑な 森林、 かすかに 白く 走る 道， 一人の 旅人、 死 その も 

の. t やうな し^ま。 突然 森の 一方が 憐光を 放って かすかに 明るくな りました。 それ は 旅人の 幻覺 とも 思 はれる や 

5 た ご え 

うな 明るさです。 同時に、 どこから ともなく、 この 世の ものと も 思 はれぬ やうな 歌 懿が靜 かに 聞こえ 出します。 

旅人の 脚 は 我れ 知らす すくみ 上ります。 而 して 明るくな つた 森の 一方に 眼 を さだめます。 それ は 夏の 夜のお そい 

月の出です。 檜 や 杉の 大樹の 幹に 立ち 割られて、 凉 しい 月が 地平線 近く …… 歌磬は 急に かまびすしい までにな り 

ます。 それ は 枝と いふ 枝に 假 りの 宿り を 求めて 眠って ゐた 小鳥た ちが、 眼を覺 して 月の 光を迎 へる 歌な のです。 

今まで 死 そのもの- - やうであった 大 森林が、 一 つの 不思議な 樂 器に 變 ります。 誰でも その 境に 立つ と 眼に 淚の c~ 

み 上げて 來 るの を 担み 得ないで せう。 

さう その 友 は 私に 語って 問 かせました。  (一九二  ニハネ 八， パ、 「婦女 B^」 所載〕 


小作人への 告別 

八》;十七：11私は^13分の户べ場の小作人に^會所に$^まってもらひ、 左の iji: 別の 霄葉を 述べた。 これ は IS は 私の 私事で は あ 

る けれども、 その 常時の 新^紙が、 それにつ いて 多少の 報^ を 公け にした ので あるが、 又 間き のこと でも あるから 仝く 勝、 

謬がない とはいへ ない。 かうな る 以上 は、 私の 所 言 を 表して、 讀者 にお 知らせして おくのが 便利と 考 へられる。 

^^て繁の時節にゎざく^^まって下さって有難く思ひます。 然し 今 口 は 是非， に 聞いて いた^か ねばならぬ 用 

事が あった ことです から 悪しから す 許して 下さい。 

私が この 場 を 何とか 處分 するとの 蔡は 新聞に も 出た から、 諸君 もどう する ことかと 色々 考 へて 居られた らう 

し、 义 先頃 は 農場 監督の 吉川 氏から、 氏と しての 考へを 述べられた 害 だから、 私の 處分 についての、 大體の 様子 

はわ かって 居られ たかとも 思 ひます。 けれども この 事柄 は 私の ロづ から 申し出な いと 落ち 辛 5 かない 種類の ものと 

信じます から， 私は^5^京から出て來ました0 

t ルー、 第二の 農場 を 合して、 約 四百 五十 町歩の 地 精に， 諸君 は 小作人と して 七十 戶に 近い 戶數を 有って ゐま 

す。 今 口にな つて 見る と、 開墾し 得べき ところ は 大抵 開墾され て、 立派に 生產に 役立つ 土地に なって ゐ ますが、 

^懇常 初の こと を考 へる と、 一 時代 時代が 隔たって ゐる やうな 感じが します 。こ、 から 見渡す ことの 出来る 一 面の 

土地 は、 丈け 高い 熊 彼と 雑草の 生 ひ 茂った 密林でした 。それが 私の 父が この 土地の 贷し 下げ を 北海道 廳 から 受けた 

常時の この 邊の 有様だった のです。 食料品は固ょり凡ての物资は東%\^{.^^から馬の5:1:で運んで來ねばならぬ交通 

不便のと ころでした。 それが 明治 三十 三年 頃の ことです。 爾來 諸君 はこの 農場 を 貫通す ろ 川の 沿岸に 掘 立 小屋 を 
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管み、 ら ゆる 艱難と 戰 つて、 この 土地 を 開拓し、 遂に 今日の やうな 美しい 農作 地を兑 るに 至りました。： 固よ.：^ 

EE 墾の 初期に 草分けと して 這 入った 數 人の 人 は、 今 は. 1 人 も つて はゐ ません が、 その後 每华這 入って くれた 人 

人 は、 草分けの 人々. の あと を嗣 いで、 遂に この 土地の 無償 附與 を道廳 から 許可され るまでの 成績 を 擧げて くれら 

れ たのです。 ...  . ., 

この 土地の 開墾に ついては 资金を 必要と した 事に 疑 ひはありません。 父 は道廳 への 交涉と 資金の 供給と に當り 

ました。 そ， Q 外 父 は その 老軀を 度々 こ、 に 運んで、 成 墾に盡 力し まし、 た。 父 は、 私が 農 を 研究して ゐ たもの だ 

から、 私の 發展 させて 行くべき 仕事の 緒 口 を こ&に 定めて おく 積り であり、 又 私達 兄弟の 中に、 不幸に 遭遇して 

身動きの 出來 なくなった ものが 出來 たら、 この 農揚 にころ がり 込む 事に よって、 兎に角 餓死 だけ は 免れる ことが 

出來 ようとの、 親の 慈悲心から、.. この 廣場 の經營 を 決心した らしく 見えます。 親心と して これ は 有難い 親心 だと 

私 は 今でも 考 へて ゐ ます。 けれども、 私 は 親から 譲られた この 農場 を 持ち 續 けて 行く 氣 持が 無くなって しまった 

のです。 で、 -私は 母 や 弟妹に 私の 心 持 を 打ち明けた 上、 その 了解 を 得て、 この 土地 全部 を 無償で 諸君の 所有に 移 

す ことにな つたので す。 ，  -  , .  ： 

かう 中し 出た とて、 誤解， をして 貰 ひたくな いのは、 この 土驰を 諸君の 頭數に 分割して、 諸君の 私有に するとい ふ 

意味で はない のです。 諸君が 合同して この 土地 全體を 共有す る や， うにお 願 ひする のです。 誰でも 少し 物を考 へる 

力の ある/ < ならす ぐ 分る こと だと 思 ひます が、 生産の 大本と なる 自然 物、 卽ち 空氣、 水、 土の 如き 類の もの は、. 

人 Si 全體で 使用すべき もので、 或は その 使用の 結 某が 人間 全體に 役立つ やう 仕向けられなければ ならない もの 

で、 ー侗 人の 利 („r はかりの 爲 めに、 個人に よって 私有 さるべき ものではありません。 然るに 今の 世の中で は、 土 

地 は 役に立つ やうな ところ は 大部分 侗人 によって 私有され てゐる 有様です。 そこから 人類に 大害 をな す やうな 事 


柄が 數へ 切れない 程 生れて ゐ ます。 それ 故 この 農場 も" 諸君 全體の 共^にして、 諸君 全體が この 土地に 責任 を感 

じ、. 助け合って、 その 生産 を 計る やう 仕向けて いって 貧 ひたいと 願 ふので す。 

§ ^に 利害 勘定から いっても、" 私の 父が こ ひ 土地に 投入した 資金と、 その後の 維持、 改良、 納 稅の爲 めに 支拂 つ 

お金と を 合 J:^ して 兑て も、 • 今日までの 11 毎年 諸？？； から 集して ゐた 小作料 金に 比べれば 誠に 僅かな ものです。 私 

が これ 以上 諸君から 牧め るの は、 さすがに 私と しても 忍び難いと ころです。 それから 開墾 當 時の 地 價と、 今日の 地 

惯 との 大きな 相違 は 如何して 起って 來 たかと 考 へて ほし ノ ると、 それ は 勿論 私の 父の 勤勞ゃ 投入 资 金の 利子 やが 計上 

された 結 21- として、 價 格の 高まった ことにな つたに は 遠 ひありません が、 それば かりが 唯一の 原因と 考へ るの は 

つか 

大きな 逮 ひであって、 外界の 事情が 進む に從 つて、 こちらで は 手を束ねて ゐる 中に、 いっか 知らす 地價が 高ま 

つた 結 报を來 して ゐ るので す。 かく 高まった 地^と いふ もの は、 謂 は ビ社會 が 生み出して くれた もので、 私の 功 

績 でない ばかりでなく、 諸君の 功鑌 だと もい ひ皴 ねる 性質の ものです。 この こと を考 へて 兑れ ば、 土地 を 私有す 

る现 ii は (俭 i 立たない 譯 になる のです。  . 

然しな がち、 若し 私が 外に 何の 仕事 も出來 ない 人^で、 に依賴 しなければ、 今 rw 々々を 食って 行けない や 

ケ でしたら、 現在の やうな 仕組みの 世の中で は、 或は 非 を 知りながら も 諸 s?^ に 依頼して、 パ ンを食 ふやう な^に 

從 つて 生きよう としたか も 知れません。 ところが 私に は 一つの 仕事が あって、 他の 人 は 如何い はう と、 私と して 

はこの 上な べ樂 しく 思 ふ 仕事です し、 又 その 仕事から、 鬼に 角 親子 w 人が 食って 行く だけの 牧入は 得られて ゐま 

す。 明：：！ は 如何なる か 知らす、. 今日は 得られて ゐ ます。 か- -to 保證を 有ちながら、 私が 所有地 解放 を斷 行し なか 

つたの は、 私と して 甚だ 怠慢であった ので、 諸君に 對し 殊更 面目ない 次第です。 

. 大！^ 以上の 理. H の もとに、 私 はこの 土地の 全體を 諸.： S 全體に 無- S で 譲り渡します。 但し 正. 確に い. ふと、 私の 徴 
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した 小作料の 中 過 剩の分 を も 諸君に 返濟 せねば 無惯 とい ふこと が出來 ぬのです が、 それ はこの 際勘辨 していた 

だく ことにし たいと 思 ひます。 

なほこの 土地に 住んで 居る 人の 中に も、 永く 住んで ゐる 人、 極めて 短い 人、 勤勉であった 人、 勤勉で ある こと 

の出來 なかった 人 等の 差別が ある 譯で すが、 それら を 多少^ 酌して、 この 際 私から ぉ禮 をす る 積り でゐ ます。 5! 

し、 一旦 この 土地 を 共有した 以上 は、 か. -る 差別 は 消滅して、 共に 平等の 立揚に 立つ の だとい ふこと を覺 悟して 

!：< はねば なりません。  . 

又 私に 對 して 食 債 をして 居られる 向き もあって、 その 高 は 相當の 額に 達して ゐ ます。 これ は 適當の 方法 を 以て 

必す 濟 していた ビ かねば なりません。 私 は それ を 諸君 全 體に 寄附して、 向後の 费途に 充てる やう 取 計ら ふ 精り 

でゐ ます C 

つまり 今後の 諸君の こ の 土地に 於け る 生活 は、 諸 が 紙 織す る自. S な 組合と いふ やうな 形になる と 思 ひます 

が、 その 運用に は 相當の 習練が 必要です。 それに は、 從來 永年 この 農場の 差配 を擔 任して ゐた 監督の 吉川 氏が、 

ゎづら 

諸君の 境遇 も 知悉し、 周圍の 事情に も 明かな ことです から、 幾年 かの 氏を累 はして (^より 一 組合員の 資格 を 

以て) 實 務に當 つて 簋ふ のが 一番い.^ かと 私 は 忍って ゐ ます。 永年の 交際に 於て、 私 は 氏が その 任務 を 辱し める 

やうな 人で はない と 信じます から 一言し ます。 

けれども 是等 M 細に つた 施設に 關 して は、 札幌 農科 大擧 經濟 部に 依頼し、 具 體案を 作製して 貰 ふこと になつ 

てゐ ますから、 それが 出來 上った 時、 諸君が それ を 研究して、 適當 だと 思ったら それ を 採用され たなら、 少な か 

らす實 際の 上に 便利で せう。 

具體 案が 出来 上ったら、 私 は 全然 この 農場から 乎 を 引く ことにします。 私 も 今後 は經濟 的に は 自分の 力 だけの 


-範 zi で 生活す る覺 a," でゐ ますが、 從來 親譲りの 遣產に 依って 衣食して 來た關 係 上、 思 ふやう に 行かない 境遇に 追 

ひ つめられる かも 知れません。 そんな 時が 來て も、 私が この 纖楊を 解放した の を 悔いる やうな こと は斷 じて ない 

IS りです。 昔な つかし さに、 偶に 遊びに でも やって 來た 時、 諸 5- が 私に 数日の 宿 を 惜しまれなかったら、 それ は 

私に 取って 望外の 喜びと する ころです。 

この 上い ふこと はない やうに 思 ひます。 終りに 臨んで 諸 の 將來が • 協力 一致と 相互扶助との 觀念 によって 導 

かれ、 现 代の 惡 制度の 中に あっても、 それに 動かされない だけの 堅^な 茶 礎 を 作り、 諸君の 精神と 生活と が、 自 

然に周 圍 に 働いて、 周 園の 狀况 をも變 化する 結 架になる ようにと 祈ります。 (一 九 ニニ 年 八月 十七 日) 

ノ  .  (一 九 ニニ 年 十 n ；、 「さ 所載)， 


小作人への il:! 別  二 七 九 


.1? 島 武郞仝 雄 .4^- 七卷  二八 G 

「靜 思」 を 讀んで 倉 田 氏に. 

—— 同時に .HI 分 の 立場 を 明か にす るた め に —— 

1、 提 言 

批評， ：！^ 若しくは 紹介者と いふ やうな 立場に ある 思想家 は 別と して、 自分の 中から 或る、 王 張 を 生み出して、 人に 

訴 へようと する 思想.： M に 取って、 主張 せんとす る 思想の 內 容を嚴 格な 統一 の 下にお くと いふの は 望ましい 事に 相 

違ありません が、 實 際に は 至難 中の 至難な ことです。 多くの場合に、 か.^ る 人の 主張の 中には 必す 何等かの 矛 1^ 撞 

$g が 含まれて ゐな いとしても、 少なくとも 表現の 混雜 があります。 一 つ/, \の 言葉 を その ま- - 受け入れて は 却つ 

て その 主張者の 本旨 を 誤り、 暗示と して 受け取った 時に、 寧ろ それ を： 止しく 理解し 得る やうな 形に 於て、 思想の 

表現され る 場合が 極めて 多い の を 見ます。 これ はさ も あるべき ことです。 何故なら、 嚴密な 意味に 於け る 思想の 

創造者 は、 その 思想 を 自分の 體驗 から 棒り 出さねば ならぬ の だから、 自分の 生活と 曾 葉との 間に は 到底 完全な 分 

離 作用が 行 はれ 難く、 從 つて 首 葉ば かり を 通して は その 人の 表現し よ とする 思想の 全體が 十分に 第三者に は觀 

望し 得られない からです。 

： 私の 思 ふところが §1 違って ゐ なければ、 あなた も 亦 思想家と して、 批評家 若しくは 紹介者に 屬 する 思想家で はな 

く、 或る 主張 を EI 分の 生 の 中から 抽出 せんとす^ 思想家であります。 あなたの 思想の 强 味は資 にこの 點 にある 

Ai 信じます。 あなたの 思想に 接する 人 は、 ^111分の生活がそれ|^ょって如何影響されるだちぅとの豫感なしにはゐ 


られ ますまい。 同時に あなたが さう いふ 種類の 思想家で あるが 故に、 あなたの 思想が 論理 舉で 割り出した やうに 

1^ 確で 尾 一貫した もので あり 得な いのも 勿論です。 あなたの 氣 持にまで 潜り 入らなければ、 あなた を 正 當に现 

解し はな いのは 勿論です。 あなたの 言論に 對 して 物 をい ふ 批評家の 中には、 この 點を 全く 閑却して ゐる人 も ある 

やうです。 それで は駄 Rr たと 私 だけ は 信じて ゐ ます。 あなたに 或る 申し出 をしょう とする 私 は、 .E 分の 力の 及ぶ 

りこの 赛實に 心して 行く 積り です が、 自分の 洞察力と 經驗 との 不足の ために、 却って あなたの：： S 持 を 曲解し な 

いと も 限らない 危 險を覺 悟せ ねばな りません。 若し 私に 曲解が あったら 十分に 訂正して 下さい。 

この！ 3^ あなたに ぉ舍 ひした 時、 あなたの 思想に 對 して 思 ふこと を 害いても い- - かと 私が お聞きしたら" あなた 

は快！^！を與 へられました。 友人と して は 恐らく 私 は あなたに だけ 私の 疑問 をお 尋ねして S けばい X やうで も あり 

ますが、 これ は 私達 二人 だけの 間の 問題と する よりも、 あなたと 私と に 多少な り 關心を 持つ 人々 にも 披露して 考 

へて M ふ 方が 都合の い. ^ことおと 考 へたので、 こ- -に發 表して 兒る ことにし たのです。 恐らく 二人が 如何に 激し 

くちぎ た 

く 論じても、 口： ない §^ 歸を 放ちあって 終結に する やうな 結^から は、 お 互 ひの 友情が 救って くれる だら うと 信 

じて、 私 は 安心して この 仕事に 向 ひます。， 

. 锻 後に ぉ會 ひした 時、 最近 起った 或る 裹件 によって、 あなた は 思想 的に も 屈折 點に來 て をら れる やう だとい はれ 

ました。 それ 故 r 靜思」 は あなたに 取って 既に 過去の 産物と しての み 役立つ ものになる かも 知れない と 思 ひます が、 

あなたが その 全部 を 抹殺され る こと はよ もやない ものと 信じ、 それによ つて 私の 所感 を 申し出る ことにします。 

「靜 m ど といっても 私 は 自分の 必要に 從 つて、 その 中の 「序文」 と r 勞慟述 動の 道德的 极據に 就いて」 と 「精 極 

^」 との 三篇を 選ぶ. を 得たい と 思 ひます。 

-最 近の 今- 談の恃 あなた は 私に 就いて、 「あなた は 一種の 謙抑と いふ やうな ものから、 自分の 所 する ものに つ 

「靜 S 亡 を，： i んで <5  3 氏に  二八 j 


有島武郞令：^  二八 二 

いて 過酷に 近く、. nn 分の 所有し ない ものに ついて 宽大 であるの みならす、 その 中に 何 か. 素晴らしく よい ものが 潜ん 

でゐる やうな g 待 を 持つ 倾 向が あると 思 ふ。 それ は，： W 分 もさう だが」 とい ふ 意味の 言 紫 を 中し 出されました。 そ 

れが 謙抑から 來る のか、 或は 自分の 自信が 足りない ところから 來る のか、 それ は 知らない けれども、 觅に角 さう 

した 倾 {!: は 私に はあり さう に考 へられます。 然し この 論文 を 草す るに 常って は、 出来るだけ 自分 を か- -る 束縛 か 

ら 解放した いと 思って ゐ ます。 見知らぬ 人に 話しかける 場合と、 一人の 友に 話しかける 場合に 於て、 私の 態度 は 

おの づ から 異ならねば なりません。 私 は 十分に くつろぎます。 

一 一、 「序文」 について 

「序文」 に 於て あなた は 思想家なる もの \ 立 楊に 就いて、 明確な 主張 を與 へられて ゐ ます。 人 が (「何事 か を 

反^し 得る 限り は、 そして 反贫 せざるを得ない 限り は、 我々 の 前に 思想の 世界が 厳存す る」。 この 言葉の 中に 忍 

想 家の^ 在理. S が 出發點 として 揭 げられ てゐ ます。 而 して 思想の 世界が 厳存す る 以上、 之れ に 臨む 態度と して 

A 《2) 

现 そのもの を 求めなければ ならない。 他の 如何なる 功利的 E 的 を も 求めて はならない」 といって 居られ ま 

す。 而 して あなたに 從 へば、 露 理 そのものと は價 値であって、 惯似は 功利 を 超越す る もので なければ なり ませ 

ん。 何故なら 现赏 の實際 問題に 關 していっても、 それ は 「現に 追求し 得た る M 理 *^值 を 理想と して、 現 實の事 

情に 於て、 嚴高 可能の 所に 於て 解決すべき である。 最高 可能の 資質 的 尺度 を 以て、 露理* 惯值を 測って はなら な 

い」 からであります。 隨 つて、 i 思想家 は 時代 を 超越し なければ ならない」 のです。 

私が あなたの 文章の 喾き拔 きを 斯く 順序立て たのが、 g 違って ゐな いとしたら …… 私 は それ を 主題と して 私の 

#.'へを申し出てE^^すo 


；?^ が .Ms; する 以上、 思想の 世界の^ 在 を 許す の は 至 常の i^rr であります。 唯 私の I;- 感 からい ふなら ば、 私の 反贫 

の 動 W に は必す n 前^ Si の 世界が 含まれて ゐ るの を發兑 します。 卽ち 私が 私の 各. -の 現在 を 如何にして 生き甲斐 

ある ものに なし るかと いふ ことが 含まれて ゐ ます。 ほ 〈理 のために ぼハ 现を 探究す るの だと 主張し、 そのために 他 

の 欲 若しくは 功利的 ほ 的 を 全然 捨て去る ことが 出來 たと しても， それ をす る ことによって 私が 生き甲斐 を 感じ 

たかったならば、 私 は卽』 m に その 企て を 抛擲せ ねばなら ぬで せう。 何故なら 生命の 否定 は 死 を 結 架す る 外に 道が 

ないから です。 而 して 眞现 探究の 途上に 於て は 全部 的な 生き S. 斐は 感じられない にしても、 露 理が發 見され た 楊 

つな 

合、 それが 達成され ると いふ 豫 望が 現在なる 現覽世 3^ に繁 がれて ゐ なかったならば、 私の 生命に は 11« "い 絶望が あ 

るば かりです。 それ 故、 私の 心中に 建立され る 思想の 世界 は 如何に 幽玄 永遠な 問題に ¥: つて ゐた としても、 それ 

は 必す现 在の 现貲 世界に 住する 私と 密に 結ばれて ゐ るので、 若し 假初 にこの 事實を 忘れて ゐ るなら、 私 は その 報 

い を 受けて 思想 的に も 墮^济 せねば ならぬ と 信じて ゐ ます。 卽ち 私の 反 (N;! と 思索と は、 槪 念から 概念 を拈 出す る 遊 

戯に陷 つて、 その 結論 は、 如何なる 時代に も 通用す る 眞理の 如く 兒 えながら、 如何なる 時代に も 致命的な 力と な 

つて 微き 得ない 不可思議 的で あるに 過ぎない 結 梁 を 生す ると 信じます。 

I 叫に 生き甲斐と いふと、 その 人の 住んで ゐる现 在なる 現實 世界と は 何等の 交涉 もな く 成り立ち^る もの- - やう 

にも 思 はれないで はありません。 例へば、 永遠 絡對の 规理 のみ を 追求す る ことに 生き 5. 斐を 感じて ゐる 人が ある 

とすれば、 その 人の 生き W. 斐は、 彼の 住む 現實 世界の 相が 如何 あらう と、 少しも 關係 なく 成立す る やうに 思 はれ 

ないで はありません。 然し それ は {4. 一 想 的に さう 思へ ると いふ だけの 15^ であって、 その 人が 12:1^ つきつめた 心で 33 

现 を！^ 求して ゐる 人で あれば ある 程、 €：： 分の 生き E. 斐が、 現 資^ 界と 如何に 密接して 成り立ち 得る もので あるか 

を發见 せす に は ゐられ ないで せう。 何故なら， 現赏 世界に 於ての みその が 可能なる 人 §1 に 取って、 彼の 世界 

「s^s^.l を んで倉 3 氏 C  .  二八 ：ニ 
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を徹視 する ことなしに は、 些かの 思 紫 だに なし^な いこと を その 人 は發兑 する でせ うから。 その 人が 確かに 永遠 

の 露理を 握らう とすれば する 程、 彼の；^ 在 を (少なくとも 感覺的 世界の 存在 を) 可能なら しめて ゐ る現實 世界 を 確 

かに 握る の 耍求を 感じない では ゐられ ないで せう から。 それ を 私自身の 貧しい 經驗 が證據 立て 得る のみなら す、 

實 に應史 そのものが 證據 立て &ゐ ます。 釋迦 であらう が、 ^^,将でぁらぅが、 ソクラテス であらう が、 孔子で あら 

うが、 凡そ その 思想が 現代まで も 何等かの 影響 を 持って、 私達が 全く 無視す る ことの 出來 ないやうな 人達 は、 一 

人と して 現實 世界 を 無視した 思想家ではありませんでした。 彼等 は 存分に、 私達が 時代 を 隔て & 想像して ゐ るよ 

りは遙 かに 存分に， 彼等の 住んだ 現資の 世界と 緊密な 交渉 を 持って ゐ ました。 彼等の 思想 はか- - る交涉 なしに は 

絕對に 生れて は來 なかった と 私 は 信じて ゐ ます。 あなた は rE 心 想 家に 取って は、 惯 値の 探究が： 止 業であって、 實 

際 問題の 方法 的 研究 は 副業で ある こと を 忘れて はならない」 といって 居られ ますが、 さう 決める ことに、 私は禱 

路 する ものです。 惯 値の 探究と は實 在の 本質 を 兄 通す ことで あると 同時に、 その 實 在が 現 相 的に 働く 揚合、 その 

働きの 彼 を も 探究す る ことで あらねば なりません。 さうならば 思想， 冢が赏 際 問題に 當而 した 場合、 その 方法 的 

研究 をな したりと て、 副業と して 貶-しむる 理. H はない と 思 ひます。 釋迦 のこと は餘 りに 傳說 的で よく 解りません 

が、 彼が 平等 正 覺の權 威の 爲 めに、 現今まで 續 いてな ほ 減し 難い 程 根深い 職 級 制度 を 打破して か， X つたこと など 

は、 方法 的に 實際 問題に 觸れ たもので はなかった のです か。 ：*: 督、 ソクラテス、 孔子な どに 至って は、 文献の 中 

からさう いふ 例 を 取り出さう とするならば t@ だ 容易な こと だと 云 社なければ なりますまい。 この場合、 彼等が 現 

實 世界に 働き かけた 事蹬を 副業 的だった とはい ひたくありません。 何故なら、 前に もい つた やう^、 彼等の 生活 

こ うぢよ 

から 現實界 に交涉 して 行った 生活 を 控除す るなら ば、 その 生活 は 空しくなる からです。 而 して 思想と は、 結局 生 

活、 の 理知的 表現お 過ぎない からです。 彼等 は 永遠の 露理を 思索した であり ませう。 然しながら それ は、 各 silo 


卜と 不離の 關係 にあって なされた こと を、 私達 は 忘れて はならぬ と 思 ひます。 現在に あって は 波 等の 時 

代に あつたき うな 社會 問題 は、 同じ 姿で は 存在して ゐ ません。 それ 故 その 方面に 働いた 彼等の 業縝は 等閑 視 され 

て、 抽象的な 純粹 思想の みが 傳 はって 來てゐ ます。 思想 を純粹 化しよう とする の は 如何なる 時代に も 通有な 人間の 

欲求です から。 然しながら 永く 傳は つ たから 大切な もの だ、 傳 はらな か つ たから 無視す ベ き だとい ふ の は、 極めて 

功利的な：：^ 方 だと 私 は 思 ひます。 私達 は 未来と か 現在と かいふ 物理 攀 上の 時間 的 葛藤 を 離れ、 凡ての 瞬 問 を 永遠 

ヒ ノて渾 一 的に 働いた 彼等の 生活， に 深い 注意 を拂 ふべき ではあります まい か。 「思想と は 叫ぶ ところの 資行」 だ 

と 力 ー ライル もい つて ゐ ると 覺 えて ゐ ます。 

は ビ= ^業的 思想家と でもい ふ. べき 種類の 人もゐ ます。 その 人達 は 思想 を 時代から 全然 遊離す る ことによって 

その 永遠 化が 戎り 立つ と考 へて ゐる やうに 見えます。 さう する ことによって 思索の 時 問が 潤澤 になり 僻見 

が なくなり、 より 恒久的に、 なると 思 ふらしく 見えます。 哲舉 者と 稱 せられる 人々 の 中には この 傾向が 著しい やう 

です。 私 は 彼等 を 疑 ひます。 自然 科舉的 精神の 勃興と 共に か \ る 態度 は 益. A チ 者の 恃 むと ころと なりました。 自 

然科舉 者. の 研究の 對象は 自然であって、， その 研究の 結果 は 現象の 純理 知的 整頓で あり、 批評家 若しくは 紹介者と 

いふべき： S を 守る 人々 の 態度であって、 自分の 中から 或る 主張 を 生み出して 人に 訴へ ようとす る. 思想家と は 純 

粹に いふ ことが 出来ない のです が、 この 自然 科舉 者の 研究 的 態度が、 一方に 於て 現實に 徹底して ゐる ところ か 

ら、 その 態度が 自然 Q 研究の みならす、 人間 生活の 研究に も 取り入れられる やうに なり、 遂に 舉の 領域にまで 侵 

入して， 來 ました。 哲舉 者と 稱 せられる 思想家 は、 人 問 を靜舉 的に 考察し 始めました。 それ 故 生活し っ& ある 人間 

の々 E 體を 考察の 對象 とする ことの 代りに、 生活の 殘滓 ともい ふべき 思想の 排列と 統合との みに 苦心し、 それ を以 

て 人 W としての 最上 至高の 生活 だと 自負す. るに 至りました。 然しながら かう いふ 生活から、 私達 は 生命力の ある 

「靜 思」 を 睫んで 食 W 氏に  二八で 
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想の 生れた の を 兌た でせ うか。 有闕^ 級の 一 部の ものに は、 それが ：9_ 接 生命の 問題と は緣 遠い 思索の 對象 とし 

て 使用され る こと は あるに しても、 一 大事 因緣の 問題に はおに 接の 柳 助 動力と してより 役立たない 結 に はな 

つて ゐ なかった でせ うか。 「思想家 は 時代 を 超越し なければ ならない」 と あなたの 提唱され た ー} 一口 紫 は、 動 もす る 

と、 人 を 誤解せ しめる 一 W 葉で はない かと 私 は 2? ひます。 思想家 は 時代 を 超越すべき ではなく、 實に 時代 を 包含し 

たければ ならない。 時代 を 超越す る (さう 云 ふこと は 如何なる 超人に あっても 實際は 出来る ことではありません 

が) ところに は、 {ゃ： 想 的 概念の 世界が^ 立し 得る ばかりで、 具象的な W 質的 思想 は 生れて は來る ことが 出來 ませ 

ん。 正しい 思 相-は その 時代 を 中核と して 發 想され ねばな りません。 その 思想の 飛翔 力が 逞しい に從 つて、 それ は 

その 時代から あふれ 出て、 次の 時代、 更に 次の 時代に も 役立つ やうに なり 得る でせ うが、 さうな り 得た の は、 始 

めから 時代 を 超越し 無視して ゐた爲 めだから ではなく、 堅く 時代に 足場 を msl いて、 そこから 出發 した 爲 めだと 私 

は 信す る ものです。 しかも その 出發 する や、 始めから その 時代 を 超越しょう などい ふ 目論 SJ- はなく、 もっと 彼，： ni 

身に 切實な 問題が 動 S として 働いて ゐ たの だと 信す る ものです。 而 して その 結 架、 彼の 思想の 鎖が りが、 時 Si 的 

にも その 時代から はみ出る に 至った もの だと 信じます。 

お前 は釋迦 だと か 某 あ 4 たと かいふ 人を强 ひて 一人の 思想家と しての み兒 るから、 そんな 結論が 生れて 來 るの 

だ。 彼等に は 明かに 二 面が あつたの だ。 一は 時代 を 超越した 思想家と しての 彼等、 一は 現 H 世界の 指導^と して 

の 彼等で ある。 それ を 混 11： すると ころから お前の • おへの 11 違 ひ は 生じて 來 るの だ、 とい ふ 反駁が 出る かも 知れ ま 

せん。 これに 對 する 私の 答へ は旣に 中し 出て あるので すが、 この 點が 私に 取って は 大切です から、 直 複を厭 はす、 

もう 一 』 肱 答へ てお きます。 私の 考 へる ところに よれば、 眞疋の 意味の 思想 { 糸と は 批評： M でもな く 紹介者で もな く， 

^15分の生活態度そのものを霄紫を惜りて表现する人でぁらねばなりません。 自分の 生活と は 生活 全體の 一 部分 若 


しく は 一 斷 面なる 反お 生活 を その 生活 全體 から 遊離した それ を 指す ので はなく、 赏に その 人の 渾 一 的 生活 を 指す 

のです。 卽 ちその 人の 反， が據 つて 生す る 所の 生活 を も 背景と して 含まねば ならぬ ものです。 換言すれば、 その 

背 ！^^か ら その 思想 は 生れ 出て 来ねば ならぬ のです。 もっと 具體 的に いへば、 釋迦 とか 茶- 督と かいふ 人の 一而なる 

指 者と しての 立場 を、 その 思想から 分離して 兌ようと するならば、 彼等の 思想 は 無意 咏な ものになる であら. う 

し、 ^1 彼等が 思想 を 構成しょう とした 時、 それ を 分離して ゐ たなら ば、 あんな 思想 は 決して 生れて は來 なかつ 

たに-" M ひありません。 さう 私 は 信じて ゐ ます。 

Is^ に 論 を 進めます。 あなた は 思想家が 時代 を 超越せ ねばならぬ 所以 を說 いて、 思想家 は 「露 理 そのもの を 求め 

なければ ならない。 他の 如何なる 功利的 目的 を も 求めて はならない」 とい ひ、 現 實の赏 際^ 题に關 しても、 「现 

に 追求し たる ぼバ理. 價値を 理想と して、 現實の 事情に 於て、 最高 可能の 處に 於て 解決すべき である。 高 可能 

の IS 行 的 尺度 を 以て、 露理*惯 値 を 測って はならない が 故に」 といって 居られます。 

「功利的 n 的」 とい ふ 首 紫、 それ を 私は考 へて 見たい と 思 ひます。 この 一一 一一 口 葉 は 一一 一一 口 紫 それ 自身が 旣に 先入 的に 不快 • 

な 意味 を^す るら しく 私達の B- に 響きます。 それ故に、 不快な 的な 意味 を 持つ とい ふ效^ を 舉げれ ば、 その 

言^^^の使命は奥-されてゐるかに見ぇなぃではぁりません。 然し 冷靜に 功利と いふ 意味 をお へて 见 ると、 「他の 如 

なる 口. 5： にも 遗 さない が、 唯 必す實 際 生活の 役に は 立つ」 とい ふこと になる ので はないで せう か。 若し それで 

よければ、 ぽハ 现と 功利との 關 係に いひ 進みます。 眞理とぃふものを假りにそれ0身の中にのみ目的を^^するもの 

だとし ませう。 けれども jg 理が人 問に 働き かける 楊 合に は、 それが 人^の 抱いて ゐる 種々 な 目的の 逮 成に 役立つ. 

とい ふの は 明かな ことです。 若し 露理 にこの 作用が なく、 全く 他と 交り 合 はない 一 つの 抽象的 資 在であった とす 

るなら、 それ を见 出す 可能性が 人 1^ の 力の 中に 存在し 得る 蒈が ありません。 理は 常に あなたが 云 はれる やうに. 
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人 の 尺』 となって 働きます。 卽ち價 値の 本體 として 人 生活の 評價 をし ます。 その 評 價は人 問 生活の 全 體に働 

き、 どの 部門に も 働きます。 卽ち實 際 生活と 云 ふ 部門に も 働きます。 實際 生活 は 何處に 重點を 置いた 時に 最上 の1 

價 値を發 揮し 得る か を 評定す る ことに 働きます。 卽ち 眞理が K 際 生活に 働き かける その 範圍に 於て 功利的に 働い. 

てゐ るので す。 何故なら、 それ は 人 の實際 生活に 最上に 役立つ からです。 

思想家 はこの 事資を 見逃して はならない と 私 は 思 ひます。 この 事實 を兑 逃したら、 その 思想家 は その S 索に 於 

あや おちど 

いて、 謬って 一 つの 落度 をな したと 云 はなければ なりません。 - 

思想家が 爲理を 探究す る 楊 合、 眞理 そのもの を 求めなければ ならぬ の は當然 です。 爲 めに すると ころがあって、 

自分の 眞现 だとして 發 E たした もの を、 隱し 立て をしたり、 故意に 歪めたり して 結論 を 作る やうな ことがあって は 

なりません。 然しながら 眞理 その. もの を 求める 場合、 それによ つて 人 生活の 或る 目的が 達成せられ ると いふ こ 

と を 意識に 入れて 求. める ことが 何故 惡 いでせ う。 それ はい K 悪い の 問題で はなく、 その 意識 を 全く 除去して 眞理 

の 探究 をな し 得る か 否か^ 問題です。 その 意 識 を 全く 除去す るな どい ふこと は 全然 不可能 だと 私 は 思 ひます。 基 

脊が神 を 求めた 時、 人間の 存在 を 無視して、 卽ち 人間が 彼と 彼の 周圍 に^ 在して ゐ ると いふ 事 鬣 を 度外視して. 神 

を 求めた でせ うか。 又 釋迦が 淫槃の 境地 を 求めた 時、 輪廻に 浮沈す る、 彼 自身 及 ぴ周圍 の 人 問の 諸相 を 頭に 置く 

ことなしに それ を 求めた でせ うか。 私 はさう は考 へません。 何故なら 彼等 は、 眞现が 如何. 1^ る 瞬間に も 人 の 

生活と 不離に 關 はって ゐ ると いふ 事實を 知らす にゐる やうな 人達ではなかった からです。 彼等の 求 願の 中には、 

求め 出された 眞理が 密接 適確に 人間 生命の 價値 となり 鉢る ようにと ひ 一事が あつたに 違 ひない のです。 而 して 資 

際 生活 も 亦 正しく 人 Si 生命の 一 大分 野で ある 以上、 彼等が 眞理を 求める 目的の 中には 功利的 SI 的 も 共存して ゐた 

に 遠 ひない のは爭 はれない 事寶 だと 思 ひます。 單に. 功利的 目的の み を 以て 眞理を 求めた のでない. こと は事實 でせ 


うけれ ども *  理 探求の 目的の 中に 功利的 tni 的が 求められて ゐ たこと は ( や はれません。 而 して 私から いはせ る 

と、 そ は 單に惡 いこと でない のみなら す、 さう あらねば ならぬ ことです。 唯 功利的 目的 を 求める ことが 眞理探 

究の 全部で ある 揚 合に、 その 企て は 雨 方の 目的と も 失敗に 終る の はいふまで もない ことです。 

私 は あなたの あの 言葉の 意味 を、 あの 言葉 を發 したあな たの 氣持を 多少 は 理解して ゐる 猪り です。 あなたの あ 

のき 〔葉の 中には 時勢の 或る 潮流に 憤激され た氣 分が 十分に 看取され ると 思 ひます。 然し その 事に は 後段に 於て い 

ひ 及ぶ 積り ですから、 玆には 委しく 述べません。 

まれ 角 まれ、 あなた は 爲理の 探究に 功利的 目的 を 求める ことの 非 を 主張され ます。 而 して その 當然 の歸 結と 

して、 资際 題に ついては、 「現に 追求し 得た る 3 典 理.惯 値 を 理想と して、 實 現の に 於て、 最高 可能の 處に於 

て 解決すべき である。 最高 可能の 赏行的 尺度 を 以て、 爲现. 價値を 測って はなら たい」 と、 思想 〔水の 背 際 問 题に對 

する 思想 的 態度 を 表明され ます。 思 ふに これ は 極めて 大事な 首說 であって、 少なくとも 私に 取って はさう であつ 

て、 この 點を 具象的に 解決す る ことによって、 理想 派 的 思想家 (idealistic  thinker) と卽 w- 派 的 w め 想.： M  o-ervistic 

thinkT) とのけ ぢ めが 判明す る譯 です。 私 は 凡ての 人^ 活動に 流派 を樹 てること を 嫌 ふお ですから、 上述の 差別 

も、 ^は 無 n とほ ふ ものです けれども， 大 體の倾 {!: が 比較的 明瞭に なると 考 へます から、 暫く そんな 差^ 的 用 

を 川 ひたに 過ぎません。 これ は あなたの 了解 を 願って おきます。 

思想家 はま づ現蜜 に 堅く 立脚せ ねばならぬ とい ふこと を 私 は 主張し ました。 現 資に關 はる 範 園に 於て 明確な 

卽ち價 値なる ところの 眞理を 求め 出す ことに カを盡 さねば ならない。 而 して そこに 求め 出された 眞理 こそ 

は、 やがて その 思想家が 關 はる 現 實の 要望す る 唯一 不二の 理で あり、 價 値であります。 その 眞^- は、 その 思想 

家と 生活 的に 關 はりの ない 他の 時代 义は 他の 場所の 現資界 に は、 眞理 として その ま& あてはまる ことが 出來 ませ 
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ん。 思想 〔<A たる もの は、 先づ この 點を 徹底的に 納得して ゐ なければ ならぬ と 思 ひます.' この 事實が 無視され てゐ 

て、 生み出された 或る M 理は、 直に 時 il と と を 超越し、 如何なる 時 如何なる 處 にも 同一 の 價値を 以て 働き 得 

ると 妄信す る やうな ことがあったら、 それ は. H 々しい. 誤讓 であらね ばなら ぬと 思 ひます。 然るに 理想 派 的 思想家 

は、 一般に この やうな 眞理の 實在を 信じます。 それ を 信す るの は 或は 差し 支へ ないか も 知れません。 然るに か- - 

る 思想家 は、 この やうな 絶對 無限の 眞理 が、 人 問の 思索に よって 發昆し 得られる と 信じて ゐる ものです。 こ \ に 

私 は 大きな 危險が 萌して 來 ると 思 ひます。 いかなる 形に 於て^ あれ、 して 私達 人間に、 絶對 とい ふ 境地が 明確 

に 把握し 得られる でせ うか。 有^なる 私達 人間の 感覺 と、 意識と、 反省と を 通じて、 永遠に 1 つて 不變 不動に 實 

在す る 爲理の 常體を 指摘す る ことが 出來 るで せう か。 多くの 理想 派 的 思想家 は それが 出來 たと 平明に 答へ て はく 

れ ません。 旣に先行^!<?の中にそれの出來た人がぁるのだから、 或る 狀 態の 下に は、 出来 得べき 笞 だと 答へ るの を 

常と します。 此の 如き！： 避 的な 答 解に 對 して 私 は 如何して 滿足 する ことが 出來 ませう。 又 彼等の 或る 者 はかう も 

いひます。 成程 自分に は それが 出来て ゐ ない。 然し それ を 成就しょう とする 憧！ ^は 如何なる 障碍の 下に も 捨てる 

ことが 出來 ない。 而 して 憧！^ はいつ でも 成就の 階級で ある。 憧慑の あると ころに は憧懷 の 當體が あらねば なら 

ぬ。 その 當體 が憧徵 欲求の 報酬と して 櫻 得される 時が 來 ねばなら ぬと。 それ はさう であると しても よろしい。 然 

しか- -る假 定から 出發 して、 絕對の 露 理が旣 に發兑 せられた もの- - 如く 振舞 ふの は、 如何なる 事情の f にも 許さ 

るべき ことではありません。 さう 振舞 ふの は 思想家に 取っての 恥辱です e 

叉 或る 理想 派 的 思想家 は、 自分 はま だ 自身 絶對的 爲理を 求め 出した と は 思 はない。 然しながら、 先哲の 或る 者 

は それ を 宣言して、 敎へを 後人に 垂れて ゐる。 自分 は その 人達の 權威 によって 眞理を 主張す る もの だと もい ひま 

す。 か、 る 態度 は、 こ \ に 事新しく いふまで もな く 不誠實 です。 他人に おぶさり か、 つて、 ^^^し絶對の3與现が體 


！ I 出來る ものなら- 絡對 の眞理 とい ふ もの は， 今 口 私達に もっと 遙 かに 遍 的に 行き 冗って ゐ ねばならない 苦で 

す。 それ 故 あなた も 「現に 追求し 得た る 眞现惯 値 を もって」 と眞理 の 內容を 限定され てゐ ます。 あなた も 私と 同 

！ g こ.、 、水 遠 に .1 つ て 4" 減變 易す る ことの 絕對 にない 眞现 の 發見 を、 少く とも 現在までの あ なた 自身 に は 認めて 居 

られ ない の を 察知す る ことが 出来ます。 

この 蔡が 判明され ると、 「現に 追求し 得た る 眞理. 愤値」 とい ふこと が 次の 問題に されねば なりません。 現に 追 

求し ひた ものが 爲现價 他と して 絕對の もので ない の を 認めた 以上、 その 眞现の 照明の 範圍 もお のづ から 限定され 

てゐ るの を 認めねば ならなくなります。 それ は 或る時 代 若しくは 或る 揚 所に 起り つ \ ある 實際 問題 を 最高 可能の 

處に 於て 解決す る ことが 出來 たと しても、 他の 時代 若しくは 他の 場所での それ を 一止し く 解決し a- ないか も 知れ ま 

せん。 玆に實 際 問題に 對 する 眞理の 作用の 不確實 さが 芽ぐんで 來 ます。 然 らば、 或る 思想家の 現に 追求し 得た る 

5^:ハ现.懊他が、 彼の 解決しょう とする 一 定の實 際 問題に 正しく 役立つ か 役立ち 能 はざる か を 識別す るに は 如何なる 

方法に 據 るべき であり ませう か。 

是 れに對 して あなたが 如何なる 答 解を與 へられる か、 それ は 未だ 知る ことが 出來 ません が、 私自身の 考察から 

いふなら ば、 それ を 識別すべき 方法 は 全くない やうに 思 はれます。 その 思想家が 現に 追求し 得た る 3 典现. 惯値 とい 

ふ もの は、 彼が 當 面に 解決 せんとす る實際 問題が 生起す る 以前の 生活の 各 瞬 が 生み出した 思想の 所産の 全量で 

あって、 それが 當 面の 實際 問. 題と 如何なる 角度に 於て 關 はり を 持って ゐ るか は 極めて 複 雜な關 係に 瓦-り、 人 問の 

II^^V 力の みで は 到底 その 筋立て をす る 事が 出來 ない ものと 考 へられます。 或る 重量 器が あって、 その 尺度 は A か 

に Y までの 價値枰 {儿 に 役立ち 得た とする も、 それが Z の秤定 にも 役立つ か 否 か は、 秤 量 を 終って、 その 枰定 に從 

つて A から Y までの 價 値と 色々 に 比較し、 その 相互の 關 係に 何等の 矛 も 見出されなかった 後でなければ 眞に決 
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定 する 譯には 行きません。 但し A から Y まで の各惯 値と Z の慣 値と が 全く 同質で ある ことが 確定して ゐる揚 4 口 は 

別です。 然しながら 寶際 問題の 種々 相に 於て、 その 悉くが 同質で ある こと は 却って 稀れ なのです。 例へば ブル ジョ 

ァ 階級に 於て 美と 認められた ものが， プロレタリア 階. 級に 於て は必 すし も 美で ない のみなら す、 その 階級が 眞に 

要望す る 所の 美 を 創出す るに は 却って 寄になる とい ふやうな ことがあります。 その 場合、 ブル ジョァ 階級の 美を肯 

定 する 所の 武现 は、 その 儘プ a レ タ リア 階級の 美 を秤定 する 露 gt..M 値と はなり かねる 次， おです C その 楊 合、 ブル ジ 

ョァ^ 級の 美 を 肯定した ところの 3 具理が 正しい か、 プ 口 レ タ リア 階級の 耍望 する 美 を 肯定す る眞理 が； 止しい か は、 

更により 高い 33： 〈现 のみが 決定し 得る ところで、 I 一 者の みの 對立 では 決して 最後の 決定 を 見る ことの 出來 ない もの 

であるに 相違ありません.^ それ 故】 つの 實際 問题 を、 現資の 事情に 於て、 解決しょう とする 場合、 その 赏際^ 題 

に 面する までに 追求し 得た る 露 现惯値 を 思想. が 理想的 標準と して ffl ひょうと する のです から、 その 3 ほ现は そ 

の赏際 問題に 始めて 接觸 する のです。 而 して その 眞理 が 普遍 絶對の M 现で ない としたならば、 その赏 際 問題 は； =1 

が 前に 述べた ところの Z に相當 する もので あらねば なりません。 その 解決の 正否 は 思想家. E 身が 先づ疑 はねば な 

らぬ ところの ものです。 

そこで その 思想 〔众に 取って 殘 され 得る 唯 一 つの 餘地 は、 自分が 現に 追求し 得た る 眞现. 惯 値に 醉 E 的に 依賴 する 

外にはありません。 その 秤定カ は旣に A から Y 迄 も 役立った の だから Z にも 役立たない 事 はよ も あるまい との 依 

顿心^^^しくは燒倖心を眞理に對して堅く抱く外ぁりません。 換言すれば 理想 派 的 m 心 想 家 は、 思想 として の. ni 分 

の 優越 を 堅く 信じて 動かない か，、 放膽 なる 冒險 者の 態度 を 以て 死地に 乘り 込んで 行く かの ニ途が あるば かりです。 

この ニ途の 何れ を か 選び 得た 時、 彼 は 始めて あなたと 共に、 「現に 追求し 得た る 眞现. 惯他を 理想と して、 最高 

可， 能の 處に 於て」 寶際 問題 を 「解決」 するとい ひ 切る ことが 出來 るの だと 思 ひます。 


然るに 卽 12： 派 的なる 私 は、 现想派 的の 思想 (猿が 持つ やうな 越 感をも 〔け 險心を も： S つ ことが 出來 ません。 私に 

は^ 越.^』 が CI 己陶- 解の やうに 感ぜられ、 冒險 心が 無责任 過ぎる やうに 感ぜられます。 私 は 縱令絕 對的爲 现の實 在 

を 假定し 川む るに しても， 私. HE 身が 眞现 として 體 して ゐる もの は、 i?- 限 相對の 世界の ものであって、 それ は 思想 

{豕 の 内 化； 活 と共に 生- 4- もし、 楊 合に よって は それ 自身 を 改訂 もす る もの だと 感じて ゐ ます。 それ 故、 私が あなた 

の 命名法に よって 现と名 づけた そのもの は、 理想 派 的 思想家から 云 ふなら ば、 iSt 一と は 名付け 難い ものである 

のか も 知れません C 理想 派 的 思想家が ぼ 〈现と は 名付け 難いと 思 ふなら ば、 私 も その 標名 を變 へた 方が 心 易い と考 

へます。 然し こ \ では 便 {且 上眞现 といって^ きます。 然 らば 眞现の 內容 が、 若しくは 生長し、 若しくは それ 自身 

を 改訂す るの は 如何なる 終路に 依る かとい ふに、 それ は 思想家の 生活が (內 的と いはす、 外的と いはす) 或る „3 

折 を經驗 する が 故です。 思想， 冢の 生活が 全く 靜 止の 狀 態に 置かれたならば、 その 人が 構 出す ると ころの 眞现 は、 

或る i£ 度に あって 恒久 不變 であるで せう。 然し實 際に 於て 人間の 生活に はさう いふ 狀態は 全くない といつ てい- - 

のです から、 或る 思想家の 追求し 得た 眞理卽 ち價値 は、 常に 何等かの 變化 を經驗 しつ & あると いはねば な， リ ませ 

ん。 而 して その 如何なる 變 化が、 一人の 2 心 想 家に 取って 望ましい ことで あるかと いへば、 その 5 心 索が 如何に 高 翔 

しても、 彼の 接觸 しつ & ある 現 寶と密 に相關 はって ゐ なければ ならぬ とい ふこと は旣に 緩. S しました から、 こ、 

に は 繰り返しません。 

m わ 想 が 時代から はみ出る こと はい、。 然しながら、 斷 じて 時代から 超越すべき ではない と 前にい ひました。 

m 心 想 が 時代から はみ出た 楊 合、 その 人の 追求し 得た 眞理 は、 如何なる 時代の 到 來に對 しても 眞现 である ことが 

出來 るか。 人^性に 絶對的 境地が 許されて ゐ ない 以上、 それ は 不可能な ことです。 卽ち 時代から 全然 超越して 何 

C 關係 もない とい ふやうな：！ 吳现 は、 赏は 存在 しないの です。 何故なら、 その 3g 现を 發兑 すると ころの 思想家. SI 身 
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が、 如何に 「時代 を 超越し なければ ならぬ」 と覺 悟して 兌た ところが、 單 純なる 折 I： 學 的道舉 者に 墮 落しない 限リ 

は、 實 際に 於て 時代から 超越す る ことが 出：^ ないから です。 それ 故 こ&に 「時代 を 超越し なけれ * まならぬ」 とい 

ふの は、 實 際の 意味に 於て、 「思想家 は 時代に 對 して 切 實な 同感 を 持つ と共に、 出來 得る 限り 多くの 時代に 對 して 

惯値 として 慟き 得る M 现 — W わ 想 家が 現在 生活して ゐる 或る時 代に 對 して 惯爐 として 働き 得る は 勿論の こと、 他 

の 時代に 對 しても 同様の 價値 として 能 ふ 丈け 廣く、 遠く、 深く 働き 得る 3興 理 i の發 見に 努めねば ならぬ」 とい 

ふこと に する ので ありませ う。 結局 超 時代 的な 思想家 は 嘗てあった ことが なく、  BSI 時^ 的な 露 1ま？ ば 2 てあつ..」 

ことわ 

こと 力ありません。 斷 るまで もない ことです が、 自然 科學 的な 眞理 とい ふやうな もの は、 この場合 除外して 考へ 

られる こと を 便利と します。 普通 露理 とい はれても、 それ は 「事 實」 若しくは 「法則」 と 呼ばれる 方が 遙 かに 適 

切な 事柄です から。 

倚て 私が、 自分が 經て來 た 生活 全體の 統合と して 一 つの 露理を 追求し 得た とします。 その 腐理は 私に 取って は 

その 場合 絶 對の愤 値卽ち 理想であります。 それ は 私が 與 へられた る 環境に あって 自分 を 最高 可能の 處に 於て 處置 

した 賜物ではありません か。 卽ち 私と 環境と が接觸 した 結果と して、 私に 對 して 自分が 1.1  くった ところの 现想的 

法則で あるで せう。 私が それに 倚る ことによって、 與 へられた る 環境に 於て は， 最も 理想的な 生活 をな し 得る と 

ころの 標準 價 値です。 卽ち これが 思想家た る 私に 取っての 價 値です。 換言すれば， 私 は 自分の 眞 理を發 見す る經 

路に 於て. 絶對 的で はあり 得ぬ 人 IT 全 的 自由から 或る 距 りに 置かれて ゐる人 ii、 卽ち廣 い 意味の 璦 境に 圍繞さ 

れ 多 かれ 少な かれ その 束縛の 下に ある 人間と して、 さう いふ 豫 伴の 下に 最高 可能の 所に 於て 眞现を 追求し つ 

あるので す。 私の 追求す る眞理 は、 かく 始めから 條件づ けられて ゐ ます。 卽ち私 は 「最高 可能の 實行的 尺度 を以 

て」 値 を 追求し 得ようと して ゐ るので す。 


！ 6 理を實 際 問題の 解決に 役立た せようと する 時、 卽 ち歸納 された 眞理が 演繹され ようとす る 時、 「最高 可能の 

行.^ 尺度 を 以て M 理を 測って はならない」 と あなた はい はれます。 私 はかう いひた く 思 ひます。 實際 問題に 於て、 

本 當に闲 難な の は 「最高 可能の 實行的 尺度」 を 求め 出す ことであって、 それ を 以て 眞理を 測る ことが 惡 いので は 

ない の だと。 私の考 へる ところに 依れば、 若し 最高 可能の 實行的 尺度が 眞に 求め 得られたならば、 その 尺度 こそ 

は その 實際 問題に 就いては 眞理 となるべき ものであって、 その外に 爲现 はなく、 その外に 本 當の標 if 價 値と なる 

べき もの はない と 信じます。 何故なら、 實際 問題に あっての 最も 大切な 點は、 それが 實行 的に 實 現せられ 得る か 

否 かに か、 つて ゐ ます。 若し 實 行し 得ざる ものなら ば、 如何に 綿密 崇高な 解決法 を 示された としても、 それに は 

三文の 價値 もありません。 而 して 第二に 大切な 點は、 その 解決法が、 その 問題の か.^ はろ 限りに 於て 最高の もの 

であると いふ ことです。 若し 最高に 解決され なかったなら， その 問題 は 正當に 解決され てゐ ると いふ ことが 出來 

ません。 ところで この 最高 可能の 實行的 尺度が 見出され ると いふの は、 不可能とぃひ5^る程な難1^|です。 ：！： 故な 

ら それ は 絡對と 直接に 鬚が つて ゐる 事柄です から。 若し 幸 ひに して 毘 出されたら それ こそ は眞现 です。 測る も 測 

らぬ もない。 その 實行的 尺度 そのもの がその ま \ 眞理 であって、 價値 そのものです。 

或はい ふか も 知れません。 成程 その 實行的 尺度 は その 實際 問題に 關 する 範圍に 於て の爲现 であるか も 知れない 

が、 それ は, じて 露理 そのもの ではない と。 私 はさう 主張す る 人が あると したら もう 口 を 噤む外 はない のです。 

私と して は その 言葉 は 詭辯と してより 響いて 來 ないから です。 ピラトが r 眞现と は何ぞ や」 と 尋ねた 時、 基督 は 

"木れ て 答 をし なかった と 聞かされて ゐ ます。 私が 若し この場合 「露 理 そのものと は何ぞ や」 と 反 ii: したら、 私 も 

亦：； 木れ られ るか も 知れません。 然し 私はビ ラトではありません。 而 して 呆れる 人 も 基督で な いのは 確かです。 

かくの 如く 首って 來 ると、 あなたの 「現に 追求し 得た る 眞现. 惯彼を 理想と して、 現實の 事情に 於て、 最高 可 

f 靜思」 を _础ん で 倉 田 氏に  二 九 五 
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能の 處に 於て 解決ず ベ きで ある」 と いはれ た 言葉と 「：a 高 可能の 資行的 尺度 を以 て 、 ぼハ 现. 價他を 測って はなら な 

い」 とい はれた 1  一一 I： 葉と は、 肯定と の 一. I 極 を 現 はした 一一 一一！： 薬の やうで はあり ますが、 よく 考 へて 見る と 左程 距り 

合 つた 一一 一一！： 紫で はなく、  .G 己の 驗證 なし に は 现を 受け取る ま い とする 人、 觀念 化された 露理と い ふ 霄 葉 そ のま. - 

を 納受し ない 人、 卽ち 卽赏 的な 態度 を 取る 人に 取って は、 異語 同意と して 響いて 來る ものであって、 「現に 追求 

し 得た る眞现 .惯 俯」 とい ふ 曾 葉と 「最高 可能の 實行的 尺度」 とい ふ 言葉との 間に、 明確な^ 別 を 挾む こと は 具體 

的に は 不可能に 近いと m い〕 ひます。 

以上の 意 兌に よって、 「.：：t 文」 に關 する 私の 考 へて ゐ ると ころ を あなた は 了察して 下さった でせ うか。 あなた 

は•：^^乂に於て思想{豕としての態度を宜明されました。 思想家 は 何事 を 措いても 腐理の 探究に 專ら でなければ なら 

ない とい はれました。 然しながら 眞理 なる 言葉に よって 何が 意味され るか を あなた は 明かに 說 くこと なく、 それ 

^rnm^ の もの.. - 如くに 川 ゐられ ました。 私 はこの の 前後 の 言葉 によって、 あなたの 考 へて 居られる 眞理と 私 

のお へ てゐる それと を 脆ろ げた がら 探り出して：：： ル たつ もりです。 r 靜思」 巾の 他の 論文 屮に、 あなたの 唱道せられ 

る眞理 の もっと 具 體 的な 內容を 知る ことが 出來 るかと 思 ひます。 そこに 米たら 私の 意味す ると ころも 更に 明確に 

なり^る かと m 心 ひます。 

三、 「勞 働述 動の 近德的 根據に 就いて」 について ■ 

この 論文に 於て、 あなた は も實際 的な 0 前の 問題 を 鋭く 强く 論じて られ ます。 この 論文に 於て、 あなたの 

链唱 される 爲那 若しくは 现想 がー 者し く！： 4、 體 的に 表明され、 それが 現下の 實際問 题と對 照され てゐ ます。 

あなた は 第一 に勞働 問題の 极抵は 「恐らく は勞働 を 以て 人 が 衣食住 を 得る 權利を 獲得す る 資格と なすと ころ. 


あるで あらう」 と-. ム つて られ ます。 現在 取られつ.^ ある 勞働 問題の 徹底的 原理と しての、 あなたの この 提言 は 

既こザ 伏 謬の 上に 立って ゐ ると 思 ひます。 私の 考 へる 所に よれば、 人間 は 人^と して 生きん とする 深い 要求 を 持つ 

てゐ る。 それが. HE 覺 されて ゐ るか 否か は 問題に はならない。 この 要求が 滿 足され、 人 らしい 交涉が 人々 問に， U 

はれ 得る ため、 に は、 精神的 生活が 保證 される のみなら す、 物質的 生活 卽ち 衣食住が 保證 されなければ ならない。 

4? 神 的 生活に つ いて は 各自に 自 S が 許されて ゐる (許されない 部分 は 經濟的 階級の 壓迫 によって 許されな いだけ 

だ。 それ 故 その 歷 迫が 取り除かれ \ ば、 精神的 生活の 由 はやが て實 現される )o 然しながら 衣食住の 自山は 全然 

K:;6 儿 されて、 それが 勞 働と いふ 形で 僅かに 整理され てゐ る。 この 不合理から 人 ii の 生活 を 解放し なければ ならな 

い。 働の 量に よって 一人の 人の 生活 を 立て \ 行かねば ならぬ とい ふこの 矛盾 を 無くせねば ならぬ。 こ，. - か勞勸 

問題の 极抵 になる ものです。 勞俲 は權利 どころ か 不合理な 義務と して 人類の 大多数に 課せられて ゐ るので す。 こ 

の 不合理 を 解決し ようとい ふの が勞傲 問題です。 さう 私 は 信じます。 

かく 勞 働が 衣食住と 直接の 關係 あると ころから、 勞働 問題 は 第一 次 的に パンの 問题 となる のです。 あなたの 所 

^ 「如何なる パ ンの得 方が 3：3 も； 止しい か」 とい ふ问题 になります。 あなたの  一. しいと する パ ンの 方 は、 

(f 我等に 生を與 ふるもの —— 我等 を 創った ものから 養 はれて 生きる とい ふ 心 持が 一 骄正 しく 合理的. な I 姒 力す 

るピ 

キ. E 分 等は權 利と して パ ンを 要求す る こと は出來 ない。 た r 許されて 與 へられる の だ。」 

(Tk ガ働は 報酬 を 求めす して 一 つの 奉仕と してな され、 パ ンは その 勞 働の 報いで はなく 、神が 我々 の 生^ を 許して 

その.^ 存に 必要なる ものと して 與 へて 下さる とい ふ 風に 考へ たい。」 

G「 リ StB 原理と して 勞働 する 人 もまた 病人と M じく パ ンを 『側け る』 のでな く與 へられる ので あると いふ 心 持で 生 

「sm^」^ 請んで 食 W 氏に  二 九 七 


お 鳥 武郞仝 第 ill;- 七卷  二 九 八 

きなくて はならない."」 

といって 居られます。 これ は！ &働述 動の 主張と 全く 反對の 主張 若しくは 理想と して 揭 げられ て 居られる ところ 

の ものです が、 それ は 全く 反對 で、 勞働連 励の sg^ 祌は、 あなたの 唱道され たと ころの 外に は 一歩 も 出て はゐな 

いと 私に は 感ぜられます。 唯 あなた は.： 一 K 敎的 信仰に 生きる m 心 想 家と しての 首 葉づ かひで これ をい ひ、 勞働速 動 者 

は 誰に でも 解り n 勿い 貢 葉で いひ 現 はして ゐ るのに 過ぎません。 卽ち、 

「資本家に 養 はれて ゐ るので はなく、 我等に 生を與 ふるもの 卽ち 自然から 養 はれて 生きる とい ふ 心 持が 一 番 合理 

的で ある。」 

r 资本 制度の 維持 者は權 利と して パ ンを與 へた。 故に 勞働 者も權 利と して パ ンを耍 求す る 外はなかった。 然し 資 

際パ ンは 人類の 全體 によって 作られて ゐ る社會 によって 與 へられる の だ。」 

r 勞 働が 報酬 を 求めねば ならなかった 資本主義 社會が 亡くなれば、 それ は 一 つの 奉仕と してな され、 パ ンは その 

勞 働の 報いで はなく、 社會が 我々 の 生存 を 許して その 生存に 必要なる ものと して 與へ るの だ。」 

「道德 原理と して は勞 働す る 人 もまた 病人と 同じく パ ンを 『儲ける』 ので はなく、 人類に 對 する 奉仕と して 行 は 

れ、 パ ンは 病人 も勞 働す る 人と 同じく 必要に 應 じて 與 へられる ので あると いふ 氣 持で 生きなくて はならぬ。」 

とかう パ ラフ レ ー ズ する ことが 出來 ると 思 ひます。 一 一 者の 相違 は 恐らく 單 なる 言 薬の 綾の 相違であって、 あな 

たが 勞働 問題と いふ 赏際 問題 を 解決す るた めに 提言され た r 眞现. 惯 値なる 理想」 は、 取り もな ほさす、 勞働 運動 

の 「最高 可能の 實行的 尺度」 と 一致して ゐ るので す。 それ 故 この 尺度に よって 眞理を 測る としても、 その 結 菜に 

は 何等の 弊 ま；！ もな く、 あなたの. 提唱され た 眞现. 惯 値に 到達す る ことになります。 從 つて 最高 可能の 尺度 を 以て 理 

想を测 るの がい- -か惡 いかと いふ 問題 はこの 揚合 不必耍 になって しま ひます。 唯 あなたの 提唱され た 现想は あな. 


たの 思索の 結 として 生れ 出で、 勞慟 運動の 主張す る 運動の 原理 は 長い？ i の實際 生活の 歸結 として 生れた ので、 

一は 理想的で あり、 一は 卽赏 的で あるとの 差^が ある だけに 兑 えます。 固より それ を 提唱す る 叙 持に は 多少の 差 

^があって、 神 を 奉仕の 容體 とし、 勞働 運動に 於て は 人類 若しくは 社會を その 客體 として ゐ るので すが、 信仰の 

.tn: 由 を 許す 以上 は、 この 態度に 於て は、 どちらも 一方 を 非難す る こと は出來 得ない もの だと 私 は 思 ひます。 

あなた は 更に 「上述の 如き 极據 から 考 へるならば、 勞働 問題 は 人類の 集 国 若しくは 階級 li の 問題で はなく. 個人 

對 人類の 關係、 若しくは 被. 造 物と 造物主との 間の 問題で ある。」 と 提^して： In られ ます。 議論が 卽 座に そこまで 突 

き拔 ける ことが 出來れ ば、 恐らく 勞働 問題 は 現在の やうな 形で は 存在し なくなる でせ うが、 そこに は 容易に 突き 

拔け られ ない 大きな 障碍 物が 潢 たはって ゐる ことに 注意せ すに は ゐられ ません。 それ は勞働 W 题を 提げて 立ち 

向 ふと、 人類と いふ ものが 同質な 一 つの 集團 として は迎 へて 來な いとい ふこと です。 勞働 §Z 題に 對 して は、 人 紐 

は 明かに 相 反噬す る 一 一箇の 集團に 分離して ゐ るの を 發 見せねば ならぬ とい ふこと です。 それ はいふまで もな く勞 

资の 二階 級です。 而 して 资本 階級 は、 人類 全體の 所有物で あるべき 衣食住の 资源 を靈斷 して、 單に勞 働の 自. S だ 

け を IC 力 働 階級に 許して ゐ ます。 然し 勞働 階級に 許された る 自由 は 名ば かりの. E 由で 少しも ではありません。 

K 力 傲 階級 は 働かないで ゐて もい、 自. W を 許されて ゐ ます。 然し 働かなければ 餓 ゑて 死ぬ ばかりです。 さう いふ. O 

.E です。 祌は 恐らく 人類の 凡て は、 働く も 働かざる も 無くて 叶 はぬ もの を 與へ給 ふでせ う。 然し 現在 E 下の 寶情 

として は、 働かない もの は 死 を 自身に 宣吿 する ことに 外ありません。 か \ る 不合理 は 一 體：！： 虚に その 极を 持って 

きん ごん 

ゐ るので せう か。 それ は あなたの 云 はれる 神の ものであって、 人類 全 體に均 さるべき 賜物 を资本 階級と いふ 一 

つ の^^^^幽が獨ト：：してゐるからではぁりませんか。 資本 階級 は 意識的に せよ、 無意識的 にせよ、 祌の 機能 を 自分に 

^^ひ取って、 .s 分の 權能 として ゐ るので す。 そこに 權 利の 觀 念が 彼等に 發生 します。 而 して 彼等 は その 權 利の 名 

「辩 忍」 を 請んで 倉 W 氏に  二 九九 
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によって、 勞働^ 級に 對 して 義務 を强耍 します。 「働かざる もの は 食 ふべ からす」 と は、； 赏に资 本 階級 自身が 創出 

したと ころの 造語であって、 それ を偏務 的に 勞働 階級の モット ー とした ものです。 资本 階級に は バンの 關 はる 範 

圃に 於て あらゆる 權利、 而 して 勞働 階級に は あらゆる 義務、 か X る 二つの 分野が 割 然と 出来 上って ゐる 時、 個人 

對 人類の 關係、 被 造 物と 造物主との？ 1 の 問題が 一 體何處 に 成立し、 何 處に考 へ 得られ ませう。 その 個人 は 二つの 

^ 團の 何れ を 人類と して 採用 すれば い、 のです か。 又 その 個人が 被 造 物と して、 如何 すれば 资本 階級に 妨げられ 

すに 造物主に 直面す る ことが 出來 るので すか。 この 事實 についての あなたの 御 意兒を 知る 事が 出 來れば 幸 ひです。 

個人 對 人類の 關係、 若しくは 被 造 物と 造物主との 11 の 問題 は、 この 事實が 解：^ されての 上で 究明され るより 道の 

ない ことです から。 

あなた はこの 論文の 中に 上の 問題 は 自明に 成り立つ ものと して、 「實 際に 數千ハ 牛の 昔より 聖人と 言 はる . ^程の 

人 は、 皆 自己の 一身に 於て 此の 問题を 解決して ゐ なかった もの はない。 釋迦、 茶督、 その 使徒達、 フランシス、 

又 支那 や 口 本の 高！？ 逹は呰 此の 問題 を 解決して ゐた 。彼等 は 悉く 上述の 如き 魔 義の神 本 主義の 立場に 立って、 バ ン 

を 人 天の 供養に 仰いで ゐる」 と 云 はれます。 私 は强ち さう は 思 ひません。 バンの 問題 は、 あなたの 說 かれた 人々 

の 生きて ゐた 時代に あって は、 今：： ：！ に 於ての 如く 致命的の 問題ではなかった のです。 日 本で、 しかも 最近 六七ト 

年の ii に 於て、 ^本 主義 的な 魔 梁 制度 を 取り入れる 前と 後と に は、 パンの 問題の 深度に 凝くべき 相 遠が 生じて ゐ 

ます。 凡ての 時代が その 時代が 最も 要求す ると ころの 緊迫した 資際 問題 を 持って ゐ ます。 而 して 私の 僅かば かり 

な 知識が 私 を あざむかないなら、 聖人と いはれ る 程の 人 は、 常に 彼が 住める 時代の 最も 重要な 問題 を 自己に 於て 

解決して ゐ ると 思 ひます。 例へば 基督の 例 をい ふなら ば、 當 時の 民衆の 欲求と 異なった 道 を 歩いて ゐたバ リサ 

ィ、 サド カイの 徒に 對し て赏に 乎 痛い 攻 雞を與 へました。 神の 宮の 祌聖を 保った めに 繩を 以て 商人 を 追 ひ 出し ま 


した。 形式に のみ 流れた 宗敎 上の 惯 おに 對 して 徹底的な 叛逆 を敢 てし ました。 是 等の ものに よって 當 時の ユダヤ 

尺 族が 如何に 苦しんで ゐ たかを 彼 は體驗 したから です。 然し これらの もの は 現代に あって は 最も 緊要な 問題と は 

たりません。 從 つて 私 逮は丼 A 督 のか、 る意兑 若しくは 行 爲を兑 のがして、 某 丄督に それほど 恐ろしい IS 憤が あった 

か を 忘れて しま ひ、 さう いふ 事蹟 を 輕く翁 略して、 某， 督を 何等の 抵抗 も 攻撃 もしなかった 鳩の 如き 柔和な 人の 如 

く 描かう とします。 山々 しい 思 ひち が ひだと 思 ひます。 

i^I^N は 時代の 弊 を 鋭く 衝 きました。 然し 今の 宗教家 は それ をし ません。 鴻の 如く 柔和で あらう とします。 ， 

純なる 哲舉 として 聖書 を 見る 時、 佛敎の 哲舉の 足 許に も 及ばない のに、 s」 督の 力が 矢張り 私達 を 動かさす に はお 

かないの は、 彼の 愛が 人類 的で あり、 彼の 行爲 がその 時代から 少しも 浮き足に なって ゐ なかった とい ふ 一 事に ある 

ので はない のでせ うか。 然し是 等は餘 論です。 私の 貧弱な 知識で 彼れ 是れ いふべき 問题 ではありません。 唯、 か 

, ^る 聖人 等の官 動 を その 時代の 背景に 正しく 浮き立た せて 見る こと は、 興味が あるば かりで なく、 必要な 一 つの 

研究で ある こと を 云 ひ 添へ てお きます。 資本主義 的 精神に 浸潤し 切った 宗敎^ 若しくは 舉^<？ の解釋 のみに 任せて 

おくの は惡 いこと だと 思 ひます。 

あなた は 個人 對 人類と しての パ ンの 問題から 進んで、 「同胞への 愛から、」 「彼等が パ ン の問题 について、 調和め 

る狀 態に 置かれす して、 その 大多數 の 者が 苦痛の 中に 生 を 送り、」 「多くの 精祌 的の 苦痛 を も 誘起して ゐ るの を 見 

る 時に、 誰か 彼等 を その 苦痛より 免れし めんこと を 希 はないで 居られよう、」 と パンの 問 题を社 會問题 として 考 

小して 2:^ られ ます。 而 して 彼等 を その 苦痛より 免れし める 道と して、 二つの 道が 兑 出される といって 居られます 

それ は P. 一  つ は 彼等の 愛に 訴へ、 彼等 をして ま發 的に その 問題 を 正しく 解決せ しめんと する 敎 化の 道で ある。 他 

の 一 つ は 極力 を 以て、 彼等に その 正しき 解決 を强 制する 道で ある」 と。 
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この 文に 於て、 ，「 彼等の 愛に 訴へ」 云々 といって 居られる 「彼等」 とい ふ 一一 一一 口 葉の 意味 は、 人類 全體を 指づの 

か， 大多數 の 同胞 卽ち勞 働 階級 を 指す のか、 パンの 問題に 苦しむ 必要の ない 資本 階級 を 指す のか、 それが 前後の 

文を讀 んで兒 て も 私に はよ く 解りません。 從 つて 問題解決に 必要な 二つの 道の 具體的 内容 も 判然し ない ことにな 

ります。 然し その 點を假 りに 不問に 附 するとして あなたの 提唱 を考 へて 見る と、 第一 の 道 も 第二の 道 も勞働 ¥ 動 

の 指導者た るべき ものが 取る であらう 道 を敎 へた もの \ やうに 考 へられます 。「彼等の 愛に 訴へ」 とい ひ、 「權カ 

を 以て …； 强 制する」 とい ひ、 それ は勞働 問題の 當事者 以外に、 その 解 を 司る 人の あるの を 暗示して ゐ ます。 

ち な 

そのす ぐ 次に 出て 來る 荒野に 於ての 督の 誘惑の 例から 考 へて 兑て も、 私の さう 考 へる のは^ち 失 當 では ありま 

すまい。 思想 { ゑ として、 あなたが さう 考 へられる のに 無理がない としても、 實 際に 於て、 勞働 運動の 本質 上、 指 

！ S 者と 稱 せられる もの \ 立場 は、 從來の 歷史に 現 はれた 指導者と はおの づ から 異色 をな す ものであるの を 忘れて 

はならぬ と 思 ひます。 少なくとも 從來 概念的に 考 へ惯ら されて ゐる指 tf 者の 型 は、 勞働 運動に 取っての 禁物 だと 

概念的に 考 へられて ゐる 指導者と は、 常に 一 筒の 英雄です。 個人的 野心に 動かされた 人 も あらう し、 又は 人類 

的聖 望に 動かされた 人 も あらう けれども、 鬼に 角 指導者 は 彼. CM 身の 目 あてに して ゐる 目的に 向って、 民衆 を否應 

なしに 引 張って 行った 人々 です。 ァ レ キ サン ダ I 大王 は 世界的 文化 王阈の 建設と いふ 大望に 向って 働いた 人で は 

あった けれども、 彼に 率 ゐられ た 民衆の 大部分 は、 更に そんな 欲求 を 持って ゐ たと は 思 はれません。 マホメット 

は 彼の 信す ると ころの 眞理を 一 人で も 多くの 人類に 傳 へようと した 人であった けれども、 その 信者の 大多數 に 21^ 

して 同様の 要求が 動いて ゐ たか 如何 か は 疑 はれます。 「乃公 出で すん ば 蒼生 を 奈何」 といった 具合な 氣持 は、 凡 

ての 指 al^ 者の 心の 何處 かに 潜んで ゐ たやう に 見えます。 屮 にはシ ンシナ アクスと いふ やうなん も ありました。 ス 


パル タカスと いふ やうな 人 も ありました。 民衆の 欲求が 彼を强 ひて 起た しめる まで は、 指導者た るの 地位 を 決し 

て g: ら めなかった やうな 人 もあります。 而 して 一度 民衆の 欲求が 滿 たされる の を 知る と、 直ちに 指導者た る資 

格と 機能との 全部 を擲 つて、 民衆の 中に 融け こんで しまった 人 もあります。 然しながら それ は 寧ろ 例外で、 從來 

の匕"+?^-泝の多くは、 積極的に 自ら を 薦めた 人々 でありました。 卽ち 常に 英雄で ありました。 而 して 自分の 無力 を 

. ^めて ゐた 民衆 は、 か.^ る 指導者の 出現 を 半ば 恐れながら も 待ち望んで ゐた 傾きが あります。 今日と 雖も、 政治 

界、 ^^^業界は勿論、 思想界と か、 藝術界 とか、 一一い 敎界 とかい ふ 分野に はかう した 倾 向の あるの を 看取す る ことが 

所が 勞慟 運動に 於て は、 か. -る 傾向 は 根柢から 否定され ねばなら ぬのです。 少なくとも 否定され k ばされ る 

程、 その 純粹 性を發 揮す るに 至る のです。 何故ならば、 この 運動 は、 その 本質 上 個人的の 述動 ではなく、 集國そ 

の もの. - 運動で あるから です。 パンに 苦しめられつ X ある 大多數 の 同胞が、 その 苦難から 自分自身 を 救 はう とす 

る 運動 だからです。 而 して 若し そこに 運動の 指導者が 現 はれ 出るならば、 それ は勞働 階級の 運動の 便^の 爲 めに、 

大多数お. EI 身が 作り出し たとい ふ 性^の もので あらねば なりません。 その 指導者の^ 在の 必要が 無くなった 瞬^ 

こよ、 指！ * 者 も 亦 影を沒 してし まふ 性質の もので あらねば たりません。 換雷 すれば 運動が 指導者 を 作った ので 

i3n ぶ， おが 運動 を 作り出す のではありません。 然しながら これ は 理想であって、 自ら 薦める ところの 指導者、 卽ち 

「乃公 出で すん ば」 風の 英雄が、 勞働 運動 を 利用して 姿 を 現 はした 例 は 枚擧に 暇が ありません。 而 して 恐らく 勞働 

運： こ， あっても、 か、 る 現象が 必要であった 場合 もないで はありますまい。 けれども それ はこの 運動に あって は 

決して 常道と 稱 すべき 現象で はない ので、 明かに 首尾 顚 倒の 病的 現象です。 

こ. -に 於て か 勞働述 動に 於て、 指導者と 運動 そのものとの 關係を 明か にしておく 必要が 生じて 來 ます と こ 
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ろが あ. たが 勞傲遝 動の 實際的 方法と して 擧 げられ た 二つの 道 は、 共に 運動に 於け る 指導者の 取るべき 方針 を 指 

示された のであって、 運動 そのものが 如何なる 方法 よって 進んで 行くべき であるかに 就いては 言及して 居られ 

ぬ やうに 兒 えます。 少なくとも、 運動 そのもの について あなたが 論じられる 場合に は、 あなたが 不知 不識 或る 論 

理 の 混雜を 犯して ゐられ る 時の やうに 思 はれます。 あなたの 本當の 態度 は勞働 運動 を も 指 3： 者の 乎に よって 解決 

しょうと する ものであって、 それ は、 私の いふ 英雄主義の 運動にまで 勞働 運動 を遵 合させる 結 si^ に はなり ません 

か。 若し 果して さうならば、 それ は勞働 運動の 本質 を 去勢す る もの だと 私は考 へます。 もう 一度 繰り返すなら、 

勞働 運動 は 常に 多數 者の 園體的 自覺が 基調と なって、 その上に 理論 も發生 すれば、 指導者 も 出現すべき 害の もむ 

です。 その 結^が 運動 を 個人的の ものと なさす、 階級 的の ものと する に 至った のです。 固より 從 來の詣 種の 運 

に 於ても、 その 內容に 階級 (何等かの 意味に 於て) の觀 念の はいり 込んで ゐ ない 蓮 動 は 皆無だった とい ふこと が 

出來 るで せう が、 勞働蓮 動 ほど 階級 觀 念が 顯 著で、 個人的 自發 力の 働く 餘 地の 少ない 運動 は 恐らく 存在し な， 一つ 

たとい ふこと が出來 るで せう。 こ の 大切な 豫件を 無視して か. - るなら ば 勞働遝 動 を 疋當に 理解す る 鍵 は 失 けれた 

のです。 

或は かう いふ 人が あろ かも 知れません。 勞働 運動と 雖も永 縫 的の もので はなく して、 早晩 解決 を兑 ねばならぬ 

ものである。 人類が 二つの 分野に 分れねば ならぬ とい ふの は、 勞働 運動が 第一 に 不：： おする ところの 現象で ある。 

人 短が 勞资の 二分 野に 分れて ゐ るの は 人類の 本 相で はない。 思想家なる もの は 常に 人類の 木 相 を 目 あてに して E ゆ 

索せ ねばならぬ。 この 意味に 於て、 本 當の指 t14? は、 一時的 現象なる 勞働 運動から 超越して、 兩 階級に 共通した 

现 想 を 示さねば ならぬ の だ。 それ 故 この 運動が 指！ S 者に よって 指 される ことに 不£ ゎ議 はないで はない かと。 然 

しながら 人類が 一 體 になり g; た 場合に 法則と なって 役立つ 现 想が、 さう でない 場合に 於て は實 際に 役立たない と 


いふ， を ま：！： 鹿现 すべきで せう。 例へば、 「彼等の 愛に 訴へ、 彼等 をして 自發 的に その 問題 を 正しく 解決せ し」 

める と あなたの：. ム はれる 提言に 於て、 「彼等」 とい ふ 言葉 を先づ 人類 全體を 意.^ する ものと 假 おしませう。 あな 

たの 揭 げられ る 「愛」 とい ふ 理想が、 勞资兩 階級の 實在 する 現在に 於ても、 人類 全體に 共通す る 理想と なり る 

か.！：! か、 それ をお へて 兌れば 如上の 問題 は 釋 明す る譯 です。 

先づ勞 ii^ 級の 愛に 訴 へます か。 この 階級に 屬 する 人々 の に 於て、 本能 的に 愛が 働き 合って ゐ るの は 明かな 

事 實 です。 それ を 疑 ふ 人 はない C 然しながら 問題 は そこにはありません。 問題 は 彼等が 资本 階級に 對 しても 愛 を 

以て 働き かけて ゐ るか 如何 かとい ふこと になる のです。 

長い 膀史の 道程に 於て、 彼等 は 資本 階級に 對 して 愛 を 以て 仕へ る こと を敎 へられました。 敎 へられた のみなら 

す、 人類と して 有する 彼等の 本能に よって 愛 を 以て 働き かけました。 大體に 於て、 古來、 勞働 階級と 资本 階級との 

いづれ が、 より 以上の 愛と 忠實 さと を 以て 資本 階級と 勞働 階級と に對 しましたら うか。 勞働 階級が 资本 階級に 捧 

げた 愛と 奉仕と、 资本 階級が 勞働 階級に 捧げた 愛と 奉仕と、 どちらが 大きかった でせ うか。 主人の ために 生命 を， 貼 

した 從 僕と 婢 妾と を 私達 は 多數に 知って ゐ ます。 然しながら 從 僕婢 妾の ために 命を隕 した 幾人の 主人 を 私 等 は^ 

出し 得る でせ う。 勞働 階級 は實に 何百 年 何千 年と いふ 間、 资本 階級 へ の贲 任と 彼等が 感じて ゐ たもの" 爲 めに、 又 

CI 分の 立場に 自分が 忠實 でありたい 爲 めに、 夥しい 犧牲を せんじて 拂 ひながら、 奉仕の 生活 を綠 けて 來てゐ たの 

ではなかった のです か。 その上 如何なる 愛 を 以て 私達 は 彼等に >訴 へねば ならぬ のです か。 

しかも その 犠牲と 奉仕と が 誤った 神に 捧げられた それで あるの を 遂に 發 見した 時、 彼等の 仕へ てゐた 資本 階？ S 

が， 神の 敵で あるの を發 見した 時、 彼等 は 如何して 資本 階級に 愛を感 する ことが 出來 ませう。 この 階紋を 愛する 

ことが 祌の 正義に 背く ことで あるの を實證 した 時、 彼等の 愛が 怒りに 變 るの は常然 ではありません か。 
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^つて 资本 階級の 愛に 訴 へます か。 资本 階級が その 存在 を保證 する 爲 めに は、 その 階級 内の人 數が 成るべく 少な 

く (從 つて 一人に 對 する 資本の 集注が 出來る だけ 多く)、 而 して その 階級が 使役し 得る 勞働 階級 內の 人數が 成る ベ 

く 多い (從 つて 勞働 階級の 生活 狀 態が 或る 限度まで 出来るだけ 困難になる) こと を 必要と します。 この 條 件が 履行 

されなければ、 资木^ 教 は：^ して 存在し 得ない のです。 かくて 资本 階級 は あらゆる 乎 段 を 講じて、 自分と 勞働階 

級との の埒を 高く し、 勞働 階級から 资本 階級に 移らん とする もの、 侵入 を 防止せ ねばならぬ ことにな り、 人類 

全 體を互 ひに 相 隔たった 二つの 分野に 峻別す る 結 si- を 馴致し ます。 それ 故 資本 階級の 愛 は 如何しても 勞偷 階級に 

流れ出よう 害が ありません。 何故ならば、 他 階級への 愛の 流通 を 妨げる！^ は资本 階級 自身が 作製した ものである 

からです。 若し 假 りに 资本 階級が 勞働 階級に 對 して 愛の 現 はれなる 慈惠 をな したと しても、 それ は勞働 階級から 

恋 略した 餘剩惯 値の 一 部分 (常に 一 部分) を返濟 する に過ぎない のです。 全部 を返濟 したら、 資本 階級の 存在 は 成 

り 立た なくなる からです。 從 つて 資本 階級 も、 その 階級の 存立 を條 件と する 限り は 人類 的の 愛 を 以て 働く 餘地は 

あり 得ない のです。 

人類愛、 それ は 美しい 言藥 です。 然しながら 勞働 運動の 存綾 する 限り は、 その資 行 は絕對 的に 不可能です。 こ 

こに 於て か 人類愛 を 標語と する 指 者の 存在 は、 勞働 運動の か、 はる 範圍に 於て は 意義 をな さない ことになるの 

です。 

故に 勞働 運動に 於て、 勞働 階級の 指導者 は 英雄であって はなら すして、 實に 運動 そのものから 生み出された 一 

時 的の 仕へ 人で あらねば ならぬ ことになります。 だから、 勞勸 運動の 道徳的 板 據を考 へる 場合に 於て、 考察の 主 

體 となる もの は、 勞働 運動 そのもので なければ ならない のです。 この 點を 明かに した 以上、 私 は 次號に 於て 更に 

私の 思 ふところ を し 出で る 順. がに なった のです。 (以上、 「泉」^  ニ號 1^ ノ載) 


前號に 於て、 私は勞 働 問題が その 指導者の 任意 的發 意に よって 解決され る もので はなく、 勞働 問題の 内在的な 

3^,:^: そのものに 依據 する ものであると 申し出ました。 而 して その 內在的 動向 そのもの は、 あなたの 提吧 された 理 

5.1 と、 その 實 質に 於て： 1： 一 の ものな の を 問 明し ました。 こ- -に は勞働 問題が 實際 的な 問題と して その 解決 を實現 

する に 常って、 如何なる 動機と 經路と を 取るべき であるか について 考 へ て nj^ たいと 思 ひます。 

あなたの 提 i? に從 つて、 愛に よって 凡てが 處理 されねば ならぬ とい ふこと、 從 つて 權 力の 使用に よって 所 求の 

を 設 しょうと する ことの 不徹底で あると いふ 事、 これ を 指導者の 方針と して 考へ すに、 勞働 問題の 要 S ェと 

して 考 へて 見ようと 思 ひます。 

私 は 前文に 於て、 人類 を 二つの 分野に 峻^した 埒、 卽ち勞働階級と*;本階級とのt^分を餘儀なくせしめたf^ 

が、 资木 階級の 乎に よって 造り上げられ、 而 して さう 造り上げられ ねばならぬ 事情に あつたと 申し出ました。 埒は 

な 本 階級が 設けた のです。 彼等 自らが それ を 破る 理由はありません。 叉竄際 今に 至る まで 破らう とした 例し が あ 

りません。 それ を 破るべき 乎が ありと すれば それ は勞働 階級の みです。 人類 全 體をー つの 大きな 生活の 流れに 合 

せしめる 鍵 は、 勞働 階級の みが 握って ゐ るので す。 勞働 階級の 人類 的 愛が 深ければ 深い ほど、 この 埒を 除かん と 

する 要求 は强 くなる 蒈 です。 この を^み 且つ 破壊 せんとす る 衝動 は强 くなる 害です。 それが 勞働 運動 を實 際に 

成立せ しむる 唯一 の 力と なると ころの もの だと 私 は 信じます。 あなたの 云 はる、 愛と いふ 觀 念 は、 勞鋤 階級 内に 

あって は、 實 にかくの 如き 形に 於て 働き、 かくの 如き 姿と なって 現 はれて ゐ るので す。 勞働陪 級 は 本営 をい ふと、 

長た 牛の ST 资本 階級から 虐殺、 謀殺、 故殺 (言葉 通りに さう です。 それらの 行 爲が卽 座に 行 はれないで、 なし，： S 
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しに 行 はれた とい ぷだ， けの こ， 5J です o 如何なる 暴 房な^、 王の 失態 も 、資本 階級が 勞働附 級に 對 して 與 へた 失態に 比 

ベれば 遙 かに 輕微で また 小規 校な ものです)、 其の 他の 虐待 を 受け 續 けて ゐた にも か \ はらす、 资本 (哝 そのもの を 

恨ます して、 资本 {豕 の 存在 を 可能なら しめた 制度 を 恨んで ゐ ます 0 勞働 問題の 原理 は實 にこの 心理から 生れた ので 

す。 或る人の 如き は、 勞働 問題と して 制度の 非が 主張され るの を 兌て、 それ を 全然 唯 物的で あると 非難し， m 

度の 變革 位で 人類 生活の 狂 ひが 4- まる やうなら 何の 面倒 もない こと だが とい ふ說を 高調して ゐ ますが、 若し勞 働 

^級が 制度 を 非難す る 代りに、 资 本家 を 非難したら、 而 して 精 年の 2?.^ 逆 を その： 止しき 報復に よって 嬌 正しようと 

したら、 そこに どんな 恐ろしい 虐殺が 行 はれねば ならぬ か を 誰が 知り 得 ませう。 嘗て は勞働 階級が 斯様の 復鲫に 

出ようと した ことがあります。 然し 彼等の 人 問 的 本能 は、 それによ つて 徹底的に、 惜り 貸しな くして 退ける 殘酷 

を 担んだ ばかりでなく、 その 道现性 は、 如何に 資本家 を懲 創しても 资本 制度が 存立して ゐ るかぎ り は、 そこに 

ぴ资木 { 秋の 生起 を 結 sl^ して、 前 同様の 狂 ひが 生 するとい ふこと を 自 覺 したので す。 一人の 親が あると 假定 しませ 

う。 而 して その子が パンの 爲め親 諸共 勞傲 せねば ならなかった とし、 勞 役が 激し 過ぎた 爲 めに、 一日々々 と瘦せ 

衰 へて 遂に 篾大 な^ 魔に 犯される に 至った とします。 名 醫はゐ て も、 親 は その子 を 診て 貨ふ 資力が ありません。 

名藥 はあって も それ は 彼の 手の 屆く ところに はありません。 勝れた 養生 地 はあって も それ は 親に とって は 月の 卅ー 

界 にある のと 同様です。 子 を 働かせなければ 親子 廿 パに餓 ゑなければ なりません。 而 して 彼の 周圍に は、 所謂 文化 

の粹を 築めた 资 本家の 贅澤な 生活が これ 見よ がしに 行 はれて ゐ ます 0 子 は 遂に 死に 脅かされ 始めました。 親 は， 死に 身 

に 働いて 子 を 救 はう としました。 子 は 遂に 榮養 物と 看護の 手不足との 爲 めに 死にました。 囘復 すべから ざる 悲し 

い 損失が 親の 乎に は：；^ りました。 か、 る 事 赏は勞 働 階級の 間に は、 あまり 行 はれて ゐて、 珍ら しく もない 率 

〔貪 であるが 故に、 それ を 人間 普通の 運命と 思 ひなして 取り立て & も^しない 事柄で あるで せう。 然し この？ 3. なる 


I  ^w: でもよ ろしい、 その 經 過の 時 を 引き 縮めて 見る とします。 一人の 男が その 男の 我儘な 心を滿 たさんた め 

ばかりに、 一人の 親の 手から 一人の 子 をい きなり 引き放して 來て、 石の 上に 敲 きつけて 殺して しまったのと 何處 

に 扣途が あるで せう。 しかも 一 人の 男が 一 人の子 を 殺した 場合に は 法律の 制裁が あります。 然しながら 資本 階級 

が勞働 階級に 臨む 場合に は、 资本 階級 を 擁護す る爲 めに 主に 出來 上った 法律が、 申し 譯の やうな 怪しい 處置を 取 

るに 過ぎません。 この 時勞勸 階級が 立ち上って 資本家の 一人々々 に 報復の 刃 を 振り下ろした 時  然し 勞働 

^級 は遙 かに M に 寛大です。 勞働 階級 は资本 主義者が か る 罪惡を 犯す に 至 つ た资本 階級^ 立の 源 頭に 溯 つ て 、 

それ を 打ち-おさ うとして ゐ るからで す。 これ を 打ち- ：! す ことによって、 资本 階級 も 亦 その 逆 を特權 として 行使 

する ことから 放 たれ、 人^らしい 生活に 這 入る ことが 出來 ると 期待して ゐ るからで す。 

それ故に 彼等の 熱意 は 制度 破 壞に第 注される のです。 この 位购 情に 依らす して 合理的に 考 へられた ことが、 全 

く；^ けられたならば、 而 して 愛に よっての 敎化 のみが 唯 一 無 一 一の 眞理 であると して 說 かれねば ならなかったなら、 

而 して その 3g 现の赏 現が、 長い 應 5^ に 於て 無效 だった のが 事實 によって 證據 立てられて ゐる 以上、 何 處に勞 働 ii: 

题 解決の 光明 は 見出され るので せう。 制度 破壞の 運動に 代って 、更に/ふ 理 適切な 方針が 提唱され 得るならば 格^、 

それがない 以上 は、 これに 據 るの 外 はありますまい。 gsf なる 破壞は 許さるべき ことではありません。 然しながら 

他に 方法が 投 i? されない 場合、 而 して 資本 制度の 破棄が 人類の 生活 を はじめて 一 つの 水準 上に 置く の 結 になる 

こと だけ は 明かな 楊 合、 それ は？ sf に 許さるべき ことで あるの みならす、 あらねば ならぬ： 止しい 事です。 さう 私 は 

E わ ひます。 

然しながら 资木 階級の 建て 上げた 埒、 卽ち 資本主義 的生產 制度 を破壞 するとい ふの は、 議論の 上の ことで は あ 

b ません。 目前 現實 のきび しい 問題です。 石 群 一 つ 倒す のに も. 動と もす ると 怪我人が 出來 ます。 況んゃ 世界 大 
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の 大きな ル度を 壊さう とい ふので すから、 思 ひ あやまり や、 過失 や、 或は まぜつ 返し や、 惡戲 やが 混入す るの は 

已むを得ない ことで せう。 然し それが あるから といって、 勞働 階級の 底 ：1 に 動く 道德的 根據、 卽ち 資本 制度 破壞 

の 5^ 祌の あると ころ を 忘れて はならぬ と His ひます。 

それならば 人類の 二 大分 野の 他の 部分 卽ち 資本 階級に 屬 する 人々 の 愛に 訴 へて、 問題の 解決 をな すべき かとい 

ふ點が 今度 は考 へられねば なりません。 これに 對 する 答 解 は旣に 前掲の 勞働 階級の くだりに 於て、 大部分. 說明さ 

れ たこと になります。 然し 事の 順序 上、 或る 部分の 重複 を 厳 はすこ，， に 申し出て 見ます。 

人 離の 二 大分 野の に埒を 設け、 それ を 成るべく 高く 固く 築かざる を 得ない 立 楊に あるの は、 資本 階級で ある 

こと は 前に 委しく 述べました。 自覺 せざる 勞働 階級の 人々 は、 資本 階級の 人々 に對 して は從來 弱者の 立揚 にある 

と考 へて ゐ ましたが 故に、 資本 制 ^ の 軍略に か-. つて、 相互 間に パン を 得る ための 競 爭を餘 儀な くされて ゐ たに 

も か X はらす、 弱者と して 互 ひを勞 はり 合 ふ 愛の 精神 は 比較的 色 濃く 動いて ゐ るので すが、 资本 階級の 人々 にな 

ると 必 すし もさう ではありません。 彼等 は 始めから 强者 たるの 自覺を 持って ゐ るが 故に、 相互 間に も 自ら 相對岭 

f.^ て 譲らない 傾向が あります。 それ 故 彼等の 有する 經濟學 の 原理 は自. S 競爭 であります。 彼等の 有する 人生 觀は 

ネ已 主義であります。 资本 主義の 源 頭. であり、 且つ その 發 達の 目覺 しかった 英國に 於て、 經濟攀 者と して アダム. 

ス ミス 力 出で、 ^^4; として ホップス ゃスべ ンサ， 'の 出た の は 偶然で はない と 私 は 思 ひます。 か.，， る 傾向 を 持つ 

て 生活す る 人々 にあな たの 提唱な さる 人類愛 を 鼓吹す る ことの 如何に 困難で あるか は、 識者 を 待たないで 知る こ 

ふ カ出來 ませう。 彼等の 存在 は、 人類に 對 する 自然の 恩惠 を壟斷 して、 自分 等の 集 團の專 有 物にした ところに の 

み 成り立つ のです から、 彼等 は 自然 若しくは 人類の 意志に 背いて、 その 立場 を 堅く 守らねば ならぬ のです。 倘人 

として は 如.^ に淚 脆く- 恵み 深い 人で あっても、 彼が 資本家た る 立場に ある 以上 は、 自分に 對 して 餘剩惯 做 を 朝 


貢す る勞働 者の 存在 を豫 件と せねば なりません。 彼が 如何に 潤 澤に勞 働 者に 恩惠を 施す にしても、 そこに は 必要 

に 限度が 設けられねば なりません。 それ は その 恩惠の 量が、 必す 奪取した 餘剩惯 値の 量より 少なくなければ な 

らぬ とい ふこと です。 若し その 限度が 無視され &ば、 その 瞬 問に 彼は资 本家た るの 位置 を 離れねば ならない から 

です。 それ 故 如何に 恩惠 的で あっても、 资 本家た る 以上 は必す 奪取 者であって、 被奪取者を^！！：分の支配の下に置 

くこと を 必要と する のです。 所謂 慈善なる ものが、 溫 情なる ものが、 勞资の 協調なる ものが、 パンの 問題の 根本 

的 解決法と して 如何に 無意義で あるか t.、 この 點の 考察に よって 刺 明す る 次第です。 それ 故资本 階級と いふ 階級 

の；：^ 在 を 許す 以上、 卽ち 資本主義と いふ 制度の 存在 を 許す 以上、 換言すれば 资本 階級と 勞働 階級との 問に 埒が^ 

する 以上 は、 资木 家が 縱令 如何に 高な 愛に 燃えた ところが、 それ は 畢竟 結 として は 虚偽の 上塗りです。 そ 

れ故资 木^ 級が 愛に^ 覺 めたならば、 その 階級 は勞働 階級の 要請 通り 兩？^ の 問の §r を 取り除く 外に は 何等 施す ベ 

き 道がない のです。 勞働 階級 は、 资 本家の 機關 なる 资本 制度 を 破壊す る ことによって、 人類 全體 をー體 とする こ 

とが 出來 るとの 精 極 的な 道徳的 根據を 持って ゐ ますが、 資本 階級 は 自滅の 外に 何等 積極的な 方針 を 持つ ことが 出 

來な いのです。 ？举に  一 二の 资 本家が 假 りに 彼の 所有の 全部 を 投げ出した とする も、 而 して その 所有が 如何に E 額 

たもので あつたと する も、 それ は その ま& 問題の 解決に は寸 毫も 役立ち はしない のです。 然 らば 資本 階級 全部の 

人々 が、 勞働陪 級からの 何等の 示唆 壓迫を 受ける ことなしに、 彼等の 據 つて 以て 立つ ところの 制度 を自發 的に 破 

壞 する 機運が 來る でせ うか。 あなた は敎 化の 方法に よって それが 來り 得る と 確信な さいます か。 ^として は 「富 

める ものが 一大 國に 入る は 路駝が 針の孔 を 通る よりも 難い」 といった 基督の 言葉が 實感を 以て 思 ひ 出されます。 そ 

れ のみなら， fic 力 働 階級と して は 憎しみ を 以てしても、 その 制度 を 破壞し たなら ば、 それ を 人類に 對 する 功鎮と 

して 認めねば なりません が、 . ^木 階級に あって は、 機悔と 謝罪と を 以て その 埒を 破壞 せねば ならぬ 必要が ありま 
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す。 何故なら 资本 階級 は、 意識的に せよ、 無意識的 にせよ、 長い 年 所 を かけて. E 己の 階級に 屬 しない 人類の 大多 

數を 4!!:: 遇した のみなら す、 極力 自己の 階級への その 大多数の 入來を 妨げた からであります。 而 して 自然が 人類 全 

體に投 けようと して ゐ たもの を、 何の 道理 もな く獨 占して ゐ たからであります。 是は 明かに 人類 的罪惡 です。 一 

面に 於て， この 階級が 先き 走りに ； 種の 文化 を 創. 1 し、 人類の 能力が 如何なる 點 にまで 發 達し 得る か を 示さないで 

はありませんで したが、 それ は 給 局 人類 全 體には 均 されない 種類の もので、 人類の 大多数に は 利用 も 理解 も 出 

來 ないやうな ものであった のです。 この 位の 功績 を楣 にして、 この 階級が 若し 善人 顏 をして 自分 を處现 しょうと 

思ったら、 それ は餘 りに 蟲 のよ 過ぎる こと 土ぶ はねば なりません。 若し 资本 階級が 露に 目 ざめ たなら ば、 1^ つて 

自分の築ぃた^^を取り壊すことに全カを注がねばならぬのみならす，それを謝罪の氣持でなさねばならぬ害です。 

かくの 如き 謙遜な 態度 を ra^ して CI 發 的に その 階級の 意識と して 望む ことが 出來 るで せう か。 私から 見る と、 それ 

は 恐らく 勞働 階級の 要求が 醱酵 し、 激 進し、 動もすれば 爆發 せんとす る 後に しか 來 ないだら うと 思 はれます。 或 

はさうな つても まだ 來 ないで ゐて、 遂に 勞働 階級に よって、 强制 的に が撤囘 される 結 菜になる だら うと さへ 忍 

はれます。 

卽ち 少なくとも 從 來の經 過に よれば、 人類の 二つの 分野に 於て、 どちらの 分野に 自發 的に より 早く 愛が 動いた 

かとい へば、 それ は勞働 階級の 分野に 於て ビ あつたので、 動いた 以上 は、 運動が 動いた 方から 起らねば ならぬ の 

は々 £然 過ぎる ことです。 それなら その 蓮 動 は 如何い ふ 風に 動く か。 

あなた は その 運動の 目的 を 成就す る 第二の 道と して、 「一 つの 權カを 以て、 彼等に その 正しき 解決 を强 制する 道 

である」 とい ひ、 か- --る 道 は實際 問題と して 恐らく 避け 難い ことで あり、 さう いふ 道の 取られる ことに 同情 もす 

るが、 然し 決して 露に 正しい こと だとい ふこと は 出来ない。 それ は 決して 理想に 叶 ふ 道で はない と斷 じて ゐられ 


ます。 して 茶-管が 「世界の II 々とその 權 力と を 汝に與 へよう」 といった 惡 魔の 誘惑 を 返け て、 敎 化の 道の み 選 

ん だ例證 を舉げ て， 居られます。 私 は それ を考 へて 見たい。 

ナ， ガ に 於て は、 資本 階級よりも 勞働 階級が 先づ 動く に 至る 實際を 私 は 上に 申し出ました。 又勞働 階級が 神 

と i ゆ 曲す る 人類 生活 を憧 3^ すれば する ほど、 資本 制度の 存在 を 憎み、 一 日 も 早く それ を破壞 せんとして 動く やう 

にたる とい ふこと を 申し出ました。 卽ち勞 働 階級 は 資本 階級に 對 して 自分 達の 悲慘な 生活 そのもの を 以て、 又 代 

g ^^の！：： と 维とを 通じて、 幾 百年 11 訴 へて 来たに も か X はらす、 その 甲斐の ない の を 知った 時、 彼等 は资 本家 達に 

訴 へる ことの 無 (化 を 悟り、 資本家 達の^ 在 を 絶滅す る爲 めに、 制度 そのもの &破壞 に 取り か.^ つたので す。 これ 

ま 近 t の勞働 運動の 極めて 顯 著な 特色 をな す もの だとい ふこと も、 旣に 大要 は 申し出て おきました。 

長い 問 人類の 生活 を眞 二つに ち 割って、 醜い 隔りを 作って ゐた 障壁の 破壞 です。 それに は 確かに 異常な 力が 必 

とされます。 而 して 障壁が 崩れる 場合、 若し 資本主義 制度に 未練 を 持つ 資本家 側の 人が、 戀々 として その 傍ら 

に-: r んでゐ たら、 障壁の 下敷になる の は 勿論です。 その 障壁 は勞働 階級の 力に よって 崩される のです から、 资木階 

級の 方に 向って 倒れて 行く の は 勢 ひとして 仕方のない ことで、 怪我人 も 亦 勢 ひ 資本 階級の 問に 多く 生す る 結 W 永に 

なる かも 知れません。 然し その 責め は、 公平に 考 へて、 勞働 階級に あるよりも、 資本 階級に あると いはねば なり ま 

せん。 ^一、 障 壁 を 築いた もの は 資本 階級です。 その 非が 如何に 說 かれても、 それ を 持ち こたへ ようとし たもの 

も 木^ 級です。 障 が 倒れよう とする にも か i はらす、 その 側に 戀 IS して ゐ たの も资本 階級です。 かくの 如く 

にして、 ^我 をして おきながら、 彼等 は 何の 面目が あって、 その 責任 を勞働 階級に 嫁す る ことが 出來 るで せう。 

あなた は r 權カ」 とい はれます。 あなたの その 言 薬 は勞働 階級が 用ゐ たこの 力 を 指される のです か。 それとも そ 

の 階級の 指 なる ものが、 自己の 目的の 遂行の 爲 めに 揎 まに 15 奪した 權カを 指される のです か。 あなた は 後 章 

「叙 m ご を If んで會 S 氏に  三 一 三 


有 島 武^ 全 築笫 七お  .  三 一 il 

に 於て レ，' 一一 ンを M として 權カ 使用の 弊 害をム 1 じて 居られます がそれ から 考 へて 見る と、 指 01: 者が 自ら 己れ に附 

與 した 權 力に ついて 云って 居られる やうに 見えます。 茶して 然 らば あなた はこの 場合、 勞動重 動 指導者の 1 了 動と 

勞働 運動 そのものと を 混淆して 居られる と 私 は 思 ひます。 レ 111 ン であれ、 誰で あれ、 その 勞働 運動の 指導者と し 

て の资格 は、 彼が 勞働述 動 そのもの X 本當の 意志に 自分の 意志が 遵 合しな くな つた 瞬 問に 亡失せ ねばなら ぬの 

です。 勞働 階級の 意志 そのもの は (地方 及び 時代に よって 特色 を 有する が 故に) 容易に 看取され 得る ので はなく、 

從 つて 指 9： 者の 所爲も 正常で あつたか 否か は、 容易に 決定され る ものではありません 故， 例へば レ ー 一一 ン  一 V を 

非難す るに $5 つても、 綿密に 事情 を調奄 した 上で なければ 決してな し 得る ところではな いのです。 あなた は欞カ 

とい はれます。 こ- -で私 は あなたが 例に 取られた 基督の 生活 を考 へて 見たい と 思 ひます o( この 事 は前號 にも 述べ 

てお きました から、 重複す ると ころもあります が、) 基督 は 人 の 愛に 訴 へる 敎 化の 道に よるの みで、 曾て 權カを 

用 ひて 彼等の 正しき 解決 を强 制する 道 を 用 ひられなかった でせ うか。 祌 殿に 奧 喰った 商人 逹を茶 督が繩 で 追 ひ 出 

した 例 は 前に 述べました。 それ は 現代に 於て、 淺草觀 世 音の 堂 前に 集まって、 鴻の 豆を寶 つて ゐる 露店 商人 を 追 

ひ拂 ふのと 大分 遠った 意味 を 持つ と m 心 ひます。 當時 にあって 神の {呂 は 神聖 無比の 靈場 とされて ゐ. たのです。 .1^ 人 

達は當 時の 權カ 階級なる 祭司と 結託して、 民衆 を 愚に して ゐ たのです。 (丁度 現代の 資本 階級が 政府と 託して 民 

衆 を 愚に して ゐる やうに、) 其 丄督は その 時、 祭司と 商人に 對 して 「彼等の 愛に 訴へ、 彼等 をして 自發 的に その^ 

题を： 止しく 解決せ しめんと する 教化の 道」 ばかり を 選んで はゐ ませんで した。 彼 は 同時に 直接行動 を 取って ゐま 

す。 彼 は 怒れる 民衆の 一人と して、 又 指導者と して 機 力に 依賴 して ゐ ます。 又 安息日が 無意味に、 而 して 多分 貧 

乏な 百姓 逹の 生活の 脅かしになる やうに のみ 守られて ゐ るの を 見出した 時、 「神 は 働き 給 ふ。 我 も 亦 働くな り ノー 

といって、 麥 畑から 氣で穏 を 取って ひました。 こ、 にも 彼 は 直接行動 を敢 てして ゐ ます。 基 5^al は 又 パリ サイ 


人こ對 して、 愛に よる 敎 化の 道ば かり 取って ゐ ません。 「爾 毒蛇の 裔ょ」 ときび しい 悪 I 馬 を 浴せ てゐ ます。 その 

外^ 害の 中に 散： 13- する 類似の 出來審 は、 愛に よる 敎化 ではなく して、 正義に よって 裏書き された 憤怒 憎 惡の發 

t 胼 であり、 敵の 武器 を 倒 まに 川 ひて 攻め寄せる 權 力の 使 W ではありません でしたら うか。 某- 督は 決して 時代 を 超 

！ gl した P (和』 的现 想生義 者で はなく して、 同時に きびしく 現 實に卽 し、 その 思想 を 現實の 問題に 對 して、 現 寶の方 

^こよって 闘 はした 人であった こと を 思 はせ ます。 然しながら 年 所と 共に 支配階級に 降伏す るに 至った^^ 敎 

は、 か. -る 基督の 面目 を 目立たぬ やうに 塗抹して、 無害 (har ョ less) な 想 的 人道主義者 としてし まひました。 然 

しか- -る， 既八ム こ， よって 茶督を 12- ようとしたら、 それ は 彼 を 全く 骨拔 きにした もの だと 私は考 へます。 若し 茶督が 

wf- に 穴. ^鍵な 理想の 提唱 であったなら、 いかに 道理の 分らぬ 祭司、 パリ サイ 人と 雖も、 磔刑 を 以て 彼の 命 を 絶つ 

やうな こと はしなかった でせ う。 十字架に よる 彼の 死 は、 彼が どれ 程^ 實 主義者であった かとい ふこと を 語る も 

のでなければ なりません。  ： 

唯 のか. - はった 時代に あって は、 それが 英雄主義の 時代、 指 94? 崇拜の 時代で あつたが 故に、 葛藤 は 多く 

個人から 侗 人に^つ て 生じた もので ありました。 基督 も 亦 民衆 を 代表す る 英雄と いふ 形に 於て 現 はれて ゐ ます。 

けれども これ は 人類 藤史の 常住の 相ではありません。 異 つた 時代 は異 つた 姿 を 生みます。 而 して 勞働 問題が 時代 

の 巾 心問题 となって ゐる 現在に あって は、 運動が 截然と 二つの 階級の 間の それにな りました。 か- -る 運動の 指 sl» 

者が. n 分 U1 の處 m はに よって 働かす に、 階級と 共に 働かねば ならぬ の は當然 です。 卽ちー つの 階級が 一 つの 人格 

的： fl.^ となって、 その 力に よって 働かねば ならぬ の は當然 です。 レ ー ニンの 如きが 彼の 屬 する 運動 を 指導す るに 

當 つて、 自ら 社會 的.^ 彩 を 濃厚に したの は それが ためで、 レ ー 一一 ンが勞 働 階級の 意志 をハ遭 奉して ゐる 限り、 而し 

て： てれに よって 行動して ゐる 限り、 彼の 道は權 力の 道で あると M 時に 敎 化の 道 (^勢の があった やうに) であつ 

「J- 故 思」 を 請んで 倉 W 氏に  三 一 五 


有 鳥 武郞入 第 七卷  一一 二 六 

て、 そこに 何等かの 玖し さや ひけめ を 感ぜねば ならぬ 现. H は 存在 しないと 私 は 信す る ものです。 rir^I 分はレ ー 

ニンの 如き 人の 心事 を 思 ふ 時に 淚を 禁じ 得ない 程 同情 を 感じ はする が、 それ だからといって、 その 立場 を 道德的 

に 承認す る こと は 出 米ない。 たビ 願く ば 彼等が 祌 とその 律法と を瀆 さないで、 自己の 立場 を 守る だけの 謙 遞を希 

望せ すに は ゐられ ない。 神の 雜 法の 神聖 だけ は 不可侵の ものと して 保って 貫 ひたい。 若し レ 1 11 ン が： てれ を 認め 

ないならば、 彼 は 結局 神の」 ま をね らふと ころの ルチフ H ルで ある、」 とい はれた あなたの 一一 一一 口 葉 は、 それ を 吐かれた 

氣 持に 對 して 或る 同情 を 感じ 得る 外、 その 言葉の 內容は 深い 說 力 を 私に 對 して 與 へて くれません。 若し 私の^ 

想が 許されるなら、 あなた も 亦 英雄主義の 氣 持を魏 近の 勞働 運動にまで 及ぼして をら れて、 あなたの 勞働 運動 指導 

^5;.:能の考へ方が生れ出で、 露 國の勞 農 運動が レ ー 1 ーン 及び 其の 他 二三 人 S 人々 の 指導に よって、 決定的に その 

3g 相 を 表示して ゐ ると 考 へられた ところから 起った 警吿 ではない でせ うか。 然し 人類 全 體の耍 求が 何で あり、 そ 

の 要求が 如何にして 如何に 長. S 月日の 間 はごく まれ、 それ を はごくん だものが：！： であり、 その 障碍が 何に よって、 

除かるべき 運命に あるか を 見 ひお めて 見れば、 レ ー 11 ン 等の、 露 西 fc^: 革命に 於け る 位置が 何で あり、 少なくとも 何で 

あらねば ならぬ か は、 おの づ から、 了解され るので はない かと 思 ひます。 レ ー 一一 ンが勞 働 階級の 意志 を； ぬ 奉して 

ゐる のなら、 彼の 立場と 方法と は 程度の 差 こそ あれ 基督の それと 同 一 であり、 若し 遵奉して ゐな いのなら、 彼等 

は 何時か. RI 分で 自分 を 罰せねば ならぬ 時が 來 るで せう。 然し レ 111 ン 等の. nn 減す る 時が 來て も、 その 爲 めに、 勞働 

階級の 唯一 の 道なる 勞働 運動 は廢 止される ことなく、 依然として 存 縫發展 して 行く でせ う。 それ 故 レ，' 一一 ン等に 

矢 態が あつたと しても、 それ は 直ちに 勞働述 動の 道德的 极據の 誤謬 を 指摘し 得た ことになら ぬの は 自明の 輝： だと 

私 は ：一；2 じます。 

これから ニニ 頁 以下の あなたの 餘 論に 移. す。 あなた は 云って ゐられ ます。 


f がの (勞 働) 述 動の 效 につ いて 考 へる 時に 鬼して か、 る 方法が 地上の 理想 國を 建設し 得る であらう 力。 卽ち此 

の 如くして 建てられ たる！： が 衆して 现想國 として の 性質 を そな へて ゐる であらう か。 强制を 以て 富める 者より 

^まんと r る 心 は、 .G らが 富みた る 時には 贫 しき 者に 担まん とする 動向 を 含んで はゐ ないだら う 力 」 

これ は 私に は あなたの 言葉と は 思 ひたくない 肯葉 として 響きます。 あなた は 人類 を 信じて ゐられ ます。 程 A 莉 

多な 缺點ゃ 惡弊ゃ を 含みながら も、 人類 全體の 生活に よって 暗示 せられる、 あの か.^ やかし い 約束 を 信じて ゐら 

れ ると 思 ひます。 勞働 運動の 极本 精祌が 「富める 者より 奪 はんとす る 心」 だと あなた は 本 常に 信じて ゐられ るの 

です か。 然 らば 勞働 運動の 道徳的 极據を 闡 明 する 必要 は 何處に 存在す るので すか。 か&る 卑劣 獰猛なる 力 力ら S 

れ 出た 運動に は逍 德を說 くの 餘 地な きこと、 塵芥に 人間の 心を說 くの 餘地 なきと 一般ではありません か。 思想家 

とは^ 在の 種々 相 を かき 分けて、 その 核心に 徹する 職分 を擔 ふべき もの だと 私 は 信じて ゐ ます。 その 思想家た る 

あなたと して 勞働 運動が、 强制を 以て 富める 者より 奪 はんとす る述 動と 見られる の は、 甚だ 皮相な 兑斷 であらお 

ばなら ぬと 思 ひます。 第一、 今の 世に 於て は 富める 者 は 何等かの 意味に 於て、 他の 生活 を 犧牲に 供す る ことなし 

に は 富む ことが 出來 ない のです。 奪 ふと は 富める 者の 自らな した ことです、 さう 私 は 思 ひます。 勞働 運動 は 富め 

る 者から 奪 はう として ゐ るので はなく、 現在の 意味に 於け る 富める 者 を 無くしようと いふので す。 大きな 趣意の 

相逮 があります。 然し これらの こと は旣に 大概 云ひ盡 しました から 再び 繰り返しません。 私 は あなたが あの ー述 

の 霄^ を あなたの 論文から 抹殺し 去られん こと を 希望して やまない ものです 

上の 貢 葉に 次いで 記された 數 行の 言葉 (二三 頁 二 行 目より 七 行 目まで) の樂 態に ついては、 旣に 本論に 於て 言 

.-1^^ しヒ つもりです。 勞動 運動 は 「やがて 富」 まんと する 運動ではありません から、 「貧しき ものに 悅んで 分つ」 

べき ひお- を- u 分の 口の 下に 造る？^ 動で な いのは 勿論です。 勞働 運動が その 基礎 を 愛の 上に いほいて ゐ るの はく どい 

「§^m4」 を 譜んで 倉 W 氏に  一一 二で 


お. 武郞 八.！  if 第七卷  一一 二八 

程 述べました から 改めて 申し出ません。 唯 あなたの 説かれる 愛 は 抽象され たる 愛で あり、 實 際の 勞働 運： £-4 於け 

る 愛 は卽實 的の 愛で あると い ふ 相逮を 指摘す るに とい- めて おきます。 

それから、 

(2,) 

「我 力 國の勞 働 運動の 指導者 は殆ん ど盡く 唯物論 者で ある。 然しながら 徹底せ る 唯物論より 愛の 觀念を 導き出す 

こと は 論理 上 不可能で ある。 從 つて 唯物論より 發 生す る社會 主義 及び その 運動 は その 本来の 立場， V 守るならば 

人道的で ある ことが 出來 ない」 

とい ふ あなたの 言 薬に も 私 はいふべき 多く を 持って ゐ ますが、 餘り 長くな ります から 巨細に は 冗り ま 4- ん。 ：H、 

|2 く 申し 添へ たいの は、 唯物論 者 は、 環境の みが 人間の 生活 內容の 凡て を 規定す ると 主張す る もので、 從 つて 極 

端な 英雄主義の 排斥 者です。 從 つて 彼 はおい 意味に 於け る 指導者の 否 定 者です。 若し 唯物論 者に して 指 者の 

野心 を抱藏 して ゐる ものが あったら、 . それ は 誤た す S 、物です。 それ は 本當の 唯物論 者で はあり 得ません。 そんな 

物まで を 此の 場合 考察に 入れる の は 議論の 內容を 濁らせる ことです。 そんな 人間が ゐた としたら、 やがて 自滅 

すべ き 載と して 無視して おけば い、 こと-. 思 ひます。 「唯物論から 出た 社會 主義 及び その 運動」 が 人道的で あるか 

ないか はこ. -で 論す る 必要の ない こと だと 思 ひます。 勞働 運動と、 唯物論から 出た 社會 主義 運動と は 併行す る 部 

分 も あり、 離れて ゐる 部分 もあります。 勞働 運動 は 本質的に は勞働 階級 自身が 生み出した 實際的 運動であって、 

现 ではなく 從 つて 舉理的 運動で もありません。 か&る 運動の 解釋 として 唯 物的 社會 主義、 ギルド 社會 主義、 基 

^敎 社會、 王義、 サン， ティカ リズム、 無政府 共産主義、 虚無主義 其の 他 夥多の 主張が 分化 發 生して ゐ ます。 か.， る 

場合、 唯 物社會 主義 だけ を 突然 擧說 される の は、 勞働 運動が 唯 物社會 主義の 運動と 同一 であるかの 觀を 起させる 

だけで 何の 役に も 立たない こと だと 思 ひます。 


それから、 

rr;!^ 後に c 分が 勞働述 K の 指 31<;违 に 希望した きこと は、 彼等が 必す 文化 を 尊重 せんこと である。 殊に 寧 術と 藝 

との^ 彼 は 如何なる 種類の 勞働 運動と 雖も 尊重し なければ ならない」  - 

と、 あなたの いはれ た 言 薬に ついて 一 言す るの 許し を 得ます。 

旣に 多くの 人が 主張して ゐる にも か、 はらす、 今 だに 多くの 人に よって 理解され てゐな いのは 「文化」 とい ふ 

一 IIH 奥の 內容 です。 漫然 文化と いふと その 意味の 範圍は 極めて 明瞭の やうであります が、 よく  へて 見る と あなが 

ち さう は 行きません。 

進^ 發 達の 餘 地の ない 文化 は 私達に 取って 最も 緊要な 文化ではありません。 例へば 希臘の 彫刻と いふ やうな も 

の、 n 本の 謠曲 とい ふやうな もの、 それ は 如何に 勝れた 藝術 的の 惯値を 有して ゐる にしても、 その 線 上に それら 

が 進歩 發 達する 可能性がない 故に、 私達に 取って 最も 緊要な 文化で あると いふ こと は出來 ません。 それら は私逹 

ほす る 文化の 示唆と なり、 參考 となり、 源 水と はなる にしても、 私達の 文化 そのもの とい ふこと は出來 ませ 

し。 私， 連が さう いふ ものば かりで は滿 足して ゐられ す、 何 か 前に は 無かった もの を 創り 出さう として ゐる實 が 

よく それ を 語って ゐ ます。 私達に は 私達の 生活に もっと 緊迫した 文化的 所産が 要求され てゐ るので す。 それが な 

かったなら、 如何に 過去の 文化の 中に 優秀な ものが あっても、 それ を その ま 上 父け 入れて 安んじて ゐる こと は 出 

來 ません。 何故なら 過去の 文化的 所産に は 進歩 發 達がない からです。 而 して 私達 は 自分の 生活が 進歩 發逹 しつ \ 

あるの を 文化的 所産に よって 認めたい のです から、 その 欲求 を滿 たす ために は 過去の 文化的 所産 は 役立たない の 

です。 

で、 1^ にも にも 私達 は 自分 .0 身の 文化 を 持って ゐ ます。 それ は 私達の 努力の 生活が 萬 難を排 して 辛苦 を廄は 

rli^s, を^んで 倉 氏に  11 二 九 


冇 as 武郎仝 第 笫七卷  三 二 〇 

す^り 上げた もので、 それ は 私達が 現在 所^し、 將來に 進歩 發達 せしめん としつ & あると ころの 舉術、 蕩 術です，^ 

流：： 通 私 逢 はこれ を 文化と 呼んで ゐ ます。 ところが、 か、 る 意味で 受け取られた 文化 は、 卽ち 私達の 持つ m+ 術ゃ藝 術 

は、 よく 突 整して 見る と 支配階級 卽ち 現在の 言葉で いへば 資本 階級に 馬した 舉術 であり 藝 術であります。 人類 全 

體に 嵐した それではありません。 それらの もの. - 中には 勿論、 人類 全體に 共通して 役立つ もの も ありませ うが、 

それが 鑑賞 若しくは 利用され る範圍 からい ふと それ は 可な り 厳密に 資本 階級の 獨 占に 歸 して ゐる のみなら す、 0 

本 階級に 利用され て、 勞働 階級 を 虐げる 結 5^ になって ゐる もの さへ あります。 勞働 階級 は、 それ 故、 それ を 尊重 

する 前に、 何が 彼等に ilsl した 關係 にある か、 何が さう でない か を 見分ける 必要 を感 する のは现 の當然 です。 そ 

の 結 wi- として、 現在 私達が 立派な 文化的 所産と 思って ゐる もの >v に、 勞働 階級に 取って 無用の長物 である 底の 

ものが 現 はれ 出ない と は 限りません。 恐らく それが 多數 にある でせ う。 例へば ピラミッド や 萬 里の 長 城が 私達に 

對 して 持つ 關係 を考 へて 兒 ると 解る と 思 ひます。 これらの もの は その 當時 にあって、 その 國々 に 取って は 驚く ベ 

き 文化的 所産で あつたに 相逮 ありますまい。 然しながら 私達に 取って は、 その 當 時の 人 ii の 生活の 狂 ひの^し さ 

を m 心 はせ る 好奇 的 物件に 過ぎません。 それと 同じ やうな ことが 來 るべき 時代に 生起した ところで それ を資 める こ 

と は出來 ない と 思 ひます。 若し 抽象的な 意味に 於け る 文化、 及び その 所 魔なる 樂術、 藝術 とい ふこと なら あなた 

の 把變は 恐らく 祀 憂に 終る だら うと 思 ひます。 人類の 生存す る 限り、 而 して 人類が 退化の 道程に 這入り込まない 

限り は、 舉 術と か藝 術と かに 對 して 人類の 要求 は 決して 無くなる もので はない にき まって ゐ ますから。 若し 人類 

の赏 生活が 革命に 遇った 後、 私達が 今 持って ゐる 文化的 所產中 珍重され る ものが あったら それ は 人類 全體 にか " 

はった 所 症 だけが さうな るで せう。 段々發達して來た资本階級の生活の耍求にのみ役立ち來った文化的所^^^は《=3 

然 消えて 失くなら なければ なりますまい C 而 して それ は 極めてよ いこと だと 私 は m 心って ゐる ものです。 


まだ h. し出づ べき こと は殘 つて ゐる かも 知れません が， この 位に してお いて、 私 はこの 論文に 對 する 結論に 41 

ぎます。 

<:-m 兄。 私 は 思 ふ^ 分な こと をい ひました。 私が 勞働 運動に ついて 考 へて ゐる こと を 問 逮 ひの な. いもの" やう 

にして あなたの 所論に 論じ 及びました。 しかも それ は 言葉の 末に 拘泥した ところ さ へ あるか も 知れません。 然し 

私 は あなたの 意昧 せんと せられた ところ を 全く 無視して はゐ ない つもりです。 あなた は勞働 運動の 避く ベ から ざ 

るの を 認めて は 居られ ますが、 それが 如何にも 荒々 しく、 これまでの 人間の 努力 を 無視した 手段 方法に よって 途 

一 了 さしん こと を、 人 問 文化の 爲 めに 深く- 懼れて ゐられ るので す。 その 點 からの 警吿 として この 論文が 發 表さ. た 

もっと,， t は 感じて ゐ ます 。その 點 について は 私も亦 全然 同感す る ものであります し、 义私 im 身が 资本 階級に 生えへ a 

つた 人^と して 運動の 本質に ついて 十分の 现 解が 出 來 かねて ゐ るか をも 危ぶんで ゐる ものです。 然し 一 九 〇 六 年 

の， 來 私が 《s に 考へ綺 けて 來てゐ たと ころに 依れば、 現在の 生活様式が 資本 階級の もの.^ 爲め にも 働 階級 

の もの 、爲 めに も たしく 不合理で あると いふ 點 だけに は 如何しても 疑 ひ を 挾む ことが 出來 ませ ス M して 勞働 

附 級の 要求の 屮 にこ そ將來 この 狂 ひ を 一.^. しくす る 胚子が 隠れて ゐ ると いふ こと も 見出さない では ゐられ ません 

それで 私が あなたの 「勞働 運動の 道德的 极據」 を 論ぜられ るの を 知った 時、 私 は あなたが その 极據 は勞働 階級 あの 

求の 巾に^ 在し、 それ を 認めて 自分の 非 を 改めよう としない 资本^ 級の 態度の 屮に 大部分の 禍根が あるの を發カ 

れる こと だとば かり 思って ゐ たのに、 結が は その 反對 であった の を 見出して、 少なから す 失望 を咸^ じたので した 

この 大きな 問題の 解：^ は、 资本 階級が 悔い改めざる 限り は、 決して 平和に 行 はれ 得な いのは 目前の こと だと 私 は 

m 心 ひます が、 ぁなたは|:|ぉ^^^ズですか。 この場合 勞働 階級が 惡 いとい ふこと は 勿論、 兩方共_ゅ：，ゎ いとい ふこと さ 

\pz 來な いと 5.M のです が 6：! です か。 あなた は 現在 H 本の 知識階級の 巾に 多 數の渴 仰 を 有して ゐられ ます。 
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あなたの 一一 目 葉 は 強い 暗示と なって その 人達の 心に 訴 へて ゐ ます。 この 重要な 點を 若し あなたが もう 一 度考 /ご F 

さるなら、 その 幸 ひに 浴す るの は 私ば かりで は必. すない と 思 ひます。 少なく ともこの 論文と 共 こ、 あな」 こが 勞働 

問題の 道德 的极據 について 「富める 者」 に訴 へる 一文 を 草せられ る 時節の 到来 せんこと を、 私 は 希望して やみ ま 

せん。 それが 無ければ、 この 論文 は 本當の 完璧に は 達して ゐな いと 思 ひます。 何故なら、 あなた は 現在の 人類 生 

活が 二つの 分野に 峻別され てゐ るの を 明かに 認めて 2ig られ るからで す。 あなた は 一 個の 勞働者 を 以て 自分 を 見て 

られ ますから、 その 注意が お の づ か ら勞働 階級 に 餘計倾 いて、 自分の 仲 11 に對 して 忠言 を 送 つ たと い ふ 結 31- に 

なった の も 一 面. 现 はない と 思 ひます が、 一 個の 思想家と して は、 勞働 階級に 對 してと 同時に、 資本 階級に 乎び 

かけられても、 して その 潜 越 を 思 ふ 人 はない と 信じます。 

思想家と して^ はなく 個人と して、 或は 問題 を 客觀視 せす に 自己の 問題と して、 現在の やうな 時代に 處 する 道 

はおの づ から 異なります。 私の 個人と しての 立場 ち藝 術に 關係 する ものと しての 立場」 について は、 卞 f 一 

月號の 「改造」 に ゆし 出て あります から、 こ- r に は 述べません が、 感情 生活まで を 勘定に 入れた 私 は —— 而 して 藝 

術 {¥ の 生活に は 感情 生活 は 大きな 要件です II 資本 階級に 屬 する ものであって、 しかも 思想家と して の 私 は. HE: 分 

の屬 する 階級 を 全然 不合理. として 否定して ゐ るが 故に、 藝 術に 於ても 思想の 上で も 私の なし 得る ところ は、 資本 

階級の 人々 に訴 へて その 生活の 棄却 を 促す 外に は 道がない と 信じて ゐる ものです。 あなたに 宛て 害 いた この 未 

熟な 論文 も、 その 副 目的と して かう いふ 氣持を 持って ゐ るの を 申し 添 へて おきます。 

四、 「積極 道」 について 

あなたの この 提唱に ついて、 私が 以前に それ を 一 一度 ほど 讀み 返した 時には、 申し出 づ べき ことが 可な り 多量に あ 


る や-つに.^ 5 じて ゐ ましたが、 この 文 を 草す るに 當 つて 更に 精讀 して 兌る と、 いふべき であると 感じて ゐた點 の 多 

く は、 その 必要がない ものと なった やうに 思 はれます。 とい ふ 意味 は、 あなたの 投唱の 私に 多く 關 はりの ない の 

を發 見した ので はなく、 この 提唱 は あなたの 將來の 生活の 目論見と してな された ものであって、 あなたの 現在の 

生活 そのもの. - 表明で はない とい ふこと を發 見した からであります。 卽ち この 提唱 は將 來に實 現さるべき あなた 

の 生活の 卽ち惯 値 標準と して 擧 示された ものであるの を發 見した からであります。 

然しながら、 實際 いふべ くして 行 はれ 難いの は、 現實卽 理想の 境地です。 生活の 前途に 理想が あるので はな 

く、 生活 そのものが 理想で ある こと、 卽ち瞬 々々の 生活の 中に 目的が 全く 含まれて しま ふこと、 卽ち現 實に堅 

く. § する ことに その ま.^ 理想が 體 現される こと、 これに 越して 望ましい 生活 もな く 理想 もない と は 私の 常に 思 ふ 

ところで あり、 又 心 懸けて ゐる ところではあります が、 その 實現は 殆んど 超人 力 的です。 從 つて 人に は 已むを 得 

す 目論 兑と いふ 分解的な 生活が 生れ 出て 来ます。 その 目論見に ついて 彼れ 是れ いふの は、 實は 可な り 浮き足な 仕 

事です。 私が あなたの 「積極 道」 について もの をい ふの は、 この 意味に 於て 餘計 なおせつ かいで あるの 嫌む をダ 

れ ません。 然し 私は假 りに その 點の 許し を豫め 得て おきたい と 思 ひます。 

あなた は あなたの 從來の 生活 を 反省して 或る 不足 を 感じて 居られます。 あなたの 從來の 生活 は 罪 を 造らぬ 生活 

であらう とする ことでした。 然し 罪 を 造らぬ』 と 云 ふ 事と r 天命 を 全うする 爲め』 と 云 ふ 事と は、 多くの 相違す 

る點を 持って ゐる」 こと を發 見され るに 至りました。 「只 罪 を 避けん が爲 めに 與 へられた る もの を發展 せしめな 

ハ ならば、 匕の 意志に 適 はない ものと 云はなくて はならない。 然しながら 與へ られ たる もの を 生かす こと. -、 

を らぬ 事と は して 兩立 する であらう か」 とい ふこと が 次の 問題に されて ゐ ます。 謂 は.^ 火事 を^す こと、 花 

见を する こと. -が、 どう 調和され る だら うとい ふやうな 問題になる。 西 田 天 香 氏 は、 「火事が 起って ゐる は 先 
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づ火を 消す こと を 初めに し、 花見 は 後 廻し にしなければ たらない」 といった。 併し、 火 を 消す _i ^が 出来ない ぼ ば 

美 を し t ことが 出來 ない とすれば、 若し：^; きて ゐ る.^ に 火 を 消す ことが 出来ないなら、 まどうで あるか。 西 u つ.：^ 

は 「そこカ^^S^^のT.字架でぁると云はれた」 さう である。 然し あたた， は 一 火 を 消しながら 花見 をす る 二 元の 近 

を 執らなければ ならなかった」 ので ー燈 園の 生活から 離れて しま はれた。 あなたに 從 へば の 二つの 願 ひ は そ 

れ. E 身に 矛！； 5 す 可き 答の もので ない、 正しい 願 ひとして 肯定す る。 故に 此の 二つの 願望 は 同時に 滿 たさる f^,;,^ 

の ものである」。 1 $ 々は 創造主の 偉大なる 構圖、 造化の 最後の 意匠 を 想像し て 兑な ければ ならない。 贫；！ にして、 

消： |i 的なる 平和 世界 は、 豐富 にして 積極的なる 鬪の 世界より 5^ して 造化の 意志に 叶 ふで あらう か。 私 はさう は 

田 あへ なレ より 大 なる もの、 より 强 きもの、 より 突し きもの を 造り 出さん とする 意志 は 確かに この 世界の 一 つの 

意志で ある。 若し その 爲 めに 或る 爭鬪が 止む を 得ないならば、 縱令 その 爭鬪を 認めても、，； 1： その 意志 を 全然 排斥す 

るより は 造化の 心に 適 ひ はしない であらう か。 素より その爭 鬪は 克服 せらるべき ものであって、 gf 想 世界に 於て 

は 存在 を 許されざる もので あり、 その 举鬪を 消滅せ しめんと する も 亦 世界の 一 つの 意志で ある。 我々 の 取るべき 

道 は 不調和 を 含みながら、 次第に 調和に 達すべき 逍 である。 火事 を 消しつ、 花見 をす る 道で ある」 私 は 嚴密に 

考 へる 時、 か、 る 瞬 叫 を 許さす して は， 私の 生活法 を 立てる ことが 出來 ない。 立てる に堪 へない のみなら す、 立 

つべ からざる ものと 3 《- ふので ある」。 かう 考 へて 居られます。 

かく (f.> な たは これまでの 受難、 忍苦、 拾 身、 奉仕の 道 を 肯-: 疋 すると 同時に、 それの みの 存在の 完全で ない の を 

思 ひ、 i 强 1： なる 超人の 履む 道」 なる 「人 性 を 超越して、 非人情の 世界、 超人の 世界、 覺 者の 世界に 達しな け 

れ ばなら ない」。 その， 界を 前の 罪のない 世界と 兩 立 させなければ ならない 要求 を 感じて 居られます。 「然ら ざれ 

ば この 宇 の 意志に 合致した 生活、 享受と 創造 Q 生活に 入る 箏 が出來 ない ので ある。 の 生活と たる ことが 出來 


ない ので ある j と 主張され ます。. 然しながら か \ る 生活ば かりで は 現在の 人間 生活に は 必至 的に 矛盾が 生じて 來 

る 0 

それ は _frl 、我々 の 现.； の 力 i が 不足し、 現在の 世界が 不調和で ある 爲 めの 經" € 的關 係より 矛^す るので ある" あ 

るが ま， -の 我々 が、 願 ふところの 我々 でない ハ U めに 生す る 矛盾で ある。 願 ひその もの 、內に 於て 矛- 5 して ゐ るので 

はな ハ。 我々 が 願 ふ 所 は、 我れ も 生き、 他人 も 生きん 事で あるが、 力の 缺乏 の爲 め、 已むを すして 他人の 死 を 傍 

觀 して、 c ら 生きる ので ある」 ところから 生す るの だとして られ ます。 然しながら これが 人 i ^世界に 已む を^ 

ない こと だとす るなら ば、 「"i 々は抬 身 主義と、 ギリシャ 主義と を 同時に 兼ね 行 ふ 外に 選ぶ 道がない ので ある， 

あなた は 更に ー轉 して 「(i しながら 我々 は 若し 此の 二 元 を 肯^して 生くべき ものと せば、 如何にして 現實 生活 

に 於て、 この 二 元の 調和 を 求むべき であらう か」 とい ふ^ 題に 對 して 居られます。 而 して  一 k の 調和 は 此の 二 元 

が、，.^ の內に 、て、 包攝、 統合され て、 一 つの 統覺 とたり、 一 つの 行爲が 動機の 分裂 を 意識 さる" ことなくして 

發 a- し、 その ま- - 此の 一 一元 を 含んで ゐ るので なく て はなら な い 」 「私 はか \ る覺者 の 境涯 に 達する ことによって、 

此の 二 元 を 調和 せんこと を 最後の 念願と する。 併し 私が 此の 最後の 念願 を 成就して 覺者 となる ために は、 猶. 一 度 

^^ー過^-ざる可らざる 一 つの 世界の^ 在す る こと を 痛感す る。 私 は 今 直接に は その 世界 を 求める。 卽ち 督敎 主義 

と：：^ じ 機 利に 於て、 ギリシャ、 王義を $ "おする 事から 始める」 と 結論され ます。 

以上の拔き.|^ロきはぁなたの所論の本筋だけは問逮ひなく拾ってゐると信じます。 勿論 この 論理に 纏 はる E 細な 

氣分 ハ砜寺 はこ.， に は ^ も盡す ことが 出來 ません。 あなたが 提 iP された やうな：！^ 持 は 徹底的な 强ぉ 若しくは セ めに 

はs】り^.^なぃものです。 强 者と 弱者と は 彼 GI 身 以外の 世界 を 持って はゐ ません" 從 つて 彼の 立？？ に は、 蕃ぃ にせ 

よ. れ、) いに せよ 根ぎ はありません。 あなた は 不幸に して、 ig して 幸； i にして、 孤獨を 唯一 のカ源とする强^<-の§^地 
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と、 他の 151: 別 を 知らない 弱者の 境地との 中 に 生 を 得られました。 私 は それ を： 小 幸 だとい ひます。 何故なら 

ば、 迷 悟の 輪廻に 永く 苦しまねば ならぬ からです。 私 は それ を 幸福 だとい ひました。 何故ならば、 人 ii の 大多數 

は あなたと 共に 苦しんで ゐ るからで す。 あなた は 誤た す 人類 苦 を體驗 して 居られる からです。 殊に あなた はこの 

人類 苦 を 鋭敏に 細微に 感知す る 觸角を 授かつ て 居られます。 而 して その 觸角を 十分に 働か さすに は ゐられ ない 逆 

境と 順境と を 持って ゐられ ます。 あなたの 肉體 其の 他に 纏綿す る 逆境、 及び あなたの 衣食住に 惠 まれた 順境 は、 あ 

なた に 必要と 餘裕 とを與 へました。 あなたが その 兩 者に 打ち 摧 かれす、 それらの ものに 打ち克って、 自分の 立命 

の 地 を 創り 出さう と 猛進され る 態度 は、 私 を 感激させます。 而 して それ は 私達に 取っての 尊い 賜物で あるで せ 

う。 これからの 私の 巾し 出に 於て、 私 はこの 點を 決して 忘れまい と 思 ひます。 然しながら 所論 を 明瞭に しょうと 

する 必要 上、 さう した 氣持を わざと 押し 鎭 めて 物 をい ふ ことがある かも 知れません。 

第一 にい ひたいの は 火事と 花見との 例に ついて ピす。 火事が 他人の 家の 燒け るので あったら それ は 問題で は あ 

，りません が、 自分の 大事の 家が 燒 けて ゐる 時、 しかも その 火が 自分の 着て ゐる 衣類に も 燃， え 移って ゐる やうな 

時、 人 は 一瞬たり とも 花 を 見たい 氣持を 起す でせ うか。 嘗て あなたの 論文の 趣意 を 紹介した 時、 全く 衣食の 術に 

".i 迫した 一人の 友の 發 した 言葉 はこれ でした。 私 は 返す 一 lla 葉 を 知りませんでした。 あなた は それ を 如!： 考 へられ 

ます 力 

鬼 まれ 私に はかう 兑 えます。 あなたの 提唱 は、 實 生活に 餘裕の ある、 少なくとも 實 生活に 餘裕 あらしめ る 能力 

を 修練す る 餘裕の あり 得た 人の 提唱であって、 實際 能力 はあって も、 それ を 修練す る餘裕 もなければ、 實 生活に 

も现 在餘裕 のない 人々 の 提唱し 得さうな 事柄で はない と。 概念的に いへば、 人 問 である 以上 は、 誰に でも 花 を： 

たい 願望 は ある 暂 です。 然しながら 實 際に 於て、 花見 をす る 餘裕の 許されない 人、 而 してし かも 嘗て 花見ら しい 


Elu  V し/ m れ驗 のない 人に 取つ て は， その 願望 は 全く 無 い に 等し いといつ てい \ で せう。 花見と い ふ 曾 葉で あな 

たが 意味して ゐる やうな 享樂の 氣持を に 分け前す る 人 問 は、 この 地球の 上に 何人 ゐる でせ うか、 あなたの やう 

な 趣味の 一 =2 さにまで 進み 得た 人 は、 實際 人類の 極めて 小なる 部分で あるの を 知らねば ならぬ と 私 は 思 ひます。 人 

類の 最大 多數は 花見なる もの、 前 味 さへ 知り 得ないで、 唯 漫然た. る 不満の 巾に、 自 {豕 眼前の 火事の ために 苦しみ 

藻 擬いて ゐ るので す。 結局 あなたの 提唱 は 私達 有閑階級 者の 提唱であって、 人類の 大多数に は當分 用の ない 問題 

です。 この js!!; はお 互 ひに はっきりして おかないと 飛んでも ない 思 ひあがり をしたり、 間違 ひ をしたり する 結 に 

なって、 この 問题を 現在の 人類に 直接 共通す る 重要な ことの 如く 鶴^み にす る 馬鹿々 々しさに 陷ら ない とも^り 

ません。  I 

然しながら 私達の 如き 有閑階級 者に 取って は、 この 問題 は 極めて m- 要な 意味 を 持って 一 退って 來 ます。 私 逢 は 何 

をい つても まが ひの ない 有閑階級です。 而 して、 冇閑 階級 者 は 自分達で 解決せ ねばならぬ 特殊の 問题を 持って ゐ 

る こと は、 無 閑 階級が その 特殊の 問題 を 持って ゐ るのと 同様です。 私達 は 力の 限り 自分 達の 問題 を 徹底的に 最上 

に 解決せ ねばなら ぬのです。 あなたの 提唱が 無益で ない ばかりでなく、 極めて m 要で あり 得る の は 唯 此の 點に繁 

つ てゐ ると 思 ひます。 

あなたの 苦しまれた 二つの 道に 私も亦 苦しみました。 程度の 深淺に 於て 私の 苦しみ は淺 かった かも 知れません 

が、 その 苦しみの 方向 は 同じでした。 私 は 自分の 苦しみ を 突きつ めて 行って 本能 を 見出しました。 その 本能. vils- 

出す 前に、 あなたの 所謂 基 #敎 主義 及び ギリシャ 主義の 二つの 內的 要求 を 色々 な 形に 於て 發兑 しました。 客觀に 

立 卿す るか、！^ 觀に 立脚す るか" 宿命 を 信す るか 自由意志 を 立す るか" 利他 か 利己 か.^ 目的に 生活 を 引き寄せて 行く 

か、 生 マ W に：：： 的 を 引き寄せて 來 るか。 柔順 か 叛逆 か。 唯 物 か 唯 心 か。 理想主義 か 現世 主義 か。 靈か肉 か。 ァボ P 

「I で t 忍」 を. S んで <5st: に  三 二 七 
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カティ ォ ュソス か。 祌人 か人祌 (God.manlMan-god) か。 それ は 私の 生活が 一 つの 展開 をな すごと に、 あらゆる 

種類の 對立 的な 形に 於て 私の 前に 現 はれました。 私 は その いづれ に據る こと も出來 す、 同時に 兩 者に 據るこ とも 

出來 ませんで した。 何故なら あなたの 火事 を 消す こと、 花 を兑る こと、 は、 全く 相反して 兑 える 內 部の 耍 求で あり 

ますが 故に、 而 して 私に あっても、 あなたに あっての やうに、 その 要求 は 殆んど ：^^ 等の 强度を 以て 私に は 感ぜら 

れ ましたから、 私 は 交 f.- 的に その 二つの 道に 據る こと さへ 不安でした。 一方の 要求 を滿 たして ゐる 場合で も、 常 

に 他の 相反した 耍 求が 脅威と なって 感ぜられました。 いづれ の 場合に あっても、 人 ^ 的 責任が 不完全に しか 遂行 さ 

れてゐ ない とい ふ. CE 資の爲 めに、 沒 頭しょう として ゐる 道に さへ、 沒 頭し 得ない 焦燥に あらねば なりません でし 

た。 戲机 ごとの やうです けれども、 人類 全體が 奉仕の 生活 を. なす やうになる 時の こと を考 へたら、 殆ん ど^ A 培に 

さへ 感じられる やうな、 あり 得ない 生活が 服 前に 浮んで 來 ました。 奉仕 (自分 を 空しく しての 奉仕) の 生活 は實は 

空ら 察 だ。 現在の 生活 を 些か 住みよ くす る爲 めの 淺ぃ 方便に 過ぎない。 理想的 社會が 出現して、 他人の 奉仕 を、 ふ 

耍 としない 狀 態が 實現 されたら 放げ 棄 てられなければ ならない 生活 だ。 自分の 生活 を この 方便の 爲 めに 捧げる こ 

と は 何ん としても 忍び 得ない こと だ。 と 云って、 全く 奉仕の ない 生活、 凡て を 自分 一 筒の 欲求の 爲め ばかりに 用 

ひて 行く 生活 は、 現在に 於て は 一瞬 も 成り立たない ばかりでなく、 私の 心が 許して はおかない。 許して おかな 

いものが 心の どこかに 宿って ゐ る。 

かう いふ ディ レ ン マ に 追 ひ つめられた 結 ST 私はほ分と^：！！分でなぃものとを出來るだけ截然と別けて見ること 

を餘 儀な くされました。 而 して あなたの 云 はれる 基督 敎主義 は 自分で ない ものに 凡ての 力 を 置く ことで あり、 ギ 

リ シャ 主義 は 自分で ある ものに 凡て の 力 を 置く こと だと 知る ことが 出來 ました。 

こ 、- まて 來て私 は 或る 發见 をし ました。 rta 分で ある ものに 凡て の 力 iVSsl くと いふ こと はよ く 5^ る。 そ 化よ 人よ 


何とい つても D 分の こと を 一 番 よく 知って ゐ ると いふ 意味に 於て よく 解る。 然しながら， zn 分で ない ものに 凡て 0 

力 を m はくと いふ こと は、 槪念 的に は 解る ことで、 實 際に は 少しも 解らない こと だ。 本當は 自分で ない もので あつ 

て も、 何等かの？ 总 味に 於て 自分と か、 はり を 持って ゐる もので なければ、 その^ 在 さ へ现 解の 出來る i せ； I はない。 

卽ち 一 見 {：1 分で ない ものと 雖も、 それに 凡て の 力 を §S き 得る 爲 めに は、 自分と 何等かの か ， ^はりが あらねば なら 

ぬと いふ こと を豫 件と して ゐる。 卽ち CE 分で ない ものに 對 する 問題 も 結局 は 自分の 問題に 過 きないの だ。 かう い 

ふ發 兌でした。 これ は 私に 取って は 小さな 發兒 ではありませんでした。 

これから 私 はこ i に. EI 分の 生活に 對 する 反 ，おに 重點を 置く やうに なりました。 つまり 私 は 自分の 本當の 要求に 

從 つて 動く 外 はない。 自分 を もっとよ く 見詰めて 見る 外 はない。 自分に 於て 何が 深奥な ところに 力と して 働いて 

ゐ ろか。 それ を發兑 せねば ならぬ と 決意し ました。 

この 結 として 私の 服から は、 理知と 道德 との 梁が 取り除かれました。 奉仕と か 犠牲と か 獻 身と かいふ 要求が 

無^^な 首 葉と して 響いて 來 ました。 無內容 な？ SI. なる 策略と して 映 じて 來 ました。 而して现知とか^£-德とかの奥 

に、 それ を创り 出す 根柢 的な 力の あるの を朧 ろげ ながら 感知す る やうに なり ましたつ それ は 私が 本能の 發兒と 云 

つたと ころの もので あ. 《 ます。 

私の いふ 本能と は 偶 性の 生長 を 促が し 進める 力です。 あなたの 云 はれる ギ リシ ャ 主義の 傾向に 當る やうに も 見 

えます が、 S 上^ 敎、 王 義と對 照され た ギリシャ、 王義 ではありません。 基 敎 主義に 對 照され た ギリシャ 主義 は 理知 

とい ふ ものに 非常な 重さ を 置いて ゐ ます。 然し 私の 本能 は い つで も それ を破壞 しょう 破壞 しょうとして ゐ ます。 

偶 性の 生長 は 如 何 して 成し遂げられる かとい ふと、 私が 交渉 を 作った 私 以外の もの を 私の 中に きびしく 取り込む 

ことによって 生長し ます、」 だから 他人の 眼から は 奉 ii とか 獻身 とか 見える 所謂 基叔" 敎 的行爲 も、 私. が 云 ふな 

f  t^s. ヒを んでぉ wiu に  一 一： 九 
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らば， 旣に 私自身に 搦 取した 外 ⑩に對 して 奉仕 獻身 をして ゐ るので、 それ はつ まり 私自身の 爲 めに，^. nn 身に 對し 

て 奉仕 獻身 と兒 える もの をして ゐ るので す。 それ 故 例 を 火事と 花見との 例に 戾 すなら、 私が 火事 を 消して ゐ たら 

それ は 花 ：3^ をして ゐ るのと 同一 事です。 その 時 火事 は、. 第三者に はさう 見えな くと も、 私から いふなら ば 私の 自 

家の 火事であって、 私が 花見 をす る 時と！： 様に、 火事 を 消す ことが 私自身の 生長に 役立って ゐ るので す。 花昆も 

私. d 身の 生長に 役立ち、 火事 を 消す の も 亦 私自身の 成長に 役立つ のです。 但し この場合、 若し 火事と いふ 事件が 

私と いふ 個性と 何ん のか-. 1 はりの ない もの だったら、 その 火事が いかに 蔓延しても、 私 は その 火事に 對 して 冷然 

として ゐる ことで せう。 火事 を 消す ことの 必耍 は、 火事 だからと いふので はなく、 その 火事が 私に か、 はって ゐ 

るからで す。 火事な り 花見な りが 私に か& はる 程度が 同】 である 以上 は、 火事 を 消す 時に も 花見に 劣らない 熱意 

を 以て 火事 を 消し、 花昆 をす る 時に も. K 事 を 消す に 譲らない 純情 を 以て 花を兒 るで せう。 この場合、 どっちが 功 

利 的に この 世に より 役立つ かとい ふやうな こと は 問題に はなり ません。 

大切な こと は、 それらの ことによって どれ 程 自分が 心 ゆく やうに 生長す るかと いふ ことです。 その 爲 めに は自 

分の 生長 慾に 對 して 能 ふだけ 愁 深くなる より 仕方が ありません。 卽ち 外界から 出来るだけ 廣く 深く 高く 攝取 する 

ことの 外にありません。 而 して 私の 生長 は 義務で はなく して 享樂 であるの ですから、 如何なる 被 攝取物 も 結局 私 

の 享樂の 的です。 花見で も 火事で も。 

私の 本能が 私 を 不完全から 完全に 生長 させて ゐる やうに、 私の 外界 も 不完全から 完全に 赴かう として 喘いで な 

ます。 私に 搦取 された 外界に 私が 働き かける 時 は、 私と して は 私. GI1 身に 働き かけて ゐ るので すけれ ども、 恐らく 

第三者に は、 私が 私 以外の ものに 働き かけて ゐる やうに 見える でせ う。 例へば 前章に 於て、 私 は资本 制度の 滅却 

を 極力 主 IS しました。 私ま，：^-は勞勸階級に^しなぃが故にぉし私が自分€!生長だけを希ふのならば， 资本 制度の 


却な ど は問题 にならない のみ，^ 1 そひ存緣をこマて主張すぺきでぁるとぃ ふ風に！^ぇる-^！も知れま亡んゅ ^し 私 

は 旣に勞 働！： 題と いふ 問題に 不完全に せよ、 か \ はり を 持ちました。 私の 生活の 中には、 その 問題が 私の 牛： 活の 一 

部分と して 活 きて ゐ ます。 私が この 問題 を 私の 內 部の： 止しい 座に 置かなければ 侗性は 生長 を 妨げられます。 私 0 

身の 仕 isK^ ち 文 藝.： としての) を勵 まう とすれば、 この 問題が 來て私 を 妨げます。 お前が 呑氣に 仕事 をして ゐる 

に、！^ 衆の 大部分 は餓 ゑて ゐ るが、 それでい & のかと いひます。 お前の 仕事 は その 民衆と 如何 繁 がれて ゐ るかと 

いひます。 お前が お前の 中に 取り入れた 人類の 全 要求 を滿 たさす、 お前の 內 部の 分裂 を その ま、 にして おいて、 

お， ハ S は 生長が 出來 ると 思って ゐる のかと いひます。 私の 本能 は 私が 安全な 地帶に 立って 歩いて ゐな いこと を吿げ 

*  *、 し 

ます。 私の 攝 取した 外界が や \ ともす ると 私から 離れて 無緣の ものに ならう として ゐ るの を 警めます。 かくて 私 

は 今 私が 持ち合せて ゐるカ 一 杯で その 問題 をす わりのい、 ところに おきか へねば なら なくなりました。 私 は產業 

制度の 不合理 を吿 白し ました。 その 不合理 を 幾分で も 取り除け る 實行的 第一歩 を 踏み出しました。 私の 仕事 を、 

私の 訴へ 得る 最も 近い 人に、 私が 有する 最も 理解し 易い 言葉と 行爲 とで 說 きす.^ め 得る 方向に 進ませました。 こ 

れは 何も 私が 他人に 奉仕しょう とする からではありません。 私が 自分自身の 完全 へ 向っての 生長に 餘儀 なくされ 

るからで あります。 私に 直接の か \ はりの ある 人が、 私の 說 きす- f める 方向に 生きて 行って くれなければ、 私自 

身の 内部生活が 矛盾 を 感じて やまない からです。 從 つて 私の する ことが 勞働 問題の 解決に とっての 迷惑と ならう 

とも 私と して は 致 方の ない ことです し、 偶.. 何 かの 役に立つ 結 菜に なった ところが、 それに 對 する 感謝 は 私に 向け 

られ ると 見當違 ひになります。 かう いふ 私の 態度が 萬 一 にも 火事 を 消す ことにな つたと しても、 私自身から いふ 

なら 花を兒 てゐ るのと！： 一  です。 私と して は 自分自身の 滿足 があって それ をして ゐ るのに 過ぎない のです かち。 

何も 火事 を 消す の を 義務 責任 として、 して ゐ るので はたい のです から。 

「お = わ」 を. H んで お出 氏に  三 s 一 


かう いふ 立場 は、. 世 一  般に 今まで 成り立って ゐた 約束 を 無視す る ことになります。 少なくとも、 制度と かゆ： a 

德雜 とか、 人々^ の 關係を 規定す る 約束 を、 私自身の 本能 的 要求より 下位に： ：！5-_3 る ことになります。 二つの もの 

が 術 突した 場合に は、 私 はいつ でも 私の 本能の 命す ると ころに 從 はう とする ことになります。 ？ j| は 如 ：！： なる 意味 

に 於ても I の屮 に犧牲 とか 献身と か 奉仕と かいふ ものが 高い 德 として 認められ ようとす るのに 反對 します。 それ 

が德 と！^ まめら れる ところに、 その 德は 滅び 亡せ てし まふの だと 信じて ゐ ます。 外面 的に 犧牲 とか、 獻身 とか、 奉 

ti とか える 行爲 があった として、 それが 無理な 心の 動き 方から 行 はれた 楊 合に は、 犠牲で も 献身で も 奉仕で も 

なくして、 それ は 偽瞞か 野心の 發 露に 過ぎす、 {HI 然な 心の 動き 方から 行 はれた 揚 合に は、 生命の 滿足 のために 行 

はれた ものであって、 それ は 獲得で こそ あれ、 犠牲で も獻 身で も 奉仕で もない と 信じて ゐ ます。 

現在 私 は 如上の 生活 熊 度 を 取って ゐ ます。 この 熊 度の 上に 立って あなたの 提唱 を考 へて 見る と、 あなた は 少し 無 

现に心 を 動かさう として 居られる ので はない かと 思 はれる のです。 あなた は 自己の 爲 めでな く 他の 爲 めに のみ 働 

かたければ ならぬ とい ふ 責任 を、 深く 感じよう として ゐられ る やうに 見えます。 あなたの 用 ひられた 例で いへば 

火事の 場合が さう です。 あなたに 取って は その 場合 火事 は 他人の 家の 火事です。 それが 消された ことによって 喜 

び を感す るの は 他人です。 あなた は 他人の 喜びの 爲 めに、 自分の 中から 何 か を 犠牲に 供さねば ならぬ 義務 貴 任 を 

感じて 居られる のです。 他人の 家の 火事が あなたの 家の 火事と 同様な 感じ を 以て 受け取られる 心の 動き 方に なつ 

てゐ ない の に、 强 ひて 花見 を 止めて 火 車 を 消すべき だと sol 一 en に 重き を 置いて 居られる やうに 私に は 見えます、 -そ 

こ にあな たの 心の 不滿が 芽 ざすので はありません か。 花見 を しないの が 惜しまれる やうな 未練が 出て 來 るので は 

ありま せんか。 若し、 あなたが 他人の 家の 火事 を 自分の 家の 火事と 同様に 感ぜられる 程、 他 を 自己の 中に 攝 取し 

口にの み、 火事 を 消す ことに 力 を ^ひられたら、 花見 をし なかつ め をお む やう.^ ことおな. 思 ひます。 


.1::己にしっ.^-り攝取さ.^たもひに對しての外は* 動かない とい ふ 度 さ へ 取られたならば、 あなたの 感ぜられ 1^ 

矛 は、 ひとりでに 消える もので はない かと 思 ひます。 そこに はもう、 ^^敎 主義 も ギリシャ 主義 もない と 思 ひ 

ます。 一 筋の 近が あるば かりだと 思 ひます。 

赏際人 は あまりお せっかい をす る ことに 惯ら されて しま ひました。 衷心の 欲求の ない ところに 輕々 しく 動く 

ぉ惯 をつ けられて しま ひました。 それ は 一寸 兄に はお 互 ひが 社會 生活 を 01= いて ゆく 上に 大變 便利です。 それ 故 社 

, ^は頻 りと かくの 如きお せっかい を 證 突し ます.^ さう いふ 行 爲が所 1^ 社 .s" 道德の 骨子と さ へ 認められます，^ 而 して 

それが 社會 若しくは 人類に 對 する 奉仕と いふ 一一 一一 n 葉で いひ 现 はされ ます。 而 して その 行 はに 對 して、 社. は 何等か 

の 方法に よって 報酬 を 送ります。 言 紫の 上の 感謝から 始まって、 勳草 となり、 賞金と なり、 Eeo の尊稱 となり 

ますつ 然しながら 私達が 露に 尊敬せ ねばならぬ 釋迦 とか Si 督 とかい ふ 人が それらの 社會的 報酬 を H あてに して あ 

の^ 5^5 をした の だと は 誰も 考 へる 人 はありますまい。 彼等 は 彼等 自身の 最上の 生長 卽ち滿 足の 爲 めにあの 生活 を 

したので す。 彼等の 生活 そのものが 彼等の 報酬だった のです。 しかも 社會は 彼等の 行 爲の獻 身と か 奉仕と か兑ぇ 

る ものに 對 して 嘆美 嘆賞の あらん 限り を獻 げてゐ ます。 彼等が 要求し 得ない もの を 社 會は& つて 獻 上しよう とし 

てゐ ます。 镇牲、 獻身、 奉仕の 德は 報酬 を 無視して 行 はれ \ は こそ 犠牲、 獻身、 奉仕な の だと 社 會は敎 へて おき 

ながら、 たまく さう いふ 行 爲が現 はれ \ ば、 爭 つて 先づ それに 對 する 報酬に おぎます。 あまり 見え透いた？ 迫德 

的^^ではありません か。 私達が SB に 彼等 を 尊敬せ ねばなら ぬの は、 さう いふ 意味に 於て ピ はない と！ H 心 ひます。 

彼等が 如何に 彼の 個性の 中に 攝 取した ものに 對 して^なければ 動かなかった か、 而 して 彼等の 攝 取した 範圍が 如 

何に 魔大無 $3 な ものであった か、 その 點に 驚かされて しま ふので す。 人 問 の 生命が どれ だけ 生長し 川.？ る もので あ 

るかの 實 證を與 へて くれたのに 驚かされて しま ふので す。 而 して そこに 尊敬 を 感ぜなくて は ゐられ なくなる ので 

ri^£ 心」 を^んで <;s 出 氏に  li;;:  二  ij 


せ^：；-^^入^；^^^第七卷  .  H  0 

す。 卽ち 彼等が 人 li 向上の 可能性の 適確な？？^ 據を與 へて くれたの を 尊敬せ すに はゐ られ なくなる のです。 

若し 基督 ゃ釋迦 の行爲 のみ を 標準に して か、 つたら、 吃 度 私達の 生命に 割れ目が 出来る の は 知れ 切って ゐま 

す。 何故なら 私達 は 彼等 ほど 高く 深く 遠く 瑗境 を攝 取し 盡 して ゐ ないから、 彼等の 行爲 その ま.， 實行 する こと 

は、 私達の 全く か& はりの ない 世界に 對 して 私達が 漫然と 働き かける 結 5^ になる からです。 そこに 私達の まこと 

の 要求と、 より 外面 的な 責任感との 間に 大きな 隔 りが 出来る からです。 玆に 私達の 生命の 分裂が 始まる ので は あ 

りません か。 二 元の 苦條が 起って 來 るので はありません か。 あなたの 消極 道と 積極 道との 葛藤 も 如上の 經偉 こそ 

の 根 を 持って ゐ はしない かと 考 へて はならない でせ うか。 

もどかし いこと では あるか も 知れない が、 私達 は 私達の 生命 內容卽 ち 私達が 確かに 握り 得た 世界 を 正しい 關係 

におく ことにの み 働かねば なりません 。檢證 の 結, それ はいかに 狭い 範圍 であっても 仕方のない ことです。 思想 

ずと しても 實行 家と しても、 濫りに その 範圍 を拔け 出て 仕事 をしょう としたら 失脚し ます 0 そ乜は 結局，... -の 生命 を 

外面 化して 混 亂を來 たし 生長 を 阻止す るの みならす、 人類に 對 して 一 曆僞瞞 の 種を播 くこと になります。 先づ勒 

きかけ る 前に、 その 働き かける 對象を 立派に 自己の 中に 攝取 する ことが 大事 だと 思 ひます。 一度 攝取 さ^た 以上 

は それ 力 火事で あれ 花見で あれ、 それに 傲き かける こと は、 自己の 生長の 爲め であるが 故に、 火事 も j ヒ. r ル であ 

り、 花兒も 火事であります。 西 大香 氏が 花 InJ- を 捨てる の を r 殉敎 者の 十字架 道で ある」 と 云 はれた としたら、 

私 は その 首 葉 を 疑 ひます。 

私 はま だ 私の 考へ てると ころ を 十分に はい ひ 足らない やうに m 心 ひます が、 私の この 心 持 は 「惜しみな く 愛 は 1^ 

ふ.」 の 中に 少し 纏 説して^ きました から そ：^ に 補 はせ る ことにします。 
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^て 私 は あま リ饒モ ：！ に 過ぎた かも 知れません。 あなたの これらの 言 說 に 純爲な Hp 持 は 感じな が ら餘 り に 逆ら ひ 

過ぎた かも 知れません.^ 而 して 私の 思想に も 恐ろしい 誤謬が あるか も 知れません.^ 唯 私 は あなたの 友情 を 信じて 思 

ふ 存分 を 巾し 出ました， -こ の 稿が 印刷に 附 せちれ て あなたに 讀まれ た 後、 私 は あなたの 病床 を 訪れて 存分の 叱正 を 

請 ひたいと 思って ゐ ます l-in 葉が 思 はす 失禮に 瓦ら てゐ たら 私の 心 持への あなたの 理解に 鎚 つて 許し を 乞 ひます。 
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大抵 必要な 引 はした 精リ であるが、 倉 S 氏 5 氮持は 

の 文章 仝體を 誠まない と解リ にくい が 故に、 この 文の 讀 

者 は rktsj を も併讀 されん^ を 希 3^ する。 


(1 九 ニニ ¥ 十 一 月， 十二月 「ij^」 ^ ニ號、 i> がー ニ號 所載) 


「涙の 底から」 の 序 

長く 延びく になって ゐた 「淚の 底から」 を 今夜 讀 みました。 この 一 冊の 書物 はい たづら に讀み 切る 事の 出 米 

ない ものであるの を 感じます。 何故なら その 中に 私 は 明かに 著：^ その 人の 生活と 一 K 惑と が 織り こまれて ゐ るの を 

感じます から。 若し これが 私の 僻見で あったら これから 私の 申さう とする こと は 何等の 力 を も 持ち 得ません。 何 

故なら 私 は 出 發點に 於て 旣に跌 いて ゐ るので すから。 私 はた^ 自分の 不明 を 著者に 謝する 外はありません。 

然し 私の 受感 した 處が私 を It つて ゐ ないなら、 卽ちこ の. S が 著者の 生活と 實感 から 織り出され たものと したら. 

私 は こ の 作品 に對し て 多少の 云 ひ 分 を 持 つて ゐ ます。 

第一 これ を 著者 自身の 懺悔 錄と兑 る 時に、 私 は 一種の 嚴肅な 感じに 打 たれます" その 中に 害 かれた 事 は 確かに 

著お が 苦しみ 祓いた 上に 作り出された ものである 事 を 十分に 納得させます から。 

然しながら 其の 表現に 至って は 私は少 からぬ 不滿を 感じます。 戲 曲の 形に 於て 書かれた 所 は 戯曲の 形 をな して 

ゐ ません。 それ は 寧ろ 人間の 葛藤と 云 ふより は 人間の 持つ 思想の 葛藤であって 丸彫りに された 人 il は 影 薄く より 

そこに^ はれて ゐ ません。 これ は 寧ろ 感想文と か 徴悔錄 とかの 形に 於て 書かるべき もの だと 考 へます。 

その 戯曲の 女 主人公の 「懺悔 錄」 として 書かれた 部分 は 懺悔 錄 として 內容 がまた 餘 りに allusive です。 痛い 所 

「^ の h 眈 ら」 の び  三 三 七 


有. お 武郞全 el- ^？^七卷  .  一一 ニニ 八 

に來 ると 作者 は 逃げ を 張って ゐ ます。 而 して 或る 種の 现窟を 以て 其の {4, 一 虛を滿 たさう と 企て、 ゐ ます。 

それ故に 形 は 饿悔錄 でありながら 讀者 は： i-.- こちたい 宗敎 折：： 舉 風な 言 說の爲 めに 共鳴 的 赏感 から 遠ざけられ ま 

す。 然し 问じ 道理が 繰り返し 繰り返して 述べて あるに も拘 はらす、 はっきりした： 要點を 確かに 摑 むこと から 失敗 

せねば なりません。 1  ゆ h 悔 である 以上 はもつ と 端的な 表現 を 望みたい やうな 心に させられます。 

要するに この 表現の 凡ての 缺點の 源 は それが 藝術 化される 爲 めに は 餘 りに 著お の 姿が 現 はれ 過ぎ、 懺悔 錄 とし 

て 見られる 爲 めに は餘り 著者の 囘 避が 過ぎて ゐて、 謂 は^どつ ちつ かすに なって ゐる 所に あると E め ひます。 

この 點に 著者 は 知らす 識らす 自己 を 死地にまで 速れ て 行く ことから のが れ ようとす る 不徹底 さ を 見せて ゐま 

す。 n 己の 各； 向 を 俎上の 魚の やうに 無 容赦に 兑 つめる か、 自己の 中に 入り 切って 左 顧 右 なく 自己 を 露出す るか、 

何れ か の 道 を 徹底的 に 成就 さ る ベ き だ つたと 考へ ます。 

そとから その 中に 織り込まれた 思想 上の ことにつ いていへば、 初めの 戯曲 も 後の 「徵 悔錄」 も 同一 の 思想の 繰り 

返しに 過ぎない 事 を 感じさせます。 牧師 原 m の戲 曲に 於て なした 所 は 「淚の 底から」 と 云 ふ 種本 を 遂に 行った に 過 

ぎな いので、 或る 事 を 行 つ た 結 として r 淚の 底から」 が 生きた も の だと^ へ られ ない 程 思想 の 上の 發展が あり ま 

せん。 それ 故 これ は戲曲 だけにして おく か 「满 悔錄」 だけにして おく かで 澤 山な もの だとの 感じ を 私に 與 へます。 

思想の 內容 について いふと、 生 活經験 か ら 水 の やうに 湧き出て 來 たもので は な く、 ある 生活 經驗 があって それ 

を蔡现 する 爲 めに 其の 經驗 者が 今まで 讀ん で來た 書物の 屮 から あの 部分 この 部分 を 採用して 一 つの 系統 を 立てよ 

うとした 跡が 考 へ られ ます， これ は餘 りうが ち 過ぎた 曾 紫の やう に 聞こえる かも 知れません が、 私に はどう もさ 

す なほ 

うい ふやう に 響きます。 もっと素^に生活そのものから生れ出た思想だけを分り：：；^く披露されたならもっと心，^^ 

打つ ものが 生れた ので はない かと 思 はれる 節が あります。 


人 上-: に は 矛 -i^ が ある。 た 自然に は 調和が ある，' 矛！ i5 の 人生に その ま、 生きる の は 恐ろしい こと だが 惡ぃ ことで 

はない。 その ま、 の 姿 を 突きぬ けて 兌る と、 やがて 大 .0 然の 調和と 睨み合 ひする と 云 ふの が大 體の考 かと W 心 ひま 

すが、 私の 頭の 惡 いせ ゐか そ の 脈絡が 繰り 返 し 繰 り 返し 云って あるに も 拘らす — 私 に はよ く會 得が 出來ま せ ん 

でした。 

そ- e に は 卞來の 思想の つぎはぎが 出 K り をな して ゐ るので はない かと 思 ひます。 もう 一 虔 それが 作者の 個お の 巾 

こ^ 合してから いひ 出されたなら、 もっと 脈絡の ある ものに なり 得る ので はない かと ます 

n 分.： A 碌 でもない もの 、癖に こんな こと を 中 上げる の は 分に過ぎた isF たと は 思 ひます。 

そ 1, な 私 は；； 几來 他人の 作品 を 彼れ 是れ云 ふ 事 はしまい と 思って ゐる 者な のです が、 强 ひて 何 か 云へ と 仰し やら 

Lc::^ ると、 矢張り. S  加減な 事 はいって ゐられ ません から、 n 分 をお みる 暇 もな く 失禮を もい と はす 2 ぬひ 切り 

我 俊 を 中し ます" 不悪御 容赦 御 披！^ ？ さい。 

(大正 十 一 ハゃ四 =o 


「淚 €  ^ ょリ」 乃 序  三  一二， フ- 


「太陽の 沈み ゆく 時」 の 序 

お 夕 I, ソ 

私 は 序文 を ま n くの が 嫌 ひです。 それ は 序文 を 書いても らふの が 嫌 ひだから です。 その上、 私 は 他人の 作品に 序 

文 を. く 力量 のない こと を. e: 分 でよ く 知って ゐ るし、 又 本屋の 廣吿文 代り に 利用され るの が、 私と して 餘り氣 持 

がよくな いので、 序文 は 書かない ことにして ゐ ます。 

ところが あなたの 場合 は、 私の これまでの 考へを 大分ぐ らっかせ ます。 それ は、 今 は 世に ない あなたの 愛人が、 

私に 序文 を 書かせる 希望 を 持って ゐられ たとい ふこと が 一 つ、 どんな 惡 口で もい つてい &と いふの が 一つ、 私の 

名 を 利用す る 以外に、 本屋が あなたの 心 持 をよ く 呑み込んで ゐて、 寧ろ 私の 序文 を揭げ るの を 承諾 するとい ふ 位 

の 立場に あると いふの がー つつ この 三つが 私に 自分の 禁を 破らせる 結 3^ になり ました J 

そこで 私 は 遠慮なく 思った 通り をい つ ての けます。 あなた はこの 作品 を藝 術と して は 乍らなかった とい はれま 

あなが 

す。 又 ち 人に 讀ん でもら ふ：！^ もない とい はれます。 それ は 然し 一人の 讀者 としての 私が 顧慮す るに は當ら ない 

二つの 豫 件です。 私 は 矢張り 讀 まるべく 印刷され た 一 つの 藝術 品と して この 作品に 對 します。 

極めて 冗漫で、 而 して 不必要な 揷 話が 到る 處に揷 まれて ゐ ます。 或る ところでは それ はお 伽譚の やうに 單純 

で、 或る ところでは 調子 外づれ にしち くどく 思 はれます。 この 作品に 於て 「藝術 も 亦 一 つの 經濟 である」 といつ 

たラ スキン の 言葉 —— 而 して 私 は それ を 正しい 首 薬 だと 思 ふ ものです が 11 が 遠慮 會釋 もな く 無視され て ゐるゃ 

うに 兌え ます。 若し； が あの 材料 を 取扱ったら、 恐らく 全量の； 二分 一 でル 付けて しまった らうと 思 ひます。 それ 


から 文" 一せ は 綿 .：45 にこ なれて ゐ ま r けれども， ，て の 割合に 作 の 鎮§- を 現 は す や う な 確 .13^ な ス タ ィ ル が 兑出 さ れ ま 

せん。 だから 立體 的と いふより は 平板な 感じ を處々 で^ はされ ます" 心が 緊張して 行く か はりに だれて しま ひま 

す。 作お の 焦躁が 累を なして、 讀^<;の興窗が却って押しひしゃがれます。 これが 惡 口です。 

けれども 護んで ゐて、 いやな 氣持は 何處の 隅に も感 する ことが 出來 ませんで した" 何 鹿の 隅に も。 それ は 子供 

が 人に 對 して 熱心に！ J^i しかけよう とする 時の やうな 感銘です ゥ 爲實 無比な 寬 話と いふ 氣 持が します。 自然で-^ 人 

でもが、 ^;..6がしげな：：十ロ の§1に、 少しも ゆがめられ すに、 晃られ たま.^、 感じられ たま k に 現 はれ 出ます。 而し 

て 凡て の is!- 件 や 人 問 やが 奇妙に 生きて ゐ ます。 あんな 書き かた をして 生きて 來る だら うかと 思 ふところに 不意に 

生きて 來 ます。 一見 §sf 純に 兌え る發 想の 背後に 或る 担むべからざる 生活が あります。 而 して 生活の あると ころに 

は、 汲み せない 设雜 さの ひそむ の は 誰でもが 知りぬ いて ゐる 事實 でせ う。 勿體 ぶらないで ゐて、 氣 品の 自然に 

しみ EE る 性格と、 極めて 平面 的に 兌え ながら， 深味に はいりこむ 可能性 を 十分に ほのめかす 情^と が、 作品 を裘 

付けて ゐる のが 私に はす ぐれて 快く 受け取られます。 

^ 一  卷に 於て は あなた は に 序曲 を彈 じて ゐ るの だとい はれます。 第一 ー卷に 於て、 あなた は聲を あげて 死の 證美 

をす るの だとい はれます。 だから この 卷 だけ を讀ん であな たの 作品の 內容を 彼れ 是れ いふの は 無 ハ价： に 近い 察 かも 

知れません J 私は樂 しんで 笫ー ー卷の 出る の を 待ちます ョ而 して 更にい ひたい 事が あったら いはせ ていた ビ きます。 

この 一 つの 作品に いは^ あなたの 生命の 全部 を： おがう として ゐられ るの を 知って、 こんな 亂： ：.？5 な こと をい つて 

ゐて はすまない やうに も 思 ひます が、 感じた ま \ を 害け とい ふ あなたの 要求に 忠 實 に 以上の こと を 書きます。 

あなたの いはう とな さる ことの 凡てが、 遣憾な く 現 はれ 出る やうに、 それ を 希望して やみません。 

(； 九 ニニ； 小 六 n 二十 九：：：、 M„!s れ る^) 

「太 の沈み ゆく ゆ. 一の 序  コー M. 一. 


.K? 島 武郞全 iis-  三 M  二 

「米 國學生 生活」 の 序 ， ■ 

私が 亞米利 加で 舉生 生活 をして ゐ たの は、 十數年 以前の ことになる。 その 記憶 は 淡い ものに なって しまった。 

察 生 生活と いひ 條、 私 は 純 粹に舉 生らし い 生活 を そこで は 送らなかった U 私 は 自分の 部屋に 閉ぢ こもって ゐる 

か、 獨 りで どことなく 歩き ま はるか、 それでなければ 醉 狂な 勞 働の 生活 を やって ゐた。 色彩の 濃厚な、 贅澤 な、 

亜米利加 風の 舉生 生活の 種々 相 は，" 可な り 遠い 隔り にあって 朧 ろげ に 感ぜられる ばかりだった。 

然しながら 若さに よって 護ら れる 生活 は、 誰に でも 快い 牽引で あらねば ならぬ。 私の 坦問兒 た 米 國の學 徒の 生 

活は、 赞 見に は 過ぎなかった けれども、 いつでも 快い！： 想と なり、 活々 した 刺戟と なって、 私の 胸の 奥に 響いて 

來る。 米 國の學 生 は 一 帶に氣 持よ く 無邪氣 だ。 よく 遊び もす るが、 自分に 必要な 勉强 もして ゐる。 思想 的な 方 

に 於て は、 日本の 樂生 などより 遙 かに 幼稚 だが、 その代り 早く 性格が 問 まって しま ふこと なく、 いかにも 延び 延 

びと した 生長 力 を 持って ゐる。 彼等 はこの ライフ. ゥォ， 'クを 始める 前の 準備と して、 能 ふかぎ り の樂 しい 生活 を 

贪る やうに 兑 える.^ 殊に 女性が 男性と 共に この 境涯 を 味 ひ 得る やうに して あるの は、 米 國舉界 の 一 特色で あると 

いってい 

それらの 事： が 喜 多 氏に よって 紹介され るの は 私 一 人に とっても 樂 しみな こと だ。 私 は それによ つて 彼處 にあ 

つた 時の 生活 を 3 心 ひ 出す のみなら す、 私の 見聞し なかった 多くの もの を 知る ことが 出来る だら う。 而 して そのよ 

ろ こび を 持ち 得る もの は單に 私ば かりで ない とお も ふ。 

(一 九 ニニ 年 七月 二十 六日、 夏^の 午後) 


私 は、 く 害 後 を 誌す こと を 怠って ゐた。 怠って 以来の こと を 忘却の 中から 呼び 起す の は 必要 もな く 面倒で も あ 

るから、 最近の こと を 少し 害き とピ めて おく。 

今年に なって 私 は 「宣言 一 つ」 なる 小 感想 を 「改造」 に 送った が、 それが 思 ひも よらぬ 反 饗を文 擅と 思想界と 

に 呼び 起した。 その後 私が 發 表した 感想に も 私が 注意して おいた やうに、 これ は 私の 所說が 際立って 篦大な 提言 

であった とい ふので はなく、 私の 觸れた 問題が、 凡ての 人の 考 への 屮に 熟し、 而 して それが 細心に 思議され かけ 

てゐ たの を 證 する ものである といへ る。 私の 書いた ものに 對 する 批評 や 非難の 巾に は、 深い 注意と 反お と を 以て 

まねば ならぬ もの も 多かった が、 中には 私 を 不快に させ、 或は 私 を悄れ しめる もの もないで はたかった。 この 

^の屮 に rr^ の 所說を 取り入れる について、 それらの 評論の 凡て を 併せて 集録す るの は、 時代の 傾向 を^ 取す る 上 

に、 义私 0 身の 所説の 長所 や 弱點を 明かに する 上に、 無益の ことで はない とも 思った が、 餘 りに ゎづら はしい の 

で わざとお 略す る ことにした。 私の 手許に 集まった 反響の 中で 最も 私 を不滿 にした もの は、 その 或る ものが 现简 

の 上ば かりからの 批評 非難であって、 筆者が この 問題に 就いて、 體驗 的に 明確な 態度 を 示して ゐな いこと だった。 

若しく. Hw.^ な 態度 を 造らう とさへ して ゐる やうに は兑 えない ことだった。 唯 議論 をす るの が 面白さに 議論 をし 

てゐろ なと いふ こと を 思 はせ る もの、 あった こと だ。 かう いふ 身 構へ でもの をい ふの はいけ ない こと だと 私自^ 

は 思って ゐる。 

それから 久しぶりで rnii.: 座」 第一 卷に 於て 私 はまた 小 說に筆 を そめ はじめた.' 創作ら しい 創作 をし なくなって 

一藝^ と 生^」 誊^  一一  r 三 


有 岛武郞 <.-m  七お  H^w 

から 約 三年 を 過した 譯 である。 「；^ 座」 を 赛 くにつ いても、 私に はま だ本當 のと ころに ほ 分が 立って ゐな いとい ふ 

感じが してなら なかった。 然し 考 へてば かり ゐる こ， \ -が必 すし も 常によ いこと ではない。 ぶっかって 行く こと も 

大切 だと 考 へた〕 私 は 今年 中には その 第二 卷を 出したい もの だと 望んで ゐる。 多分 第一 卷 位の 厚さの ものが、 あ 

と 叫 冊 位に はなる のかと 思って ゐる。 

それから 私 は 「一房の 葡萄」 とい ふ 直話の 本 を 出した。 童話に ついては、 私 は 或る 主張 を 持って ゐて、 その 主 

張に よって あの 叫つ の 話を窨 ぃて兑 た。 大人が 子供に 讀んで 聞かせる やうに すると、 一番 子供に はよ く訴 へる や 

うだと いふ 人が 多い。 若し あの 本 を 顧みて 下さる 讀 者が あったら、 さう いふ 試みが して ほしい。 

それから この 年に 於て、 私 は 自分の 寶 生活に 多少の 變化を 行った。 その 目論見が 或る人の 口から 漏れた ため 

に、 世の中の 或る 方面に 兎や角の 罈を 提供す る 結^に なった" これ は 私の 不謹慎から 起った ことで 申し 譯 なく 思 

つて ゐる。 私の しょうと する 位の こと は 今まで ビも なし 遂げた 人が 少 からす あるに 相 遠ない と 思 ふ。 唯 私が 公人 

として 多少 人に 知られて ゐ ると ころから 何 か 物 珍ら しげに もてはやされる 結 になった の だ。 それ は 主に 私 一 個 

にか k はる 問題であって、 しかも 何ハ牛 かの 過去に あって は、 私に 取っても 相當 重大な 問題と して 考慮され たもの 

であった が、 この 顷 では 人に 披露す るに は 恥 かし 過ぎる 程の ことにな つてし まって ゐる^ 然し それ だからと いつ 

て、 別に 隱 してお かねば ならぬ こと だと も 思 はない。 旣に 世の中に 擴 がって、 しかも 新聞 ゃ雜 誌が 多少な り 51 逮 

つた 報道 をしたり、 私の 考 へに 對 する 多少 見當 ちが ひな 揣摩瞭 測が 發 表されて ゐる 以上 は、 何 かの 機 舎に 私の 考 

へ 方ゃ實 行の 方法 を、 少く とも 私の 讀 だけに は 報告して おくのが 至當 ではない かと 思っても ゐる； 

それから、 これ も 私の 永年の 目論 兑 であった 個人 雜誌を 刊行す る 機運が 來 たこと を もお 知らせす る。 私 は 毎月 

雜誌ゃ 新聞に 何 か +ゲ# かされる。 成るべく それ をし ないで 創作の に沒 頭したい と 希望したがら も それ を させら 


れ る。 こ れを斷 ち 切 る こ との 出來な いのは 私の 弱い の にも 起 W す るが、 ジ ャ、 -ナ リズムの 政策が 極めて 巧妙に？^ 

m されろ のに も 原 51 すると ころが 冬い。 然し 私が 害く 以上 は、 それ てまと めた 形に 於て 害く 方が 私の 讀^ の爲め 

にも 便利な ことで あるし、 私に も：； 湫持 のい.^ こと だ。 それの みたら す、 私 は 元 米 一家 一流 派と いふ 文藝 上の、 モ 張 

を 持 つて ゐ る も ので、 能 ふかぎ り その 實行 をした いと 思 つて ゐ るの だから、 E 分の 時々 の 思想 を發 表す ベ き機關 

を 一人で 持たねば ならぬ の は、 當然 のこと でも あるの だ。 前から 私 は そのこと を考 へて ゐ たが、 中々 赏 行の 運び 

に は 至らなかった。 然し この 十 n から 斷 じて やる ことにした。 いつまで 績く か、 それ は 自 分に も見當 がっかな 

い。 然し 私に 害きたい ものが ある 以上 は、 一生懸命で 書いて 行く つもりで ゐる」 題は^51んなで考へてくれた. 「獨 

旅 j 「くさ」 「川」 「ひとり しづか」 「路」 「こ \ ろ」 など。 その 屮に 「2^」 とい ふの があった ゾ てれが 一 番 私の 氣に 

入った。 それで つ：：^」 とする ことにした。 

この 秋に は 「ホ ヰッ トマ ン 詩集」 の 笫ニ輯 を 出したい と 思って ゐる。 

私 は 幸に してよ い 健康 を惠 まれて ゐる。 叫 日 は 知らないが 今 U まで は惠 まれて ゐる。 だから 人一倍働か ねばな 

ら ぬの だが、 どうも あるべき だけ 働いて ゐな いの を恥ぢ る。 

.  (一 九 ニニ 年 七月 三十 一 :u、 靜 かな； 仫) 


「3^?- と 生 i^」 害 後 
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「泉」 を 創刊す るに め 4^ つて 

私は每 H 雜誌 新聞の 類に 何 か を 書かねば ならな くされる J それが 常によ い 氣持を 以てば かりで はない。 時には 

心に もな く 註文 を 引き受けた 自分に 對 する 憤懣に いらくしながら 約束の 期間が 逼 つたた めに 筆 を 執る やうな 時 

も あるつ それ を 受け取る 人に 對 しても、 それ を讀む 人に 對 しても、 叉 自分自身に 對 しても、 不滿 であらね ばなら 

ぬ狀 態に あって 筆 を 執る やうな 時 も ある， 而 して 私 は 遂に 自分の 弱さに 呆れて しまった。 こんな こと をして ゐて 

は濟 まない と考 へる やうな 日が t まいた。 而 して 遂に 自分 一 人の 雜誌を 出して 見ようと いふ 決心に 到達した。 どう 

せ 毎月い くら かづ、 の もの を 書かねば ならぬ のなら、 それ を 一 つに まとめて 發 表した 方が、 自分と しても 快い し、 

私の 窨ぃ たもの を讀 まう として くれる 人に も 便宜で あると 考 へ たから だ。 

しかの みたら す、 私が 文壇に 踏み 入った そ も /\ から、 私の 主張 は丁冢 一流 派と いふ ことであった。 何に よら 

す 私 は ー體黨 派と いふ ものが 極端に 嫌 ひだ. ■ 殊に 文壇に 於て これが あるの は 罪 惡 だとす ら考 へて ゐる もの だ J こ 

の 考へを 徹底す る爲 めば かりから 云っても、 私が 自分 一 侗の雜 誌 を 持つ の は 當然な ことなの だ 私 はとうの 昔に 

それ を實， 仃 して ゐ なければ ならぬ 害だった の だ。 

今後 私の この 企圖が どれた け 緩き 得る かに ついては 何等の 自信 もない。 私 は 毎月 豫定の 頁數を 塊め るつ もりで 

は あるが、 書く ことがなければ 禅； めたい にも 塊め やうがない。 叉い つ 倦き が來 て、 止めた くなる かも 知れない。 

叉 この 雜 誌が 資れ ないで、 其の 收 入からで は 本屋 も 立ち ゆかない し、 私の 生活 も 脅かされる やうに なったら、 今 

まで ど ほり、 已むを 得す 他の 雑誌に 誊 いて、 原稿料 を 賞 ふこと に 腐心せ ねばならぬ かも 知れない。 その 時 はまた 


そリ. ^のこと だ。 「今 m のこと は 今日に して 足れり r それ を 私 は 自ハ 刀に 取って い、 金 曾と する。 

然し 私が この 雜誌を 持つ こと は 何しろ 愉快 だ。 この 雜 誌の 讀者は 確かに 私の 讃者 だ， 私 は 直接に 私の 讀^ にの 

み：^ i しかける ことが 出來 るの だ。 一 人の 著作家に 取って これ 程會 心な こと は 他に あり 得ない だら う" 

この 雜 誌が 幸に して 存 綾の 運命 を 荷 ひ 得たら、 讀 と 私との 親しみ は、 段々 はっきりして 行 くだらう。 私は讃 

^<;に對して、 以前に はあり 得なかった 友情の 中に 置かれ 得る だら う。 而し てこの 雜誌 によって、 續者 問の 友情 も 

亦實现 される だら う， 若し、 かくの 如くして 實 現された 友情が、 何等の 規約 も、 束縛 も、 虚禮 もな く、 平等な 關 

係に 於て 深まって 行くならば、 その 數は縱 令い かに 少なくとも、 そこに は 一 つの 世界が 創り 出される だら う。 私 

も 亦 その 友情の 小さな 一 分子と して 數 へ て 貰 ひた い。 

然しながら、 そこに は 一 つの 無理が あっても いけない， 一 つの 强制 があって もい けない、 一 つの 不自然が あつ 

て もい けない。 こ k に出來 上った 友情が、 銘々 の 自由 をい さ、 かで も 妨げた 瞬問 に は、 その 友情 はすぐ に 破り 去 

られ なければ ならぬ 壤散 離合 を氣 にかけ るの は 私達の ことで はない。 

私 は 常に 歩いて 行かう と 思 ふ。 昨 口の 私の 言 紫 は、 今日の 私の 首 薬で はない かも 知れない. 今 口の 私の 行 ひ 

は、 明日の 私の 行 ひで はない かも 知れない。 私 は ei 分 自身に すら^ 縛され ない もので あらう。 云 ふべき こと は 出 

來る だけの 素朴 さ を 以て 云 ひ 放た う J その 結 5i? 一顧 慮し まい。 自分が しっかり 持つ と：^ する もの だけ を 舉 にしよ 

う， - 小さな 子 …： あと は 風が 欲する ところに それ を 運び去る だら う。 それ は 私の 關知 する 限りで はない の だ 

(一 九 ニニ ハキ 十：：：；、 「，M」 所載) 

「ウー j を ^刊 す る に あたって  -- ^  ^ 


-  ニー. p  メ 

「狩 太 共生 農園 記念碑」 文 

『この 土地 を 諸君の 頭數に 分割して お 護り すると いふ 意味ではありません。 諸：^ が 合同して この 土地 全體 を共ぽ 

する やうに.,^ 願 ひする のです。 誰でも 少し 物を考 へる 力の ある 人なら すぐ 分る こと だと 思 ひます が、 生^の 大本 

となる. 物 卽ち穴 V； 氣、 水、 土地の 如き 類の もの は、 人 問 全 體で使 ふべき もので、 或は その 用の 結果が 人 = ^全 

體の 役に立つ やう 仕向けられなければ ならない もので、 一個人の 利ハ ばかりの ために、 侗人にょって：^^有さるべ 

きものではありません。 それ故に この 農場 も、 諸 全體が 共有し、 この 土地に 責任 を 感じ、 兀に 助け合って そ 

生 を 計る やうに と 願 ひます。 諸 Isf- の將來 が、 協力 一致と 相互扶助との 觀念 によって 導かれ、 現代の 不備な 制度 

の 中に あっても、 それに 動かされない だけの 堅固な 基礎 を 作り、 諸君の 正しい 精神と 生活と が、 自然に 周 菌に働 

いて、 周圍 の狀況 をも變 化する 結 鬼になる やうに と 祈ります n 

以上 は 農場、 H.; 有，：： 武郞 比が 大正 十 一 年 八月 十七 口 この 農場 を 我等に 解放した 時の 別の 言葉の 一 節で ある" 刻して 記念と 

する。 

大 FT" 1 年 十一月  . 狩 太 共生 農國 

C 技に .i- 今 6 碑の^ m ぁリ、 略す。) 


廣 吿 • 文 

「星 座」 

これ は！ つの 長篇 創作の 序曲た るべき 第一 卷 である。 若い 生命力が 如何に 生れる か、 如何に 蒌 むか、 如何に 育 

つか， 如： リに ％!: るか を 作者 は 探らう とする。 それ は 明かに 作者の 力に は餘 るら しい is: 險 である。 けれども 船は旣 

に乘り 出された。 覆る 所まで 進む 外 はない。 

「藝 術と 生活」 

i^;- み； W と 生活と に關 する 私の 折に 觸れて の 感想 を维 めた もの だ。 人 はこの 壤の 巾に 私の 思想と 生活との 貧し さ を 

感す る と も 偽り を感す る こと はないだ らう。 私 は 系統 を 提供す る こと は 出 米ない。 然し 恐 ら く 或 る 示 咬 は。 

「泉. 

永く 腿 として ゐた 僴人雜 誌の 發行を 私 は 決意した。 他の 雜誌 新聞に 雜 多な 投稿 をす るよりも、 この 方法に 據 

る 方が 私の 氣分を 純 一 にす る ことが 出來る だら う。 何故なら 私 は 私自身の 讀 者に のみ 語り 得る とい ふ 有意義 を^ 

脔^ 文  三^ 九 
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實に 持つ ことが 出來 るから。 私 はこの 雜 誌に 於て、 分量 の 小 さ な 創作と 論文 感想 と 研究 と を發 表し たい 考へ であ 

る。 この 雜 誌が^ 績 する 限り、 私 はこの 雜 誌に のみ 立て籠る。 

二 房の 葡萄」 

子供の 慾 念、 秘密、 悲しみ、 喜び を 子供と 共に わかちた いとい ふ c> が 望み だと 著者 はいって るる。 子供の {ゃ； 想 

や、 知識 慾 や、 胃 險的 0、，：！ に訴 へた 意 話 は 多い が、 この 著の 如く  俳の 赏 -i^- を 子供に なり 代って 誊ぃ たもの は 恐 

らく はたいで あ" う. J 


新 J ま lli を、 どの 管 引く ベ まとい ふこと は 私に も わからない。 唯 i と 私 SQi で 新 

齊 の^を 分けて ゐる。 尤も 現代と 對 比した 意辣 での 近代の 文藝 の相對 する 花信 時代の 文藝 なら、 将通 ^ テの 死ス 

•,、  一  V  一-二で 卜 をリ、 て その 境と されて ゐる。 然しこれとて可なり任意的なー^^分の仕方で、 思想の 流れ は彌 かく 躬然 

と， れる もので ない。 葡とは 言へ ゲ； の 書いた ものな ど 今尙ほ S ハの 心に ひ， にく。 それ 基と 呼ぶ のは番 

でな. 'が、 直 h 假 りに ゲ ー テの死 を もって 新舊の 境界 終と して^く。 

新 契 f 對比 する 前に、 少し あへ てみたい こと は、 霧が I にして つくり 出 だされる t いふ ことで あ 

^i^M-. 「改造」 に， 「描かれた 花」 と 題す る 想片を 書いた が、 私 一流の ひとり 合點の やうな 物の 曾 ひ 方の 

爲め 或は 十分に 載が 通じなかった かも 知れない、 又、 それ 裏まなかった 人 S ために も そ sf こ、 に繰 り 

返して みたい。 

, ^^について、 非常に 鋭敏な 感覺を 持った 二十 三 歳の ぶ が米澤 市に 現 はれて 二つの 大發明 を爲し 遂げた， 從 

來、 活動 寫 露の フィルム は、 非常に 面倒な 手 核き によって^ 色され て來 たが、 彼 は 或る 藥コ 5 を 通す ことによって 

新-! 蕩^の 交涉  一一-五一 
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n 然に 着色す る 方法、 例へば 煉瓦の 建物 は 赤く、 木の葉 は綠 に、 堊は 白く、 手 を， お略して 極めて S 然に 着色す 

る 新 方法 を發 明した。 私 は 始め、 その 可能 を 信す る ことが 出來 なかった が、 實際、 うつされ たの を 兒て 驚いた。 

力 \ る 大發明 を 生む だ 最大の 理由 は、 靑 年の 色彩に 對 する 感覺 が、 異常に 敏感で、 且つ 纖 細であった からいで。 彼 

は 普通の 寫眞を 見て、 その 黑 白の 濃淡に より、 その 着衣の 色 合 を 適確に 識^す ると いふ。 が、 私の こ， r に 彼に つ 

いて 語らう とする の は そのこと でない。 彼の 言った とい ふ 言葉の なかに、 私に とって 暗示の 深い I つの 言葉が あ 

つた。 それを；^；^^らぅとするのでぁる。 

その 一一 一一 口 紫 は、 自然の 色 は 艙畫の 色よりも 遙 かに 美しくない、 これで ある。 此の 一見 頗る 逆說 的に 兑 える 言葉 を是 

げて、 專 門の 戴 家に も、 通常 人に も 叩いて みたが、 彼等 は 一致して 靑 年の 言葉に 同意し なかった。 然し 私 は、 Jr^f 

の 受けと つた 喑 示の 意味 を、 如何に かして 明瞭なら しめんと して、 筆 を 執った のが 「描かれた 花」 である。 

人 が li の 生活から 次第に 離れて、 ^も 自然 を 人 問に だけの 從屬 物で あるかの 如く 思惟す るに 至った 

理^ は どこに あるか、 人間 は 他の 動物の 持たない、 いろ く の 能力 を 持って ゐ るが、 その 一は 人が 「笑 ひ 得る」 

ことで ある。 これ は 人^ を 一種の 樂 fK 家たら しむる ことによって、 自然のう ちに 一 道の 活路 を 開かし めて ゐる。 

次に 人 は 器具 を 使用す る ことの 巧みな 動物で ある。 赤手 空拳で は 弱い が、 一日 一 器具 を 手に すれば 如何なる 猛獣 

も 彼の 敵で はない j 又 人間が 自覺の 機能 を 有し、 自意識 を 持つ こと も、 他の 動物から 截然と 151： 刖 さるべき その 

優越 點 であらう。 これが 人間 をして、 自然の 生活から 隔離せ しめて、 他生 物の 上に >gl として 頭角 を 1 んで しめ 

て ゐる现 .S であるに 違 ひない。 然し、 更により よき 定義 を それに 向って 下すならば、 人 問 は 誇大す る 動物で ある 

とい ふこと である。 これ は 他の 動物に 見出しが たい 人 問 特有の ほ 4^1 て ■ 性情であって、 これ ある ことにより 人^の 

人 らし さは、 £M も强 烈に發 現されて ゐる。 i4j を 飛ぶ 鳥の 翅は 如何に 自由で あらう。 然し 人^の 飛 翅カは 更によ 


り 以上に 無限で ある。 コー昍 の 距離 を 飛び 能 はぬ 人？？ は、 決して その 限」：^ に滿 足して ゐ ない、 直ちに 五^ を 飛ばん 

と み、 knli を 欲し、 嬤て 無限 を 欲して、 輕氣 球、 飛行船の 時代 を 過ぎ、 遂に 全地 球の 穴.^ 中 を も 一週し うる 飛行 

機を發 明した。 汽車、 汽船、 自動 阜、 電話、 活動寫 3 呉、 それら は より 以上 を 誇大す る 無限に 髻： 富な 人 問の 誇大 

性の ャ； iii 物なら ざる はない。 形の 上に 於け る斯 くの 如き 誇大 性の あら はれが、 人間の 心の 生活に 於て 更に 自由に、 

更に 璺 富に 働きうる こと は、 考 ふるに.：^ 易で ある。 玆に 於て 前述の €1 彩の 問題に 立ち かへ らう。 

太 や ：！ 未 ii の 時代、 未だ 畫を 描く 術 知らぬ 蠻 人の 一 人が、 美しい 周圍の 自然 を、 一 度 色彩に 於て 表現せ むと 欲し、 

いろ/ \ の 草の葉、 木の 汁から 色 をと つてな すって みたと する つ 然し その 結 某 は、 自然 そのものと は 似 もっかぬ 

ものと なり、 仲 1^ の 嘲笑 を 買った こと だら う。 何故なら、 彼の 表現した 自然 は、 自然 そのもの- 現で はな かつ 

た。 實は 彼の 誇大 性 をく^って きたと ころの、 曾 は 自然の 幻像に 過ぎなかった。 自然 は 常に それ 自らに して ュ 

111 クだ， お武郞 とい ふ 一人の 人 はたと へ 如何に やくざで も、 他に 今一つ 創る こと は出來 ない。 自然 も 同 

様、 その 科 現 も、 再建 も、 全然 不可能 だ。 自然ら しい もの、 それが 自然の 現 を 志す 者に 報いられる 唯一 つの 贈 

物 だ". それ は 自然の 放つ 魅力 を 弱める 事に よって は 遂げられぬ、 自然の 魅力 を 誇大す る ことによって のみ 遂げら 

れる。 卽 ちそれ は、 の 1$ 現で なく、  B: 現ら しい 模倣で ある。 そして それに は 三つの 乎 法が ある， その 一は、 

全景 を 描破す る こと は 到底 不可能で あるから、 {!： 然を揎 ま- -に切 斷し抄 略して、 特色 ある 部分の み を 描き出す。 

次に 自然 は、 非常に デリ ケ， 'ト で、 複雜靈 妙な 色彩の 階段 的 配列が 鏤められて ゐ るが、 それ を 一つ 餘 さす 描き 

つくす 如き 術 は 人 に 許されて ゐ ないから、 その 色彩の &の 中から 强烈な もの \ み を 切りと つて 表現す る 第三 

は、 或る 描かむ とする ft 彩に、 他の 異なった 色彩 を對 照せ しむる ことによって 强調 する 方法、 例へば 樹木、 又は 

革！ g の綠^ は、 そこに 登場して 來た 少女の パラソルの 赤 さ を、 燃 ゆるが 如き 赤色に 誇大す る ことによって 效鬼を 
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高めうる。 これ は その いづれ もが、 明かに 自然の 誇大 だリ 色彩に 對 する 感覺に 於て 極めて 素朴なる 蠻 人の 眼が、 

仲 の： a 初の 叢 を 嘲笑した の は あまりに 當然 過ぎる， が 然し、 すべての 人 は 量と 質との 差 こそ あれ、 街 誇大 性 

を 持ち 合して ゐ るの だ。 此の 人 が 本然に 共有して ゐる 誇大 性 は、 何時と はなく、 不知 不 ii のうちに、 藝術 家に 

よって 誇大せられ たる _ ^現に 親しみ 馴れる。 そして その 表現が も ほ然の W 现で^ も あるかの 如く 映 じ 始める，、 

卽ち 誇大 性の 詐術に 仲介 せられて、 彼等 は藝術 家に よって^ 眼せられ たの だ U ゴッホ の 描いた 畫の屮 に は， 藝術 

的 衝動の 高調から、 &"其 を ぬら， （- 溶かして ゐ る餘裕 がな く、 チュ. 'ヴ のま- rffi 布に なすりつけた gBf 色の、 ー兒 

甚 しく亂 暴で、 こんな S 然が どこに ある だら うと あやしませる やうな ものが あるが、 しかも どこかに 阡耍 なー點 

は搁 まれて ゐる 、し 又セザ ンスの によく ある 草木 は、 實 際の 自然の 中には 滅多に 發！ I ル しがたい 彼獨 得な、 彼の 誇 

大性 をく V つた^ 木の 形態で あるが、 鑑賞 者 は 間もなく 彼等の 異常な 誇大 性に 親しみ 馴れ、 靈の 魅力に 吸引され 

て、 自然と は斯 くの 如き もの だと 思 ひ 込んで しま ふつ 

巧妙な 総の 花 を：： せられた 時、 大抵の 人が 自然の 花の 如く 美しい，. - と 嘆美す るの は、 卽ち 鑑賞 者が 畫 家から 

授けられた 先入主 觀 によって 物 をい つて ゐ るの だ。 a 家の 誇大 性に よって 鑑賞^<?の眼が義眼せられてゐる證據 

だ" そして 彼等の fi: 然を 見る 眼 は、 その 鰭の 鑑赏に 於け るが 如く 次第に 始めの 素朴 さ を 失 ひ、 曾て 見て ゐ たと は 

全然途った自然が：！：5^bれるゃぅになってくる。 恰も ゴ ッホ ゃセザ ン ヌ の 緒の 鑑賞 者に、 自然の 或る 形象が 恰も ゴ ッ 

ホゃセ ザ ン ヌ の綺 そのもので あるかの 如く 映す る やうに。 然るに 查家は 鑑賞 者よりも 先に、 自己の 誇大され た繪 

其 の 色彩 に よ つ て 彼，：： n 身 義眼 されて ゐる" そして その 義服 によって 知 らす 識らす 自然 を 上塗り して ゐる、 換雷す 

れば、 彼の 誇大され た 色感 を その 賓から ほ 然の 方に 投入し、 その 投入した もの を 自然 そのもので あるかの 如く 思 

ひ 誤って 更に 色彩の 上に 誇大す る。 かくて 彼等 は 無意識の うちに 一 種の 自己 陶 醉に陷 つてく る 


然るに 彼の 米澤の 年 は、 色彩に 對 して 敏感で はあった が靈 家ではなかった。 彼 は $3 彩に する 誇大 性 を 所有 

して はゐ ない、 Kn、 何等かの 形に 於て 彼 も 誇大 性 を 持って ゐ るに は相逮 ない が、 色彩に 對 する 異常な 鋭敏 さと、 

その 熾烈なる 科 察 的 精祌と は、 藝術， の 凡てが 陷 つて ゐる 色感 上の 自己 暗；； 小 を 突き破り、 誇大 性の 詐術 を \ ^破し 

て、 d 然の 色と 綺具の 色と を 比較す る ことが 出來 たの だ。 而 して、 その 結果 を 率直に 報吿 したの だ U 曰く、 自然 

の 色は紛 fa の& よりも 遙 かに 美しくない ー 彩 を 素朴に 感 する 野人 は、 新鮮な 野の花 を见た 場合 嘆美して い 

ふ、 ユ、 わ、 この 野の花 は緣の 花の 如く 美しい！ と。 此の 言葉 も 亦 彼の 靑^ と；： 1： じ 立場に 立って 叫ばれた もの だ。 

：!： 故なら この 野人 は 螯冢の 無意識的な 詐術に 煩 はさる  >- ことなく、 素朴に 自然 を、 そして 綺靈を s^. てゐ るの だ。 

,H 然の 花の 美なる こと を 嘆す るた めに、 事實、 CI 然の 花よりも 遙 かに 突し く 誇大され た ii の 花 を 形容詞と して ゐ 

るで はない か。 

旣に 繰り返して 來た 如く、  ^nl 然は再 現されえない。 人 の 本然 的に 持つ 誇大 性 は、 .nn 然の 魅力 を 限りなく 强調 

r る ことによって、 僅かに. 21 然 らしい もの を 表現す る ことが 出來 る。 藝術 とは資 に 自然ら しい もの \ 表現 を 指す 

に 外ならぬ。 

而 して 人 の 心の中に は その 誇大 性と 共に、 かの 米 澤の靑 年の 型に 見る が 如き， 冷？ ぼなる 態度 を 以て 物 を 如責 

に a ん とする 性情が ある。 誇大 性に 對 する 批評 性が 是れ である。 この 二つの 相 異なれる 人 ii 性が 恰も 二つの 小 索 

が 八：： 力して 一 つの 强ぃ繩 となる が 如く、 人間の 生活 を 限りなく 大きく 進展せ しめて 來た。 此の 誇大 性の 極度の 表 

象、 卽ち， nn 然を 支配 せんとす る 人間の 氣持を 極端に 延长 せしめ、 そこに 超人 §1 的な 力、 人 が 欲して やまぬ 力 を 

つくり 上げた のが 「神」 である。 反對に 批評 性 を 極度に 働かして、 人 ii から 一切の 夢を壞 はし 去り、 藝 術の 誇大 
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から、 宗敎の 誇大から、 一切の 人間 生活の 誇大から 自然 を 解放して、 その 所謂 美しくない 姿に 於ての 自然 を 赤 

裸々 に 露呈せ しめた その 極點に 表象され たもの が 「惡 魔」 である。 從 つて 多くの 楊 合 人^ は 惡魔を 逃げて 神に 近づ 

かう とする 通有の 心理 を 有つ。 然し 誇大 性が 人間の 生活に 勝ち を 占めて きて、 幻覺の 殿堂の 陶醉に 人 が 有頂天 

になら うとす ると、 そこに は 殿堂 を 無殘に 踏み 躏 つて、 入： e 酷に 現實 を徹視 せねば やまぬ 惡魔 がいつ のまに か 現 は 

れて くる。 他面から： 0- れば、 祌とは 人間 を 絡え す现 想に 引き上げむ とする 力で あり、 惡 魔と は 絶えす 人間 を冷嚴 

無比な 乎に よって 醜惡 なる 現實に 突き落さん とする 力で あると；； 一一 n へ る。 そして 人 の 自覺が 進んで 來て、 祌が次 

第に 藝術 に變 形し、 惡 魔が 科舉 者、 批評家に 形 を 代へ て 現 はれて 來た。 

ゲ ー テの 「ファウスト」 は、 人 §1 に 於け る 祌と惡 魔との 問題 を 非常に 面白く 取り扱った 戯曲で ある。 そこに 出 

てく る恶 魔の メ フィス トは、 人間の 批評 的、 科擧的 精神の 權化 であるが、 人 II に は どこまでも 夢 を ゑが かせねば 

ならぬ と 神が いふと、 悪魔 は 忽ち それ を 遮って、 凡そ 神様の 數 ある 創造物の 中で、 人 問 ほど やくざな 劣惡な もの 

はない、 人 ii から 夢を剁 ぎと つたら、 そこに ー體 何が 殘 らうと 曾った。 すると 祌は、 ではお 前人 間から 夢が 刹ぎ 

とれる ものなら 取って ごらん、 と 答へ た。 そこで 惡魔 は、 當時哲 舉醫舉 を 始め 深い 人 の叙智 にたけ た 信仰 厚い 

攀 者の ファウスト を 誘惑し、 ファウストが これまで^ 舉ゃ 宗敎で 築き上げた 人生の 一 切の 意義 を 打ち 壞し にか i 

つた。 惡 魔の たくらみ は ファウストに 先づ 「若さ」 を與 へた。 急に 若返った ファウスト は 忽ち 純な 處 女の マ ルガ 

レ ー テに戀 し、 惡 魔の 乎 引きで、 その 戀を 遂げる。 そして その 結果 は 人 ii の 不思議な 悲慘 へと だん/,. \ はまり 込 

んで ゆく。 これが 「ファウスト」 の 第一 郜で、 第二 部 は、 ファウストが そこから 去って、 次第にへ レ 一一 ズムの 理想 

に 這 入つ て ゆく ところ を 取り扱つ てゐ る。 

祌と惡 魔、 それ はすべ ての 人の 心の なかに、 質量の 差 こそ あれ、 自覺と 無 自覺の 別 こそ あれ、 嚴 として 存在す 


る 人 性の 二 要素で ある。 この 相容れ がたい 二つが、 渾 然として もつれ 合って 慟哭す る 人 問の 姿 は 正しい。 然し 

その 二つの 屮 いづれ か^ 缺け ると、 それ は カル カチ ユアと なり、 悲劇と なる。 人 は 概ね 次の 如き 三つの 型の そ 

の いづれ にか 類 する。 一は ハム レットの 型で あり、 一は ドン. キホ ー テの 型で あり、 一は ォブロ ー 乇フの 型で あ 

る。 ハ ム レット 型の 人 は 絶えす 自分自身に 對 する 批評に のみ 闪 はれて、 何 をす るに もお 顶； 太になる ことが 出來 

す、 藝術 をつ くれば すぐ その 藝 術に 幻滅し、 何 か 行動 すれば 忽ち その 行動の 意味 を 穿-整せ ねば やます、 始終 自己 內 

,w に沒 頭して ゐ る，" ト ン* キホ I テ型は それと 正反對 で、 誇大 性が 强く穴 t 想 的樂： 大 的で、 すぐ 現實 から 飛び離れて 空 

中 樓閣を ゑが く。 ドン • キホ ー テ、 彼 は 非常に 想像力の 旺盛な 男で、 その武者修行の旅に於てさま/^ の突飛極ま 

る 笑劇 を： § する" 遠くに 風車 を 見る とそれ が 忽ち 自分 を 脱 ふ 敵 兵が 無 數に簇 つて ゐる 姿に 兌え、 1^ 破 天 下の 一大 

槊 と拔劍 して 躍り 入る。 膝の 群れ を： 0- ると これが 悪魔の 群れと 映 じ、 或は 敵 丘 〈と 問逮 へて 茨の 繁 みに 飛び込む で 

出路を 失って しま ふな ど、 飽くまで 突飛な 架 {仝 的な 人間の 典型で ある。 ォブ モ フはハ ム レット 型と も ドン. キ 

ホ ー テ 型と もっかぬ。 否、 その いづれ を も 失って 了った、 世紀末 的 人.？？ の 型で、 内哲 なく 感激な く、  想 も 興味 

も 一 切の 人 問 性 を 失った やうな、 ぐうたら な 人間で ある。 いふまで もな くハ ム レット は 批評 的 精祌の 代表者で、 

ドン. キホ ー テは 誇大 性、 穴ェ 想の 典型で あるが、 この 二つの タイプ を 人 叫の 上に 指摘した の は、 ツル ゲ  一一 HI- フで 

ある。 後、 メレ ジコ フス キ ー によって ゴン チャロフ の 作 中の 主人公 ォブ 口 ー 乇 フを加 へ て 以上の 三 タイプと なつ 

た。 

私 は 衆人の 嘲笑の 的で あると ころの ド ン* キホ ー テの 中に も 笑 ひと 淚と を覺 ゆる ごとく、 ォブ n 1 モフ のぐ うた 

らなデ 力 タン 生活に も淚を 催さす に は ゐられ ない。 それら は 仔細に 檢 すれば 私達の €： 部に も發 見す る ことが 出來 

るで あらう。 殊に 誇大 性と 批評 的 精神と は 人類 生活の 無限の 發展を 絢 ひ 交ぜて ゆく 二つ の 大きな 力で あるが 故 
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に、 义 私達の 內^ にも 絶えす この 二つの 力が 交； 5; に 相う ち 相 働いて ゐ なければ ならぬ。 私 は 所謂 人 問 の 道 a- 、いよ 

り も、 此の 二つの 性能が 如何に 嚴肅に 第一 次 的に 働いて ゐ るか 否かに 遙 かに lisii きを 置く。 此の 二つの 力 こ： て 人 問 

の 力と なる ものである。 

ベ 布 臘の祌 アン テュ ー スは、 自然の 足が 地上に ついて ゐる 時、 自然 は 無^の 力 を 持って ゐた。 然し 足が f 度 地 か 

ら 離れる とその 力 はすぐ 失 はれた と 言った、 人間の 誇大 性が 直接の 自然から 離れて、 誇大の 上の 誇大と なると も 

う 無力 だ。 ヴ オル テ ー ルは言 つた、 美しい 女 を 見て：： ま 初に、 貴女 は 花の やうに 笑し い！ と 言った 男 は fK 才だ。 

然し 第二の 男が それ を 似て 同じ 首 葉で 美人 を赏 めた とすれば 彼 は 馬鹿 だと。 それ は 第 一 の の 首 紫が 自然から 

の 1^ 一 接の 誇大で あるに 反し、 第二の それ は ssf なる 投倣 に過ぎない からだ^ 私達の 誇大 性に 於け るセコ ン ドハ ンド 

は 無用なる にと^ まらす、 寧ろ 有害 だ。 それらの 第二次 的 精神に 對 して は、 批評家の 打ち 下す 三十 棒が 必要で あ 

る。 それに 對 して こそ 容赦な き 模倣の 假 面を釗 奪し なければ ならぬ。 批評 的精祌 のす ぐれた 人 は、 模股 しない。 

し t め- /、 

ず： し 劣 fi:^ な 人 は洒. 啦々々 として それ を 繰り返す。 この 例は藝 術に 於て 最も 顯_1|^ である。 批評 的 精祌は 第一 一次 的 精 

祌に對 して 容赦な き！ 二十 棒 を 喰 はすが 如く、 第一 次 的 精神に 對 しても それ を爲 すが， 唯 第； 次 的 精神に 對 して は 

それ を 破 壞し刹 恋し 遂 せる ことが 出來 ない。 それ は 恰も 惡魔メ フィス トが ファウストの 持つ 一次 的 精神、 卽ち 

.E 然 からの 直接の 誇大 だけ は 遂に さましき る ことが 出來な か つた やうに。 

若しも 批評 的 精神が その 與 へられた る 限界 を 越えて、 ^一  次 的 誇大 を も 破り 去る：！； が來 たら、 人 間 は. 無くなる 

の だ。 人 Si が _.4:ig する 限り、 第一 次 的 誇大 も亦嚴 として^ 緩す る。 そこで 私達 は 常に 第一 次 的 精神 を 生かし、 第 

二.？^ が 1 倣： Si 精 祌を拭 ひ 去る こと だ。 私の 重き をお く 道德と はこれ だつ 此の 行爲 に爲劎 である こと だ。 さう する 


璨 によって のみ 私. 身の 生活 は 成立す る 

英！： の 或る 大舉の 講！： ゼ！ ラブリン 氏 は、 セル ヴィャ 人で 文藝 批評家で あるが、 その 著書 二ぎ s【o:ev.,-ky  and 

fi  is  Creation  " の屮 で、 ドス トイ H フス キ ー は 一 つの 大きな 謎た る 神人と 人 祌とを 如何にして 調和すべき. かとい 

ふヂレ ンマ をいだ いたま、 死んだ と 一 W つて ゐる。 これ は 正しい 兑 方で、 上に 述べて 來た 私の 言 藥を 明かに 裏書す 

る ものであって、 現代の 蕩 術は實 にこの 祌 人と 人 神との 鬪ひ である。 义ュ イチ H が 超人 を 唱 へたの も 1^ じ氣 持に 

發 して ゐる。 口 シャに 於ても 極端に 相反す る 二つの 文 i^、 マ は 飽くまで 精祌 的で 希 臘：. ^敎の 敎へを 受け入れた ス 

ラヴ 主義と、 他 は 飽くまで 物質的 科舉 的の 傾向^ しい 西歐 主義と が 相 闘った。 ドス トイ H フス キ ー の 苦しみ も寶 

に その 根深い 矛 に 源を發 して ゐる。 彼 は 極めて 象徴的な 首 紫で、 次の やうな 意味 を 曾った。 

「キリストが 此の世に 下って、 祌 になった ところの 人 il の 生活 を 創造した。 祌 になった 人 の 生活に は 何等の 

拘^がない。 その代り すべての 人類の 靈荷を 身に 食うて 安んじて ゆく 生活で ある。 それ は 無抵抗の 極致で あ 

る。 是は 々にと つての 非常な 光で あると！： 時に 又大 なる 呪 ひで ある。 何故なら 平凡で 罪惡 に潦れ てゐる 我々 

は、 キリスト 出現 前 は 偶像の 前にで も 宥しを 受ける ことができ たが、 キリストが 世に 現 はれて 以後 それが 出來 

なくなった。 そして 祌 になり えざる 人 il の 苦しみが、 底の 知れない 人 11 の悲慘 が、 われらに 淺 された。 その 苦 

しみ その 悲參 から 藻搔き 出ん としてつ くり 出した ものが 人祌 である。 人と しての 祌 である。 その t ルー の 人が 羅 

£^ 法 玉で、 法：. .Hii では 人民から 謝金 を 受けて、 祌に 向って 只管 人 の 罪の 恕しを 乞うて やる。 P シャに 於て 

は、 ，堊帝が法：土と！1:じく人^^と祌との仲裁^^;の役割をっとめた。 かくて 廣大 無邊の 姿から 人らしい 姿 を 引き出 

し、 祌 人から 人 神を兑 出して きて それによ つて 人 は 救 はれむ とした。」 

キリストが 人 1^ の 夢 たるべく、 あまりに 崇高に 過ぎる こと を 知った 人 は、 低い ところの 世界に 神 をつ くらう 
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として 人祌を 得た の だ。 この 神人と 人 神と を、 如何に 調和すべき かビ ドスト イエ フス キ ー の 深刻な ヂ レンマで あ 

つた。 ドスト イエ フス キ ー は、 その 短篇 小說 のなかに も それ を 描いて ゐる。 

つ。，' マ 法王が 人と 祌 との 仲裁^の 椅子に ついて ゐる、 そして 本 常に 悔い あらためた 人々 を なぐさめて 送り^ 

して ゐる。 そこに 一 人の f:H: ざめ た 神々 しい 年の 頃 三十 程の 靑 年が 現 はれる。 肥滿した健^^そのもの\ゃぅな法 

王 は、 その瘦せ衰へた^？^半の唯ー人の出現に愕き灌れた。 『こ、 は あなたの 出る 幕で ない、 あなたの 姿 は あま 

りに 高い、 あなたと 人 との つなぎ目に は 私が 立って ゐる。 人 1^ は 多く 今惱 むで ゐ ます。 早く 立ち退いて 下さ 

い。 若し；^^かなぃなら、 無理に も 突き出します ぞ。』 けれども 靑年は 微塵 も激 せす、 悲します、 ひや、 かな 申々 

しさ を 持ちつ：^ けた ま \ 靜 かに 一  を 出て 行った 0 」 

こ i に晤 示された やうに ドス トイ H フス キ！ に は、 基督と 法王と いふ 形で 神人と 人 神との 矛盾が 現 はれた が、 

われ/ \ に はもつ と 直接に、 もっと 痛烈に 現 はれ 迫って 來た。 私達に はもう 基督 も 法王 もない。 唯 私自身が ある 

ば 力り だ。 私は私自.1^5-にのみ顿る外はなくなったのだ。 

藝術的 衝動に 對 して、 外部の 環境が 如何なる 意味 を 持って ゐ るか、 その 關係 如何 を考 へて みたい。 これ. Hi.. 

私の 引例す ると ころで あるが、 合 衆國フ イラ デルフィ ャ 市の 經濟舉 者で、 唯物主義 者の パッテン 氏が、 環境の 方面 

力ら 英國の 思想の 發展史 を 研究した 著者の 序論の 中に、 次の 如き 實生 と 思想との 關係を 描いた 圖 解が ある。 

この 圖 の 中、 點 線の 部分 は 私が 書き 添へ たもので あるが、 圖の底 線に よって 時 が 示されて ゐ、 t 向す る 曲.. お 

によって、 思想の 發展の 經路が 示されて ゐる。 今假 りに a とい ふ實 生活が 現 はれた とすると、 そこから とい ふ 

經済 上の 思想が 生れ、 或る時 M の 後、 それが とい ふ藝術 思想 を 胚胎し、 更に 或る時 間を經 て、 とい ふ道德 


思想 を 惹起し， それから 义 或る 期 が 過ぎて a* とい ふ宗翁 

思想が 醱酵 する。 而 して a とい ふ實 生活の 狀 態が 或る 期間 

繽 いた 後、 b とい ふ狀 態に 變 化する と、 それ を機緣 にし 

て， ,1^ ,d.b.- とい ふ 諸 思想が つぎ，， {\ に 生れ 出て 來 るので、 

同じく 經濟 思想で ありながら W は.^ から 進化した もので は 

なく、 又 同じく 藝術 想で ありながら，：：？ は a, - から 變 化した 

もので はなく、  ale? は a から、 又， 5- ,1^ は b から 進化 發展し 

たもので、 今までの 歷 史家が 考 へて ゐ たやう に、 横にば か 

り 進化す るので ぬな く、 實は 縦に 進化す るの みで あるひ 

叉、 a とい ふ實 生活が 生じてから a.- の宗敎 思想が 生す る ま 

でに は、 多分の 時 を 要し、 それが 或る 場合に は、 底 線に 

垂直な 點 線が 時 的に、 b にまで 實 生活が 變 化した 後に 現 

はれ 出る やうな 點に 落ちる 場合 も 生じて 來る譯 になる。 さ 

うする と b なる 實 生活に 於て 採用 されて ゐ る宗敎 思想 は、 

その 生活から 生み出され たもので なくして、 その 以前の 生 

活卽ち a なる 一 時代 前の 時代の 產物 であると いふ ことにな 

る。 此の 如き 宗敎 思想が いなる 實 生活 を 指導し 得な いのは 

勿論、 調和す る ことす ら出來 かねる の は 明かな ことで あ 
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こ、 に.：； -f^ 敎^ 活を 一 つの 例に -.w つたに 過ぎない が、 實 生活の 變 化と „ ^ハに 割合 速 かに 瘦 化する 蘇 術 m め 想と 雌 も、 

00 の 差 こそ あれ、 後れ馳せに 寶 生活 の あと を 追 ひ かけ てゐ るの だとい ふこ とは举 はれな い 。 

この n 解に は 勿論 幾多の 缺點が あるのに id ぐ；^ 付く ことが 出來 る。 第一 實 生活 は a から b、  b から、 しとい ふや 

うに 截然と lEil 別され 得べき もので はなく、 どんな 革命 時代に あっても、 必す 或る 迚絡を 持って ゐ ると 見る のが 

當だ。 乂 時代の 變 化に 伴って； れ てから 發^ する 道德 思想、 宗敎 思想と いふ やうな もの も、 その 內 部に 恒久的な 

力と^ 在现. E を 持って ゐ るなら ば 新しい 時代に 順應 する ことの 出來る 要素 を それ SI.^ の 中に 持って ゐる かも 知れ 

ない。 これらの こと を もっと 綿密に 商量せ すに、 漫然と 結論に 入る の は 多少 2 ^ょ擧 である。 

然しながら 實 生活と いふ 環境が、 藝 術の 上に 强 火な 作用 を 持って ゐる こと は 私 も 肯定す る。 環境 は ia- に藝 術の 

みならす、 人 生活の 一 切の 様式 を變 化せし め、 支配す る 力であって、 それ を喩 ふれば、 土壤 の. 否 が^の 生 

力 を 支配す ると 一 般 である。 然し 種子 そのもの を 全然 慮外す る こと は出來 ない。 種，.^ が 若し 劣悪で あったら、 如 

.1:なる^3{好の土壤も效を收めがたぃ。 要するに 外部の 環 の强ぃ 支配と、 藝術 家の^と が藝術 構成 上の 二 大耍件 

である。 

力 1ル* マルクスの 「共^ 黨宣賈 」 は、 現代人に 與 へ られ たる 大きな 詩で ある。 それに は 人 の 思想、 行動、 

制」.^ は 物！ n; 的 及び 經濟的 isS 淸に 依って： =^,:； ル せられ、 a つ 作られる もので， 此の 結 經濟 上の 利益 を 獲得し、 若 

しく は 保お する ために 階級 闘-印の 不斷 の述綺 を窩 し、 この 不斷の 階級 爭鬪は 極に 於て、 地代、 利 〔.化、 利潤に 依 

つ て^ 活す る^ 級と、 唯 « 銀の 爲 めに K 力 働す る 階級との ？i の 近代的な- & 闘にまで 高潮す る、 而 して こ の爭闘 は 社 

舎の 支^す る ま、 になって ゐ たが、 ひとたび その^ 礎 を 築く や、 一切の 階級と、 生 魔と 分配との 乎 1 はの 私^と を 


^絶す る 無 VM 階級 乃至 勞働 階級 の ：^{儿 的な 勝利に 依 つての み 終 W を吿げ る も ので あ ると い ふ 意味 を、 科舉 的に、 

批^的 精祌を 以て番 いて ゐる。 そして 31^ 後に は、 r プ 口 レ タリ ャ ー トが 革命に よって 失 ふ はた ピ 鐵鎖 あるの みで 

ある、 全^界の。 フ ロレ タリ ャ，' トょ、 結束せ よ！」 と 結む でゐ る。 

マルクス は 云 ふ、 巾 世紀に は對人 關 係が 人 的に 取扱 はれて ゐた。 I 親子、 生從、 地主と 小作人との 關 係に 

は、 利 密を脫 した 實に 暖かい 人間味が あった。 すべてが 人 11 同志の 交涉 であった。 然るに 资本 主義の ュ E 下に 在つ 

て は、 金が 人 と 人 との あ ひだ を 一度 仲繼 ぎす る。 從 つて それ は 人間的 交涉 ではない、 常に 利害 を 主と する 鉛 

の 如く つめたき 功利的 關係 である。 そこで は 勞働者 は 商品の 如く 買 はれ 來り、 弊展の 如く 棄 てられる。 资本 主義 

制 鹿の 下で は、 ^して 人？？ 關 係の 血と 血 は 結びつかない C  . 

その 怠 味の ーーーー 口 薬 を マ ルクス は 極めて 冷やかに 言っての けて ゐる。 しかも 彼の 冷やかな 言葉の 底に、 人 問 味 を 握 

りたい、 人類の 上に それ を 恢復した いとい ふ 熱 窓が、 如何に 强く 流れて ゐる ことか。 人 は 唯 物. a.^ 觀と いふと、 兎 

も すれば、 人間の 主觀 や、 人 問 的 熱情 を沒 却して ゐ るが 如くに 考へ 易い が、 然ら す、 自ら は氣 付かす にゐ るか も 知 

れな いが、 唯 物史觀 をと つて ゐる 論お と雖 も、 その 內 部に マルクスと 相 通す る 熱い 要求 を 持って ゐる。 そこに は 

決して 論理の 斷絶 はない。 マ ン* ゴッドの 要求 は 依然として 近代 人の 胸の 中に 流れ 迸って ゐる。 物質 化された マ 

ン.ゴ ッド卽 ち 唯物史観の 奥 面に それ を 主張す る 人々 の 胸の 奥に、 マ ン* ゴッドの 耍 求が 流れて ゐ るの を 看取せ ね 

ばなら ぬ。 この 傾向が 近代の 藝 術の 上に 如何に 現 はれた か。 

： 八 三 二 年、 ゲ ー テの死 以前に 於け る、 所謂 舊藝 術の 發 達の 環境 は 如何？ ョ In ツバに 於て は文藝 復興 期が 

中 世紀 の 所謂-！? 黑 時代に と つて 代って、 近代の 基礎 を そこに 据ゑ、 色々 の 文物の 復興に よって 新しい 近代 を 形造 
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つた。 それ は 中 世紀 を 飛び越して、 一躍 古代、 殊に 羅馬 帝制 時代の 盛時への 接續 とみる 事が 出来る。 中央 集權的 

の 傾向が さう である。 軍國 主義が さう である。 尊 制 政治が さう である。 そこに は奴隸 階級が 暗默 のうちに 設立 さ 

れ、 侵略的 械民 政策が 行 はれた。 希臘 文明の 復興と いふ ことが、 その 時代の：^ ハ 印に はなって ゐ たが、 政治 は 上記 

の 如く、 羅 馬の 轍を展 むで、 現に 見る が 如き 帝國 主義 的^ 家 存在の 確间 たる 礎 を そこに 造り上げた J コ a ン ブス 

の アメリカ 大險發 兌 を 始め、 地球の 各方 面に 新 領土が 發 見せられ たの も その 當時 である。 かくて 物資の 掠奪、 新 

領土の 保護の ため、 强大 なる 武力の 必要 を訴 へ、 列國は 軍備の 競 爭に鎬 を つた。 

「朕 は！： 家 也」 と おぞまし くも 豪語せ し ルイ 十 叫 世の 時代に は、 ョ I  Q ツバの 最强國 怫蘭西 は、 羅 馬帝國 S| の 帝 

1: 主 If を 殆んど I 兀 成した。 次いで ルイ 十五 1、 十六 世 も 亦專撗 暴戾を 極め、 殊に 王室 關 係の I- 侶、 官吏の 横暴 は 

首 語に 絶した。 一例 を擧 ぐれば、 彼等の 外出の 前路に 人民が 邪魔に なれば、 たビ それだけの 理由で 斬り 拾て 御免 

であった。 彼等の 匁の 錡 となって § 化れ る^が^ 年數 1ft 名に 上った とい ふ。 

然るに、 一 つの 文明が 爛熟す ると、 そこに は自解 作用が 起って くる。 エド ヮ I ド. 力 1- ベ ンタ ー は、 「文明と. H 

人 の發逹 過程に 於て か- -ら すに はゐ ない 一つの 疫病で ある」 と 言った が、 文明 はいつ か は 自分 M 身の 分泌物 

によって S 滅 すべく 約束 づ けられて ゐる。 かくて 怫國に 於て は 十八 世紀の 末 一七 九 三年の 大 革命と なった。 

當時ョ 1 S ツバ の 文化の 屮 心たり し 佛國に 於て は、 横暴 極まりなき 專制 政治の 爲め、 人民の 大多數 は 文化の 光に 

浴せ. K 奴隸の 境遇に 陷 つて ゐた。 革命の 赤旗に は自 .5 平等の 文字が 染め出された。 當 時の 支配階級 は 怫國の 貴 

族の みであった から， 當時商ェ業^^及び地主等を呼稱せしブ ルジョァは、 大多 數のプ n レ タリ ャ I ト と共に， 被 

支. 配 あ 級に 屬 した。 此の ブル ジョ ァとプ a レ タリ ャ ー トは圑 結して、 共通の 敵た る 貴族に 對抗 した。 當時 革命 黨 

員 は 中：只 族の 惯 習に 反抗す るの 餘り、 サン. キ ロット (sanslculotte) —— 無袴漢 —— なる 名 稱の下 こ、 ズボン』 でし 


の 服装 を 好んで なし、 巴 里の 市中 を 練り歩いた。 かくて 革命 は 遂に 成就し、 ルイ 十六 世 は 斷頭臺 上に 相 ra^ てた が、 

革命の 給 =：^ は 如何.，' 怫國， 衆の 大多數 は Ei- して 自由 平等 を 呼吸し、 新しい 文化の 恩惠に 浴した ので あらう か。 

K0、 革 八 叩の サぃ汁 を 吸 ひ 取った の は 唯 ブル ジョァ のみであった。 狡檢 敏捷なる ブル ジョァ は、 過半の 功績 を 分つ ベ 

きプ n レ タリ ャ ー トを舊 の 如く 踏みつけて、 今度 は 自分が 新たに 支配階級 となった。 然し、 鬼 も 角 少數の 貴族の 專 

橫 にや X せられて ゐた權 力が、 それより 遙 かに 廣ぃ 基礎の 上に 移された の だから、 その 反響 は 大きかった。 ョ ー ロッ 

パ^,^ は、 新 共和 國の 新しい 文化の 影響の もとに ひとま づ 落ちつき を 得た。 かくて 佛赌西 共和 國は 國會を 開設し 

て vr. お 弋表者 を 送り、 國 是を議 する こと \な つたが、 その 實權は ブル ジョ ァの專 有に 委 され、 ブ ロレ タリ ャ ー ト 

は その 自らの 生 產を收 奪され るの みに て、 議會 への 自己の 代表者 を さへ 有しなかった。 後、 プ 。レ タリ ャ ー トか 

らも 代表お が 出た が、 それ は狡檎 なる ブル ジョァ の 革命 苒 發抑應 策で、 發言 權は與 へる が、 多數 決で 否應 なしに 

q: へつ け、 ブル ジョァ の 思 ひの ま、 に、 一切の 政策 は 彼等の 階級の 利益の 具に 用 ひられた。 プ P レ タリ ャ ー トは 

その後 永い.？ i 欺かれて 來た。 自らの 力の 足りない のに、 否、 その 力に 無自覺 なりし のみに その 欺きに 引き すられ 

てぶ た。 

こ の^ 勢に 偏られて、 當時 一 一大 潮流が ョ，. 口 ツバ の 社 會に現 はれた。 一は ロマン テ イシ ズ ム の 潮で あり、 他 は ナチ 

ユラ リズムの 流れで ある" 前者 は 人間の 內部的 生命の やむ をえざる 漲 溢と して、 後者 は 人間 生活の 環境が 生んだ 

事實 として。 何が 故に この 二 大潮 流が 現 はれた かにつ いて 以下 概說 してみたい。 

ナチュラリズム、 卽ち謂 ふところの {HI 然 主義 は 、 科舉 勃興 の 當然 の 結果と して あら はれた 。何が 故に ルネッ サン 

ス 後 現 は， たかに ついては 理由が ある。 ョ T  n ツバ 諸 國が羅 馬 風の 帝國 主義 政治 を實 施して 以來、 生^ は 愈 i 資 

本 中に 傾き、 力 ー ル. マルクスの 言葉の 如く、 人間的な 溫 かい 關係は 次第に 社會 から 消えて、 すべてが 功禾 的に ま 
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人^的に 變 化した。 卽ち^ 在 そのもの」 經^ 化 だ、 ニフス キンの 所謂 「藝術 は； の經濟 なり」 といった 傾向が、 いつ 

と はなく、 生活の 各部 門に 浸潤し 出した。 い 時代の 鍊金 術の 如き、 可な り { 仝 想 的な 要求から 發 した 科 舉は跡 を 

斷ち、 舉 者の 頭 は 次^に ブラ クチ カルな 方. 加へ 向け か へられた。 勿論、 め大 性が つくり 出す 事實、 人間の 夢が つ 

くり 上げた 空屮 樓閣の 如き は、 彼らの 一 顧に も 他し なくなり、 全科 學の， 界を^ げて、 その 對象は 自然の 上に 求 

めら れた。 それ はやが て 近代的 科 g や を 生み出 だす 基礎と なった。 そこに は 宇宙 引力の 法則、 地球 囘轉說 が 研究 さ 

る. - と共に、 ファ！ ゾル によって 進化論の 最初の 階段が 切り開かれ、 航海術の 進歩、 各地の 探險 となった。 そし 

て それら 科攀の 降- が 世の ブル ジョァ の 要求と 介して、 彼等の 有利な 武器と なった。 例へば、 近代 文明の * 大革 

命 を 窗 らした と 言 はれる ハタ オリ 機械の 如き、 近代 科 舉の產 物であって、 その 發明 以來、 今迄 十 人 を 要した 勞働 

者 は 三人に 減員され、 しかも 十 人 常時 以上の 多額が 生產 された。 その 結 は勞働 者の 失職と なり、 间 時に 彼等 同 

士の激 基なる ：！： 士 打ちが 惹き 起された 1  央國の 如き、 失業者 夥多の ため、 幾度 か 革命の 危機に さ へ 瀬した。 然るに 

此の 勞働 者の 同士打ち は、 皮肉に も资本 主義 自解 作用の 第一歩であった。 何故なら、 勞働者 士の 生存 兢 (i^ が § 

迫 詰まれば 詰る ほど、 やがて 來 るべき 怖ろ しい その 共 ii^ に對 する 恐怖 を 捲き 起し、 進んで は 現 制度 そのもの を 

共通の 敵と する 感情、 卽 ち- 勞働 者の 和解と 共同 戰線を 造り 出さし むる 感情的 動機が ひらけた からで ある。 近代 

！ 深刻に なり まさる 社 <1: 問題の 素因 も 亦、 それで ある。 そこに 蔓る もの は 階級 的 敵意と、 人 問的關 係の 功利 化 

とで ある。 さう した 外部 的狀 態の なかに、 ョ la ツバの 近代 生活 は連續 して 來た。 かくて 環境の かくの 如き 事實 

が， 文藝 思想 方面にまで も 及んで ナチ ユラ リズ ムが 生れた。 

次に ：！ マン ティ シズム の 潮流 及び 運動 は 如何？ ョ，. 'a ツバの 文化が、 前 記の 如き 狀 態になる と、 社會 一般の 中 

に、 社會^ 不安が どこともなく 漂 ひ 始めた。 佛蘭 西に 於て は、 ブル ジョァ 革 < ^叩の 禍根が いっと はなしに ま y せられ 


u て」 が、 そ- L はいふまで もな く社會 の 下 麼に人 以下の 生活に 虐げられ たる 夥しい プ ロレ タリ ャ ー トの 群の 

；:^ 在からで あった。 不安と 不滿と 憧憬の 波、 英 岡に 於て は 夥しい 米 利 加 移： 民 をつ くり、 露國 では 中歐 文明と 

汎ス ラヴ 文明との 兩 極端の 對時 となり、 ^太 利、 獨逸 3 门な それ，^ の 理由と 特色と を 持って、 新しい 時代の 浪の 

ti;^ に^り 始めた。 

リマン ティ シズ ム、 ふところの 浪漫主義 は、 现 在への 烈しい 不滿 と、 未來 への 强ぃ惊 と、 自. E 奔放なる 情 

熱と を その 特色と する。 現在の 否定と 未来への 憧憬と いふ 點 では、 理想主義 とも 一致す るが、 唯 「理想」 の 有無 

- とい ふ沾 に、 兩 者の ま大 なる 相違が 横た はる。 殊に 理想主義が 鬼 も すれば 澄 刺た る 生活力から 去勢され たやうな 

、々の：： ：5,J^ り 出される に 反し、 口 マン ティ シズム は 非常に 若々 しく、 華々 しく、 生命の 燃え 輝いた 熾烈な 要求 

の もとに、 新しい 未來へ 泳ぎ 出 でんと する 熱情 を 持って ゐ るが 故に、 若き 精力 ある 人間の 間に 勃興した。 それが 

常時の ョ ー:- ツバ 知識階級の 間に 榮 えた 现. S は、 知識階級が 最も 多く その 條 件に 適合して ゐ たからで ある。 知識 

階級に 歸 する 舉者、 藝術家 は 一般に 深い 信念と 自意識と を 持って ゐる。 然るに 世の 實權 は、 知識階級 を EI して 

「俺^の 羊 俺達に 智雜を 貸す 道具 だ」 と 高 をく \ つて ゐる ブル ジョァ の 手に あるので、 彼等の 自尊心 を 傷つけ 

る こと 夥しかった。 骨 ある 摩 者、 藝術 {豕 は、 猛然 立って ブル ジョァ に、 否、 時代 そのものに 反抗した。 卽 ち英國 

に 於て は バイ.！ ン、 シヱレ ー 等の い 反抗 詩人が 現 はれ、 一 は國 外に 追 はれ、 希 隠の 革命 戰に 來ッ 加して t 化れ， 一 

は 自ら 國 を 去って. 13 浪の 後、 5^ 太 利 ビア • レキォ の 海に 水死した。 彼等 は 共に 現在への 反抗と、 未來へ の 熾烈なる 

惊^ に 燃えて ゐた ところの 代表的な A マン テ イシ ストであった。 怫蘭 西に 於て は、 S 落の 極に 達せる 擬古主義に 

,K も r 也-; v^，.£,:,-- 改 つたと ころの、 ヴィク トル • ュ ー ゴ ー や、 後、 ナボレ オンと 安 協した シャ トォ. ブリア ン 等が 現 は 

リた。 ュ ー ゴ ー の戲曲 「ヱ ルナ  一二が 巴 里の 劇場に 上演され た 時の 如き、 非常な 鬪を觀 客の 間に 惹き 起し、 a 
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物 席で 舞臺 以上の 大芝 .5 が 演出され、 ュ ー ゴ I は 身 を 以て 劇場 を i れた 。その 爭鬪 は、 ュ ー ゴ I の 作 口  H の 基調 を 

なす 自由 奔放なる 彼 自身の n マン ティ シズム からの 爆發 であった。 古代 模倣の 安價 なる 娛樂藝 術の 捕虜と なれる 

露の 怫國 人と、 若？ マン ティ シズム の 血 i む菌 人と は、 Tf の 爆 謹に よって も S の醫 

を 得た そして B マン ティ シズム の 勝利 を 結 した。 獨逸 にも 亦 n マン ティ シズム の 運動が 洪水の 如く 動き 始め 

力 所謂 スッ丄 ラウ ント. ドラング (暴風 的 感情) の 時代が これで ある。 千 七 百年 代の 終より 千八羣 代の 初頭 

に 力け て、 ゲ丄ァ 、ン ルレ ルの ニ大豪 が 編した ぶ 1 ァの 「若き ヴ H ルテルの 悲み」 が 市場に ま 時の 如き- 

又シ ルレ ルが 「群盗」 を 出版した 時の 如き- 獨 逸の 靑年は 狂氣 せんば かりの 感激 を 以て、 ロマン ティン ズムの 代 

表 的 作品 を歡迎 した。 n シャに 於て は n シャ國 民 文學の 父と 言 はれる、 大 詩人 プ！ シュ キン を 始め、 その後 繼者 

の レルモ ン トフ 等が 遞れ馳 せながら 口 マ ンテ イシ ズム 運動 こ參. P した。  ， 

又、 ロマンティシズムの 潮 は、 哲雲 面に I 響し、 カント やへ I ゲル 等に よって 築き上げられた I 的な 固 

い 石の やう 眷擧 に 極力 反對 して、 シ 3 ムン ハウェル や、 マぶ ス. スチル ネルが 現 はれた。 「自己と その 所有」 は 

一高 等女擧 校敎師 たりし スチル ネルの 名著で あるが、 彼 は從來 社會の 一員と して 生活して 來た 近， ャ 人が、 所 f 此 

會 我から 自己 我へ 移るべき、 自己 革命の 第一 聲を 叫んで、 自己と 社會 との 對 照の 上に 明かな 觀念を 造り ヒ f た,, 

で 不朽の 功績 を 持つ。 又 一一 イチ H は 自己の 尊厳 を 極端に 唱へ、 人 をして 祌 にまで 肉迫せ しめた。 彼の In 舉 想 は 

シ 31 ペン ハウ H ルと スチル ネルと を 相 半して 取り入れ たやうな 傾向が ある。 かくて 現代への 不滿、 破壞と 解放 

そのもの k 讃美. ^！由奔放なる自我の活蹯、 未来への 懷擬 等を條 件と する a マン ティ シズム の 一大 潮流 は 時代の 

隅々 にまで 動いて 來た。 

U マ ンテ イシ ズムが 人間の 誇大 性 を 極端に 重んじた のに 反し、 自然主義 は遙 かに 冷靜 に、 社會 の不滿 不安に 對し 


て も 徒らに 感 SE に 走らす、 批評 {. ^の、 若しくは 科舉 者の 態度 を 以て 不安 そのもの \ 芽 を： 13- 極めよう とした。 ロシ 

ャに 於け るゴ ー ゴリ、 ゴ ン チャロフ は 自然主義 系統の 作家で、 ゴ ー ゴリは 人^性の 缺陷に 少しも 眼 を 閉 ぢす、 些 

の (柊 赦なく 剔抉の メス を 板うて ゐる。 ゴ ン チャロフ は デカダンと 曾っても い k くら ゐ、 社會的 不安に 襲れ たる、 

^しく は 不安に 打ち 碎 かれた る 人間 を、 卽ち、 ォブロ ー モフ 型の、 夢 も 皮肉 も なくなった 人々 の 生活 を 描いた。 

かう した 倾 向の 流れ は、 後世の チ HI ホフ、 アンドレ ー フ、 ク ー プリン 等に も傳 へられた。 

文明 は 南から 北に 向って 發逹 して ゆく 特殊の 倾 向が ある。 吾が nl 本に 例 を とれば、 九州に源を發し次第に^^^漸 

して 束 京へ 來た。 ョ la ツバに 於ても 希臘、 羅 馬から 獨逸 及び 露 西： 亞に 移動した。 尤も 南に も擴 がるが、 唯 南方 

へ 播 すると それが 不思議に 變 化せす、 從 つてい つの まに か 萎縮し、 してし まふ。 北方への 移動が 變 化と 新 

味と を 持つ こと は、 ルネッサンスの 當時、 中部 ョ ー 口 ツバに 這 入って 來た 希臘文 が， 一先 づ試驗 の 篩に かけら 

れ採長 拾 短され たのみ を みても 首肯され る。 かくて 遂に 現代にまで 及んで ゐ るが、 現代の 文化が！ に 進んで ゆく 

とき、 - ぉ西亞 ：、 ス カン ヂナ ヴィャ 等に 移動す るら しく 思？？ される。 否、 早く も 露西亞 に は、 現に 新しい 文化が ffi 

設 されつ、 あるの だ。 露 四. 亞に ゴ，. 'ゴ リ、 ゴ ン チヤ a フ の冷靜 なる 自然主義 的觀 照の 上に 立つ 藝術 があった 如く、 

スカ ンヂナ ヴィャ に は イブ セ ンが現 はれた。 彼 は屮歐 文明の 批判者と して、 ナチ ユラ リズ ム の 立場から、 その 文明の 

缺陷を 一 つ 一 つ、 辛辣に、 尖鋭な 針 を 以て ほじく り 出す が 如く、 これ はどう だ、 これ はどう だと： 一 n つて 彈 劾した。 

怫 Mil の 爛熟した 文 叫に 對 する 批判者と して 現 はれた の は、 フ a オベル、 モ ォパッ サン、 ゴンク ウル 兄 n.^、 ゾラ 等 

である C 殊に フ a オベル は、 冷厳なる 態度 を 以て， 恰も 人^の 醫^ の 如く、 鋭敏、 深刻なる 解剖 を 下した。 その 

名著 「マダム .ボ ゲリ ー」 の 傲 後の 自殺の 章を脫 稿せ し 時の ごとき、 さすがに 冷默 そのもの、 如き 彼 も、 滿 眼の 淚 

S へて ゐ たとい ふ。 モ ォパッ サン は 彼に 比 ぶれば や、 セン ティ メ ン タルな 性格の 所有 であるが、 その 倾向は 
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作品の 上に も 現 はれて ゐる。 彼 をして 一 躍、 自然 派の 寵兒 たらしめ た 傑作 「脂肪の 塊」 o^ub  de  SuiO は 彼の セ 

ン ティ メント と共に、 人 の 利己心に 對 する 此 一一の 忌 惯.^ き 批評 を 兌る 事が 出來 る。 ゴンク ウル 兄^も 亦、 文藝上 

の ほ然主 義述； t に 功緒 拭 ふべ からざる ェ ミィル • ゾラと 共に、 怫蘭西 文化の 批評家と して、 又 自然 派 文藝の 先驅者 

として 沾 躍した。  . 

綺 戴に 於て は、 イン ブ レツ ショー 一 ズムが 新しい 潮と なった。 過去の 綺は 形と 色と を 綜合 的に 描き、 総の 分子の な 

かに 文舉 的な 素因 を 濃厚に 取り入れる ことに 一 つの 特色が あった。 歴史 畫、 風俗 s、 人情 螯等 がそれ に屬 し、 输 

蜜 そのもの、 藝 術的惯 値よりも、 綺 に附帶 する 外的な 條 件との 關係 によって 眼 を 欺かし むる 種類の ものが 多數を 

占めて ゐた。 n 本畫に 類同 を 求 むれば、 菊池容 齋 の 描いた 冇 名なる 楠 公 父子 別れの 艙 であるが、 鑑賞 者が その 場 

lgにぁらはれたる.s.^賞的或は文舉的耍素を豫知してゐるが故に、 その 緣に 一滴の 淚を 催す が、 若し その 附帶 的條 

件を沒 却して 純然たる 藝術的 批判の 對象 として 見れば、 それ は 誠に 拙ない 有り ふれた 親爺と 子供の 総に 過ぎない。 

殊に 十七 世紀の 佛蘭西 美術 は、 殆んど 太 利 模倣と 官舉^ a- の 時代で、 熱情な く 自由な く、 乾燥無味なる 模倣に 

終始した。 その 代表的なる は、 官舉 派の 剪領 にして、 非藝術 的なる を もって 知らる- - ルブラン 及び ミグ ナ I 等の 

0 を擧げ る ことができる。 然るに 新たに 勃興せ る 自然主義 の 新 運動 は、， 繪畫に 於ても クラシシズムの 作 爲と模 做 

を 容赦な く 剔 快し、 剝 奪した。 そして 色彩 を 分解し、 形 を 分解す る イン プ レツ ショー I ズムの 時代が やって来た。 

そして これが 前記の 二 大潮 流に 合流した。 而 して 二 大潮 流の 傍系と もい ふべき、 高踏派、 耽溺 派 等が 現 はれ， そ 

れらの 代表作 家に、 ボ！ ドレ，.' ル、 ヴ H ルレ ー ヌ等を 指す ことが 出來 るが、 これら は 社 舎 的 主潮から 離れた 個人 

的な ものであった。 後、 メ ー テル リンク 等に よって 代表され る 一種の 象徵 主義の 文藝 も： 1: 様 傍流に 屬 する ものと 

して， こ& では 問題に しない ことにする。 


現代の 文 は， ロマンティシズムと、 ナチュラリズムの 流れの 上に、 如何に 築き上げられて 來 たか？ 

先づ ロマ ン ティ シズ ム の 何 か 新しい 意義 をつ かみたい とい ふ、 もやく した 漠然たる やるせな さが 次第に 形 を 

備 へる やうに なり、 それが 「自我の 覺醒」 となって あら はれた つ ユイ チェ や スチル ネル 等 は その 促 逸に ぎって 功 

勞 ある 人々 で、 前代の 末葉、 人間の 心に 起り か \ つて 來 た自覺 が、 現代人に は 最早 明確なる 實感 として 者 へられ 

る やうに なった こと は， たしかに 一 つの 大きな 事寶 である。 過去に 於て は 自我が 唯 心理的に のみ 考 へられ、 心が 

あって 物が ある 等い ふ 空 睐な觀 念に 支配され てゐ たが、 次第に 物心 二 面の 現實に 引き返され、 そこに は 確然た 

る 自我 樹立の 必要が 叫ばれ、 凡べ てのもの- -根抵 は 自己で ある。 自己の 立場 を 確立す る ことによって のみ、 凡べ 

ての 生 5^ が 窓龜を 持つ とい ふ 思想が 浪 打って 來た。 その 思想が 现代 文藝の 上に 人？ i 的、 若しくは 人 主義 的 傾^ 

となって あら はれた。 

文 蘇 上に 於け る- ：!:! 然 主義 は、 それ 自ら 破壞 すべく 運命 づ けられて ゐる。 何故なら、 それ は 科舉的 批評 的なる が 

故に 人 性の 本然た る 誇大 を 破り、 誇大 を 破る ところに 藝術は 失. にれ るからで ある。 自然主義 は藝 術の 流れに 一 

味の 凉風を 送って、 途 に永續 する をえ す、 おの づ から 下火と なって いった。 そして 自己 を 無にして、 あるが ま、 

にの み 自然 を觀る ことの 到底 不可能なる を實證 した。 かくて 自然主義の 自滅 的 傾向に 懷ら すして、 寧ろ その 缺陷 

を 補う て 現 はれた ものが、 ，：：： 然 を，： in 己に 引き寄せよう とする 新倾 向の 藝 術で、 これ を リアリズム、 又 は iz^^ss 主義と 

私 は 呼ぶ が、 この リアリズムが a マン ティ シズム の發展 たる 人間 主義と 接近の 機 を 得、 必然 一 つの 大きな リアり 

ズムに 結合した。 現在の 藝 術は赏 に その リアリズムの 發展 した ものである。 - 

イブセンが、 自分の 後に、 自分よりも 偉大な 藝術 {¥ が 出現した と嘆赏 したと ころの スト リンドベルグの 藝術は 

新 ^i^.: 蘇 ？ 」x  ^  1 二 七 一 
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その 傾向の 一例で、 彼の 徹底した 批判 は、 イブセンの それと は旣に 非常に 異なって 來てゐ る。 彼の 作品に は 時代 

と. in 己との ァ マル ガメ  1 シ ヨン を 強烈に 發 E ル する 事が 出來 る。 トルストイの 諸 作、 殊に 「ク n イッチ エル. ソナタ」， 

「地主の 朝」 等に も それ を： 3- る ことが 出來、 ドス トイ H フス キ ー の 「白痴」 「1非と罰」、「カラ マゾフ兄^^-」 等错な 

その 例に 沙" れ ない。 卽ち 作品に 描き出された 人物の 苦しみ は、 作者 自身の 苦しみで あると いふ、 時代と 作者 自身 

との 合金の 上に、 リアリズムの 本義が 存 する。 

然るに その リア リズ ム もや \ 行き詰まりの 形と なり、 その後に 起って 來 たのが 所謂、 後 柳 a マ ンテ イシ ズムで 

ある。 これ、 私達が 社會的 不安の 浪 にぶ ッ つかった こと を 證據立 て、 現代人が も 一 度 革命 の 怒 .簿 を く！. るべ き述命 

にある こ と を 暗示す る もの で ある 0 佛蘭西 革命 は 前述の 如く ブ ル ジョァ 革命で あ つた。 過半 の 功 勞を分 つ ベ きプ 口 

レ タリ ャ ー トを 社會の 下膀に 沈めて、 詐術に 老けた る ブル ジ m ァが尊 横なる 贵 族に 代った 革命であった。 その後 

ブル ジ 3 ァの橫 暴なる 獨 裁が、 プ a レ タリ ャ I トの漸 &. 3 的 覺醒の 機運 をつ くり、 社會的不安の^^は全ョー a ツバ 

の 社會に 漲って 來た。 而 して ほ 己の 權勢 利愁を どこまでも 押し 通さう とする 飽く なき ブル ジョァ の 貪 愁が强 まれ 

ば强 まる iT それが 皮肉に も 彼等 自身の liii 荷と なった。 獨 逸の 植民 政策の 如き その 好適 例で ある。 一九 一 叫 年に 

勃發 せし f 界大戰 は、 资 にさう した ブル ジョァ の 欲び H の螭大 であると ころの 獨 逸と 聯合 國 との 帝^、 モ義の 破綻で 

あり、 現寳 暴露であった。 全ョ ー 口 ツバの 民衆 は 勿論、 カイゼル さへ が ブル ジョァ の 魂膽に 否、 利愁に 利用せられ 

たと みる ことが 出來 る。 戰爭 の慘虐 の犧牲 となって、 直接 戰 場に 血 を 流した の は、 實にその戰^^-の當の責任者た 

る ブル ジョァ ではなくて、 戰に 勝 てば 勝った で 盛んに 搾取され、 若し 負 くれば： s{ に 苛酷な 摔取を 蒙らねば ならぬ 

ところの プ n レ タリ ャ ー ト である。 彼等 は 正義の 爲め、 自. 5 の爲 め、 祖 闻の爲 めの 美名に 欺かれて 戰 場で 血 を. ilw 

した。 勝つ も 敗る \ も 何等 彼等の 利ハ 化で はない。 唯 父 を 失へ る兒， 夫 を 失へ る 妻、 兄 を 失へ る 弟、 子 を 失へ る老 


父が り、 ！^. ？騰 せる 物 h お、 13^ しい 失業者の 新 現象が あとに 淺 つた。 それ はいふまで もな く资本 主義が 生み出した 

恐ろしい 現象で ある。 

獨 逸 は 八億バ ウンド を 政府の 經 費から 節減しょう として ゐ るが、 負 ふに 餘る 苛酷なる 賠！ K の 重荷の ため 國 内の 

生，5^^费を極度に引き下げ、 安價 なる 製品 を どし/ \ 英！： 並びに 英國の 海外. 場に 喪り 出して、 此の 同業の ェ梁國 

を 脅かして ゐる. - " イド ニンョ！" ジが獨 逸の 賠惯綏 和と、 その馬克相場：^；き上げに努カしてゐるのは、 勿論 彼の 人 

的な Miw からで はない、 自國の (化 利 擁護から である。 この 英國 の！： 策と 事毎に 衝突し つ. - ある 佛！： は、 益-世 

界の大 t; に 逆行して、 自國の ブル ジョァ 帝 國 主義者の 擁護に 努めつ k ある。 义 中部 ョ ー ツバ の 諸國は 經濟的 破産 

に 溯して ゐる。 かくの 如き 實狀 にある ョ.' 口 ツバに、 何時^ 命が 起らぬ と 誰が 斷曾し 〔.5 よう。 

：：： 本 は 如：！：？ 

封^. S 代の 家内 産業から 大規模の 機械的 庵 業に 移り、 鬼 も 角 も外國 との 兢 がで きる やうに なった こと は、 維 

新 常時の 先： と 1  一一 I： ふこと が出來 よう。 と共に、 資本 主 的生產 方法が 一 つの 國に移 人され る 時、 それ は 必然 勞働 

题を 背负 うてく ると いふ こと は 必す豫 期せねば ならぬ ことで ある。 XX の XX  XX も、 その 阈民 生活の 環境 推 

移と 共に、 次 t がに 變 つてく る。 卽ち 外部 的な 狀 態の 變化 は、 必す 内部的 狀況 をも變 化せし めすに は Ssl かない。 日 

Ahil 閥 以來、 國家 そのもの- 內容 は實に 多様に 推移して ゐる。 , 

资本、 王 .義 的生產 方法の もとで は、 人 ii は 必然的に 物質 化する。 それ は 如何にす る も防遏 しがたい 現象で ある。 か 

くて いろ/ \ の 未だせ て經驗 せざる 新しい 事件に ぶっかった。 そしで 政府 は、 何時も それより 一歩 二 歩 遲れて 後 

から 彌 縫して 來た。 然るに 最近に 於て は、 問题は に 都^ 勞働 おにと^ まらす、 地方 §S 村にまで 波及して 來た。 

社舍的 不安の 高調からの、 も 悲しい、 最も 激しい 爆發 は：： シャに 起った。 これ は 決して 對 岸の 火災で は 無 

新^ 藝 術の 交涉  一 1; 七 ： 二 
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い。 能 II は どこの, にも ころがって ゐ る。 

以上の やうな 環境に 處 して、 後期 n マン ティ シズ ム. が、 新しい 文 の 潮流と なり、 獨 逸に 於て ダダ イズム、 ヱ 

キス プ レツ ショー ーズム 等の 新倾， M を 生みつ けた。 H キス プ レツ ショー 一 ズム、 謂 ふところの 現 派 は、 印象主義 を 全 

然反對 に 行った もので、 後者が 自然に 卽 する こと を 主眼と して ゐ るのに、 前；^ は藝術 家に 卽 して 表現す る。 勿論、 

藝術 にして 表現なら ざる はない が、 印象主義 を 始め 過去の 藝術 は、 表現 を 一 の 手段と して S ひたのに、 エキス プ 

レツ ショー 一 ズムは 表 现を全 體 として 取り扱 ふ。 「自然 は 如何に 笑って ゐ るか」 これが 印象派の 境地で あるが、 表現 

派 は 「自然 はかく 笑 ふ」 である。 そして 表現 派 はミレ I が旣に 十八 世紀に 於いて r 絶 對の醜 もな く 美 もない」 と 首 

ひ、 "ダンが 「醜 も 亦 美で ある」 と 叫んで、 在來 型の 藝術 を破壞 した 如く、 從來 の俾統 から 全然 離れよう とする 

^向 を 持って ゐる。 だから 私達が 組織的に して 來 たもの を 極端に 分解し、 若しくは 從來 醜と して 來 たもの を 美と 

見たり する。 

未來派 も、 印象 主魏と 同じ：^ 勢に 促されて 起った もので、 鎗番； に 例 を とれば、 印象主義が 色 彩の 分解に 終始し 

た 中途半端に 傲らす、 未 來派は その 極端な 個性 別の 主張から、 色彩 は 勿論、 形 を 分解し 心 を 分解す る 新 傾向で あ 

る。 それ は 怪奇な 絡 を 生んだ。 

印象派に 反對 して 起った ものに 立體 派が ある。 これ も、 藝術 家が 如何に 見た か、 卽ち藝 術 の 個性の 強さ を 極 

力 主張す る點 では 未來 派に よい 近い。 

一 瓶の 葡萄酒の 味 は、 數 人の 科舉 おの 分析の 下に は 同 .1 である。 然し 藝術 家が、 それ を 1 んだ 時、 その 藝術 

が獨 得の 個性 を 持てば 持つ 程、 その 味 は 一 人 一 人に 於て 變 化する。 表現 派 を 始め 新しい 傾向の 文藝を 通す る 主張 

はこれ である。 私達に は尙 解らない 倾向 では あるが、 近い 未來に それが ぴったり 解って 來な いと は 勿論 誰も 斷定 


しえない 。伊へば n ダンの 彫像 「鼻の かけた 人」 は、 $5 時に 於て 笑 ひ 怪しまれ たが、 現在で は 誰の 眼に も 一同の 

Hli 秀 なる 蘇 術で ある。 

然 らば 表現 派 その他の 新 傾向の 藝術 は、 一 體 何人の 心に 訴へ、 何人の 眼に 鑑賞 さるべき か。 貴族 か？ 否， ブ 

ルジ 3 ァか？ 否、 彼等 は旣に 過去に 於いて 藝術を 持った。 それ は 僧院の 堂に 調和せ す、 中 世紀 時代の 雜唔ぃ 室 

に 調和せ す、 帝^ 至上 主義者の サ n ンに 調和せ す、 軍國 主義者の 壁 間 に 不調和なる 藝術 である。 此の 新興の 藝術 

を藏め 込む ベ き 過去に 於け る 如何なる 時代 も 如何なる 階級 もない。 

未 米に 育つべき 藝術 は、 それ 自身の 中に 大 民衆 を 溶かし こんで ゐ るべき である。 これ は 確かで ある。 私 は 表現 

派の 蕩術 がその 榮 光を擔 うて ゐ ると は 考 へない。 表現 派 は 在来の 一 切の 傅統に 反抗して 立った には逮 ひない が、 

そ れ も 矢 1^^ り ブ ル ジ ョ ァ 畑 に 育 つ た も の で ぁ つ て 、 盲ら 探り をして ゐる狀 態に あるの だ。 

私の 觀る ところに よれば、 その 未 來の藝 術 は、 洽も" マン ティ シズム の 後に、 リアリズムの 蕩^が 出現した.^ 

く、 その 畑 も その 種 も、 民衆 自身の 巾から 出なければ ならない。 今 曰まで 築き上げられて 來た藝 術 を 失 ふこと は、 

人類の 大 なる 担 失で はない かと 人々 は 思 ふか も 知れない。 然し それ は 達見で ない。 藝術は 決して 退化し ない。 a 

マ ン ティ シズム の藝 術が 卜 九 世紀の 藝術を 代 _ ^せし ごとく、 リアリズムの 藝術は その 次の 新しい 時代 を 代表した。 

しかも マン ティ シズム の 物指しで リアリズムの 藝術は 測定 出來 なかった。 生れ 出 でんと する 新しい 世界、 新し 

ぃ藝術 を、 き 世界、 古き 藝 術の 立場から 批判す る こと は 全然 不可能で ある。 

(一九二 二 年 八月、 木峪湖 夏季 大ゅ^ 演) 
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愛に 就いて 

【二 

私の 書いた 本の 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 11 あれの. T 容を槪 略お^ したいと m 心 ふので すが、 本 をお 讀み 下さった 

方 も 或は このうち に 幾分い らっしゃる こと- -思 ひます。 さう いふ 方に は 多少 重複の 嫌 ひがない でもない と 思 ひま 

すけれ ども、 何分 どうも 審 新しい こと を 後から， （-と 出す ほど 頭 臘が豐 富で ない ので、 やはり 十！： いこと を ff り .&1 

すより 外 仕方がな いし. もう 一 つ は あの 本 は 何 だか 獨り 合點の やうな 嫌 ひがあって、 護んで 下さっても 譯が 分ら 

おっしゃ  - 

なレと 仰お る 方 もないでも ない と ひます ので、 私の 口から お， 話して 置いたら、 乂 何とか 多少 筋道が つかない こ 

ともないと、 斯う W 心 ふので す。  /  . ,. 

それ は 人が 宇， W と 云 ひます か、 或は 何と 云 ひます か、 鬼に 角 時 問と 空間と に 大きく 撰が つたこの 不思議な とこ 

ろに 私と いふ ものが 一 つ 生れ 出た のです、 幾何 舉で云 ふ點と いふ もの なる。 厚さ もなければ 幅 もな く g ぶ さもな 

い。 この 大きな 宇 {.H とい ふところから 考へ ますれば、 蝠 も 深さ も 厚さ も 持って ゐ ない 唯， 在 だけ を 持って はると 

ころの 點と おへられない でもない。 その 穴.^ 漠 とした 大きな 世界の 屮に、 私が 一 人 現 はれ 出た とい ふ事實 は、 他の 人 

に は，^ でもない ことで あっても、 私に は 大分 何でも ある ことです。 さう して その 大きな 揚 所の 中に p% はれ 出た と 

ころの 一 つの 點が、 昆 るく 中に 11 宛然 空に 現 はれた 小さな 雲の 切れが 現れた かと 思 ふと 隱れ てし まふ やうに， 

. 消えて 失くな つてし まふ、 死んで しま ふ。 私 は、 私自身と して 死んで しま ふこと は 決して a ろしくない。 恐. し 

くない ことはありません、 死ぬ 時には 隨分 恐ろしいだ らうと 思 ふけれ ども、 然し 死ぬ とい ふこと よりも、 私が こ 

^：に現はれて來たとぃふことがもっと遙かに恐ろしぃことのゃぅに思はれます。 この 私と いふ 人 |3 が こ &に現 は 


れて來 まして、 さう して その 點の屮 に は 私と いふ 存在が ある、 點の 外に は 宇 {ぬ とい ふか 何とい ふか 大きな 擴 がり 

とい ふ 一 つの^ 在が あります、 さう して 私の 在が そこに.？ 能と なって 參 ります と、 その^ 在の 周圍 にいろ， 

なと ころの 物が 附ぃ て來 ます。 の 時から 云 ひ廣 さから 云った な. ら 何でもない^ 在であります けれども、 私の 

生命が 有って 行く に從 つて、 私の 周 園に はいろ くな 物が 廣く出 來て來 ます。 それ を 人々 が 呼んで 環境 卽ち ミリ 

-11 とい ふ ものが 私の 周圍に 出て 來 ます。 鬼に ow:、 私が 玆に^ 在す ると. S ふこと は、 これ は 明かな ことで ある。 

私が 生長す る。 私の 內部 生命が この 自覺を 段々 持つ に從 ひまして、 私と いふ もの & 人格が はっきり となって 來ま 

す。 はっきりして 來 ますと 同時に、 私の； ^園に は、 私で ない ところの、 私と 何等かの 意味に おいて！ 1： 化され 得な 

いところ の もの 卽ち 環境と いふ ものが 段々 明かに 現 はれて 來 ます。. 

で こ、 に 私が ある、 かしこに 環境が ある ii 斯うい ふ 不思議な 事實— 私に 取って は 不思議であります が、 そ 

れが現 はれて 來 ます、 そこで 私の 生活 は、 常に 私の 環境、 私の 周圍の ものと 何等かの 交涉を 持つ にあら すん ば、 

成り立たない とい ふこと を 私が 考 へなければ ならな くな つて 来ました。 これ も 私に 取って は 恐ろしい ことです。 

私の 生活 私の 生命の 要求から 云へば、 斯う ありたい とい ふこと であっても、 それ を 環境が 許さない 場合が ありま 

すし、 それから 境が 斯う あらせた いとして！^ る 場合で も、 私が その 環境 を 突破して 進んで 行く やうな 場合が あ 

ります。 さう して この 還 境と 私自身の 交涉 とい ふ ものが 可成り 複雜 な、 さう して 不可解な 交涉 となり、 私の 生命 

に咸 あせられます。 私に はさう いふ 迷 ひが ある。 あなた 方に おありになる かどう か 知りません が、 私 は あると 思 ふ 

のです が …；  . 

我々 が： i=: お を讀ん で： ましても、 斯うい ふやうな 瑗 境と 自身との 關 係から 出發 して、 出來 上った と 思 はる \ い 

ち. （-な 生活の 様式、 m5 想の 傾向と いふ やうな ものが あおます。 例へば ヘブライズム とへ レ 11 ズ ム —— へ ブ ライ 
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ズム とい ふの は 御 承知の 通リ ユダヤに 起った 思想でありまして、 神と いふ 一 つの 恐ろしい 絶對な 力と いふ もの を 

自分の 心外に 置いて、 さう して その 支配の 下に 在る 人 は 塵芥の やうな ものであると 考 へて 居る ところの 生活 態 

度であります。 それから ヘレ 一一 ズム は. in: 分の 力と いふ もの を 土靈に 置きまして、 自己の 完成に 全力 を盡 さう とい 

ふやうな 生活、 この 考へ 方が 歐羅 巴の すっと 古くからの 思潮に 流れて 居って、 さう して それが 互に 相尅 しつ、 來 

たとい ふこと は 誰でも^ 知の 察實 であります。 

乂希臘 の 思想の 中に おいて は アポ a と ディ ォ 一 1 ソスス の 思想、 この アン ティ セ シス の兩 極に あって、 バ ラ ン ス I- 

1 平衡 —— ：： 巾 合 ひとい ふ ものに 非 《n? に 重き を 澄いて、 さう して その 間 また 建設と いふ ことに 力を入れた ところの 

アポロ の 思想と、 それ を 踏み破って 行かう とすると ころの ディ ォ  一！ ソスス の 思想、 こ の 思想が 絶えす 互に 働き 合 

つて 居る とい ふこと も、 我々 は 知って 居る 察實 であります。 

また 私共の 自分自身の 內部 生命 を考 へます と、 こ、 に 宿命と いふ、 それから 意思の 自. H とい ふ もの も考 へられ 

ます。 私の 友達です が 名^ を ちょっと 思 ひ 出せない —— その 人に こんな ことがある、 これ はもう 多分 公表しても 

構 はない と 思 ふけれ ども、 新宮に 居た 時に 彼の 幸德審 件が 起った。 新せ に は幸德 je! 件の 一 人の 首魁と 思 はれて ゐ 

た 何 茶と いふ 人が あった。 その 人 はお 醫 さんで、 その 人の 幕下と いふ やうな ものが 澤 山あって、 それから 私の 

女人 11 思 ひ 出しました、 沖 野 三郞 氏でした。 沖 野 氏が 新せ ：！ にゐた 時に そのお 馨*; さんと 大變 懇意に して 居つ 

た。 ところが、 ある 正月、 丁度：：： 露戰举 の 後でした か、 これ も 不景氣 な 時代のお 正月であった。 その 時に、 芽 出 

たい 正月で はない、 芽 出たくない、 不芽 出たい..： y 月 を やら うぢ やない かとい ふこと になって、 廻狀を ま はして， 

滔を飮 んで歲 の不芽 出た さ をのろ つた 譯 です。 

■ そ の 廻 狀を廻 す ことにな つて 自分 逮仲 の 沖 野岩コ ー郞氏 の 名前 も、 一 番 仕舞 ひに 害いた ところが、 思 ひやり の 


有る 醫 者さん で， 沖 野 氏 は 牧師で は あるし.' 乃公みたい な 深酒 を飮む 連中の 中に 入れる の は氣の 1  母 だ、 棒 を 引い 

て i!?- け、 それ もさう だとい ふので 沖 野 I；；：： の 名前 は 書いた が 棒 を 引いて しまった。 それが ため 沖 野 君の 所へ は その 

^狀は in リて來 なかった。 その後 その 觀狀 が聲 察の 乎に 入りまして、 一網 打盡に やられて しまった のです。 

沖野氏は酒を飮まなぃとぃふ！：情の下に唯筆の先で斯ぅゃられた^^けで宵が繁がった、 沖 野 氏が 宿命論 にな 

つたの は それから だと 自分で いって 居りました。 さう いふ こと を考 へて 見ます と、 私共の 生活 は 何 か 恐ろしい 恐 

ろしい 迎も 抵抗の 出來 ないやうな 大きな 力で 支配され て 居って、 さう して 私共が この 內 部から 働いて 行かう とい 

ふ 餘地は 全くない やうに 考 へられる。 そこにお いて 私共 はどうしても 寂しい けれども、 諦めなければ ならぬ { 伯， ゆ 

觀と いふ ものが 一方に 生じて 來る。 けれども 他の 一方に おいて 私共 はこの {i^ 命觀 の、 人 の 全く 働く 餘地 のない 

生活に は 安んじて ゐられ ない 謀叛 氣が あると いふ こと も 担む こと は 出来ない。 如何なる 艱難が 襲って 來て も、 絶え 

卡 打ち克って 行って 自分と して の 生命 を 切り 拓 いて 行かう とい ふ衛動 は、 どうしても 防ぎ 止める AJ と は出來 ない つ 

で 化 命と いふ 大きな 問題に なっても さう であり ますが、 日常の 極く 小さい 問题 になっても、 自分の 立場が 始終ぐ 

らっ いて ると いふ こと は、 我々 の 常に 感じて 居らなければ ならない こと だと 思 ふので す。 

その外 基督 敎 的の 祌人 生義、 卽ち祌 の 人と いふ もの を 造り 出さう とい ふところの 者へ、 祌に 人の 依らう としま 

す考 へや、 人 神 主義 卽ち人 ？i が 神と！： 様と いふ 思想、 その他 何々 といったならば、 數 限りの ない 程に 私共の 生命 

に- M 對 して 相剋す る內容 が、 無限に せられる だら うと 思 ふ。 恐らく は 大抵の 人 は その 場 その 場で ごまかして 通 

つて： ます けれども、 少し 徹底して 自分の 立場 をき めて、 どう 歩かう かとい ふこと になって 來 ると、 どっち を 拾 

つた もので あらう か、 どっち を棄 てた もので あらう か、 可成り 恐ろし. Sii: 题 である。 

断う いふ やうな、 私共の 生命の 中に 入り込んで 來るニ 冗と いふ もの は、 常に 自分の 環境が かしこに あり， 自分 
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が こ \ にある とい ふ E 分と ミリ ュ， 'との 關 係から 出て 來る もの だと 斯う 私 は 思 ふ。 で 少なくとも 私の 生活に はこ 

れが 大變强 く ありました。 さう して 私 はこの 生、 活を どうい ふ 5^ にしたら 純一 の 生活に する ことが 出來 るかと いふ 

ことが、 私の 生活で 一将 苦痛と なった ところの 懸案であった のです。 それ を 私 はどうい ふところまで 潜ぎ 付けた 

か、 どっち をお 取りになる にしろ、 それお 今夜 私 はお 話して 見た S と 斯う 思 ふので す。 

私が 若し 强^ であったならば —— ほんた うに 強いと ころの 人 s§ であったならば、 一一 ィ チェの スュパ I マ ン の や 

うな 人 ii であったならば、 私 は 寧ろ その 矛！ i5 に は 苦しまなかった であらう と 思 ふ。 何故ならば ほんた うの 强 者に 

は 彼 以外に は ミリ ュ ー はない、 彼 は 常に 自分の 意志の 自. H を 以て 進んで 行きます。 彼 は 常に 自分、 彼. ow 身 を 以て 

^處へ 行っても 他人. を 打ち 伏せて 行きます。 叉 ほんた うの 弱者に は 私に 來る やうな 煩悶はなかった。 若し ほんた 

うの 弱者なら ば、 彼に は. e: 分と いふ もの は殆ん どない、 全くない。 自分と いふ もの-. - ない ところに は， SI 分に 相對 

すると ころの ミリ ュ ー はない。 彼 は 全く 無抵抗な 生活 を 生活す る ことが 出來 るので す。 私の 持って 居る やうな 煩 

悶 はない。 然し 私 は 不幸に して 强 者の 分子 を 少しば かり 持って 居り、 弱者の 分子 を 少しば かり 持って 居る。 或は そ 

C 持って 居る の も 丁度う まく 平均して、 五分五分に 持って ゐれ ばい、 が、 强者の 方の 分子が 七 分で 弱者の 分. 十が 三 

分に なったり、 弱者の 分子が 七 分で 强 者の 分子が 三分に なったり する ものです から、 兩方 とも 五分五分なら ハ 力 

リが ちゃんと なって ゐて 何でもない のです が、 それが 何ん 時で もぐ. i- つくもの ですから 私の 生活の 不安お とい ふ 

ものが 始終 起って 來る。 さう して 私 は 或る時に はほんた うの 强者 であり だいと 思 ひます、 ある 時 はほんた うの 弱 

者であって、 さう して 生活 を 純一に したい、 そんな 生活の 二 元から して 全く 解放され たいと 思 ふので あります。 

そこで 什 方がない から 私は僞 Si 者になる のです。 强者 になら うとす る 時に 强者 になれ ないから、 せめて は强 者ら 

しい 振舞 ひ をして お茶 を燭 さう とする が、 どうしても 强 者で 行けない から 思 ひ 切って、 自分 以上の 弱^に なって 


しまって 無抵抗主義 を唱 へたり する。 それ は 私の 心の中に ある ことではなくて、 常に 私の 外部に 對 して 自分 を 調 

和して 行かう とい ふところから 成り立って 居る 表面的な 生活であって、 さう いふ 生活が 私に は 絶えす 繰り返され 

た。 然しながら さう いふ 表面的な 生活 は、 いつまでも 不滿 足な 生活であって、 ほんた うの 内心の 滿足 を購 ふこと 

はどうしても 出來 ない。 然しながら 私が 微かながら もこの 二 元と いふ 生活に おいて 自分の 立場 を 作り 得ない とい 

ふこと は、 私が この 弱お でもない 强者 でもない ところの 灰色の 人 問で 又 偽善者で あるから であります。 偽善者 は 

人から： f 取 も 嫌 はれる 分子 を 持って 居リ ます。 さう して 恐らく は 偽善者と いふ もの を 一番 嫌 ふところの もの は、 義 

人で もなければ 罪人で もなくて 偽善者 彼 自身 だと 思 ふので す。 その 偽善者た る 私自身が、 その 偽善に 堪 へられな 

くな つて、 かすかに. S1 分の 一路 を 摸索して、 さがし 出した ので はない かと 思 ふので す。 

私 は 外界に CI 分の 何 か 依る ところ を 求むべく 求め 歩きました。 私 は ある 時には 宗敎に 行きました。 ある 時には 

.E 分の 好んで 居る 道で ある 藝 術に 沒 頭しょう としました。 然しながら 宗教に 行った 時で も藝 術が 附き纆 つて ゐて 

どうしても いけたい。 それからとう.， （\ ^あの 弱い 動物で あると ころの 鬼が、 獵師に 追 ひ 立てられた 時に 山 屮をぁ 

ちら こちらと 逃げ 廻ります けれども、 彼は峻 しぃ盧 の 上に 彼の 遁れ場 を 作る こと も 出来す、 深い 谷 の^に 彼の 隱 

れ榻を 尋ね 出す こと も出來 すして、 さう いふと ころ を 段々 駅け 廻った 末に 極めて 平凡な： 兀の 草の に歸 つて 來る 

やうに、 極く 平凡な 私 はいろ. /(\ 苦しんだ 擧句又 平凡な 奥に 歸 つて 來 ました。 その 平凡な J!^ とい ふの は 11 私 は 

祌を 求めたり 理想 を 求めたり、 或は 知識 を 求めたり、 とい ふと 如何にも 大變 求めた やうです が 一 • 私 相應に 求め 

た i^sT さう いふ しいと ころに 难へ 切れ なくなって、 私 はとうく 私自身の 所に 歸 つて 來 ました。 少なくとも 

この 大きな 時 ii と と は、 こ. >f に獼漫 して ゐる としても、 それ は 少なくとも、 私で はない。 そこに あると ころ 

の 小さな 點、 何等の ダイ メンシ ヨン も 持って ゐ ない 存在に 過ぎなくても、 それ は 私な のです。 そこで 私 は 私自身 
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に つて 來 ました。. さう して 私自身の 生活が 何で あるかと いふ こと を 少し 檢證 して 見ようと 新う 思った のです。 

それで これから 申す こと は I— 言葉と いふ もの は大變 都合の 惡 いところ の 人 問の 下僕で、 殊に 私みたい な 物 恐れ 

をしたり 自分の IK 葉 を 自分で 疑ったり する 人 ^5 に は、 私の 考へ てること を あなた 方に 言 ひ 現 はすこと は實に 困難 

なのです。 

私 は小說 を. §1 いて ゐ ます、 がそん な 物 を 書いて つく. <\» 思 ふの は、 首 紫と いふ やつ は、 人 問に 作られた もので 

ある けれども * 人 に 謀叛して ゐる やつで、 あれ はちゃん と 立派な 生き物です。 曾 葉 は 人 問から 作られても 生き 

てゐ ます。 だから 人間の 方で その 言葉 を 尊敬して やって、 その 言葉が 丁度う まく 入る ところに その 言葉 を 遣 ひま 

すと， その 曾 紫 は 初めて 恐ろし S 力 を 以て 働く のです が、 うっかりして 少し 脇の 方へ 言葉 を， ぼめ 込んで しま ふと， 

決して その霄 葉 は 遣 ふ 人の 意 を 現 はすこと は 出来ない。 況んゃ 私が 生活の 內 部に 起った ところの 現象 を 曾 紫で 言 

はう とする に は、 言葉 は 嘸 かしい ふこと を肯 かないだ らうと 思 ふ。 

だから こ.；^ から 言 はう とする ことで も、 あなた 方に 道理の ないやう に 聞こえ はしない かと 心配す るので す。 ど 

う も 私 は 道理 を 揃へ て すっとお 話しす る ことが 出來 ない。 つまり 論理 舉を 研究した ことのない 人 で、 頭腦の 方が 

論理的に なって ゐ ないた めでせ うが、 思った こと を ベら. （-言 ひます。 ベら （. も 言へ ない けれども ぼつく 首 

ひます が  その霄 紫に 现窟 を兑 ないで、 その 中に 喑示 的な ものが あったら、 あんな 氣 持で 話 をして ゐ るんだ な 

とい ふやうな 所 を どうぞ 拾って 頂く やうに 願 ひたい。 

長い 廻り 道です …… 。 私自身の 個性 を 知らう とい ふために、 つまり ソクラテスが r 汝 自身 を 知れ」 といった や 

うに、 私. s 身 を 知りたい ために 長い 廻り 道 をし ました。 ある 時には 偉い人の 俾 記に 行って： たこと もあります。 

ある 時 は藤史 を 少しば かり 探って 见 たこと もあります。 さう いふ やうな ことがあっても、 その 私が 列へば 舜の生 


？！^を：：？-て舜のゃぅな行ひをする、. たと へば我舜の衣を着、 舜の食 を 食し、 舜の (一 n 葉 をい へば 卽ち舜 のみと 誰か 

が 曾った のです が、 さう いふ やうな こと を 私が 舉 んで兒 ましても —— 舜 らしい おへ 方 をし、 舜 らしい こと を 言つ 

たと ころで 一向 駄目です。 一向 附燒 おで、 とても 私に は 居心地が 惡ぃ、 居据 りが 斗-いのです。 

そこ ひ 私 は， 私の. EE 分. E 身に 歸ら うとし ましたが、 自分^E身に歸るにっけても、 實に ためら はしい もの を澤山 

持って 居る のです。 世の中に は 非常に 聰明な シ 一一 ックな 折：： 舉者 があります。 彼 はこの 人生 を 非常に 明晰な ところ 

の頭腦 で兑拔 いて 居ります。 人が 如何なる 理想 を 描き、 如何なる 努力 をし、 如何なる こと をしても、 その 人の 生 

命、 人 問の 力と いふ もの は寶に 憐れむべき 限度が 設けられて 居る。 その じたばたして 居る 人^の 姿 を、 冷やかな 

眼で， 然し ある 溫 かさ を 持って 同情の 眼で、 飛び 放れて 靜 かな：： m 持で 見て 居る 人が あります。 あ- - いふ 人 はほん 

たうに：？？^ ましい と 思 ふ。 羡 ましい と 思 ふけれ ども， 私自身 はさう いふ 風な 非常に 勝れた、 感じの 上品な 淋しい そ 

Q シ 一一 ック になる こと は出來 ない。 

さう かと 思 ふと、 自分の 生活 を 全然 外部に 與 へて しまって、 有 ゆる 享樂と あらゆる 放恣と に M 分の 身 を 投げ込 

んで しまって、 私共が 凡べ ての 約束 上の 驟 群から 全然 自分 を 開放して、 分の 一歩 先が 何で あるかと いふ こと を 

職み す， .MI 分の 生活 を 嘆 突す る 人が あります。 その 人の 生活の 様式が 外部の 人から 兑 るなら ば、 これ は 如何にも 

ひどい 反 社會 的の 様式で あるか も 知れません が、 その 人の 生命の 要求と して そこまで 自分 を 突き 込んで、 ほ 分の 

生命を何^-ぉ皿に入れてその人の前に出したゃぅに、 思 ひ 切った 生活 をす る、 それ もまた 羡 ましい と 思 ふ。 その 

人の 生活 は 漫然と 罵り 去らるべき 生活で はない と 思 ふ。 その 人の 生活の 後に は、 その 人が 如何に rtn 分の 生命 を徹 

爽 的に兑 性したい かとい ふ あこがれが ある。 

然し さう いふ 生活 も 私に は出來 ない。 私に は 如何にも 徹底 味の ない ところの 生活 內容と 5 ふ ものが されて 居 
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ると いふ ことが， $ 々感ぜられて、 自分に 歸 つて 來 ると いふ ことが 非常に 恐ろしくて ならなかった。 仕方がな いか 

ら 自分自身 を i5 好の い-^ やうに 平衡の つく やうに 守って 行かう、 さう いふ 極 くちびた 考 へに 纏まって、 さう して 

先づ この 兑惡ぃ 偽善者で あると ころの 私が、 自分自身と いふ ものにす ご. （-歸 つて 來 ました。 さう して 歸 つて 來 

た 時に、 私の 生命の 中の 或る ものが、 私に 告げて 言 ひました。 

お前 は 今までお 前 自身と 外界と いふ もの を考 へて 居った。 お前が この 外界に 對 して 何等かの 正しい 關係を 持た 

なければ ならぬ とい ふこと に 非常に 苦心して 居った。 それから 义 お前が、 お前 自身 を 他の 偉い人に くらべて、 お 

前 自身の 器量が 貧；； i であると いふ こと を 願み て 居った。 然しお 前 はよう こそ 今お 前 自身に 歸 つて 來た、 お前 自身 

はお 前が いふ 如く 醜い、 又お 前の 外 は 絶大の 力 を 以てお 前の 周圍に 浮游して ゐる、 然しながら お前 は それ 等 か 

ら全 く^を そむけて、 お前 自身に 歸 つて 來 たこと は 何たる 善い ことで あらう。 お前 は 醜く ともお 前に 取って 最上 

の もの、 お前に 取って 唯一の 所有 はお 前の 外に はないで はない か。 お前に 取って 唯一な 板據 はお 前の 外に は 何に 

もないで はない か、 その 根據 から 出發 してお 前 はお 前の 生命 を 開拓して 行け。 さう して その 時お 前の 生命が 何物 

であるか、 さう して その 生命の 延長の 彼方に 何物が 存在す るかと いふ こと を、 しっかり 見極めて 見よ。 或はお 前 

の 生活が 其處 から 一 元の あけぼの を昆 出さない とも 限らない、 とい ふやうな 聲を 私の 內 部に^ かせた の を 私は感 

じました 0 

斯ぅぃふ風に歸って來て！！：^ると、 今迄 私の 心に あった 善惡 美醜と いふ やうな 問題が、 かなり 異なった 姿 を 以て 

考 へられる やうに なって 來 たのです。 私が 今まで 美しい と 斯う 思って 居た もの は、 他の 人が なで 美しい と 曾 ひ 

ならして 居った もの を、 私自身 も $C なが あ. - いふから 美しい な あと 考 へて 居ったら う。 他の 人が 醜い と 言った。 

大多数の 人が 醜い とい ふの だから、 多分 酏 いもの だら うと 考 へて 居ったら う。 けれども 私が 自分に ほんた うに 歸 


つ て-^^-て：^-ると、 私が 今まで 美しい と 思って 居った もの も、 さう 思 ふのに はより 少し f;^ 一って ゐ たり、 醜い と 3 心つ 

てゐた 今までの；^ さと は 姿が 變 つて 現 はれた こと を發 した。 これ は 決して 小さい 發兑 ではなかった。 さう して 

こいつ は. .3,:! ぃぞ とい ふやうな 氣 持が 起り ました。 さう して、 私 は €1： 分 を探檢 する へ 上に 出發 して 行った ので 

す。 で^は；：^自身が偽^！^；！^？でぁりますけれども，こ のニた道かけた所のどっちっかすの道から救はれたぃとぃふ、 

僅かば かりの 性質が 淺 つて 居りました。 その 性質 を賴 りに して 私 は 今 曰までの 自分の 生活 をゎづ かに 築き上げて 

來 ました。 これから その 私が、 どうして 自分 を發 見した か、 自分の 內容が 何であった かとい ふこと を、 唯 私自身 

の 喜びから ざっと 巾し 述べて 見たい と 思 ひます。 

Re そ 人 Qw^ 向に は 三つ の 傾向が あると 思 ひます。 その 三つの 倾向は セン ティ メンタ リズムと 口 マン ティ シズム 

と リアリズムと いふ 一一 一一 门 葉 を 以てよ くい ひ 現 はすこと が出來 ると 思 ふので す。 で セン ティ メンタ リズ ム はどうい ふ 

ことかと いふと、 よく 殉 或は 感傷主義と いふ 様な 字 を 書く と 思 ひます。 マ ンテ イシ ズムは 浪漫と いふ 字を當 

てる。 リアリズム は 普通 現實 とい ふ 字 を 害き ますが、 私 はこの 字 を 書かないで 卽赏 とする ことにしました。 事實 

に卽 する、 理想と 逮 つて 現 實に卽 して 行く 考へ. —— 斯うい ふ 風な 人が あります が、 私が これからお 話しようと 思 

ふの は、 この セ ン ティ メンタルの 考へを 持って ゐる 人、 ロマンティシズム、 リアリズムの 考へを 持って ゐる 人、 そ 

れが どれに 屬 する かとい ふこと を、 はっきり どの 人が どれで あるかと いふ 事を考 へて 昆 ますと、 私の 考 へる 所に 

依れば セン ティ メン タリ スト 感傷主義者と いふ もの は、 常に 過去の 生活に 重點を 置く 人 だと m 心 ふ。 それから a マ 

ンテ イシ ズムの 人 は、 常に 未來に 重點を 置く 人 だと 思 ふ。 それから リアリズムの 人 は、 常に 現在の 生活に 重點を 

置く。 私 はこの リアリストの 立場です。 

P マ ン テイスト はどうい ふ 人 かとい ふと、 理想主義 者 も 入って 居る と 思 ひます が、 a マ ン テイスト は 過去に 滿足 
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しない、 現在に も 決して 滿 足しない、 現在が 如何によ く 見えても、 現在に は 種々 雜 多なる 發 達しない 未完成な も 

のが 澤山殘 つて 居る、 唯 完成すべき ところの もの は、 現在 を 飛び越えた ところの 未來 にある- 何處か 現在で もな 

い 過去で もない ところに あらねば ならぬ、 とい ふ 氣持を 有って 居る ところの 人であって、 過去と 現在と を 無 し 

て、 未 來で何 か を 僮 32 しょうと いふと ころの 人、 その 憧憬しょう とすると ころの 目的物が はっきり 分って 來た寺 

に 理想主義 者と なって 来ます。 

それから セ ン ティ メンタ リスト は、 未來に 出て 來る ところの ものが、 どんな 善い もので あっても 我々 に-^ つて 

は：！： でもない、 現在と いふ もの は 非常に 住み 惡 いところ の 現在で ある、 然しながら 過去の 中には 人間の 生活の あ 

る 高さに は 11 過去に あつたと ころの 絕. m に は、 現在に は 迚も 兌る ことの 出來 ない 現象 を 澤山實 現して 居る。 例 

へば 釋迦の 生^で あると か、 基督の 生活で あると か、 或は 支那の 货金 時代で あると かいふ、 非常に 立派な 寶が過 

去に は 澤山藏 せられて 居った、 それ は 秘密に 貯 へられて 居る、 この 寳に S ぼして それに 自分の 夢を繁 いで、 現在 

の 不愉快な 生 Ji. い を 忍ばう とい ふ。 これば セン ティ メ ンタ リストの 立場です。 

これから 私の 立揚 —— リア リ ス トの 立場 は、 過去に はい- - 物が 確かに ある、 私自身の 生活 を 考 へて 見ても、 それ 

は 大變な もの だと 思 ふので す。 恐らく は 先程 申しました 通りに、 宇 街に 遍在して ゐる ところの 星、 この 星の 光と 

いふ もの、 それ は $: な 私 を 作る ために 動いた に 違 ひない。 それから 地球に^ 在す ると ころの 凡ての 存在 は， それ 

は 接 か 11 接 か 知らぬ が、 私が 生れ 出る ところの 力に なって ゐ るに 相違ない。 こんな 小さい 個性で ある けれど 

も、 私と いふ もの を 作り上げる ところの 過去の 力、 過去の 莊嚴 さの 如何に 絕大 であるか とい ふこと は、 私自身が 

担み 得ない ところであります。 然しな がら^が この 過去に 生きる 所以の もの は、 この 過去が 私の 生活の 中に 引き 

入れられまして、 過去の 善い ものが 私の 生活の 中で 再び 生活され たのでなかった ならば、 その 過去の い、 もの は 


何等の 役に立たない、 それで 過去の い、 ものが あって、 私の 現在の 生活に^ 活 される とい ふ もの は、 名前 こそ 過 

去で ある けれども 實は 現在で， 私の 現在の 生活の 中に 入って 居る のであって、 それ はもう 過去 を 現在の 一瞬, に 

引き入れて しまった ものです。 それから 私共の 人類の 未來 とい ふ ものに は、 郯 やかし いものが あると いふ こと は、 

私 も 感じます。 私 も 人類の 未來 11 人類が必す進化して行くとぃふことを^^.'へるものでぁりますけれども、 然し 

ながら 未來に 如何にい，， ものが あっても、 その 未來を 築き上げる もの は 私の 現在 だ。 私の 現在の この H ヴリ ー. 

モ ー メント が"；^ 上に 生きられなかったならば、 未 來に現 はれて 來 るか^ やかし いこと は、 何時まで 經 つても 生れ 

出て 來る こと は出來 ない。 

f おし a マ ン テイストが いふ 如く、 善い もの を ほんた うに 捕へ 得る 力 は何虑 にある かとい へば、 私の ェヴリ 1*モ 

1 メント を；： ま 上に 生きる より 外 はない。 だから 私の これからお 話す るの は、 私の 現在に 引き込んで 行って お^す 

る ことになる のです。 

列へば 私の こ、 に 立って 居る ところの 凡ての 隨^、 聞いて ゐ らっしゃる 凡ての 瞬^、 それに 優って 尊い 時 もな 

け lesH 處 もない。 この 各 M の 瞬^が 若し 最上に 生きられるならば、 もう 私共の 生活の 滿足は 他に ないやう に者ハ 

る。 だから リアリスト は 目的 を 自分の 外に 作りません。 リアリスト は 何 か未來 にい-^ ものが あると か、 死んだ 後 

に 樂が ある だら うと か、 そんな こと は 思 はない。 つまり 私の 理想な り 目的なる ものが 私の 今日の 生 「れに 入って 

しまった、 今日の 生活が その ま \ 理想で あり その ま. - 目的で ある。 今日の 生活が 目的で、 目的が 生 だで あると レ 

ふやう に、 列へば 私が 海に 1 れて、 さう して あぶくして 居る 時に、 俺 は 何で 此處で 生命 を 助からう として 居る 

のか、 ^が これから 生きたならば、 何年 先き 生きる だら うとい ふやうな こと を考 へて る もの はあり はしない そ 

の 人が k の 中から 浮き 上って 生きようと いふ 生命 そのものと 一 緒に、 彼が 救 はれようと いふの が 彼の 目的で あ 
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る。 彼が 救 はれよう、 自分自身 を 救 はう と 云 ふの が 彼の 目的で あるから、 それが すっかり 一緒にな つて、 現在の 

緊張した、 さう して 弛みの ない 生活で ある。 それが 離れて しまって ：：！ 的が 飛んでも ない ところへ 行って、 目的が 

彷徨して 居る とい ふなら ば、 それ は 私に は 疑 はしい 生活で ある。 

だから- リア ァ ストで ある 生 Jig —— 出来るだけ 目的と 生活 を 一緒にして、 解け 合って しま ふ 生活 は、 い k 生活 

だと 思 ふので す。 倉 田 氏の r 靜思」 とい ふ 本 を讀ん だら その 中に、 百の 理想 を 持って 三十 歩し か 行かない 人 は、 

八十の 理想 を 持って 七十 歩行った 人よりも 人格者で ある。 理想が 低く つて 行 ひの 高い 人より は、 理想が 高く つて 

行 ひの 低い 人が 人格^で あると いふ やうな 句が あつたので すが、 私に はこれ はどうしても 首 を ひねらす に は 居ら 

れ ない。 そこで 私 はこの 現實 —— 卽實 的な 私と して は、 唯今 中し ました ヱヴリ ー • モー メント を 最上に 生きる こ 

との 外に 私の ほんた うの 滿足 はない とい ふこと を朧げ ながら 感じた。 それ を 生きる ことによって 過去 も 生きて 來 

れば 未來も 生きる、 ほんた うに 生きる 道 は それより 外 はない。 これ は 私の 實感 です。 然し さう いふ 風な 目的と 生 

活、 理想と 生活が- * その ま.. - 合一す る やうな 生活 を 導く とい ふこと は、 如何に， いこと であり ませう。 I は、 自 

分 自身の 生活 を考 へて 兑 ますと、 私の 生活が いろくな 緊張 をす る、 緊張 をす る 度合 ひに よってい ろくな 變化 

をして ゐ ると いふ 事 を發兒 する。 私の 理想 は 非常に 遠くに 行きまして、 さう して 私の 生活が 恐ろしく 低く 見える 

時には、 隨分 警戒し なければ ならぬ とい ふ 事を考 へます。 それから 又 私の やって ゐる 生活が、 理想 も 何もな くな 

つて 漫然と 生活して 居った 時には、 私 は 非常に 恐ろしい 生活に 入って 居る の だ、 とい ふこと を自覺 しなければ な 

りません が、 私が ほんた うの 生活に 入って 居る か 居らぬ か は、 內 部の 生命力が 緊張して 居る か 緊張して ゐ ないか 

とい ふこと に繁 つて ゐ ると 思 ふので す。 

よく 近代の 科 舉者は 生命の 內容を 分解して 智と 情と 意と 名 づけて ゐる。 この 三つの 要素が いろ. （- になって， 


さう して 我々 の 生活 をよ くもし 惡 くもす ると いって 居ります が、 私 は 一 つの 生命が そんなに 分れる ことが 不思議 

です • 

太 の 光りが 11 露 白い 光りが 三角 稷を 通して 兑 たなら、 七つの 色に も 深山の 色に も 分れる でせ うが、 その 色 

の 内容 を 調べて 兑ても 太陽の 光りと いふ 白い 光りに はならない。 我々 の 生活の 現 はれと して 出て 來る智 情意と い 

ふ もの は、 如何に 綿密に 研究して 見ても 人の 生活に はならない。 世に 思想家と いふ ものが ある。 漫然 思想 とい 

ひます が、 ょく^！^^-へて見ると思想^豕にはニっぁると思ふのです。 それ は 片方 は 研究 (灰な のです、 片方 は 思想 をす 

る 人な のです。 私共が E わ 想 と いふの は 思想の 研究家で ある ことが 多い のです。 つまり あの人 は 斯うい ふ 思想 を 

持って oic る、 あの 舉 おは 斯うい ふ 思想 を 持って ゐる、 その 關 係が 斯うで あると か、 これ を 比 して 見たところ 

が、 此方が： 止 確で あると か、 不正確で あると か、 それ を 整 现按： i して 研究して ゐる人 を、 我々 は 思想 ^といって 

ゐる やうに 思 ふ。 けれども さう いふ やうな の は、 ほんた うの 思想家ではなくて 思想 研究家 だと 私 は m 心 ふ • さう い 

ふ 人 は 丁 俊科舉 おが 蟲を 菜め て、 その 蟲を 綺^に 分類 |> て 一 つの 喜び を 感じて ゐる やうに、 人 li に 現 はれた とこ 

ろの 思想 をい ろ. （-に 分類 按配して、 その 系統 を 立て、 ゐる ところの 人で ある。 私の 考 へる ところの ほんた うの 

思想，： ¥ と いふ もの は、 さう いふ もので はなく、 彼の 思想が 彼の 生活と 殆んど 一致して、 己れ の 叫ぶ ところ を實行 

して 25 る 人が ほんた うの 思想家 だと 私 は 思 ふので すが ！ 槪念 的に いふと、 さう いふ 風 に^に 思想 〔<A とい ふが、 

m 心 想 に は 二つの 差^が ある。 その 事 を 忘れて 兩方 を！^ つ 括め にして、 一 つの ものと 考 へる ことがあ るが、 丁度 

さう いふ やうに 智 情意と いふ 問題が、 人間の 生命 は、 ある 時には 生命力が 分裂して 居って 生命力 それ 自身で はな 

い、 北ハの 分裂した もの を 如何に 研究した ところが、 生命力 そのものに は到违 する ことが 出来ない。 智 情意と いふ 

もの を 如 ：！： に, ノ、 て兑て も、 そんな 形で 人間の 生活に 三頭政治が 行 はれて 居る と は 思へ ない。 ある 一 つの 目的に 
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向って iStS 的に 生命力が 働いて 行った とすれば、 それ を 私共 は假 りに 意志と いふの だと 思 ふので す。 それから こ 

の 力が ある 時には 非常に 强く ある 時には 非常に 弱く、 交流 電氣の やうな 姿で 對象 物に 對 して 働いた 時には、 私共 

は 情と いふ fB 葉 を 以て 現 はし、 それから 二つの 對象 において 選擇 して 私の 生命が 現 はれた 時、 それ を 知と いって 

居る。 だからして 本當の 知と 意志と 情と、 さう いふ もの に カツ チリした 區別 はない。 その に は 太陽 を 分析 

した 時、 七色に なって 11 赤と 货と靑 の に は 紫と かいろくな 色が あるが、 その 境目に 行く とど ちらか 分らな 

いやう に、 人 ilC 個性の 働き を、 知と 意と 情と に 分けて 生命力が さう いふ 風に 動く の だと は考 へられない。 私の 

微かな 實感 からい ふと、 生命と いふ もの、 緊張して 居る ところの 度合 ひ、 その 度合 ひに 依って 生活 は逮 つて 來る、 

斯うい ふ 風に 感 する のです。 

それで 又 前に 歸 ります が、 自分自身に 歸 つて 自分の 生活 を 一 恭飽滿 な 一 番純粹 な 生活 をし， K うと 思 ひます けれ 

ども、 私の 生活 は 常に 一番 緊張して 1^^飽滿で 一番 純粹 である ことが 出來 ないで、 しば， （- 外界との 妥協 を餘儀 

なくされる。 その 外界との 安 協が 連 だしく 餘機 なくされた 時に， 私の 生活 は 段々 緊張 度を缺 いて 來て、 だらけて 

行きます。 その だらけて 行く 生活 を、 私は假 りに 習性 的 生活 (habitual  life} と 名 づけます。 そ C 習性 的 生活が 私 

の屮に 入って 來 ます。 つまり 私の 生活が 弛み 切って 居る から、 スポンジが 水 を 吸 ふやう に、 抵抗な しに 環境の 力 

を 吸って 了 ふ。 さう して 成り立つ ところの 生^ —— とい ふと 少し 分り 鮫ね るが 例へ て 言って 見れば、 私が i. 釵を 

食べる、 私の 乎が 怪我で もして なかったならば、 左の 手に 茶碗 を 持ち 右の 手に 箸 を 持って ffi を 食 ふ、 朝 もさう 

だら ぅ靈 もさ うだらう 晚 もさ うだらう。 今日は 一 つ 生活 を 緊張す る爲 めに、 右の 手に 茶碗 を 持って 左の 手に 箸 を 

持って 飯 を 食って 見よう、 とい ふやうな こと はま あ 私の 氣が變 にで もなら なければ 出來 ない ことです が、 飯 を 食 

ふとい ふお 惯 から 馴致され た 方法 は 私の 生活の 中の 極めて だらけた 生活です。 唯 私共が 右の 乎に 箸 を 持って、 左 


の 手に 茶碗 を 持って 飯 を 食 ふの が、 飯 を 運び 易い やうに すっかり 習性 づ けられて しまったまでの ことです。 

さう すると 私 は、 私自身の 生命力 を 動かす 必要がない。 腹が 空いて 來れば 左手に 茶碗 を 持って 飯 を 食 ふ。 これ 

は 丁度 人 叫の 生活に 11 矢張り 人間 は 阿 母さんの 胎內で 十 ヶ月 下等動物の 生活 を やって 來 たとい ふ： です が、 本 

當を いふと 下等動物、 單 細胞 生物の 生活より もっと 以前の 生活が あるので すよ。 どうも 習性 的 生活と いふの は そ 

れ です。 石 や 木の 生活です。 樹を 土の 上に 植 ゑれば もう 其 處に樹 はくつ 着いて しまって、 別に 引越し なぞ はし ま 

せん。 一つの 玉 を ころがせば 若し それに 引力がない もの だと 考 へれば、 どこまでも 何 か 支へ る 力が あるまで 轉が 

つて、 止める 力が あって それが 止まれば もう 其處 から 動かない。 さう いふ やうな 生活が 私共の 生活の 中に あるの 

です。 颜を洗 ふに しても 今日は 手拭 を 三つに 折って 見よう、 g: つに 折って 見よう、 明 曰 は 斯う 折って 見ようと い 

ふことは^？へなぃ。 大抵 三つに 折る 人 は 三つに 折り、 w つに 折る 人 は 叫 つに 折る。 氣を 付けて 御覺 なさい。 乎 拭 

を 斯う (右 乎 を 下より 左に) 絞る 人 は 斯う 絞る、 斯う (左手 を 上より 右に) 絞る 人 は 何時でも 所う 絞る。 もう 全 

く s: 分の 意識 を 使 はないで 成り立って 行く 生活、 斯うい ふ 生活が 私の 中に ある。 さう いふ 生活 は 可な り廣 ぃ範圍 

において 行 はれて 居る。 つまり 私の 生命力が 外界と 調節して 行かなければ ならん。 その場合には 外界が 私の 生命 

中に 遠慮 會釋 もな く 攻め込んで 行く。 それ だから 丁度 先程 申しました 弱者の 生活の やうに 二 元はない、 無 元の 生 

5^、 何故ならば 私と いふ ものが 殆ん どない 生活 だから、 そこ は 元の ない 無 元の 生活なん です。 無 元の 生活で あつ 

て 何等の 努力の ない 生活で ある。 斯うい ふ 生活が 私共の 生活の 中には 可な り 廣く行 はれて 居る。 ところが、 人間 

はこの 生活ば かりで は迎 もやり 切れない。 これ は 全く 意志の 自. H とい ふ もの を 人 問. nn 身が 無視した 所の 生活 —— 

外部の 力ば かりで 微 いて ゐる。 この 生活に はどうしても 人間が 安定して 行けない。 そこで この 人 §1 が 外界の 刺战 

に對 して 緊張して 行く。 その 緊張 はどうして 行く かとい ふと、 今 言った 乎 拭 を 三枚に 折って は 少し 短い、 さう 

愛に 就いて  11 一九 1 
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すると これ は 三枚に 折って はいかん、 二 枚に した もの だら うかと 考 へる、 卽ち 外界の 刺戟が、 新しく 加 はって 來 

ますから、 外界の 刺戟に 對 して 順 應 して 行かなければ. ならん。 順應 して 行く ところの 生活 は 習 Se: 的 生活よりも 緊 

張す る。 さう すると 外界が 向う から やって 來る。 それに 對し飞 私の 生命力が 反撥して 行く。 その 力 は スポンジに 

水 を 吸 ひ 込んで 行く と は 遠って、 ゴム 玉に 向って 拳固が 飛んで 行く やうに 生活が 出 來て來 ます。 その 生^ を、 私 

は假に 知的 生活 CinteUectual  life) と 申します。 これ はもう 植物 や 動物で も —— 极も 下された 植物 は その 根 を 下さ 

れ たきり 動かない と 云 ひました が問逮 つて ゐ ます、 矢張り 動きます、 大きくな ります、 だから 習性 的 生お は 石 や 

土の 如き 生 とい ふべき で、 知的 生活が 植物 や 動物の 生活な のです。 植物に も 動， g にも 外界の 刺戟に 封して 必す 

反. ぎ-する ところの 生活 はあり ますが、 人 問の 社會に はこの 生活が 非常に 大きな 部 © を 占めて 居る。 殊に 私共の 持 

つて 15 る 現在の 社會 生活 11 個人 生活で ない 社會 生活と いふ もの は殆ん どこの 知的 生活に 支配され て 居る と 見て 

大して 差 支へ はない と 思 ふ。 知的^ 活と いふ ことに 就いて 言って 見ます と、 今迄の 習性 的 生活に あって は、 偶 性 

とい ふ もの は 全然 際れ てし まって 働かない、 然しながら 知的 生活に 入って 來 ると 私共の 生活 は 始めて 獨 立の 存在 

を 叫.^ にして、 外界と いふ ものが 共 處に現 はれて 來る。 そこで 外界と 自分の 對 立が 寶 現して 来ます。 さう して 自 

八 刀と いふ ものが 此處 にあり、 外界が その 個性に 對 して 働き かけて 行く。 個性 はこれ に反應 して 行く。 この 生活 を 

私：^ ベ は經驗 とい ふ 赏 紫に 依って 首 ひ 現して 居る。 習慣 的に 顔 を 洗 ふ 毎に 折って ゐた 手拭の 短い の を經驗 したと い 

ふこと は、 外界の 刺戟が 逮 つて 來 たこと で、 私 は それに 對 して 生命 的に 反 塵す る" その 反 應が卽 ち經驗 とい ふ 形で 

私共に 取り入れられる。 違った ものに ぶつ K かる、 ぶつ- - かった 時に 私の 生命力 は 緊張し まして、 どう^ 理 しょ 

うとい ふこと になって 考 へる。 さう して その 經驗が 重なり ますと 玆に 私共の 首 ふところの 知識が 生れて 來 るので 

す， それから その 知識が 生れて 來る プロセス を 少し 申しますならば、 例へば 私共が 往來を 歩いて 居る、 大丈夫 だ 


と， だって 步 いて 居た のにう つかりして 磋跌 いたす とします。 はてなと 忍って 見たら 往來に 石ころが 出て 居た。 さ 

うい ふ 新しい ことにぶ つかって、 これ は 不可ん、 これから 先き は 步く時 はこん な ものが 出て 居る から 足 を 高く あ 

げて 歩かなければ ならん と、 歩く ことの 少しの 艇駿が 今度 は反哲 とい ふ 形に なって 生れて 來る。 出掛けに ぶっか 

つた 時には 倒れる のでせ うが、 二度 も 三度 もこの 觀驗を 繰り返す うちに 今度 は、 あんな ものが 出て 居る とすると 

I： た V 高く 歩かう ぞと いふ 知識が 生れて 來る。 

その 知識が 生れて 來 ると、 知識に 依って 物の 愤 位と いふ もの を 定める こと を 私共 は^える。 その物の 値打ち を 

定める とい ふこと が 私共に 取っての 道德 です。 例へば 恐ろしく 强ぃ 人から 横 ッ面を 張られる、 叉 出たら 乂 毆られ 

た。 强ぃ 人の 前へ 行ったら 頭 を 少し 下げぬ と 毆られ なければ ならん。 目上のお は 尊敬して 頭 を さげろ と、 つまり 

向う の强ぃ 人の 僳使を G 分 SI 身の 價值が 經驗に 依って 11 知識に 依って 解って 來た。 人間と 人 問との 惯値關 係と 

いふ ものが 定まって 來る といった 具合です。 それが 我々 の 持って 居る 道德 です。 侗 人に おいても 社會 においても 

道徳と 知識と いふ もの は 知的 生活の 所 鹿と して 現 はれて 來た、 だからして 知的 生活と いふ もの は 前に も. 霄 ひまし 

た 通り 我々 の 生活に 取って は 非常に 大切な ものです。 習性 生活 はいくら やっても 現狀を 維持 するとい ふに 止まる 

けれども、 知的 生活に 入って 來 ると 現狀を 維持す るに 停まらす して 現狀 を聰理 する、 丁度^ ft 館の 现を する や 

うに、 記帐 をしたり 力 1- ドを 作ったり して、 この 本が 欲しい と 思へば その 價 値の ある 本 は 鍵 を 持って 開けに 行け 

ば ちゃんと 其 鹿に 出て 來る。 さう いふ 生活が 私共に 可能に なって 來る。 だから これ は 私共の 生活と して 非常に 大 

切な 生活であります。 

然し 斯うい ふこと が 出て 來 るので す。 社會 的の 知識 を 持ち 道德を 持ちます と、 私で もさう です が、 人^ は 立派 

あ ものに 生長した いとい ふ 欲求 も 持って 居る けれども、 同時に 兎角 天下に 箏無 かれと いふ 現狀 維持 的な 欲求 も 持 
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つて 居る。 無事 安泰に 過して 行きたい と 思 ふ 姑息な 心 を 持って 居る。 ところが 知的 生活 は、 非常に これに 役立つ 

生活なん です。 圆書 館に すっかり 整理され て 居る、 あの 中に 入って 居る 人 も 別に 混雜 しない、 この 知識 は 非常に 

立派な 知識 だとい ふこと がちゃんと 認められて、 斯うい ふ 道德は 斯う 守らなければ ならぬ 道德 だとい ふこと が 極 

まって 居れば 一恭 安全です。 强ぃ人 は 弱い 人 を 憐れんで やる とい ふ道德 があって、 それ を 皆な 守って 居れば 非常 

に 好都合 なんです。 ところが 人 問に やって 來る ところの 刺戟と いふ もの は 常に 同じで ある 間 は 無事です が、 ー且 

新しい 經驗を やる とい ふと、 此の 今までの 知識が". g れる。 知識と いふ もの \ 趙替 へが 起る。 例へば 私 はよ く 知ね 

ません が、 ュ ュ ー トンの 萬.；^ 引力と いふ 物理 舉の薪 礎 理論が あつたの が、 アインスタインと いふ 人が 相對性 原理と 

いふ もの を發 見し まして、 さう して 萬 有 引力 說を 打ち破つ たとい ふこと であり ますが、 これが 打ち 壞 された こと 

になる と、 私共み たいな もので も 大した こと だと 思 ひます が、 アインスタイン に は 全く 一一  ュ ー トン に來 たと は 違 

つた 外界の 刺戟が 頭に 來 たのです。 だから どうしても アインスタイン は、 一 1 ュ ー トンの 考 へたと ころ を 訂正し な 

ければ ならん ことにな つた。 ところが 訂正され た 段になる と、 それが それだけに 濟 めば よいが、 恐らく 永い に 

は 吾々 の 他の 知識に も道德 にも、 從 つて 生活 そのもの にも 影響して 來る やうに なること だと 考 へられます。 それ 

だから 經驗が 變れば 知識が 變り、 知識が 變 れば從 つて 道德 とい ふ ものが 變 つて 來 ます。 だから 知的 生活 は 何時で 

も 自分 を修 K して. 行かなければ ならん のです が、 元來 知的 生活 は 我々 の 生活 を 安全に し、 理 して 居る ところの 

生活な の だから、 成るべく 變ら ないで、 その ま- - 行けば 一恭 それに 越した 面倒が なく 都合の い.^ こと はない ので 

す。 ところが 近頃の やうに 社會 問題と か勞働 問題と か危險 思想と か、 いろ C な 刺戟が 外から やって来る、 さう 

すると 社會が 不安に なって 來 ます。 不安に なって 來て、 何だか 世の 終りが 近づいた やうな 感じ を 持たない とも 限 

ら ない。 これ は 外界の 刺戟が 從前 通りで はなくな つた 證據 で、 それに 對 して 知的 生 は 自分自身 を 訂正せ ねばな 


ら なくなって くるので す。 かう いふ 狀態は 知的 生活と して の 破綻です。 

ところが それと 反對に 石に 蹉 いて 倒れる とい ふ經驗 を澤山 やる と、 あそこに 石が 出て 居る ぞ、 と^から 用心 I 

て 木 ほの やうに 足 を 高く 持って行って しま ふやう になって、 t お i 的に 心 を 動かさないでも 生活が 出來る やうに な 

つて 來た とします。 さう すると その 生活が 知的 生活と いふ 性質 を 失って 来て 段々 と 習性の 生活に 入って 來る。 努 

力 をして 人の 定めた 道徳律に よって 動かう として 居る 間 は それ は 知的 生活なん です。 それが やがて 習性 的に なつ 

て、 さう した 努力な しに、 そんな ことが 出来る やうに なって 來れ ば、 その 生活 は みんな 習性の 生活に 入って しま 

つて、 ^德も 德 ではなく 習惯 になって しま ひます。 よくお 婆さんが 南無 阿 彌陀佛 くと 口の 先き で 言って 居る 

やうな もので、 元は 矢張り 實感 的に 言った の だら うけれ ども、 怫 様に 對 する 逍德 的の 觀 念と いふ ものが^々 習性 

的 こ， なって しまって、 くちびるの 所 だけで、 南無 阿彌陀 くと いふ やうになる のと 同一 です。 性的 生活が 向. t 

すれば 知的 生活、 知的 生活が だらければ 習性 的 生活、 この 二 生活の 關係は 以上の やうな 具合です。 

私共が 知的 生活 を 持って 居る とい ふこと は、 人類に 取って 大變に 强ぃ幸 だと 思 ふ。 私共 は 道德を 有し 知識 を 有 

し、 而 して 私共の 生活の 內容を 整へ、 社會 生活の 秩序 を # ^理 して ゐ るので、 人間 生活の 內容 が规則 立って 來て、 

色々 な 不幸 や 災禍が 減ぜられて ゐ ます。 私共の 現在の 生活 を蔡 然とした 秩序の 下に かう、 或は 道 德的觀 念を以 

て，： ：！ 分と 外界の^ を 調節し ようとい ふこの 傾向 は、 人類が 今後 如何に 發逮 して 今後 如何に 美しい もの を 作り上げ 

ようとして ゐ るかと いふ こと を、 我々 に考 へさせる ころの —— 暗示させる ところの 現象で あると 思 ふ。 ^ し、 こ 

こで 私の いふ 道徳と いふ もの は、 さう いふ 道德を 生み出す とい ふ 不思議な 力 を 指す のではありません。 道 德を生 

み 出す 力. § ち 道德的 欲求 は 不變な 力で、 意志の ある 道德は 崩れて、 凡ての 道 德律を 割り 屮 I す 源 頭と なる もので あ 

つて、 今 巾した 道德は 知識が さう であると 同様に 環境の 變化 と共に 變 化する もので はあり ますが、 然し 何と 云つ 

は！？ に 就 い て  一 二 九 五 
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て も 知的の 生活 は 私共と 外界との 交涉 を、 或る 程度まで 人間に 近づける やうに した 生活です。 けれども 外界が 働 

いて 來 るに 對 して 私が 跳ね返す ところの 生活、 この 生活 は 未だ 一元的な 生活 だとい ふこと は出來 ません。 必す何 

# かの 外界との 交涉を 持たなければ 成らない 生活です。 私が 憐れな 鬼の やうに 外界から 逃げて 私に 歸 つて 來た。 

その 欲求 は. 印 的 生活が 如何に 滿 足に 生活 されても それ は滿 たされる こと は出來 ない。 もう 一 っ私自身カ5;:界>;>^^ 

战 から 絶 P せられても 行ける やうな 生活が あり はしない かと 思 ふ。 卽ち私 は 私自身の 生活の 實感 からして それ 

をい ろ 探って 見ようと する のであります。 

それ は 私の 生活が 一番 緊張した ところに 出て 來る 生活でありまして、 外界から 私に 働き掛ける 褰 なしに、 私の 

方から 進んで 外界に 働き掛けて 行く 生活、 さう いふ 生活が、 私共に あると いふ こと を 微かながら 經驗 する こと 力 

出來 る。 例へば 私自身の 生活と いへば 小說 書きなん です が、 小說 でも 喾く 場合に 筆 を 執る と 先づ讀 を 念頭に « 

いて、 巧く 出版して 世 問に うけたら， 'たもんだ、 などと いふ やうな 氣 持が、 ない こと はない、 澤山 あり キ" す あ 

り 過ぎる ほどあります。 けれども そんな 氣 持で 小說を 書いても、 どうかす ると 私 はそんな こと は 忘れて L まふ 

讀 おが 讀 むか 讀 まない か、 私が その 小 說を讀 み 返す かどう かも 知らない。 筆 を 運ばせる とい ふこと に 一生懸命に 

なったら 何 かそ こから 生れ 出て 行く。 それ は 何の 心 もなくて、 謂 は^ 澤 山の 群衆が 歩いて 行く、 その 中に 私 は、 

一緒に 入って、 前に も 人が 行く 後から も 私の 肩 を輕く 押へ て吳れ る、 私 は 歩度 を自. S にして 自分に は 何の 考 《も 

なくて、 とつ. /(\と息 の 切れない やうな 程度で、 歩いて 居る 氣 持です。 そんな：！ SS がす るんだら うと 思 ふ、 その 

外に は 何にもない。 同じ 歩度が 快く 息の 切れない 程度に 繋がって 行く、 そんな 氣 持に 入る 時に、 私は讀 者から 讓 

んで貧 はう とい ふ 期 れ もなければ、 い X もの を喾 かう とい ふ 期待 もない。 小說を 書く とい ふ 私 は、 もう 凡ての 外 

界と全 く絕緣 されて、 私自身の 生活が すん く 伸びて 行く。 仲び て 行く ことす らも、 感じない けれども、 後から 


考へ ると あの 時が 一 番 よかった の だとい ふこと が 分る。 私 は 先 づ小說 書き だから 自分の 生活 經驗 から そんな こと 

をい ひました が、 事實 あなた 方の 生活に も 屹度 さう した 經驗 がお ありになる だら うと 思 ふ。 さう いふ 生活 は、 私 

はもう 私の 外界が あっても 私の 外界 は 何でもよ い、 私が 外界に 向って、 It 地に 働き掛けた ところの 生活 だから、 

その 生活 は 先程 申した 知的 生活の 二元的の 闘 係から 離れて しまって、 もう 一 つ 緊張した 一元的の 生活に 入って ゐ 

るので す。 何等の 努力 もない、 息苦し さもない、 全く 無 努力の 例へば 遊戲の 生活で ある。 その 生活に は 目的 はな 

い。 謂 は 子供が 箱 か 何 か を 作って 居る やうな もので、 始めは 箱 を 作らう とい ふ 目的で その 仕事 を はじめる ので 

せう けれども、 その 中に 子供 は 目的な ど を 忘れて しまって、 たビ仕 istl- とい ふ-ことに 無我夢中 になって しま ふので 

す。 併し 箱 は 出 來っ& ある。 箱 を 作る とい ふ 手段 そのもの- - 中に 目的 は 吸 ひ 込まれて しまって、 創造 —— #3 り 上 

げ ると いふ 力が 働く。 又 進化論の 中に これ は餘り 自信 を 持って 言へ ない ことです が、 而 して その後 どうい ふ 風に 

變 つた か 知らな い けれども， ドウ フリ ー スと云 ふ 人が 突 發變性 (mutation  theory) と い ふ 現象 を 生物 の 中に 見出し 

た。 その 說に 依る と、 花から 種子 を 取って 同じ 肥料 を やって 同じ 光 を やって 同じ 地上に 播ぃ たものから、 形體學 

上 Sii. 、なった ものが 現 はれて 來 ると いふので す。 例へば 月見草と 云 ふ 花が ある。 今 あの 草 は 私の これから 說 明しょう 

とする 生活 をして ゐ るので すが、 外界の 刺戟に 反 塵して 自分の 生活 を 作る ことば かりせ すに、 自分自身で 自發的 

に變 らうと して 居る。 だから： ：！： 見 草の 種 を 取って 播く。 十本な り 二十 本な り 同じ 狀 態の 下に 播き 付ける と、 葉 も 

變れば 花 も變る 色も變 ると いふの がいくら も 出来る のです。 つまり 月見草 は 從來の 月見草で ない 物に ならう とし 

て 居る の だら うと 思 ふ。 外界の 刺戟に 何等 據ら ないで 內發 的の 力で、 變 つたと ころの 生長 を 遂げよう として 居 

る。 斯うい ふ 現象が しば /(\ 生物界で 行 はれる とい ふこと を ドウ フリ ー スと いふ 人が 發 見した。 その 話 を 知った 

時に 私 は 有 頂； 大 になって 喜んだ。 人間に ある ことが 植物界に も あるかと 思 ふと、 植物で も實に 可愛い 氣持 がした 

愛に 就いて  H 九 七 
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のです。 

然し 變る 場合 は變る けれども 大抵 退化す る揚合 だとい ふこと も閱 かされました。 善くなる 揚合 に變る こと は滅 

多 にないと いふの だ。 けれども 減 多に なくても あっても 構 はない。 又 ドウ フリ I スの說 が 古い 說 だと 云って 訂 1^ 

された つて 私 は それでも { 几 いのです。 鬼に 角 さう いふ ことが 植物に あつたと い ふ^を 閗 いただけで、 私 は .s! 分の 

經驗の 中に 符合す る もの を 見出だし たの を 喜ばす に は ゐられ ない のです。 だから 若し さう いふ 說が たと へ 破れた 

つて、 その，：： -に义 さう いふ 說が 立つ だら うと 考 へる。 兎に角 私に は大變 力に なった 說 であります。 この 外界に 對 

して こちらから 働き かけて 行く ところの 生活、 この 生活 を假 りに 本能 的 生活 (impulsive  life) と. E. します。 木 能 的 

生 マ S と假 りに 私が 名 づけた ところが、 多くの 人から 非難 を 受けまして、 贵樣は 本能 的 生活と いふが、 何だか 近 

云 ふ 耽溺 生活の やうに 問 こえて いけない から、 本能と 云 はす 何とかうまい 字 はない かと 云 ふこと を 聞かされ るの 

であり ますが、 それなら 何とい ふ 字に したら 宜 いだら うとい ろ/ へて 兑て も、 餘 りい- - 字がない、 本能と い 

ふ 一 lie 紫 は 11 隨分人 問と い ふ も の は 首 を墮 i 济さ せる ことの 上手な ものです。 科舉 者、 が 本能と い ふ 言葉 を 作 つ た 

時には、 人 以外の 生物 を 調べて、 例へば Hit だと か K 九に は 斯うい ふ 本能が ある、 斯うい ふ 本能 は 人 にも あると 

云った のです。 人 にある ところの 本能 は £：1 や 兎に 本能 だと は 云 はない、 人 問に は 鬼に ある 木 能の 現 はれ も ある 

けれども、 外に 人 問 としての 本能の 現 はれ も ある。 斯うい ふ 本能 は 人 にも あると 云った 事と、 馬 や 兎に ある 本 

能 だけが 人 にある と 云った のと は 大變逮 ふでせ う。 それ を 本能と さ へ いへば 人 にも 他の 動物に も 同じ 本能の 

現 はれが ある やうに のみい ふの は、 科學の 定義 を 無視した もの だと 思 ひます。 人 は： 大使で もなければ 欺 物で も 

なく、 人 問に は 人 g の 本能が あるので す。 その 人間の 本能にまで この 本能と いふ 曾 紫 を 還元して、 墮 落から 救 ひ 

上げて 來て考 へれば ちゃんと 分る 話です。 ラッセルと いふ 人が 創 $3 的 本能と 征服 的 本能と 兩 方に 分けて 居る やう 


です が、 そんな 風に 二つに 分けて {且 いの か 知りません が —— とにかく この 本能 生活と 私の 名 づけた もの \ 內容を 

見て 下さって、 名に 囚ら はれない やうに、 有 島と いふ 奴 は 奇怪な 說を 立てる ひどい 奴 だと 頭からき めて か-. -らぬ 

やうに して 頂きたい。 

習性 的の 生やん は 無道 德の 生活で ある， 知的の 生活 は道德 的の 生活で ある、 本能の 生活 は 超 道？ S の 生活で ある。 

だから 私が 本能 的に 働いて 何 を 働いた ところが、 憚りながら 人 は それ を道德 的に 批判す る餘地 はない。 私 自身に 

批判が ある。 若し それが 惡 いこと であっても その 全責任 は 私の 環境に なくて 私自身に ある。 このか^ やかし い 所 

の 生活が 若し 人 になかった ならば、 私共 人 問の 生活 は 正しい 生 甲斐 を 持つ こと は出來 ない と m 心 ふ。 ところが こ 

の 木 能の 生活のお 話 は實 にし 惡 いので、 私 は 又 謎の やうな 言葉 を 以て 言 はなければ ならぬ のです。 

先 も霄 ひました 通り 人間の 生活 は、 無 元の 生活から 知的 二 元の 生活に 入り、 知的 二 元の .S:H 活から 本能の 一元 

の：^; 活に 入ります。 又單 なる 保存から して 知的 生活の 整理と いふ ことに 行き、 知的 生活の 整理から 今度 は 木 能 的 

生活の 创造 とい ふこと になり、 更に 換言すれば、 無精 力の 生活から 努力の 知的 生活に、 努力の 知的 生活から 超努 

力の 本能 的 生活に 入ります。 だから その 生活に 入る ともう 努力 はない、 その 生活. nn 身で 働いて 行く。 かく 私の W 

性が どうかした 場合に 緊張して 行きます と、 私を拉 して 外界に 突貫せ しめる。 私が 外界に 突贯 して 行く やうに な 

る。 つまり 外界が 個性に 働き掛けない 中に 個性が 外界に 働き掛けて 行く のです。 一一 一一 C 紫を換 へて 言 ふなら ば、 個性. 

が 外界の 刺戟に よらないで 自己 必然の 衝動、 內部 的なる 衝動に おいて 自分の 生活 を 開始す る。 何が 私に 斯うい ふ 

生活 をさせる ので あらう かと 考 へて 見ます と —— 不思議な の は 私共お 互が 此處 まで 歩いて 來 たとい ふこと です。 

地球の ー桥 初めに ベろ くした 混沌た る その 地球が、 段々 牧 縮して 地面に 地殻と いふ ものが 出來 て、 地殻が 冷め 

て そこに 偶然 有機物と いふ ものが 出来た。 全く 無機物 だけの 世界に 有機物が 點 ぜられ て、 さう して 單 細胞と いふ 

愛に 就いて  一 一一 九九 
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一つの 生物に なって、 さう して この 單紬， 龃 はやが て複 細胞と なって、 それが 生活の 様式に 於て 二分して， 一つ 

は 植物と なリ、 片方が 動物と なり、 さう して その 生^が 非常に 複雜 化して 行きまして、 その 進化に 伴れ て、 人 問 

とい ふ自覺 を 持った 動物、 つまり 自分に 對 する 意識 を 持つ ところの 人間が 出來 た。 この 地球の 混沌た る 長い 問の 

幾 兆 年 かの 過程 は、 創造から 創造への 順序 を 以て 遂に 私と いふ 人間、 我々 お 互が 出来て 來 たとい ふこの 大きな 事 

實、 それ は 科^者が 說 明して 居る 如く、 私 は 矢張り si- らしく 認めたい と S わ ふ。 恐らく この 大きな 創造の 流れと い 

ふ もの は、 このお 話 をして 居る 間に も、 私が 何處 かへ 行った 後 も、 皆様 を 更に 複雜 なる 進化した 世界に 述れて 行 

きつ & あると 2 心 ふ、 大きな 一 つの 流れです。 私 はこれ を 本能の 流れと 言 ひたい。 私 はこの 本能と 云 ふ 大きな 流れ 

の 分子の 一つで、 私の 個性 はこの 本能と いふ 流れから 一部 を 切り取って 居る のです。 さう して 本能と 一 絡に 流れ 

て 行く。 私 は 本能の 流れ を 有する 或る 目的 を 以て 流れて 居る 一分 子です。 ところが この 川に は！. 1 方に 岸が ありま 

す。 私が 岸と いふ ものが 何で あるか は 極めて 昧 であって 說明を 要します が、 その 說明は 長くな ります からこ- - 

では 略します。 

鬼に 角 流れ を揠き 止める If 岸の 間 を 本能の 流れが すっと 流れて 居る。 御 承知の 通り 岸が あったならば、 岸に 近 

いところ の 水 は 摩擦の 爲 めに その 速力が 中流よりか 遲れ る。 さう して 一 希 速力の 早い ところ は 雨 方の 岸から 遠い 

中心 點が  一 ^：: 十い。 だから この 中心 點の 速力と いふ ものが 本能の 本當の 流れの 速さです。 それが 岸に 行く に從 つて 

その 1^ 力が： f く、 あると ころに なると 水の 勢 ひで 逆流す る やうな ことがある。 ところが 私 は 本能の 中に 流れる 

が、 どうい ふ 加. g か 私の 生活が 岸 近く 來る ことがある のです。 その 楊 合に 先程 云った ところの 習性 的の 生活が 始 

まるので す。 かく 岸の 近くに あって は 河の 流れが 中流の 速力の； 半分し か 流れなかった とします。 私の 内部に ある 

本能の 力 は、 常に i¥c の 速さで 流れたい とい ふ 欲求 を 持って 居る。 しかし 私の 生活が 惡ぃ 生活に なった 爲め 際 


において その 半分し か 流れない、 そこで 私の 生活に 宿命 觀が 起る。 私 は 流れたい の だが、 どうしても 私 を これ だ 

けし か 流させな いとい ふこれ だけ 宿命的な 觀 念が 起って 來 ます。 然しながら これが 中流の 所へ 行きまして、. 一 番 

G}- いところ を 流る i 事が 出來 ましたならば —— 私の 欲求、 ち 河の 水が 持つ 中流の 速さと 同 一 である 欲求に 從っ 

て、 私 は その 早 さ だけ 流れる ことが 出來 ますから、 本能と いふ 大きな 流れに よって ま 配され て 居る にも か-. - はら 

す、 私 は 私自身の 欲求の 十分 を 以て 進む ことが 出來 ます。 この場合 私の 意志 は 自由です。 私の 欲する とほり 本 《€ 

の 生活に 入り 切った 時に 私 は 初めて 意志の 束縛、 意志の 宿命 觀と いふ ものと 絶緣 されて、 私 は 自分，： ni 身の 本能の 

所^者と なり、 本當の 自己と なる、 斯うい ふ 生活が 起って 来ます。 然し この 生活 は往々 危險視 される のです。 何 

故なら ばか vr る 生活 は往々 にして、 旣 に整现 された 從來の 知的 生活 を破壞 する 結 5^ になる からです。 然し その 破 

填 は：^ して なる 破壊で はなく、 人 生活の 視野 を廣 くし、 生活の 更新 を 結 5^ すると ころの ものです。 一 つ 比例 

を 言って 見れば、 こ- -に W 圜が あると します。 これ はもう 人が 耕して ゐる、 こ \ に は 道路が 附 いて ゐる， こ、 に 

は 森が ある、 こ- -に 住んで ゐる 人は澤 山の 經驗 と、 それからして 澤 山の 反 js- と を 以て 生活 を 造り上げて ゐ ます。 

こ &には 道が ある、 これが 道德の 道です。 人 はこの 道 を 歩かない とその 村の 人から 咎められます。 そこに は 知識 

の 森が あります。 適當な 時に この 森に 入って 樹を 伐る。 この 道 を 歩かなければ 他人の 田圃に 踏み込まなければ な 

らぬ。 他人の £ 圃に 入り、 時なら ざる 時に 森から 樹を 伐って 來る こと は 許されない。 ちゃんと その 時， 胡に 樹も^ 

れば、 道が あると ころ は 道 を 通る。 さう して この 知的 生活が 永く 績 けば 績く ほどこの 村は 整然として 整理され、 

村の 生活 は 無事 泰平、 桃源の やうな 村が 出來 るので す。 ところが 玆に その 村人の 誰も 持たなかった 大望 を 起す 人 

が 出て 米た とします。 村に は 鬼 角； 大 下に 事 無 かれと いふ 考 へが あると 共に、 それに 反對 する 觀念も 存在す るので 

す。 折角 無事 泰平 をと 思 ふけれ ども、 無事 泰平 を 破って 行かう とい ふ 勇敢な ものが 居る ので、 その 人が 村の これ 
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までの 約束 を 破って、 境から 一歩 を 踏み出した とします。 この 村 から 一歩 踏み出した ところ は荆棘 11 いばら 

の 原です。 共 處には 道 はない、 そこに は經驗 はない、 經驗 された ものと いふ もの は 其 虑には 存在して ゐ ない。 然 

し彼は彼自^^^の欲求としてこの領土を.跑くしたぃとぃふ彼の欲求から 一 歩を踏み出した。 一歩 踏み出した 時、 そ 

の 村の 姿と いふ もの は 一歩 だけ 變る、 否、 全然 變る。 私共 は 一 歩と いふ もの を 小さく 見る けれども、 一 歩で も 歩 

でも 村が 面目 を 一新 するとい ふこと に變り はない。 彼 は 踏み出した。 その 人に お前 は 境の 外に 出て ゐて道 を 歩い 

てゐ ないから、 道德に 背く、 不合现 だと 咎める ことが 出來 るか。 こ- r は 道の ない 世界です から 踏むべき 道 もない 

のです。 合现も 不合理 もない。 彼が 一歩 踏み出した ことによって、 この 領土の 大きさ を 一歩 だけ 大きく した、 

領土 全體を 作り上げ 變 へたと いふ 事實が ある だけです。 だからし てこの 木 能の 生活と いふ もの は 超 道徳で 超 知識 

的で ある。 さう して これ は 彼が 自分の 本當の 欲求に 出て 行った ところで 何等の 努力 もない。 定められた 村の 道 を 

歩く に は 可な り 努力し なければ ならぬ。 然しながら 道 をき つちり 歩く 氣持 はこ、 に は 全くない。 全く 超 努力な 本 

當の 一元の 生活 はこ- r にある。 これ は 一人の 生活の 上の みに あらす して、 社會 生活の 中に も 勇敢なる さう いふ 戰 

士が姿 を 現 はします。 勇敢なる 戰士が 新なる 創造 をして、 全く 道 もない 知識 もない 未知の 世界に 人類の 生活 を 

いて 行く。 ところが 斯うい ふ 牛： 活を する 人 は 困った ことに は、 他人の 爲め など \ いふ こと は考 へない。 先程 も fB 

つた 通り 外界の 刺戟 を 受けて 出發 したので はない のです から 論 に 仕へ ようと か、 誰の 爲 めに 奉仕 をす ると かいふ 

こと はちつ ともない。 他人の 爲め にす るので はない 自分の 爲 めに する 道德 ですから、 その 結果が 獻身 的に 生命 を 棒 

げたやう に えても 、献身で もなければ 權牲 でもなければ 奉仕で もな く 彼 自身の 滿 足の 爲め やる ので、 犧牲 とか 獻 

身と かいふの は 知的 生 の 所^物な のです。 個性が ー桥墮 落して 緊張の度が 緩んだ 時に、 個性の 力 はちつ とも 働 

かないで 外界が 個性に 働き掛けて 來る。 だから これ は 無 元の 生活です。 そこから 出來る 生活が 習性 的になる。 そ 


れ からこの 生活が 緊張して 來 ると 二 元の 生活が 出來 て、 そこで 侗 性が それに 反應 する 生活が 初めて 出來 る。 それ 

が 知的 生活です。 知的 生活に は經驗 とい ふ ものが 出來 る、 反， 翁の 結 5^ が 知識と なり 道德 となる のです。 その 知識 

なり 道 ir3 なりが す" つかり 固定して しま ふと これが 習性の^ 活へ 入って 行く。 知的 生活 は 始終 努力と いふ ものが 件 

ふの だ. 義務で あると か 努力で あると かいふ ものが この 生活に は 伴 ふので す。 それ だから 義務 だと か 努力 だと かい 

ふ もの は 社 會の爲 め 人の 爲め にす るので あって、 自分の 爲め にす るの ならば 何も 義務で もなければ 努力で もない.^ 

社. が 彼に 對 して 何 か 報酬 を しないと バ ラ ンスが 取れない ことになる。 それからもう 一 つ 緊張 致します と 個性が、 

こんな 所で 愚圆 々々して ゐ ないで 自發 的に 外界に 突入って しま ふ。 個性の 方から 外界に 入って しま ふ。 これが つ 

まり 本能 生^です。 この 木 能 生活に なって 來 ると 義務 もない。 義務がない もの だから 趣味で ある、 唯したい から 

やる とい ふ 生活です。 それから こ \ に は 努力と いふ ものが 更にありません から 謂はビ 遊戯の 生活、 子供が よろこ 

んで仕 ieil- に沒 頭して しま ふ、 あ \ いふ 生活になります。 それが 岡定 します と、 道徳 化して しま ふ、 理知 化して し 

まふ。 本能 生活 は 常に 或る時 期の 後に は 知的 生活に 還へ される のです。 これで 先づ 私の 舉說 めかし いお 話 はおし 

まひに して、 愛と いふ 题 にいよ-/ f\ 移る のです。 これまで 申し上げな いと 私の 「愛」 とい ふ ものが つまり 分ら 

ない と S 心 ふので す。 

私は先^^本能の流れとぃふことを申しました。 本能の 大きな 流れが ある、 我々 の侗 性に 依って 切り取られた 部 

分が 木 能の 流れと 共に 流れて 居る。 その 偶 性が 切り取った 本能 を單に 本能と いふ 曾 紫で お &i をし ましたが、 それ 

を 少し 別し ます。 で 本能と 云 ひますならば、 我々 の 世界 を 包んで 流れて 居ります もの を假 りに 名 づけました か 

ら、 木 能の 中から 切り取った 私と いふ 存在 卽ち 私に よって 切り取られた 本能と いふ もの を、 少し 他の 言葉で 呼ん 

だ 方が 便利になります。 この 生命の 本源の 力と なる もの は、 古 來稷々 な 言葉で 言 ひ 現 はされ て 居ります。 例へば 
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老子の 太 極と いひ、 ョ ハ ネの ロゴ スと いひ、 或は 基叔 3 の祌 とい ひ、 種々 な 人が 穩々 な 名前で 呼んで 35 ります けれど 

も， それには色々 の陰：^^が附隨して言；^が不純にされてゐます。 その 中で もー桥 我々 に 分り 易くて 歸 性の 嫌味が 

な いのはつ まり 愛と いふ 言葉です。 私の 意味す る 愛と いふ 一一 一一 口 葉 は、 大きな 本能の 流れ を 私と いふ 個性で 切り取つ 

て 居る それ を 指す ので、 人 il によって 切り取られた 本能 を、 私は假 りに 愛と 呼ぶ のです。 その 私の 中に 働いて 居 

る 愛と い ふ —— 本能から 切り取られた 愛と い ふ 力が どんな 働き をす るかと いふ こ とを考 へて 見たい。 今迄^?? へ た 

愛と いふ 働き は一. 人が 今迄 考 へたと ころ は、 何だか 私は譃 だと S わ ふので す。 だから 私の考 へたと ころ を 述べて 

i: 批評 を 願 ひたいと 思 ふので す。 

だからして 私 は 愛と いふ もの は、 人^に 現 はれた 純蓖な 本能の 働き を 指す ものと します。 然し 概念的に 物事 を， 

考、 る 習慣に 縛られて 居る 私達 は、 愛と いふ 重大な 問題 を 考察す る 時に も、 極めて 習惯 的な 外面 的な 考 へから 愛と 

いふ もの を 考察しょう とする。 だからして 愛と いふ もの \ 本 體、 露 相 は往々 にして 誤られる ので はない かと 思. 

ふ。 私共 は 先程 も 申しました やうに、 凡ての もの を判斷 する 時 は 知的 生活で やった のです。 本能 的 生活 は價 値の 

ない 生活 だから、 知的の 原則 を 以て 釗斷 しょうと いふの は 見當違 ひなこと で、 そこに 私 は 間違 ひが 生やる と 思 

ふ。 つまり 愛と S ふ もの を 考察しょう とする 時に、 それが 外面 的に 現 はれて 自分自身 を 表現す る 時に、 外面 的の 現 

はれ だけで こんな もの だと 見る 嫌 ひ はないで せう か。 例へば ボ ー n の. 言 紫の 中に 愛を說 いて 「惜しみな く與 ふ」 と 

斯う 言って 居る。 愛と いふ もの は して 惜しみな く與 へる ものであるかない か。 恐らく は ボ，' n とい ふ 人 は、 愛. 

の 本能 を その 實行的 表現に 於て、 具體 的に いひ 現 はして ゐる でせ うが、 私共 は それ をす ぐ 知的に 解釋 して、 愛 は 

與 へる 力 だとい はう とする の だと 私 は 思 ひます。 凡俗の 悲し さは、 私共 は 知的 蹈內に 於て、 愛の 本質 を p」 ようと 

思 ふが 故に、 姿に 現 はれた もの を その ま- -に晃 て、 自分から 放射す る 力が 愛 だと 斯う 思って 居る。 斯うい ふ 風に 


思った 嫌 ひ はないで せう か。 然しながら よく 考へ ると、 愛 は 奥へ ると いふ 考へは 表面的の 觀 察であって、 寶 際よ 

く考 へて 兑る とさう でない。 若し t おは 與へ ると いふ 人が あるなら、 私 は それに 對 して 愛 は 奪 ふ 力 だとい ひたいの 

です。 愛と いふ もの は與 へる もの だとす るが 故に、 その 愛と いふ もの を 本 當に發 動させる 爲 めに は 他 を 愛せな け 

れ ばなら ない、 他に 與へ なければ ならない、 他に 自分の 所有 を與 へなければ ならない。 卽ち 愛他主義の 道 德が非 

^に 大切な ことになる。 そこで 奉仕 をす ると か襍牲 をす ると か 他人に 物 を 捧げる とかい ふこと が、 非 《； 5 に 愛の 美 

くしい ホ乂 現と して 讃美され る やうに なって 居る。 我々 社 翕の 道 德は何 だとい ふと 利他です、 他人 を 利 するとい ふ 

のが 我々 の SI 德 です。 他人への 義務、 社會 への 奉仕と いふ やうな 言葉で いはれ て 居る ものが、 我々 の g は 際 生活 を 

規雜 して 居る ところの 道德 だとい ふこと になる。 だから 社會 奉仕 —— 個人 道德 でも さう だが、 苟 くも 報酬 を 求め 

た 時には、 道德 でなくなる。 實 際社會 奉仕 人類 奉仕と いふ もの をす る 人 は、 自分 を 全く 無にして しまって、 他に 

仕へ た 時に その 人 は實に 完全に 道德を やって 居る とい ふこと になって ゐる。 阈 家で も社會 でも その やうに 敎 へて 

居る. - さう いふ こと を 本 <a だと 私 も 長く 思って ゐた。 闽家に 身 を 識 して 何等の 報酬 を も 顧みない のが、 忠良なる 

阈民 だと 云って 小畢敎 育に も敎 へて 居る。 ところが 寶際は 如何です か。 國 家の 爲め 勇敢に 戰 つた 人が あると 直ぐ 

に 國{豕 が 金 鵄勳章 を eK れる。 報酬 を 求めない のが 露の 道德 だと 敎 へる 國 家な り社會 なりが、 さう いふ 人を兑 出 だ 

すと 第一 に 物質的に 褒賞しょう とする。 何だか それ は 不可思議な ことではありません か。 身 を 以て 何等の 報酬 を 

も 求めない のが 國家 奉仕 だとい ふ、 それ を國 家が 敎 へて 居る のです よ。 それ だのに 身 を 以て 仕へ た 人に 忽ち 金， 鉛 

勳 .s^. を^れ る。 國家は彼が敎へ て居ること--彼が實行して居ること-^、 何とい ふ 大きな 相逮を 持って US る ことで 

せう。 小舉 校で も犧牲 だと か 奉仕 だと か獻身 だと かいふ こと を 如何にも 尤もらしく 說 いて 居る。 ところが 何處か 

C 小 校の 先生が 死ぬ とい ふと、 何とい ふ 報酬 を 積み上げる ことよ。 彼の 說 いて 居る ところの 道德と 彼の 爲 して 
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居る 道徳に、 それだけの 相 遠が あると いふ こと は、 何處 かに 譃 がなくて はならぬ、 何處 かに 思 ひ 誤りがなければ 

ならぬ と 思 ふ。 そんな iej!^ も考 へる のです。 そこで 大抵の 人 は 愛する もの \ 本質 を 考 へて、 直ちに 與 ふるところの 

本能で ある， 惜しまない ところの 本能で あると 考 へて、 そこに 人生 觀を 築く のです が、 それ は然ぅ 55 ふの は 一 

應 尤もな ことで あるので す。 若し 愛と いふ もの.. 现象、 t 右し 愛が 鋤く その 有様が 知的に 考察され ましたならば、 

然ぅ考 へられる の は 無理 もない ことで ある。 然し 知的 生活の 所産で はなく して、 本能に 源を爲 すと ころの 生命 

力、 その.^: 命 力が 理解され ようとす る 場合、 軍に 表面的な 現象に 依賴 し、 知的の 刺 斷 にの み依賴 しょうと する の 

が ひのもとで、 端的 表現なる 愛が その ま.^ 把握され る爲 めに は、 本能 的經驗 によって 把握され なければ なり 

ますまい。 そんな こと をお 話す る こと は實際 は出來 やしませ ぬ。 謂 は^ 影の 影 をお 話しなければ ならぬ：^ 5 鬼に な 

り ませう。 曾 は 知的 生活の 所産です。 その 知的の 首 葉に 飜譯 して 本能の 世界の 事柄 を、 お話して 行かなければ 

ならぬ からです。 罩に 愛と いふ もの を 一 つの 現象と して 兒て、 それに 客觀 的な 定義 を 下す よりも、 もっと 實感か 

ら 切り出して、 これまで 概念的に 認められて ゐた 愛が、 正しい か 正しくな いか 微かながら 申し出て 見たい と 思 ひ 

ま す 

一 一 i 

第一 私 は 私自身 を 愛して 居る か、 偶に は 愛して 居ない 日 も ある。 己れ が 憎くて 堪らぬ 日 も ある、 け， ども：^ 

いとい ふ 交涉を 持つ だけ 矢張り 愛して 居る のです。 それならば 私 は 皆さん を 愛して 居る かとい ふと、 愛して ゐま 

すよ とは^ぐ に 答 へられない、 私が $1 さんと 何等かの 交涉を 持つ。 か& はり を 持つ 程度に よって 愛する とい ふこ 

とが 出來る だけです。 呰 さん を 私が 愛し 得る ために は、 顔 を 見る か、 噂 を 聞く か、 話で も 仕掛けて さう して， 刃め 

て 愛する とい ふこと になる のです。 さう すると 私が 今 富った 利他、 王義、 他 を 愛する とい ふやうな、 ま f も 本 常 は 純 

粹な CI. 个 他でなくなる。 如何に. EE 分 をな くして 他 を 愛する やうに 愛 を 解す る 人で も、 お前 は 自分 を 愛する か、 お前 


はお 前 を 愛する かと 問 ふなら ば， 僕 は 愛します と 首 ひませ うが、 お前 は あの人 を 愛する かと 聞かれた 時には、 ま 

あ 待って 旲れ と、 愛すべき 人と 先 づ交涉 をつ けて 見なければ なりますまい。 つけた 上で 愛します とか 愛しません 

とか、 と 斯うい ふより 外 仕方がない。 だから 自分自身 にして 自分 を 愛する とい ふこと は 確か だけれ ども、 他 を 愛. 

する 段になる と、 他と 何等かの 交涉が 生じない 以上 は 愛する とい ふこと は出來 ない。 他と 何等かの 交涉を 持つ と 

いふ こと は、 卽ち 私の 生活の 中に 他が 搦 取され てゐる とい ふこと を 意味す るので す。 卽ち 私の 愛が その 人の 生活 

を 私の 中に 奪って 居る ことで ある。 1 つ 例 を 取って 言って 見れば、 私が カナ ャリを 愛する とする.^ 力 ナリヤが 可 

愛い から 力 ナリヤに 籠 を 作って やります ね、 それから 美く しい 緋房 でも 編んで 掛けて やります ね、 絶えす 餌 を 遣 

つて やります。 その 時 私 は 力 ナリヤに どの位 澤山 やって しまったで せう。 所が それ は本當 にやった でせ うか。 私 

がその 力 ナリヤ を 愛すれば 愛する ほど 力 ナリヤとの 關 はり は强く なって 來る。 さう して 力 ナリヤ は 段々 私の 中に 

引き入れられて、 力 ナリヤが 何 を 欲して 居る かとい ふこと を 知る やうに なって 來る。 力 ナリヤが どうかして 首 を 

垂れて ゐ ると 私 は 悲しみ を感 する やうになる。 美く しい！^ を 出して 鳴く と 私 は 嬉しい。 私自身から 言 ふと カナリ 

ャの 生活 は 段々 私の 中に 取られて しま ふ、 鬼に 角力 ナリヤ は 私の 生活に 入って 來 てし まふ。 小さな 鳥 は；？^ 自身に 

なって しま ふ。 私 は 力 ナリヤ を 生活す る。 然 らば 力 ナリヤに 籠 を やり 餌 を やり、 咽啦が 乾いた と m 心へば 水 を やる。 

力 ナリヤが 飮 めば 此方の 咽喉の 乾きが 直って しま ふ。 餌 だって 緋-ぉ だって 同じ こと だ。 力 ナリヤが 私の 物に なつ 

てし まふの みならす、 私の 與へ たもの は 凡て 私に 歸 つて 來る。 愛は與 へる 本能で、 出して しま ふ 本能で あるかの 

やうに 御覽 になる か 知れません が、 私自身の 實感 から 一 一 一一 口 ひます と、 私自身の 愛と いふ 體驗 からい ふと、 力 ナリヤ 

に 何物 をも與 へない のみなら す、 や 餌 や 水 や を 所有す る 力 ナリヤ 自身 を 私 は 恋って IS るので す。 だから 若し 與 

へ ると か 奪 ふと かいふ 曾 で 言 はなければ ならぬならば、 愛と いふ 力 は 決して 與 へる 力で ない、 惜しみな く 摩 ふ 
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力 だと 斯うい ふので す。 

それで 此の やうに して 愛の 本能に 從 つて、 私 は 自分の 愛する ところの もの をば、 私の 中に 始終 同化して 來る。 

さう して 义私は 他の 人に 愛せられる ことによって、 他の 人の 中に 奪 はれて 行って、 その 二つの 關 係と いふ ものが 美 

くしく 繁 がれまして、 謂 は ピ卷銷 の 縱絲と 横絲の やうに なって、 人類の 生活が 完全に 成り立つ の だと、 私 は 斯う 

いふ 風に 考 へます。 若しも 與 へる もの だったら、 他の ものから 互 ひの に 遠心力が 働いて 居る やうな もので、 互 

ひの Mi は 離れて 行く でせ うが、 お 互 ひが 奪 ひ 合って こそ 引き合 ふので、 そこに 始めて 人間 生活の ソリ ダリ ティ— 

が實 現される のでせ う。 さう して 又もう 一 つ 面白い こと は、 {4, 一 想 家の 描く 奉仕の 生活が 本當に 善い の だとす るな 

ら、 それ を 善い 事 だとい ふので 皆な で 一緒に これから 奉仕 生活 をお 始めな すったら、 ー體 誰が その 奉仕 を 受取る 

のです。 その 奉仕 を 誰も 受取る 人が なくなって しま ふでせ う。 つまり 奉仕 生活と いふ もの は 受け取らな くっても 

受け取っても.； 且 いと S ふやうな、 理想的 時代 を 作る 一 つの 道行き、 奉仕の 必耍 がなくなる までの 一 つの 道行きの 

生活です。 卽ち 手段 的 倫理に 過ぎません。 究極の 姿ではありません。 

靡 ひ 取る 生活 は、 益々 奪 ひ 取る。 もう 其 處には 中途と いふ もの はない。 最後の 目的 だから、 人間の 生活が どん 

どん 緊張 すれば 緊張す る ほど、 奪 ひ 方が ひどくな つてし まふ。 だから 中途半端と いふ もの は 決してない。 大抵 奪 

はれ \ ば 知的 生活に 屬 する ものではなくなる。 例へば この 本を讀 めば 汚 なくなって 頁が よごれる が、 本能 生活に な 

ると 楚 つても なくならない 。私が いくら 愛人から 奪っても、 奪 はれる 愛人 は 喜んで 居る。 恐らく 愛人 は 奪 はれる 度 

に 嬉しくて 堪らない。 私 は 必す奪 ふ 事に よって 報酬 を 確實に 得て ゐ ます。 何等かの 形で 報 醜が 付いて 居ります。 例 

へば 自分 は その 人から 眼に 見える 何等の 報酬 も 受ける ことなくて、 非常に 不幸な 人 を 救って やった として、 その 

人が 直ぐに 逃げて しまった。 番地 も 何も 分らない。 けれども 私の 心 持 は あの人 を 救って やった とい ふ 善い 氣 持な 


しで は ゐられ ない。 その 氣持は 何でせ う。 それ は 報酬でなくて 何です か。 世の 屮 ではもう 愛の 突き 詰った 時 は、 

報酬な ど \ いふ：：？^ 持 は 交らない。 與 へる のでない、 奪 ふので もない。 唯 愛したい が 故に 愛する の だと 論. する 人 も 

あります が、 資 際さう いふ 風な すぐれた 愛 を 一度 行った 人 は、 行った 後に どんな 報酬 か來 るかと いふ こと を、 經 

&せ すに は ゐられ ないで せう。 彼に 來る ところの 大きな 滿足、 彼の 個性の 生長 は 何物です か。 立派な 報酬で は あ 

りません か。 本能の 滿 足と いふ もの を ， 奥 ろに する こと は出來 ない。 一度 愛の 經驗を 持った 人 は、 w ぴ 愛と いふ も 

の は 無報酬で 行 はれる とい ふやうな こと は、 言はなくなる 笞 です。 愛の 行 はれる ところに は 必す楚 ひ 1;:^ つて 居 

る。 さう いふ 風に 私 は 思 ふ。 絶大の 滿 足が ある やうに 思 ふ。 それならば 人 は 愛. する もの を 愛する でも {且 いが、 私 

が 誰か を 愛する 時に 先方の 人が 私 を 愛しなかった、 斯うい ふ 時には 如何なる か。 私 は 傘 ふけれ ども 先方 は f,^ つて 

くれない、 そんな 時には 愛が 成り立た ないかと いふ ^題が 次に 起り ます。 私 は 成り立つ とい ふ。 ダンテと いふ 

人 は ビアトリスが 六つ か 七つの 時、 彼女 を 見て 愛 を經驗 した。 けれども 兩 人の 問に は 相-.:： i 的 愛はなかった。 ビア 

ト リスが 十八 九の 時、 フロレンスの 銜 で ダンテ は 彼女に 會 つた。 その 時 ビアトリス はしと やかに 目禮を 送って^ 

れた。 ダンテの 心に は ビアトリスの 突し い 姿が 刻み 込まれた。 暫くす ると ビアトリス は 他の 人の 奥さんに なつ 

た G 夫になる 人 は ダンテの 友人で あるが 故に ダンテ は 招 ばれて その 結婚の 席に 行った。 ダンテ は 卒倒して 其 處に 

倒れた。 彼が 息を吹き返した 時 はもう 結婚の 席に は 居なかった。 それから ダンテ は その 人に 食はなかった。 その 

うちに ビアトリスと いふ 女 は 二十 三 ra: 歳で 病氣 に^って 死んで しまった 0 ダンテ は 確かに 奪った けれども、 ビ アト 

リスの 方から は餘り 奪った 様子が： a えない。 それから ダンテ は 他の 女と 結婚して 澤山 子供が 出來 た。 さう して こ 

の 人 は 不幸な 失^の 淋しい 生活 をして 死んで しまった。 何だか 街う ダンテの 方が^ はれて 居ない と、 ダンテの 奪 

つた 生活が 非 に 片輪な 淋しい 生活の やうに 思 はれる が、 ダンテの 奪 ふ 力 は ひどかった。 ビアトリス は 始終 ダン 
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テの 生活の 中に あつ， て、 その 爲 めに ダンテ は 不幸だった けれども、 凡そ ダンテの 胸の 中には ビアトリス は 始終 生 

きて ゐた。 途に肉 g として ダンテの 上に 見えなかった けれども、 明かに ダンテの 胸に は ビアトリス は 生きて 居つ 

たと 思 ふので す。 全く 愛し 得ない 人の 淋し さに くらべたならば、 この ダンテの 苦しい 生活 は， じ-の 悅 生活ら しい、 

どの位 緊. 版した、 どの位 幸 幅な 生活で あったらう かとい ふこと は、 誰に でも 想像が 出來 ると 思 ふ。 しかも ダンテ 

とい ふ 人 はこの 大きな 愛 を. a 分の 心の中に く AJ とが 出來 なくて、 その 愛 を 「新生」 とい ふ、 「聖 曲」 とい ふ 大き 

な 詩にまで したてあげました。 そこに 出て 來 たもの は 彼の 心の かけらです。 彼 は 僅かば かりの 心の 破片 を 世の中 

に して 死にました けれども、 その tf された ところの 破片 だけで すらが、 世界に おける 三大 傑作の！ として 人に 

1,1 はれて 居ります。 ダンテの 僅かば かりの 心の 殘り 滓と いった やうな もの、 それが それだけの 强ぃ 力と なって 居 

る。 又 私の 好きな ホネット マンと いふ 人の 詩 を 讀んで 見る と、 「自分 は 嘗て 或る 女 を 心から 愛した。 然し その 愛 は 

おいられなかった。 然し 私の 苦しみ は 無益ではなかった。 私 はこの 苦しみの 中から この 詩 を 生み出した からだ」 

とい ふやうな 詩が あります が、 この 奪 ふところの 愛の 力と いふ もの は 以上の 例の 如く 必す しも 相互 的で あると.^ 

ふの を 必要と しない。 恐らく は 今迄の 知的 生活に おいて は、 相互に 働く とい ふこと が條 件に なって 居った かと 思 ふ 

が、 本能 的の 愛が 働き掛ける 時 は _t つた 場合に は 完全に 彼に 所有され る。 さう して 若しも その 愛が 強ければ、 摩- 

ったものが 何時までも 彼の 所.^  の 中に あって  生きて 居る ことが 出來 る。 さう いふ ものが 本能の 愛 だと 思 ふので 

す。 それ だからして 愛 は 個性の 飽滿と 自由と を 成就す る。 殊に その 愛 は 嘗て 義務 を 知らない、 犠牲 を 知らない、 

獻身を 知らない。 靡 はれる ものが 奪 はれる こと を 許しつ & あらう とも あるまい とも、 それらに 煩 はされ る ことな 

く 愛 は 奪 ふ。 若し 愛が 相互 的に 働く 場合に は、 举 つて 互に 奪 ひ 合 ふ。 その 結 衆 私達 は 互に 何物 を も 失 ふこと がな 

い。 • に 維 川 5 する。 だから 人が 通常い ふ 愛する もの は 何等 失はなくて、 そこに 二倍の 惠 みを感 するとい ふ 首 葉 を 


知る ことが 出来る のです。 それで 先程 中し ました 通りに、 知的 生活の 倾 向と いふ もの は 何時でも 本能 を 堕 i 济 させ 

ようとす る、 知的^ 活に F:3 元しょう とする。 その 本能 を 第二義 的な 狀 態に 利用しょう とする。 知的の 生活が 要求 

して £5 る こと は 平安 無 である ことです から、 この 生活に おいて は 愛の 本 I 只よりも、 現 はれた ところの 與 ふるとい 

ふこと さ へ あれば それで 澤山 なのです。 人間の 内部の 要求 はさう であっても、 外部 的 知的の 生活に おいて は、 與へ 

入；： ふこと さへ 行 はれ.^ ば それで 平安 は 保 たれて 行く。 それで 倫理で あると か 道徳で あると か、 雜務獻 身 或は 奉仕 

とい ふやうな 德を 頻りに 敎 へる。 人 は 遂に 固定 的な 概念に あざむかれて、 愛の 本質と いふ もの を 忘れて しま ふ。 そ 

れ だから 愛の ない 所に 愛 を 行 ふ。 本當に 愛して ゐな いのに、 外面から は 愛して 居る が 如く 取扱 はれ、 社會 から (M 

1? される から、 遂に 人 は 愛して ゐ ない 所へ 物を與 へる。 さう すると その 與へ たもの は本當 になくなる。 先 Si 巾し 

ました 力 ナリヤ は 私が すっかり 愛の 中へ 取り込んで しまったから、 を與 へれば それ は 私に 返って 來 る，^ 取り込ん 

でゐ ない 愛 だと、 能を與 へたら 最後 籠 はもう 返って 來 ない。 愛の ない ところに 社會 奉仕 をす る、 例へば 何 處其虚 

に 慈善 會が あるから と 云って、 五圓なり^^ク圓なり寄附する。 さう すると その 金 は 決して その 人に 返って 來 はしな 

い。 そこに 苦い 後味が 殘 るので す。 £5 しい こと をした な あとい ふ， その 惜しい こと をした とい ふ 後味 を、 何とか 

して ごまかさ ねばなら ぬから、 これ は 人 の 義務と いふ もの、 これ は 人 のしなくて はならない 道で あると 斯う 

來 るので す。 或は それに 對 して、 他人が 禮狀 でも 寄越し ませう。 この 俊 は 一一：^ 御 寄附 下されお 難 く^じ 候と 書い 

て ある。 どうも この 手紙の 書 方が 少し 失禮 だと 斯う 思 ふ。 それ はさう 思って ゐ ないやうな 顔 をしても、 どこか 

で そんな ものが 動く。 それ は ilE 分の 本 常に 愛しない ものに 與へ るからで あり、 又 り 惜しくなる からだと 思 ひま 

す。 本當に 愛して 居る 人に 與 へるならば、 他人に 赏諧 して K ふ 必要 もない。 賞讃 して 吳れ k ば 持って 來た 物に ® 

斗が 附 いた 位の びぐ らゐ しか 感じない。 知的 生活に 最上の 重き を 置いて 本能の 生活 を 顧みない と、 鬼 角 「天下 
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に 事 無 かれ」 といぶ 要求に 押されて しまって 二元的に なって、 大切な 一元的の 生活ば かり 働かなければ ならぬ 所 

に、 表 •：！ 的な 愛 を 働かす ことにな り、 さう すると 愛の 働きが 機され て 苦い 後味が. 殘 されます。 義務 だと か 獻身だ 

とか 犠牲 だと か 人類の 赏任 だと かとい ふやうな 大變な 聞こえの よい 名前 を 用 ひて、 自己の 行 爲を辯 護し なければ 

ならなくなる。 しかも その 與 へた ものが、 與 へられた 者に 行く かとい ふと さう でない。 愛しないで この 一 二 圓を與 

へる と、 これ は與 へた ものに も 返らす、 與 へられた 者の 身に も 付かない。 この 金の 中には ない ものが 混って 誰に 

も 所有され すに、 人生の 生活 途上に ぼたり と 落ちる。 私達の 生活の 往來 にころ がって 居る 所の 瓦碟 です。 我々 の 

家の 中に 積って 居る 塵です。 先程の 河の 堤防です。 さう いふ ものが 段々 積み重なって 來 ると、 つまり 我々 の 生活 

が 偽 t! になる。 さう して 生活が 段々 外面 化して、 S 攀 に道德 とかい ふ もの を 矢 鱒に ふりま はして、 人 の 生活 を 表 

而 的に 規律し なければ ならなくなる。 かくして 人間 は 互 ひに 愛に よって 交涉 する ことなく、 愛の 假 象なる 物質に 

よって その 關係を 作らなければ なら なくなり、 人 と 人間との 11 に 投げた 物の 爲 めに、 遂に 生活が 窒息して 活力が 

萎微魔 頸され てし まふ。 だからして 愛と いふ もの- - 生活 は、 決して 知的 生活 を 以て 律す る こと は 非常な 危險な こ 

とで あると 思 ふ。 或る人 は 斯う 言 ふか も 知れない。 或る人が あって、 お前の やうに 自分の 個性 を、 最上に 最高に 

完成 するとい ふこと に カを盡 すと する。 卽ち 自分 だけの 完成の 爲 めに 他 を 顧みない とい ふ。 所が その 人が 奪 ひに 

泰 つて 生長し ようと 思 ふ 時に、 實際 世の中に は 自分 を 殺して 仁 をな して ゐる 人が あるで はない か。 楠 正 成が 南朝 

の爲 めに 奉仕して 遂に 身 を 殺した。 さう いふ 例 をー體 どう 考へ るかと、 斯うい ふ 人が あるか も 知れない。 それ は 

餘 りに 分り 易い 質問 だから、 お 答へ する まで もない と 思 ひます けれども、 楠 正 成が 例へば あの 南朝の 下に 湊 川で 討 

死した 時、 條は實 際 討死 は 嫌な こと だけれ ども、 今迄 折角 南朝の 爲 めに 盡 して 來 たの だ、 名前が 消えて しま ふぞ、 

腹 は 痛い けれども 切らう と 討死し たんだと 思へ るで せう か。 楠 正 成 は 死にたい から 死んだ ので、 名前が どう だら 


うと 寸 毫も 念頭に なかった， s わ ふので す。 楠 正 成 は 南朝に 對 して 同 を 持って ゐた。 その 愛と いふ もの を 徹底的 

に 自分の 生活の 中に 成就した。 さう して その 楚 つた 爲 めの焰 で 以て 生す る 自分の 生活の、 生命力と いふ ものが 彼 

の 肉體の 中に 緊張して しまって、 その 生命力が 爆發 して 彼の §を 破って しまったの だ。 その 時に 彼の 肉體の t 

ぴ たとい ふこと は、 彼の 個性の 滅亡 を 意味し ない。 侗 性の 生長 擴充を 意味す る だけの ことです。 彼の 個性 を 形造 

つて る 機： M の 中で 極く， 舱 弱な 肉體と い ふ 機械が、 個性 飽滿 の滿 足の 爲 めに 偶 ， ^"脑 れ たとい ふだけ のこと です "人 

a?.H;^.^ ケか 死ぬ のです。 E 性の 滿足 とい ふこと を 成就しても しなくても 死ぬ のです。 何時までも 破裂し ないやう 

に m 的 生活で "木存 して 居った ところで 死ぬ のです。 しかも それ は 矢張り 枯木が 燃える やうに、 死ぬ ことにお いて は 

同じです。 俩 性が 非常な 滿足を 以て 非常に 緊張して 破れて 死ぬ ほど 心安い 死 はない。 正 成 だって 個性の 本 當の滿 

足 めに ま 裂した。 楠： 止 成に 取って はこの 上 もない 滿足 だ。 その他の 動機から 正 成が 討死した のなら その 行爲 

は 非難に こそ.： 旺 すれ、 嘆美に は 他し ない ものに なると 私 は 思 ひます。 正 成 も 亦 自己 飽 滿の爲 めに 死んだ のです。 

だから 愛と いふ もの は犧牲 だと か獻身 だと かいふ ことで 雄し 去って はならない。 愛と いふ もの は 知的 生活から 

自由に 解放され なければ ならぬ。 この 發兑は 私に 取って は 小さな 發 兌ではなかった、 小さい 弱い 經驗 では ある 

が、 私の 生活が それ を^ 喾 して 吳れ る。 私 は 先程 屮 しました 通り 創作の 衝動に 驅られ まして、 自分が 何 か 創作 を 

しょうと 思 ふ 時に、 私の 生活と いふ もの は元來 極めて 孤獨な 生活であります が、 筆 を 執る とい ふと， 私の 內 部に 未 

だ n ルた ことのな いやうな 顔が 澤山現 はれて 來 るので す 。俺 を 書け と 1  一一 口 はんば かりに 現 はれて 來 るので す。 これ はま 

あどう いふ もの か、 こんな 人 も 私の 中に 居た かと 云 ふやうな もの も 出て 來 るので すが、 それ は 思 ふに. 私と 先 

祖 とが 愛の 生活に 於て 外界から 楚 つて 來て、 捕 腐に してお いた 人々 が 現 はれ 出る の だと 考 へます つ 若し 愛が 錄ふも 

のでな くして は、 そんな 不思議な まぼろしの 影 は 私の 心の中に 現 はれて 來 ない。 私 は それに. 使って 鬼に も 角に も 

に 就いて  四 ニニ 
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自分の 藝術を 生んで 行く とい ふこと が出來 る。 更に 申 上げて おきたい こと は、 愛と いふと 如何にも 生 優しい 力で あ 

る やうに 考 へ惯ら されて ゐる。 愛 を 語る の は 私の やうな 頌^な 人間に ふさ はしくな く、 もっと 優しい Ef- でも 語る と 

如何にも 似合 はしく ありさう だけれ ども， 本 當を言 ふと 愛と いふ もの は 優しい もので はない。 愛と いふ 力 は、 使 

しい 心臓に (S り 《^ いけれ ども、 愛 そのもの は なまやさしい 力で は 決してない。 非常に 激しい 力、 遠慮. 釋の 更に 

ない 力です。 それ を 我々 は 考へ逮 つて ゐ ると、 大問逮 ひが 出來 るので す。 假 初の 戀 にも 處 女の 頰 はこけ るので す 9 

一人の 幼兒の 病に も 母の 姿 はや つれる のです。 人の 肉體 など は どん^ (\ 腐らす ところの、 恐ろしい 力で あるの は 

本能 的の 愛です。 

それからもう 一 っ考 へて おきた いのは、 我々 のお 亙の 問に は 憎む ことがあります。 憎む とい ふこと は 愛の 反對 

であると m 心って ゐる人 も ある やう だが、 憎しみと 愛と を 超越した ところに ある やうな 大きな 愛 を 空想した 揚合は 

知らぬ こと、 私みたい な 凡俗な 人 の感 する 愛憎から いふと、 私 は 愛する こと もあります が、 確かに ひどく 憎む 揚 

合が 甚だ 多い。 これ はどうい ふ もの か。 大抵の 人は悄 むと いふ こと を 愛する ことの 反對 であると 思って 居る。 と 

ころが 私 はさう は 思 はない。 愛する ことの 反對は 愛しない ことです。 さう して 愛する こと \ 憎む 事と は 紙 一 贯 隣 

り 合せに あると 思 ふ。 例へば 私が この 土瓶 を 見まして、 この 土瓶が 憎らしくて ならない と 思 ふ。 ところが 本當に 

愛する こと を 知って る 人 は、 これ を IE むことの 如何につ らい 事で あるかと いふ こと を 知って 居る 人です。 愛する 

ことのない 人 は、 泔 からう が 可愛から うが どうで も { 且ぃ こと だが、 本 當に物 を 愛した 人 は、 憎む とい ふこと が 如 

何に 苦しい， ，E 分の ものと して 苦しい ことで あるかと いふ こと を 一番 知って 居る 人 だから、 彼 は 愛したい 人 だ、 

何とか これ を 愛する 方法 はない かと 斯う 來 るの だ。 この 邊 から 土瓶 を 見て 何 とか これ を 役立た せる 方法 はない か 

と 思 ふ。 而 して 遂に 愛し 得る 灼度 を發 見す るに 至ります。 人 の 心の 本當の 働きに、 何時までも 憎い と W わ ふ も Q 


はない と 思 ふ。 如何なる 曲った もので も、 その 曲った ものが あるべき 位置に あれば その ま- 直ぐな ものと 等しい 

彼 打 を 持ちます。 だから 我々 が 憎む の も， 愛の 生活に おいて は 憎むべき ものでなくて、 それ は 愛への 希望の 旗 じ 

るし である。 憎しみの 直ぐ 隣り に は の 生活が 宿って 居る。 斯うい ふやうな 考 へで 私 は 行きたい と 思 ふ。 さう し 

てこの やうに して 私の 愛が 深く 善くなる に從 つて、 私 はより 多くの 物 を 愛に よって 攝 取すべく、 而 して 攝 取され 

たもの は 私の 屮に 溶け込んで、 正しい 排列 をな して 私の 中に 完全なる 世界 を 生み出します。 私 は その 喜びに よつ 

て： S;H き、 私 は 他に 向って 何等の 報酬 を も 顧みす 惜しみな く與 へます が、 その 與 へた ものが どんなに 高價な もので 

も、 それによ つて 55 たと ころの 喜びに 對 して、 比較に もなら ぬ 程 その 値 打が 小さい ものであると？^ J へた 時、 况し 

て や 投げ 與 へたと m 心った 贈 品 も、 鋸 党 は 自分に 還って 來る もの だと 發 見した 時、 たと へ 私の 生活が 犧牲と 兑ぇ獻 

身と： えても、 それ は獲将 であり 生長で あると 感じた 時、 その 時に 私 は 本當に 徹底した 人生 を樂 しみ、 人生の 可 

能 性 を 本 當に味 ひ 知った やうな 氣を 起さす に は 居られな いと 思 ふ。 私 は 知的 生活と いふ ものが 社會の 秩序 を 保つ 

て 行く とい ふこと、 安全 を 保障して 行く とい ふこと を 認めて、 その 功績 を 無視す る もので はない と 前に 申し まし 

たが、 然し その 知的 生活が 愛の 生活 卽ち 本能 生活にまで 立ち入って， 知的 生活の 根據 から 本能 生お を 批判し：？ S へ定 

して、 共^に 或る 約束 或は 或る 羅紗 を 作らう とする 時には、 愛の 生活 は 何時でも 知的 生活の もう 一 つ 上 にあつ 

て、 智的 生活 を 生み出す ところの 力で ある ことに 氣付 かなければ ならない。 而 して 知的 生活に よって 愛の 生活 を 

指 i:^ ぜ させす に、 愛の 生活から 知的 生活 を 生み出して ゆかねば ならぬ。 私の 生活が その 域に 入った 時に、 私の 初め 

に 巾し ました 恐るべき 迷路、 二 元の 生活、 二つの 極の 問に 迷って 居る 生活から 初めて 救 はれて、 本 常の 自分ら し 

い 生活に 入る ことが 出來 ます。 社會 生活に おいても この 道理 は 同じに 働く わけで、 例へば 社 * 生活の 奉： y とい ふ 

やうな こと を 言 ひます けれども、 漫然と その美し い 言葉に あざむかれる ことなく、 その；^, 會の奉 dd を 受け取る も 
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のが 誰で あるかと いふ こと を 私達 はよ く考 へて 見なければ ならぬ。 愛と いふ 本能に なぞらへ て その 本能の 姿 を 外 

面 的に 利用して、 或は 曲解して、 奉仕と いふ やうな 極めて 暖昧 な道德 が、 我々 に說 かれて ゐる やうな こと はない 

か。 說 かれて ゐ るなら ば その 說 かれた 理由 は何處 にある か。 如何なる 心理的の トリック によって それ はなされて 

ゐる のか。 それらの こと を 徹底的に：！：々； i はめる 必要が あると 私 は 信じます。 そこに ひょっとすると 人間 全 體を愚 

にした やうな、 馬鹿々々 しい 策略が 潜んで ゐ るの を 發 見せない もので もありません。 (大 K 毎日 新聞社 主傯 文化 大學 

講座 講 演舉 記) 

(1 九 三 二 年、 十月) 


^  實 

麵 

私が お 地へ 参ります と、 新^の 廣吿で 「卽實 」 を 「卽 寶」 と問逮 へられた ために、 當夜は 「卽 實」 を 「卽. せ」 

する ことに 致します。 です が、 私 は 話下手で あるた めに， 話の 順序 を； 止しく して 行く ことが 出來 ない の を 憾 とし 

ます。 昔から 小說 (糸の 話下手 は 通り相場で あり、 私 も その 一人と して 未熟です。 

御 i 化の 如く 私 は歲は 相當に 食って ゐ ます。 しかし 云 ふこと が あるひ は譃 になる かも 知れない とお も ひます から、 

私の 云 ふこと をよ く嘀 みしめ て、 良い ところと 惡 いところ と を 撵んで 下さる がい- -。 私が 小說 家に なった の も 極 

めて 晚ハ 牛、 と 云って 餘り晚 年で も ありませ ぬが、 三十 六のと きでした。 その 時まで 考 へに考 へつ めて 來 たためた 

と 今. 思って ゐ ます。 考 へが 韆 まらない ためにだった のです。 しかし 私 は 何う しても 自分の 好きな こと を やらす に 

は Ig れ ない。 やらす に 居れない と 云 ふの は小說 を. IS くこと です。 書きたい ことなら 私 は 何でも 書きます。 そのた 

めに 諸お が 堕落な さらう とな さるまい と、 それ は 私の 知 しないと ころです。 私と して は どんな 賢人の 一一 一！ r ま-: より 

も、 私，：： n 身の 誊 くこと 云 ふことの 凡てが、 私に とって 一番 正しく 當て 嵌まって ゐ てほんと なのです。 これ は 自分 

の 頭から. E 分の 内部の もの を 割り出した からです。 私の 前に、 秋 ^雨 雀 氏が 申された やうに、 私 は センチ メンタ 

リズムから 遞れ 出たい ために、 苦しみ 拔 いたのです。 苦しみ 拔 いて. nil 分の 持って る もの を、 些かの まやかし なく 

直ぐに 出す のが この セ ンチメ ンタ リズムから 1^れ 出る 唯 一 の路 だとお もった のです。 

^  K  闪 一 七 
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私達の 立場に 三つの 倾 向が あると おも ひます。 第一 は ロマンチックです。 第二 は リア リス チックです。 この リ 

アリス チック を現實 的と 譯 されて 居ります が、 正しく 譯 すると 「卽實 」 となる のです、 「現 實に卽 する」 と 云 ふこ 

とです。 そこで 第三 は、 センチ メンタ リズムの 立場です、 iS 情です。 この 三つの 方向に よって 私逹 は大體 進んで 

ゐ ると 兑 てよ いかと おも ひます。 自分の 過去、 歷史、 生活の 過去 及び その 現在に 不滿を 感じる の は o マン チ シス 

トの 立場であります。 その 未知の 世界に 猪の 如く 突贳 するとい ふこと に 不安^な もの を 感じて 絶えす 過去 を 顧み 

る。 先人の 巾に ある 偉大な 人々 を 眺めて その 時人の 華やか さに 僮れ るの が この 殉情 主義者であります。 ル ネッサ 

ンスの 時代、 中 世紀の 文化、 マ 全盛時代、 ギリシャの 紀元前 五六 百年 頃の あの 鉤爛眼 を 奪 ふば かりの 世界、 

印度の 釋迦 時代、 支那の 孔子 孟子 時代、 これらの 時代に 憶れ を 感じて 過去の さう した 世界 を 現在に 夢見る 人々 が 

あります。 私の 知人で ある 今ハ牛 十八 歲か丸 歳の 靑 年に ギリシャ のこの 華やかな 時代 を 唯一 の 標的と して ゐた 人が 

あります。 その 靑年は そして 遂に ギリシャの 國へ 立って 行きました。 靑 年はソ クラ テ ス の 出る 少し 前の ギリ シャ 

が  一 しい 人 11 の 時代で あつたと おもって ゐ たのです。 そして その 時代の 懷 れを滿 たす ために 現赏の 日本 を 出 

て ギリシャに 旅立って 行った のです。 

しかし 私 はこの 立場 を とらない ものです。 またとりたくない とお も ひます。 その 過去に 如何に 華やかな ものが 

あっても、 美しい 世界が 横た はって ゐた としても、 それ をと つて 私 は 私自身の 生活 を 充足して 行く こと は 出來な 

いのです。 私が 過去の さう した 生活 をば 仕 す ことが 出来た としても、 それ は 私が 過去の 生活 を 現在に 生活して 

ゐる とい ふこと になる のであります。 


私 はい ま 私： IE 様 ブル ジョ アジ ィの諸 1?^ に對 して この 話 をす るので す。 言 ひかけ てゐ るので すから、 若し この 中 

にゾ n レ タリ ャの方 がいら しったら、 或は 私の； 百 ふこと が 意義 をな さない かも 計られ ませぬ。 私 は 私と 问じ ブル 

ジ 3 アジ ィに， M つて：！^ し 掛けたい のです。 それで 私の 話 は、 閑人の 閑話で あるか も 知れ ませぬ。 さう おも ひます。 

今の 世に、 は 衣食 化の 近 を- 〔兀 全に なし 遂げる 業 を 知らない 閑人です。 ですから、 私 は 衣食 化の？ 1： 題に 對 して は 

まるでお if つち やんで あるか も 知れません。 ^^は鋭父の遣產を相績したのです。 ところが それ を 虎 分す る ことが 

出來 ないで 困って ゐ るので す。 私の 相 緩した 遣壶 が、 私の 知らない に、 どんく 子供 を 生んで 行く のです。 利 

^！/が^ぇて；；；：くのです。 私が 働かない のに そのために 私 は 私の 衣食 位の 生活 を樂々 み出來 るので す。 私 は 親父が 

私に 敎ぉ を投 けて くれたた めに 笵が 付いて ゐ るので す" 親父が 私と いふ 子供に 向って、 敎育を させた のです。 そ 

のために、 私の 頭の 中に も 親父の 遣 症が あるので す。 講演 會に 行きます と、 美しい 衣 物 を^た； t 人が よく は. 受け 

、りれ ます。 その 人 は 大抵 美人の やうです から、 その 額に 相當 した 衣 物 を 纏うて ゐられ るの だら うとお も ひます 

が、 それ を はると 私の やうな もので も、 ちょっと 反感 を 持たせられます，' 一面から 言って 反感 を 持つ ことの 出來 

なぃ；！^が、 IF にもな く 反感 を 持つ のです。 その 婦人 はま さかに 親の 陘嶙 りで はあります まいが、 鬼に 灼親 達の 金 

で.. 双 は その 主人からの へそくり 金で、 さう した i 滑 物 を 纏うて ゐ るの だな とお も ふので す。 勿論 今晚ぉ まりの 淑 

女 15^ の^に はさう した： S 人 も 見受けられない やうです が、 …… ところが、 その 反感が やがて. R 分 rt: 身に 返って 

來 るので す。 そして 私 は 苦しむ のです。 親父の 力で 最高の 舉 校まで やって 貰った ことが この 苦しみの です C そ 

れ から 今の 私の 身に ついて ゐる 一切の 遺産が、 私に 苦しみ を與 へる のです。 そして 私が 手を束ねて 遊んで して 

ゐ るのに 遣应は どんく 子供 を 生んで 行く。 これで はどう もい けない。 小說を 書く 氣に なれない、 ま 己 分裂が や 

つてく る。 外部 生活が 私の. M: 部 生活に 對象 として ある 以上、 私 はどうしても 考へ すに は 居れなくなる のです。 そ 

^赏，  四】 九 


^^^^  ^0  ^七卷  ，  Mine 

の 結^、 遣， M は 親父が 辛苦して 築き上げて 行って くれた ものであって、 誠に 有難い もので も あらう けれど、 どう 

も 私に はいけ ない のです。 これ を 子に 孫にまで 遣して 行って い.. r もの か、 どうか、 疑 ひたく もなる のであります。 

土地な ども 一 日々 々と 高くな つて 行って 不思議な 惯 値が 私の 知らない に附 けられて 行く のです。 この 私自身 知 

らな いもの、 愤 値が. n 然に糴 り 上って 行く のを兑 ると、 私自身 は 泥坊 しないが、 遺 魔が 泥坊して ゐ るの だと 兑な 

ければ ならない のです。 私 はさう 兒 なければ 居られな いのです。 それ は 近代の 經濟擧 の 極めて 初歩が 私に 敎 へて 

2^<れるのです。 もの \利澗 であり、 地代で あるので す。 ところが この 甚だ 簡單な 經濟舉 の原现 を- それ を 初歩 さ 

へ讀 めば^ぐ 分って 來 るのに、 Ig の 悪い 經濟凑 者な ど は、 まだく と 云って やって 居る のです。 

倉 Hfs 三 氏の r 靜 m 心」 とい ふ 本の 中に 倉 氏 は 言って 居られます。 勞働 は： 太に 捧げる もの、 パン は：. K^^si み 

だ、 とい ふので す。 <:;m 氏 は、 この 二つに よって、 今の 勞働 問題に 或る 突き詰めた 解：^ を與 へようと された やう 

です。 そして 八 田 氏 は 今の 勞働問 题はパ ンを食 ふの を權 利と して 要求して ゐ るの は 板 本 的な 遠 ひで あると 指摘 

して 居られる のです。 しかし 私 はこの 田 氏の 一 w 葉 その ま \ を 素直に 肯定 出來 ない ものです。 と 云 ふの は 私 はか 

うい ふ 意味で、 食出 氏の この 一 百 葉 を； 止しい と觀 たいので す。 


それ は； E と 人類と いは 面して ゐる 限り 露 理 である、 と 云 ふので す。 併しながら 天が 與 へて ゐる バンの 原料と 自然 

と を 人類の 一 部 少數^ がその 根 木 を |_巷 ひ 去って しまって ゐ るので あって、 その 一 部の 極く 小 ノ數に 限られた 中が 

義務と して 人類の 大^ 數に勞 働を强 ひて、 そして 彼等の 機 利と して パ ンを勞 働す る ものに 與 へて ゐ るの だから、 

この 階級が 存在す る 限り、 パ ンを 要求して い- -の だと 私 はお も ふので あります。 この 意味で 前述の 八：： 氏が 首 は 


おん.. - まれて ゐるパ ンを、 今： ：- の K ガ働 問題に おいて 要求す るの が當然 である こと を 私 は 信す る ものであります。 

^まれて ゐる パン を その 途中で；^ 坊 して ゐ る^が あるから で す。 

K 力 働 は その 個人の 能力に 應 じて 素 E になされ なければ ならない ものであると 私 はお も ひます。 個人の 能力に VU 

應 してな されなければ ならない ものである 限り、 今 n の ごとく 過酷に 失した 勞 が、 最大の^ 度で 勞働 者に 强ひ 

ら れてゐ るの を见 ると、 ブル ジョァ の 私で さへ、 その 正しから ざる ものに 對 して 人 W 的な 反感 や 愤りゃ を 感ぜす 

には；^られなぃのです。 

本 { 永 ^級 は 人類 全體の 持って ゐ ない 特權を しく 所有して 居ります。 そして 彼等 は 出來る だけ 儲ける とい ふ 

欲 s-rl を 持って おります。 この 欲-け：. I の 充足の 前に は 彼等 は 彼等の 持って ゐる そのす ベての 特權を 完全に 利用す る こ 

とに 上 乎であって、 そして^^ゅるもの、犧牲を强ひて、 顧みない のです つ しかしながら、 人類が パン をお まれて 

ゐ ない 以上、 これ は 人類 共通の 欲求で あるので す。 南- れてゐ る パンが 其の 中途で g まれて しまって ゐ るので、 

人類 はどうしても、 この 欲望 を 捨てる 事 は出來 ない のです J 今 假リに 私が 勞働 をして 今 口 を i すと しまして、 明 

n の 氣が氣 になります。 氣 になって 明日の 勞働 をす る ことが 出來 ない とすると、 私 は 勢 ひ 今 日 の勞 動で、 

E-n" お； M をしても 食って 行ける やうに 者へ、 そして その 勞 働を餘 計に しょうと する であり ませう。 氣が. -Il た 

ら， その：：： は勞 働出來 ないから です。 勞 働が 出來 なければ その n は货 銀が 得られない から- 食って 行く ことが 出 

來 たいこと になる のです。 ですから 私 は 少しで も餘計 に 儲けて 明 nz の豫 防の ために 蓄へを 希 願し ます。 この 明： U 

Q.^: 活を考 へる こと は、 やがて 私自身の 妻の こと、 また その子 供の こと を考 へる であり ませう。 T 供の 生 巧つ 安 

^^1:を考へるでぁりませぅ。 そして 子供の 生活の 保障 を考 へれば、 また 必然の 心现 として その子々 孫々 のこと を も 

^^ジへるでぁりませぅ。 子々 孫々 のこと を考 へる こと は、 その 生 マ W の 保！^ を與 へる ために、 私 は 儲けなければ なら 
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ない と考 へる でせ う" 誰も 自分の 生活に 對 して 保障 を與 へて くれる 者な く、 更に 私の 延長で ある 私の 子供、 その 

子々 J,^ 々の 生活 保障が 與 へられて ゐ ない 限り、 パンが 惠 まれて ゐな いこと を 知る 限りに おいて、 この 儲けようと 

する 欲.！ i-rr 飽くことを知らない この 欲望の 充足 は、 どうしても、 今日の 人類に： S 通の もので あらう と考 へます。 

私 はれ， - きで やって：：，^ る 小說の 原稿が、 私の生活を兎も角も保障して„.^|<れるのは不思議でならなぃのです。 とこ 

ろが： i, リこ. は、 .R 分 は 嫌 だとお も ひ 乍ら その 仕 辜に 從専 して 行かなければ. ならない 人が あります。 金を蓄 める た 

めに 嫌た 仕事 をして ゐる 人^が 多く あるので す。 私 は：； S に、 勞働は 個人の 能力に 應じ てな さなければ ならない と 

霄 ひました の は、 こ- -の とこです。 私の やうに. GI 分の 好きな 途に 入って その 好きな 小說を 書いて それが 金に なり 

私の 生活 を 鬼 も 角 も さして くれる のと 反對 に、 この 能力に 塵 じない、 嫌 だ，/, \ と いふ 仕事 を 一生 つ^けて 行か 

なければ ならない 世界 は、 何のた めで あるか。 諸 は、 それ は惠 まれて ゐ ない パンの ためで ある こと を考 へる こ 

とが 出來 るで ありませ う。 

ところが、 この 嫌 だくと おもって それ をつ ピ けて 行かなければ ならない 仕事 は、 私の みでなくて、 その子 

へのき t になっても 矢っ張り さう せねば ならない のです。 ならない やうに、 この 現實の 世界が 今の 儘に 櫃繚 して 

行く 限り、 致し方の ない 蔡實 として 觀 なければ ならない のであります。 さう して、 このい やなこと が 代. 綾く 

とん はの 能力 はどうな ると 云 ふこと に 者へ を 及ぼして みると、 まことに 塞 心すべ きもので あると おも ふので す 

ですから、 この 人類 全 體の嫌 だくと いふ 不. E 然な しごとの 繼續 は、 他の 一方が さう である やうに また 他の 一方 

の资 本家と 稱 へられる 者に しても、 おなじ やうに これ は 良い 生活で あると おもって 彼等の 今日の 生活 を 何等の 反 


,w もな く 輟：， s して 行って ゐ ると はお も はれない のであります。 彼等 は 彼等の 階級 11 同じ 资 本家と 競爭 をして ゐ 

るので す。 彼等 は 一 方に プ 口 レ タリ ャと いふ 他の^ 級と 爭ひ をつ ^けねば ならす、 又 その .1 方で は 同 階級の？ < ^と 

の^み 合 ひ を つ^けて 行かなければ ならない のです。 この 生^が どうして 良い 生活で あり 得 ませう。 彼等 ブル ジ 

ョ アジ ィの門 構へ は 立派です。 立派と いふより 嚴 めしく して ゐ ます。 そして 外界から 受ける いろんな もの- - 感じ 

や. 赌： ？」 を、 この 嚴 めしい 門で， ひ 止めよう として ゐ ます。 イギリスの 自. E 兢-印 經濟舉 の 一ぬ 现と倫 现舉の 利己主義 

が この：： M もち を. 级# きして ゐる ものであると られ ます。 ところで 资本 〔\A 階級 は 自分と 同 階級の 者が 一 人で も尠 

い 方が よいので すから、 勞働 階級から 新たに 頭 を 接げて 來る 者が あって、 それ 等が E! 分 達の 自. S 競 爭の闘 ひ を餘計 

凄じい ものにする こと を 嫌 ひ、 その 常然 の經路 として、 资 本家 は 少ぃ 方が よいから、 聯盟して 新しく 勃興しょう 

とする もの を gj へ 付けます。 そして 勞働者 を 彼等の 利潤の ためによ りょく 働か さうた めに は、 それに 最少 限度の 

生活 を させて おかう として、 链 かな 赏銀を 支拂 つてお かう とする のです。 賞 銀 を うんと 支拂 へば 彼等の 生活が 昂 

上して 行って、 、本 〔汆 を！.； 迫しょう とする から、 それで は 困る、 と 云って 餘り 非道 過ぎた 虐待 をす ると、 彼等 は へ 

と- (- になって しまって！ &嫩を さへ し 得ない やうになる、 さうな ると、 资 本家の 拷 取の 條 件が 缺 けて 行く ことに 

なる …； とすると どうなる のでせ うか？ —— そこで、 私 は 私 自 身の 内部 生命に 入って 行って 一 度 外界 を 見る ため 

に、 その. T 部から 外界 を 眺め、 そして 更に 內部を 振り返つ て兑 ると 私 は 私の 書かう とする 小說に 大きな 壁を發 

つぶや 

する のです。 これで はいけ ない。 これで はいけ ない。 私の 內 部の ものが 眩く のです。 

介 W 氏 は 「靜 思」 の 中で 曾って 居られます。 理想家で ある 含 田 氏 は、 二つの 方法 を說 かれる のです。 J つ は、 

彼の に訴 へて 自發 的に 敎 化の 路 にす &む、 もう 一 つ は 或る 權カを 使 川して 彼等 を歷制 的に 敎 化する と 云 ふのと 

二つです。 そしてな £ 氏 は 前の 愛に よって、 彼等の 愛に 訴へ てこの いけない もの を敎 化しなければ ならない と 首 
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つて il5 られ るので す。 

ところが 卽， la: 11 現資に ぴったりと 卽 して考 へて 見る と 人類 全般の 愛 を 働かして 見ようと する に は 私 はどうい 

ふ 熊 度 を 持って やったら い、 か、 ほんと に 首へ なくなる のです。 私 は 閑人 だからです。 

勞働者の贫しぃ^<;の屮には親子して勞働してゐる^がゐます。 兄：？ ij- 摘って 工場に 通って ゐる 家が あります。 そ 

して 子が 肺炎に でも 催った とします、 工場の 塵埃 を 吸った 爲め にか どうか、 その 直接 原因 は 一一 一一 n ひ當 てること が 出 

來な いとしても、 觅に角 工場に 通って ゐて 肺炎に 催った とします。 

五 

肺炎に 權 つた子 供 を， その 親 は 名. g に！ せたいで せう。 ぃ&^ 院に 入院 さして やりたい でせ う。 い. - 療養 地に 

子供 を やって、 其 處で氣 長に 擦 養 もさして やりたい でせ う。 しかし 彼等に とって 名醫は 案山子で あるので す。 い 

い 病院 は 地獄の 屮 から 兑るパ ラ ダイ ス であるの です。 適當な 療養 地 は ロビンソン • ク ー ルソ ー が 孤島から 遙 かに 

鄉に想 ひ を 寄せた 北ハの 心のお 様で あるので す。 それら 諸の 設備な ど は、 彼等に とって は 却ってう とましく ある 

が 故に 却って 賤の 種で あり 焦 だ、 しさの 種 である こと を 知る に 役立つ 外の 何もので もない のであります、 それ は 

別の 階級 —— 資本 { 氷に こそ もっとも 大事な もので あり、 また それらに 役立つ ものである だけな のです。 そのため 

に、 子供 は 死んで しま ふので す。. 直ぐ 近に 招けば 招かれる 名醫が IS り、 入れよう とすれば 入れる ことの 出來る 

^院が あるの を 他に 兑 ながら、 子供 は 死んで 行く のです。 この やうな 事實 が、 どれ だけ 多く あるか 知れない ので 

す。 人生から 见 ると Is- なる 一 っの^^^？-赏です。 しかし、 かうなら なければ ならない、 かうな つて 行く 事實を 直観す 

ちと， その 底に 何が あるか、 如： £ なる 5| 虐の ものが その 底に 潜んで ゐ るかと いふ こと を 知る のです。 實 におい 


て- 子供 を 捕へ て.： 氷て：，；： に 叩きつ けて 殺す と 何の 擇ぶ 所が あるで ありませ うか。 ：：： それさ へ も 私 は 一 一 一一 II ふ资 格の 

無 いおです。 けれども 私 は 人^です。 この： 止しくな いために 起って 來る 人生の icil^ 實に對 して、 人 §1 としての シ ョッ 

クを 咸ぉレ ます。 この 蔡箕を 1^ 觀 する ことの 出 來る资 本家が 本當に 愛に 燃える ことが 出來 るなら ば、 彼 は 自分の 所 

4?^ 愁を 捨て -Tt- のために、 それ こそ 麻の 衣 を 被って 跪いて その 所有 を 返さなければ ならな く 感じて さう する であ 

らうと 思 ひます けれど、 今の 察^で はそんな 人が 一人 や 二人 あると しても、 それ は 結局 他の 資本家に とられて し 

まって、 その 愛に 燃えた 一人 二人の ー；な本 家 は 5^ らに、 彼等の 膝下に 踏" 敷かれる に過ぎない こと は、 へぼ. リに 明. a 

であるの です， - さう した 资 本家 教 とは途 つて 勞慟 階-濃 の に 比 的 暖かい 愛の 脈打って ゐる こと は 誰も 認めて 

ゐる ことでありまして、 彼等に は 厳めしい 門 構へ がな く 式. W おのつ いた 玄關 がない のです。 お 客が あって、 足りな 

いものが 生じた 楊 合、 直ぐ 近所 隣から 夜具 や、 脏ゃ を^り て來 て^に 合すと 云った 風な fsil を H 常の 茶飯 赛 とし 

て 私 は兑 るので す。 ですから、 私達 ブル ジョァ 階級の 者に 說く ほど 彼等に 對 して 愛 をす- - めたり する 要はない 

のです。 资 さう なんです、 勞働？ は资 本家に 愛 を 働き かけて ゐ るので す" 子供が 死んでも、 彼等 は资 本家の^ 

へ 行って、 gS つて 默々 として 勞慟 をして ゐ るので す、 彼等 は 無知 かも 知れ ませぬ けれども、 その 無知なる が 故に 

彼等 は その子が 何のた めに 死んだ かとい ふことの 深いと ころ を 突き詰めて 见 すに、 それ を^も 述 命の 如くに 兑て 

默 つて ェ 55 に その 勞働 を資 りに 行く のです。 人類愛が 人類 全體の 美しい 生活 を のぞんで ゐる ものと したら 勞働階 

級の 人 ^ie! は、 资木 階^の あの 嚴 めしい 練 瓦堺 を破壞 しなければ ならない のです、 破壞 して この 障壁 を 突き破らな 

ければ 人類 t< が 人 須全體 に 及ぼす ロは來 ないで ありませ う，^ しかし 道舉者 は 云 ふので す.^ 彼等が^ しこの 辟.：： を 突 

き^^ったならば：决に彼等の乎は 一 度にどっと资本家に{1:って微く場八：；、 そこに 危險な ものが 生れる、 その 楊 合 を 

どうす る、 と 云 ふので す。 私 はお も ふのに、 勞 働お 階級 は それほど 愛の ない こと はない。 资本 { 糸が 長ギ か- r つて 
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苦しめた 様に、 彼等 は资 本家 を 苦しめようと はしない であらう。 彼等 は 制度 を 破壊したら 足りる の だ。 

愛 や 機 力 を 概念的に 考 へるならば いけない が、 卽 Si 的に 考 へたら、 卽實の 愛 を 愛し、 その 愛に よって 終始す る 

であらう、 そこまで 卽赏 的に 愛する に はどうしても 障壁 を 打ち破らなければ ならない ので ある。 さう おも ふので 

す。 それ だのに、 私 は 今 そのこと を 彼れ 是れ 一：； 一 门 ひ 得ない のです。 言 ふ资 格が 私 にないの です。 プ n レ タリ ャの官 

ひ 得ない や：： の 中に 私が 入って 行く ことが 出来るなら、 私 は 怖ろ しい もの を 害く ことが 出来る のです。 出来る とお 

も ふ の で す。 が 私はブ ルジョ アジ ィ です。 そのために ブル ジョ アジ ィに訴 へ る小說 しか 害け ない のです。 窨 けない 

のは殘 念で あるが、 致し方がない のです。 ブル ジョ アジ ィの私 は 我々 階級 を 否定的に 曾 ふ こ と は出來 すに ゐる の 

です。 n 本の 小說 をお 讀 みに なって 見て、 一 つの ものば かり 書いて ゐる ことにべ お 双-がお 付きに なり ませぬ か。 そ 

れは 突き 拔 けて ゐ ぬた めです。 私 は 小說を 害く とき 苦しむ その 突き 拔 けが 彼 § 寸 多くに も 出 來てゐ ないた めです。 

そこで 致し方な く、 自分の 小さい 個性 をし か 出し 得ない のです。 私小說 とい ふの など これです。 致し方な く其處 

に 行きつ かなければ ならない のです。 個性 尊重と いふ 內部的 生命の 屮に 入って 行かなければ なら なくなつ たので 

す。 ところが 一 つの 本 を 見る と 是れ ではい けない、 彼れ でもい けない とて 作者の 基調が 迷って ゐる ためにば らば 

ら になって ゐ るので す。 ばら ，（.- になって ゐ るから *  n;:^ れ でもい けない、 彼れ でもい けない、 となって 來 るので 

す。 

社會 奉仕と い ふ近德 はまこと に 結 構な ことで あると おも ひます が、 やりだしたら 受け手が なくなって 困る であ 

らうと おも ひます が、 ゆ r ん なが 裸 踊り をし なければ ならなくなる からです。 ところが 國家は 小舉讃 本から すっと 


社會 奉仕 を敎へ 込み、 そして 奉仕の 報酬 を 受けて はならない と敎へ 込む でお きながら、 三十 ハ +iit まと か 叫 卜 年 勤 

とか.：：： つて、 敎へ 込ます 道 4: の 先 牛； 達に 盃を やったり して ゐ ます。 こ \ に！：，：！^. CH 體のヂ レンマが あり 手品が あ 

り はせ ぬか、 とお も ふので す。 植民地が あり 资本 家が これに 眼 をつ け、 宜戰を させて 社會 奉仕に よって 人民 を 引 

き 出さう とし、 その；：， 5- に 廻って 甘い 汁 を 吸って ゐる 察！：： T 何とい ふこと でせ う。 このと きに 常って 私 は 何の 指針 

によって 進んだら い、 のか。 社會 奉仕 をす、 め、 その 報酬 を 貰って はいけ ない と 云 ふ！： 家。 そして 资 本家の を 

つけた 械民 地に 社會 奉仕で どんく 戰 地に 向けて 屮 3g する 多くの 民衆。 と考 へて くると 私 は 矢っ張り 自分. E 身の 

內 おに 游り人 一 まなければ ならなくなる のです。 そして 死です。 死 を 凝視す るので す。 祌經の 少しば かり 銳ぃ 人々 

は 我々 が 生きる 路 において どうかし なければ 生きられな いこと を 知り、 どうかして 自分の 生きて： S く路の っ^ 

である こと を のぞむ であり ませう。 (愛知縣立れ^: 1 高^ 女學 校に 於け る 演！^ 記) 

(1 九 二  二  ^十 no 
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道德 と遊理 


叩 今 司 含 者 力ら、 此處に 來て女 を 輕 蔑して £i をす ると 怒る 聽 衆が あるから と 仰^られました。 怒られる と大變 

ですから 成るべく 私 も 差 支へ ない 察 を 言 ひませ う。 ャ；^ 支へ ない 專， を 云 ふ 以上 は、 多少 差 障りの ある 專が ある だ 

らうと m 心 ひます が、 それ は 怒らないで 戴きたい のであります。 そこで 私の 今日の 演題 は 「道 德と 道理」 と 云 ふ 題 

にし ましたが、 これ も 私. n 身に もよ く 分らない 事です けれども、 自分の 考 へた 通り を 巾 上げて 昆 ます。 

私 は 人 i ^生めの  一 t ザ 與 深い 所に は 本能 11 私の 一一 一一 I： ふ 本能 は、 今迄 普通に 用 ひられて ゐる 本能と 云 ふ 意味と は逮 

ふので よく 人から さう 云 ふ 字 を 用 ひるの は 誤解の 因になる から、 何とか 他の 名前に したら まから うと 云 ふ 注意 

も爻 けました が、 色々 の 首 紫の 中 を 穿鑿して 見ても、 一 桥 私の 言 はう とする 意味に 適って 居る 言葉が それで ある 

ものです から その 肯 薬に 附帶 していろ- な 弊 寄が あるに も拘ら す、 其の 一一 一一 n 葉 を 今迄 使って 居た のであります。 

共の 本能と 云 ふ ものが、 人^の 生活の 一番 奥-: K に 働いて 居って、： g 局 人 が 新しい 牛； 活を 産み出して 行く 時には、 

やおで も 此の 奥深い 人^の 生命力と も 言 ふべき 所の、 本能の 働きから 來 るので、 共の 表面に 出來た 所の 道德 —— 

道と か、 習惯 とか 云 ふやうな もの は與 つて 居ない。 と 云 ふ 事 を、 私 は 始終 思って ゐる ものであります が、 今 rn の 

話 は 其の 本能 生活と 云 ふ 事に は觸れ すして、 それよりも 一段 保い 處 にある 生活、 私の 曾 薬で 申します と现 知的の 


生活で ございま すが、 共の 生お の範圍 内に 問題 を K つて 少し 話して 見たい と ひます。 

うなが 

^の 巾し ます 现 知的の 生 Jt^ と 云 ふの はどう 云 ふので あります かと 云 ふと、 私共が 此の 本能の 促しに 依って、 生 

活へ； a 上に ございます 所の 活動 を 致しました 時に、 共の 活動に は、 卽ち 生活の 經驗に は、 ，必 す 共の 後に 結杲が さ 

れ ます。 共の ひお を 私共が 反お.、 或は 經驗 から 出て 來た 所の 反省と 云 ふ 形で それ を 现 致します。 例へば 私が 歩 

いて 21" て：，；： に^いた。 躓いた 石と 云 ふ もの は 何で あるか、 どうして 共の 石に 腹く か、 北 ハの躧 いた 原 w をい ろ 

おす 比して 兌て、 さう して 足 を 高く 投げないで、 石の 出て ゐる所 を 歩けば 轉び、 或は 躓く と 云 ふこと を-?;' へました 

時に、 そこに 私共に は、 經驗に 依って 生す る 反 雀、 反， せの 結 2^ として 一 つの 智 if 一  つの 道 现と云 ふ ものが 出て 

J ります。 共の？ g 现と云 ふ もの は、 私共の 今後の 生活の 參考 として、 大變 役立つ もので はあります けれども、 价 

し 木 常を霄 ふと、 共の 道理と 云 ふ もの は、 吾々 の 生命の 本 體と首 ふこと は出來 ない。 生命の 本體 から 魔み 出され 

た 所の 一 つの 結^で あると 私 は 2 卜： ふ。 此の 道理、 或は 此の 智穀 が出來 まして、 さう して 此の 智聽に 依って、 私^3 

の行爲 を^々 に敕 A 现し まして、 さう して 共の 理の結 斯う 云 ふこと をす る 事 は蕃ぃ 事で ある、 樂 しい 蔡 であ 

る。 ^う 云 ふこと をす る ia^f は い 事で ある、 苦しい 事で あると 云 ふやうな ことから、 一 つの 約束が、 自分. E 身に 

出來る のみなら す、 自分と 他人との 相互 關 係の にも 成り立ちます。 それ を 逍德と 首 ふこと が出來 ると m4 ふので 

あります。 私共の 日 《おの 生活の 大部分 は、 此の 道理と、 道理に 依って 結 Ei- された 道 德と云 ふ ものに 依って 成り立 

つて ゐ ると 云 ふこと が出來 る。 殊に 現代の やうな、 本能 的 生活、 或 ひ は 創造的 生活が、 割合に 無視され て ゐる時 

代に 在って は、 私共の 生活 は、 道德と 道理に 支配され てゐる 部分が 非常に 多い。 それ だから^ 德と 道现が 何もの 

であるかと 云 ふこと を、 少 し檢 察し て 見る 必要が あ ると 思 ひます。 

道 5^ と 道理  四 二 九 
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それならば 私共の is ふ 所の 道 德とは 何であります かと 申します と、 前に も屮 す^に、 私共の 經， S に 依って 半： れ 

た 所の 逬が、 私共の 生活 を投 徘巷理 した 結 であって、 私共 相互の？ i に 在る 所の 一 つの 約束で ございます。 此の 

約束 を 以て、 私共 は，： ：！ 分 逵 の 生活 を 01= いて 行かう として 居る のであります。 それで 此の^ となる ものが 私共 自 

身の 生活 だけから 造り上げた ものである かと 云 ふと、 それ は 割合に 勢力が 弱い ものでありまして、 自分の 頼みに 

なリ ません けれども、 併し 私共の 爛 ii、 或は 私共の 眼に は、 私より 遙 かに 勝れた 偉い人が 居りまして、 私共が 聖 

人と か、 とか、 賢人と か、 先覺 とか 謂 ふ 人が 居りまして、 其の 人達が、 私共よりも 遙に (：问 い， 深い 生活 をし 

まして、 其の 生活から 私共が 一 つの 道德を 引き出す 事が 出來 る。 それ だから 此の 社會に 造られた 道徳と 云 ふ もの 

は、 ちつ ぼけな 私達 自身の 造り上げた ものであるの みならす、 私共より もっと 高い 標準 を 以て 生活 をして る 人 

人の 行 爲 から、 义 生活から， M み 出された 所の 一 つの 軌範が それに 加 はりまして、 私共が 普通 持って ゐる 所の 道德 

と 云 ふ ものが 出來 上って 居る。 それ だから 私共 は 此の 社會の 持って 居る 所の 道徳と 云 ふ も に、 割に 信賴を 以て 

坐活 して ゆく。 义 同時に 私共 は道现 と： -ムふ もの を つて 居る。 而 して 道 德の方 は、 成るべく S 定な形 を 以て、 動 

かないの を 化い とする。 其の 道德が 始終 變 つて 仕舞った ので は 殆ど 德に はならない。 共の 道 德が问 おして ゆく 

と： ム ふこと が、 道 德のー つの 大切なる 條件 でございますが、 吾々 の もって ゐる 所の 道理と 云 ふ もの は， 道德 程の 

両{ 几 性 を もって 居りません。 道现は 時に 變っ たものに なる。 さう して 寧ろ それが いろ- (\變 つた 方が いと 云 ふ 

やうな こと もないで はない。 例へば 此の頃 大變 流行す る 事で、 私共 は 共の 內容は 知らないが、 アイ ンシ ユタ イン 

と 一. ムふ舉 者が 出て 來 まして、 共の 人 は 一一 ュ. 'トンの 作った 所の 引力の 法刖を 根柢 的に へして、 凡ての { 千 窗の物 


質 見 象 は、 挹對 性と 云 ふ もの は 全く 持って 居ないで、 相對 的の ものであると 云 ふ 一 つの 道理 を發兑 したと 云 ふ。 

そし _ ま 人の 生^ を惡 るく する よりも 善くす る譯 である。 少なくとも 人の 生活の 面目 を 新たに すると 云 ふ效が ある 

やうに 思 ふ。 或る 道德が 破れる と 云 ふこと は、 社會 全般から、 可な り 多くの 不安 を もって 見られる と 云 ふこと に 

なる。 私の 父母と： ム ふやうな 時代の 人々 の 道德的 生活 を 見ます と、 g 分の 仕へ た 所の^ 公に 對 して は、 生命 を 賭 

して 忠義 を識 さなければ ならぬ。 一つの 私議 を も 許さない。 理窟 や 道理 を もって それ を考 へて 見る 事 を 許さな 

い。 し 私共の 時代に なると、 そんなに？ ゆ 純に、 それに 1 つた 生活 は出來 ない。 それ は 道理 を もって、 rai- して さ 

うだらう か、 ど うだらう かと 云 ふこと を、 一遍 檢 察して：：： ルる 必要 を感 する。 それ 程 道理と 云 ふ 方は變 つて 来ます 

が、 造 德と云 ふ もの は 成るべく 變ら せまいと 云 ふやうな 傾向 を を 持って 居る。 

ミ 

そこで SI 德と云 ふ もの は、 全體 的に官 ふと、 是れは 年を取った 古い 時代に 屬 すると 稱 せられる 人々 の隱れ 家に 

たり 3^ い。 それから 道理と 云 ふ 方 は、 新しい、 これから 芽 を 出して 行かう と 云 ふ 人々 の 武器と して 役立つ と 云 ふ 

を 寺ち.：^ い。 それで 人 11 の 生活が 生き/ \ として、 日に く 新たに なり 行く と 云 ふやうな 生活であります と、 

と 云 ふ も の は 始終 道现に 依つ て されて ゆく。 さう して 道德と 道理との 距離が 非常に 近く、 若しくは 密^し 

て ゆく ことが 出來 ます。 人の生活が^-.^巾て來て、 働く 力が 弱く なれば なる 道德 と道现 との 懸隔が^ しくな 

つて 來る。 ！ S 代が 矢張り 同じ ことで、 時代が 或る 一 つの 新しい 目的 を： つけまして、 其の 新しい 目的に 向って、 

n 分が 生きる 力 を 十分に 感じて 進んで 行く 時には、 道德と 道理との 關 係が 非 4$ に 近う ございま すが、 世紀い-とで 

も. ぶ ひます か、 時代が もう 行き 詰って 仕舞って、 何とか 方向が 變ら なければ 行き詰りの どん底で、 憐れな 社會狀 
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態になる と、 道德と 道理との 距離が 非常に 隔たる。 不幸に して 11 或は 幸 福 にして かも 知れません が、 今の 社會 

生活、 私共の 生活に 於て は、 此の 道德 と^ 现 との 差が 非常に ひどくな つて ゐる。 德川 時代なら 德川 時代と 云 ふや 

うな 時代が 定まって、 一 つの 社會 生活が ちゃんと 定まって、 一 つの 武士の 家が あって、 自 分 C した 事 を 子供に 俾 

へる。 子供 も 一 つの 誇り を 以て 傳 へられた る 所の 武士の {啾 柄 を 守る と 云 ふやうな 時代に 於て は、 北ハの 親父と 子供 

との^の、 道德と 道理との 差 は 少ない。 併しながら 現今の やうに、 親が これが 道德 だと 感じて ゐる蔡 でも、 北ハの 

子供から $迫1 一 を もって 推して 見る と、 必す しも： 止しく 感ぜられない。 卽ち 親が させようと S つた 蔡を、 子供が 北ハの 

俊す る 事が 出來 ない。 逬理 から 一 K つて 出来ない と 云 ふやうな 時代が 來て 見る と、 道德と 道理の 差が 非常に 强 くな 

る。 此の 場./ な g 德と云 ふ もの を、 何虚 まで も 押し通させて、 さう して 道现が 敗け て 引っ込む 可き であるか、 或は 

S 一理 を何處 まで も 押し立て \、 道徳 を 立て- - ゆく 可き であるかと 云 ふ 事が、 私共の 眼の 前 に與 へられた 所の 大き 

な il 题 であると 思 ふ。 此の 题の爲 めに 苦しんで 居られる 方 は， 此處に 決して 少なく はあります まいし、 叉 私自 

^北 (の^ 题に對 して 苦しむ ことが 殊に ある。 殊に 女の 方と 云 ふ もの は、 道理と 云 ふこと に 就て 何だか 一種の！^:: ル 

を もってい らっしゃ るの ぢ やない かと 思 ふ。 女の^に 理窟 立て をして 女らしくない とか、 生 意：： M だと か、 女と 云 

ふ もの はもつ と OT: に： S のない、 美く しい 情と 云 ふやうな もので 萬 事 を やって 行く。 そこに 本當の 女らし さが あると 

云 ふやうな、 一 の 茫然と した 概念が、 何となく 女の 牛つ おの 中に 働いて 居 やしない かと 思 ふ。 E^-でぁれ、 女で あ 

れ， 理知の 世界に あって は 、近 现と云 ふ ものが 非常に 强く 働かねば ならぬ" さう して 其の 道 现と云 ふ ものが、 道德 

に對 して 始終 HI 附役 をして 居りまして， 如何に 聖人^ 子の 作り 上け た 道徳で あっても、 其の 道徳の 内容が、 其の 

造现 から 兑 てお ー睐な ものであった ならば- 其の 道德の 方 を 打ち 壞 して、 新しい 道德を 作る と 云 ふ 方に 行かな かつ 

たなら ば、 私共の 生活 は 決して 向上し、 進歩して く 事 は出來 ない と 思 ふ。 


或る 靑年 の 戀 

大 3 に现窟 ばい is;- を.^ しました けれども *今 度 はすつ とく だけて、 私共の 身近に 起った 例 を 一 一 一 巾し 上げます。 

但し 此の 例 は餘り 私の 身近に 起った 例であります から、 そんな 蔡を お前が 商資 にして 居るならば、 取り上げるな 

らば， 私 もお 前にさせる と 云 ふやうな 方が、 一 5!： 一  出て 來 ると 非常に 困ります。 さう 云 ふこと は 共の 時^り 二度と 

したくな いから、 どうぞ それ は 豫め御 記憶 を 願 ひます。 

二 

私の 知って ：}5 る靑 年が あって、 其の 靑 年が 一 人の 或る 奥さん を 姉の 如く 思って 居った のです が、 北 ハの 奥さんに 對- 

して 3^ を咸 6 する に 至った。 奥さんの 方が 年上な のです。 其の 奥さん も 非常に 心に 染まない 結婚 をした 人な ので、 

n 分の^ 婚 生活に 於て 或る 不滿を 始終 感じて 居た のです。 所が 其の 靑 年に 遇って いろく： ^：! をして、 思想 的に 非 

に 共， 町. - する 所の あるの を兑出 だして、 さう して^の 如く 思って 居った。 若し 靑 年が 單に 姉の 如くに S 心って W れ 

ば、 それで 何にもなかった のです けれども、 それが 遂に 昂 じて 戀と云 ふやうな 形 を 執る やうに なった。 ^！^ハゃには 

さう 云 ふ； M 持が 非常に 動き 出して、 其の 靑年は 非常に 苦しんだ。 苦しんだ に 就いて 奥さん は 益， - 同情した。 

をす るに つけても、 戀と 云ふ氣 持が どうしてもぐ らっかざる を^ない。 奥さん は 自分のお として 愛する けれども、 

竹： ハの に 非 $5 な 苦しみ を 感じた。 其の 青年 は 非常につ、 まし やかな W 年で ありまし たから、 さう 云 ふ；， を 露程 


•J^ 岛武. 郎仝^  ^七卷  四 三 四 

も 顔に 現 はす やうな 事 はしなかった のです けれども、 奥さんが 病氣 になって、 さう して 病 氣の爲 めに 夫と 共に 都 

會 から E 舍に 行って、 淋しい 生活 をして ゐる 時に、 靑年は 非常に 淋しい 氣持 になった 事が あって、 此ハの ml 舍に行 

つて、 其の 家に 泊った。 さう して 夫の 人が 他所に 出て 居る 11 に、 其の 靑年は 長く 仕舞って 置いた 本 當の氣 持 を、 

うっかり 口 を」 J らして 打ち明けて 仕舞った。 其の 時 奥さん は 確かに 靑 年に 對 して 好意 を もって ゐ たと 云 ふ 15^ を 言 

つたので す。 言った けれども、 併しながら 私 は 三人の 子供の ある 此の 家庭、 夫と 共に 長く 住んだ 此の 家庭 を 破る 

と 云 ふこと は、 s 分 はどうしても 出来ない。 それ故に 私 は何處 まで も あなた を 弟と 思 ふ。 あなたが 家へ 歸 つたな 

らば、 これ を 兌て 下さいと 言って 聖害 を與 へた。 北 ハの何 章 かの 處に T 今 は 互に 相 見る 事が 出來 ない けれども、 纏 

てキ： の u が來 たなら ば、 卽ち北 ハの 人達が 死んで、 さう して： 大國に 行ったならば、 相 見る 事が 出來る だら う。 共の 

日 迄お 前 達 は 忍んで、 さう して 待たなければ ならぬ」 と 云 ふやうな 文句が 書いて ある。 其の if: 書の 一節 を 示し 

て、 これ を兑て あなた はよ く考 へて-: fK れと、 靑 年と 別れた。 靑年は 家へ 歸 りまして 非常に 苦しんで、 其の 話 を 私の 

所に 來て 話した。 北 ハ虚に 道理と 道德の (サ ひが 奥さんの 方に 起って 居る と 思 ふ，^ 此の世の 中が 定めた 所の 道德に 依る 

ならば、 既に 夫 31 となり、 子供の ある 柄であって、 他の 男に 氣持を 移す と 云 ふこと は、 旣に 間違った 事で ある 

のです が、 事實 として 移して しまった のです。 それ はどうす る 事 も出來 ない。 併しながら 自分の 長い II の 夫との 

生活、 或は 子供との 生活 を へて 兒 ると、 自分が 今 其 處を拔 け 出して、 さう しても つと 新しい 生活に 入る と 云 ふ 

事 は 到底 忍びない 一 a!^ だから、 此の 分の 信じて 居る 所の 神の 一 百薬に 從 つて、 未来に 於て 其の 希望 を滿 たさう と 云 

ふ 事 を、 奥さん は考 へて 居られる のです。 


共の 靑年 は、 それが 非常に 道德 的な 事と 思って 私に 吿 げた" 冷靜に 物を考 へて、 女に は 珍ら しい 道理に 適った 

えら 

事 を (一 n ふ 偉い 奥さん だと 云 ふ 威に、 共の 靑年は 取って 居る。 私 はさう 首った。 それ は 少しも 道现に 適って 居な 

い。 道 的で あると 云 ふ 市せ は fB へる かも 知れない が、 道理に は 適って 居ない。 私 は 共の 奥さんの 心 持 や 言った こ 

と は、 十分 现解 する 一?!:- も 出來、 考 へる 事 も、 同情す る 事 も出來 る。 さう して 奥さんの 爲 めに淚 を感 する 事す ら出來 

る。 併しながら^ 现 にかな つた 行 ひと 云 ふこと は、 どうしても 曾 ふ 事が 出來 ない と 私 は m 心 ふ。 何故 だ。 第一、 其 

の， おさんが さう 云 ふ 風に 聖害 を靑 年に 示して ゐ ながら、 靑ハ 牛に 自分に は それだけの 戀の氣 持が あると 云 ふこと を 

一： 小して 居ながら、 何故 これ 迄の 生活 を績 ける か。 奥さんの 心の中に は、 夫 以外の 戀人 があって、 さう して 北 ハの夫 

に は 一言 も 云 はない。 夫に は 打ち明けられない。 さう して さう 云 ふ 家庭 を續 ける 以上、 何等 愛の ない 所に 子供が 

れる。 愛の ない 所に 生れて 來た 子供 は、 何と 云 ふ 不幸な 境遇に 在る か。 さう して 其の 奥さんの：； S 持の 中には、 

此の世の 中で はどうす る 事 も出來 ない けれども、 先の世に 行って 靑 年に 遇 ふと 云 ふ 希望 を もって 居た とすれば 、其 

の 恐ろしい 媒 叛心と 云 ふ もの は、 共の 家庭に 對 して どの位 害毒で あるか。 若し 道理で 考 へて ゆくならば、 其の 奥 

さんに 木 常に 道理 を 見る 所の 氣持 があった ならば、 迚も さう 云 ふ 程度の ごまかし では、 共の 場 は ごまかし 切れな 

い 幕と m 心 ふ。 道理と 云 ふ もの はさう 云 ふ もの だと 思 ふ。 併しながら 多くの場合に は、 所謂 在り 來 りの 道理 を、 北ハ 

の a- 川 心 堅！： に 行った 人 は 道理が 分った 人と、 斯う 云 ふ 風に 4 一：： はれる 傾きが あり はし， ないか。 若し 其の 奧 さんが 

木當に 道理に 從 つて 動くならば、 今の 動き 方と 違った 動き 方が あるべき 害で ある。 奥さんが 其處に 止まって 0;^ る 

と：. ム ふこと を、：^ して 無理と は 思 はない。 私が さう 云 ふ 境遇に あったならば、 私 もさう 云 ふこと になって 居る かも 

知れない。 それ は 人 の 弱味で あると して 許す 事が 出來 る。 けれども 人間の 道理と して は 許す 事が 出來 ない と 思 

ふ。 

逍 と逍现  四 n 一  五 
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道理に 活 きた 婦人 

もう 一つの 例 は、 私の 所に 一人の 女の人が 轉げ 込んで 來 ました。 共の 女の 方 は 小さな 一つの 包み を 持って来 

た。 さう していき なり 「どうぞ 私 を かくまって SK れ」 と 云 ふ 話です。 私 はそんな 經驗は 生れて 始めて だからち よ 

つと 驚いた。 それから いろく 話 を 聞いて 兑 ると、 其の 51 人に は 愛人が あるので、 北ハの 愛人と 結婚す る 事が 出來 

ない 爲 めに、 0 分 は 方々 逃げ 廻って、 丸 州から 北海道 迄 逃げ、. 北海道から 鬼 京迄來 た。 話が 少し 長い けれども、 

私の 所に 轉 がり 込んだ 譯も あるので あります。 . 

共の； i 人 は iBB: 小の 或る 高等 敎育を 授ける 女擧 校に 居た 人な ので、 其の 人に 一人の 親しい友達 があった。 又 共の 

友達に 兄さんが あった。 兄さんと 友達と は 非常に 親しい 兄妹で、 日記 を 互に： せ 合 ふと 云 ふやう に 仲が よかつ 

た。 北ハの 兄さんの 日記が 友達の 所に 來てゐ た 時に、 其の 友達から 其の 兄さんの 日 記 を、 其の 婦人が 許し を 受けて 

た。 人 は 其の 日記に 依って、 兄さんと 云 ふ 人が どの位 偉い人 だかと 云 ふこと を、 其の 友達と 話した のが 図で、 

共の 妹さん を 通じて 婦人と 兄さんとの 問に 手紙の やりとりが 始まった のです。 共の やりとりの 結 mio 一人の 問に 非 

常に 深い 愛が 生じた 譯 である。 所が 其の 婦人の 家 磨 は 九州の 或る 大きな 物持ちで、 代々 の冢 柄で、 其處の 村で は 

丁 鹿 其の 村の 道徳の 御 本尊 E たやうな 譯で、 共の 家です る 事 は 正しい 事 だ、 北ハの 家で は 代々 金 も 持って 1^5 るし、 


人 J も 立-ほで， 世の中の 道に 一 つも 外づれ ない 人が 代々 出る ので 有名な 〔豕抦 である。 其の： g 人のお 父さん も， 其 

の 家柄と いふ Is^ が，：：： 分の 小さい 時から 頭に 染み込んで ゐて、 くも 其の 家柄に .3 を附 けまい と 云 ふこと に、 日 も 

亦：： えらない と 云 ふやうな 人で ある。 個人的に は 素^な 心 を 持った、 ^直な、 誠に 菩ぃ 人で ある。 共のお 母さんと 

云 ふ 人に は 私 は 逢った こと はない が、 ヒス テリ， '兑 たやうな 所 も ある やう だけれ ども、 これ も 正義と 云 ふ觀 念に 

て は 夫に を 取らない。 さう して 其のお 父さん は 自分の 子供の 敎 育に は、 或る 於て は 非常に 现解を も 

つい-人で、 c 供が； U 休みに つて 來 ると、 お母さん は 棗 所の 手 傳ひを させたり， 針 仕 一 を させたり しょうと する。 

さう すると- さう 云 ふこと はお 父さんが 止めさせて、 お前 は 今の 屮は舉 問 を 一生 懸. へ 叩に しなければ ならぬ。 針 ルー 

事と か， の蔡 など は、 家」 鮭に 入れば 覺 える 寧 だ" 她强 しろと 云って、 本を讀 んだリ 書かせた. リ する 事 ぞ 何よ 

りの 樂 しみに して 居る と 云 ふやうな、 殊勝な 心 懸け を 持った お父さん なのです。 唯一 つ 困った こと は、 家 代々 の 

竹 1 德 です。 それで 私の 所に 米た SS 人 は、 卒業して から：； ¥ に^って、^ の 人と 會っ たか 舎 はない か 知らないが、 二人 

が 夫 S になら うと 云 ふ 氣持は 堅く 給 ばれて 居った。 所が 人が！： に歸 ると もな く 結婚 問題が 出た。 併し 自分に 

は旣に 許した 人が あるから、 他の wf- と 結婚し ようと 云 ふ氣持 はない。 そこで 一 番 苦しい 苦肉の策 として、 m?- の.： M の 

方から 結婚 を 申し込んで 貰った のです。 架して 男の 方は大 びで：： ャ速 巾し 込んだ 處が、 はね 附 けられて 仕舞った。 

wf- つ 方 こ. H^if かの 傷が あるの かと 思ったら、 さう ではなく して、 共の のお 父さんと 云 ふの は小樂 校の 校 r 入な の 

です。 ii り"，！^ 柄が 違 ふと 云 ふ i ではね 附 けられた。 家柄 を 大切に する 所に 於て は、 家柄が 何よりも 大切な 事で、 

小 や」； 伏の 咬！^ と 云 ふ點で 一 も 二 もな く はね 附 けられた J それから その 理 山の 外に、 もう 一 つ 非常によ い 巾し 出が 4^ 

人の 方に 來て 25 る" それ はお 京に 住んで Dl^ る 或る 金 持で 遠い 親類に 當 つて 居って、 媒介 をす る 人達が^ 親類です 

そこ どの 親類 も あのお 姙 さんなら 中し 分がない とい ふ、 結 楊な 三國ー のお 婿さん が 現 はれて 居る。 旣に^ 納迄 
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來て、 殆んど 約束が 言 はざる 屮に 成り立って ゐ たのです。 ^人の 家で は 頻りに それ を勸 める けれども どうしても 

それに 從ふ事 は出來 ないから、 あらん 限りの 力 を 以て それ を 防いだ のです。 北 (の 嫁 人の 方 も、 所謂 高等の 舉校を 

出た の だから、 大いに 现笳を 述べて、 ベら くと やった のかと 思 ふと、 さう でない。 隨分穩 かに、 いろ， /(- な 事 

情で どうで も 結婚が 出来ない から、 一年 問 延ばして 吳れと 云った けれども， ^^京では頻りに迫って來るので、 其 

の SI 人 は 非常に 苦しい 立場に 立った。 お母さんと 云 ふ 人 は、 ヒス テリ ー が昂 じまして、 打擲と 迄 は ゆかない が、 

自分の 一人の 子供が、 大切な 親の 云 ふ 事 を 聞かない、 さう 云 ふ 子供が 居る 事 は 親類に 對 して 合せる 顔がない と、 

或る時 は 舌 を 喷んで 死なう と 迄した のです。  • 

大抵の 女の人なら 共處 で道德 家に なった ビ らうと 思 ふ。 併し 其の 女 は 遂に 道德 家に はならなかった。 遂に 欺う 

して 居ったならば、 唯 徒らに 親逑を 苦しめる ばかりで、 分 分 も 亦 苦しまなければ ならぬ、 と 云 ふので 家 を拔け 出し 

て、 愛人の 所に 走った のです。 兩方 とも {豕 は. 州です。 そこで 少し 男の 方の 惡 口になる が、 男の 方 は 共の 女 程 道 

理と云 ふこと が 明るくなかった か、 共の 婦人が 來 たので 大分 躊路 したので す。 其の 婦人の 氣 勢が 餘 りに 强 いので、 

さう むきに 辜 を やっても 仕方がないだ らう、 先づ 一遍 歸 つて、 もう 一遍 何とか 方策 を 廻ら さう と 言った。 併し も 

ぅ旣 にあらん 限りの 事 を やった ので * 其處に 道理と 道德 との 調和 を 兌 出 ださう としたと ころで、 迚も 出来ない と 

云 ふこと を 知り 拔 いて ゐ るので すが、 其の 男の 首 葉に 從 はう かとして 居る 所へ 追手が か \ つ たもので すから、 置 

芋 紙 をして Ef- にも 知らせす に、 5;- の 友達が 北海道に 居る ので、 小さな 荷物 を 一 つ 抱-へて 北海道へ 行った のです。 

さう して 札 幌にゐ る 男の 友達の 家に 轉げ 込んだ。 お父さんと 叔父さん は 九州から 後 を 追つ かけて 來 たので、 共の 


友 建が 靑 年な ものです から、 迚も 考へ あぐねて、 どうす る 事 も出來 ない ので、 或る 宣教， 師の 家に 賴ん だ。 所が 宣 

敎^ も 恐くな つて、 山の 奥に 在る 百姓の 家、 屋根に 雪の 接んで ゐる 中に —— 曾て 住まっても 兑 たことの ない 百姓の 

家に 预 けた。 共處で どうか 斯う かやって！ S る 中に、 親父さん と 叔父さんが やって 來て、 其の 友達 をい びる のです。 

友 逮 も 仕方がな いから， {a 敎師の 所に やった と 云 ふこと を 白 狀 した。 今度 は宜敎 師 が いびられる 番 になって、 宣敎 

^もとう く. 01 狀 して 仕舞った。 そこで 或る 雪の ひどく 降る ：11 に- 親父さん と 叔父さん とが 共處に f;^ り 込んで 娘 

さん を ふん づ かま へた。 其の 時のお 父さん は資 にやさし い、 自分 はどう かお 前の 爲 めに 道 を 開いて やりたい、 兎に 

« ^九州 迄 つて „1  犬れ、 お母さん は病氣 になって もうお is の 事ば かり 言ひ暮 して 居る。 兎に角 歸 つて 吳れと 云 ふの 

で、 お さん も 流石に 心が 碎 けまして、 共に！： に歸 らうと して 京迄來 たのです。 所が _s ^京に 來る 迄の に 自分 

は 少しも G 出が 許されて ない。 便所に 立つ ので も、 ぐ 廊下の 傍に 誰か^ 附 いて 来る。 これで は 九州に 歸 つても • 

所；^:^ じ isl^ij 繰り返す に過ぎないと 云 ふので、 そこで 風呂場に 行く 時に、 誰も 見て 居る 人がなかった の を 機. 5" 

に、 一つの 小つ ぼけな ^呂 敷 包み を 持って、 とう/ \ 私の 所に 來た。 

私の 所に どうして 飛び込んで 來 たかと 云へば、 私が 竹て 英語の 敎師を やって 居った 時に、 共の 愛人なる 人 を s: 

へた が ある- さう. おふ關 係で 私の 所に 飛び込んで 來 たのです が、 s:!^ 私 も 恐くな つた。 私の 家に S くと 云 ふこ 

と は， 私が 獨身： „i< ； でも あるし、 恐ろしくなりまして、 友 fj に賓 家が あるから • 養子です けれども 北ハの 家に んで 

かくまって 仕舞った のです。 鬼 京に 來て 逃げられ るの は、 愛人が もと 關係 のあった 有. 邊だ らうと 云 ふので、 お 

父さんと 叔： 义 さんが やって 來られ た。 私 は 詰り 談判の 衝に 《：s る 辜に なって 譃を 吐きました。 私の 所に 娘さん は， 

ic- と ^  四： 二 九 
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かに 來られ ましたが、 又 何^ ぞへ 行かれ ましたと 言った。 所が 親父さん は、 私共 はま は 二 虎 も 逃げられて、 に 

不幸な もので、 w つて ゐ るので すから、 どうかお 察し 下す つて 行った 先 を 知らして くれと： ム ふので す。 私 はお h 嫉 

さん は 確かにい らっしゃい ましたが、 ちょっと 友 建に 川が あると 云って 出て ゆかれた きり、 何虚へ 行った か 分り 

ません と譃 をつ きました。 いろ^-の； をお 父さんに 問いて 兑 ると、 誠に i: 尤もの 蔡 なのです。 旣に 約束の 出來 

た， ：！； うの 人 は. S に 立派な 人です。 若し共の婦人にさぅ.：ムふ滅な戀愛^^|-件がなかったならば、 其の 婦人が 行って ii 

へ て も實に 結構な 人 だと 私 も 思った。 さう して 親類 全 體が承 tif を與 へて ゐる。 それ だのに 自分が 娘 を 動かす が 

出來 ないならば、 誰に 合 はす 顔 もない。 元來 男と 女が 上. おの 許可 を^す して 乎 紙 を 交したり 何 かする と 云 ふこと 

は、 赏に 怪しからん ^.》 ぢ やない か。 それ は旣に 野合と 云 ふ ものである。 これ は 全く 出 來合ひ 夫婦、 野合の 夫婦と 

云 ふより 仕方がない。 將來此 の 家^に 子供が 生れて 其 の 子供が 舉校 に 行って、 教育勅語 の 夫婦 相 和す と 云 ふやう 

な 首 を 間いて、 夫 51 相 和す と 云 ふの はどう 云 ふこと かと 母親に 聞いた 時、 野合の 夫婦なる 2^ 親 は 何と 云って 答 

へる か、 答へ る は 出來な いぢ やない かとお 父さん は 私に 質 叫され るので す。 私 もさうな ると 負けて ゐ たくない 

もの だから、 それ はさう かも 知れない けれども、 それならば あなたが、 これなら ば いと 思 ふや：^ にお やりに なつ 

たと 假 りに しませう、 所が 其の あなたのお 孃 さんが 旣に 愛して 居る 人が あるのに、 其の 嫌って 居る 〈¥ に 行かれた 

としたら、 共の 夫；！ t は 本當に 平和な こだ はりの ない 夫婦で 居る ことが 出來 ませう か。 お子さんが 出來 て、 共のお 

乎さん が舉 校で 夫 51 相 和し と 云 ふこと を ii いて 來て、 家に つてお 母さんに 夫婦 相 和し と は 何です かと 云って 質 

したら、 ぉ2:^さんは£^して答へられるでせぅか。 これ は 話が 五分々々 でせ う。 私の 考へ では 形式的の 夫婦に な 

つて 居る より、 寧ろ 精神的に、 本 當に相 和して 居る 所の 者が 夫婦に なると 云 ふこと が、 どうしても 正しい と 思 は 

れる。 殊にお 娘さんのお 考へを 聞いて 昆 ると、 さう 云 ふやう に考 へられる。 どうぞ 若しお 會ひ になったら、 何と 


あきら 

がなる やうに お 願 ひしたい と 云って、； f^i は それ 切りで、 お父さん も 「私の 娘 は 死んだ ものと 思って！： 念め ませう」 

と、 淚を 流して 行かれた。 私 もお 父さんの 方の いろくの！ 3^:^ を 想 すると 實際 ぉ氣の 毒と 思って、 お父さん を 

^り 出した。 

五 

じ、 C 後ルの 女の 方は番 一家の.： に 居り ましたが、 其の 畫 〔糸と 云 ふの は、 最近 細^ を 失った 人で、 共の 女の人の 氣 

.#-4^".,:: に 引き付けられまして、 一寸 戀に 似た 心 持 を 起した けれども、 女の人の 螯{\# に對 する 態度 や^ 持が 寳に 

立派だった。 其の後 私 は其處 に顿ん で^いて、 京都に 行って ii^ 屋にゐ た 所が、 又其處 に轉げ 込んで 來た。 例の 小 

さ vijv,^ 一  つ 寺って やって 來た。 其の 前にもう 溪. - 結婚したら どうです かと 勸 めて 見ました。 何しろ の 方 は 流 

？：^ して s-.^ から 范洲 の^ 迄 行って 居る 。兩 方で 淋しい 生沾 をして ゐ るより は、 寧ろつ \ ましく 一  絡に やったら どう 

かと S. めた けれども、 私 は 女と して どうか かう か 食へ ない 事 はない が、 自分 は 夫が 何 かき まった 職業が 出來 て、 こ 

^ならば 大丈夫 だと 云 ふ 時に 行って 働きます。 飽く迄も 出來る だけ 勉強 させたい からと 云って 閱 かなかった。 虚が 

突然 京都に やって 來た。 どうした のかと 聞く と、 自分の 夫が 中 々問いて 犬れ ない。 早く 一  絡に なって 仕舞 ひたい 

と 頻りに-; 一一：： つて 來 ますから、 私 も ゆく 事に 決心 致しました。 「へ ー 滿洲 まで 一 人で ゆく のです か」、 「滿洲 位 M です 

か、 ； 人で 行きます。 滿洲に 直接 ゆく 船 はない から、 朝鮮 は危 いけれ ども 朝鮮 を 通って 大述に 出る。 一人で ゆき 

ます」 と 云 ふ譯 です。 さう してち つぼけ な 風呂敷 包 一つで 洋伞も 持たない。 まるで 隣り にで も 行く やうな 風で 

す。 愤中にはーー；十圆そこ/\持って11^^る。 たった 一人の 年！ の 女が 風呂敷 包 一 つ 持って 滿洲へ ゆく と. -ム つて 出て 

來た。 私 は その ぐ啾に 驚いた。 其の 晚 はま ァ 京都 見物 を さして、 私 は 洋傘 を 買って あげて、 それから 少し 旅お を 足 

逍 德 と 理  四 四 一 


有 鳥武郞 <.i 第 笫セ卷  二 

して、 鬼に 角 あやしい と 思った けれども 一人で 出した。 とうく 一人で 行つ ちまった。 さう して 其の 婦人 は 父母 

の {sil と は 永遠に 別れた。 其の 家庭に は 妹さんが ゐ るが、 實 家と は 交涉は 全くない C 全く 淋しい。 それから € 州 

から 朝 Si の ある 田舍へ 移って 生活して 居る。 小さな 官吏 を やって、 どうかして 金 を 溜めて 自分の 腕で やらう とし 

て 居る 中に、 姙娠 した。 そこで ま ァ金を 溜めて 一つの 小さい， ：！^ を 造って、 オンド ルを附 けたら、 共の オン ドル を 一 

番 初めに 焚いた 口 に 火 が 出て { 豕中燒 けて 仕舞った。 共の.^ へ 事の 時には、 人 は懷姙 して ゐる 身體を 以て、 夫が 

平常 これ は 大切な もの だと 始終 fB つて 居った 書類 だけ を 取り出して 立ち退い たが、 其の 乂！ 一三：：： 過ぎる と、 今度 は 

夬が il チブスに 催って 入院し なければ ならぬ 事に なって： y 舞った。 そこで 婦人 は 一生懸命に 看： 射 をして、 遂に 夫 

の^^：^命を恢復させ、 さう して 自分 は 玉の やうな 大變に 丈夫な 兒 をお 産した。 斯う 云 ふ 風に 次ぎく に 起る 不幸に 

. 遭って 居ながら、 此の 人 は實に 愉快な 氣 持で、 今日 迄 大切な 親 や 妹から 離れて やって 居る。 私共に は 北 ハの後 詳し 

い 乎 紙 を吳れ たが、 未だ 曾って いぢけ た、 言 譯 染みた、 心苦しい 所の 感じ を 受けた 事がない。 始，； ぬ 新しい 希望に 

燃えて、 此の 生活苦の 中から 何物 か を 生み出さ うと 云ふ氣 持が 現 はれて 居る やうな 手紙 を 受け取って るので あ 

六 

それで 私が 最も 其の 人に 感心す る 事 は、 自分の 處置を 非常に 能く 理解して 居る 事で ある。 自分 は 自分のお 父 さ 

んゃ お母さんが 苦心して 居る I - あの人 達 は あの人 達の 時代に 於て；： g 上の やり方 をして 居る もの だら うと： H 心 ふ。 

あの人 逮の 愛情と 云 ふ もの は、 私 を 1 番幸 幅な ところに 置いて 吳れ ようとした けだと 云 ふこと を 頭から 忘れる 

が出來 ない。 どうかして 機會が あれば 謝罪して 父母 を 喜ばせたい。 併しながら 自分の 道理が 曲げられる は そ 


れを する ial- は出來 ない と、 共の が 判然とつ いて ゐる。 私の 處に は戀愛 事件 を もった 色々 の 人が、 ちょい. /(- 

來 たのです が、 さう 云 ふ 人々 の 中で、 此の 位しつ かりした 氣 持から 動いて、 自. S 戀 愛の 道 现に從 つた 人 は、 共の 

人 以外に 兑 たこと はない。 大抵 は 初めは 道理に 從 つて る やうな 事 を 笑って居っても、 何 か 困難が 來 ると 變 つて 

仕舞 ふ。 どうぞ 後 を， ：=j しくと 云って 仕舞 ふ。 後 を 宜しく 頼む では 此方 はやり 切れない。 

結末 

私 は 口 本の： g 人が リ ー ズン (道理) と： ムふ もの を辨 へる 力が、 もう 少し 出て 来なければ ならぬ と 思 ふ。 今日の 吾 

. 五 ：： 社/ I：： のリ ー ズンと $a 德と云 ふ もの は、 年 をと つた 人の 若い 時代と 今日と、 生活が 非常に 隔 つて 居る 如くに、 隔 

つて おります。 此の 新しい 時代に しっかり 處理 して 行かう と 云 ふこと は、 餘 租の覺 悟が 要る。 昔の基^！^の生活な 

んか兑 ると、 何 か 理想的な こと を 曾 つたり 行ったり して、 其の 時の 社 會に全 く關 係が な い 永遠な 一 一ー 一口 葉 や 行 ひが あ 

つた やうに 考 へられて 居る。 實際 的の 蔡は 無視した やうに 考 へて ゐる 人が あります が、 それ は大 間遠で ありま 

す。 ^将 時代に あった 實際 的の 問題が、 今 ：《 の 實際的 問題と して^ 在して ゐ ないから、 吾々 がそれ を 無視した に 

過ぎない。 基^ は その 時代の 現實な 大きな 問题を 何時 で も 實際的 に 解釋し て戰 つて 居る。 

私共の 此の リ，' ズンと 道德の 問題と 云 ふ もの は、 決して 空想に 考 へて 居る 問題で はない。 私共の 日常生活に 始 

i^a  と迸现  四！： 三 


.{^烏武.础ゃ^::-  ^七^；：ム 

終 起 つて 來る 題 だと 思 ふ。 北ハの 問題 を 私共が 解決す る 事が 出來 なか つ たなら ば 11 其 の 問題 にぶつ かって 其 Q 

^题 を-止しく 解：：^ する is^ が出來 なかったならば、 さう 云 ふ 理窟 を 一一 一一 口 ふこと は、 百 言っても、 千 一一 一一 口っても、 何の 助 

けになる もので はない。 其の 問題が 一 々現寶 の 場合に 於て 解：^ されて いって、 其處 から 永遠 的な s^5- や 行 ひと 云 

ふ ものが、 初めて 現 はれて 來る もの だと 私 は 思 ひます。 私 は：^ して それ を 自分で 實 行して 居る と は 云 ひません け 

れ ども. 稍 J- 北ハの 消息 を 感じた やうな 氣 がする ので、 私が 出來る だけ それ をしたい と 斯う 思って 居ります。 

(1 九 ニニ 年 十月、 國民 ん會 講演 に 於て) 


第四階級の 藝術 

文-,, A は^,^ こ J 轉し生 •  おして：；；： きつ、 あるか、 その 生長が 次の 時代 を 形成す ると すれば、 北ハ處 から^して 何 力 

生れる かと：. ムふ 题に對 し、 先づ， がー に、 私 は 今の 時代 を觀 たいと m 心 ひます。 ブル ジョァ が 生んだ 現代の 作 〔豕た 

ち、 その 歩いて 來た路 は 或る 意味で 餘 りに 平 祖 過ぎる 所まで 來てゐ ます。 然し 乍ら 常然 次の 時代 を 形成すべき 所 

n 新進作^ はどうい ふ處 にある かと 云 ふこと になり ますと、 それ は 共の 人々 の 時代から 浸み 出る 或る 氣の 新し 

さが 说文だ 人より 一歩 出て ゐる といへば 云へ ない こと はあります まいが、 矢-.^ り 其の 中から 時代に 徹した もの を 

兑. T すよりも より 多く 道 を 危なげなく 歩く 共の 努力し か兒 出されな いと m 心 ひます。 ですから， 此 等の もの 力ら 

全く 別な 新 冊 ハ文藝 が 求められ るか どうか は、 共の 點で 疑問と せねば なりますまい。 

は.^ ぶに 新 嵐ハ藝 術の：； m 運が 動き 且つ？^ ぐんで ゐ るかと 云へば、 言 ふ 迄 もな く 眞のプ ロレ タ リアの d む藝. ^に 

それが 期 つ；： されます。 

プ ロレ ク リア の藝術 それ は我國 文壇の 一 部に 於て 論ぜられて ゐる 所謂 ブル ジ ョ ァ の 生活の 屮 力ら 生わた プ 口 レ . 

タ リア ハ^お ひはなくて、 の プロレタリア そのもの \ 中より 生れた 藝術を 云 ふので す。 ブル ジョ ァの 製作す る 

^q^, 吸， の 蘇财ま 決して 次の 時代 を 作り 得べき でない。 何故ならば、 共 等の 記 錄は內 部から 浸. - 出る 雷 在で はな 

く、 ブル ジ 3 ァが觀 た 外部からの 時勢 相で あるから です、  .t; 

例 を 巾し に 求む しズ 、クロポトキン にしろ マルクス にしろ、 ブル ジョ ァ生沾 を體驗 して 來た 人^ 達が^ 究 的に^.^ 

プロレタリアの 中に む もの、 或は 表面に 擦 頭して 來 たもの を發兒 して 迎合した とも 兑る ことが 出來 る。 丁度 そ 

i?- 叫 階 飞4 の；^ •„! 術  pp.i 


れは 目下の 勞働文 察の 如く、 是. 等 を 混血 兒に する に過ぎないと 思 ひます。 然し 乍ら 此の 混血 兒の狀 態 は 斬く ま界 

的に i めて きて、 特に 本年度に 於て 勞 働爭議が それ を 明かに 11 して ゐ ますが- プロレタリアが プル ジョァ の 

庇 講 力ら 全然 獨 立しょう とする 傾向が 生じて きて ゐ ます。 この 運動に 於け る 如き 內 部から 浸み 出して きた プ 口 レ 

タ リアに 文 藝が道 を拓く 様になれば、 明かに 現代 文 藝にー 轉機を 割す る ことが 出来、 現代 ブ，. ジョ ァ文舉 は 地 こ 

影 を 止めない であらう と 思 ひます。 

i に 私 IQS に 就 や 云へば、 § に 述べた 一 I から f 明.^ に ブル ジ， 7 裹 者で t と 云 ひ 切る こと 

カリ 氷ます 力 それなら 私が 次の 時代に 處 する 方法 はと 云へば、 唯 我々 は 其の 生活 を 沈潜 させ、 深く 自然 を 省察 

1.,^ 性の 本能に 徹する ことによって のみ 其處に 彼等との 融合 點が 見出され ると 思 ひます。 (^話 ま 記〕 

-  (1 九 ニニ 年 一 月 一日、 「讀賣 新聞」 所載： > 


一 般宗敎 批判 へ 

ん としての 宗 敎に對 して は 自分 は 全然 同情 もな く 共鳴 も 持って ゐ ない。 一 つの 信念 は 何時でも 或る 形式に よ 

つて.； f 人よ. されよう とする 倾， M: と 要求と を 持って ゐる もので は あるが、 その 信念が 信念と して 何處 まで も その 生命 

力 を 寺ち 綠ナ るた めに は 絶えす 形式に よって 附き纏 はれる ことから それ 自身 を 解放し つ \ 進まね はならない。 

二 

この ー见 矛盾と 兒 える 二つの 要求の 內に、 もし その 信念 を 保持す ると 信す る もの \ 力が 衰 へて 來 ると， 形式.^ 

が. H 然こラ はれる やうに なって 來る。 さう なること は 一寸 兑には 人の 意識に 觸 れ^く、 理解し 易く、 また 養 際 的 

こも 兑 えて i ^る。 さう して その 信念が 容易に 人々 に傳 へられ、 その 信念の 實 行が 割合に 速 かに 成就され 得る かに 

見える。 然しながら 私の 信す る 所に よれば、 それ は その 信念の 危機 を 示す もので あらねば ならぬ。 その 時に その 

念の 醱薛カ は 不可避 的に 滞って、 發 展の餘 地が 減じて 來る。 さう して その 無力な 部分が 動きの つかない 形式に 

よって I ぶ (めら れる。 さう して 終に は 自分自身が 生み出した 形式に 壓 倒されて 信念 は 影を隱 してし まふ。 

一二 

ト敎問題ょリ 一 般宗欲批判へ  七 


^  ft  K  ,^  七. な  四 四 八 

制度 形式 は 如何なる 揚合 にも この やうな 結^に 終る ものであるが、 その 弊害の 殊に しいの は、 宗敎的 信念 Q 

揚 含に 於て 然り だと 云 はなければ ならない。 何故ならば、 宗敎的 信 八 ふは藝 術の 作^の やうに、 極めて 外界の 朿縳 

を麼ふ ものであるから だ。 その惡 い 適例 は现 在日 本に 行. はれて ゐる。 

いろくの 制」 はとしての 宗敎的 生 の 中に 顯^ に 表 はれて ゐる それらの 宗敎 生活 は、 云 は 岡定 した 過去の 生 

活、 现 代へ の 持ち越し である。 そして それが 聖 化された と考 へられる 空 練な 觀念 によって 支持 せられて ゐる だけ 

に， 人の 心の 姑，：： な 部分に 訴へ 易い。 さう して その 自然の 結 は 吾々 と 何の 緣 もない 不必要な 生活様式の 支持者 

となる に 過ぎぬ。 斯 くの 如き 制度 は  一 nn 十く 崩れ. -ば 一 日 だけ 人の 利 (分-にな ると 思 ふ。 

それなら 制 皮 を 離れての 宗敎的 信念が あるかと 云 ふに、 私 は それ は 有る と m 心 ふ。 今までの 一般 Q 考へ 方に よる 

ならば、 超 ま 的な 絶對 的な；：^ 在、 若しくは 觀念 的に 對 する 信仰の みが、 宗敎 の對象 物と せられて ゐ たやう だけれ 

ども、 たと へ相對 的な 觀念の 中に 住して ゐる 人で も、 そこに 何等かの 決 {儿 的な 信念が 燃え 動いて ゐ るなら ば、 そ 

の 人に とって は それが 取り も 直さす その 人の 信仰で あらねば ならぬ。 それ を 信仰で ない と 担む こと は、 論に よつ 

て もな され 得ない。 同時に さう 云 ふ 信念に 立つ 人 は、 往々 にして 自ら 無 信仰 を ：0 榜 する 倾 きがある けれども、 それ 

をも私は無：：：^仰とは思はなぃ。 それ はや はり 一 個の 信仰と いふ 觀念 を此處 まで 摘げ 、こ.. まで 自由にし、 宗敎を そ 

れら 凡て のブ 口  I 力 ー の 手から 解放すべき だと 信す る もの だ。 〔談話 筆記」 (一 九 ニニ 年 §： 月、 「読賣 新聞」 所載) 


ミレ I の畫 家と しての 一 生涯の 間に は、 佛蘭 西と 獨 逸との 國 際的關 係に 於て 常に 革命的と 稱 せらるべき 事件が 

勃發 して ゐた。 それに 對 して ミレ ー がどうい ふ 態度 を 執って ゐ たかと 云 ふと、 常に それ を囘 避して ゐ たのみなら 

す、 常に それらの 運動に 對 して 反感 を 持って ゐ たやう にさへ 見える。 獨逸 軍が 佛蘭 西に 攻め入った 時には、 彼 は 

干戈 を 執った 代りに、 祖 國の爲 めに 戰ふ 代りに、 彼の 生れ 故鄉の 方へ 逃げて 行った。 また、 巴 里で コン ミュ -11 

ンが 組織され て 都市の 革命が 起った 際に は、 巴 里に ゐる畫 家の 一群が 蹶起し クルべ I など は その 頭目 を 以て 自ら 

任じ、 ミレ I を も 指導者と して 呼び 迎 へようと した ことがあった らしい。 その 時で もミレ ー が 頑固 爺ら しい 態度 

を もって 無下に その 乞 ひ を 斥けた。 さう かと 思 ふと フィ ヒテの 如き は ナポレオン 軍の 進入に 對 して 書 齋を 出で、 

.  あ ふ 

祖：！ の爲 めに 敵 窗心を 錫る 事に その 全力 を盡 して ゐる。 革命と いふ ものに 對 して 藝術家 若しくは 擧 者が 執るべき 

どちらの 態度が 正しいで あらう か は、 遽 かに 定める 事が 出来ない。 恐らく は 定める ことが 出来ない のが 本當 で、 ミ 

レ I の やうに 動く の も、 フィヒテの やうに 動く の も、 その 性格の 然 らしめ る 所で あるか もしれ ない。 が、 尠 くと 

も それら は 一人の 藝術 家に 取って 致命的の 問題で はない。 何故ならば 藝術 家の 志す ところ は- 圑體 生活に 及ぼす 

革命で はなく して、 一人の 人の 心の中に 及ぼす 革命で あるから だ。 

一人の 人の 心に 及ぼす 革命と いふよりも、 それ は 寧ろ、 藝術家 自身の 心の中の 革命で ある。 革命と 云 ふ 言葉 

は、 その 一 番純粹 な 意味で 藝術 家の 心の中に 惹き 起されねば ならぬ。 藝術 家なら ざる 人々 の 心の中に も かう した 

動きが 必要と せられる のか も 知れない。 併しながら 藝術 家に 於て はこの 事がなかったならば、 その 人 は藝術 家で 

藜術と^^f命の關体  四 四 九 
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はない と 云 ふ 事が 云 へ る ァ藝術 品と は 結局 藝術 { 糸の 心の中の 革命の 火花で ある。 何故、 革新と 云 はやに 革命と 云 

ふかと 云へば、 1 つの 心の 狀 態から 他の 狀 態への 移り 變 りが 革新と 云 ふに は餘 りに 急激で 根本的で あるから だ。 

社 會の事 は 或は 革命に 依らす して 進化に 依っての み開展 せられ 得る かもしれ ない けれども、 藝術 家の 心の 領土 は 

常に 飛躍的な 革命に よっての み、 その 進展 を 全うする ことが 出来る やうに 見える。 固より 吾々 が藝術 品と 稱 して 

ゐる もの.. 中に * この 心的 革命の 火花から 生れす しても つと 緩やかな 心の 狀 態から 生れた もの あるの を 否む 

ことが 出来ない が、 か k る 作品 は その 內在 的の 生命力に 於て いつでも 私の 意味す る藝術 品の 强さを 持って ゐ ない 

こと は 明か だと 思 ふ。 ^くと も それが 社會的 生活の 推進力と して 考 へられる 時に 力の 簿 いこと は 担み 得られない 

こと だ。  . 

藝術 家が 絶えす その 心の中に 育くんで ゐ ねばならぬ こ の 革命的の 要求 は、 單に彼 自身の 生命の 流れ を 可能なら 

しめる 爲 めに 行 はれて ゐる もの だけれ ども、 これが 作品と なって 現 はれて くる 時 は、 どうしても それに 接する 人の 

心 を も 動かさない では 措かない。 それ は 常に 圑 體的 革命 過程と して^ はなく、 個性的の 推 動力と して 働いて ゆく" 

藝術家 は それだけの 事が 出来れば、 それで 滿 足すべき であって、 さう して 恐らく は それが 一番い- f 態度で はない 

だら うか。 それ 以外の 事 を藝術 家が 企ら まう とする のは已 に、 藝術 家と しての 不純 さ を 現 はす もので はない か。 

この 昍私は 或る 友人と 話 をした 序でに 藝 術と 主義の プ Q パガン ダと云 ふ 事に 及んだ。 私 は 云った。 藝 術をプ n パ 

ガン ダに用 ひょうと する 事 は 正しくない。 固より、 藝術 家であって 同時に 一 つの 主義の 人で ある 以上 は 自分の 主 

義の 徹底の 爲 めに その 藝術を プロパガンダに 用 ひょうと する、 その 氣持 だけ は 理解す る ことが 出來 る。 併しな が 

ら、 藝術は 一 つの 獨 立した 存在であって、 それが 他の 目的に 使用され ようとす る 場合に は嚴 しく 反抗す るの は 知 

れた 事で ある。 ■ 如何なる 藝術 家と 云 へど も、 藝 術と 云 ふ もの を それが 持つ 使命 以外の H 的に 完全に 逆用す る 事 は 


出來 ない。 それ を 企てる 瞬 11 に >  藝術は その 藝術 家に 反逆す る だら う。 さう なれば 結局， 斯 くして 生れ 出た 藝術 

品 は 称 _A 術と して の價 似に 於て 大ぃ に 报じ. プ Q パ ガン ダ として の惯 値に 於て、 僅かに 得る の 結 ra^ に 過ぎなくなる。 

こ 、 に 於て 藝術 (秋と して 立つべき か、 プ a パ ガ ン ディ ストと して 立つべき かに 就いて、 一人の 人 は 自分の 立場 を 明 

かに 決 ^しなければ ならぬ。 十：： 人が. ml 分の 藝術を 完成しょう とする 其の 時の 心 持 を 推察す るに、 それ は 決して 

假初 たもので はない。 彼の 今までの 生活と 實感と を 全部、 自分の 作品に 注入して 少しの 不純 さ を も その 中に 交へ 

まいと する 努力 を もって、 一杯に なって ゐる やうに 見える。 そこに はプ n パガン ダ とか、 論理的な 思潮と か 云 ふ 

やうな 不純な 影 は 些か も 見つからない。 それ 程の is を もって 常って ゐ てす らも 古人 は、 自分の 作品の 全き を 得 

ない の を 憂 ひとして ゐる やうに 見える。 私 はさう 云 ふ 心 持 を 古人に 兄 出 だすと、 自分の 純一 さと 云 ふ ものに 就い 

て大きた^^：け目を覺ぇる。 社會 的圏體 としての 革命 事業と 個性の 中の 革命 事業と を 同時に 成就して 見せようと 云 

ふやうな、 二！^. かけた —— 非望と も 云 ふべき 11 大望 を 持つ 事に 大きな 羞恥 を感 する。 かう いふ もの は 自分が ま 

だ 本 常に もの を 煮つ まって 兑 たり 考 へたり しないで、 もっと 輕 薄な 態度に 於て 自分の 力量に 依頼して ゐる 所から 

起る 卑しむべき 態度 だと 思 ふ。 もう 少し 私 は 自分の 力と 云 ふ もの を割增 しなし に考 へて 见 なければ ならない。 一 

つ の 察 業 を 完全に 仕上げる の は實に 容易な 事で はない。 それ を 深く 思って みなければ ならない。 

ミレ ー は 凡ての 社會的 革命に 對 して 囘 避した。 それ は 恐らく 彼が 社會 的の 革命 を 無視した からで はない。 彼 は 

彼の-: 冗 成す ベ き 革命 事業 を 自分が も つ て ゐ たから だ。 彼 は それ を 成就す る 事が 彼 自身の 爲め にも 社 會の爲 め にも、 

一 ^忠赏 な 態度で あると 考 へたば かりで なく、 實に 知って ゐ たの だ.^ 彼の 作品 は 後に 殘 つた。 さう して 彼の 給 は 如 

何に 人々 に 新む い 生活に 對 する 力と なり、 養分と なったら う" この 事 を 私 は 深く お へて 兑 たいと 思 ふ "(談話 鎖 記) 

(1 九 ニニ  1 、ニロ、「時^3-新報」5^載) 

薛 術と^ 命の^ 係  四： 力 二 
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三大 偉人の 载侮 

社會の 制度に 多くの 缺陷が あり、 世に 偽善が しば/ {\ 行 はれて ゐる 限り、 われの み淸く 生きる こと は 容易な r 

とでない。 

苟 くも 今日の 時代に 社會 生活 を營ん でゐる もので、 俯仰 fK 地に 愧ぢ ない 行 ひ をして ゐる ものが 幾人 あらう。 金 

が あれば ある やうに、 なければ ないやう に、 いろくな 罪 を 犯したり、 無理な 眞似 をしたり する。 さう して 深夜 

密室に 於て 默思 する 時、 或は 繁雜な 活動 場裡を 去って、 靜 かに 思 ひに 耽ける とき、 良心の 責を感 する のが 當り 

前で ある。 そして、 懺悔 をす る。 卽ち、 見えざる 神に おのれの 過失 を 詫びて、 再び 同じ やうな 行 爲を綠 りかへ す 

まいと する ので ある。 

古來 大人物 ほど 鋭敏な 良心 を 有って ゐ たので、 過失と 悟れば すぐ 惯 悔して これ を 改める。 

しかし、 凡人に はこれ が 出来ない。 世間 を 憚 かるから である。 思 はす 知らす して 行った 罪惡 なら、 出来るなら 

すぐ、 その 場で 懺悔して 心の 重荷 を 下した 方が、 どれく らゐ氣 持が よい か 分らぬ。 けれども、 世の中と いふ もの 

が、 原因よりも 結果に 重き を 置いて、 いつも 批判 を 下し、 もしも 惡ぃ 事で も あると、 忽ちに 物 笑 ひの 種に してし 

まふ。 溫 かい 同情 を もつ 者な ど は 誠に 少ない。 そこで 社會 的の 罪 を 犯して、 多くの 人の 前で 懺悔 をす る こと は、 

よほどの 勇者で なければ 出来ない ことになる。 

私 は ひと 頃、 好んで 他人の 自叙 傳を あさった 事が あるが、 そのうち でも 最も 深い 感銘 を 受けた の は、 世 Si の 名 


ひ、： とか 地位と か を 全然考 へないで 書いたら しい、 正直な 憐悔錄 であった。 

さう した 私の 頭に、 三人の 非凡の 人の 面影が 殘 つて ゐる。 

中 世紀 時代に、 多數 の 人 に 精神的 感化 を與 へた セント. ォォ ガス チン、 民約論 や エミイル を 書い て 近代 人 を目覺 

ました ジ ヤン • ジャック. ルッソ ォ、 それに 現代の 人道主義 を高唱 したと ころの レオ. 一 1 コ ライヴ ィ ツチ. トルストイ 

である。 

この 三人の 書いた 懺悔 錄 のうち、 ォォ ガス チンの 著 はした もの は、 彼の 記して ゐる ところが どれ だけ 爲寳 か、 

ちょっと 分らぬ が、 とにかく その 生活 をう か^ふに、 彼 は 非常に 才能の 秀れた 享樂兒 として 出發 して ゐる。 

さう して 著者の いふと ころに 從 へば、 純眞な 感情の 持主で、 信仰 深く、 貞淑の 母の 庇護と 祈禱 とに よって、 彼 

は 多くの 過失 を 作らす して 懺悔の 門に 導かれた ので ある。 さう して、 その 晩年 は、 聖者と いふ 名に ふさ はしい 立 

な 性格の 持主と なって ゐる。 

ジ ヤン. ジャック. ルッソ ォは、 その 懺悔 錄に 於て、 徹頭徹尾、 自然 兒 としての 面目 を 保ち つ^けて ゐる。 

その 生活 全體 に、 私達の いふ 意味での 遊蕩 兒もゐ ないし、 また 聖者 もゐ ない。 一人の 「自然の 人 問」 が 始め か 

ら 終りまで 活躍して 現 はれて ゐる。 

元 來彼は 唯心論 者で、 靈の 存在 を 信じ、 神の 存在 を 信じた。 さう して 當 時の 功利主義に 反對 して ゐた ところな 

ど は 面白い。 功利主義者 は、 人の 善 を 行 ふの は、 要するに その 人 自らの 功利の ためで ある。 善 を； 5 ふこと がその 

人の 利益になる から …… そして 惡を行 ふこと は 不利益になる から、 人 は惡を 斥けて 善 を 推賞す るの だと 說 くが、 

ルッソ ォは、 これに 反對 してい ふので ある。 「善 を 推賞し、 惡を\!^:けるのは、 人の 天性に 出づ るので、 決して， 了 尊 

の 架で はない。 われらの 天 性 は 善と 一致し、 悪と は  一 しない、 われらの 良心 は絡對 的の ものであって、 この 

三大 偉人の 憐侮  g: 五三 
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良心 こ. そ、 人の まことの 道案內 である。 良心の われらの 靈 における は、 本能の 我等の 肉體に 於け るが 如き もので 

ある。 自分た ちが 善 を 行 ひ、 を 斥ける の は、 良心の.^ のづ からなる 働きであって、 利 寄 の 打算から 來る もので 

は： ^してない。」 

さう して 彼 は 「人間の 性 は 蕃だ」 と 喝破し 、「自然に か へれ！」 と 叫んだ ので ある。 そして 彼の 生涯 は、 極め 

て 感情的で は あるが、 自然に 行って ゐる。 無理の やうな ところが： nj- えないで もない が、 彼 自身に とって、 それが 

凡べ て自殃 i であった。 

この 自然 兒が、 近代 文化の 開拓者の 先驅 をな した こと はいふまで もない。 

この ルツ ソォに 最も 愛敬の 念 を 寄せて ゐた トルストイ は、 彼から 兑 ると、 更に 近代的な 色^ を兒 せて ゐる。 

トルストイ は、 素より 自然人ではなかった。 さう して、 その 意識の 中には、 始めから 遍 者と 遊蕩 兒 とが 混合し 

て 含まれて ゐた。 彼の 全 生活が、 亂雜な 遊蕩のう ちに ある 問 でも、 彼 はォォ ガス チンの やうに、 そこに 沒頭 する 

ゎづら 

ことが 出來 ないで、 常に 相反した 感情の ために 煩 はされ てゐ たので ある。 また 彼の 徴悔 後の 生活に あっても、 彼 

は 絶對 的に 樂 として の 生活 をな し 得ないで、 そこから 傍 道へ それよう とする 苦悶の ために、 IS えす 惱 まされて 

ゐた。 

この 三人の 纖悔錄 に、 三 様に 現 はれて ゐる 生活の 狀 態が、 中世と、 近代と、 現代との 相逮 をよ く 一； 小して ゐる。 

巾 世紀に あって は、 人の 生活が 明かに 二つの 極に 分離され てゐ て、 人 は その いづれ かに 属しなければ、 その 生 

活を 可能に する ことが 出來 なかった。 

近代に あって は、 科舉的 精神の 勃興に 伴って、 人が 自然に 卽 1- て 生きる やうに なった。 彼に は， 分裂 せられた 


る现相 化と いふ ものが なく、 自然に 徹底す ると ころに、 その^ 在の 惯 値が 認められた。 彼 は人爲 的な 法則から 先づ 

D 分，： ni 身 を 解放すべき、 强ぃ 要求に 促されて ゐ たので ある。. この 耍 求が、 ある 程度まで 成就され て 見る と、 "てこ 

に は 一味の 物 足らな さが 殘 つた。 人 1^ は 何とい つても、 自然に 對 する 反逆 兒 である。 彼 は 再び 自然に 歸 つて、 そ 

れと 同化す る ことが 出來 ない。 それが よい ことで あらう が、 悪い ことで あらう が、 出來 ない。 要するに 自然に 對 

して 絡對 的の 降服 を敢 へて する isil- が 出来ない。 人 問の この 自覺 は、 痛ましく も 彼等 を 現代の 生活 卽ち トルストイ 

が 取った やうな 生活 を 選ばし めねば 巳まなかった。 

卽ち、 彼 は、 1$ぴ自然の征服^1^1たるべく起き上るのを餘儀なくされる。 しかしながら、 中 世紀の 人の やうに 唯 

心的な 超越 的な 原理の 上に 自分 を 組立 てること は 出来ないで、 彼 自身の 實 生活 その ま \ を 以て、 直ちに 自然に 肉 

：9 せねば ならぬ。 さう して t 奴の 實 生活に は、 遊蕩 兒と 聖者と が、 殆んど 不可分の 狀 態に 於て、 S 藤して ゐ るので 

ある。 

いはば 神人と 人祌 とが、 一人の 人の 中に 居って、 同時に 藤して ゐ るので ある。 これが 現代人の もつ 愤み であ 

- つて、 同時に また 現代人の 强み である。 

現代人 は、 この 內 心の 葛藤 を 如何にして 最後の 調和にまで 突きつ め 得る か を； || さねば ならぬ。 

この 意味に おいて、 トルストイの 「わが 懺悔」 は 私達の 生活に、 密接した 意味 を 有ち、 何もの か を 適切に 敎へ 

てゐ ると 思 ふ。 (談話〕 . 

(一 九 ニニ 3f 七月、 「：i 人^界」 所載) 
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上田 博士の 就任 を 機に 漢字制限に 

就いての 意見 を徵 された のに 答 ふ 

漢字制限の 問題に 關 して 私 は 理想から 云へば 撤廢 論者です。 現在の 社會 において 漢字の 適用され て ゐる效 菜 を 

見る に、 殆んど 漢字に よって 表現され なくて はならない 意義 を發 見す るに 苦しむ 位です。 云 ふまで もな く 言語の 

本來の 意味 は、 口から 耳への もので あり、 その 距離が 遠い とい ふこと から 文字が 創造され たので あるが、 この 原 

理 において 文字 は 音 そのもの- -摸寫 でなくて はならない 蒈 であるのに、 殆んど 音に 無關 係な 文字 は 我々 にと つて 

意義の ない もので はありますまい か。 私 個人と して は 因襲 的な これまでの 生活に、 在来の 文字が こびり 付いて ゐ 

る關 係で 中々 拔け 切る ことの 困難 を 感じます が、 文化的に 見て、 漢字制限 は 當然、 漢字 撒 魔への 道程で あるべき 

で、 理想と して は a 1 マ 字 時代 を 主張すべき であると 思 ひます。 

0  I マ 字 時代になる とすれば、 現在に おける 一一 一一 口 葉の 革命が 當然來 なくて はならぬ と考 へます。 それ は 自然の 上 

から も 淘汰 さるべき 問題で は あるので すが、 例へば 漢字に よって これまで 「橋」、 r^」 などが 區 分され てゐ たの 

であるが、 これ は a 1 マ 字 時代に は アクセント 並びに それに 速れ ての 一 一 一一 口語の 使用法に よって、 新たな 一一 一一 口 葉が 創造 


さるべき です。 n 1 マ 字に よって 得られる 利益に 關 して は、 これまで 幾多の n 1 マ 字 論者が 述べて ゐる ことで あ 

るが、 おし^ 字の 代りに 假名 を 川ゐる 不便に 較べれ は、 マ 字の 横書きの 方が すっと 有效 であり、 且つ 世界的 

であるの は 云 ふまで もありません。 ^！：ほまた：！ ー マ字にすれば 一 つの 宵 葉 を 構成す る 上に おいて 文字が 長過ぎる 

K 乂 ひが あると いふ 人 も あるが、 これら も 眼の 習慣に よって 連結した 一 つの 文字に：：^ える やうになる の は、 さほど 

E 難であります まい。 


或る人 は 漢字 を廢 止す る ことによって、 東洋 文明、 特に 支那 古代の 哲畢的 思想 研究に 不利 を 感じる であらう と 

いふ ことです が、 これ なぞ も、 生ま 半可な 漢學の 知識で その 思想 を 受け 容れ てゐる 現在よりも 西洋に 於け るラテ 

ン、 グリ ー クの 如く、 特殊な 舉者 によって 研究され たものに よって 指導 されても 差し 支へ ない と 思 ひます。 寧ろ 

ェ スぺ ラントに して はとい ふ 意見に 就いては まだ 十分に 考 へて ゐ ません が、 H スぺ ラント も 目下の 狀 態で は各國 

によって 異 ふやう で、 Si 局 口 ー カル • カラ ー の强 いものに なり はしない でせ うか。 (談話〕 

(一 九 ニニ 年 八月 三 口、 「讀資 新聞」 所戟) 
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文化の 末路 

文化 はいつ でも 二 時期 を 割して 發展 する。  . . 

第一 の 時 胡 は それ を 生み出した 民衆 全 體のカ を 以て、 而 して 第二の 時^は、 民衆 全體の 力に 依って ビ はなく、 

その 民衆 を 形造る 侗 人の 或る もの- - 力と、 その 文化の 生長 を瓯 まんと する 外來の 力との 合成に よって。 

而 して 第二の 時期が その 作用 を 成就し 終る と， その 文化 は 過去の 遣 物 たるべく 停止の 狀 態に 崩れ^え る。 文化 

の 末路が 來る。 

二 

第一の 時 初に は 民衆 全體の 力に よって 文化が 生み出される。 

ぁづ 

民衆 全體 とは必 すし も その 文化の 創建に 與 かる 人間の 全體を 指す ので はない。 その 與 へられた る社會 生活に おお 

て W 際 的の 支配力 を 握る 人間の 菜團を 指す ので ある。 例へば 古代 希臘の 文化 創建に 於て 奴隸 階級 は關與 すると こ 

ろが なく、  Ei 馬の それに 於て 屬 邦人 は關與 すると ころがな く、 中 世紀の それに 於て 農民 は關與 すると ころがな か 


つたと いふが 如きで ある。 けれども 第一 の 時期に あって は、 隸腾 的^ 級 を 除けば、 その 常時に 於て 民衆と 呼ばれ 

たもの は、 大體に 於て 等しく 文化の 創建に 合力した。  - 

文化の 一 つの 現 はれなる 藝 術に 於て それ は 殊に 著しい。 古代 希臘に 於け る 祌話的 史詩 は、 ホ ー マ. I の 作と されて 

ゐる けれども、 恐らく 無名の 民衆 詩人が 民衆 全體の 詩想 を 代 辯した、 その 集成で あらう とい ふ 事に 疑 ひない やう 

に兑 える。 中 世紀の 自. S 市に 逮設 された 素晴らしい 寺院 建築 も 亦、 市民 全體の 信仰の 表現と して、 市お そのもの 

によって て 上げられた ものであった。 伊太利 を 旅行した もの は、 所在に 散在す る 小 都市の 寺院と、 そこに 遣存 

する 古い 民家の S 一 築 様式との 問に、 著しい 近似 を毘 出す だら う。 一 つの 大寺院が 完成され た爲 めに、 そこに 用 ひ 

られた 様式が 民衆の S 一 築 様式に も 利用され たと、 その 現象 を考 へる こと も出來 るで あらう が、. 同時に 、既に 民家に 

共通であった 機 式が、 その町の守護聖^<?を祭る寺院のそれとして採用されたとも考へられる。 而 して 前者が あり 

ると 共に 後 も 亦 極めて あり 得べき こと だ。 何故ならば 都市 的 集 園が 生じて 後に 寺院 は^ てられた ので、 寺院 

が出來 てから 都市が 創立され たので はない の だから。 而 して 伊太利の 諸 都市に ある 寺院 建築の 様式 は、 その 宗派 

を^ 別し 得る ために 選ばれた もので はなく して、 或る 都市の それ を 他の 都市の それと 15^ 別す るた めに 設肚 されて 

ゐる やうに 兒 える， その 事實 から 考 へて 見 こも、 各 都市の 持つ 寺院の 特色 は、 民家の 様式から 暗示 を 受ける こと 

が 多かった と 想像す るに 難く あるまい a 出雲大社の 平面 阖が 現在 私達の 有する 百姓家の それと 極めて 近似して ゐ 

るの だが、 百姓家が 大社 を範 典と して 造られた と考 へる より は， 日本 古代の 民衆の 家屋が 大社 建造の 暗示に なつ 

たと 考 へる 方が 合理的で あるのと 同軌 である。 叉獨 逸の さ 民 旅が 有する 二 ー ベ ルンゲ ン の 傳說、 ス カン ディナ ヴィ 

ャの祌 話の 如き は、 いづれ も 民衆 生活の 全體が 生み出した 蘇 術で ある。 

凡て 是等 民族 生活の 初 胡の 發達を 記念す る 文化 は、 その 現 はれに 於て 民衆的であって 個性的で はない。 八：： 成 的 
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であって 分業 的で はない。 故に それ は、 第二 段に 述べられる であらう ところの 末期的 文化の やうに、 きらびやか 

な § を 持つ こ ともなく、 侗 性的な 特殊な 强調 もな く、 その 表現 は 素朴で、 內 容は單 純で あるの を 特色と する。 

此 Q 如き は價位 的に 眺められた 文化と して は、 甚だ 不十分に 見え、 その 發 達の 中途に ある もの >r 如く 考 へられない 

とも^らない。 それ は 確かに 一 つの 見方に は栢 違ない。 に その 現 はれの みから 觀 察されるならば、 第一 の 時期の 

と 

文化 は 第二の 時期の 文化 を產 出す る 素地と しての み 存立した と考 へる の を 强ち尤 める ことが 出來 ないで あらう。 

然しながら 第一 の 時期の 文化が 生れた 事情と 第二の 時期の それが 生れた 事情と を考へ 合せて 昆 るなら ば、 卽ち 

その 生成の 原因 を檢 察して 見るならば， この 二種の 文化が 一 つの 延長 線 上に 立つ ものと は 容易に 考 へられな いと 

私 は 信す る もの だ。 

第一 の 時期に 馬す る 文化 を 生んだ 民族 は、 民衆 自身が 活動の 本體を 成して ゐた。 彼等の 目的 は 共同で あり、 そ 

キ-, ん てん 

の 力 莨 は 比較的に 平均し、 その 利害 は 等しな みに 均 霜され、 從 つて 彼等の 集圍的 自覺は 強烈であって、 外界の 刺 

戟に對 して 結束した 反應を 惹起す る ことが 自然に 行 はれた が 故に、 その 力 はお のづ から 强顿で 民族 を 一 定の 方向 

に發展 させて ゆく ことが 出來 た。 

か、 る 生活 を 可能なら しめた もの は 民族の 若さが 持つ 力であった。 民族が 自分の 力に 十分の 信賴 をな し 得る 間 

は、 0 分 を 組み立てる 分子と して 廣ぃ 意味の 民衆が あれば 十分であった。 民衆の 意志 以外の 生活の 指導原理 を 抽出 

する 必要 もな く、 生活の 备 分野に 對 する 特別な 指導 的 天 才を 摸索す る 必要 もなかつ たの だ。 それ 故 民族が 己れ の 

内 在 的 力量の 自覺 を持續 する 限り は、 抽象的 原理と 指導 的 fK 才 とに 依頼しょう としなかった のみなら す、 か. -る 

もの \ 出現 を 生活の 攪亂 者と して 警戒し 排斥した 傾向が ある。 從 つて か &る 生活が それ 自身 を 表現す るた めに 創 

り 出した 文化 は、 おの づ から 民衆的 色彩の 濃厚た もので あらざる を 得ない。 


か. -る 文化 は 私達に よって 一概に 原始的な 發育 不十分な ものと して 考 へられる。 然し それが 本當 にさう であら 

うか。 例へば 5$ 及 古代の 泥 人形 を 眼の 前に 置いて 見よう。 その 或る もの は 恐らく 當 時の 民衆の 一人が、 その 心の 

要求に つて ひとり 樂 しみながら 造り上げ たものに 過ぎない であらう。 その 足 は 私達の 持つ ところの 解剖 舉の知 

識に從 つて は 少し 短 か 過ぎる かも 知れない。 又 その 面 は 私達の 持つ ところの 彫刻術の 手法に 從 つて は、 少し 荒ら 

過ぎる かも 知れない。 ^達 は 現在 その 泥 人形よりも 遙 かに 巧緻な 彫像 を 所有す る こと を 誇り 得る かも 知れない。 

然しながら それが 何で あらう。 埃 及の 泥 人形 は、 侗人 によって 造られながら、 直ちに 民衆 全體の 生活に 繁 がれて 

居り、 私達の 持つ 彫像 は、 それが よい ものと せられる もので あれば ある 程、 民衆から 離れて 個性的で ある。 第一 

この 點に 於て この 二つの 藝術品 は 同 一 に考 へる ことが 出來 ない。 第二に 埃 及の 泥 人形 は、 私に 不思議な 餘 裕の感 

じを與 へる。 その 人形 は それ 自身と して、 改易す る ことの 出来ない 完全な 表現 を 持ちながら、 しかも それが 土臺 

となって、 種々 な ものが 發展 される であらう 十分な 餘裕を 持って ゐる。 實 現されない 幾多の 夢が その 中には 藏さ 

れてゐ る。 トル ヴァ ルド センの 「ナボレ オン」 や カノ ー ヴァ の 「セ シュ ス」 の 如き 第二の 時期の 文化的 所 產の中 

に まさう した 胚子 は 含まれて はゐ ない。 而 して さう いふ もの-. f 含まれて ゐな いこと が、 寧ろ 却って その 作品の 價 

！ a をな す 所に なって ゐる。 

第一 の 時期の 文化 は 謂 は e 樹木の 轮 であると いふ ことが 出來 ようか。 それ を 幹に 例へ るなら、 第二の 時期の 文 

化 は 葉に 相當 する だら う。 幹 も 葉 も 地中の 根から 養分 を吸牧 して、 その 存在 を實 現す る けれども、 幹 は 年 葉の 

船え 出で る機緣 をな すに 反して、 葉 は 葉の 役目 を果す 外に、 更に 與 ふべき 自分の 次の もの を 持って ゐ ない。 幹 は 

紫に 較べれば 一見 粗雜 である。 然しながら 幹と 葉と が 異質の ものである 以上、 その に 比較 を敢 へて する の は 

かなこと である。 唯 その 相 遠に 注意す る 外 はない。 或は その 各， -の 特色 を檢 討す る 外 はない。 
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•  %  P  .k  二 

一一 一 

然しながら 或る 民族の 民衆的な 文化 生 f 華 Is 後に 露して ゆく。  il^o^^lcl^f 

ならぬ。 民衆が I として ひた 押しに 押して ゆく 力が やう やく， て 行く であらう。 外界の 障碍 物^ S 頃；； 

で" 民族が 若い 間 は、 民衆が 合同した 力 そのもので 苦 もな くそれ を 突破お たで あらう けれども、 

U 從 て、 蟹る 合同の 力で は (卽ち 形に して 考 へて 見る と駕の やうな 出す 入らす の 力で は)、 到 庫碍物 

&し 得な く I。 こ、 に 於て か 民 fi の 刺戟き 曾 f 奥へ、 特殊な 突破 力 を 外界 S 碍 物に 對 して？ 

ると ころ Q、.  51 門 的 人物 I 要と する に 至る Q だ。 K 才 若しくは 英雄の I はこ i 求，^ ら結 f れて來 

u。  r て 還 は 鼻 Is なりの 力に 依頼す る 代りに、 fK 才 若しくは 英雄が 與 へる きろ の疆的| こよ 

つて 動く やうになる。  、ユー. B 厂 It 

然しながら 民族 謹の 初 M にあって は、 fK 才な If り I 衆の 生活 方便と し S び 出される が 故に、 ：t 

1 つて 或る 障碍が 除かれ、 ば、 でる 特殊な 人 g 霧 は 無用に 歸 して、 民衆 は g 自分の 合成力に よって 生 

f 1ソて行| るで あらう が、 衰ナ退 * が 募 ^化攸 つて、 民衆 は 天才 若しくは 英雄の 常住の 指 管 必耍 とする に 至 

り 逮に猶的，若しく1^2の| |致する。 こ S 場合、 英雄 若しくは： 大才は ssii じて & たす 

して 進んで 自ら を 薦めて 起つ に 至る。 而 して 民衆的 合成力 は益丄 ■ して、 そこに 生み出された 文化 は、 i 

に 於て 民衆の i がそ I 成に は與 かって ゐる にも か、 はらす、 民衆 蠢 2i に は 全く 不適 當なも 0 となって 

しま ふ a 

更に 慕 S へ て い ふなら ば、 爆と して 結束した 力 だけで は 外界 QI 物が 突破 出来ない 程に I が 謹し 


て 来て、 お； f の 前に 吃 立す る 障壁 を. I 何 始末す る こと も出來 なくなる の だ。 民衆 は その 障壁に 突き 當 つて、 しか 

も 生物 本然の 衝. 動に よって 前進運動 を續 けようと する。 そこから退却するこ.とは2^^,,«\彼等の死.#を雷起する 

こと だ。 といって、 前進 せんた めに は、 彼等の 力に 餘る 障壁が 眼の 前に 横た はって ゐる。 彼等 は 巳む を 得す、 分 

ヒ 作用 こ從 つて、 圓 周の やうな 圭角 のない 彼等の 前進 的接觸 面に 强 ひて 突角 を 造り 出す。 而 して 僅に 障壁 を 突破 

して 進む。 けれども か. -る 手段 さへ が 不可能に なると、 もう そこに 殘 されて ゐる もの は 繰り返しの 生活 だけ だ。 

突破すべからざる 障壁の 面に 對 して、 彼等 は 前進の 眞似事 をす る。 障壁に ぶっかる。 突破す る ことが 出来ない。 

一足 あとに；^ く。 叉ぶ つかって ゆく。 而 して それ を 無限に 繰り返さねば ならなくなる。 

亍 ども 人 H の 欲求 は 迚も それで は滿 足す る ことが 出來 ない。 過 服の 風光が 常に 新しくな つて 行く にあら ざれ 

ば、 卽ち 生命に 對 しての 新たなる 獲得 を 成就す るに あら ざれば、 あの 致命的な アン 一一 ュ ィの 疫病 を如俨 しても 防 

止す る ことの 出來 ない のが 人間で ある。 

り 返しの 生活に 忍び 得られ なくなった 結 ST 民衆 は 遂に 民衆と しての 解體を 始める。 民衆と しての 合成力 は 

遂. こ.. 棄 てられなければ ならなくなる。 そこに 始めて 個性の 要求と いふ 聲が 生れ 出る。 

E 生つ 立に よって、 障壁が 突破され たので はない。 そこに 繰り返しの 生活が 行 はれて ゐ るのに 變り はない。 

たに 然し K 衆の 合成力と いふ 一定の 形の 運動の 繰り返しが、 個性の 跳躍に よってお きか へられる ことにより、 繰 

り 返しの 生活に 多少の 異色 を呈 する に 至る の だ。 それ は 謂 は^ 一  つの イリ ュ ー ジョンに 過ぎない、 自己 偽瞞に 過ぎ 

たあい。 カァ ライルの 所謂 sham に過ぎない、 cant に過ぎない。 

ほ 生の 要求の あると ころに は 英雄と 天才と が 出現す る。 さう いふ ものが 民衆と は 全く 飛び離れた 或る 天啓 的 能 

力と して 承認され る。 彼等 は 生活の 指導原理 を 設定す る。 民衆 は 自分 等 自身の 力に 依顿 する こと を扮 て"、 おう 
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たもの が 更に 酒 を 求めて 更に 醉 はんとす る やうに この 異邦の 力に 牽 きつけられて ゆく。 こ に 私の 謂 ゆる 第二の 

時期に 於け る 文化 卽ち 個性的 文化が 燦然と して 生れ 出る。 人々 はか &る 文化に 對 して 驚異の 眼を兑 張り、 彼等の 

生活の 復活 を讃 嘆し、 所謂 rejuvenescence が 成就され たかの 感を懷 く。 

けれども それ は 一 時の 幻覺 に過ぎない だら う。 何故なら： 大才ゃ 英雄に よって 一段の 高所に 引き上げられ たと 思 

つた 民衆 は、 いっか その 思 ひ 謬り を 悟らなければ ならない から。 卽ち 彼等 は 眼前の 障壁 を實は 一歩 も 踏み^えて 

はゐ なかった と覺ら ねばなら ないから。 天才 や 英雄に よって 築き上げられた 文化が、 段々 彼等の 理解と 享樂 から 

遠ざかり、 遂に は 煙の 如く 視界から 離れ 去る の を 民衆 は發兑 せねば ならない から。 

民衆 は解體 した。 天才と 英雄と は 雲に 乘 つて 天 外に 飛び去った。 榦は秋 を 感じた。 然し 秋 を 感じた 斡の 上に も 

なほ 葉 は 宵々 と繁 つて ゐた。 幹 は それ を 兒て稍 M 安んじよ うとした。 然し 葉 もやが て 小舟の 如く 幹 を 離れて 空中 

に 浮び 去った。 而 して 蕭條 たる 冬が 来る。 

かくして 一 つの 民衆の 破滅が 來る。 文化の 末路が 結果され る。 ，. 

個性の 要求の 鋭く 叫ばれる 文化の 到 來を愼 しめよ。 

私達の 持つ 文化 は實に 極端なる 個性の 要求に よって 生み出されつ ある 文化で はない か。 現在 私達の 持つ 文ヒ 

は 利己主義の 哲學 によって 胚胎され、 生活の 科擧的 分化と り、 侗人 主義の 經濟舉 を 擁立し、 天才 主義、 英雄 主 

義 による 人々 と、 その 何者で あるか を 解し 得ない 人々 との 分離の 溝 を 深く し、 極端な 分業 を 結 某して、 遂に 人間 

を 物的 惯格 にまで 還元して しまった。 しかも 人々 はこの 方向の 線 上に 焦躁 を 以て rejuvenescence の 到來を 期待し 


てゐ る。 私達 は K しく 第二の 時期の 文化の 尖端に 舞踏して ゐ るので はない か。 

私 逢の 眼に ある 藝術 は、 罩 に极氣 のよ い、 智慧の ない 繰り返しで なければ、 その 制作 者 以外の 何者に も 理解し 

得られない 極端な 個性の 主張の 外の 何者で もない。 前者に 對 して は 私達 は 飽きく して ゐる。 後者に 對 して は 私. 

逢 は惻れ るか 驚く かの 二つの 途 より 選ぶ ことが 出來 ない。 而 して 或る人々 に 取って は、 それら 凡てが ssf なる 反感 

C 材料と なる ばかり だ。 

仰 性の 獨 立と 要求と を 極端に 徹底的に 要求した の は 私だった。 私に は實に その外に は 行くべき 道がない の だ。 

私 は 如何しても 民衆の 合成力と 思 ふところの ものに 融け こんで 行く 生活 は出來 なかった (こ \ に 私が 民衆と いふ 

の はこの 論の 始めに 斷 つてお いた 通り、 與 へられた る社會 生活に 於て 今まで 實際 的の 支配力 を 握って ゐた人 問の 

園 を 指す ので ある)。 私の 本能 は そ Q 民衆の 合成力が、 新しい 境地 を 開拓して 進み 得る こと を 信ぜし めな かつ 

た。 それ 故 私 は その 民衆的 合成力に 對 する 一 箇の 叛逆 者と して 絡對 的に 私自身に 依頼す る こと を餘 儀な くされた 

C だ。 私 は 微力で 不徹底で ある。 然しながら 私の さ \ やかな 體驗 も、 ス ティル ネル、 一一 イチ H、 トルストイ. ベ 

ルグ ソンが 何故に あ- r 主張せ ねばならな かつ たかを 朧 ろげ ながら 理解す る ことが 出来る。 

卵細胞 を 眼が けて 突進す る 精子の 運動 を 顯微鏡 下に 見た 人 は、 私達の 生活 狀態を その ま- -プ レ パラ，' 卜の 中に 

5?," 兑 する だら う。 精子 は 先き を 競 ひ、 結束して 卵細胞に 近づいて 行く が、 卵細胞が 被膜 を 有して 生命の 核心に 精 

^^をたゃすく近づけなぃのを發見すると、 精子 は 忽ち 慌て 出す。 而 して 被膜 を 突破すべき 機會を ：：^ 出すべく、 精 

子 は 結束から 填れて 右往左往に 卵細胞 を繞 走し 始める。 精子の 集圃 からい へば、 それ を 離れた 精.^ は 叛逆^で あ 
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らねば ならぬ。 然しながら 卵細胞 屮に徹 入しょう とする 目的から いへば、 かの 叛逆 者 も 亦 集 闘の 意志 を途 行せ し 

とする 別！： i 除に 外なら ない。  .  . , 

前揭の 諸 先人 も、 或る 意味に 於て はク a ボト キン も マルクス も、 資に 民衆に 對 する この 叛逆の 子であった。 民 

衆の 合成力に 信用 を かなくな つたと いふ 點に 於て は 共に 相等しい。 たピ 或る 者 は 彼等の 屬 する 民衆 以外に 民衆 

の；^ 在 を 認めす、 或る 者 は 明かに それ を 認めた とい ふ 相違 を 持つ。 

いつまでも 自己 僞 瞞に醉 つて 從來の 民衆が 創り 上げた 文化の 可能性 を 信す るか。 而 して その 境地に あって. 自 

らを その 代表的 英雄に 仕立て上げ るか。 或は その 合成力 を 見 かぎって 孤獨の 一路 を 淋しいながら 踏み 途げ るか。 

或は 一  の 時期に 在る 民衆の 中に 投じて その 民衆的 文化の 渦中に 溶け こむ か。 私の 選び 得る 道 はこの 三つの 中の 

1 つより 外に はない。 

私 は 現在に 於て 明かに 第二の 道 を 選びつ K ある もので あ. るの を自覺 する。 私 は 私の 屬し來 つた 民衆の * 化 を： g 

承す る ことの 無益 をし み.，^ と 知った。 私 は 從來の 生活の 延長が 破 減の 深淵への ひた 走りに 過ぎない の を 癥感す 

る。 私の 生活 は 崩れて 行かねば ならぬ。 而 して それら は 明かに 崩れて ゆきつ- r ある。 私の 個性への 主張 は、 資に 

私の 從來の 生活への 告別の 宣言 だ つた。 私 は 不思議 に朗 かな 然し 淋し い 空の 下 に 自分 を 出して ゐた。 

寳 に 現在の 文化に 浸つ て 生長した 容に 取って、 資 際に 殘 された 道と て は 三つと いふよりも 實は 二つより あり 得 

たい。 奥底の 知れない デカダンの 生活へ か。 極端に 鈍い 而 して 圆 太い 神經を 以て 他の 文化へ 移入す る：」！：！ 目的 努力 

へ か。 

明かに 私逵の 文化の 末路 は來 た。 私 は 私と！： じ 境遇に ある 友 等に 對し てこの 傳言を 送ら やに は ゐられ ない。 凡 

ての 世の しるしが、 而 して 內 部の 要求に よって 動く 私達の 生活 そのもの. r 證 首が、 明かに それ を 私達に 思 ひ 知ら 


V- るで はない か c 

生活 は 死ぬ まで は，； S く。 死ぬ まで それ を！^" おする やうに 私 はまけ て 行って I ^よう。 

• (一 九 ニコー 年 一 月、. 〔お」 所載、) 
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永遠の 叛逆 

革命 は な、 兇 DghJCT 不士： ：な屮 Z 來 iif として 忌みお へられて ゐる。 然しながら 革命の. SI 明の 嵐 性と せられて ゐ 

る この 異 《ほさと、 狂 rSS さと、 不吉 さと を 以てしても、 時代が 陷 りつ- T ある 異常 さと、 狂 OS! さと、 不吉 さとが、 比 

絞に ならぬ ほどに m- いもので あると 時代が 感じ はじめた 時、 時代 は. s 己 調節の 理法に 餘偽 なくされて、 革命 を 選 

ぶ Q を 意と しないで あらう。 

こふく /チじ b、  5 

私 は 平和な 21^ でありたい、 太平の逸：^でぁりたぃ、 鼓股擎 壊の 平民で ありたい。 けれども私违は-：^^滯の生活 

に はせん じて ゐられ ない。 それ は 努力 的に さう であるの ではなく、  s 然の 意志が 私逮を さう した 方向に 驅り 立て 

るの だ。 生きて ゐる は、 生物に 働き かける この 業 力から 逝れる 術がない。 私達 は それ を： lil する ことが 出來な 

い。 回避す ると ころに は 死が あるば かりだ。 

^滯を r〕^ み 嫌 ふ 私達の 本能 は、 私途 を驅 つて、 望み 欲しない 境界に さへ 進出させる。 最も 多く 生きよう とする 

力に 滿 たされた 人が、 ！§先きに^^?^を減ぼす殉敎*?となるゃぅに、 平和と 太平と を翹 望す る 私達 は、 異 な、 兇！^ 

な， 不吉な 革命に 赴く こと を餘 儀な くされる の だ。 

革命 そのもの は 私達の 欲する もので は 勿論ない。 私達 は 必然に その 革命が 旣 成の 生活 を^ 亂し、 無告の 镇牲 

を 出し、 必要 以上の 誤解と^ 惡とを 惹起して、 人生の 一角 を 荒野に 變す るの を 知って ゐる。 私達 は あらん^りの 

カを盡 して それ を 未然に防 止しなければ ならない。 のみなら す實際 未然に防 止す る 本能 を 持って ゐる。 

然し その^ 戒が あるに も か- r はらす、 革命に 依る にあら ざれば 救 ふことの 出来ない 時代が 到來 する。 これ は悲 


しむべき 裹赏 であり 運命で ある。 然しながら 私達 はこの 事 實に眼 をつ ぶり 通さう として はならない。 私達 はいつ 

でも 事 實に卽 しなければ ならない。 事 實に卽 して 强く 働く ことが いつでも 事 實を 最上に 解決す る ことで あらう か 

ら" 

私達 は 革命の 存在理由 を 是認す る。 

そでなら 更に 一 歩 を 進めて 考 へて 見よう。 革命と は 生活の 或る時 期と 時期と を 截然と 61! 割す る 時に 起り 來るも 

ので、 その他の 場合に は 決して 起らない もので あらう か。 

生活に 對 して 機械的な 見方 をして ゐる 人に 取って は、 革命 は 謂 は r 一時的の 權道 として 存在して ゐる 如く 見え 

るら しい。 革命 を 必要と する 時代が 來る。 革命が 起る。 而 して 革命 を 必要と しない 太平の 時代が 若干の 繼續す 

る。 さう いふ やうに 兑 える らしい。 それ はさう であるか も 知れない。 

けれども 他の 或る人に とって は —— 私 も その 一 人で ある けれども  革命と はさう いふ 性質の ものと して 映つ 

て來 ない。 さう いふ ものと して 感ぜられない。 生活 は 如何なる 瞬 問に も 革命 を 伴 ふ ものと して 映って 來る。 卽ち 

如何なる 瞬^の 生活 も- 異常な- 兇暴な、 不吉な 出來 事であって、 異常な、 兇：^！な、 不吉な と考 へられて ゐる革 

命に よっての み、 それが 覆へ される の を 知る ので ある。 

革命 を 週期 的な 出来事 だと 觀 する 人に 取 つ て は 制度の 存在が 必要に な つ て 來る。 何故なら 革命と 革命との 問の 

生存 を 安定に する もの は 或る 種の 形式で あらねば ならぬ と 詮議す る ことが 必要に なって 來 るから。 それが 個人の 

生沾に 於て は道德 とか 信仰と かいふ 形で 現 はれ、 社會の 生活に あって は 組織と か機關 とかい ふ 形に なって 現 はれ 

て來 る。 これ を耍 約す るに 制度の 外で はない。 卽ち 人間の 欲求 を 形式に 具體 化し、 その 具體 化された る 形式に よつ 

て 逆さまに 人 の 欲求 を 調節し ようとい ふので ある。 卽ち 何とい つても そこに は 生命の 機械化が 主として 働かれ 
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『七つ 

ようとして ゐる。 

一 の 機械化が 成就 さやば、 秦は 自然 安 fi を その 境界に I する， 而 して i 比され たる J 

uu^! 而し iiil 臨し、 若し li 逸で H ば；； U 

J^§(0i え は 人 W に 取って Q 一  つ Q 大 li で なけ，, ばなら ぬ。 g して それが J で 

あるの みな I、 一つの 大きな 謹で さへ あり 5-1 らう。  r  i^r 

ほ OM;^!!^:£f 人 をして で If なさし めよ。 然し t る 人 時に かま 謹 をな おざる 他の 

類の 生得の 人が あるの を 忘れて はならない 笞さ。  f  1^ 

^uuuw^lf  Ix^^o その 人さ從 へば、 革 f 始め i りとの なヒ筋 S 

^.H^  !J^$!i 鎖の 中の 一 つのき、 その 輪 I を 以て 圓く 完成し 

その 次の 輪 は 會釋 なく その 輪の 中に 食 ひ 込んで ゆき、 その 完成 を 妨げる。 かくの 如くして 

^.^u^^^^^. その やうに、 ま Iff る ものに 取って は、 こ、 が 革命の 終局であって- 

hulrt ふやう きと はない。 若し 革命から 革命へ ill の il て 不可能で あると 

する も さう あらう とい ふ 欲求 を 拾て 去り 得ない もの は 彼等 だ。  f 

.J れ^ は I 者で ある。 彼等 は fi の 存在す ると ころに 破 f 敢へ てしょう とする。 llf 

する。 それ は 生命が そ i 化から， ff 救 i うとす る ill い。 u^n^ 

塑て ある。 ® 性が 存在す る f の 叛逆で ある。 社會が g する 限りの I である。 て. I 水、、」 の 

何もの を も 成就し ない。 何等 濃の 承認 を 受ける ことが 出来ない。 I は 個き， しても ま S  H とし 

In 唯與 へられた る f に 於て、 生命に i りつく きな 力 S る 外に、 一 ま 篇| にお 


して ゐ たい。 それ は 或は 荒さび た 姿 を 取って 现 はれる だら う、 或は S かな 形 を 取って 現 はれる だら う。 然しな が 

ら制庶 を 無視 するとい ふ點に 於て は變 りがない。 時代 は 彼等 を その 時代の 妨害^と して^む， 一 筒の 夢想 者と し 

て排 \!e する、 卑怯なる 囘避 者と して 輕蔑 する。 恐らく 彼等 は その 輕 侮と 憎- 惡 との 全部に する だら う。 彼等 は-ひ ぼ 

て 勝たない。 彼等 は 常に 迫害され る。 彼等 は 常に 少數 であり、 而 して 少數で ありながら 支配お ではない。 

ぉ史 以來、 彼等 永遠の 叛逆 者 は、 絡え す多數 者に よって、 或は制度の擁護^<?にょって石もて掉たれた。 人類は 

常に 彼等の 存在 を 根絶し ようと 企て k ゐる やうに 兒 える。 然しながら 彼等の 子孫 は 連綿 t て 絶滅す る ことなく 

今 ：= に 生き延びて ゐる。 而 して 彼等の 欲求 は寸 毫も 衰 へて は ゐ ない。 謂 は^ 人類 は 永久に 鬼子 を 生んで して 行 

かねば ならない の だ。 それ は签 想で はない 事實 である。 

誰が この 赛資の 意味 を 正しく 認める だら うか。 然し その 希望 は 恐らく 無理で あらう。. 何故なら その 事赏の 意， X 

が 認められた 瞬^に、 彼等 は その 承認 を- 裘 切って、 叛逆す るで あらう から。 若し 知る とい は^、 叛逆 者 を 知る も 

の は 叛逆 者の 外に はない。 .  , 

だ か ら 時代 をし て 社會を し て 叛逆 を 迫 寄 せしめよ。 そ の 心 の 十分な 滿足 に ま で 彼等 を SIS! せしめよ。 これが 

恐らく 彼等に 對 する 最上の 報酬で あり 承認で ある だら う。  . 

永遠 不斷の 叛逆 を肯ふ もの. - 小さな 群れ は 今 n: も 私の 前 を 行く。 私 は その 群れに 向って 私の 好意 を こめた 搌手 

の 手 を さし 延ばさう。 

( 一 九 二三 •  一  二十  一 ：！：^^兒の傍らで〕 

(一 九 二三た 牛、 「， お」 所 載) 
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詩への 逸脫. 

私 は 脊 て 詩 を 音樂に 次ぐ 最高 位の 藝術 表現と 云った ことがあった。 

凡ての 藝術は 表現 だ。 表現の 焦點は 象徵に 於て 極まる。 象徴と は 表現の 發火點 だ。 表現が 人間の 覺％1 に依據 し 

て訴 へ、 理知に 卽 迫して 訴 へようと する もどかし さ を 忍び 得な くな つた 時、 已むを 得す 赴く ところの 殿堂が 卽ち 

象徴 だ。 だから 象徵と は、 魂 11 若し そんな 抽象的な 言 紫が 假 りに 許されるなら 11 が 自己 を 示現 せんとす る悶 

えで ある。 而 して 詩 は 音樂に 最も 近く この 象徵 へと 肉迫す る a 少なくとも 文擧 とい ふ 分野に 於て、 詩に 優って 純 

粹に藝 術の 遂げん とする 要求 を 追求して ゐる もの はない。 

戀 人に 取って、 服の 言葉と、 口の 音 樂とは 遂に 最後の もので はない。 それ は說明 だから だ。 如何に 巧妙なる 說 

明 も、 それ は 結局 投影の 創造であって 物 そのもので はないだ らう。 而 して 抱擁が 來る。 抱擁 も 然し 戀 人に 取って 

はま だ もどかしい。 而 して 死が 來る。 戀は 生命の 灼熱であって、 而 して 死 は 生命の 破 却 だ。 何ん とい ふ 矛盾 だら 

う。 然しながら 人 問が その 存在の 中に さぐり 求める あらゆる 手段の 中、 死の みが 辛うじて、 凡て を 撥 無しても な 

ほ 飽き 足らない 戀 人の 熱情 を f|g させる の だ、 戀人は その 愛する もの 胸に 死の 烙印 もて 彼 自身 を 象徴す るの だ。 

人 は 自ら 知らす して 人類 を戀 して ゐる。 彼の 魂 は 直接に 人類に 對 して 自己 を 表現 せんと 悶えて ゐる、 かくて 彼 

は 彼 自身 を 詩に 於いて 象徴す る。 

私も亦 長い間 この 療 がれ を 持って ゐた。 說明 的で あり 理知的で ある 小 說ゃ戲 曲に よって 自分 を 表現す るので は 

如何しても 物 足らない 衷心の 要求 を 持って ゐた。 けれども 私 は象徵 にまで 灼熱す る 力 も 才能 もない の を 思って 今 


まて 默 して ゐた。 

けれども 或る 機 緣が私 を 促が し 立てた。 私 は 前後 を 忘れて 私 を 詩の 形に 禱 込まう とする に 至った。 どんな もの 

が 生れ 出る か 私自身と 雖も それ を 知らない。 私 は 或は 私の 參詣 すべから ざる 聖堂 を 窺って ゐ るの かも 知れない。 

然し 私に はもう 凡てが 已むを得ない。 長く せきとめて ゐた 水が 溢れた の だから。 

. .  (1 九 二三 年 四 月、 「祭」 所載) 
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獨斷 者の 會話 

.B  11 まだお 前 は 瘦せ我 燥 をして ゐる のか。 

A —— 瘦せ 我慢ば かり ぢ やない …… 一 體 貴様 は 何者 だ。 

B 11 黑ぃ影 だ。  ， 

A —— 贵様は 私 を 誘惑す るつ もりな のか。 

B 11 お前が 勝手に 誘惑され てゐ るの だ。 …… だが、 瘦せ 我慢 はもう やめたら どう だ。 

A I - 無理 をい ふな。 瘦 せ我馒 をした ければ 人 Si は 生きて ゐられ ないやう に 出 來てゐ るの だからな。 

B 11 それ だから 瘦せ 我慢 を やめたら どう だとい ふのお。 

A  さう か。 

B —— 何 を考 へて ゐ るの だ。 

A —— 贵様は 無情な 奴 だ。 

B 11 けれども いっか は 凡ての 執着と 離れねば ならない 時が 來 るの だぞ。 ！： 十い か、 晩い か、 それだけの 相 遠 だ。 

しかもお 前 は 今、 どう 生きて 行って い、 か^ 解ら なくなって ゐる ではない か。 

All 现 |g で 生きたり 死んだり が出來 ると でも 思って ゐる のか。 

B  だが、 さう いふお 前 自身が、 生きる のに 现窟 をつ けて 生きて ゐるぢ やない か。 

A I れは うはべ のこと だ。 理窟 を 色々 に考へ 出し もす る だら う。 ところが 私の 生命 は it-i;5 に 頓^な く 持 緩し 


てゐ る。 

B —— そんな こと を 一時の がれに うはべ で 云って ゐ るの ぢ やない のかな。 

A 11 さ うぢ やない。 私 は 全く 现 |g なしに 死が 怖ろ しいの だ。 た t 生きたい の だ。 生命と いふ もの を 私 全體 がし 

つか リと 感じて ゐ たいの だ。 

B —— それ は 恐らく 生きて ゐる もの、 偽らぬ 心 持 だら う、 の 本能の gJ: だら う。 だが  

A 11 だが …； 

B —— だが？ 

A —— さう 追求し ないで くれ。  ， 

B —— 乂 ごまかさ うとして ゐ るな。 ごまかしと 瘦せ 我慢、 それが いつでも お前の 惡ぃ. 1 だ。 

A  I  

R —— お前に-なり 代って 白狀 してやら うか。 お"， g は 生命と いふ もの をし つかりと 感 する ことが 出來 ないで ゐ るの 

だ。 {4{ 虛が 11 死の やうに 恐ろしい { や 一虎が お前の 生命 を 蝕み はじめた の だ。 その 穴，； 虚が 段々 大きくな つて 行き 

,  .  あわ 

はしない かとい ふ豫感 で、 その 豫感 だけで、 お前 は 忍び 得ない 程 慌てふためいて ゐ るの だ。 

A 11 (半獨 白) 底無しの 沼に 足 を 踏み入れた 人 の やうに …… 

B .11 さう だ。 小 氣味惡 くお の 五體は 底の ない 底の 方へ と 沈んで 行く。 確かに、 あやまた す、 けれども しづし 

づと。  . 

A ,! ^様 は Sf 酷な 扠だ。 

B-— 私 はお 前の 忠實な 鏡に 過ぎない 1 美しい 顔 は^を 惠み 深い 祌 とも 思 はう が、 ^い 顔 は それ を殘 酷な 惡 魔と 
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思 ふか も 知れない。 

あえ 

A 11 兎にも角にも 私に はま だ餘 された 命が ある。 

B —— その 枯れ かけた 命の 根 株から、 新しい 芽が ふく かも 知れない。 

A —— そんな 貴様の やうな もの- - 皮肉に たじろぎ はしない ぞ。 

B —— お前 自身が 皮肉 を 云って ゐ るので はない のかな。 

A — I 私 はま だ 貴様 を 憎む ことが 出来る ぞ。 . 

B 11 お前に は 丁度 手ごろな 慰み だ。 

A 11 默れ …… 眼 ざ はりな 奴 だ。 

XXX 

A —— 何處に 行って しまったの だら う。 今の 黑ぃ 影と いふ 奴 は。 

C —— こんなに 可愛 ゆくな りました。 

A —— 大きくな りました ね。 

C —— 可愛い、 でせ う。 

A. I 淚が渗 み 出る 程です。 生れて からもう 何 ヶ月 …… 

C  もう §： ヶ月になります。. この頃で は、 自分の 手の 動く のに 眺め 入ったり、 片方の 手で 片方の 手 をお もちや 

にす る こと を覺 えました の。 

AI I おもちゃ にして ゐ ますね。 丸々 とした 指 を ひとりで 組み合せたり ほどいた りして ゐる。 


c. 

A. 

c- 

A. 

c. 

A. 

c. 


- あら、 そんなに 愁ズ つてお 口に 入れよう たって、 その 小さい お 口に はいる もんです か。 を かしな 人 だ こと。 

吉 つのが 早くて、 見える やうで せう ね。 

せ， Q 

に ハ§ 日々 々眼 立って 大きくな つて 行きます わ。 丈夫な 故 か 少しも 乎が か \ りません の。 

- 曰が！： 十く たつで せう ね。 こんな 可愛い、 人と 慕して ゐ ると。 

—いつ 經 つてし まった かと 思 ふ ほどです。 

- あ- - 笑って ゐる。 私 を 見て 笑って ゐる。 もう 一 つ 笑って おくれ。 

1^ 父 さしが 見えた のかい。 さう です か 。あら あんなに にこく して。 さう お， そんなに を かしい の. ：… お- 


や、  あなた は …； 

A 11 何んでも な いんです。 

I あなた、 お子さん でもお ゥ くしに なつたん です か" 


な 


C 

A 

C 

A 


I 私の 子供 は 皆ん な 元 氣でゐ ます。 

- それ ぢ やどう して  

I 何、 人に 笑 はれさうな こと を 不圆考 へて しまったん です。 赤ちゃんの 笑って ゐ るの をぢっ と兑 てゐ たら、 

急に 淋しい 氣持 になって しまって …… 

C —— まあ  どうして ビ すの。 

A —— この 子 は 今 こそ 笑って ゐ るが、 私 を 見て 泣き出す こと も あるに： 違 ひない し、 あばれる こと も ありませ う 

ュ。 然し どっちに しても、 私 はこの 子 を 憎む こと は出來 ません。 憎んで 見ようと 2 ぬっても 駄目です。 唯 可愛い 

いば かりです。 可愛い- -と いふよりも もっと 逼 つた 氣 持です ね。 人間の 持って ゐる言 葉で 云ったら、 可哀 さう 
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とで もい ベば い- - のか 知らん。 あ- - やって 指 を 組み合せたり ほどいた わして； r 日中…… あなたが I 日 そばに ゐ 

たかったら それき り. なの. に， そんな こと は 少しも 頓着し ないで、 あんな； 4 々しい 程な： 平 氣な顔 をして、 …… 私 

は 馬鹿です。 もう やめ ませう。  ：，：.  .  ..  ，..  、 

C —— それで …… 

A 11 さう 無 氣に問 ひ つめられ ると 困ります ねえ。 …… た 何んだ か 云 ひやう のない 哀れ さが 胸に つめよせ て來 

るので， す。： あなた は 赤ちゃん をぢ つと 兑詰 めて ゐ ると そんな 氣持 になり ませ- ん. か。  ：  . 

C —— さう 仰 有れば、 私 も 如何 かする と、 何だか この 子の 餘 りの 力な さが 哀れに なること もあります。 けれども 

私 は 育てる ことに 氣を 取られて ゐる もんです から…… 

A —— 全くで.. すね。 私の やうな ことば かり 考 へて ゐ たら、 赤ちゃん は 見る， （'干乾しに なって しま ひます ね。 

C —— 私、 あてこすり を 云った 積り では  

A —— 勿； Si です。 よく 分って ゐ ます。 あなた は あてこすり なぞ を 云 ふ人ぢ やありません。 …… だが、 私 はこの 赤 

ちゃん を かう して 兑てゐ ると、 妙に 人 Si とい ふ もの- - 姿が はっきり 見える. やう. &氣 がする のです。 こんな 吞氣 

じみた こと をい ふの を 暫く 許して 下さいよ。 自分 も 人 問の 一 人 だとい ふこと を 忘れて、 謂 は、 に 神に でもな つて、 

人 11 全 體を見 渡して ゐる やうな 心 持になる ん です コ 

C —— 本 當に今 のこの：，^に取っては、 私の やうな も の で も祌で す. わね。 

A  さう です。 さう です。  .. 

C —— さう 思 ふと、 にの 子を昆 てゐる 中に 淚が 出て 來ま すわ。 

A —— けれどもお 互 ひが 持ち合せて ゐる祌 様の 中に、 あなたの やうな 神様 は 一人 もな ません？ 


c 11 冗：^ を 仰 有つ ちゃ 困ります わ。 

A 11 冗談な ものです か。 私 は 腹立たしい 程眞 面目で 云 ひたい。 世界の 何處を 探して 歩いても， あなたの やうな 

神様 は 一人 もゐ はしません。 祌の 創造した 世界に、 基督で すらが 罪を說 きました。 釋 で すらが 輪 觋を說 きま 

した。 而 して さう 說 いた 上で 初めて 救 ひを敎 へて ゐ ます。 

C 11 でも 私 逢 は 本 常に 輪廻の 中で 罪 を 犯して ゐる やうな もの 達です わ。 

A —— こんな 赤ちゃん を 毎日 見ながら、 あなたまで そんな こと を 云 はう とな さるので すか。 ：… . 凡ての 祌を 葬つ 

てし まへ。 私 はさう 叫びます。 赤ちゃん を 胸に 抱きしめて ゐる あなた 一人 を 想像す る だけで、 神の 存在 を 否定 

すべき 證據は 十分です よ。  . . 

C —— あなた は 恐ろしい こと を 仰 有い ます わ。 

A I - 赤ちゃん を 抱き上げて 下さい。 それ を 私に 見せて 下さい。 何でもい >r から。 

C 11 そら、 小父さん 御覺 下さい。 如何な さった の。 

A 11 氣狂 ひじみ てゐ るが、 泣いて ゐ るんで す。 

XXX 

A ！ 何の 御用です か。 

D 11 生活に 困る から 金 を 少し 欲しく 思 ふ のです。 

A —— あなた はどうい ふ 仕事 をして ゐ ます。 

D 11 パン フ レツ トを 出さう と 思って ゐ るんで すが ：… それに 友人の やって ゐる雜 誌に 多少の 關係 を！ e つて ゐる 
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のです が、 思 ふやう に 行かない のです。 

A —— あなた は 食 ふために は 働いて はゐな いんです か。 .  , 

D —— そんな こと は出來 ません。 私 は 無政府主義者です。 

A 11 ！:^ す/. \奪 取され てまで 働く の は 屈辱 だとい ふので すね。 

D —— 無論 さう です。 

A —— その 氣持は 私に も 分る と 思 ひます。 けれども 私 は あなたに 私の 金 を 分けて 上げる こと は出來 ません。 

D —— 何故です か。 

A —— - それ は 他人に 聞い て 見る まで もない こと ぢ やありません か。 

D I -然 しあな たも 無政府主義 的な 考へは 持って ゐ るので せう。 謂はビ 同志です。 同志が 同志に 對 して その 餘裕 

から 助け合 ふの は 當然な こと だ。 

A 11 それ ぢゃ云 はう。 私 は 他人の 不愉快な 顔 を 見る のがい やなば かりの 弱氣 から、 大抵の こと は我換 してす， 

してお くやうな 習惯を 持って ゐ るので すが、 今日は 思 ふ 存分 云 ひます よ。 同志が 同志に 對 して その 餘裕 から 助. 

け 合 ふの が 當然な こと 位 は 私と 雖も 心得て ゐ ます。 然し 理論が 一 致した からと て 私 は强ち 同志と は 思って ゐ ま. 

せん。 理窟の 上で は どんな 人^でも 勝手な ことが いへ るの を 私 は 知って ゐ ます。 單に 無政府主義と いふ、 內容 

あひことば 

の. 5? 然しない 旅 印 や 合言葉で あなたと 私と がつな ぎ 合 はされ るの は 私 は 不服です。 私の 心 はま だ 一度 も あなな 

の 心と 觸れ 合った ことがない のです。 それが 同志であって たまる もんです か。 

あなた は 隨分思 ひ 切った 意 兒を發 表した ことがあり ましたね。 而 して あなた は 次の 瞬 間 に は 世界 を かし さう 

な 仕事 を獨 りでして 見せる やうな こと を 公言し ましたね。 しかも 現在して ゐる こと >r いって は、 あなたの 謂 ゆ 


る 同志から 金 を めて、 €1 分に も出來 さう もた < ぃむづ かしい こと を 他人に 强 制する 印刷物 を 出す 位が 關の 山な 

んで せう。 

D —— あなた はそんな こと をい ふが、 そんな 仕事から でも どんな 結果が 現 はれ 出ない とも 限りません よ。 

A 11 瓢 から 駒が 出る とい ふ 諺 も あるに はあります。 然し それ は 駒が 瓢箪から 出た ので、 瓢箪が 駒 を 出した の 

ではあります まいね。 

D 11 あなた は 全く 噂通り 病的に 潔癖です よ。 瓢簞が あれば こそ 駒 も 出られた のです よ" その 場合 瓢簞だ 駒 だと 

神 經！^ にわけ 隔て をして ゐ るの は、 道舉 者の 暇つ ぶし 仕事です。 

A 11 あなた は 勝手に 飘簞 でも 振り 廻 はして 駒で も 魔で も！^ り 出された がい- - かも 知れません。 然し 私 はま だ默 

りません。 私が 若し あなたの 立場に あったら、 選ぶべき 道 は 二つの 外にない と 思 ひます。 一 つの 道 は 奪取され 

たもの を收容 する のです。 奪取 者の 持って ゐる もの を 正 當に屬 すべきと ころに 還元す るので す。 若し 先方に そ 

の 理解がなかったら 無理に 强 ひても それ をさせる のです。 それが 先方 を も 本當に 生かし， ； si の 全 體の 生活 を 

も 本當に 生かし 得る の だとの 確信 を 以て それに 從事 する のです。 卽ち terrorist になる のです。 

もう 一 つの 道 は 不合理な 現在の 生活 を 存分に 知り 拔き ながら も、 自分と 自分に 近し いもの 達の ために 額に 汗し 

て勸 いて 食 ふので す。 奪取され た 餘剩を 以て 自分の 口に パン を 運ぶ のです。 その 苦しみの 中から これと 思ふ自 

分の 仕事 を 生み出して 行く のです。 大多數 の 人類 は 今 已むを 得す、 さう して 生きて ゐるぢ やありません か。 そ 

れと 歩調 を 合 はせ て 苦しみながら、 その 中から 仕事 をな し 遂げて 行く のです。 

ところが あなた は その 二つの 道の どちらも 選んで はゐな いぢゃありません か。 他人 を terrorist にす る やうな 煽 

動 だけ はしながら、 自分で はいつ でも 安全な 地點に 踏みと ビ まって ゐ るか、 さう でなければ 大多數 の 人達と 一 
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に 八 rn ：々 々 の 生活に 於て、 c: 分と 自分に 近し いもの、 ために 汗水 垂らして 働く かとい ふのに さう でもな く、 

あぶくの やうな 不平と 倦怠に 滿 ちた 生活 を 緩け るた めに、 あなたの 所謂 同志から あちこち 金 を 引き出して 歩く 

の を 仕事と して ゐ るの だ。 それでい、 んで すか。 あなた はさう いふの を 無政府主義と いふの かも 知れない が、 

私は斷 じて そんなの を 無政府主義と は 思 ひません から、 あなたに 同志と 銘を打 たれる の は 以後 斷然 御免 蒙り ま 

D —— それなら あなた は 一 體 どんな 仕事 をして ゐ るんで す。 

A. —- 他人 は：！： とい ふか も 知れない。 然し 私 は 明かに 自分の 仕事 を 持って ゐ ます。 そして この 仕事の ために は、 

晝 夜な く勉强 して ゐ ます。 自慢で こんな こと をい ふので はありません。 好きな こと を 好きで やる のに 自慢 も 何 

も ありよう 害が ありません〕 あなたが 聞く からい ふだけ のこと です。 私 はさつ き 云った 二つの 道の 中で terro- 

rist の 道 は 選んで ゐ ません。 私 は 働いて 食 ふ 方の 道 を 選ばう として ゐ ます。 幸 ひか 不仕 合せ か、 鬼に 角 今 は 私 

の 仕事が 私の 勞 働と 一 致して くれて ゐ ます。 思 ふ 存分に 仕事 をす る ことが 私の 口と 子供の 口と にパ ンを 運んで 

來る結 Hi^ になって ゐ ます。 それ だとい つて、 私 は 現在の 生活の 不合理 を 一瞬間で も 感じないで ゐる こと は出來 

ません。 

D 11 仕事と 勞 働との 間の 妥協の つく 人間 はお 仕 合せです よ。 澤山 仕事 をして 澤山 お儲けなさい。 

A —— 御挨 を 感謝し ます。 仕桌の 上で 私が 妥協して ゐる瞬 を 見出したら、 思 ふ^ 分 私 を やつ. - けて 下さい。 

その 時には 私 も あなたの 同志に させて もら ひます から。 

V — 1 あなた は 一 體人を 馬鹿にする 氣か。 

A —— 今の あなたなら 鹿に しても い \ と 思って ゐる。 然し 私 は あなた を いつまでも 馬鹿にして ゐ たくない。 私 


が 傲^ を恥ぢ 入つ て あなたの 前に 謝罪す る 時の 來 るの を 私 は木當 はが んでゐ ます。 

D —— 1^ 越^ぶ つたこと はい はない がい X。 時が 來 たら 斷頭臺 の 上 でべそ を か、 ない 用心 をして おきな さいひ 

A —— 大多數 の 意い-心が 本 常に 目 ざめ た 時には、 私 も あなたと 同様 無用の長物になる の を 忘れて はゐ ません。 

D, I 鬼に 角 金 は 駄目 だとい ふんです か。 

A ——- 駄 in: です。 

D — I それ ぢゃ 勝手にし 給へ。 

A  い ふまで もない ことた。 

XXX 

E —— それ ぢゃ あなた は ドン. ジュ アンの 讚美 者です の。 

A —— もう そんな 話 は暢氣 過ぎる から やめ ませう。 

E 11 でも 私 は？： とい ふ もの 、： M 持が 知りたい のです もの。 

A —— あなた も 物數奇 です ね。 

K 11 それ ぢゃ 物數奇 でもよう 御座います。 もう 一 度 伺 ひます わ。 あなた は ドン. ジュ アンの 讃美 者です の。 

A  さう です。 

E i まあ：； 木れ た。 そんな 方で はな. いと 思って ゐ ましたのに。 

A  全く 私 はそんな 人 問ではありません。 ドン *ジュ アンの やうに 戀愛 道に 於け る 崇高な 勇者ではありません。 

E 11 何が 崇高な ものです か。 何が 男 者な ものです か。 女から 女へ と 渡り歩く 燕の やうな 男が。 
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A —— あなた 方 女に はさう 見えます かね。 

E —— 見えなかったら 私達 女性が 墮 落して ゐ る證據 です。 

A —— ー體 ドン ニン ュ アン は 何故 女から 女へ と 渡り歩い たので せう。 

E —— それ は 倦き つぼい い たづら 者 だからです。 

A —— それ 程 倦き つぼい のなら、 伺 故 女 そのものに 倦き てし まはなかった のでせ う。 

E —— 自分に 近づく 女性 は 思 ふやう に 操れる とい ふつ まらな い 自信に 引き すられて ゐ たからで せう。 

A — I 思 ふやう に 操れる 女性ば かりが うよく ゐ たら、 蟲 唾が 走って 二の足 は 踏み出せなくなる でせ うにね。 

E —— それ はさう かも 知れません。 ひょっとすると ドン *ジュ アン はかう いふ 與 味で 女性 狩り を 思 ひ 切らな かつ 

たか も 知れません わ。 それ は 自分の 力 I 杯で も 如何す る こと も 出来ない やうな 女性が ゐ はしない かとい ふ與昧 

で …… 

A 11 その 氣 持の 方が 本當 らしい な。 . 

E I— 本當 です わね。 

A 11 けれども ドン ニンュ アン は 世に も 稀れ な 美貌の 持主で、 强 健な 肉體の 所有者で、 勝れた 才能と 恐ろしい 程 

^ ま 

な 熱情と があって、 運命が 數奇 で、 無數の 女性に 死ぬ 程戀 された 經驗を 持って ゐ るので す。 そんな 男に 逼り近 

づ かれて 抵抗し 得る 女性が 一 體 ある もので せう か。 

E —— 有體に 申せば 恐らく たんと はあります まいり 

A — I おまけに ドン ニンュ アン は 飛び離れた 正直者です。 決して 見え や 外聞で 倦き た 女性 を も 倦き ない もの、 如 

く 守って ゐる やうな こと はしませんでした。 


K  倦き ると か 倦 きないと か、 そんな はすみ な 仕打ちが あって い 、もので せう か。 

A  本當は 倦き ると いって はいけ ない のでせ う。 何とい. つたら い、 かな あ。 

K  お 性と はそんな に 多 ig な ものです の。 

A 11 の Ef^ 性 は、 例へば ABCD とい ふ 女性が あると すると、 rABCD とい ふ 四 人の 婦人 は」 云々 とい ひま 

す。 ド ン. ジュ アン は 「あの 婦人 は A、 あの 婦人 は B、 あの 婦人 は c、 あの 婦人 は D」 とかう いひます。 普通の 

性に は 凡て の 婦 人が 等しく 女性です。 ところが ド ン.ジ ュ ァ ン に 見せる と、 女性と い ふ 總稱で 婦人 を 見る こと 

が出來 ない のです。 女性に は 相違な くと も、 この 婦人 は A とい ふ 婦人です。 あの 婦人 は B とい ふ 婦人です。 例 

へて いって 兑 ると、 普通の 男性に は 梅も樱 もがた 花です。 ところが ドン ニン ュ アンの 眼に は、 一方 は 明かに 毎 

であり、 一方 は 明かに 櫻です。 

E  さうなら 如何な のです。 

A -1 训に 大した ことはありません。 普通の 男性 は 例へば 梅に ぶつつ かれば 花 を 得た と滿 足す るで せう。 ところ 

がド ン. ジ ユア ンは、 花 を 得たい と 思 ふ 以上、 梅 も樱も 得なければ 花 全 體を 得た と は 思 はない のです。 ド ン. ジュ 

ァ ンは纖 細に 花を感 する こと を 知って ゐ ますから e 

E II まあ 慾の 深い こと。 です と 昔の 歌に ある 柳の 枝に 櫻の 花 を^ かして 梅の 匂 ひ を 添へ て 見たい とかい ふそん 

な 無理な 註文 を 女性に 强 ひょうと して ゐ るので すね。 

A 11 たうとう あなた は 私の 云 はう とする つぼまで 来て くれました。 だから 私 は ドン. ジュ アンが 崇高な 者 だ 

とい ふので す。 彼 は 地上に ない もの を 求めて ゐ るので す。 それを^艱，^知ってゐながら決して失望しなぃので 

す。 だから 數 多い 女性に 倦 きても 決して 女性 そのものに は 倦 きないの です。 ドン .ジ ユア ン位ゐ 女性の 祌 * しさ 
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に^って ゐる 男性 はない のです。 それに 身 も 心 も 打ち ひたして 醉 ひしれ たいと もがいて ゐる 男はド ンニン ュ ァ 

ンの 外に はない のです。 しかも 彼 は 空想家ではありません。 彼 は 征服者の 如くに その 探兑に 一生 を 擲げて か. - 

つて ゐ るので す。 永遠の 女性の ために 彼 は 到る ところで 血み どろに 戰 つて ゐ るので す。 

E —— うそです。 それ は 申し 譯 です。 自分の ふしだら を 蔽ひ隱 さう とする 企ら みです。 私 は あなたのお 3 一一 口 葉 を 信 

じて は ゐられ ません。 

A  私 は^ょり ドン .ジュ アンではありません。 悲しい ことに は ドン *ジュ アンになる 資格の 大部分 を 持ち 合 は 

き C はゐま ij ん から。 而 して ドン • ジュ アン 自身 は 私が 今 云った やうな こと を 自分で は 少しも 意識して ゐ ない 

のか も 知れない のです。 彼 は 恐らく 自分の 度外れた 生の 苦痛. に 呻き 苦しんで ゐ るので せう。 

K 11 慘 めな 不幸な 男です のね。 

A 11 さう です。 大抵の 女性 崇拜者 は、 永遠の 女性 を 象牙の塔の 中に 安置して、 その 入口で 遙 かに それ を拜ん で、 

動き もせす に 跪いて ゐ るので す。 而 して 彼の 心に 描く 永遠の 女性と は 似 もっかない 現實の 女性 を戀 人に して 滿 

足して ゐ るので す。 これ は 確かに 幸福な 男です。  ， .  .  . 

E —— あなた は 全く 詭辯 家です ね。 

A  さう でせ うか。 

E 11 ドン. ジュ アンの ゐ るの は 女性 全體 への 侮辱です、 祧戰 です。 

A —— 私から 云 はせ ると， 戀 愛の 神聖と いふ もの を 口にする 以上、 ドン • ジュ アン 程の 戰ひ を戰 はない 男性 は 

明かに 女 id を歸 して ゐる のです。 何故なら 彼 は、 女性に ぃ& 加減の 所で 兒 切り をつ けて、 それに 滿 足して ゐ 

の. んき W  :£  - 

る.^ ら です。 戀 fi 道に たづ さはる 以上 は ：.… ドン ニンュ アン を 御覽， なさい。 理想と 現赏 とを暢 I 来に も 離 L て^ 


へる ことの 出来ない もの 、悲釗 的な 崇高 さ を 御 覽 なさい。 

彼 は： 人々々 の 女性に 永遠な もの を 求めて 歩きます。 而 して 彼の 女性に 對 する 評 愦の 高さの ために 失^させら 

れ ます。 彼 は 焦 立ちながら、 他の 女性に それ を 求め 出さう とする のです。 或は 數人 を！： 時に 愛する ことによ つ 

て， その 要求 を滿 たさう とする のです。 けれども 何 處 にも 彼の 描いた やうな 永遠の 女性が 見出されない 時、 彼 

は 捨鉢な 態度で 更に 探 見 を 綾け て ゆく のです。 彼 は 現實に 凡ての 女性 を 踏みに じっても、 そこに 女性の ために 

永遠の 聖像 を 刻み出さ うとして ゐ るので す。 —— 哀れな ドン ニン ュ アン は、 梅に 行き、 櫻に 行った 後に、 完全な 

花に 行きたい と 熱 求して ゐ るので す。 あなた はド ン. ジュ アン、 從 つて 押しな ベての 男性 を 多情 だとい ひます が、 

ドン. ジ ユア ン でも 誰でも、 男性 は その 多情から 救 はれて 純情の 戀の 奴に なりたい と 希って ゐ るので すよ。 

.E 11 私達 女性 は はじめから 異性と い へば 一 人の 人に 凡て を與 へる 欲求し かありません のに。 

A 11 ド ン. ジュ アン は その 點に 於て 呪 はれた 迷子です。 だから 彼 は 誰から も (ひそかに は羡 まし がられて ゐる 

に； 爪彈 きされます。 然し 考 へて 見る と、 ド ンニン ユア ンは戀 愛 道にば かり 活躍す る 一 つ の 典 1^ ではありません 

ね， - 

K !—— でも， にせもの、 ドン ニン ユア ンもゐ ます わ。 

A —— にせもので すか。 にせものなら、 昔から 本物より 多 いのは 知れき つた 話です よ。 だから、 お： 立 ひに、 戀愛 

の 神 1^ とか 男女 關 係の 理想化と かいふ やうな 崇高な こと は、 餘り 唱道し ない ことです ね。 ド ン. ジ上ァ ンに紫 出 

されたら、 私達 平凡 人 は あぶなく つて この t に は 安々 と活 きて は ゐられ ません から。 

XXX 
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F —— ^のと ころの 子供 は あんなに うつち やら かしてお いてい 、のか。 

A —— よくない のか も 知れない とも 思 ふ。 

F —— そこ をもう 少し考 へて 昆て、 何とか 方針 を 立てたら どう だ。 

A 11 全く 私に は 方針が 立たない。 .  ， 

F  君 は 何に つけても そんなと ころが ある。 easy-going とい ふやうな ところが 見える。 何事 もぶ つかった と こ 

ろ 勝負で、 物事 をす るのに 見當 をつ けて おいて、 力一杯ぶ つかって いくとい ふやうな 様子が 見えない よ。 それ 

が 君 を 一寸お もしろ みのある 人間に も、 輪廓の 大きな 人 11 にも 見せない ではない が、 そんな ことで 進んで 行か 

うとした つて 進める もので はない し、 子供の 問題に してから がそん な 態度で は 少し 案じられ るね。 

A —— 見當 をつ けて おいたら、 見當ど ほり 物事 は 運ぶ もの だら うか。 . . ， 

力ん き " 

F —— 暢氣 をい つち や 困る よ。 

A — I これ は 少し 自己 辯 解に あたる かも 知れない が、 私 はこれ でも 相當 責任感が あるつ もりなん だが、 見當 をつ 

ける 段になる と 無性に 資 任の 荷が 重くな つてね。 一寸 私に は擔 へさう に 思へ なくなる から、 つい 行き あたりば 

つたり とい ふこと にして しま ふらしい。 

F  そり ゃ見當 をつ けた 以上 は それ を やり 通す 氣が なけれ や 駄目 さ。 

A —— その 氣 があって も 思 ふやう にやり 通せない となると、 私 は その 不快 さに 堪 へられ さう もな いんだ。 

F —— そこから 君の 「人 は 誓 ふべ からす」 とい ふ 哲擧が 生れ るんだ ね。 それ ぢゃ转 の 人生 觀は 全然 囘避 的で 消極 

的 だ。 一 寸見 ると 君の いったり したりす る こと はいかに も le?, まし さう だが、 實際は 臆 il^ から 來てゐ るんだ ね。 

A  さう いはれ ると 一 言 もな さ、 う，^。 


F — « 乂  ^避かい。 

A  さうな るかな あ。 

K ■) さ うぢ やない か。 

A  うむ、 斷然 さう だ。 

F  さう 無暗み に 思 ひ 切りよ く 出られても 困る よ。 

A I. 嚷ぞ 困る だら う。 然し 君の 今の 言葉 は 私の 一番 痛い ところ を 刺し 賞いた の だから、 さう 返事 をす るより rid 

.S こち 

方 力ない。 私 はこれ でもい やに 意固地な ところがあって、 かう と 目星 をつ けたら、 やり遂げ なけれ ズ 死んでも 

浮かばれないと いふ 一面が あるんだ。 その 氣 持が 頑固に 强 いもの だから、 うっかり 目星 をつ ける ことが 出來な 

くな つてね。 成る ベ く 目星なん か はっけまい. （と 自分の 氣を そらしたり だました りする 結 某になる ものら し 

い。 私 は 生れてから 思 ひ 入って 目星 をつ けた 覺 えがない。 

F II 乘る かそる かとい ふ 冒 險心は 出て 來 ない のかい。 

A  有り 過ぎる 位ゐ あるら しい。 それで 駄目に な るんだ は。 

F, I あっても 意志の 方が 薄弱なん だら う。 

A li さう いっても い- 1 ね。 世の中に は 目 iliii をつ けて ゐな いと 生きて ゐられ ない とい ふやうな 人が ゐ るね。 目星 

をつ けて 大膽 に乘り 込んで 行く 時には、 少しも 失敗 を 疑 はす、 若し 失敗したら 死んで しま ふ ほどの 意氣 込み を 

見せる が、 一朝 その 目星が 外れても、 はたの 人が 思って ゐ るより はすつ と平氣 です ぐ 次の 目星へ と駄け 足で 移 

つて ゆく の だ。 私 は あ- - いふ 人 を 見て ゐ ると、 時々 堪らなく 羡 ましくな るよ。 

F 1. それでい- -んぢ やない か。 

• 獨^ 者の. 會話  PT 八 九 
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A —— さう 出 來れば 本當に それに 越した こと はない。 

F 11 iji; もく よ/ \ し てゐ. ないで さう 試みて 見たら 如^だ い。 

A —— とてもお つかない。 

F —— 馬鹿 だな あ。 

A I— 馬鹿 かな あ。 

F II そんな こと を 云って ごまかして ゐては 駄目 だよ。 君の 子供の 話 をして ゐ たの だに。 子供 を 育てる 上の 方針 

について。 君 はいつ か、 來 るべき 時代の 問題 は勞 働と 婦人と 子供と この 三つの 問題 だと 十 何年 か 前に 誰かに 云 

つたと い ふぢ やない か。 そんな こと をい ふ 以上 は 子供 を 育てる 上に も 相當の 準備 をして ゐる蒈 ではない か。 

A —— ところが 矢張り 目 あて をつ け かねて ゐ るよ。  .  、 

F  それ ぢ やどう して ゐ るの だ。 

A —— ほったらかして ゐ る。 

F — I 君 はー體 子供 を 愛して はゐ ない のかい。 

A  < 並み 位の 程度に は 愛して ゐる らしい。 . .  ..  ——  .， 

F —— それで ほったらかして ゐる のか。 予 供の！ t 末が 心配に ならない のか。 

A —— 然し 心配した つて 結： S なるやう にし かなる もの か。 私に は 今日々々 一番 生きよ くして おく 外に どうしょう 

もない の だ。 

F —— どう すれば 生きよ く出來 るの だい。 

A —— 子^が 勉强 したい 氣持 になって ゐ るの を 知ったら なるべく それ を 妨げない やうに し、 <：：^ けたい^ 持に なつ 


てゐ るの を 知ったら 成るべく それ を 妨げない やうに する の だ。 

F —— そんな こと をして ゐ たら、 子供 は 怠けてば かり ゐる だら う。 

A —— 私のと この 速 中 は 可な りょく 4::^ ける。 勉強して ゐる ことな ど は 殆んど 見た ことがない。 . 

F 11 :S は それで 少しも 不安 はない のか。 

A —— あつたって しゃう がな いぢ やない か。 それ 以上 を 親と 雖 もどう する こと も出來 はしない よ。 

F 11 何故 だ。 

A —— 何 故って • このお ゃぢ なる ものが 自體 親から 財產 をた^ 貰って、 それで 彼等 を 養って ゐ るの だ。 子供 は、 

何にもし ないで ゐても 平 氣で腹 は 肥やせる もの だと 心得て ゐる。 その上 本當の 興味 か 必要が 湧かない 以上 は、 

大人 だって 勉強す るより 怠けて ゐる のが 勝手な こと はき まって ゐ るんだ から、 必要 も 感ぜす、 興味 もない の 

に、 子供に 勉强 しろと いったって 無理 だよ。 

F — I 興味 を感 する やうに 指導したら どう だ。 

A. I まかり 違 ふとお ゃぢの 方が 指導され て 活動寫 眞 やべ 1 ス の 試合 ひ なぞ を 見に 行 くんで ね。 

F ！ 因った おや ぢ だな。 おや ぢが 怠けて ゐ るから 駄目なん だ。 

A —— おや ぢ はそんな に 怠けて ゐる 積り ぢ やな いんだが、 子供から はさう 見えて ゐる かも 知れない。 何しろ 家に 

ばかり ゐて、 人が 寢 ころんで 讀 む小說 なる もの を 書きなぐって ゐ るし、 偶に 外出す ると 思 ふと、 會だ， 芝居 

だ、 旅行 だとい ふの だから。 

F —— うはべ はさう 見えても、 本當は 中々 勉强 して ゐ るの だとよ く-. ムひ 聞かせり やい 、ぢ やな いか。 . 

A il 私に は その 云 ひ かせが 苦手 だ。 

斷 者の 話  四 九 i 


「力 fiv れは子 佻の 行末 を 本 當に思 ふ 以上 は 親と して の雜務 だよ。 親 を 正常に 子供に 现 解させる とい ふこと は。 

A —— さう^、 さう だ。 どうか 正當に 理解して もら ひたいと 思って ゐ るが、. ともす ると 子供 はお や ぢに范 をつ け 

たがって ね。 その，  1 一方で は 馬鹿にしたがって ね。 

F  云 ひ 聞かせ をす ると さう なるとい ふの か。  -' 

A —— さう 成り さう でう つかり 口が 出せない。 鬼に 角 私に はお ゃぢ たる 資格がない と； 1 めて ゐる のが 一 番相當 な 

ことら しいよ。 一緒にな つて 怒ったり 笑ったり して ゐ るの だな。 かう して ゐる 中に、 いっか 私の 生活が わかつ 

て來る iii^ らう。 私の 生活に どこかい、 ところがあった とすれば、 そこに 興味 を 持つ やうになる かも 知れない。 

親と いふ もの は 親馬鹿 だが 兎に角 自分 達 を 愛せす に は ゐられ なかつ たんだと 思 ふ 時が あるか も 知れない。 同時 

に私の弱點ゃ缺點も^4:分に 兑ぬ くだらう。 而 して そんな 馬鹿 は おや ぢ だけで やめて おかう と 思 ふか も 知れな 

い。 それすら si^ して さうな るか どう だか 分った もの ぢ やない が。 何しろ 私」 人で は 子供 を どうす る こと も出來 

ない とい ふの は 確かな ところら しい。 义 それでい \ と いふ ことにして おく。  . 

のんき 

F —— とめどなく 君 は 暢氣な もんだ ね。 . 

A 11 いかに 暢氣 である まいと あせっても、 その外で あり 得ない 私は慘 めな 親 だよ。 子供 こそ 氣の毒 だが、 それ 

でも 私が 生きて ゐる問 だけ は、 少なくとも 子供 も 私 同 樣暢氣 にやって 行ける とい ふ 利益 だけ は 確に ある。 

F —— その代りお ゃぢが 死んだら、 人一倍 苦勞 する だら う。 

A —— この 世の中 は 苦の 世界 だ。 一日で も 本當に 暢氣に 暮らせたら それでい、 として 貰 ふさ。 子供の 將來 に目壓 

をつ けて、 一生懸命に そっちに ft いて 行って、 一旦 それが がらつ と 外れた として 見 給へ。 私に は それ は 誰に 對 

しても 取り返しの つけ やうの ない 悔恨 だ。 私 はそんな 重荷 を 背負 ふだけ の 力強い 肩を持ち 合せて ゐ ない。 


F 11 盛んに^」.：^ 風 を 吹かす ね a 

A 11 まあ さう いはないで くれ 給へ。 今の 私に は それ 以外の 審 は：. ム へ もしない し出來 もしない の だから. - 

F —— ぢゃ まあ 思 ふま- - にやって 見 給へ。  - 

A —— そんな 扮臺齚 が ある もの か。 これで も 私 は 試験的に 子供 を あっかって ゐ るん ぢ やない よ。 

XXX 

G 11 驚く ばかりな 面會人 だね。 丸で 實業家 か 政治家の やう だ。 

A 11 いつだつ たか 父の 用事で 大隈重 信と いふ 人に 會 ひに 行って 驚いた ことがあった。 玄關を はいった 大 廣^に 

は 救へ 切れない 程 往訪 者が 集まって ゐて 引見 を 待って ゐ るので、 そんな ことに 慣れない 私 は 先づ度 膽を拔 かれ 

たが、それが到^順に應接{l^n、と呼び出されて行く有樣は、まるで病院の外來患者そのま\さ。 や、 is くも じ も 

じして ゐる とやう やく 私の 順番が 米た ので、 恐る. （-應 接 {li^j とい ふより 診察 といった 方が 私に は 似合 はしく 

思 はれる その 部屋へ とはいって 行く と、 大きな 安樂 椅子に どっしり 體を 紐め た大隈 老人の 前に 先客が 二人ば か 

り 腰かけて ゐて、 老人の^ 名な あのへの 字 口から 出て 來る 大きな 漀 にた、 きつけられ でもす る やうに、 ひよ い 

ひょいと 頭 を 下げて ゐた。 待つ 問 もな く 老人 は 私の 方に 眼 を 走らせて、 手 を 上げて 小 招きした。 それ を 合 圖に先 

客 は^いで 立ち上って 丁寧に 頭 を 下げて 退出 口の 方に 消えて 行った。 診察が 濟ん だの だな と 思って 今度 は 私が 

老人の 前に まかり 出た。 小さな、 然し 恐ろしく 光る 二つの 眼が 射る やうに ちらっと 私の 額 を かすめた と 思 ふ 

と、 そのへの 字 口が すぐ 用向き を 尋ねる。 私の 用事と いふの は 三分 間 程で 片付いて しまった。 座 を 立つ と 後ろ 

に はもう 次の 客が 恐る /(\ 順桥を 待って ゐ る。.  - 

者の 話  W 九 三  . 
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歸路に ついた 私 は 呆れる とい つ て い. 1 氣 持に されて， f え 々あ の 老人が 幾 十 人 か 幾 百 人 かの 有 を 相 乎 

にして ゐ るの を 想像して 見た。 而 して、 それ を 偉い と 思 ふよりも、 感心 だと 思 ふよりも、 氣ひ雞 だと 思った 

よ。 

G  で 11;^ も 面會日 だけ はけち っぽい 大隈 老人になる 譯 だね。 偉い と 思 ふよりも、 感心 だと 思 ふよりも、 僕 も 全 

く 氣の毒 だと 思 ふよ。 ー體 何人 位ゐ來 るね。 

A 11 さあ 先づ 三十 人から 十 人の 間 かな。 

G. i ぢゃ よく.， （\ けちつ ぼい 大喂 老人 だね。 

A  然し 私 は それだけで すっかり 參 つてし まって、 夕飯で も 食 ふと へと/ \ になって 悟 管な 氣分 にさへ 襲 はれ 

てし まふんだ。 だから この頃 は 故大隈 老人 を 氣の毒 だと 思 ふよりも、 感心 だと 思 ふよりも、 矢張り! ^ぃ と 思 ふ 

やうに なった ね。 

G II 君の は 自業自得 だよ。 つまらない といって は 失敬 かも 知れない が、 物好きと いったら 別に 不敬に も あたる 

まい。 物好きな 氣 まぐれ を 世の中に 發 表して、 くだらなく^ 名に なった から、 その 報い を 受けた と 思へば 我馒 

する 外 あるまい。  ' 

A  -1 全く 私 は 自家 廣吿の 名人 だね。 

G  その 通り さ。 .SI 分で は發 表する 氣 などはなかった の だとい つて みても、 それが 世 問に 漏れて、 何とか 世 

に 騒がれて 見る と、 まんざら いやな 氣 はしない 方 だら う。 

A 11 娑婆つ 氣の 十二分な 人間な もの だから。 

G. I 人 ii も 人 IT その 點 では 君 は 恐ろしく 人 問 的な 人間 だよ。 


A 11 一  ひ： もない。 

G  — ところで；！^^問者はどんな種類の人^^だね。 

A —— 先づ 一番多いの は 失職者と、 社會 思想 《娘と、 社會 運動 者 だ。 

a 11 おは 一 體文 學者ぢ やない のか。 

A —— その 精り だが、 訪問者に はさう した 種類の 人が 一 番尠 い。 尤も 私 は 今の 文藝 評論 界には 一 人の 異邦人で、 

てんで 相 芋に されて ゐな いの だから、 さう いふ 種類の 人が 寄り 近づかな いのは 無論 あたり 前の ことで、 私に も 

實は 都合の い. -こ とだ。 ボ へ ミ. ヤン • タイに 亞米利 加 印度人の やうな 長髮 で、 ■ 神經を 槍の やうに 尖らした 人々 

に、 どんく 見舞 はれたら、 こっちの 祌經は 一本の ものが、 刷毛の やうに さ \ くれてし まふ だら う。 文 舉の仕 

事の 上 ひ は、 ；？^^は^者とだけの交涉になったのを實に有難く思ってゐる。 この 方面で 私が 今より in 落しない 以 

上 は、 私の 方から 敬愛せ すに は ゐられ ない 讀者を 百 や 二百 はたし かに 持って ゐる。 これ は 私に 取っての 唯一 無 

二の 寶. ヒ。 その 人達 は 直接に 私の 前に 姿 を 現 はす やうな こと は 滅多にな いが、 かう やって 君と 對 座して ゐる時 

でも、 は 明かに その 存在 を感 する ことが 出來 る。 この 喜び だけが 今の 私 を 生かして ゐる やうな もの だ。 さう 

いふ 人に 限って、 面會 日に は 殊更 寄りつ かない。 

えら  。 

G 11 社會 思想家 ゃ社會 運動 者の 中に も 然し 中々 偉い人が ゐる だら う 

A 1.-1 さう いふ 人々 に對 する 批評 は 私に は 的確に は出來 ない。 然し さう いふ 人達の 中で 名高い 人々 の來 ない こと 

だけ は か だ。 然し 名高い 人が 必す _f い 人と は 限って ゐ ない の だから、 却って 無名の 人の 中に 偉い人 もゐ るの だ 

らう。 けれども 私 は、 £1 分で 幾度 も 告白した やうに、 社會 問題 ゃ社會 運動に は 到底 一 筒の 門外漢に 過ぎない の 

だから、 それに たづ さはって ゐる 人々 も 大抵 は 私に 委しい 話 はして かせて くれない。 だから その 人達が どれ 

獨鑷 者の 會話  W 九 一 
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程の 仕事 をして ゐ るか ははつ きり 見當 がっかな いの だ。 

G —— それなら 何んだ つて そんな 人達が 君のと ころに. 銀 まって 來 るの だ。 

A. 11 それ は 多く は金錢 上の 相談で だ。  .  , 

G —— 君 は それに 一々 應 じて ゐ るの か。  ，  .  ノ 

A —— 碌な こと はして ゐ ない。 殆んど 何もして ゐな いと 云って い 

G —— それでも やはり 集ま つて 來る の だね。 

A 11 それで 私 は 一 つ 不思議に 思 ふ ことがあ るの だ。 社會 運動に 從 事して ゐる人 は、 結束の 固い もので、 相互 間 

に 助け合 ふ 心 持な どが 旺盛で ある だら うと 思って ゐ るの だが、 私のと ころに 來る 人達の 例で 者へ て 見る と、 そ 

れ がさう 思 はれない 節が あるんだ。 一人の 人が 失脚したら、 周圍の 人が 何とかして も その 人 を 安全な 場所に 

連れて ゆく ために 骨 を 折り さうな もの だと 思 ふの だが、 實 際に 於て は、 實に 冷淡な ものら しい。 唯 特別な 關係 

にある ニーの 友人が ゐれ ば、 その 人達が 多少 奔走す る だけ だ。 あと は 見殺しの 有様 だ。 而 して 緣も ゆかり もな 

い 私の やうな ものが、 足らない ながらに 尻 を 拭って 廻 はる やうな 役目に なって ゐる。 あれ を 見て ゐ ると 私は變 

に嗜 ぃ氣 持に される ね。 私 はつ まり 大抵 その 尻 拭 ひ を やらされる のさ。 

G 11 一 體 その 人達 は 君の 思想に 共鳴す ると ころがあって 來る のかい。 

A 11 さう ではな さ.^ うだ。 A の 思想なん ぞは 机上の空論で、 有閑階級の 寢雷 で、 日和見の 迎合 說で、 倾聽 する 

にも 足らん ものと 思って ゐる らしい。 そんな こと を 端的に 私に 向って いふ 人 は 減 多に はない が。 

GI— それでも 君 は 矢張り い 、氣 になって ゐ るの だね。 

A  ちっともい 、氣 になって ゐ る譯ぢ やない。 


G —— 少 し兑 さか ひお つけて 人 に xt: つ たら どう だ。 

A —— 然し 私 は 直感の 力が 足らないで 一 と 目 や 一 一た E では 見さ かひが つかない. - おまけに A は B の惡ロ をい ひ、 

B は C の惡ロ をい ひ、 C は A の惡ロ をい ふとい ふ 有様 だ。 實に實 に 支離滅裂 だ。 

G —— 困った もんだ なリ 

A —— 時々 純 粹の勞 働お が來て くれる ことがある。 さう いふ 人に，^ "ふと、 私 は 何だか 蘇生の 思 ひ をす る。 少しも 

擦れの したと ころがなくて、 眼の 色に 澄んだ 誠が 籠って ゐて， 體 から は 健やかな 力が 凉 しく 溢れ出て ゐる。 

偶に だが さう いふ 人に 會 ふと、 かう いふ 人 だな、 時代 を 救って くれる の はと 思 ふ。 而 して 少しで も 長く ゐて貰 

ひたい やうな 氣 がする。 然し そんな 人 は 偶にでなくて は 私の やうな ところに は來な い。 

G 11 そんな ことで 君の 仕事 は 妨げられ ないか。 

A —— 妨げられ もす る。 同時に 刺戟 も 受ける。 

G —— ぢゃ君 も屮々 偉い ところが あるんだ ね。 

A —— 私は實 際のと ころ、 自分 を 偉い と 思 ふよりも * 感心 だと 思 ふよりも、 氣の毒 だと 思 ふよりも、 淋しい と 思 

vc^ よ 

XXX 

A 11 また 來 たな。 

B 11 中々 お前 はよ くしゃべ つたね。 しゃべって 見たら 私の 本體 がわかった らう。 

A 11 私 はま だ 貴 樣づれ を 相手に して は 命 を 見限る 氣は 起らない。 

獨斷 者の <p 話  四 九 七 
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B 11 まだ 瘦せ 我慢 をして ゐる のか。 

A  輕蔑 するな、 私に もま だ 少し だが カは殘 つて ゐる。 

B  その 力で 瘦せ 我慢 をして ゐ るの だら う。 

A  どんなに 小さく とも、 力と いふ もの は瘦せ 我慢の 味な ど は 知らない。 

B 11 未練 を淺 さすに 死ね。 

A 1. 力が 一 氣に振 ひ 立ったら、 貴様の 指圖を 待つ まで もない。 

B  で はもう 暫く 忍耐し て お 前 を 見 てゐて やらう。 

A 11 それ は 貴様の 勝手 だ。  . 

B —— では 暫くの 間 左様なら。  、 

A 11 この 力 を 一 點に吸 ひ 集める 磁石の やうな 美しい 力が、 早く 私 を 救 ひに 來て くれ。 

(一 九 二 111 年 五月 十二 日) 

g  . ^ニー 二 年 六月、 「泉」 所載〕 


バ ルビユ スの 「ク ラルテ」 の 

譯 文を讀 みて 

€：? 取 市の 水脈 社と いふ 靑 年の 思想 圑體の 招きで、 山陰 地方に 秋 田雨崔 氏と 講演 旅行に 出かけた の は 四月の ニト 

五日だった。 而 して 二十 九日の 晚に 最後の 講演 を 終る まで、 私達 は 米 子、 松 、江、 鳥 取へ と 可な りに： y しい 旅を績 

けた。 その 忙しい 旅の ひま/, \ に、 私 は 秋 田 氏が 持ち合せた バ ルビユ スの 「ク ラルテ」 (小牧 近 、江、 佐々 木 孝，， M 一 

氏 共譯) を讀ん だ。 僅かな 時間 を 惜しみながら 讀ん だので、 その 一半 を^った のに 過ぎなかった けれども、 虎 や 

に 特殊の 位置 を 占める この 思想 的 作家の 持つ 鮮明な 色彩 は 見の がす ことが 出来ない。 初めの 部分の 混雜 した、 し 

かも 陰影の 薄い 描寫を 暫く 忍耐して 行くならば、 讀者は 漸次に 作者の 視角に 親しんで 來る だら う。 而 して そこに 

は 私達と 同様な 希望 を 持ち、 欲念 を 持ち、 傾向 を 持った 一人の 若者が Sf:: 髴 として 現 はれ 出る だら う。 而 して 彼が 

その 普通な 生れつきと 能力と を 以て、 如何に 奇怪な 文化の 雑然た る 堆積の 間から、 徐ろに 光明へ と 彼の 足 を 運ん 

で 行つ たかを 兑き はめる ことが 出来る だら う。 氧に それ は 思想 的に 一 つの 啓示で あるの みならす、 表現に 於ても 

決して 凡 席で はない。 彼の 筆 は 不思議に 物象 や 人類 を 丸彫りに 描き出す。 而 して 私 はこの 書が 日本の 讀 者に 取つ 

て も 必讀の ものであるの を 感じ させられた。 私 はこ れを 本誌 の 讀者 に 推薦し たいと 思 ふ。 

(一 九 二三 年 六月、 「枭」 所載) 
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偶人 雜誌を 出した 以上、 私 は 他の 雜誌 新閒の 類に は 執筆し ない ことにし たが、 時々 私の 談話 を 筆記に 來られ る 

人が ある。 それ を も 拒む こと は出來 ない 故、 私は考 へて ゐる ことがあれば 談話す る ことにして ゐる。 但し 從來の 

所謂 談話 筆記なる もの は、 談者 のい ふところ を 唯 忠實に 字々 筆記して 歸り、 それ を淨 書して 談 者に 訂正させる の 

を 通例と して ゐ るが、 それで は 私が 筆 を 執らない とい ふだけ で、 實際は 自分で 文章 を 書く に 等しい。 それで は 困 

る。 それ 故 今後 は 来られた 方と 軍なる 懇談 をし、 その 記者 は その 中から 隨 意に 私の いったと ころ を 取捨 選擇 する 

ことにしても らふ ことにする。 從 つて 今後 世に 現 はれる 談話 筆記に 對 して は 私 は 直接 責任 を 持たないで、 それ は 

大體 記者 諸君に ある ことになる。 この こと を 本誌の 讀者 諸君に 向って おことわりして おく。 

.  ( 一 九 二三 ¥ 一  月、 「さ 所載〕 


「濕 地の 火」 の 序 

序文 を 辔 けと 强迫 される 故 序文 を 書く。 

私に は 元 來詩は 判らない。 他人の 仕事の よし 惡 しが 本當に はわから ない。 それ 故 序文 を 書く 資格 を 最小限に 持 

つて ゐる もの は 私 だ。 

然し 私が 序文 を 書く と 書物が いくらか 賫れ るか も 知れない とい ふこと だ。 そんな 現象が 實際 あるか 如何 か は 知 

らな いが、 兎に角 强 迫され る ま. -に 書く。 

私の 請んだ ところに 依る と、 この 詩集の 中には 馬鹿らしい 程 下らない ものが あるが、 同時にお 世辭 ではなく 素 

晴らしく 本質的の もの も ある。 詩と して 十分 許さるべき 直覺が ある。 私 は それ を 愛誦せ すに は 居られない。 作者 

が 今後 この 方面に どれ 程進轉 する か、 それ を樂 しみに する。 

(一九二 三年 三月 四 日) 
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「ホ ヰット マ ン 詩集」 第二 輯を 

出す に當 つて 

私の 譯 にか、 る r ホヰ ット マン 詩集」 の 第二 輯が やう やく 完成した。 爆 M 豫吿 をして おいた にも か、 はらす、 

かく 延引した の を 遺憾に 思 ふ。 然し 今度の 詩集に は、 詩人の 最大々 作なる 「自己 を 歌 ふ」 が譯 されなければ なら 

なかった ので、 それに 多くの 時間と 勞カ とが 費やされた。 この 一 篇の詩 は 單にホ ヰット マンの 全豹 を 窺 はせ る大 

切な 作品で あ ばかりでなく、 實に全 詩 檀に對 する 劃期的な 生產 だと 云 はなければ ならない もの だ。 そ X. が 出る 

前に かくの 如き 詩はなかった し、 それが 出た 後に かくの 如き 詩 はない とい ふこと が 出来よう。 從 つて その 飜譯は 

私の 力の 到底 及ぶ ところではなかった。 そこに 投入され た 詩句 は 他の 一一 一一 口 葉 を 以てして は 置き かへ る ことの 出来な 

いやうな ものだった。 のみなら す單 なる 意味で さへ が 了解され ないやうな 箇所 さへ あった。 私 は 然し 能 ふ 限りの 

カを盡 して 兑た。 詩 全體が 持つ ところの 風格 を 成るべく その ま \ に傳へ ようと 苦心して 見た。 結果 は 勿論 企圖さ 

れ たやう に はいかぬ。 けれども 私 はこの 詩の 誦讀を 「泉」 の讀 者に はお 勸 めしたい と 思 ふ。 さう いふ だけの 自雷 

は 持つ ことが 出來 ると 思 ふ。 

「自己 を 歌 ふ」 以外の 小 詩篇 も 私 は 相當の 細心 を 以て 選擇 したつ もり だ。 「草の葉」 一 卷の中には：！^の譯したも 

の ^列に 是非 紹介せ ねばなら ぬと 思 ふ もの も ある けれども、 悲しい かな、 それら は、 少なくとも 私の 力で は 如何 

する こと も 出来ない。 私の 貧弱な 日本語の 蓄積で は、 それ を譯す ことが 汚が す ことに 當る。 それ 程 それらの 詩 は 

影が 多い。 それ 故 この 詩集の 飜譯 はこの 第二 輯を 以て 一先 づ 打ち切りに する。 


私 は 自分の 恩人 ホヰ ット マンに 些か 報恩の 企て をした。 結果 は反對 になった かも 知れない が， 心 持 はさう だ。 

本誌の 讀 *; が 私の 譯詩 一 一 卷を讀 まれん こと は 私の 切望す ると ころ だ。 

^二 料の 卷 末に 附 した ホ ヰット マンに 對 する 小評傳 も、 その 量の 小さい 割合に、 集約的に 事實と 思想と が 盛り 

入れられて あると 私は考 へて ゐる。 

(一 九 二三 年 三月、 「泉」 所載) 
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廣 吿 文 

ホネット マン 詩集 第二 輯 

本 维の卷 頭に 收 めた 長 詩 「自己 を 歌 ふ」 に 於て ホヰッ トマ ンは撣 ると ころな く 彼の 姿 を 描いた。 何故ならば 彼 

は ほ 分の 特殊性 を自覺 したから。 而 して その 特殊性が 彼 を圍繞 する 人類に 取って、 無くて ならぬ もの \ 一  つで あ 

る こと を 確かめた から。 彼 は 近代 人の 焦點 である。 彼 は實に 私達の 尖端に あって 灼 燃して ゐる。 私 はこの 大切な 

生命の 史詩 を 完全に 轉譯し 得た と 自負し まい。 けれども 私 は 最善 を盡 して は 見た。 この 詩人に 對 する 私の 感想文 

は、 彼の 輪廓 を 知らぬ 人々 に 取って 多少の 補缺 をな すか も 知れない。 或は それ を 知って ゐる 人々 に對 して 幾分の 

問題 を 提供す るか も 知れない。 私 は、 かの 史詩と この 感想文と に 若干の 小 詩の 轉譯を 添へ て、 こ&に 第二 輯を完 

成した こと を 通 齿 する。 

(1 九 二三 年 三月〕 


講演 • 談話 筆記 

文化に 就いて 

どなた 

多分 誰 方 か 紹介して 下さる でせ うけれ ども、 傍 聽 席から 此處迄 迷 ひ.， （-來 ましたが、 市役所の 方が 何處に 居ら 

れ るか 分りません から 出て 仕舞 ひました。 私の 話 は 至って 亂暴 でして、 思った 儘 ぼん. 曾って 仕舞 ひます か 

ら、 問 違った 所 も ありませ うし、 それから 順序 立たない 所 も ありませ うと 思 ひます から、 どうぞ、 何時でもお III;? 

する 時に ぉ斷 りして 居る のです が、 間違った 所と 間違 はない 所 は. {且 しい やうに 貴方方の 方で 御！： 斷願 ひます。 

それで 文化と 云 ふこと をお 話す る やうに 申 上げて 置き ましたが、 文化と 云 ふ 言葉の 意味 は 中々 むづ かしくて 私 

も はっきりし たこと は 判り ませぬ。 前の 方 や 下田さん か^ 定義 を爲 された かも 知れ ませぬ が、 私の 定義に 假 りに 

從 つて：：^ れば、 人 問の 此の 生活に は、 唯今 下田さん が 仰し やった やうに、 吾々 の現狀 では 生活が 共の 儘 文化で あ 

り、 文化が 其の儘 生活で あると 云 ふやうな ことが どうしても 出來 ない ので 二つに 分れる やうに 思 ふので す。 それ 

は 私 北ハは 生存と 云って、 卽ち H キ ジス テ ントと 云 ふ 名で 呼んで 居る 一 つ の價 値でありまして、 今日 吾々 が 其の 生存 

に 必要で ある 所の ものがない と 云 ふと 到底 此の世の 中に 生きて 行く ことが 出来ない、 卽ち さう 云 ふ ものが 缺 如す 

るか、 或は 餘裕が 出る かと 云 ふ、 其の 境に ある 生活が 生存と 云 ふ ものであると 思 ふので す。 併し 私達 は 幸 ひに し 

て 多少な り はみ出た 所の 餘裕を 持って 居ります。 其の 餘裕を 持った 部分と 生^と 云 ふやうな もの を ひっくるめた 

文化に 就いて  五 0 五 
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もの、 それ を 私共 は 普通 生活と 云 ふ 一一 一一 口 葉で 言 ひ 現 はさう と 思 ふので す。 それならば 文化と 一 K ふ もの はどう 云 ふ も 

のかと 云 ふと、 此の 生活と 云 ふ ものから 生存 を 引いた 殘 りです。 卽ち 「生活 マイナス 生存 ィ コ ー ル 文化」 です。 

さう 云 ふやうな 乙と に大體 なり はせ ぬかと 思 ふので す。 但し 生活の 中から 生存と 云 ふ もの を 差し引いた 淺 りを隨 

分亂 暴に お 使 ひになる やうな 方 も ある やう だから、 さう 云 ふ 無駄 使 ひと 云 ふこと にしたら 文化と 云 ふ ものに なら 

ぬか も 知れ ませぬ が、 先 づ大體 其の 差が 利用され る ものと するならば、 其の 利用され た 部分が 文化と 云 ふ 名前 を 

以て 當て 嵌める ことが 出來 ると 思 ふので す C それで 今日 私が 考 へて 見たい と 思 ふの は、 今日 私共の 生活の 中に あ 

る 生活 的 要素が どう 云 ふ現狀 にある かと 云 ふこと です。 私 は 時々 書きます から、 讀んだ 方 は 御 承知で せう し、 讀 

まない 方 は 御 承知で なから うけれ ども、 私 は 今の 世の中に 於て 階級の 現存 を 認める 所の 者で ございます。 相反し 

た 所の 階級が 實 際の 生活に 於て 現存して 居って、 それが W ひに 爭鬪 の狀 態に あると 云 ふ 事 を 認めて 居る 者なん で 

す。 それで 私が 文化と 申します の は 此の 二つの 階級の 中の どっちに 屬し たもの かと 云 ふと、 私の 屬 して 居る 階級 

の 文化です。 卽ち 流行の 言葉で 云へば ブル ジョ ァの範 圍內に 於け る 楊 合の 話し か 私に 出來 ない のです。 片っ方 は 

知り ませぬ から。 それでつ まり 今の 文化の 狀態 がどうで あるかと 云 ふこと は、 取り 敢 へす 私の 文化 生活の 狀態は 

どうかと 云 ふこと にな るんで す。 片っ 方の 方 は片っ 方の 方で、 叉 どっかへ 行って お調べ を 願 ひます。 で、 私の 考 

へで は、 今日 吾々 め 持って 居る やうな 高等の 文化 —— 吾々 の 文化と 言っても 宜 いと 思 ふので す。 此の 中には プ 口 

レ タリ ャ染ん だ 顔の 人が 居られない やうです から 11 皆 立派な 顏 をして いらっしゃ るから 11 此の 高等の 文化と 

原始的の 文化と 稱 せられる 所の 文化と は、 同じ 一 つの 所から 出て 順々 に發 達して 来た もので なくして、 其の 發達 

の 起源が 違った もの だと 云 ふ 所の 卑見 を 私 は 持って 居る のです。 

ー體 私共 は 世の中に 一人で 生活す ると 云 ふこと は 先 づ出來 ない ので、 お 互に 寄り合って、 つまり 一つの 集圑を 


成して 私共 は 生 5^ して 居る のです c 其の 生活の 狀 態と 云 ふ もの は t 原始的と 云 はれた 時代で あっても 同じで あつ 

たと ふ。 所が 原始的の 狀態 にあって は 此の 集團の 内部の 狀態 がどう 云 ふ 風に なって 居った かと 云 ふと、 殆んど 

今 Ifl:! 々ではお へ 得られな いやうな 狀態 になって 居る。 此の 集圑の 內容が 非常に 統一 されて 居た と 云 ふこと です。 

卽ち言 ひ換 へれば、 吾々 に陚與 された 文化的 要素、 生活から 生存 を 引き去った 剩餘 と： K ふ ものが 大部分の 人に 平 

化； に 分配され て 居った と：. ム ふこと です。 それが 吾々 の 時代に なると 云 ふと 其の 剩餘 なる ものが 不平等に 分配され 

て、 それが (分-, - 其の 度を强 くしょう とする 傾向 を 持って 居ります。 所が 原始的 生活に 於て 注意すべき こと は 割合 

に 能く 分配され て 居った と 云 ふこと です。 少し 側 道に 外れます けれども、 ー體 文化と 云 ふこと が 本 當に發 達する 

ために は、 非常に 審門 的に なって、 一般に は 文化 要素が 分配され ないでも、 英雄と か 或は 非常な 科舉 者で あると 

か 云 ふ が 出て、 十分に 文化と 云 ふこと を 利用して、 發 明したり 創作 をしたり する のが 本當の 文化で ないだら う 

か、 つまり 一人の 釋迦を 出す 爲 めに、 一般の 者が 奴隸の やうな 生活 をしても 釋遍を 出す と 云 ふこと が 文化で ない 

かと 云 ふやうな 議論が あるので す。 この 問題 は大 變むづ かしい ことになるので すが、 私 は 釋迦が 出たり、 基督が 

出たり ナボレ オンが 出たり、 ァレキ サン ダ I が 出たり すると 云 ふこと は， 丁度 鬼の 頭から 角が 生えた やうな も 

の だと 思 ふので す。 私 は 何も 人間の 頭に 角が 生えて 鬼に なった から、 それ を 元の 人間に 返す 爲 めに、 釋迦ゃ 基督 

をぶち新って^：^てろと云ふのではなぃ。 もう 一 遍 頭の 中に 叩き込んで 人間みたい にしようと 云 ふの が 私の 話の 耍 

點 なんです。 先づ 其の 事 は 後で 述べる かも 知れ ませぬ から 其の 位に して 置きまして、 鬼に^5:原始的の壤團と云ふ 

ものに は、 文化的 耍 素と 云 ふ ものが、 平等に 分配され て 居った と 云 ふこと が 明かで あるので す。 今 南洋の ヤップ 

か 何 かへ 行って 見る と、 今では 左程で ないか も 知れ ませぬ が、 もう 少し 前に は、 私 北ハの 持たない 道德 があった 

と 云 ふこと です。 其の 道德は 一人の 人が 來てパ ナナ を 三本 吳 れと言 ふと 直ぐに 吳れて やる。 向う の 言った 通り 三 
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本なら 三本 吳 れて やる と 云 ふこと が道德 で、 若し それ を 担む と 云 ふこと になる とそれ は 不道德 になって 居た ので 

す。 南洋の 方の 島で はちゃん とさう 云 ふ道德 習慣 か 行 はれて 居た ので、 需用 供給と 云 ふ もの は 相互に 融通して 使 

ふこと が 出來る やうな 狀態 にあった のです。 所が 近頃 日本人が 行って、 大變 好い 道德 ですから、 そこら ぢ うへ 行 

つて、 吳れ- (-、 と 言った と 思 ふので す。 頗る 結構な 道德 だから 盛んに それ を實 行した と 見える のです。 それば か 

りで なく 貨幣と 云 ふ ものが 輸入され て、 それで バ ナナが 三本 買へ ると 云 ふ 所から、 牆繰 金を蓄 める と 云 ふこと を 

土人が 考へ 出した。 これ は 土人と して は大發 見であった のです が、 さう して 吾々 が 持って 居る と 同じ やうな 道德 

觀、 卽 ち勤儉 貯蓄と かいふ やうな 道德が 土人の にも 發 生した のです。 もう 其處 になって 來 ると 南洋の 土人 も 吾 

,  うる は 

吾 も 全く 同じなん です。 以前の やうな 非常に 麗しい 集圑 でない。 私有 的、 自己 的 を 重ん する 所の、 成るべく 澤山 

取り込ま うと 云 ふ 意識の 働く 道德が 成り立つ と 云 ふこと になって 來た。 併し 原始的の 集阖に はさう 云 ふ. Di 已的、 

私有 的の 傾向 は 少しもなかった のです。 それ だから 其の 時の 人々 の 集團の 生活と 云 ふ もの は 今の やうに てん/ 1,- 

ばらく でない。 fiH- つたば かりで なく、 甲の 生活 も 乙の 生活 も、 凡て 變 りがなかった のです。 それ だから、 

其の 集 團全體 が 或る 一 つの 目的に 向って 共同して 進んだ。 集圑の 中に 一 つの 目的 を 以て 集って 生活 をす る ことが 

出来た。 これ は 今から 考 へて 見る と 非常に 大きな ことで あつたと 思 ふので す。 例へば 希臘の —— と 云 ふと 私は大 

變 何でも 知って 居る やうです が、 噂 を 聞く とです。 紀元前 五 千年 も 昔の 時代です が、 共の 時分 旣に 希臘 は、 非常 

な 文化に 遠して 居た のです、 原始的の ァ ー カイ ックと 呼んで 居る 時代です が、 其の 時代の 希臘の 彫刻が 未だに 1^ 

つて ります。 其の 彫刻 を 見て 御覽 になる と 分ります が、 其の ァ ー カイ ックの 時代の 彫刻 は どれ を 見ても 皆 同じ 

なんです。 誰が 作つ たんだと 言 はなければ 有難 味が 出ない と 云 ふやうな もので なく、 希臘 古代の 國民全 體の 作と 

I て、 其の 時代の 希臘の 文化が 其の儘 體 現されて 居る のです。 單に 古代 希臘の 彫刻と して それ を賞觀 すると 云 ふ 


ゃぅなものが未だに遣って0^^る。 誰の 作と 一 K ふやう に 作った 人の 名前 を 得く と 云 ふやうな こと はない。 それが ノ 

フリ ヤスが 出て 來た 時に 非常に 特種 化されて、 それからの 彫刻に は 誰の もの、 誰の 作と 云 ふこと を 表 はす やうに な 

つて、 又 《れ 觀す るに 就いても 是は 誰の 作 かと 云 ふこと を 知らなければ ならぬ と 云 ふ 風に なった のです。 又羅 馬の 

ゴ シッ クの 文化と 稱 せられて 居る 所の もの を 兌ましても、 矢張り 其の 頃の 集團 的の 國民 生活と 云 ふ ものが 美しく 

現 はれて 居ります。 今 其の ゴ シックの 文化 事 集で 以て 遣って 居る の は、 其の 時代に 建てられた 寺院であります が、 

共の の羅 馬の 生活 は 希獵の 生活が 中心に なって 居りました 關係 上、 街の 集會 所と か 寺院と か 云 ふ ものに 全力 を 

盡し たもので あって、 それらの 市民の 生活が どう 云 ふ もので あつたかと 云 ふこと は、 其の 集會 所な り 或は 寺院な り 

を兒て 略. - 想像が 出來 ると 思 ふので す。 私共が 行って 見て 奇怪に 思 ふこと は、 日本なん かで 寺を兑 ると、 是は本 

願 寺 派の 寺、 是は曹 洞宗の 寺、 或は 華厳宗の 寺と 云 ふ 風に、 共の 宗派に 依って 柱と か 彫物と か 其の 他の 色々 遠って 

居る のが t= 通で あるので すが、 太 利に 行って 寺 を 見る と、 それが 何宗に 嵐す ると 云 ふこと は 分らない。 是はフ 

。 レ ン ス.ぺ ルヂャ ー の 寺と 云 ふ 風に 自由の 氣 分が 能く 現 はれて 居る、 どの 寺の 建築 様式 も 別段 これと 云って 特種 

の ものが あるので なく、 形 は實に 自由です。 例へば ゴシッ クの 寺に 行って 見ます と、 吾々 の實に 面白い と W 心 ふこ 

と は、 丁度 此^に ある 柱です。 斯う 云 ふ 柱の 冠に 彫刻が あります が、 其の 彫刻が 一 つ 一 つ 違って 居る 所が あるの 

です。 それ はどう かと 云 ふと、 柱の 大きさと 云 ふ もの は 最初 建築 技師が 決めて 了 K 致します けれども、 それに 何 

を 彫らう と 云 ふこと は 市お の自. H に 任 かして あるので す。 市民 は 自分の 喜びに 任 かして、 分の 趣味に 應 じて 彫 

るので すから、 色々 違った ものが ある。 人 問の やうな もの を 彫って あったり、 或は 廣草 模様の やうな もの を 彫り 付 

けて あったり、 £iw ゃ獸を 彫って あったり、 色々 異 つた 趣味に 依って 飾られて 居ります けれども、 其の 間に 何とも 

言へ ない 調和 を感 する ことが 出來 るので す。 玆に 於て 吾々 は 自由な しかも 調和した 生活と 云 ふ ものが 昔暗黑 時代 
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と霄 つて 居った やうな 時代に も 現存して 居った と 云 ふこと を發 見す るので す。 さう 云 ふ 時代の 文化 現象の 特色 は 

何 處 にある かと 云 ふと， 其の 特色 は 新う 云 ふ 所に あると 思 ふので す。 其の 彫刻の 如何なる もの を 見ても、 吾. は 

決して それ を 完全 だと 言 ふこと が 出来ない のです。 原始的 文化 狀態 にある 產物 のこと であるから、 決して 完全 だ 

と 言へ な いのは 勿論であります が、 其の 不完全の 中に も 好い もの を 一 つ 持って 居る、 卽ち これから、 更に 何物 か 

が發展 しょうと-. ムふ もの を 持って 居る。 さう 云 ふ 可能性 を 持って 居る のです。 それ 自身 は 不完全で ある けれど 

も、 其の 中に 澤 山の 芽が あるので す。 澤 山の 萠芽が あって、 それ を 私共が 能く 養 ふなら ば、 色々 の 良い ものが： K 

の 中から、 芽生えて 來 ると 云 ふ 可能性 を 持って 居る ことです。 これが 原始的の 生活から 生れた 文化 現象に 於け る 

非常に 著しい 一つの 特徵 だと 思 ふので す。 所が 私共が 自分 達の 文化 を 段々 進めて 參 ります と， 先刻 言った やう 

に、 集圑 的の 力で なく、 個々 的の 力で 以て 進んで 行かう と 云 ふこと になって 來 るので す。 それ はどう かと 首 ふ 

と， 斯う 云 ふ 風に 同 まって 生活 をして 行く と 私共 は 始終 外界と 戰 つて 行かなければ ならぬ。 私共の 進んで 行く 道 

に 一 つの 障壁が あると 集圑の 力で それ を 打ち破って 行く。 次に 乂 障壁が あると、 それ も 亦 集 園の 力で 打ち破って 

行く。 集團に 若さが あれば e 集圑に 多くの 發 達の 力 を 澤山蓄 へて 居るならば、 大抵の 障壁に 對 して は集團 的に 破 

つて 行く と 云 ふこと が出來 る。 所が 集團的 生活 も 亦い つか 了へ る 時が 來る のです。 さう して 集團 的の 力が 減った 

場合に、 又 向う側の 大きな 障壁に 出會 ひます と、 今度 は 集圑の 力で は それ を 押し 除け る ことが 出來 なくなって 來 

る。 それ だからして、 これ を 導いて 行く 力、 指導す る 所の カを發 見しょう とする のです。 其處に 吾々 は 初めて 英雄 

と 云 ふ 者 を 見出し、 或は 天才と 云 ふ 者 を 兌 出し、 さう 云 ふ 指導者に 依って 障壁 を 打ち破って 行かう と 云 ふこと に 

なり、 其處に 民衆の 理想郷と 云 ふ ものが 描かれて 来る のです。 これ は 甚だ 好い ことの やうな、 如何にも 私共が 進 

しるし 

歩した 卸の やうであります が、 實は 私共が 老いて 來た印 だと 思 ふので す。 さう して 其の 指導者に 依って 障壁 を 打 


ち 破って 仕舞った 後に は、 その 指導者と 云 ふ もの- - 必要が なくなって、 更に それ 以外の もの を 求めよう とする の 

です。 野蠻 人の 中には 能く ある ことです が、 一 人の 偉い 野蠻 人が あって それが 戰に 行く、 そして 自分の 部落 を 指導 

して 首尾 能く 戰に 勝つ と 云 ふと、 勝った ところの 部落で は、 其の 大將 をい つ 迄 も 部落の 祌 として 祭り上げて 仕舞 

ふ。 其 處の邊 は 中々 野 發人も 隅に置けないです。 さう して 神の 如き 者 は 此の 部落の 中に 吾々 と 一緒に 飯 を 食って 

居るべき もので はない、 そんな こと を祌 がして 居て はいけ ない と 云 ふので 仕舞 ひに は燒き 殺して 仕舞 ふ。 燒き殺 

すに しても、 とても 大騷ぎ をして、 うんと 名譽を 付けて、 立派な お祭り をして 燒き 殺す。 そして 神様 は H< に 昇つ 

えら 

たと 云 ふやうな こと を 言 ふので す。 舊約 全書に も ある やうです が、 大した 偉い 奴が 火の 享に 載せられて 天に 上つ 

たと 云 ふこと が 書いて あります が、 あれな ども これと同じ やうに、 神様に して 祭り上げられて 仕舞った の だら う 

と 思 ふので す。 鬼に 角 さう 云 ふ 風に 何等かの 形に 於て 葬って 仕舞 ふ。 つまり 先刻 言った やうに、 角の 役に立つ 中 

は 使 ふので すが、 要らなくなる とそれ を 引っ込めて 仕舞 ふ。 併し 集圑的 生活が 了 へれば 了へ る 程 一時的の 角で は 

追つ 付かなくなる から、 永久 的の 英雄、 天才と 云 ふ 者が 出て 来る 事になる。 中には 自分 自ら 英雄な りと 稱 して、 

自分 を 薦める と 云 ふやう になって 來る。 俺 は 天才 だと 云 ふの が 出て 來る やうです。 當今 大分 さう 云 ふの が あっち 

こちに 居る やうです が …； 兎に角 指導者 を 見出して、 それ を 有難が つて くっ付いて 行く。 そして 障壁 を 破らう と 

してぶ つかる のです。 所が 破れないで 彈き 返る、 又ぶ つかる、 又彈き 返る。 人間と 云 ふ もの は 同じ こと を やって 

居る と 直ぐに 倦怠と 云 ふ ものが やって 來て、 性の 倦怠に 罹って 來 るが 最後、 人 の 生きる 力と 云 ふ ものが 失くな 

つて 仕舞 ふので す。 そこで 今度 は 幾らぶ つかっても 駄目 だと 云 ふこと になる と、 自分自身で 何とかし なければ な 

らぬ。 其の 結 架つ まり 個性の 尊重と 云 ふこと になる のです。 これが 卽ち 吾々 の 持って 居る 大きな 文化 生活の 特色 

と 言 はれて 居ります。 例へば 私共の 生活 は、 老いて 疲れて デカダンス になって 来たと 思 ふので す。 私共の やって 
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居る 藝術 上の 方面から 考 へても 分る こと は、 ルソ ー と 云 ふ 者が 出て 來て、 人 問 は 自然に 歸れと 云 ふこと を 言って 

居ります。 つまり 人間同士の 作った 所の 約束に 頼る 必要 はない、 それに 拘束され て 居る 必要がない から、 お前 達 

の 持って 居る 所の 本能に 依って、 內部 的の 要求に 依って、 更に 人間の 內容を 作り 變 へたら 宜 いぢ やない か、 人間 同 

土の 約束と 云 ふ もの を 全然う つち やって お前 達の 內在 的の 本能 其の 者に 依って 作り 變 へたら どう だと 云 ふの がル 

ソ.' の說 なんです。 さう 云 ふ 思想が ルソ ー 時代に 非常に 强く なって 居った やうです が、 今度 一一 ィ チェと 云 ふ 者が 

出て 「自我」 と 云 ふこと を 主張した。 人間 を 神にまで 鎩へ 上げる、 超人 を 稀へ 上げる、 さう して 自分 自ら 祌 であ 

れと 叫んだ のが 卽ち 二 イチ H です。 更に キヱ ルケ ゴ ー ルと云 ふ 人格者が 出て 來て、 人間の 個性の 尊重すべき 所以 を 

極端に 述べた ために、 それ以来 人間同士の 間に 旣に 定められた 所の、 色々 の 約束 制度と 云 ふ ものに 對 する 反對の 

者が 段々 起って 來 たのです。 卽ち 約束、 道德、 制度と 云 ふ もの を 打ち破って、 もっと 外に 個性 を 尊重す る やうな 

方向に 進まなければ ならぬ、 今迄 吾々 が 斯う だと 決めて 居た もの を 打ち 壞 はさう と 云 ふ、 さう 云 ふ 思想が 非常に 發 

達して 來 たと 思 ふので す。 例へば ベ ルグ ソン の哲舉 など を 見る と-ベ ルグ ソン の 哲舉は 所謂 流動 哲舉 であって、 例 

へば 私共の 生活の 中には 一 つと して 同じ もの はない、 有 島 武郞が 今 此處で 蝶 舌って 居る けれども、 もう 次の 瞬 21 

に は 今までの 有 島武郞 ではない、 一瞬間 經 つた 所の 有 島武郞 です。 さう 云 ふ 風に 吾々 の 生活の 中には 同じ ものが 

一 つと してない と 云 ふこと を 言って 居る のです。 それから ダ ー ヰンが 生存 競 爭と云 ふこと を 生物の 間に 發 見した 

の も、 アダム • ス ミスと 云 ふ 個人主義の 經濟舉 者が 現 はれて、 人間と 云 ふ もの は 各. -競爭 して 勝てば それで 宜ぃ、 

さう すれば 自然 其の 結 梁と して 國が 富む、 人間が 段々 進歩して 行く もの だと 云 ふこと を 言って 居ります が、 つま 

り 是等は 皆 侗性を 尊重し ろと 云 ふ 意味なん です。 斯う 云 ふ 風に 個性の 尊重と 云 ふこと が 叫ばれた 結果、 個人主義 

の 道 德と云 ふ ものが 盛んになって 來 たのです。 個々 の 人が 自分自身に 都合の 好い 道德を 進めて 行く。 各ぷの 生活 


の 立場に 依って 其の 道德觀 念が 逮 つて 來る。 吾々 の 文化 生活の 狀 態が 變 るに 從 つて、 其の 周 園の^ 德と云 ふ もの 

も 矢張り 變 つて；， 仃 くと 思 ふので す。 先刻 一一 一一 ：！ つた やうに、 南洋の 土人の 間に はバ ナナ を 三本 吳れと 言って：. 乙 はれた 

ら、 乞 はれた 儘に 與へ ると；： ムふ のが 彼等の 持って 居った 道德觀 だった のです。 それが 文化と-. ムふ ものが 輸入され 

て、 ^^ゎ激に彼等の生活狀態が變って來た爲めその道德と云ふものも變って來て、 今迄よりも すっと 自己 的に なつ 

て來 たのです。 それと： 11： じく..； ：： 々の 生活が 變る と共に も變 るので あって、 近頃 人道主義 などと 云 ふこと が 人 

分 叫ばれて おる やうであります が、 いくら 人道主義が 好くても 亦變る 時機が 來 ると 思 ふので す。 

それで 八： 'rn 汽 举に乘 つて 色々 考 へて 見ます のに、 奇態な こと は 赤い 笑し い 花が、 黑ぃ 土の 巾から 生れて 來 ると 

云 ふこと です。 共の 赤い 花が 义 結局 落ちて 黑ぃ 土に なって 仕舞 ふこと です。 これ を考 へて 兌て、 私 は 非常に： g 白 

いこと だと 思った のです。 黑ぃ 所から 赤い 花が 生れる と 云 ふこと も奇 踏-であるが、 赤い 花 は 何としても、 如何に 

藻 接いても、 結局 は 必す黑 い 土に ならなければ ならぬ やうに なって おる のです。 私共 は 今一 つの 文化 を 作り まし 

たが、 如何に 美しい 人道主義 を唱 へたり 何 かしても、 それが いっか 黑ぃ 土に なって 仕舞 ふので す C それ はもう 間 

遠 ひがない のです。 それならば 吾々 は、 出るべき 花 は 成るべく 早く 出て、 成るべく 早く 散って、 黑ぃ 土に なって 

什 舞った 方が 便利で なから うか、 さう すれば 又 赤い 花が 土の 中から 芽生えて 來る 時機が 來 ると 思 ふので ありま 

す。 

(I 九 二三 年 六月、 「文化 講： お 第. 所載) 


文化に 就いて  五 二； 一 


冇；^^武郞，仝藥 第七卷  五 一 四 

「斷 橋」 の 題材 

私 はこの mr  0 分が 今まで 書いて 来た 小說 のなかの、 戲曲 的な 部分 だけ をと つて、 それ を戲 曲に してみ る こと 

を 企て- -ゐ る。 「斷 撟」 は その 試みの 一 つで、 「或る 女」 の 後篇から とった ものである。 女 主人公 葉 子が、 戀 人の 汽 

船の 率務 長と 鎌 介" へ ゆく。 そして、 滑 川で 初戀の SR と邂 返す る。 その 時、 女 は梳の 上に、 2^ は 橋の 下の 砂上に ゐ 

る。 ^^ぷ子は昔の愛をなっかしが.るが、 男に はもう 昔の 心はなかった。 とい ふ內容 であるが、 それに、 國木^ 獨歩 

の 「s<s 夫人」 と 「運命論者」 を 加味 させた。 「鎌 倉 夫人」 に 扱 はれた の は 「或る 女」 の 葉 子 を 男で いった もの。 

の 「運命論者」 は、 その 戀 人が 自分の 妹で ある こと を 知って、 悶えながら 猶ほ戀 する。 とい ふの が、 その ニ篇 

のプ a ッ トの 中心 點 であるが、 それと 「或る 女」 の 後篇と を 一 つに 者 慮して 出來 上った ものが 「斷 橋」 である。 

私が これで rtl 渡 面白から うと 思って ゐ るの は、 これの 舞臺 装置で ある。 舞臺の 上手 下手に 砂地が あって、 その 間 

に 川が ある。 正面に は 側面から みた 橋が 高く 架って ゐ るが、 その 撟は 中央が 斷 れてゐ るの だ。 そして 橋の 上の 女と 

砂地に ゐる Hf- とで 劇が 進行す るので あるが、 その 舞臺 装置 を 私 は 自分で は 面. S く 思って ゐ るので あるが。 S 話り 

(一 九 ニニ、 三、 「演藝 書： 報」 所載) 


私有 農場から 共產 農園へ 

A 北 道 I.if 場 II 放に 就いての 御意 見 を 伺 ひたいので すが。 殊に、 開放され るまでの 動機 やその 方法、 今後の 處 

S などに 就いて^すな。 

B 承知し ました。 

A 少し 横道に 這 入る やうです が、 この頃 は 切りに 邸宅 開放 だと か、 農場 開放 だと か、 それ も 本統の 意味での 開 

放で なく、 所謂 笑 名に 隱れて 巨利 を 貪って ゐる やうな、 開放の 仕方が 流行って ゐる やうです が、 い- -氣な もの 

ですな。 

B 全くです な。 土地からの 利益が 上ら なくなったり、 持て 餘 して 手放したり、 それ も 單 に 手放す とい ふの なら 

觅も 角、 美名に 隱れて 利益 を 得る 開放の 仕方な ど は 不可ません ね〕 最近で は 蜂須賀 侯な どが 農場 を 開放され る 

と 問き ますが、 あれな ど は實に 怪しからんと 思 ひます ね。 農場の 小作人に 年賦 か 何 かで 土地 を S 只 はして、 それ 

でも 未だ 不可い からと いふので、 政府から 補助 を 受ける ことにな つて ゐ ると 聞きます が、 これなん か は 全く ど 

うに かしなければ 不可ません ね。 

A 赏 際です。 彼等が 營利會 社 か 何かと 結びついて、 社會 奉仕な ど- r い- -顔 をして 利益 を 得ようと いふんで すか 

ら、 一  性 极が惡 いと 思 ひます。 —— ところで ：：• 

B ところで、 よく 分りました。 私の場合 は、 勿論 現代の 资本 主義と いふ 惡 制度が、 如何に 惡 制度で あるか を 思 

つたこと &、  ^接の 動機と して は、 資本主義 制度の 下に 生活して ゐる襄 民、 殊に 小作人 達の 生活 を實 際に 知り 

私有 場から 共虚严 べ^へ  五 一 五 


有 島 武郞， 仝 第 笫七卷  五 一 六 

得た からです。 小作人 達の 生活が、 如何に 悲慘な もので あるか は 分り切った ことです が、 先 づ具體 的に 言 ひま 

せう。 私の 狩 太 村の * 場 は、 戶數が 六十 八 九戶、 •：： ： 約 七十 卩と いふと ころです が、 それが 何時まで 經 つても 

掘 立 小屋 以上の 家に ならないで、 ニ年經 つても 三年 經 つても、 依然として 掘 立 小屋なん です ね。 北海道の 掘 立 

小屋 は V それ こそ 文字通りの 掘 立 小屋で、 柱； ど 地面に 突き 差して、 その上 を 茅： ！^：-极 にして、 床 はとい へば 板 を 

列べ た 上に 筵 を 敷いた ビけ、 それで 家の 中へ 水が 這 入って 來 ないやう に 家の 周 圍に溝 を： i€ へる のです。 全戸 皆 

が こんな 掘 立 小屋で、 何時 迄經 つても 或 ひ は 藁 _ 邦 だと か 瓦 一， 甘 だと か、 家ら しい 家に ならない し、 全く 嫌に なつ 

て 終つ たんです な。 

A と. 言 ひます と、 農民 達に はそんな 家ら しい 家に して 住 ふやうな 氣持を 持たない のでせ うか。 そんな 掘 立 小屋 

なんかで 滿 足して ゐ るので せう か？ 

B さ うぢ やな いんです。 逹 はそんな ことに 滿 足して はゐ ない のです が、 家ら しい 家の S! てるまでの 運びに 

行かない のです。 一 口 に 言へば、 何時まで 經 つても その H のこと に 追 はれて ゐて、 そんな 運びに 至らない のです。 

小作料 やら、 納税 やら、 肥料 代 やら、 さう いった 生活費に 追 はれて ゐて、 何時まで 經 つても 水 \1 ^百姓から 脫 する 

ことが 出來 ない のです。 —— それに あのと ほり、 一 年の 半分 は 雪で 駄目 だものです からな 0 冬 も 働かない わけで 

はない のです が、 11 それよりも、 鐵道 線路の 雪 捲き や、 鯡 漁の 贊銀 仕事に 行けば、 一日に ニ圓 もニ圆 五十 錢も 

の 贷錢が とれる のです から、 百姓 仕事 をす るよりも 餘 程お 錢が 多く とれる のです が、 とれば とれる で 矢張り 贅澤 

になったり、 無駄 費 ひが 多くな つたり、 それに 塞い ので. 酒 を 飲む、 飮 めば 賭博 をす る。 結局 餘る ところが 借金 を 

tt- す 位ゐの もので、 どうに も 仕様がな いのです。 それで は、 家の 中の 手內職 はどう かと 言へば、 九州な どの 農業 

と 遠って、 原料になる t ぶがない ものです から、 それに あのと ほりの 掘 立 小屋で は、 小屋の 中にば かり ゐるハ にも 


なれますまい。 つまり、 これ ぢゃ 迚も、 =5: ぬ 民 ai は 一生 浮ばれな いと 思つ たんです ね。 小作料 は 畑で 一反に 一圓 

五 卜錢、 乃至 ー圆 七十 錢位ゐ です が、 これにしても 北 道の 商人 はな か，， f\ 狡^で、 農民 逹の 貧乏 を兒 込んで、 

作物が 畑に W いま K である 顷 から 见 立て 買 ひ をして、 ちゃんと 金 を 資しつ けて 置く のです。 ですから、 どんな 

1.:八巾の時でも^^^^はその豐作の餘慶を少しも受けなぃことになるのです。 それでない 場合で も、 作物の 相場の 

變^ が、 この頃 は 外國の 影響 を 受ける 場合が 多い ものです から、 農民 達に は 相場の 見込みが つかす、 その爲 め 

にサ みしんだ 擧 句が 込み 外れが したりして、 つい 悲慘な 結^ を 生む やうになる のです。 

A 商人 達の 狡檢 なの は 論外です。 殊に、 北海道 あたりで は、 未だ 植民地 的な 氣 風が 残って ゐ るので せう から 質 

が惡 いか も 知れません。 —— それにしても、 あの a 場 を 11 放される までに は隨 分と、 各方 而 からの 反對も あり 

ましたで せうな？ 

B ありました。 資本主義 政府の 下で、 例へば 一 ケ所 ゃニケ 所で 共 組織 をした ところで、 それ は S ぐ 乂许、 木 〈豕 

に ひ 入られて 終 ふか、 又は 私が 寄附した 土地 を その 人 逢が 赍 つたり して、 幾人 かの プチ. ブル ジョァ が 多くな 

る 位ゐの 結^に なり はしない か。 結局、 私が やる ことが 無駄に なり はしない か。 とい ふやうな 反 對意兑 があった 

のです。 然し、 私 は 私の やった ことが、 畫 餅に 歸 する ほど、 現代の 资本、 王義 組織が どの 程度まで.；^ S な もので あ 

るか、 どの 程度まで 惡ぃ結 を 生む もので あるか、 それば かりで はなく、 折角 私が 無償で 土地 を 寄附しても、 

r てれです ら尙 農民 連が 幸福に なれない の だとい ふこと が、 人々 に はっきり 分って い . ^のぢ やない かと 思 ふので 

す。 私 は、 その 試練になる だけ で^も 滿 足です。 一 旦 手放して、 自分の もので なくなった 以上 は、 後の 結 5^ が 

どうなら うと も、 それに 就いての 未練 は 少しもな いのです が、 た 1. 出來る だけ は 有意義に、 冇效 に、 その！ 水が 

よくなる やうに は 私 も 今の 內に 極力 計る 積り です。 鬼に 角、 今迄 ちっとも 訓練の ない 人達の ことです から、 私 

私有 i!^ 場から 共 や へ  五一 七 


有お 武郎 ■ 仝 集 ^^か七^^  ■  五 一 八 

の 3 ゆ 意が 分って くれて、 それ を 安當に 動かして 行く とい ふこと は、 なかく 困難な ことで せう が、 それだけ 私 

も愼艰 一に 考 へて、 結 SJ^ をよ くす る爲 めに 計って はゐ ます。 「新ら しい 村」 など は、 多少と もに 頭 も 出來、 武^^: 

小路お の意兒 に赞 ：！： した 人達が、 どれまで のこと を やれる かやって 兑 るの だとい ふ 信仰的な ものと は 遠って、 

農：1^^,!^1-の方はまるで鎖練もなく、 知識 もな く、 まだ 私の 考へを 十分 吞み 込んで さへ も くれないので、 なか/ \ 

困難な ことかと 思 はれます。 たピ 「新ら しい 村」 の 方 は、 寄附 や 其の 他のお 金で 生活して ゐて、 直接 村からの 

生産で 生活して. ゐ るので はない から、 その 點は 農場と は 餘程趣 を 異にして ゐ ますが。 …… 

A 成程、 してみ ると、 €13 民 達 はどうして 土地 を 開放す るか、 その 眞意 がすつ かりと 了解 出來 ない のです か？ 

B それ は 分って ゐて くれます。 然し、 その 實行 問題に なると、 私が 思って ゐる こと をな か- 了解して くれな 

いのです。 それ は、 現在 a 場に ある 組合の 倉 庵なん かで も、 組合 幹部の 見込 逮 ひから、 十萬圓 位の 穴 を 明けたり 

した ことがある ものです から、 農民 達 もび くくして ゐ るので す。 それに、 狩 太に は 私の S 場の 他に、 曾 我、 深 

見、 松！：、 小 林、 近 藤な どと いふ 場が あって、 孰れ も 同じ ことです が 、一種の 小作 權賣 買と いふの が あるので 

す。 つまり、 一 つの 場の 小作人と なる のに、 五百圓 とか、 千圓 とか、 その 奥 場の 小作人と なる のに 小作の 旣權 

^^から機利を買って這入るのですな。 その 爲め にしよ つちう 村の 中で 出入りが あるので す。 景氣 がよ ければ よ 

いで、 その 小作 權を寶 つて、 割の い- - 他の 職業に 就く， - その 爲 めに、 農場に M 定 する 人、 つまり 永く 何 代 も 何 代 

も定 在す る 人ば かりで はない ものです から、 今度の 處 置に ついても 非常に やり 難い 點が 多い のです。 一 I その 爲 

めに、 場の 管理者 や、 村長 や、 今後の 處置を 一任した 札 幌農大 の 森 本 厚士  n 君 や、 大事の 他の 諸君と も 計った こ 

とです が、 その 組織に 就いて 相談して ゐ るので す。 丁度、 あちらから その 組合 規定が 送って 來 たのです が、 その 

表題 は 「有限 貴 住 狩 太 共済 農園 信用 購買 贩資 利用 組合 定款 案」 11 隨分 や. - こしい が、 內容の 凡て を 表題に 入 


れ て：：^ たらしく した ものです が、！^ は 共 鹿お 園 を、 共 產襄？ ^にしたかった のです。 共 _e なんかと いふ^え 切らな 

いものより は、 率^に 共産の 方が ぃ& のです からな， - ところが、 これが 又 の 反對を 買った のです。 共^と い 

ふ 宇 は 物騒で 不可い。 他の 文字に して 欲しい とい ふので す。 それ も、 森本^なんかょりも、大舉の若ぃ人^^ゃ、 

H^. 化：：： 现ぉ などに 反對 者が あるので すから 可笑しいで すね。 それにしても、 共濟 とい ふ 字 は餘り 好みません 

が、：！： とかい k 名前はありません か。 大學の諸1^^ゃ、村長なんかにも叱られなぃで、 それで ゐ てい- A 名前 は？ 

A さあ、 私なん かに は考へ つきません。 11 然し、 隨分可笑しな人^^ぢゃぁりませんか。 共^^なんて文字に世 

叫の人：-^^が、 そんなにまで 無 を^む なんて、 妙な ものです な。 うまい 魚 だが、 フグ だから 不可い。 それで フク 

にした ならばい、 だら うとい ふので すな。 この 節の 議會の 問答の やうに、 佛敎 家の 平和主義 ならばい、 が、 社 

キ -^^c 平和 主 は 不可い とい ふやうな もの ぢ やありません か。 同じい、 ことが、 名へ. S に 依って 不可な かつ 

たり、 人に 依って 不可なかったり、 …； 

B さう です。 然し、 それ は 實. たから 仕方が ありません。 それに、 この 表题 のこと も尙 研究 山-ですから。  

この { ル欽 も， 北 道の 人達が 上京して 來て 完全な ものと なり、 それから 麇民 達と も 相談したら、 その 給^が ど 

うなる か。 資を云 ふと、 訓練の ない 人達の ことです から 理想的に 行く かどう か、 それ は隨分 S. 難の ことで せう。 

：:^ も 常に その 覺悟 はして ゐ ます。 

A  つきのお 話の やうに、 今のところ は 村の 出入りが 多少 あっても、 「新ら しい 村」 などの 揚 合と 遠って、 家 

族と  一^に すので すから、 割合に 居着き 易い と 思 ひます が、 それに 土地が 自分の ものに はなる し。 暮し 2^ く 

はなる しする のです から、 段々 安住す る氣 になる と 思 ひます が。 それに、 今度の 制度の 訓練が 段々 に 上 乎に な 

つて 來 ましたら。 

私^ 農？ 一 ^から 共^ へ  i 九 
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B それ はそんな もの かも 知れません が。 それと は义 別な 闲難 がー つ あるので すから。 田舍 にば かり ゐる人 は、 

どうしても 都會に 愤れを 持つ のです。 その 都會 惊憬^ 心です な。 その 爲 めに 小 汚ない 百姓の 足 を 洗って、 都會 

へ 出ても つと 綺 龍な 仕事 をして みたい とい ふやうな 氣が 起る のですな。 その 爲 めに、 落ちつけ なくなる のです" 

私が 敎 へた 生徒の 巾に、 一人 千葉縣 人が 居り ましたが、 その 人の 話に 依る と、 その 村の 靑年 達の 理想 は、 束 京 

へ 出て 來て， z: 動お 十の 運轉 手になる こと だとい ふから 呆れる ぢ やありません か。 

A 成程、 鎌子蔡 件の 主人公と なった 夢な ども 惡 くはありません ね" 

B そんな とで、 5 ろ （-の 困難な ことが 伴って 來る だら うと 思 ひます が、 私 も 一旦 農場 を 寄附す る 以上、 今 

後 はどうな つても い k やうな もの &、 び资 本家の 乎に 這 入って 終 ふやうな こと はした くありません ので、 そ 

の：^^心結化を^^ぐ方法として、 先つ きの 話のと ほり、 共ャ； ^組合の 紐 織に しょうとして ゐ るので す。 今度の 成 衆な 

ど は、 まだ （- ほんの 初めの ことで、 不完全な もので せう が、 組織 は S 園 組合 を 管理す る 理事 を^いて、 これ 

が！*"^務に常ることになるのです。 その外に、 轮 事を數 名^く ことになります が、 これが 會 社で いふ 監^役と い 

ふところです。 こんな ものが、 ^ 民 自 身の 選擧 で？ かれる ことになります。 今迄の 管理者な ども 勿論、 1 個の 

紐 八：： 良に なって 終 ふので す。 

11 それに 规{ 几の 内容 は、 (一) 貯金の 便利の 爲 めの 信用組合、 (二. 販資 組合、 (三) 購買組合、 (叫) 利 川 紐 八：：、 

その他い ろ， （-と あるので すが、 鬼に 角、 與 《場 開放の こと は、 私自身の 氣持 や、 態度な ど.. -ぃ 

ふこと はすつ かり 確定して ゐて、 今まで： 百った とほり です が、 その 土地の 內部紐 織な どの こと は， 丁度 その 過 

にある のです から、 その 镜 りで ゐて 欲しい のです、 すっかり 確 {儿 すれば、 义 お知らせし ますから。 

- 1(1 九 二三 四、 「文章， 界」 所載) 


生活 革命の 動機 

私が c: 分の 財 を 凡て 社會に 提供した の は、 1 つに は 今迄の 生活が 餘 りに 煩雜 であって、 私の 仕事の さまたげ 

となった からです。 何 か 一 つの 事 を 書く にしても、 今迄の 私の 様な 境遇に あって は 色々 の 困難が ある ものです か 

ら、 どうしても. nil 分の 仕 梨の 上に 或る 壓迫 を感 する 様になります、 それでも つと 生活の 諸 形式 を簡？ 3- にしたい と 

.「 ム ふの は 私が n 十く から 望んで 居た 事で、 それ を 此の頃に 至って 渐く實 行に 移す 事に なった のであります。 

それともう 一 つ は、 私；^ 財 と 云 ふ ものに 對 して 私が 次第に 罪 惡を感 する 様になった 察が、 主なる 原 w となつ 

て 居ます。 勿論 現在の 様な 我が 1： の 社會糾 織の 中に あって は、 全然 私お 財產を 無視す る 譯には ゆきません から、 

私 も 出來る だけ は 働き もし ませう し、 お金 を 溜める 審も あるで せう、 が、 た ビ親讓 りの 有り 餘る 財廢を 受けつ い 

で.；：！， ぶな^ 活を すると 云 ふ 事 は、 矢 i_ 仏り 罪惡 ではない かと 考 へる のです。 畢竟、 以上 巾し 上げました 事が iSE: と 

もな り 又 動機と もな つて、 私 は 自分の 生活 を變 へる 事に なった のです。 

： 兀來私 は 階級意識の 極めて 鋭い 空氣の 中に 育った のであります が、 私の 性格が ぉ氣 だった 爲 めか、 さう した 夯 

面に は 鈍感で あり、 又 それの みならす 階級 的の 差別 を 設ける S- は 嫌 ひな 方で ありました。 それで 幼少の .5- から 階 

.紋 と 云 ふ に は 割合に 無頓着で 自分の 周圍の 人達と 交って 來 たと 思 ひます。 

本命の 動機  五 二 一 
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社會 制度の 不合理の 事 や、 階級意識 等と 云 ふ もの は 日本ば かりで なく、 何 處の國 でも 同じ だと 思 ひます。 先年 

アメリカに 滯 在して 居た 時、 私 は 共 處で又 矢張り、 それ は 或る 意味に 於て 日本より は 合理的で は あるが、 それで 

も 尙社會 の 缺陷と 云 ふ もの を 認めす に は 居られなかった のです。 特に アメリカの 様な 金 さ へ あれば 何でも 出來る 

と 一 "ム ふ 機な 固に 於て は、 凡てが 物質的に 傾いて 25 る 事 は 如何 ともなし i5 ない 事で せう。 

土地 も廣大 であり 生お も |>; かで あるが 故に、 その 弊害 はさ 目立たない にしても、 あの 函に 於て 日本の 様 にん 十 

, 年に 人口が $P 加し，. 富の 程度 も ズッと 低い とすれば、 我！： に 於け る aiS な弊齊 がきつ と 生じて 居る と 思 ひます。 

私 は 自分が 働いて 作った 財産 を 子供に 譲りたい など \ 云ふ考 へ は、 微塵 も 持って 居りません けれども， 子供の 

敎 育に 就いては 及ぶ 限り を盡す 積り で 居ます。 然し 萬】 の 事が あって それが 出來 なかった 時 は、 その 時は乂 止む 

を 得ない 事です。 現在 の 日本で は 義務 敎育 の 六^ を 終れば、 その後の 敎育は それ に相當 する 才と 富と を^す る 

, 者に 限られて 居る のです から、 若しも 私に 子供の 敎 育が 出 なくなった 揚合は 全く 仕方がない 事です。 然し かう し 

た 例 は社會 にも 澤山 ある 事と 忍 ひます。 

私 はかう して 自分の 生活の 行程に 一 つの 區割を 作り ましたが、 かう した 辜を敢 てす る 事の 出來 たの は， 私が レ 

ビュテ ー シ ヨン をお して 居た と 云 ふ 事が、 一 つの 大きな 助けに なった と 思 ひます。 

若し 一定の 職業 も 持た す、 又社會 にも 認められて 居ない 人が、 親譲りの 財ャ m 全部 を投 出して 社 含に 立つ となれ 

ば、 それ は その 人に とって 非常な 大 問題で あり、 义胃險 的な 事で あると 思 ひます。 (談話 鐵記〕 

(I 九 二三、 四、 二 「文化 ゆ： 活」 所載) 


農村 問題の 歸結 

私 は？！？ 村^ 题に對 して 深く 研究して ゐる わけではありません から あまり 立ち入った 事 は 云へ ません が、 今に 地 

主と 小作人と の^が.： S?3 する 時が 來る だら うと 云 ふ 事 だけ は 云へ ると 思 ひます。 それ は 何故かと 云 ふと、 は 

他の 商工 (ぶに 比して 割が 惡ぃ。 農夫が 他の 商工業に 從 if!- して ゐる勞 働 者と 比べて 自身の 勞 働に 對 して どれ だけの 

^^鋭を^^てゐるか考へたとして御|はなさぃ。 假に勞 働 を 勘定に 入れて 牧支を 計って 見る と、 支出の 方が 收 入より 

も 多い とい ふやうな 矛 厨した 事實 を發兑 する でせ う。 働けば 働く ほど 本當は 損が いって ゐ るので す。 今の 狀 態で 

はどうしても 平均が 取れません。 百姓 を 止めて 都會に 出て 他の 職業に 從事 する： sq! が 多くなります。 kE 姓が 貧乏す 

る、 地 惯が低 _ ^する、 從 つて 資本の ない 小 地主 は 次第に 倒れて 行きます。 小 地主 は 小作人と 大地、 干； との^で 安全 

瓣の やうな 役 をして ゐ るので あります が、 小 地主が 倒れて 大地 主對 小作人の 問題になる と、 资本 對勞 傲？ <; と 同 

じ やうに 利窖關 係で 折衝す る やうになります。 其處で どうしても 崩 滑 をまぬ がれない 事になります。 それで は ど 

うすれば- R いかと 云 ふと、 資本と 土地との 私有が 原則として 最上の 經濟狀 態と 考 へられ、 國 家が 私有 T 才亿對 して 

は取 大の 保障 を與 へて ゐる 11 は、 この 問題 を 根柢 的に 解決す る こと は出來 ない と 私は考 へて ゐ ます。 國 有で も社會 

有で も 良い、 鬼 も 角 土地が 私有でなくなる のが 大切な こと だと 思 ひます。 

私の 北；： g 近の 十： 地の 如き も 小作人の 共有と 云 ふ 事に しました が、 現今で はさう 云 ふ もの を 保護す る 法律が あり 

ません。 また 小作人が 各 i 入場 當初 退場す る 小作人から 買 ひ 取った 小作 權 11 卽ち 一人の 小作人が 他の 土地に 移 

住する やうな 場 八：： 他の 人に 今まで 自身が 與 へられて ゐた 土地の 耕作 權を 二百 圓 なり 三百 圆 なりに 寶り 渡して 行く 

村 II  59 の歸^  五 二三 
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のです。 11 それ を 放 菜しょう と はして くれません。 それ 故 土地 は 共有に なっても、 利用 權と云 ふ もの は 全く 私 

^の狀 態に あるので す。 これで は 本 當の事 は出來 ません。 

それで は 現在の.^. 會 制度の もとで、 どう すれば € へ：^ が 救 はれる か。 私 は 農村の 靑 年が 他から 騙されない やうに 

自分 {n! 身 で 自分 の 救濟法 を講す るより 遊 はない と 思 ひます。 

先 n こんな 話 をき & ました。 長 野縣の 或る 所で、 村の 中央部に 町が あって そこに は 商人が 住み、 他の 二つの 部 

落に は S 民が 住んで ゐ るので すが、 商人 は牧 利が 多い ので 村稅の 負擔も 商人が 多い ので、 それが 當然 なので.^ が、 

商人 は その 負擔 だけ を 農民に も かけようと いふ 腹で、 その 村 境に ある 國 有の 山 を 借り受けて 植樹 を すれば、 やが 

て その 山からの 牧入 だけで 村稅は 出る と 云 ふ 事 を、 王 張した のです。 

illA:}^ はう つかりと その 口車に 乘 りました。 ところが 樹^ を賀 ふに も 負擔は 村民 全體 にか.^ るし、 樹を植 ゑたり、 

世話 をしたり する の は 全部 農民が しなければ ならない ことにな つて、 商人 は 手を束ねて ゐて、 自分 违の 納稅负 擔 

を 極度に 輕 くして しまった のです。 かくて 商人が 自分の 負 擔を輕 くし、 結局 奥 夫 だけが 骨折 拫の くたびれ 儲け を 

する 結 3^ になり ました。 

岢 ハ巾會 館の 志贺 さんが 秋 W の 方で 地主と 小作人との 問 が 極めて 圓滿に 行って ゐ るの を 兑て 來られ たと 云 ふ；^ i を 

き、 ましたが、 これ も 今の 屮 こそ 可能な 察で、 農業の 利 (化が 商工業の 利益と 懸隔 を 生す る やうに なれば なる^, 

地主の 餘 谷が なくなり、 從 つて 恩 鹿 的な 設備 も おろそか にせねば ならなくなる でせ う。 しかし まあ 當.： M の 方策と 

して は それな ど を 調べたら 多少 參考 になる かも 知れません。 歐洲 では デンマ ー ク などで、 さう した 制度が 割合う 

まく 行って ゐ ると 云 ふ 事で、 北海道で も それ を 特に 調べて ゐる さう です。 (談話 筆記) 

( 一 九 二！ 二^ 四お、 「青年」 听載) 


農場 開放 顚末 

小！^!:^ の鐵道 沿線の 比 羅だ驛 の 一 つ 手前に 狩 太と いふの が ある。 それの 鬼々 北に は 蝦 爽富士 が あり そ C 裾 

を 尻刖の 河が 流れて ゐ るが、 その 川に 沼うた 高臺が 私の 狩 太 農場であります。 この^^場ト、 私の 父が 子供の 可 

愛さから子=^^、の內に世の中の^りものが出來たときにその爲場 へゅけば食ひはぐれることはぁるまぃとぃふ考へ 

からつ くった ものであります。 その當時この北海道の土地は財^^£を投じて經營する大规投の^^、場には五百町歩ま 

で 無 ゆ n 货附し 小 规模の 場に は 五町 歩 を 無償 貸附 したので した。 そして その 條件は 其の 翌年の 內に 一 部 を n 懇す 

ると いふので 道廳 から 役人が 來て それ を檢べ 一 定の 年限が たてば その 土地 をた^でくれ ると いふ ことにな つて ゐ 

たのであります。 それから 地租 はたし か 十五 年間 は 免ぜられて ゐ たと 思 ひます。 私 は札幌 S 、舉狡 を 明治 三十 叫た 牛 

に ネ^し ましたが、 三十 二 年から この 農場が 私の 父に よって 經營 されました。 この^^場の面積は叫百五十町歩足 

ら すなので あります。 私 は 纖學校 を 卒業す る前ハ 牛の 夏に はじめて この 農場 を 訪れました。 识知 安まで 汽車で 參っ 

て それから 荷馬 を 用ひ隨 分と 難儀して いったの でした。 熊 ま はこの 天井 位の 高さに のびて 見通しが きかない のみ 

か 樹木 は： 大を くらくす る 位に 繁 つて ゐ ました。 そこに 小さい 掘 立 小屋 をた て \ 開墾の 務 所が ありました。 初め 

に 入った f.^ 民が 八 ij: でありまして 川に 沿うた 所に 草で 一弥いた 小屋 をた て 、^塾に 從 つたので した。 小作料な しで 

11: 年 やり 三年 後から 小作料が とれる とかうな つて ゐ ました。 その 開墾の 方法 は 秋に はいると 熊 彼に 火 をつ けて 燒 

き；^ 初 は そこに 麥 を^く、 それから 二 年 EI に麥を 蒔 き 三^ E から いくらかの 牧穫が あると いふので した j 狩ぶ 

の^ 場 は 一二 十二 年から 始めて、 三十 七 八 年に 至って 成墾 いたし、 こ" で 私の 父の 所有に なった のであります。 それ 

場 n:^^ 末  ^二 五 
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までに どれ だけの 金が か. -っ たかと いふと 凡そ ニ萬圓 であります。 ニ萬圓 では やすく 出來 たので ありました。 今 

この 農場へ いってみ ましても、 小作人の 家屋 は その 最初と 同じ 掘 立 小屋な のであって 牛 一 頭 も 殖えて ゐな いので 

あります。 私 はこれ を觅て 非常に 變な 感じに うたれ たのであります が、 せめて 家 だけで も板葑 きの 家が 兒られ る 

やうに なりたい といっても、 小作人 は 自分の 經濟 が發展 しゃう がない ので 迷惑が るので あります。 二十 g: 五 年た 

ちました 今 は 七十 戶 程に； g" して ゐ ますが、 その 內で 障子 をた てたり して 幾分で も 住居ら しくな つた 家 は、 小作 を 

し 乍ら 小金 をた めて 他の 小作へ 金 を 貸したり した 人の もので、 農業ば かりして ゐた 小作人の 家 はいつ までた つて 

も 草 きの 掘 立 小屋な のであります。 この^？場の小作人の出入は隨分激しく最初からの人はなく始めて七年後に 

入った のが 一人あります。 併し 他と 比べて 私の 農場 は變ら ない 方な のであります。 何分に も 農場 は 太古から 斧鉞 

が 入らない 原始の 豐 鍵な 土地な もので 麥等 は實に 見事に 出來 るので すが、 それにい- r 氣 になって 肥料 を 施さぬ も 

のです から、 二十 五六 年 もた つて 全く ひどく 枯れて しま ふとい ふこと が 起って ゐ ます。 それに 五六 年 目 毎に はげ 

しい 蟲寄を 蒙って その 年 は 小作料 を とりあげられる だけで も 苦しい とい ふ ことがある のであります。 かう した 不 

安の 上に、 國 內經濟 から 國 際經濟 に 移った 爲 めでせ うが、 外國 からの 穀物の 輸入され る やうに なって、 その 收穫 

あた ひ  や Jl 

の 作物の 似の 高低が はげしく、 時には それに 投じた 资金を も囘收 できない 位に 作物の 價が廉 くなる ので ありま 

す。 それから 今一 つ、 この 小作人と 市場との 間にた つ 仲買と いふの がその 土地の 作物 を抵當 にして， 恐ろしい 利 

子 を かけて 所謂 米 >M の资を 貸す のであります。 小作人 はこれ に それ を 借らねば ならない のであります が、 その 爲 

め 時として は、 牧 獲した もの を その ま.^ 持って行かれ てし まふ ことがある のであります。 この 仲買と いふの が、 

中々 跌愿 して ゐ ます。 私 は 明治 二十 七 八 年頃から 小作人の 生活 をみ てゐ ますが 實に 悲慘な ものでありまして、 そ 

の爲め 私の S 、場の 附近 は 現在 小作 權と いふ ものに 殆んど 値がない のであります。 


さ ご 私， 台 三十 六 年から 明治 四十 年まで アメリカに 留學 しました。 ァヌ リカに ゐ る時ク a ボト キン の 著作な 

どに おしんだ ことから 物の 所お とい ふこと に 疑問 を 抱かされ たので ありまし たが、 ^|朝するとすぐ英語の&-師と 

たつ て 札幌に 赴任いた しました。 

？?. -は 父の 財^で 少しの 不 もせす に修學 して 來た のです けれども、 本當 のと ころ それで 少しも 應 迫され る こ 

とが 無かった かと 云へば さう でもありませんでした。 つ 一 圆の 金で も それ は 人力 単 夫が 三日 働かね ば^られない 

もの だ」 と 父に 戒められ たこと を 記憶して ゐ ます。 

„ 、よ 財 ャゼが あるが ために 親子の 問の 愛情 は 深められ ると いひ ますが 私 は 全く 反對 だと 思 ふので す。 本能と して 

の 愛で 愛し 合って こそ 其の 愛情が 純 粹さを 保つ のであって、 經^ 關 係が 這 入れば 這 入る 程 鎖の やうな つながりに 

親厂の よなる ので あると かう 信ぜられる のであります。 私の {, ^^では it も 父に よって 應 迫 を 感じさせられ たこ 

とはなかった のでした が、 私自身に とって 親子の に 私冇財 魔が^ 在 するとい ふこと が 常に 一 っの爾^^！として私 

こ. H たらいて ゐ ました。 治^ 十 年頃に 私 はこの 農場 を 投げ出す こと を 首 ひました が、 それ は實 行が 困難で あり 

/  い たづ 

それに 父に 對 して、 たと ひこの ことが 父の ために も 恩 惠を與 へる ことになると は 知って ゐ ましたが 徒らに =s ^し 

ませる ことになると 思った ので ともかく 父の 生きて ゐる 間は默 つて ゐる ことにした のでした。 しかし 父 も 亡くな 

り それに！^ 近に 至ってし なくて はなら なくなつ たから —— つまり 他人が どう 思っても い- -、 したくて せす に は 1^ 

ら. el なくなつ たので 愈 M かの S 場 を 抛棄す る ことにな つたので あります。 私が 自分自身の 爲め 仕事 を： 出した と 

いふ こと もこの 抛棄の 決心 を W めさせて くれました。 文舉 とい ふ 所に 落ち着く ことが 出來 た、 それで、 その^2^分 

の爲 めに 仕事 を 妨げよう とする もの はすべ て かい やりた くな つて 了った ので、 それからもう 一 つ は 農民の 狀態を 

見る と、 どうしても このま \ にして 澄け ない、 此の こと も强 く. g: 分に 迫って 參 つたので した。 


有 島 武郎仝 e.^  ^ 七卷  五 二八 

狩 太 農場 を 放す るに 到りました 動機、 それ を たづね てみ ましたら 先づ 以上の やうな ものであります。 

私 は 昨年 北海道 へ 行きまして 小作人の 人々 の 前で 私れ 考 へ をお 話しました。 そして 私の 趣旨 も大體 はわ か つ て 

くれました。 でのと き 私が いった こと は 「泉」 の 第一 號に 「小作人 へ の 吿^」 として 載せて^ きました。 私 は ど 

ぅ考 へても 生產の 機關は 私有に すべき もので はない。 それ は 公有 若しくは 共有で あるべき 害の もの だ、 私有財産 

として この 襄場 からの 收ハ盐 は 決して 私が 牧 める 箬の もので はない、 小作料 は 貴君 方 自身の 懷 ろに 入れて どうか 仲： 

よくやつ ていって 貰 ひたいと お話した のでした。 

これでもう 私が 引き 下れば い- r のでした が， その後 をい、 結 のでる やうに 組織 經營 され、 そこ を 共同 的 精神； 

が 支配 出來る やうに との 願 ひから 私 はこの 農場の 組織と 施設と を 北海道 大擧 農-業 經濟 の 敎 {liii で 作製して もらった 

のであります。 そ の 案 は 最近 に 森 本 厚吉 君から 私の 乎に 屆 きました。 

それ を 見て 第一 に 感じた こと は 今の 日本の 法雜は 共有財産 を 保護 するとい ふ點に 於て、 殆んど 役に立たぬ もの 

ではない かとい ふこと でした。 あの 麇場を 小作人の 共 に するとい ふこと が 許されないなら 殘 つた 方法 は 二つで 

財阁 法人に する か 組合 組織に する かであります。 前者に すると、 いはば 尊 制 政治の やうに なって そこに 協調 的旌 

設が加 はっても 小作人 自身 は c: 分 を 共有 的 精神に 訓練させる ことが 困難になる、 また 組合 組織に しても 幾多の 矛 

盾 は 避け 難く、 一例せば 利益 金の 分配が 極めて 面倒な のであって、 その 創設のと き 現金 を 多く もった 人が 組合 か 

ら  一 ^多くの 利益 をう ける ことになるので あります。 

今度 出 來て來 た 施行 案 は、 土地 は ル！： の ものである として 小作 株と いふの を 持た して あるので、 その 爲め 公有に 

なっても 實 際の 狀態は 私有 制度 だと 云 はれる のであります。 忠 半：； して 吳れる 人 は その 小作 株 は 1 應 ひ 取って 了 

つて それの 轉寶を も 防ぎ 利益 配當の 不平等 もな くす る やうに —— そして 名實 ともに 公有に せよ といって くれる の 


であります。 土地の 利益と 持 株の 利 ハ；^ とを刖 にして 了 ふこと も必 と 忍って ゐ ますが、 兎も角 十分に 案に つき 絲 

りました 上で、 0 闲の 總會に 提出した いと へて ゐ るので す。 襄 i^.nl 身が. H: 身 を トレイン する もので、 もっと 自 

出な共^^！^的規約を致してぉきたく思ってゐます。 今迄に 例がない ので クリ H イトす るより 仕方ありません。 この 

場 は 共 庶農闲 と 名 づける こと を 望ん たので したが、 共、 生 豊^ とい ふ 名に なりました。 

私 はこの 共. JIH?^ 闹 の 將來 を：^ して 樂觀し て ゐ ない。 それが 叫 分 八 裂し て 遂に 1$ び资 本家 の 手に入る こと を ふ 

だが 觀へ ふして ゐる。 武-? <; 小路 氏の 「新ら しき 村」 は ともかく 现 解した 人々 の 染まり だが、 私の 園 は豫備 知識の 

ない 人々 の まりで しかも， 奴の 如き 资木 〈猿の 巾に 存在す るので あります。 併し 現在の 狀態 では 共 1£ 的精祌 は^ 圍 

がさう で， IX ぃ揚 合に その寶 行が 結 ：5： 不可能で. a 減せ ねばならない、 かく 完全な ブラ ンの 下で も駄！ iz な もの だ —— 

この： つの プル ー フを 得る だけで 私は滿 足す る もので、 この 將來 がどうで あるかと いふ こと は エツ セン シャ ルな 

こと、 は 2 わって ゐな いものであります。 (談話 記) 

(1 九 二三 年 四月、 「帝 國大舉 新 is」 所載〕 
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藝術敎 育 私見 

喷 

近 術敎 育の 聲が 非常に 高まって 來て， 學校 等で も、 此の方 面の 敎 育に 力 を盡す 様になって 來 たこと は 何と 

首っても 喜ばしい ことで ある。 智宵ー 點 張りであった 我 國の敎 育 も、 漸く 斯 かる 方面に 迄 進んで 來 たかと m わ ふと 

！ ^ある。 併し 今日 舉 校に 於いて 行 はれつ \ ある 藝術敎 宵 は、 餘 りに 創作的 方面に のみ 傾き 過ぎて 居 はすまい 

力 私の m 心 ふ 所では、 藝術敎 育 は鑑赏 の 能力 を 養 ふの が 主要なる nz 的であって、 無喑に 創作 を獎勵 する よりも、 

=?K.::- ブが餘 ^大切な 事で あると 思 ふ。 本當に 創作の よく 出 來る者 は少數 であって、 多くの セ は それが 出來 ない。 

だ 力ら これ を 多くの 者に 强 ひょうと する の は、 誤れる も^だしき ものである。 

バ SS. 校に 於け る 藝術敎 宵 は、 將に 此の 鑑賞と いふ 事 を e: 的と して 行くべき ものと 思 ふ。 そして 其の 敎 育のお 料 

として は 十 ：！ 來 からの 名 戴 名作 を 以てすべき である。 子供 だからと言って 割引きして 考 へる 必要 はない。 彼等と 雖 

も 相 常に 了解す る ものである。 私が アメリカに つた 時分、 休みの 時な ど、 よく 或る 百姓の 家に 呼ばれて 行った 事 

が あるが、 其處の 家に 八 歲か九 歲位ゐ な 女の子が 115 た。 父親 はよ く 子供の ためにお々 な もの を 譲んで やって 居た 

力 ョ；^ 力 r 取 も 好む 所の もの は、 シ H  I ク スピアと かメ  I テル リンクと かいふ 様な 名家の 作品であった。 よし そ 

れは 大人の 様に 了解し 得ない としても、 子供 は 子供と しての 解釋を 立派に して 居た ので ある。 それ だから 子供 だ 

力ら と 言って、 わざ- 程度 を 引き下げ たもの を與 へる 必要 はない。 大人が la て 立派 だと 田 5 ふ 所 Q もの-を 吖 4^: に. 


も 示す がい. -と忍 ふ。 よしんば 半分 位ゐ わからな くと も、 藝 術の 最高の 境地が 暗々 裡に 示されて：^ る。 それでい 

いので ある。 紡なら^ を學 校に 掛けて 置く にしても、 好い加減な 繪で 分りの い- - ものと いふの を 選ぶ のよりも、. 

^ラシ ッ クな 立派な 作品 を 掛けて 澄く がい、 と 思 ふ。 

も 一 つ 蘇術敎 育の 方面と して 大切 だと 思 ふの は、 應用藝 術、 卽ち實 生活に 結び付いた 方面の 藝術 である。 建築 

とか ェ藝 とかの 方面が それで、 男の子に やらせる とすれば 木工と か 粘土と か、 それから 簡 i せな 土木工事 など、 女 

の 子なら 刺滅 とか、 編物と か、 花 丹 栽培と か、 さう いふ 方面の 敎 育が 實は 甚だ 大切な ので ある。 今の 一般の 學校 

では 藝術敎 育と 言へば、 總畫 とか 昔樂 とか 純 藝術的 方面の 敎 養に のみ 力 を 注いで 居る やうに 見える。 n 靈 科の 如 

きもの も I 啦 に純藝 術と しての 緒畫 のみ を 取扱 はう として、 應 ffl 藝 術の 方面に は 多く 及ばない。 これ は 甚だ 遣憾な 

である。 手工の 如き もの を もっと 盛んにし なければ いけない。 子供の 能力 は 決して 输 戴に 限る もので はない。 

彫刻に も應^ 藝術 にも、 ，s 築、 土木 等に も、 あらゆる 問題に 向って 行く ものである。 さう した もの を 子供の 趣味 

によって 選ばせ、 これ を舉 |c せし むる les- に するとい ^ と 思 ふ。 今の 學校 は經費 等の 點 から それ 等の 事が 十分に 出 

來 ないか も 知れない けれど、 何とかして さう いふ 方面の 敎育を 完成して 戴きたい ものである。 

子供の 興味 を 持つ 所の もの をよ く 見て 居る と 餘程實 際 的な ものである。 子供 は實 際に 役に立つ 所の ものに 非常 

た 興味 を 持って ゐる。 その 心 持 は純藝 術に は 大分 遠い。 純 藝術は 形と か 色と か 言葉と か 音と かの 抽象的な 形式美 

を.^ ふ 所に 特色が ある。 然るに 子供の 心 は 全く 實際 的であって、 大人の 様に 抽象的な 美を樂 しむ 事が 出來 ない。 

それ だから 子供に は實際 的な もの を與 へた 方が、 彼等の 興味に 合する 事で あり、 叉 研究心 を も 起させ 得る もので 
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ある。 欺 様な 譯で、 子供 は實際 的な 方面が 先づ發 達し、 それが 進んで やがて は 抽象的な 純藝術 的な ものに 這 入つ 

て 行く ものである。 此の 意味で、 兒 意の 藝術敎 育 は、 先づ應 S 樊術の 方面から 始め、 後に 至って、 次第に 純藝銜 

の 方： € に 導いて 行くべき ものであると つて 居る。 

了：,.， の爲 めの 藝術敎 育 は、 何處 まで も 子供 身 S 生活に 极 差した もので なければ ならぬ。 子供 自身の，^; 活 その 

ものに 對す K.J 具の 现 解がなければ 本 當の敎 育 は 成り立たない と 思 ふ。 

了=^„-は戰(；^ごっこをしたり、 胃險を 好んだり、 蟒 ゃ蟫を いぢめ たりす る。 さう いふ 事に 對 して 非常に、 ジ す 

るノカ ある。 私の 友人に 子供に 武器の 玩具 を 一切 持たせない 人が ある。 その 人 は 中々 さう いふ ことに 注意して 居 

て、 「萬 歳！」 とい ふべき 所 はいつ も 「平和！」 と 首 はせ る。 これな ど は 實にを かしな 者 だと 思 ふ。 子，： ^ 、は a 'の 

胎內に 居る §1 に 下等動物から 次第に 人 ii に 進化して 来る 形 を 繰り返し てお るが、 それと 同様に、 生れてから 後 

の 子供の 生活 は、 野 接 時代の 生活 を 繰り返す ものと 兄 得る ので はなから うか。 山に 行って 木 を 取って 來て それ を 

,训 つて 劍の 様な 形 を 作って 昆 たり、 動物 を虐 e$ したり、 さう かと W 心 ふと 妙に 家畜 を 溺愛したり、 これ 等 は 全く 野 

® 人の 生活 そっくり である。 私 はかう いふ 時期に は 思 ふさ ま 子供の 好きな iefj^ をさせる がい，， と 思 ふ。 それ を^ 運 

に 止める 事 は 子供の 發達を 害し、 子供 を いぢけ させて しま ふ 事になる つ 注意すべき 事で ある。 

ハぅレ ふ からい ふと、 今日の 都會 生活 は 子供に は餘 りに 可愛 さう である。 桑 港 あたりの 子供で もさう である 

が 1 豕は 何で 出來て 居る かと 云 ふと、 石と 材木 だと 云 ふ。 それなら 材木 は 何から 出來 るかと きくと もう 知らない。 

斯うした 子供 は實に 可愛 さう だと 思 ふ。 

- 會 生活 は 餘 りに 早く 子供 を 大人に する。 子供 を餘 りに 敏感に する。 私の 子供な ども 舉 校で 先生のお， VJ:^ を 

きいて 居て、 そのお 話が まだる こくて 仕方がない。 それで 何 か 乎 わるさ をして る。 そして 手 わるさ をしながら 


^々きけば、 先 虫のお：！^ は 十分 わか るんだ と. w つて 55 る。 これ は 先生の 思想の 歩みの のろいの に比べて 子供の 思 

想の や〉 みが 非 〈めに：： 十い 一例で あるが、 それと いふの も 子供が 敛感 だからで ある。 もっとい、 例 は、 私の子供は；？^ 

が：^なぃと夜眠らなぃ。 私はどぅせ  一 ^の{^:に寢るのではなぃ。 隣り の { ザ. に 寢 るので あるが、 それで 居て？ 1? し 私 

が K= な いと子 供 は屮々 眠らないで 女中な ど を 手 こすらせる。 それ 程祌經 過敏に なって るので ある。 

斯様な 狀態 にある 都 會の兒 重に 對 して は、 どうか さう した 方面 を救濟 する やうな 藝術敎 をして ほしい。 藝術 

敎 おがた 一途に 人^ を 纖 細に 敏感に する のみであるなら、 都 會の兒 童に とって は 全く 害あって 益の ない 事で あ 

る。 もっと 大きな 力の ある 深みの あ る藝術敎_^;n こ そ都會 の 兒宜に 向って 與 へらるべき もので あ る。 

U 本 も 今 二十 ハ牛も 先に は 世の中が どんなに 變 つて 行く かわからない。 今の 階級 文化が. 投 へされ、 非常な. 浪亂し 

た 社. 5： 狀態を 現出す る 時が 來な いと も 隈らな い。 若し さう いふ 事に でもな つて 來た 曰に は、 S 術の 如き も 雌伏し 

て なければ たらなくなる かも 知れない。 私が 藝術敎 ^を 堅： まなる 力 强ぃ藝 術の 境地に ぶめ、 乂 應用藝 術の 方 _3 

.V 强 調す るの も 一 つ は 斯うした 豫感を その 背後に 持つ 爲 めからで も ある。 

三 

；: 取 後に 藝術敎 ^に對 して、 私の：： も 心配に 堪 へぬ 所の もの は、 それが 如何に 取扱 はる \ かの 問題で ある。 藝術 

は 何 と.； 一一：： つても 樂 しい^ 界 である。 勿論 その 中には 悲しい こと も しい こと も 出て 來る けれど、 何と 言つ ても蔡 i 

術 そのもの は樂 しい 卅： 界 であると-一 一一！： はねば ならぬ。 されば 敎師. が 何等の へ もな しに、 これ を 漫然と 取扱 ふなら、 

^處に 恐るべき 危險が ある。 左様な 事から 藝術を 安^に 取扱 ふ. きをつけるなら、 それ は：； 3 も危 險な箏 である。 昔 

め^ の 俳諧と；  一！；：： つた 様に、 暇つ ぶしと か 憂さ晴らし とかの 爲 めに する やうな 察に なったら、 それ は 誠に 恐る ベ 

藝術& 育：：； •  ：！^  五  一二三 


き 事で ある。 

藝術敎 有 は 非常に 大切な もので あり、 人 の敎 養と して 效 £1- も 犬なる ものであるが、 若し その 取扱 ひ 宜しき を 

得なかったならば、 人 をぶ $ する 事 も 亦 非常に 大きい ので ある。 どうか 其の 局に 當る 人々 は、 此の 點に 十分の 考慮 

を拂 つて、 &非 共堅資 なる 藝術敎 育 を 築き上げて ほしいと 思 ふ。 (談話 筆記) 

二 九 二三 年 五"、 【蘭 術敎 靑」 所载) 


農民 文化と いふ こと 

-5： い、：：：^ 文化に 就いて 話せと いふ ことです が、 私 は 文化と いふ 曾 葉に 就いて さへ、 ある 疑 ひ を 持って ゐ るので あり 

まして、 所 li 今 u 文化と 云 はれて ゐ るの は， 極く 少数の 人が 享受して ゐる に過ぎないの であって、 大多數 者に は 

何 や > 及ぼす 所の 無い ものであります。 殊に 農民 文化と 云 ふに 至って は、 斷然 無い と：. ム はなければ ならぬ と 思 ひま 

す。 今 ncl: 民のお かれて ある 悲慘な 境遇に、 どうして 文化な ど を 生む 餘裕が あり 得 ませう。 

_ォ 川 は 横^へ 入る かも 知れ ませぬ が、 農民に 文化が 無い と 云 ふの は、 ^^^^^に文化を生むカが無ぃと云ふのとはぉ 

のづと • お.^ が 異なりまして、 只今 日の 文化に 何等 交涉を もたない と 云 ふまで ビ あります。 眞の 文化と 云 ふ もの は、 

人類 的な ものでなくて はならぬ のです が、 今日の それ は 一部の 獨占 的な ものに 過ぎない のであります。 そこで 今 

日 は 5g の 文化と 云 ふ もの を 大いに 齊及 する 必要が あるので すが、 これ また 一 朝 一 夕に 容易に なし 得る 事業で は あ 

り ませぬ。 现ムボ 的に 云っても 實際 的に 云っても、 深く 突き進んで 行けば 行く 稗難關 があって、 終極 は 現在の 社，， 翁 

制^、 社會^ 活の 缺陷に 突き 當 るので あります。 

然 らば 社會 制度の 缺陷と は 何 か。 それ は 近代の 社會 思想家 達の 指摘した 如く、 資本の 私^と 云 ふ 誤れる 制度に 

歸 すると 思 ひます。 この 當然に 共有で あらねば ならぬ 害の 資本が、 私有され る やうに なり、 それが 爲 めに 种々 の 

弊^が e.. じて、 々£然 人類 的に 進むべき 害の 文化が、 今日の 如き 變態 的な 姿と なって 現 はれる やうに なった ので あ 
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ります。 ですから この 制度 を 改める に 非 すん ば、 千 萬 首 を 費やしても 文化の 普及と 云 ふこと は 駄目であります。 

勿論 共の 時代 を迎 へす して 農民 文化の 問題 を 取扱 ふと 云 ふこと は、 早計た る を 免れ ませぬ。  , 

では この 私 冇財產 制度から、 如何にして 解放 せらるべき かと 云 ふこと が 問題であります が、 これ は先づ 私達が 

機械化 された 生活から 自. H を囘復 しなくて はなり ませぬ。 自. S の 囘復と 云 ふこと は 容易な ことで なく、 それ は 多 

くの 學 おや 實際 家が 各自に 究めよう として ゐる 所で、 私共 門外漢に は： 止しい 解決 は 困難であります、 けれども^ 

に 角へ rnz の 私 制度 を 滅ぼさね ばなら ぬと 一 K ふこと だけ は 云 ひ 得る と 思 ひます。 

この 私お 制度 を诚 ぼす に 就いては、 漸進的 解放と、 ^！^ん進的革へ叩のニっの方法がぁると思ひますが、 漸進的に し 

ろ、 ^！^^進的にしろ、 自由 は與 へられた 處に搜 得し 得る もので はなく、 攫 得する 處に與 へられる ものであります。 

恩惠 的に 與 へられる 處に自 .5 はなく、  .E ら握 得する 虚に 露の. CM 出が あるので あります。 急進、 王義 者に はこれ はよ 

く 解って ゐ るので あります が、 渐進 主義者の 間に はこれ が 解ら す、 往 々温情主義 だと か、 協調主義 だと か 云って、 

無意義な 政策に 骨 を 折る 人が あります。 縦 令 漸進主義 的 方法 を 採用す るに しても、 溫情 的に 文化 を 或は 自由 を與 

へようと する やうな ことなく、  .nl:.s を 持たざる 人が 自己に 目 醒めて、 進んで 自由 を 攫 得し 得たい と 頭 を 擡げて 來 

た 時に、 その 氣勢を 着 取して、 十分に 力 を 添へ て やる と 云 ふ 方法 を 採る ことが 大切で あると 思 ひます。 

斯 くして 私. 1^ 制度 を 滅ぼして 後、 初めて 人類 的な 文化に 到達し 得る のであって、 農民 文化と 云 ふ もの もつ まり 

让； の 時に 於て 始めて 趙設 される のであります から、 今 曰 S 民 文化 を 云々 すると 云 ふこと は當を 得ざる 云 ひ 分で あ 

らうと 思 ひます。 談話 筆記) 

2 九 二三 年 六月、 「文化 生活」 所載) 


^  ^ 三， つ 

威 操 蹂躪し」 貞操 破棄 

Si 婚化活 が^ 俗 的に、 妻 は無條 件に 夫に 服從 すべき ものと せられ、 义女自 身 もさう 極めて 居た ので あるが、 此 

のん- 滿に對 する 女性の 無意識の 自覺 は、 常に 存在して 居た ので ある。 四十 歳から 五ト歲 位までの 人達の 話 を 聞 

くと、 彼女 は、 屹」 は 一皮 は ヒス テリ I にか \ つたと 云うて ゐる。 その 原 囚 は 大部分 は 火に 對 する 不滿、 若しく 

は 夫に^ 係の人々 (例へば、 姑、 小姑 等) の 不法な 継 迫に 基因して ゐる。 しかも 彼女 ば は、 もヒ *、 の 這 入った 

器 を 抱へ る 様な 氣持 であ きらめと 忍從 とで、 辛うじて 彼女 建の 生活 を 維持して 來 たので ある。 

:g 近に 到って；； g 人の 自覺 はや k 鮮明と なって 來た。 彼女 逵は、 その 夫婦生活が 表面的の ものであって、 內面的 

にけ、 夫： S 生お の 調から ST たしく 隔たって 居る ことに 自覺 しはじめた。 新聞紙 上に 大騷 ぎされ て 居る 貞操蹂躪 

よりも、 もっと 悲惨な： i 行が 彼女 達の 內面 生活に 於て、 殆ん ど平氣 で 行 はれて 居る こと を考 へる 時に、 彼女 违は 

此の： a 婚 生活に 對 して、 深刻な 不滿を 癌 切に 感す るので ある。 然るに 現 時の 社會 様式に 於て は、 婦人 逮に 生活 能 

カを與 へて 1:5 ない。 夫の 手より 離れる こと は、 彼女 5^9 の 餓死 を 意味す るので ある。 彼女 逮は、 彼等の 力量と 本能 

との 餘 りに だしい 懸隔の ために、 極めて 瞹昧 不徹底の 地位に 居る ので ある。 卽ち 牛； やん の 保證は 夫に 良 はせ 乍ら 

木 能の 滿足は 他に これ を 求む るの 餘 儀ない 行動に 出る ので ある。 此は實 に 忌 はしき、 卑しむべき 5^ 女關 係の 破 錠 

では あるが、 ^？^-の成り行きとしては、 止む を 得ない 現象で ある。 此の 悪 現象 を： i 正す る 唯一 の 方法 は、 人が、 

時 .^  二 つ  5: 七 


有 島武， ，仝 第 ^七卷  ：.fn 二八 

その 自覺 と共に、 生活 能力の 確立に 努力す る ことに ある。 婦人が これまで 進んで 来れば、 男子に も 或る 反贫と 

醒 とが 必然的に 起って 來て、 兹に はじめて 兩性關 係の 正しい 調節が、 今日よりも 遙 かに 合理的に なって 來 るので 

ある。 さう でなければ、 處操 蹂躪と か、 貞操 破棄の 忌 はしい 現象 は 社會に 絡え る こと はない ので ある。 . 

最近 婦人の 讀書 傾向 

设近、 ^！人に讀害の倾向が際立って莊盛になったことは喜ぶべき現象でぁる。 米 闘の 如き は 「趣味 を 維持す る 

の は：；！ 人で ある」 と 言 はれて 居る 位で、 男子 はた ビ、 乎から 口に パン を 遠ぶ、 それだけに 精力の 多分 を 費消し 盡 

して ゐて、 趣味の 維持 を 擧げて 悉く 婦人の 乎に 委ねて ゐる。 劇の 如き も、 子 は. 化に 婦人に よって、 劇の 筋 書、 

觀 に 就いての 注意の 如き を敎 へられて ゐる。 

:t 人の 知識欲 は、 婦人の 欲求のう ちの 一 つの 大 なる 欲求であって、 私達 は 最近 i おしく 目立って 來た 婦人の 讀書 

の倾 W を 喜び、 且つ その 仲 長 を 希 ふ ものであるが、 現今の； n 本 婦人が ra^ して 如何なる 種類の 讀 窖 傾向に あるか を 

. 考察す る 時、 遣憾 にたへ ない 事 實を發 見す る。 

例へば、 现 今の： i 人に 最も 多く 愛讀 されて ゐる 各種； t 人雜 誌に 就いて 兌る に、 その 內容 極めて 輕薄 にして， た 

だ^つぶ しの^めに のみ 讀 むべき 記事が 滿 戦され、 貧弱、 ^疎、 兑 るに 耐 へない 種類の 記事が 誌面の 大部分 を 塞 

いでお る 0 此の 事實 から 考 へれば- 私達 は 現今 日本 婦人の 讀 書に 對 する 態度に 可成り の不 滿を感 する。 

婦人の みに 限らない が、 現代の ョ I  a ツバの 思想 は、 必す 一度 は、 自然主義と いふ 大きな 潮流の 洗禮を 受けて 

：來て 居る ので、 現代 世界に 於け る 新 文化 創造に あたって は、 これが 偉大なる 基底と なって 居る。 實に 現代の 科擧 

,. 的 設計 を徹. M せしめた もの は、 ^！：！然キ；義 の 思想であった ので ある。 


ほ然 主義の 主潮 は 現に 日本に も 存在し、 嘗て も 存在して ゐ たので あるが、 日本が この 主潮 を乘り 越す ことの、 

他の ョ，' 。ッ パ諸國 に 比して 餘 りに^ 速で あつたが 爲 めに、 自然主義の 思潮が 却つ て、 もとの n 1 マ ン 主義 や、 

センチ メンタ リズムに 逆行した。 此の 傾向 は 婦人に 於て 特に 著しく、 自然主義 を 過した 現代 ョ ー:1 ツバの 思想 

に 正しき ™f 解を缺 如して 居る のが 殊更に 目 立って 見える。 歐洲の 唯物主義の 思想 は その 根柢に 於て 常に 精神的 思 

想に^ 在す る こと を 考.； もせす に、 只 その 裘 面の 流れの みを淺 薄に 受け入れて、 男子 はこれ を 物質主義に 解し、 

人 はこれ を享樂 主義と 獨り 極めに して ゐる。 故に 現 時の 讀喾倾 向が、 この 誤られた る 時流に 迎合して、 極めて 

瞹眯 となり、 C: 己 を rl:(s;: し 、自ら を 築く ことに 全然 の 傾向 を 示し、 た^ 周 園の 人々 の 見聞 や、 人の^の みに 

よって、 生の 懈怠 を 慰む る倾 向に なって 居る。 故に 現代人 殊に 婦人 は、 現代の &: 潮 を もっと 靜 かに 正しく 凝視め 

て、 ：.^ しい 现 解の 下に 實 人生の 文化 生活 を 確立して ほしい。 义婦 人達の 立脚地 を 安^に 築き あげる 主 もなる 要素 

としても、 より：，^ 確なる 知識 を 有つ 必要が あると 思ふリ 

暴力 團體の 暴力 行使に 就いて 

现 代の 生活 内部に、 相反す る 思想が 對 する 時、 民衆 意志 はこれ 等の 思想の 綜合 調和 を はかる ことに 努力す る、 

そして その 綜合 調和が 成り立ち 得ない 時に、 一 つの 思想 は 他の 思想 を 破 壞撰滅 する 爲 めに、 あらゆる 努力 を 費 

す。 兹に、 Cgf カ團 體の發 生が あり、 その 横行が ある。 

現：：： 本の 生活 內容を 分野す る 相反す る 幾多の 思想 は、 これ を 綜合 調和す る こと は、 本質的に 不一 能であって、 

其處に 幾多の 暴力 圃體 が發 生し、 相鬪& する こと は、 蓋し 必然の 現象で あらう。 

然るに H 本 現下の Sgj カ團體 が、 その 目的に 於て、 その 構成要素に 於て、 極めて 不鮮明 且つ 瞹昧 である こと は， 

時 評 三 つ  五三九 
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極めて 逍憾 である。 抑.' かくの 如き 暴力 圑體の 非行 を 刺戟した もの は、 或る時 代の 政府 當局 者で ある。 政府が 思 

想 運動に 全然 無理解に して、 これ を 危險視 する の餘り 暴力 的 力に より 防止 せんとす る 思想 力 へ の 誤算に 基因して 

居る。 卽ち 政府 は、 彼等の 所謂 危險 思想 を ST 鍵す るに、 團體カ を 必要と する の 与 6 なる の餘 り、 いかぐ はしき 要素 

を 取り あげて、 暗に £ 争 カを是 して、 社會 不安 を 鎮めん としたの である。 此の E お カ團體 は、 政府の 政策 的 見地よ 

り 成立す るが 故に、 圑體 それ 自身の 意志 は 極めて 不鮮明で あり、 その 熱情 は 極めて 不純で ある。 已に圑 體に內 部 

より CE: 的な く、 純. 止なる 熱情な き 結 5^ は、 社會 安定の 效某 を牧め 得す、 却って 社會の 不安 を增大 する 悪 結 菜 を 

示 し て ；：.：^ る。 此の に對す る 責仔は 確か に當時 の 政府 常 局ギ ^ が负 ふべき である。 

已に 一 方に^ 代の 社 舍相を 謬 兌して 起った 是 等の 暴力 團體が あり、 それに 對 して 他の 思想 團體が 防備の 必要 あ 

る は常然 のこと で、 此の 狀 勢が、 思想 運動 を驅 つて、 次第に 社會の 表面より かくれて、 密謀 的 形 をと るに 到らし 

め、 秘{4^的：^社の倾向を大ならしむるに到った。 

此の ネ！ c- は、 n: 本の E 心 想邇】 励の 爲 めに 悲しむ IE- きこと であるが、 此の 默態を もとに かへ す こと は、 當分 不可能 

のこと である。 

暴カ^^5^.^^の現象は、 槪念 的に は 勿論 惡 いこと であるに 逮 ひない が、 當 時の 社會の 實狀 より 考察す る 時 は、 或 

は 止む を 得ない ことで あらう。 然し、 社 會は暴 力に よる； ；恭 力の 爲 めに する 人々 に 支配され て はならない 害で ある 

が、 It 力の 行使が 已に 止む を 得ない こと だと すれば、 それ は-,^ しい 内部の 目 的に 立脚した、 純： 止の 熱情 を 有する 

圑體 によって ：仃 使され る. ことが、 現在の § 、^しき 狀態, V 廓淸 する 方法で ある。 

. (】 九 二三 年 六月、 「女 t: 改造」 載) 
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れ來 の^ では、 CI 分. HI 身 を 向上 させろ こと はとり もな ほさす、 又 社會を 向上させる ことで あると して. 

一 に，：：： 已 修養の 必要 を說 いて 來た。 英！： の^ 现學 などで は セルフ • へ ルブ卽 ち 「自助」 と 云 ふこと が 隨分强 く 叫 

ばれて：^ ったものでぁる。 然し 现 代の 此の. 泥亂 しね i 雜 した 社 <1" を へて 兑 るに、 .n: 已を 向上させる こと 或は 乂自 

己の- ポ 新が に その ま 、社僉 に反應 して 行く であらう か。 

全く 现代 ほど、 人類が 自己 を 强く兑 つめて 居る 時代 は あるまい。 现代 ほど、 個人 主 の 盛んになった 時代 は あ 

るまい。 多くの 人^ はた ピ 自己 を 中心として， 社 會とは 殆んど 別々 に 生活 を營 まんと して 居る ので ある。 人々 は 

如何に.. E 己 を 社會に 調和 させんが 爲め、 卽 ちかく 迄に 遠く かけはなれて しまった 社會と 自己の 此の 別々 の 生活の 

はめに 惱み綺 けて る こと だら う。 

であるから、 自己 生活の 革新 を斷 行し 得た は、 た^それ のみに 止まらす もう 一歩 進んで、 社會 生活の 革新に 

努力した ければ ならない。 獨 りよが り、 所謂 獨善 主義で は、 その 折角の 革新が 何の 役に も 立たない ことになるの 

である。 

二 
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純然たる 私お 財，！ {i- 制度の 今日は、 從 つて ブル ジョ ァ跋愿 の 時代で ある。 生存の權利は^5^人 一 様に與へられて居 

る はすな のに、 生活の 安定と いふ こと は 恐ろしく その 平衡 を 失って 居る。 社會は 不安で あり 額錢 しきって 居る。 

而 して X  X  X のどよ めきが ある。 社 會に幅 をき かして 居る ブル ジョ ァ はいつ も獨 主義 をと つて 來た。 自分 さへ 

よければ と 云 ふ 感情が 執拗に 彼等の 心 を 占領して 居た。 此の 風潮 は 一般 社會 にも 漲って 來た、 否、 漲って 居る。 

世の 屮の 所謂 修養な ど は 矢張り 此の ブ ルジョ ァ の 生活に あてはまる やうに 出來 たもので、 獨善 主義から 越えて は 

行かなかった。 

それ は 例へば 自己の 行爲が 絕對に 社會に 影響し ない もので あり、 又 「帝 力 我に 何 か あらん」 と 云 はしめ た 支那 

太 十！： の堯 帝の やうな 御代であった なら 獨_$ 主義 も 或は 可能 かも 知れない。 が、 かう した 時代 は遙 かに 遠く 過ぎ去 

つてし まって 居る。 故に 若し 世の中に 精祌 修養と いふ ものが あると したら、 それ はた^ 自己と 社 會の接 觸面を 凝 

する、 そこから 營 まれて 行くべき もので はない かと 思 ふ。 


现代社 <1" 生活の 最大 缺陷は 私有財産制度から 發 して 居る ものであるまい か。 私有財産 は 所お 本能の eSjIS であ 

る。 動物 的な 所お 本能 は 原始時代の 社會 から 旣に その を ふき、 たうとう 人類 をして 今日の 如き 悲慘 な狀 態に 陷 

る の 止むな きに 至らし めた。 

社會の 一方に は 遊んで 然も 贅澤 をして 居る 者が あるし、 叉 一方に は 働いても 働いても、 なほ 日常の 衣食住に す 

ら審缺 いて 居る の あるの は、 凡て 所有 本能から 芽 ざした 私；？^ 財產 制の 結 梁に 外なら ない ので ある" 

^代の 此の 不合 if な狀 態から 脫す るに は、 たピ 何よりも 先に、 不合理の 原 ra: となって 居る ところの 私有 財 魔 を 


放 f;- する ことで ある。 ブル ジョァ の 凡てが 現在 社會 組織の 缺陷に 眼 ざめ て、 彼等が 所有す る 財 症の 全部 を 投げ ST 

す ことで ある。 かくて 社會 から 私冇 財： ：(；^ が 取り去られた 時、 その 社會は 如何なる 狀 態になる であらう か。 それに. 

就いて、 今 二つの 場合 を考 へる ことが 出來 る。 一つ は マルクス によって 說 かれた やうに、 凡ての 財 席 を 阔{\ がの 

所お に歸 してし まふ ことで ある。 而 して、 他の もう 一 つ は クロポトキンが 主張した やうに、 無 政 "お 主義の 社會 

を 机 織して 、 M ゆ は そ の 社 \t: の 共冇 物と する ことに あ る。 此 の 私有財産 撤廢 に 際して とるべき 二種の 方法の ラ ち 

で、 その 可否 を 論す る こと はとに かく、 此處 まで 來て、 漸く 社會は 今の 狀 態から 一歩 を 進み 得た と 云 ふ もので あ 

る。  • 

四 

ク：： ボト キン や マルクス 等の 社會 改造の 理想が、 日本に も 何時か 實 現される であらう かと 云 ふこと は、 只今の 

ところ 明 {H し 難い ことで ある。 けれども ブル ジョァ の 中に 育って 來た 私に、 「現代に 於て ブル ジョァ は 希望 を 持た 

ない」 と 云 ふこと だけ は 云 ひ 得る。 ブル ジョ ァの 前途 は暗黑 である。 然し これに 反して プロレタリアに は 希望が 

あり 光明が ある (彼等の 前途に も 亦 理想がない かも 知れない)。 けれども、 彼等 は 此の 社會を どうにかして その 暗 

黑而を 切りぬ けて 行き さへ すれば、 又 何とかし さへ すれば、 い \ と 云 ふ 希望 を穀ぎ 得る ので ある。 だが ブル ジョ 

ァに はこれ が出來 ない。 ブル ジョ ァの 前途に は現狀 維持 かさ もなければ 自滅の 外 はない ので ある。 

經： £ 的に 全く 行きつ まった 此の 現在の 社會 は、 それで は 誰の 乎に よって 改革され るで あらう か。 私 は 勿論 それ 

は ブル ジョ ァ ではない と 思 ふ。 又 知識階級で もなければ 勞働 運動の 指 SHl^ でもない に 遠 ひない。 社^の所|阳1$^下 

級に は 汗み どろに なって 息 を もっけす に 働いて おる 純粹 S 勞俄 者が ある。 彼等の 間から 统り 出た ほ 〈の 生活 の呌 

行き 詰れる ブル ジョァ  ，  五 四！ー； 
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ぴ こそ、 最も：^ 大なカ を 持って 居る もので はない かと 考 へられる。 而 して 今後の 社會に 若し 改革が ある ものと す 

れば、 それ はた ビ 此の 純 粹の勞 働 者に よる もので はないで あらう か。 

五 

若し 社會に 革命が 起る 場合、 私達 は 同時に 火事場 泥坊の ある こと を 勘定に 入れて おく 必要が ある。 革命 は 一時 

社會を 願 .投 し攪亂 してし まふで あらう。 が、 その 混沌に 落ちた 虛に乘 じて どんな 弊害が 出て 來る かも 知れない と 

云 ふこと を覺 悟して 居なければ ならぬ。 僅か I 一三の 弊害が 起った からと 云って、 慌て、 义 革命 以前の 社會に 復活 

せしめよ うとす るの は、 餘り にも 卑怯な やり方で ある。 のみなら す、 一つの 大きな 现想を 以て 企てられた 革命が 

裏切られる ばかり か、 革命に 伴 ふ 此の 弊害 以上 更に 多大な W: 襲 的な 弊害 を、 永久に 自滅の 底 迄 も 引きす つて 行く 

ことになるの である。 

とにかく 今後 此の 社會が 如何 やうに 變 化して 行く か は、 今のところ 私に は 何とも 云 ふこと が出來 ない。 が、 然 

し 行き りの 狀態 にある こと だけ は確實 である、 それが ま ，激 な 革命に よる か、 或はより よき 方法 を もって 漸次に 

改造され て 行く もので あるか、 どちらも 計り 雜ぃ。 

サ右 しも 人類の 文化が もっとく 向上す る もので あったら、 縱令急 激 革命が 起った としても、 その 革命の 中から 

不純な 分子 を 取り去って、 次第によ りよき 社會 へと 進ませて 行く であらう。 又 これに 反して、 今の 狀 態が 人類 文 

化の：；；^ 高の H 、點 であり、 而 して 社 會は 退化し かけて 居る もので あったら、 如何なる 方法 を もって、 その 革新 向上 

に 努力しても、 その 效は it いで あらう。 

人類が もっと 向上す る もので あるか、 或は 退化す る もので あるか、 それ は 自然の 思 召しであって、 故意に 人力 


を もってした ところで 如何 ともなし 得ない ものである。 

六  ， 

社會は 男女 共^す る ことによって 保 たれて 行く ものである。 が、 此の 社會 生活 を 最も 圓滿 に發 達させる に は、 

,i=<. ^乂は 5^ 子 は 何 をし なければ ならぬ であらう。 それに 就いて、 私 は 先づ第 一番に， 女 自身が 男子と 同等の 自. 5 

を 獲得す る ことに あると 思 ふ。 {HI 由 は 獲得す る ものであって 決して 天降りす る もので はない ので ある。 

しぎたり 

八， s^, 子と 女.^ との？？ に は 色々 な 方面に、 様々 の 境界線 を 取り去らなければ ならない。 在來の 慣例で あると か、 

乂 アプリオリ 等の 言葉 を ふりかざして 女子 を 監禁しょう とする こと は、 それ はた 女子の 損害に 止まらす して、 

ちに 5?： 子の 損害で あるの だ。 

現代 文化 は その 大部分 を 子の 手に よって 築き上げられた もので あつたが、 今後の 社會に 於て は 女子 も 亦 男子 

と M 様に 遠慮なく 活動し なければ ならない。 男子と 女子の 間にし つかりと した 平均が とれてから こそ、 文化 生活 

は その 意義 を 躍如させる ものである。 (談話 肇 記) 

(I 九 二三 年 七月 、「文化 生活」 所載〕. i 
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〔附 錄〕 雜 誌の 問に 答 へ て 


嘗てない 多作 をした 年 

私 は 過去 八 年間 白樺 誌上で 感想 や 創作 を發 表して 来ました。 發 表した 數と 量と は 情けない 程 貧弱な もので あり 

ましたが、 公衆の 評 擅から は 全く 無視され 度外視 されて ゐ ました。 それが、 どうい ふ 風の 吹き ま はしか、 今年に 

なって、 急に 鬼 や 角 云 はれ 出しました。 多分 公衆の 眼に 觸れ やすい 色々 な 文藝雜 誌が 私の 作物 を 買 ふやう になつ 

たからで せう。 

私 は ある 意味で は 隨分逼 られる やうな はめに なって、 今年の W 月に 新 公論に 「死と その 前後」 を發 表してから 

私に は 嘗てない 程の 多作 をし ました。 これと いって 感想 を 書かして いた ビく 程の 事はありません。 それ は 善惡共 

に 作物が 語って ゐ ると 思 ひます。 唯 私 は 自分の 生活の 改造が 益 i 緊逼 して 來てゐ る 事を感 する のです。 然し 當分 

私 は その 心 持 だけに 苦しんで ゐ ねばなります まい。 然し 時は來 ます。 必す來 ます。 その 時に 私の 作物 はもつ と讀 

者の 心に 喰 ひ 入る 靠 が出來 るの を 私 は 知って ゐ ます。 他人 は それ を 待って ゐ ないでも、 私 は 自信 を 以て 待って ゐ 

或る 雜 誌の 編輯 者 は、 私と して は 今が 油の 乘 つた 最中 だから、 油の 切れない 中に どし./ \ 書かな くって はいけ 

ない と 云って くれました。 然し 此 位の 油の 乘り 方で は 私は滿 足しない 積り です。  - 

私の 作物 はどう 考 へても 廣ぃ 需用 を 受け 得べき 性質の ものではありません。 來年 あたりに なったら 私の 所謂 評 


g: も 下火にな ると 思って ゐ ます。 その代り 少數の 讀者は 私 を 捨てない 事 を 私 は 知って ゐ ます。 私 は その 人 逢に 向 

つて きます。 だから 私 は ゆく < は 「武郞 著作 集」 のみで 私の もの は發 表したい と 思って ゐ ます" 數を 寶らな 

ければ ならない 商寶雜 誌に 迷惑 を かけない 爲 めに はさう する のが 一 番 い- -事 だと 思って ゐ ますから。 

.  (一 九 I 七 年 十二月、 「新潮」 所載) 

心が 變 化しつ、 ある 

純粹に 創作と いふ 形の もので は、 本^ は德 田、 E 山兩 氏祝贺 記念 小說粲 に 「卑怯者」 とい ふ 小說を 一 つ 書いた ビけ 

です 。その外 一 つ 長い もの を 企て ましたが 全然 失敗に 歸 しました。 「卑怯者」 について は 別にい ふべき もの を 持ち ま 

せん。 然し 何 か 私の 心の中が 今變 化して 行きつ \ ある やうに 思 ひます。 本當に 創作す る やうな 氣 持が 近い 中に 來る 

ことです か來 ない ことです か、 それすら 自分に ははつ きりして ゐ ません。 ( 一 九 二 〇 年 十二月、 「新潮」 所載〕 

僅かに ニ篇 だけ 

小說 として は 「自官 舍」、 戲曲 として は 「御 柱」、 この ニ篇が ある だけです。 これほどに 自分の 創作 慾が 退 縮した こ 

と を恥づ る、 その外に 申す やうな ことはありません。 但し 胸の 中の ものが 無くなった 譯 ではない のです から 執筆に 

氣乘 りの する 時機が 近い 未 來に來 ない もので もない と 思って はゐ ます。 自分に 絕望 など は 全くして ゐ ません。 

(一 九 二 一 年 十二月、 「新潮」 所載) 

讀 者と 直接の 關係 

附  錄  五 W 七 
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取り立て- -申 上げる やうな ことはありません。 世評 は 概して 惡 かった やうです。 私の 作品が 評 擅から 遠ざかつ 

て、 讀 者と 直接の 係 を 結ぶ やうな 傾向に 進みつ X あるの を 私と して は 喜んで ゐ ます。 

(一 さ 三年 十二 ヌ、 「新潮」 所載) 

私の 創作の 實際 

想の 纏め 方 一 I 創作の 題材 は 有り 餘る程 あると 思 ふ。 書く 人 さへ 出來 てゐれ ば， 何處 からで も それ を 拾 ふ 事が 

出来る。 想の 纏め 方 は、 まづ 書かう とする 事の 大體を 定めて おいて、 その 人物の 性格に 從 つて 書いて 行く。 その 性 

格の 發展 に從 つて、 場面 は 現 はれて 來る。 私 は 多くの場合、 かう して 不用意に 作 を 進める。 

よく 害け る 時.. I 夜が い、。 これ は 夏 冬に 關係 しない。 時には 鷄の聲 を 聞く 頃まで 書いて ゐる。 晝 間なら ば 音 

さ  * 

い 光の 射す 時が い \。 そして 外で 書く。 自分. の 家で は 周りの人が 氣を 揉んで、 どの位 書け たらう、 最ぅ呰 書け 

たらう かと 思って 吳れ る、 何時もぶ らくした 長い 時間が ある。 

書く 速度 11 時には 二三 枚し か 書け ない。 氣が のれば 一晩に 二三 十 枚 も 書け る。 

文章に 苦心す る 時 — 作 中の 人物な り * 情景な りに すっかり 入り込めない 時 最も 苦、 い する。 そんな 時にはう つ 

ちゃら かして 置く、 そして 氣分 がよくな るの を 待つ。 しかし- 一度 筆 を 下す と、 大抵 終 ひまで は 镜く。 

題の 附け方 — 大抵 書き上げた 後、 全 體の 感じ を 出し 得る やうな もの を附 ける。 私 は餘り 之に 重き を 置かない。 

句 讀點の 打ち方 — 句 讀點の 切り方に も、 假名 遣に もま だ， 私 は 迷 はされ てゐ る。 自分で はっきりした 意見 を 

もって ゐ ない。 これと 云って 特色 もない。 た r、 普通の 約束に 從 つて ゐる。 

(1 九】 七 年 十月 、「文章 俱 lf.^」 所載) 


鹿兒 島の 白い 道 

 夏 の 旅 其の 他の 感想. 


旅行した 所では 鹿兒島 。其き びくした 暑さ、 白い 道、 櫻 島の 遠望、 夜 八 時 過ぎからの 涼風、 南國 的な 生活の 有 蒙。 

旅行したい 所では 瑞西。 高所の 湖水、 雪の 山、 新しい 牛乳、 素朴な 男女 及び 子供。 

( 一 九 一 八 年 八月、 「新潮」 所載) 

輕 薄な 賣 名漢 

i —— ダ ンヌチ ョ氏來 朝の 風聞に 對 して II 

若し 伊太 禾 から 飛行機で 日本まで 飛んで 來る のが、 今日の 斯界の 經驗上 容易な 事で あるの なら、 ダ氏 は. g い 時 

で 出来る 旅行 を 企てられ たまでに 過ぎない と 思 ひます し， 非常に 難事で 生死 を 賭して か >ら ねばならぬ 程の 企 

て^ あるの なら、 ダ氏は 自分の： 大分に 對 して 何等の 愼 しみ を も 置いて ゐ ない 輕 薄な 賫名漢 だと 思 ひます。 

(一 九 一 九 年 十月、 「新潮」 所載〕 

一 人の 男の 一 生に、 若し 滿 足な 婦人からの 滿 足な 愛が 得られなかったら、 他の 點に 於て その 人が 如何に 幸運で 

あらう とも、 畢竟 不運と 云 はなければ ならない。 戀 愛の 成就 を 人生の 輕 ぃ事實 に過ぎないと 見る 人々 は、 ほんた 

うの 生の 要求 を 知らない 人 か， その 要求 を 滿すカ を 何等かの 點で 持ち 合 はさない 人の 負け惜しみに 過ぎない と 云 

» 錄  五 四 九 
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つても い X だら う。 

(一 九 二 〇 年 火 月、 「中央 文學」 所載) 

あった 方が 好い 

—— 月評 是非の 問題に 就いて 11 

月評 はあった 方が 賑か でい、 と 思 ひます。 た K 今のところ 昔 批評 を 書いた 人 —— 例へば 和 辻 氏 だと か 阿部 氏 

だと か ビ沈默 して ゐ るの は 寂しい やうに 思 はれます。  、 

今の 月評の なかで も、 殊に 廣津 和郞 氏の が 面白い と 思 ひます。 

(一 九 ニニ 年 一月、 「新潮」 所載) 

ノ f ベ ル 賞と タゴ ，ル 

餘り輕 佻な 文壇の 推賞と 煽動と に 反感 を 催して タゴ ー ルの 作品 及び 氏に 對 する 評論 は 一 字も讀 ますに 今日まで 

過して 來 ました。 こんな 事が 私の 無知 を ju,tify する 理由に ならない 位 は 知って ゐ ます。 然し ノ  I ベ ル賞を 得る 前 

の 氏が 隱れ、 得た 後の 氏が 現 はれる と 云 ふやうな 事寶は 確かに 不愉快な 事の 一 つです。 私 はもつ と靜 かな 心で こ 

の 人 を味識 する 曰の 來る事 を 待ち望む もの \ 一人です。 (發表 時 及び その 誌 名 不明) 

愛の 圓味を もった ナタ n シャ 

！ 文藝 作品 中に 現 はれた 私の 最も 好きな 女性 11  . 


トルストイの 「戰 (^- と 平和」 の 中の ナタ ー シャの やうな 女が 好きです。 幾人 かの 男の 手から 男の 手へ 移って 行 

くの だが、 しかも それに も拘ら す、 ちっとも 彼女の 愛と いふ もの は 損 はれて ゐ ない。 それ は 大柢の 女 は 男 を對象 

物と して ゐる に反して、 ナタ ー シャは 自分の 愛 を 中心として、 自分の 愛 をし つかりと 自分の 中に 摑ん でゐ て、 そ 

の 愛に IF 力 はれて 來る男 は みんな 拒ます といった 風で、 その代り 自分から 男が 逃げ去らう とそれ を 一 向氣 にもし な 

いとい ふ 所に、 一寸 他の 女に ：！：： ルられ ない 面白味が 彼女の 中に 兑 出される。 それが いつまでも 彼女の 愛 を 損 はす、 

阅 4;^ を 持たせ，， 泉の 如く 生々 と 可愛らしく 满 へさせて ゐ るので あらう。 さう した 彼女 だから こそ 一倍と 男の 心 持 

を 誘 ひ、 义讀 者の 私共にまで も、 あ \ した 我儘な 生活 をして るに も拘ら す、 それが 彼女で あれば 悪る いこと、 も 

また， 情む 心に も なれない ので あらう。 約婚の 男が 出征の 間際に 他の 男と 戀に 落ちる なんて、 これが 他の 女で あ 

つたら 屹度 私 連 は 心から 憎んだ かも 知れない が、 それが ナタ ー シャに 於て は、 寧ろ 彼女の あどけな さに 魅せられ 

て 了 ふ。 私 はナタ ー シャの やうな 女が ほんた うに 好きだ。 (發表 時 及び その 誌 名 不明) 

私が 女に 生れたら 

第一に 自立 自活の 出来るだけの 道 を 講じます。 これ は 現在に あって、 私の やうに 一人の 平凡な 女に 取って (私 

が 女に なった として) 容易な ことで はない としても、 全く 已むを得ない ことです。 それによ つて、 私 は 自分の 存 

在 を ^保す るば かりで なく、 自由 を 確保した いと 思 ひます。 これ だけの 準備が 出来なければ 性に は對 さない つ 

もりです。 愛しないで ゐられ ない 男性が 現 はれたら、 而 して その 男の人 も 私 を 愛して くれて ゐ たら、 喜び勇んで 

結婚し ます。 然し 現在 行 はれて ゐる やうな 徑路を 取って 結婚す るの はい やです つ 結婚の 問題 は詮 じつめ たと ころ、 

當事者 同志の 問題です から、 私 は 自由結婚 によらう と 思 ひます。 自由結婚と は 結婚に よって 自由の 取り去られる 

附錄  1^  一 +i 1 
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結婚で な いのは 勿論です。 か&る 結合に よって 破綻が 起ら うと も、 さう でない 結婚に よって 起り 來 たる 破綻 を爾 

縫して ゐ るより はよ いこと だと 信じます。 (發表 時 及び その 誌 名 不明) 

文章 を 學ぶ靑 年に 與 ふる 「座右銘/ 

自分で 見て 自分で 考 へろ。  - ： 

落第 點を 取る とも 誓ってう そ を 書くな。 

他人の 文 體を取 入れるな。 

文章 を 作るな、 文章 を 生め 謹し み 慎し め。 

(I 九 一 八 年 四月、 「中央 文學」 所載) 

自分と いふ ものと 不分 不離な 仕事 を 見出す 事 

面して 謙邏な 心持ちで その 仕事に 沒頭 する 事。 

( 一 九 一 九 年 六月、 「秀ォ 文壇」 所載) 

教育者に 與 ふる 言 葉  . 

師笫關係の1£^衆化を心懸く可き事、 卽ち師 はえら いもの 弟子 はえら くない ものと いふ 僻見 を捨 つべき 事。 . 

<  (一九二  I 年 五月、 「敎育 時論 j 所載) 


作家の 愛讀 書と 影響され た 書籍 

愛 讀の書 ホ ヰット マン 

影響 を享 けた 》 ホ ヰット マン、 聖書、 トルストイ。 思想 上で 、クロポトキン 力 ー ライル ベルグ ソン 

(發表 時 及び その 誌 名 不明) 

一、 聖書。 二、 トルストイ 諸 作。 三、 クロポトキン 諸 作。 CT、 ホ ヰット マン 詩集。 五、 ベルグ ソン 「時間と 意 ， 

チ 心の 自. H と」 

一 、 より は 愛 を 

1 一、 より は 人の 心 を 

三、 より は 正しき 生活 を 

叫. より は 性格の 力 を 

五、 ょりはょき^11?へ方を舉びました。 (同上) 

一 、 .a 週 金曜日 を面會 日と きめました。 

r お： な； ひに 時 叫と iiic!- とを嚴 守す る こと。 (同上〕 
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